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請序
第 一 節 問題 設定 と研 究史
本論 は ､ 近 世イ タ リ ア諸都 市 に お け る ペ ス ト行列の
ス テ磁ル ドに描 か れた 聖母 マ
リ ア図像の 分 析を通 して ､ 疫病 と信 仰 ､ 疫病 と視 覚的表象文化の 関係 を考察する もの
で ある ｡
疫病 と宗教 とは ､ い か な る 関係 にあ る の で あろ う か ｡ 宗教 とは 一 つ の 世界 観で
あり ､ 人間存在と世界との 関係 に枠組み を 与え る 知の体系で あ る ｡ そ の 最大の 役割の
一 つ は ､ 死 に対する根源的な 恐 怖や 不安 に何 らか の体 系的回答を示 す こ とに ある ｡ 宗
教 的体系 に則 して世界 を解釈す る こ と によ っ て ､ 各 々 の 生 命存在と世界 との 関係性が
規 定さ れ ､ 現実の 生 は積極 的意味 を与 え られ る の で あ る1｡ 宗教 は ､ 死 を 前 に した 人
間 に対 して 死後 の 生 に つ い て説 明 を与え る ｡ また 宗教 的枠組み に故人の 死 を位置付 け
る こ と によ っ て ､ 遺 され た 者 は ､ 近 親者の 死 を受 け入 れ 喪失感を克服 する た め の 手立
て を得 る ｡ 生 と死 と い う人 間の 根源 的な 問題を考察 する こ と によ っ て ､ 宗教 の 存在理
由を 明らか にする 辛が か り が得 られ る ので あ る ｡
死 に対 する 恐怖 は ､ 前触 れ なく 訪れる 突然 死 ､ 不 条理 な 死 あ る い は近 親者を 巻
き 込 む大量死 に際 して特 に 強化 され る もの で あ り ､ 恐怖 を鎮め 死 者を鎮魂す る こ とを
通 して人 々 が 精神的癒 しを 求め る 度合 い もそ れ に 比例 して 高ま る ｡ 大量死 は ､ 恐 怖心
と ､ 癒 しの希求の 双 方を喚 起する の で あ る . 現代 で は ､ 二 つ の 世界大戦が そ の 最た る
もの と し て 記 憶 され て い る 2｡ 近 世 に お い て は ､ そ の 最大の 契機の ひ と つ は ､ 治癒 困
難な 病 ､ 死 と 同義 の 恐 怖を 与え る疫病 で あ っ た 3｡ 大 規模な 伝染病 の 流行 と い う危 機
】 あ る 文化 が ｢死+ を どの よ う に 扱う か と いう こと か ら そ の 文化 におけ る 死 生観 ､ 世 界観 を論 じ た もの
と して は ､ 墓 ､ 埋 葬 儀礼等 に焦点 を当 て た 以 下 の 研 究を参照 ｡ Pa n ofsky, Er win , To mb s c u/ptu r e. Fo u r
le ctu r e s o nits changI
-
17g a spe cts fr o mJn cie nt Eg y pt to Be r n /
'
ni, Ne wYo rk, Ha r ry ”. A br a m s, ln c. ,
pub lishe r s, 1 964. [エ ル ヴ ィ ン ･ パ ノ フ ス キ ー , 『墓 の 彫刻 一 死 に た ち向か っ た 精神 の 様態』､ 若 桑 み ど
リ , 森 田 養之､ 森 雅 彦訳 ､ 哲 学書 房 ､ 199 6年 ｡ ];Cohe n, Kathle e n, Neta m o rpho s I
'
s of a de ath symbo/.
TJ7e Tr an si to nTb l
e
n the /ate Ni dd le Jge s a nd the Re n ais s a n c e, Be rkeley -L. A : Lo ndo n, Univ e r sity of
Cal ifo r nia Pr e s s, 1 9 73. [キ ヤ ス リ ン ･ コ ー エ ン ､ 『死 と墓 のイ コ ノ ロ ジ - - 中世 後期と ル ネ サ ン ス に お
け る トラ ン ジ墓』, 小 池 寿 子 訳 ､ 平 凡 社 ､1 9 g4年 ｡];Hu ntingto n, Richa rd a nd Metc al f, Pete r, Celebr at/
t
o n s
of De ath. The Jntho r opo/og y of Mo rtu a ry rigu a/, Ca mbridge , Ca mbridge UP. , 1 9 79. [リ チ ャ ー ド ･
ハ ン テ ィ ン ト ン ､ ピ ー タ ー ･ メ 卜カ ー フ ､ 『死 の 儀礼 - 葬送 習俗 の 人類学 的研究』､ 池 上 良正 ､ 川 村 邦光
訳 ､ 未来社 ､ 1 9 85年｡]; Arias, Ph il ip pe , L
'
ho mn7ede v a nt la nlO rt, Pa ris , Ed it o n sdu Se ui l, 19 77,
[フ ィ リ ッ プ ･ ア リ エ ス ､ 『死 を前 に し た 人間』､ 成 瀬 駒男訳 ､ み すず書房 ､ 19 90年 ｡];Arias, Ph = ip,
/m ace s de l
'
ho m m ede v a nt /a P ort, Pa ris , 1983. [フ ィ リ ッ プ ･ ア リ エ ス ､ 『図 説 死 の 文化史 - ひ と
は 死をどの よ う に 生きた か 』､ 福 井 憲彦訳 ､ 日 本 エ デ ィ タ ー ス ク ー ル 出版部 ､ 199 0年 ｡]
2 世 界大戦 に おける未曾有 の 大量 死 と､ 人 々 の 哀悼 の コ ー ド に つ い て は 特 に ウ イ ン タ ー と エ ル シ ュ タ イ
ン の 考察 に示唆を受けた . Winte r, Jay , Sites ofnle m O ry, S /
'
te sofnlO u r n I
'
g. The Gr e atWa rin e u r ope a n
c u/tu r a/ histo ry, Ca mbridge - ”. Y. -Melbo u r n e, Ca mbri dge UP. , 19 95. ; EIshtain, Je a nBetheke, Wo m e n
and w a r, Basic Bo oks ,Ln c. , 1 98 7. [ ジー ン ･ ベ ス キ ー ･ エ ル シ ュ テ ィ ン ､ 『女性と戦争』､ 小 林 史子 ･ 鹿
川 紀子訳 ､ 法 政大学出版局(叢書 ･ ウ ニ ベ ル シ タ ス 427)､ 1994年]
3 ドリ ュ モ ー は 『恐 怖心 の歴 史』 に お い て ｢ベ ス ト時代 の 集 団行動 の 類型学+ と讃す る 一 章 を 設け て ､
疫 病 と恐怖心の 問題を論 じて い る ｡ また 罪障意識 と恐怖心 に 関す る彼 の 研究も参照 ｡ Del] m e a u, Je a n, 1β
po u r e nOc ci de nt (XIVe -X V/IIe si占c/e s) . un o c /
'
te
'
a s s I
'
e
'
ge
'
e, Pa ris , L ibrairie Arthbm eFaya rd, 1978.
[ジ ャ ン ･ ド リ ュ モ ー ､ 『恐怖 心 の 歴史』､ 永 見文雄 ､ 西 葦文昭訳 ､ 新 評論 ､ 19 97年 o 特 に 第 三 葺 (1 87-2 73
貢)8 ]; DeLu mea u, Je an , S in andFe a r. The e m e rge n c e of a We s[e r ngu /
'
/ tc u/ tu r e13( h- lot h ce ntu rie s,
tr a n s. by E. Nicho)s o n, Ne w Yo rk, St .Ma rt in
'
s Pr e s s, 1 9 90. (L ibrairie Arthe m e=aya rd, 1983.)
的状況 にお い て ､ 物埋 的治療 と精神 的治癒の双 方を 必要 と した人々 は ､ 生 と死 を規定
す る宗教 の存在意義 を開 い 直 し刷新 して きた 4｡ こ の よ う な疫病 と宗教の 関わ り合 い
の 歴 史を 明 らか にする格好の主題が ､ 古代か ら近 世 に い た るまで繰 り返 し ヨ ー ロ ッ パ
世界を襲 っ た 疫病 すな わちペ ス トと ､ キ リス ト教信仰 と ､ 表象文化 との関係で あ る o
近 代医学 によ る原 因究 明 と効果 的治療法 の発見が な される以 前には ､ 疫病 とは ､
人 間の 知性 によ っ て は解決し得な い 大 い な る 危機で あり ､ 恐怖の 対象で あ っ た ｡ 結核 ､
天 然痘 ､ 癌 ､ エ イズ のよ うな 病 とそれ に対する恐 怖に彩られ た言説 は ､ か つ て ペ ス ト
や マ ラ リ アな どに対 し て 人 々 が 抱い てき た 人 知を超えた も の に対す る畏怖や恐 怖とい
っ た 集団的心性 の 一 端 を継承 して い る ｡ ス ー ザ ン ･ ソ ンタ グ(Su s a nSo ntag)は ､ 自ら
の 癌体験 に基 づ い て ､ 病が 敵の創出や 戦争を肯定する言説 と結 び付 け られ て き た こ と
を次 の よ う に告発 して い る5｡ か つ て の ハ ンセ ン氏病 患者や現代の H 川 感染者 に対す
る集団 的恐 怖心 は ､ 敵悔心 を煽る 戦闘的言説 におけ る ｢隠愉と して の 病+ とい う修辞
を繰 り返 し生 み 出 して き た 6｡ さ らに ､ こ の よう な病 の 隠愉化は病気そ の もの の 本性
を神秘化 し ､ 人 々 が 正 面 か ら病 と向き合 う こ と を困難 に して きた の で あ る7｡ こ の こ
と は ､ 重大な病や 疫病の 歴 史が 示 すよ う に､ ｢我 々 一 健康､ 正常+ と T彼ら 一 得患者 ､
病気 ､ 異常+ の二 元論 に基 づ く ｢他者視+ の構造を生 み出 し､ 医学や ｢社会秩序維持+､
｢健全な 社会+の名 の下 に正当化 され た , 隔離 ､ 差別 ､ 社会的抹殺 とい う 人類史の 負の
側面 に連な る もの で もあ る 8o そ の 一 方 ､ ペ ス トは 人々 の 宗教的生 活を 根本か ら刷新
させ ､ 生 と死 に つ い て の考察を 深 め る契機と もな っ た ｡
13 48年の い わ ゆる 黒死病以 来 ､ ペ ス ト流行は ､ 中世から近 世の 人々 の 心性を
端的 に表わ す造形文化 に大 い に影響を 与え ､ 総体と して 膨大な 量 に上 る イ メ ー ジを生
み 出す結果 を生 ん だ ｡ ペ ス トの 終票や疾病平癒 を願う エ クス ･ ヴオ ー トと して 造られ
た 絵画 ､ 彫 刻 ､ 建築そ して祝祭文化は ､ い わ ば
つ
首ペ ス ト芸術 と で も総称すべ き - 文
化領域 を形成 して い る ｡
本論で は ､ ペ ス トを巡 る 心性の歴 史を ､ 反 ペ ス ト芸術の 分 析を 通 して 考察する
こ とを 目的と して い る ｡ 宗教 と病の 関係 を歴 史的に考察する際 には ､ 少数の 教会指導
4 以 下 の 論文 射 ま､ 宗 教 が身体疾患 に対す る 物理 的治癒と精神的治癒の 双 方を担う こ とを複眼的 に論 じ
て い る ｡ The Chu r ch a nd he a/ ing. Pape r s r e ad at the 20t bsu m m e r m e etI
'
ng a nd the 2 1tJ7 WI
'
nte r m e 8t ing
of the Ec cle s /
l
a st/
'
c a/ hI
'
sto ry s o ciety, ed. by W.J . Sheils, Oxford, Ba sil B 事a chw ell, 1982. ; lJe aJ t h/
Med ic /
'
n e a nd the Fai th traditio n s･ Jn I
'
nquiry /
'
nto Re/ig/
t
o n a nd Medic J
'
n e, ed. by Nla rtin E. Ma rty
a nd Ke n n eth L. Va ux , Philade[phia, Fo rtr e s sPr e s s, 19 82.
5 so ntag , su s a n, ///n e s a nd Metapho r, Ne w Yo rk, Fa rra r, Stra us a nd Girou x, 1 97 8. [ス ー ザ ン . ソ
ン タ グ､ 『隠愉と して の 病 い』､ 富 山大佳夫 ､ み す ず書房 ､ 1 988];So ntag, Su s a n, JI DS a nd /
･
ts m etapho r,
Ne wYo rk, Fa r r a r, Str a u s a nd Gir o u x, 198 9. [ス ー ザ ン ･ ソ ン タグ ､ 『エ イ ズ と そ の 隠愉』､ 富 山太佳
夫 , み す ず書房 ､ 1 99 0]
6 ソ ン タ グ ､ 『エ イ ズ とそ の 慢愉』､ 13-15､ 90-91､ 140-141頁.
7 ソ ン タ グ ､ 『隠 愉 と し て の 病』､ 52-56頁 ｡
8 疫 病 と 他者創出の 問題 は ､ 19 95年 に編 まれ た以 下 の 論文集 が 示 し て い る よ う に ､ ペ ス ト研究の 重要な
争点の 一 つ で ある ｡ A A. VV. , Co ntagI
'
0 :Pe Ste, a rte ePr eg/
'
ud]
.
I /
'
o , a cur adl Giu s ep pe Er ric o eAm ede o
CIa rizia , Napoli, V itto rio Piro nt iEd ito r e, 19 95.
者 によ る神学議論 だけで は 汲 み 取 リえ な い信 徒民衆の 心性 を探求する こ とが不可 欠で
ある ｡ こ れ を可 能 にするの が ､ 人 々 が 救済を 求め て祈 り を捧げた 反 ペ ス ト芸術 を社会
史的文化史の 視点か ら考察 する こ とで あ る o 大量死 と社会 的混乱 を もた らす大 いな る
危機で ある 疫病 に直面 した 人々 が生 み 出 し消費 した 表象文化を分析す る こ と によ っ て ､
疫病 が どの よ うな 信仰心 を喚起 し ､ そ の信仰 心 が疫病 との 闘い に お い て どの よ う に機
能 した のか とい う問題を明らか に した い
9
o
1) ペ ス トの 文化史
ペ ス トを 問題 に した 歴 史学 研 究は ､ 13 48年の 黒 死 病が中世社会 に与え た 影 響
を 構造主義的視点か ら論 じた ク ラ ウス ･ ベ ル ク ドル ト(Kla u sBe rgdol t)の研 究や
川
,
公 衆衛生 史の観点か ら人々 の ペ ス トとの 闘 い を社会史的 に考察 した 力 ル 口
･M ･ チポ ラ
(ca‖ o Ma rio Cipol la) の 研 究
” を は じめ ､ 膨大な 数 に上 る ｡ 文化史 に 目 を転 じて
み る と ､ レイ モ ンド ･ ク ロ ー フ ォ ー ド(Raym ond Cr a wfu rd)が今世紀初頭 に著 した 『文
学 と美術 に お け る 疫病 と ペ ス ト』
12
､ お よ びジ ャ ン ･ ノ エ ル ･ ビラバ ン (Je a n- No芭I
Bir abe n) の 研 究13の よ う に ､ 舌代 か ら通 時代的 に べ ス ト流行 と そ れ に付随 する様 々
な歴 史的事柄 ､ 文学 ､ 美術 を論 じた もの をは じめ ､ ペ ス トを巡 る研 究は 実に 多様で あ
る .4. 特 に 1 4世紀 の黒 死 病 を対象 と した考察は ､ 日本 に お い て も中世史学の
- 研 究
領域を形成する ま で にな っ て い る
- 5
o
本論で は 163 0年前後 の イ タ リ アの大 ペ ス トと ロ
ー マ に お ける ペ ス ト克服記 念
行列 を事例研 究 と して 取 リ 上げる ｡ こ の 時代の ロ
ー マ の ペ ス ト対策 に つ い て は ス ー ザ
ン ･ ナス ドル フ ァ ー が社 会史 的研 究 を行 な っ て い る
-6
｡ 同 時期 の大 ペ ス トを都 市史的
視点か ら論 じた歴 史学研 究 も ､ ア ン トニ オ ･ ブリゲ ッ テ イ (Antonio Brighetti) ( ボ
9 同様 の問題意識 に基づ い て ､ サ ム エ ル ･ コ
ー ン は 遺 言書分析を通 して 黒死病以降 の 追悼 を巡 る 心 性 の
変化 を明ら か に し た｡ Cohn, Sa m u el K･ , Jr ･ , The c ult of r e m embr a n c e a nd the a/a ck De ath･ SJ
I
x
r e n ais s a n c e c /
･
tie s in c e ntr al I(a/y, Baltim o r e a nd Lo ndo n, The John s Hopk in sU P･ ･ 19 92･
10Be rgdott, Kla u s, De rShcw a r z eTod inEu r opa :Die Gr oBPe st H nd da sEDde de sN
i t tela/te r s･ 帖 n che n,
c. H. Be ck
･
s che Ve =agsbu ch ha Rd lung, 199 4･ [ク ラ ウ ス ･ ベ ル ク ドル ト､ 『ヨ
ー ロ ッ パ の 黒 死 病 一 大 ペ ス
トと中世 ヨ ー ロ ッ パ の 終 削 ､ 宮 原 啓 子 ､ 渡連芳子訳 ､ 国 文社 ､ 1 99 7年 ｡ ]
ll c ipolla, Ca rlo M. , Publ ic be a/th a nd the m edic a/ pr ofe s s ]
'
o n in the Re n a /
'
s s a n c e, Ca mbridge ,
ca mbri dge U P. , 19 76. [力 ル 口 ･ M ･ チ ポ ラ ､ 『ベ ス トと都 市国家
- ル ネ サ ン ス の 公衆衛生と医師』､ 日 野
秀逸訳 ､ 平 凡社 ､ 1 98 8年｡ ]
12cr a wfu rd, Raym o nd, P/agu ea ndpe stI
･
le n c e /
･
n //
･
te r atu r e a nd a rt7 Oxfo rd, C Ia r e ndo nPr e s s･ 1 91 4･
=
LBiraben , Je a n-No6l, Le sho m nle S etla pe ste e nFr a n c e et da n sle spays e u r ope
'
e n s e( me
'
d]
'
te r r a ne
'
e n s,
2 To n s. , Pa ris , Mouto n
- LeHaye , 1 97 6･
14 Hjstoi, e c u/tu r e/ /e de /a Ma/adI
･
e, To ulo u s e, E do u a rd Prlv at 良 Cie ･E dite ur Libr air e, 19 80･ [マ
ル セ ル ･ サ ン ドラ イ ユ 他 ､ 『病 の 文化史』 上 下 ､ 中川 米造 ､ 村 上陽
一 郎 監 訳 ､ リ ブ ロ ポ ー ト､ 1 98 4年 o コ
15 以 下 はそ の 一 部 で あ る ｡ 見 市 雅俊 ､ ｢黒 死病 は ペ ス トだ っ た の か
- ヨ ー ロ ッ パ ･ ペ ス ト史研究序説+､
『中央大学文学部紀要』､ 1 32( 史学科第3 4号)､ -9 89年 ､ ト 川9 乱 ; 日 野 秀逸 ､ ｢病 気 と社会
- イ ギ
リス に おける ペ ス ト+､ 『人 文学報』､ 東 京 都立大学人文学会 ､ 218､ 19 90年 3月 ､ 1 2 5
-1 3 1乱 ; 石 坂 尚
武 ､ ｢書 評 『黒死病 - 現実 の 史料 と解釈 の 諸要素』(199 4年 1 0月 -0 日
113 日第 3 0回 国際歴 史会議論集)+､
『ル ネ サ ン ス 研 削 ､ ル ネ サ ン ス 研究会編 ､ Vl､ - 99 9年 ､ 1 5 4
-1 98貢 ｡ ;石坂 尚武 ､ ｢ ペ ス ト期史料と し
て の 年代記 と遺言書 の解釈 の 問題性+､ 『文 化史学』､ 同 志 社大学 ､ 55､ 1 99 9年 1 1月 ､ 23 9
-261 貢｡
-6Nu s sdo rfe r, La u rie , Civ /
･
c po/I
･
t ic s /
･
n t he Rom e of urba n I / I/, Prin c eto n, Prin c eto n UP ･ ･ 19 92･
ロ ー ニ ヤ) 17や ジ ュ リア ･ カ ル ヴィ(GI
'
ul ia Calvi) (フ ィ レン ツ ェ).
1 8
､ ジ ョ ヴァ ン
こ , セ ッ ラ(Gio v a n ni Se r r a) (モデナ) 19､ あ る い は郷土 史家の マ ル コ ･ ボス カ レッ
リ (Ma r c oBo s c a r e= i) 2.8らに よ っ て着手さ れて い る o しか しな がら ､ 16 30年頃の ペ
ス ト大洗行とそ の 表象文化を 美術史的視点か ら論 じた もの は ､ 後述する よう に , キャ
サ リ ン ･ プリ - シ(Cathe rin e R. Puglisi)の 研 究の みで ある2 1.
美術史研 究 に お ける ペ ス トの 問題 を 提起 し た最大 の論 者は ミ ラ ー ド ･ ミ - ス
(M ir a rd Meis s) で あ る22o 黒 死病 と ､ フ ィ レ ンツ ェ ､ シ エ ナ芸術 に お け る ｢死 の 勝
刺+, ｢最後の 審判+ 図 ( 特に ｢地獄+) の 表現 の 変容 との 関係 を論 じた ミ ー ス の 古典
的論稿以 来 , 黒死 病 を中心 と した ペ ス ト芸術 に つ い ては 数々 の 研 究者が論 じて き た2 3｡
近 年に も黒 死病お よ びそ の後の ペ ス トに 関する 活発な研 究状況 を示 すよ うな シ ンポジ
ウム の 開 催やそ の 成果 の 出版が み られ ､ 当然の こ となが ら ､ いまだ語 り尽 く され て い
な い 側面 が 次 々 と 指摘 され て い る 24｡ 本論は ､ 近 年の 研 究の 中でも ジ ョ ヴ ァ ンニ ･ バ
リア ル ー ロ (Gio v a n ni Paglia r ulo) が 示 した ､ ペ ス ト芸術の 社会 史的分析 に よ っ て
疫病下 の 心性 を考察する 方法論 に立 脚 して い る ｡
バ リアル ー ロ が 川 年の歳月 を か けた 社会史的美術史の考察の成果 と して著 し
た こ の 研 究は ､ 死 の 勝利 や死 の 舞踏 ､ 聖 セバ ス テ ィ ア ヌ ス に代表 され る厚ペ ス ト聖人
な どこ れ ま での ペ ス ト文化史家た ちが代表的な べ ス ト主 題 と して 論 じて きた も の を相
対 化す る と い う ､ 重 要 な 学問 的提起 を含 ん で い る25｡ 被は ､ ヤ コ ポ ･ ヴィ ニ ヤ ー リ
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, in : Ar ch ivio Sto r /
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c o/ta/ ia n o, 1 39(198 1), p p. 405- 45 8.
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20Bo s c a r e= i, Ma r c o, Pe n u ria pe ste epote r e(16 28- 1635), Mila n o, Dol t. A. G iuf fr e' Edito r e, 1 983.
21 pugl isi, Cathe rin eR･ ,
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, in :Art Bulletin,
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in To s c a n a, (F ir e n z e, Le Let te r e), 19 94, p p. 13 8-1 98. 本論 を 示唆 して く だ さ っ た 甲斐敢行氏 に 御
礼申 し上げ る ｡
(Ja c opo Vign aJi 15 92- 1 66 4)と い う こ れまで 注目 さ れ て こ な か っ た 1 7世紀 フ ィ レ ン
ツ ェ の 一 芸術家と その 作 品 の発掘を 通 して ､ 1 6 30年 か ら 3 3年 に か け て トス カ ー ナ 一
帯を 襲 っ た ペ ス ト禍と絵画芸術 との 密接な 連関を 明らか に した ｡ バ リアル ー ロ が 示 し
た 最大の 学問的成果は ､ ヴ ィ ニ ヤ ー リ を ｢ペ ス ト画家+ と して 歴 史的 に位置付 ける だ
けで な く ､ ペ ス ト禍と い う 同 時代 的状況 にお いて 伝統的主題が ペ ス ト主題 と して 再解
釈 され 受容され て いた こ とを 実証的に証 明 した こ と にあ る ｡ すな わ ち ､ こ れ まで 議論
の姐上 に上 っ た と して も単 な る 文学テ ク ス トに取材 した 物語絵 画 と しか解釈 され て い
な か っ た 一 連の作品群 を ､ ペ ス トに直面 した 人 間の 精神を 映 し出 した ペ ス ト主 題 作品
と して 同定 した の で あ る 26｡ バ リ アル ー ロ が示 した よ う に ､ 画 面 内部 に留ま っ て ペ ス
ト芸術を 分析するの で はな く ､ 社会史的視点を導入 する こ と に よ っ て ､ 画 家の 生 活圏 ､
文化圏を 実証的に再 構成 し ､ 民衆生 活 と表象文化 と の 明らか な 連続性 を浮 き彫 り にす
る こ とが で き る ので あ る ｡
黒死 病 によ る造形 文 化の大変化や 反 ペ ス ト聖人信仰 と い う古典的テ ー マ に関 し
て は ､ 上述の よ うな ペ ス トの文 化史的研究の 蓄積が あ る ｡ にもか か わ らず ､ 具体的な
べ ス ト関連図像を社会 史的美術 史の立 場か ら論 じた 研 究 は予想外 に限られて い る ｡ ペ
ス ト文化 史の社会史的考察 の 重要性 と可 能性 を示 した バ リ アル ー ロ の 知見に基 づ< な
らば､ ペ ス トとの 関係 を念 頭 にお い て表象文化史 を再考 する こ と に よ っ て ､ そ の 新た
な 再 構成 が可 能 とな る と筆 者 は考え る ｡
バ リア ル ー ロ と同 様 に ､ 1 7世紀 の イ タ リ ア諸都市 にお け る ペ ス ト表象文化 を
社 会 史 的視 点 か ら考 察 した 研 究 者 に は ､ ジ ェ ー ム ス ･ D ･ ク リ フ ト ン (Ja m e s
D. C Iif to n) が い る ｡ 彼 は 学位論文お よび雑誌論文 にお い て ､ 1 7世紀 にナポリ を襲 っ
た 三 大 災厄 - ヴ ェ ス ヴ イ オ ス 火 山噴火(163 1年)､ マ ザ ニ エ ツ ロ の 乱 な ど民 衆蜂起
(1 646- 47年)､ 大 ペ ス ト (1 656- 57年) - の 歴 史的文脈 上 に べ ス トと 関連図像を捉 え
て 社会史的な 分析を加 え て い る
2 7
｡ 彼の 学位論文第 一 章は ､ 1 656 年の ペ ス トの 際に ナ
26ヴ ィ ニ ヤ ー リ 作 品 に 則 し て 例をあ げる ならば ､ ｢良 きサ マ リ ア 人+ 主題 は ､ ペ ス ト患者 の 身体 的傷を暗
示 し､ 理性 的 に 看護す る高 い精神性を持 つ 疫病看護者と し て 解釈 す る こ とが で き , こ れが実際 に べ ス ト
患者看護 に従事 し た 聖 マ ル コ 修 道院 ド メ ニ コ 会 僧 の た め に 制作 され た こ と か らも絵画 の教育 的価値 ､ 心
性 統合 の 役割 を示すも のと し て 捉 え なお され て い る (Pagl ia r ulo , G. ,
"
Ja c opo Vign ali e gl ia n ni del ta
pe ste
”
,p . 146.)｡ ま た ､ フ ィ レ ン ツ ェ 市 民 の 私的委嘱 になる ｢青銅 の蛇 を挙 げる+ (1 63 0年) は ､ ペ ス
ト予型 の - 主 題 で あリ ､ ペ ス トを人 間 によ っ て 犯 さ れ た 罪 に 対する神罰 とみなす伝統的 ペ ス ト観 を見出
す ことが で きる(Jb/
'
d. ,p p. 1 46-7.)｡ さ ら に 163 0年の 私的な注文 に よ る 作品と推定 で き る ｢ゼ ル ビ ノ ､
イザ ベ ッ ラ と慢者J は ､ ア リオ ス トの 『狂乱 の オ ル ラ ン ド』 に 典拠をも つ 主題 で あ る が ､ 作 品制作を巡
る 同時代 の社会 的状況 か ら意味解釈 を行な っ た 結果 ､ 剣 に よ っ て 受 け た 太ももの 傷 が ペ ス ト症状 と し て
典型 的な太もも の傷 を 象徴 し ､ 同 時代 の ペ ス ト治療法 に お い て 傷 の 開 口 部 か ら清血す る こ とが行 な われ
て い た こ とと関係付 けられ る こ とが示され る(/bid. ,p p.1 49-5 2.)｡ 加 え て ､ 1 63 1年 にポボレ ス キ家が委
嘱 し た ｢イ ェ フ 夕の 犠牲+ は ､ 士 師記 11 葦 に 取材 した旧約主題 で あ る が ､ こ こ で も肉を裂く剣 の モ チ ー
フ に よ っ て ペ ス トが隠喰的 に表 規 さ れ て お リ ､ 死 を 嘆く涙 ､ 悲 しみ の 場面 に よ っ て ペ ス ト流行時 に近親
者をなくす人びと の感情と合致 し て い る こ と か ら ､ こ れ もまた ペ ス ト絵画 に数えられ ると い う
(lb id. ,pp . 15 2- 53.).
27cl ifto n, Ja m e sDe a n, /m ace s of the p/agu e a nd o(he r c o nte mpo r a ry e v e nts /
'
n s e v e nte e nt h- c e ntu ry
″ap/e s, p h. Dis s. , Prin c eto nUniv e r sity, 1987･ ;Clifto n, Ja m e sD ･ ,
"Mat tia Pr eti's fr e s c o e sfo rthe
City gate fo bJapte s
”
, in : Art Bu//et in , v ol. L X Vl, n o.3 , s ep t. 1994. p p. 479
-501 ･
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ポリ市当局の要請で マ ッ チ イ ア ･ プレ ー テ ィ が描 い た市 門フ レス コ の 分 析にあて られ
て い る28. ク リフ トンは ､ 制作過 程を再 構成 する こ と によ っ て ､ フ レス コ 主題 に選択
され た ｢幼 児イ エ ス を抱い た 無原 罪の御 宿り の聖母+ が チ アテ ィ ノ会聖女が特別 に帰
依 して い た聖母 像を 霊感源と して い た こ とや ､ 聖 ジ ェ ンナ 一 口 ､ イ エ ズ ス 会聖人 フ ラ
ンシ ス コ ･ サ ヴ ィ エ ル ､ 聖 女ロ ザ リア が 都市守護聖人と して描 かれた 背景 に同 地 にお
け る聖人信仰の 特質や修道会間 の 確執が あ っ た こ とな ど ､ 16 50年代ナポ リの 政治的
宗教的状況 を明らか に した ｡ 聖母 図像を 中心 主 題とする こ の フ レス コ 装飾 につ い て ､
彼は こ の 作品 と都市守護聖人 信仰との 関係を 問題に した ｡ こ れ に対 して 本論で は ､ ナ
ポリ の 事例 を含む都 市単位で 奉献され た ペ ス ト図像 にお ける ｢ ペス トと聖母 信仰+ の
複合的連関 に論点 を あて る ｡
ステ ンダ ル F
2) 都市行列と 行列 職 図像
本研 究で 事例 分析を試み る 1 63 2年 ロ ー マ ､ 163 0年ボ ロ ー ニ ヤ にお ける ペ ス ト
関連祝祭 行列 にお い て は ､ 聖 母 マ リ ア と反 ペ ス ト聖人の ｢執り成 し+ を嘆願する 目的
で制作 され た 聖 画 像が 市中 を担ぎま わ さ れ て い た ｡ 163 0年の ボロ - ニ ヤ の ペ ス トに
つ い て は ､ 既述の とお リブリゲ ッ テ ィ の 社会史的分析が な され て い るが ､ .考察対象は
あく まで も ペ ス ト流 行中の 諸政策で あ っ て ペ ス ト奉納図 像や 行列に つ い て はカ タ ロ グ
化 し て い る にす ぎな い 29｡ 1 995年 に な っ て ､ キ ャ サ リ ン ･ プリ - シ (Cathe rin e
R. Pug暮isi) が初め て 美術 史の立 場か ら 163 0年の ボ ロ ー ニ ヤ にお け る ペ ス ト行列 とグ
ス テ ンダ ル ド
イ - ド ･ レ ー ニ によ る 行列職 図像 に つ い て論 じた画 期的な論稿を発表 した30(国 91)｡
ボロ ー ニ ヤ 都市社会 の 宗教的 ･ 政治的状 況 と レ - ニ の 行列職制伴お よび図像 と を関連
付 けた そ の分 析は ､ 筆者が 同時代 の ロ ー マ に お ける ペ ス ト行列を論 じる 上で 非常 に有
効な 比 較例 を提供 して い る ｡
しか し ､ プリ - シの考察は あく ま で も作 品の枠を 出な い よ う に思 われ る ｡ つ ま
り ､ 都市空間を動 き 回る 行列暇な らで は の よ リ アク テ ィ ヴに受容され た 図像 と して捉
え る視点が不 十分 で あ り ､ 残念な こ と に都市行列 とス タテ ィ ッ クな 祭壇画分 析と の 決
定的差異 を強調する に至 っ て い な い ｡
ス テ ン ダ ル ド
行列 と と も に都市空 間 を運 ばれ る 行列 職 は ､ 建築空間の 中 に 固定 され た 祭壇
画 と も ､ 祝祭期間に のみ 存在 し後 に解体 され て しまう エ フ ェ メラル 芸術 とも異な る特
異 な 蝶体 で ある こ と を銘記 する 必要が あ る ｡ こ れ は ､ 崇拝対象 とい う 点 にお い て は祭
壇画 と共通 点を持 つ が ､ 都市空間を随時移動する と い う点 におい て エ フ ェ メラ ル の 一
種 と も見な せ る ｡ い わ ば ､ 移動する祭壇 と して ､ 祭壇画 と仮設の祝祭装置 の 中間点 に
2 8c[ifto n, J ･D･ , /m ace s of t he p/agu e,p p.1 3
- 62.
29 Brighet ti, Bo/ogn a e/a pe ste deI 1630, 19 68.
30 pugl isi, Catherin eR･ ,
"
Gui do Re ni･s Pa/ I io n ede/ Voto a nd the PIague of1630
”
, in :)rtBuJIetI
･
n ,
ll
位置する の が ､ 行列職で あ る ｡ 例 え ば ､ 163 2年 の春 に ロ ー マ で 行な われ た ペ ス ト克
服記念行 列で は 3 メ ー トル ほ どの 巨大な 職が 運ばれた ｡ こ の 時の 行列職は現存 しな い
が ､ 同 時代文字記録 によ る と ､ 盛期バ ロ ッ ク芸術を 代表す る芸術家 ピエ トロ ･ ダ ･ コ ル
ト - ナが ､ 表と真の 両 面 に聖母 イ コ ンと 都市守護聖 人を 描 い た もの で あ っ た31. 都市
空 間を 通過 して ゆく行 列幡 は 必然的 に こ れ を迎え 見 る人 ､ 見送る 人の 前後 二 万向の 眼
差 しの 対象とな る ｡ ロ ー マ の例 の よ う に両面 か らな る 峨は ､ 行列職の 中でも ､ 動く イ
メ ー ジ と しての 特質を最大 限 に有 して い る特異な 媒体な の で ある ｡
さ らに ､ 聖画像 を か か げて 人々 が都市空間を 同 時に移動 する ペ ス ト祈願行列と
は ､ あ る社会集団 - そ の 多く が都市共同体 - の 広範 な構成 員が共有 した 宗教的体験で
あ り ､ したが っ て疫病 に直面 して い た 彼らの 心性 の 一 端 を 我々 に開示す る契機 とみ な
す こ とが で きる ｡ ペ ス ト行 列は ､ ペ ス ト流行中 ､ ある い は流行直後 の都市 とい う特定
の 時空 ､ 特定の 社会的 コ ンテ ク ス ト上で イメ ー ジが動 き 回 る契機 で ある とい う 点で ､
社会 と表象 の関係を考 察する 有効な 分 析対象で あ る ｡ と い う の も ､ ペ ス ト行列と は ､
①疫病終葉 を神 に ｢嘆願+ す る ､ ある い は終鷺を ｢感謝+ する と い う 明確な 目 的を も
つ て ､ ②嘆願行列 と い う 宗教的施策を 用 い た ､ ③主 と して都 市行政府 のイ ニ シアテ ィ
ブの も とで ､ ④原 則 的 に都市社会全構成員 によ っ て 営まれ た公 的で 集団的な 営為 で あ
つ た ｡ そ して文化消費の 分析視点 に と っ て重要な こ と に は ､ ⑤主催者 は当初 か ら受容
者 コ ミ ュ ニ テ ィ ー を想 定する こ とが で きた ｡ すな わ ち行列 を見守 りあ る い は 参加 した
都市居住 者は ､ 疫病流 行中ある い は終 票直後の都市社会 を構成 し ､ ミ ハ イ ル ･ パ フ チ
ー ンが ｢ク ロ ノ トポス+ 32 と 呼ん だと こ ろの 特定 の 世界像お よび精神様態 を共有 して
い た と考え られ る ｡ 都市単位の ペ ス ト行列と は ､ こ の よ うな特 質を も つ ゆえ に ､ 目 的 ､
主催者 ､ 受容者 と い う 文化的 コ ンテ ク ス トの 各構成要 素 を 明らか にで き る稀 有な分 析
対象な の で あ る ｡
行列の中心 を な す ､ 都市共同体 による集 団的エ ク ス ･ ヴオ ー トと して の ペ ス ト
零前掛ま､ E]常的信仰 の 対象 と して の 祭壇画 と 異な っ て ､ 流行中 の行列 に お い て は
羅 患から都市全体を 護る もの と して 崇拝され ､ 護符 的作 用 と い うイ メ ー ジ の 最も根源
的な 力 を帯びる もの と捉え られ る ｡ ま た終罵の 暁に は ､ 疫病が もた ら した精神 的物理
的喪失と傷痕 に対 して 慰め や 癒 しを提 供 し､ 再 度 ､ 神 へ の信仰 と積極的な 生産 ･ 再生
Sept. 199 5, ∩ . 3, p p. 4 02
- 41 2.
31 Ge r a rdi, ^nto nio , So m m a r ]
'
a r e/atio n ede//a So/e n n epr o c e s sio n edello Ste nda rdo. , . , Ro m a, Lodo vic o
Grign a ni, 1632. [Ar civ u mRo m a n u mSo cietatis le s u, Ro m a :Ro n. 13 1,ll,fol. 43 0- 43 7,fol. 4 37r e cto .]こ
の ベ ス ト行列 に つ い て は本論第 四葦 で論 じる ｡
32 ミ ハ イ ル ･ パ フ チ ー ン は ､ 1 97 5､ 79年 の 論稿 にお い て ､ 芸 術 作品 の 主人公 の行為 の 時間 の解釈が主人公
の 辿 る道 ( トポグ ラ フ イ カ ル な座標) と密接 に結び つ い て い る こ とを指摘 し , 空 間 的 ･ 時 間 的関係が相
互 に強く結び つ < ことを強調 した ｡ パ フ チ - ン に よ っ て 提 出され た こ の ｢ク ロ ノ トポ ス ( 時空)+ の枕念
は , 中 世人 の 世界イ メ ー ジ を 明ら か に し よ うと し た ア ー ロ ン ･ グ レ ー ヴ ィ チ の 研究 に お い て さ ら に 展開さ
れ て い る ｡ 彼 は ｢時間 と空間 は ､ 世 界存在と人間 の経験 の 基本的形態 の 決定 的要素 で あ る+ と し て 中世
の タ ロ ノ トポス 分析 に 一 章 を 割 い て い る ｡ ア ー ロ ン ･ グ レ ー ヴ ィ チ ､ 『中世文化 の カ テ ゴ リ ー 』､ 川端 香
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産 へ と向か わせ る有 用芸術と して 都市空間を 動き 回る ｡ こ の よ う にイ メ ー ジが 最 も社
会的に影響を与え る 一 つ の契機 と して ペ ス ト行列を 捉え る べ きで ある とい うの が筆者
の 立場で ある ｡
別の言 い 方をすれ ば ､ 本研 究は ､ 黒死病以 降 1 7世紀 一 杯 まで を視野に 入れ つ
つ
33
､ 対抗宗教改革期 に当た る 16世紀後半か ら 163 0年代の都市ロ ー マ とそ の社会を
主た る対象と して ､ ペ ス ト流行 お よびそ の 脅威 と い う社会的危機に際 して 都市空間を
舞 台に実施され た 祝祭行列 と こ れ を構成 する文化 を ､ 宗教的次元 (反 ペ ス ト信仰)､
社会経済史お よ び都市共 同体政治の次元(社会的危機と して の ペ ス トと ペ ス ト対策)､
そ して 特 に視覚的表象分 析を 核 とする文化史 的次元 (反 ペ ス ト図像 ･ 祝祭行列) か ら
な る複眼 的視点か ら分 析する もの である ｡
3) ペ ス ト行列 と聖母 - ジ ェ ンダ ー 的視点
すで にかな りの 蓄積の あ る ペ ス トの 表象文化研 究は最後の審判図の変化や 反 ペ
ス ト聖人 を対象 とする ものが 大半で あ る ｡ 実際 にべ ス ト奉納図 像を見て み る と ､ 諸守
護聖人 の さらに上位 に聖母(あ るい は聖 母 子)が 描かれ た 作例を多く 見 出せ る ｡ 本論で
は ､ 1 4世紀の 黒死病 か ら1 7世紀(最後の ペ ス ト大淀行は1 8世紀初頭)に至 る時代
の イ タ リ ア語都市に お い て ､ ペ ス トを契機 に造られ た 図像群を主 題 別 に類型 化しな お
して い る ｡ こ の作 業を通 じて ペ ス ト図像 の歴 史 にお ける聖母 主題 の位置 を明 らか に し
よ う と試み た の で ある ｡L15世 紀 に ウ ン ブリ ア地方で は疫病終篤を祈願 する 都市共同
体単位 の エ ク ス ･ ヴオ ー トと して ､ マ ン トで ペ ス トの矢か ら市民 を 匿う ｢ミゼ リ コ ル
デ ィ アの 聖母+ を描 い た 職が 多数制作 され た 34 (図 53- 56)｡ また 15世紀末 から 1 6世
紀 の ペ ス ト奉納画 の 多く は ､ 玉 座の 聖母 を反 ペ ス ト聖人が囲む ｢聖 会請+ 形 式の祭壇
画で あ っ た (図 6 0- 68)｡ 1 6世紀 半ば以 降に は対抗宗教改革運 動にお ける 聖 母信仰 の
鼓舞を 受け て ､ 黄金の 光と天 使 に囲ま れ て雲上 に座す マ リア を都市守護聖人 た ち が崇
拝する祭壇画 ､ 行列職が量 産され た ( 図69- 72､ 7 4- 87､ 9 卜94､ 96､ 98- 9 9)｡
これ らの 中か らペ ス ト流行時の 祈願行列のた めの図像 を抽出 して み る と ､ 都市
単位の ペ ス ト歎願行列 で は聖母 マ リア を描 い た 峨をそ の 中心 に据え て い た こ とが 明 ら
か にな っ た ｡ ペ ス トの流行終幕や 疾病治癒 ､ 羅患の 恐怖か らの解放 ､ 自身あ る い は犠
男里 ､ 栗 原成郎訳 , 岩 波書店 ､ 1992年 (1 972年 1)､ 41, 55, 19 ト96貢.
33 ル イ ー ズ ･ J ･ マ ー シ ャ ル の 学位論文 ｢
"
主 の 意思 に仕え て
''
ペ ス トの イ メ ー ジ ヤ リ ー + は､ 聖 セ バ ス
テ ィ ア ヌ ス 信仰を軸 に 1 4世紀 の 黒死病以降の ベ ス ト聖 人図像およ ぴ ｢ミ ゼリ コ ル デ ィ ア の 聖 母+ 図像 の
変遷を追 っ た もの で あ る ｡ こ の 論 稿 で は 1 6世紀以降 の ペ ス ト図像 に つ い て は考察対象 か ら外 され て い る
た め ､ 17世 紀 イ タリ ア を主 に対象とす る本論 は こ れを 歴 史的 に補完す る た め に も貢献 で き るだ ろう ｡
Ma r shal [, Lo uise Ja n e,
`
Wa /
.
t ing o n the wi / of the Lo rd
′,
: The im age ry of the p/agu e , Ph. Dis s. ,
Univ e r sity of Pe n n sy一v a nia , 1989.
34 ウ ン ブリ ア の 臓 に つ い て は サ ン テ ィ に よ る 研究 を参照 ｡ Sa nti, Fr a nces c o, Go nfa/o n ,
･
u mb, /
･
de/
R/
'
n a s c /
'
m e nto･ Per ugja , 19 76･ た だ しサ ン テ ィ に は ､ ｢ペ ス ト行列職+ を特別 なカ テ ゴリ ー と し て 捉 える
視点 は な い ｡
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牲者の 魂の 救済 を公 的に嘆願する ペ ス ト行 列に お い て ､ 人 々 は聖母 マ リア 図像を崇敬
対象 と して 選択 しそ れ を 担 い で 都市空 間を練 り歩 い て い た の で ある ｡
ペ ス ト表 象文化 に聖母 主題が大 き な位置 を 占め て い た こ と を示 す図像史料 の存
在 にもか か わ らず､ 疫病 と聖 母マ リ ア信 仰 ､ あ る い は ペ ス トと聖母 マ リア を 中心 と す
る 造形芸術 とを 関連 させ た 分析は ､ ペ ス ト文化史に組 み込 まれ た 形 で 散見する のみ で
ある ｡ ｢ペ ス ト行列職+ と い う 図像 カ テ ゴリ ー に着 目 した 唯 一 の 莫術史研 究者で あ る
プリ ー シも ､ 職 にお ける 聖母 主 題 と疫病 時の 都市政治 と聖母信仰の 関係に は特別な 関
心 を払 っ て い な い 35｡ 疫病 と ペ ス ト帯封献の マ リ ア 図像 との 関係 に論点 を絞 っ た 研 究
に いた っ て は ､ 管見 の 限 り現在まで の と こ ろ 見 出せ な い ｡ した が っ て ､ ペ ス ト流行 ､
ペ ス ト行列 ､ 行 列幡の 聖 母 マ リ アの 三項 を 結びつ けた 考察 は ､ 本論 におい て初 め て 取
り 組まれ る問題で あ る ｡ 聖母 信仰が ペ ス ト(疫病) 流行と い う社会的危機に 際 して 果た
した歴 史的役割 を ､ 近世 イ タ リ ア都市社会の人 々 の心 性 を考察 する格好の 分析対象で
ス デ ン タル ド
あ る都市 ペ ス ト行列 と そ の 職 の 分析を 通 して 明 らか に する こ とが 本論 の 目 的で
あ る ｡
近 世イ タ リ ア都市社会 に と っ て ､ 疫病 と は戦争 ､ 飢経 とな らん で 都市機能 ､ 社
会秩序 を崩壊さ せ る大 きな 社会 的危機で あ っ た ｡ また 基本 的 に階層男 女を 問わ ず大量
の 死者 をだすべ ス トの流行 は ､ 救済の ドグ マ に よ っ て 人 間の 生 と死 に説明 を与 え る宗
教の 役割 と存在意義が 根本 的な 批判的検証 に晒され る契機で も ある ｡ 疫病中 に聖職者
が 発 した 説教 で は ､ 疫病 と は都市社会の 道徳的退廃や 信仰心 の希薄化 に対 して 下 され
た 神罰で あ る とされ ､ した が っ て 神の 慈悲を得て 疫病 を終票 させ る には人 々 の 宗教的
刷新 と悔 俊が不可 欠で あ る とさ れて い た 36｡ ペ ス ト行 列 とは ､ 天 に対する 都市社会全
体 によ る歎願の 印 に他な らな い ｡
ペ ス ト流行 にお け る聖母 マ リ ア の 役割 とは何だ っ た の か ｡ ペ ス ト - 死 の 恐 怖 に
晒され た人 々 が都市行列 に お け る崇拝対象 と して 選ん だ の が ､ 受難者あ る い は裁判官
と して の男性神イ エ ス ･ キ リス トで はな く ､ 生 命 を育 み信徒 を 庇護 して 彼らの 嘆願 を
息子イ エ ス に執 り成す母 マ リ ア だ っ た の は何故か ｡ な ぜ大量 死 を もた らす疫病 へ の 恐
怖 が ､ 聖母 マ リ ア信仰に結 実 したの か ｡ ペ ス トと 反 ペ ス ト聖 人と りわ け聖母 マ リ ア信
仰 との関わり を考察する た め には ､ 同 時代の 表象芸術 と文字 史料 と をあわ せ て詳細 に
検 討す る必要が ある の で あ る ｡ そ のた め に は ､ 疫 病 と聖母 を つ な ぐ神学的 ､ 政治的 ､
歴 史人類学的な視座 にた ち ､ とりわ け ､ 近 年盛ん に論 じられ て い る ジ ェ ンダ ー 論の 立
場 か ら ､ 西 欧近 世社会 にお け る疫病と聖母信仰そ して 造形芸術 の 関係 を再考 する必 要
35 puglisi,
"Gujdo Reni
'
s Pa/ /I
'
one de/ Voto and the P一agu e of 163 0
”
.
36 本 論で は 15 70年代 ミ ラ ー ノ の ペ ス トの 際の 大 司教カ ル ロ ･ ボ ッ ロ メ - オ の 説教 およ び司教区民 へ の
文書 と､ 16 30年墳 の ロ ー マ 教 皇 庁 に おけ る カ ブチ ノ会 士 フ ラ ン チ ェ ス コ ･ デ ィ ･ ネ グ ロ の 説教を取 り上
げ た ｡ 神 罰 と し て の 疫病観念 の近世 に おける 継承 と ､ 疫 病 に 襲われ た 都市を形容す る ｢稜れ た 大地+ と
い う トポス の 共通性を見出す こ とが で きる ｡
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が あ る ｡
ペ ス トと聖 母 マ リア信仰 と い う新 た な 問題を考察 する際 には ､ ヨ ハ ン ･ バ ッ ハ
オ ー フ ェ ン (Joha n nJ. Ba chofe n) 37､ ゲル ダ ｡ ラ ー ナ ー (Ge rda Le r ner)38､ リ ー ア ン ･
ア イ ス ラ ー (Ria n eT. Eisle r)39ら に よる 古代大地母神信仰の 研究が 明らか に した 女神
信仰の 起源を踏 まえ る こ とが 肝 要で あ る4 0｡ つ ま リ ､ 生 と死 を 司 る女神借仰は ､ 集団
の 生 存の危機 にお ける 女性 の 生殖力崇拝 ､ 母 性崇拝 に起源を 発 して お リ ､ ペ ス トの よ
う に集団 の 生存 を危う く する危機 的状況 に こ の 古代以 来連綿と継承さ れた 母 神信仰が
公 的顕 現 を遂げるの で あ る41｡
た だ し ､ 舌代女神崇拝 とキ リス ト教化 に伴う聖母 マ リア信仰と の 間 にあ る連続
性 と差異 に つ い て も指摘 して お く必 要が ある ｡ 6 01年の 教皇大グ レゴ リ ウス の ブリテ
ン宣教文書 に端的 に示 され た 布教方針に した が っ てな され た既 存宗教体系の変形 とキ
リス ト教会 によ る領 有を経 て 42､ 古代グ レ ー ト マ ザ ー 借仰 は聖母崇拝 に換骨奪胎 され
た 43｡ 豊穣 を司 る黒 い 聖母 や 穀物 女神を キ リス ト教化 した 聖女 ･ 聖人 に対する民 間信
仰 に代表 され るよ う に , 古代女神信仰と聖母 マ リ ア信仰 とは継続性を有 して いた ｡ し
か しそ の 一 方で ､ 前者が 有 して い た性的豊穣は聖母 神学 にお いて は全て 排除され ､ あ
らゆる性的快楽が 拒否 され た と こ ろ に ､ ｢処女 に して母+ と い う 唯 一 特権的な 女性と
して 聖母 は位置付け られ た4 4｡
さ らに ､ 都市行列 とい う 受容形 式を考 え るな らば､ 聖母図像 と都市と の関 係 ､
い う な れ ぱ都市を統合する シ ンボル と して聖母 図像を捉え る ことが 可 能 で あ る . そ の
ため には ､ モ ー リ ス ･ アギ ュ ロ ン (Ma u ric eAgu[ho n) や ジ ョ ー ジ ･ L ･ モ ッ セ(Ge o rge
3 7 Ba chofe n･ Joha n nJakob, Da s Mut te r re ch t･ fin e unte r s u cbu ng t2be rdJ
･
e Gyn aikokr atJ
,
e de r al te n
We/ tn a ch /
'
hr e r r e/ igJ
'
b
'
sen u nd r e ck //
'
gn e nNatu r, Stuttga rt, 1 861, Ba s el, 194 8. [J ･J･ J†ッ ハ オ
ー フ ェ ン ､ 『母 権論 古代世界 の女性支配 に関す る研究 - そ の 宗教的および法的本質』 l . 同道 夫 ･ 河 上
倫逸訳 ､ み す ず書房 ､ 1 991年｡ 2 . み すず書房 , 19 93年 o ]
38Le r n e r･ Ge rda , The c r e at io n of Patr I
'
a r chy, Oxfo rd, Oxfo rd UP. , 1986. [ゲル ダ ･ ラ ー ナ - ､ 『男
性 支配 の 起源と歴 史』､ 奥 田 暁子訳 , 三 一 書 房､ 19 96年 ｡]
39Eisle r, Ria n eTc n n e nha u s, T he Chal/
･
c e a nd the B/ade : o u rh/
･
sto ry o u rfutu r e, Sa m Fr a n cis c o,
Ha rpe rColl in s, 1 98 7･ [リ ー ア ン ･ ア イ ス ラ ー ､ 『聖 杯と剣 : わ れら の歴史 ､ わ れらの 未来』､ 野 島秀勝
訳 ､ 法 政大学出版局 ､ 1 991年｡ ]
40 グ レ ー ト マ ザ ー 信 仰 の 起源 と歴史的変遷 に つ い て の 新 た な知見が近 年盛 ん に 提出 され て い る ｡ Cfr .
Ge nde r a nd Re//
'
g/
'
o n :On the c o mple x /
'
ty ofsymbols , Bynu m, Ca r ol in eWalke r, Ste v a nHa r r el la nd Pa ula
Richm a n eds ･ ･ Bo sto n(Ma s s･), Be a c o nPr e s s, 1 98 6. ;0
'
Neil, ”. Patrick,
``The c u一t of Ma ry c o mpa r ed
with An cie nt Mothe r God de s s e s〃 , in : Ge nde r, c ultu r e, a nd the a rts ･ Wo m e n, the arts, a nd s o ciety,
Su squ eha n n aUniv e r sity Stud ie s, ed･ by Ro n ald Dot te r e r a nd Su s a nBow e r s, Lo ndo n- To r o nto ,
As s o ciated UP. , 1 993, p p. 22
-43.
"
母 性 崇拝 の 歴史的考察 の 展開 に 関 し て は ､ フ リ ー マ ン に よ る 論集序論 に的確 にま と め られ て い る ｡
Fr ee m a n, Ja m e sM･ ,
"lntrodu ctio n :T he Cr o s s c ultu r al study of Mothe rWor sh ip
,,
, in :Mot he rWo r ship,
p p. x v
-
x xiv .
426 01年教皇大グ レゴリウ ス の ブリ テ ン 宣教者 へ の 文書 :rそ の 他の 古 い 信仰 の場 で あれ ば習慣 と して (辛
リ ス ト教化 され た) 聖堂に入 り真 の神を崇 め る よ う に な る だ ろ う+ 黒 い 聖母はこ の よ うな過程 に お け る 継
続性保持 の 一 助 と し て 機能 した 可能性 が あ る o
of the Black Virgin : S he is bla ck be c a u se
43 o'Nei[,
"
The c ult of Ma ry co mpa r ed with
”
Be rge r, Pa m e[a C. , The God de s s obs c u r ed.
to s aint, Bo sto n, Be a c o nPr e s s, 19 85.
Mo s s, Le o n a rd W. , a nd Stephe nC. Cap pa n n a ri,
``In qu e st
she is bfa ck
' '
, in : Mot he r Wo r shI
'
p, P P. 53 -74,p . 71.
An cie nt Mothe r God de s s e s” , p p. 22十43.
Tr a n sfo r m atI
'
o n of the gr a /
'
D Pr Ote Ctr e S Sfr o mgode s s
1 5
L. Mo s s e) が近代国家の 国民主 義 を論 じる 際 に着 目 し ､ 『モ ニ ュ メ ン トと 乙女た ち』 で
マ リ ナ ･ ワ ー ナ - (Ma rin a Wa r m e r)が 指摘 した ｢象徴 と して の 女性 像+ の 視点 を 援用
す る必要が あ ろう45o すな わ ち ､ 男性 に よ る性支 配を 基礎 とす る階級支配 ､ 人種 支配
シ ス テ ム で あ る 家父 長制社会で は ､ 歴 史 的個人的属性を 剥奪され領有 され た 女性像が ､
普遍的統合 シ ンボル と して 用 い られ社 会秩序の強化 に貢献す る o こ の ジ ェ ンダ ー 理 論
は ､ 有力 男性市民によ っ て 構成 され て い た ペ ス ト行列 の中心 に聖母 マ リア が 表象さ れ
た こ とを 解釈する有効な 切 り 口 とな る ｡
メ ア リ ー . デイ リ ー (Ma ry Da[y)､ マ リナ ･ ワ ー ナ ー を は じめ ジ ェ ンダ ー 宗教 史
の分野 か らは ､ 教会およ び行政当局 によ る 体制維持政策 にお い て 聖母 信仰 が 有す政 治
的メ カ ニ ズム が 指摘 され て い る 46｡ 本論 で は都 市ペ ス ト行 列 峨 に聖母 が 描か れた こ と
を分 析する た め に こ の 視点 を導入 する ｡ ペ ス ト禍の 都市で は ､ 多く の 死者 一 恵者 の苦
しみの 地獄絵 図 を体験 した 人 々 を ､ 死 者の魂の救済の た めの 祈り や 善 行へ ､ 生 産 ･ 再
生 産活動 へ と促 す上で ､ 母 性 ､ 貞節 と い う 女性の セ ク シ ュ ア リテ ィ ー の統制 は社会秩
序維持の 重要な 要素で あ っ た ｡ その た め の 規範 を体現 する 最大の シ ンボル と して聖母
マ リ アを ペ ス ト行列峨 に描 き ､ 都市社会秩序を再 建す べ き 都市民 に顕 示 する 必 要が あ
つ たの で ある ｡
大量死 と社会秩序の 危機 に お い て ､ ペ ス ト行列職 に描か れ た 聖母 図像 は ､ 疫病
の 終篤 と死 者 ､ 生者双 方の 救 済を 歎願す る崇拝対象で あ る と と も に ､ 人 々 を カ トリ ッ
ク信仰 と都市当局のも と に統合 して ､ あ る べ き宗教的 ･ 社会的秩序を 確認 させ る装置
45 Agulhon , Ma u ric e, Na ria n ne a u c o mbat: I
'
/
'
m agerie etla symbo/iqu e r epub/J
'
c a /
'
t7 e Sde 1 78 9a 18 80,
Pa ris , Fla m n a rio n, 197 9. [モ ー リス ･ ア ギ エ ロ ン ､ 『フ ラ ン ス 共和国 の 肖像 : 闘う マ リ ア ン ヌ 1 7 8 9
- 1 8 8 0』､ 阿 河 雄 二 郎他訳 ､ ミ ネ ル ヴ ァ 書房 ､ 19 85年]; Mo s s e, Ge o rge, The uatio n a//
'
z at/
'
o n of the
m a s s e s.
I
politic a/ symbol/
'
s nl a nd m ass m w enl e ntS I
'
n Ge r m a ny fr o mt he Napo/e oI7jc w o r sthr o ugh the
Th ird Re I
'
ch, rJe w Yo rk, Ho w a rd Fe rtig, 1 9 75, [ゲ オル ゲ ･ L ･ モ ツ セ ､ 『大 衆 の 国民化 : ナ チズ ム に 至
る政 治 シ ン ボ ル と大衆文化』､ 佐 藤 卓 巳 ･ 佐 藤 八 寿 子 訳 ､ 柏 書 房 ､ 1 9 94年コ;Wa r m e r, Ma rin a, Mo n u m e nts &
Ma ]
'
deI7 S. The a//ego ry of the fenl a/e fo r m, Ne w Yo rk, Athe ne u m, 19 8 5. ;若 桑 みど リ ､ 『象 徴と し て の
女性像 - ジ ェ ン ダ ー 史 か ら 見た家父長制社会 に おけ る女性表象』､ 筑 摩書房 ､ 2 00 0年 ｡
ま た抽象観念 の擬人像表現 に つ い て は次 の 基本 的研究も参照｡ Katz e n el le nboge n, Adol f, JI/ego r /r e s
of the v J
'
rtue s a nd vices in Ned]
'
e v al a rt. Fr o m e a rly christJ
'
an I/
'
nl e StO the thirte enth c e ntu ry,
Toronto -Buffal い Lo ndo n, Univ e r sity of To ro nto Pr e s s, 1 989.
46 特 に 近 年はジ ェ ン ダ ー 的視 点 に 立 っ た 論 文集が多く編 まれ て い る ｡ Daly, Ma ry , The Chu r ch a nd the
Se c o nd Se x, 196 8. [メ ア リ ー ･ デ イ リ ー ､ 『教 会 と第 ニ の 性』, 岩 田 澄 江 訳 ､ 未 来 社 ､ 19 81年];Daly, Ma ry,
Beyorld God the Fathe r :To w a rds aph/
'
/o s ophy ofNom ell
'
s //
'
be r atio n, Bo sto n, Be a c o nPr e s s, 1 97 3. ;Bo x e r,
C ha rle s.R. , Ma ry a nd NI
'
s og yny. Wo m e n /
'
n l be r J
'
a n e xpa n sio n o v e r s e a s14 15- 181 5. So m efa cts , fa n c /
'
e s
a nd pe r s o n a/itie s, Lo ndo n, Du ckw o rth, 1 97 5. ; Wa r n e r, Ma rin a, A Io n e of all her s e x. The nlyth a nd
c ul tof the Virgin Ma ry, Lo ndo n, Pa nBo oks Ltd . , 1 98 5. (1 976);Mothe rWo r sh ip. The nle a nd Vc r /
t
at/
t
o n s,
ed . byJa m e sJ. Pr e sto n, C hapel Hi ll, ”. C. , T he Univ e r sity of No rth Ca r ol in aPr e s s, 1 98 2. ; Phi [l ips,
John A. , EVE. The A/
'
story of a n i de a, Sam Fr ancis c o, Ha rpe r & Row , Pub 一ishe r s, 1 98 4. [ジ ョ ン ･
A ･ フ ィ リ ッ プ ス ､ 『イ ヴ/ その 理 念 の 歴史』､ 小 池 和子訳 ､ 劫葦書房 ､ 19 87年]; Thefe m ale body I
'
n We ste r n
c ultu r e, ed. R. Suleim a n, Ca mbridge - Lo ndo n, Ha r v a rd U P. , 19 85. ;
the a rts , aI7d s o c I
'
ety, Su squ eha n n aUniv e r sity Studie s, ed.
Lo ndo n-To r o nto , As s o ciated U P. , 1 99 3. ; Tr e xle r, R icha rd C. ,
po/i tI
'
c al o rde r, a nd the Eu r opea n c o nqu est of the AnTe r /
'
c a s,
c o n s ept of the Godde s s, ed. by Sa ndr aB il lingto n a nd Mir a nda
1 996. ;Wo m e n a nd Fa /
'
th. Catho//
'
c r e/J
'
g/
'
o u sl ife /
.
n lta/y fr o m
Ge nde r, c u/tu r e, a nd the a rts. Wo nle n,
by Ro n aJ d Dot te r e r a nd Su s a nBo w e r s,
Se x a nd c o nqu e st. Ge nde r ed vio/O n c e,
Ca mbridge , Polity Pr e s s, 19 95. ;The
Gr e e n, Lo ndo n, Ne wYo rk, Ro utledge ,
/ate a nt iqui ty to the pr e s e nt, ed . by
Lu c etta Sc a r aff ia a nd Gabriel la Za r ri, Carnbridge a nd Lo ndo n, Ha r v a rd UP” 19 99.
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で あ っ た ｡
とこ ろで ､ バ リアル ー ロ の論稿を見た 後 には ､ 一 人 の芸術 家や 特定の ペ ス ト流
行 に的を絞 っ た綿密な 事例研 究な し にべ ス ト文化史を語 る こ とは不 可 能 に思われる か
も しれ な い ｡ と は い え ､ 黒 死病以降の ヨ ー ロ ッ パ に限 っ て もほ ぼ四世紀以上 に も及ぶ
ペ ス トと の闘い と造形 文化 とが横た わ っ て い る以 上 ､ ケ ー ス ス タデ ィ か ､ あ るい は何
らか の指標をも っ て 通時代的 に 一 連の ペ ス ト関連文化を眺め る と い う 方法か ､ そ の こ
方向 に分 析視点を 定め る必 要が ある o 本論 にお い て は ､ 筆者は ､ そ の 二 極を 同 時に可
能 にする構成を と っ て い る ｡
第 一 に ､ ペ ス ト図像 に表れ る聖母 マ リ ア に注 目 する こ と によ っ て ､ ｢ペ ス ト主
題 と して の 聖母 マ リ ア+ とい う誰 もが知 っ て い な が ら論 じて こ な か っ た こ と を ジ ェ ン
ダ ー 文 化史の 理 論を 用 いて 改め て 解釈 しな お す (通 時代性)｡ 第 二 に ､ 特卑の ペ ス ト
行 列 =63 2年ロ ー マ ､ 16 30年ボ ロ ー ニ ヤ を 中心 に論 じる) を社会史的に考察す る こ
と によ っ て (同 時代性)､ 疫病 時の政治的宗教的政治学 にお け る聖母信仰 の役割を 明
らか にする o こ の マ ク ロ ､ ミ ク ロ 双方の ア プロ ー チ を通 じてペ ス トと聖母 信仰の 関係
を複 眼的 に論 じよ う とする もの で あ る ｡ 前者 に つ い ては ､ 特定の ペ ス ト流行を記念 し
た奉納画 や行列旗の 収集と分類を 行な う こ と に よ っ て ､ ペ ス トと聖母 と い う大き な 問
題 を考察する材料を 整え るだ け で はな く ､ 個別 に しか 論 じられて こな か っ た 一 連の 作
品群を ペ ス ト図像史 の 上 に置き な おすと い う文化史上の 貢献に も繋が る と考え て い る ｡
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第 二 節 祝祭文化研 究の 方法論修正 の 提起
バ ー バ ラ ･ ス タ フ ォ ー ドは ､ ｢イ メ ー ジ+ こ そ は我 々 の 口 涌 - 視覚文化 に と っ て
は るか に豊か で 対抗 的な 教育的 プラク シス にな り うる と主張 して ､ 近 代初期 に 醸成 さ
れ た ｢視+ を 劣等な 知とみ な す否定的見方を克服 しな けれ ばな らな い と指摘 して い る
4丁
｡ ス ペ ク タ クル 研究 におい て も ､ 舞台装置や台本の 文字な どに律せ られ た ｢公式の+
イ ンフ ォ ー マ ル
劇場をみ るだ けで は 不完全で あり ､ 非言語的で 規則 を もた な い ｢ 巷 + の劇 場の
実験を 明らか にする こ と が ロ ゴス 中心 的な 学問状況を 脱構築す るた め に必 要で ある と
彼女は述 べ て い る ｡ 視覚 的表象 を対象 とす る文化史 は ､ ま さ に言語 とは異な る記号 と
文法を も つ イ メ ー ジ の学 問で あLJ ､ 我 々 の ｢視+ と精神の 歴 史を 明らか にす る試み で
ある ｡ と りわ け ､ 祝祭文 化は ､ イ メ ー ジ の中で も絵画 ､ 彫 刻な ど物質的な モ ノだ けで
は な く ､ 特定の 時空 に お い て 人 々 に よ っ て経験 され た ､ い わ ば生 き られ た イ メ ー ジで
あ る ｡
l) バ ロ ッ ク ･ ロ ー マ 祝祭研 究 の必要性
都市文化 と して の バ ロ ッ ク ･ ロ ー マ 芸術文化 の 全 体像 を描 くた め に は ､ 恒久的
な 視覚的表象文化だけ で は 不 完全で あ る と言わ ね ばな らな い ｡ 第 一 の 理 由と して は ､
文化人類学 ､ 民 衆文化史 ､ 社会 史的文化史な どの 先行研 究が 明 らか に して い る よ う に ､
祝祭 とい う非恒久的な 表象文化 はあ る文化的共同 体の 構造や 心 性を 明 らか にす るた め
の 重要 な 分析対象で あ るた め で あ る4 8｡ 本論で 中心 的に論 じる 17世紀 前半の ロ ー マ
で は , 特 に 1 63 0年代以 降移 し い 数の祝祭が 行わ れ て い た ｡ こ れを示 す膨大な 祝祭演
出 ､ 装置 デザイ ン図 像史料や文字史料は ､ こ れ ら祝祭が 都市空間 ･ 建築 . 装飾 ･ 絵 画 ･ 彫
刻 か らエ フ ェ メ ラル な 祝祭 装置 ･ 演 出 に至 る様 々 な表 象領域か ら構成 され た複合 的表
象 であ る こ とを 示 して い る 4 9. 即 ち当該都市文化が そ こ に凝 縮され た 祝祭 文化 こ そ は
全 体に通低す る文化 的本質 ･ 特 質を 導き 出す鍵 と 見な す こ とが で き る ｡ 一 つ の祝祭 を
例 に取 る こ とに よ っ て ､ そ れ を 成立 さ せ て い る歴 史的 ､ 社会的諸要件 が い か な る ｢社
会+ を成立 さ せ ､ い か な る祝祭 - ｢ 一 回性 の+ 四 次元 的表現 を 得た の か を 明 らか にで
47 stafford, Barba r aMaria , Jrtfu/ s cien c e. EnJ/
'
gntn m e nt ente rta /
'
nnle nt a nd the e c/ips e of y /
'
s u a/
edu c atio n, Canlbri dge , The MI TPr e s s, 19 94. [バ ー バ ラ ･ マ リ ア . ス タ フ ォ ー ド､ 『ア ー ト フ ル ･ サ イ
エ ン ス : 啓 蒙時代 の 娯楽と凋落す る 視覚教育』､ 高 山宏訳 ､ 産 業図書 ､ 1 9 97年 ､ 3 67-3 71貢 c ]
48Be r c6, Yv e s- Ma rie , Fe
^
te s el r e
'
v ol te . De m e ntalite
'
s popu/air e sdu X VIe a uX V/ IIe si占c/e, Pa ris ,
1 97 6. [イ ヴ- マ リ ー ･ ベ ル セ ､ 『祭 リ と反乱 - 16-1 8世紀 の 民衆意識』､ 井 上 幸治監訳 ､ 新評論 ､ 1 9 80年];
Ke rtz e r, Da vid l. , R itu a/, po/I
'
tic s, a nd po w e r, Ne w Ha v e n a nd Lo ndo n, Yale U P. , 19 88. [D ･ I ･
カ ー ッ ア - ､ 『儀 式 ･ 政 治 ･ 権 力iI､ 勤 葦書房 ､ 19 89年 ｡ ]; Rya n, Ma ry , in : The He wCul tu r e/ ”/
'
sto ry,
Lyn n Hu nt ed. , Univ e r sity of Ca一ifo r nia Pr e s s, 1 989. [メ ア リ ー ･ ラ イ ア ン ､ ｢ア メ リ カ の パ レ ー ド
ー 19 世 紀 に おけ る社会秩 序の表象+､ 『文 化 の 新 し い 歴史学』､ リ ン ･ ハ ン ト編 ､ 岩 波 書店 ､ 19 93年 ､ 205-23 7
貢 ｡ ]
49De ='Ar c o, ”. F. e S. Ca r a ndini, L
'E ffI
'
m e r oBa r o c c o. Str ut tu r edeI /a Fe sta n e/ /a Ron7 ade/'6 00, Ro m a,
Bulz oni, 1978.
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きる ｡
第 二 に ､ 同時代の聖堂建築 ､ 彫 刻 ､ 絵 画等 の研究 によ っ て 明らか にされ た様式
的特質が 挙 げられ る ｡ 例え ば ､ 対抗宗教改革指導者の 下 に 1 6世紀 末か ら 17 世紀初頭
にか け てカ トリ ッ ク教会芸術 の 基 礎を確立 した ボロ ー ニ ヤ 派 に代表され るバ ロ ッ ク宗
教画 は ､ 対角線構図 と上下位 階的構造 を組み合わ せ た 画面 構成 によ っ て演劇性を強調
した ｡ 画面 内部で 完結する こ とな く 常 に画面 外部 の 観者 一 消費者の 視線を 画面 内 に導
き入れ る意匠を配 する こ と によ っ て ､ 観る 者を位階構造の 最下 部に位置付け ､ 精神と
肉体を総合的 に動員する た めの 様式的特質 を持 つ ｡ そ れ は建築 ･ 装飾 ･ 絵 画 ･ 彫 刻が 相
互 に境界を無化する ま で に融合 された バ ロ ッ ク礼拝堂デザイ ンに最 も顕著 に表れ て い
る50｡ ま た 同 時代 の 音楽や 説教の 修辞学に も ､ 人 々 を 惹き つ け ､ 感覚 に喜びを与え ､
感動 させ る とい う特質 が共通 して見 られ る こ と も論 じられ て い る51｡ こ の よう に五 感
を通 し て 受容者 一 消費者の全身体的参与を積極的に促すバ ロ ッ ク絵画 の 様式的特徴 は ､
参加者 - 観者を基 本的構成要素とする都市祝祭文化の それ と共通 して い る ｡
最後 に ､ この よう な観 る者に直接的に訴え か け る表象上の特徴は ､ 上 述 した ボ
ロ ー ニ ヤ派 絵画 に例証 され るよ う に ､ 対抗宗教改革運動に おい て ､ トレ ント公会 議以
降 16 世紀末の カ トリ ッ ク指導者層 ､ 布教修道会指導者 らが定式化 した 聖画 像論5 2と
そ れ に基 づ く ｢正 統 的+ カ トリ ッ ク文化の 育成 と確立 を基 礎 に して い る 53｡ 例え ばイ
エ ズ ス 会開祖聖 イグナチ イ ウス ･ デ ･ ロ ヨ ラは ､ 身体的感覚 (五感) は魂の 精神性の
反 対概念で はな く ､ 前者は後者 を観想的 ･ 創造 的に伸張 した もので あ る と みな した ｡
そ して ｢想像力 を使 っ て神秘的場面 を見 な が ら現場 に身を 置く+ 隈 想技術を 体系化 し
た の で ある 54｡
こ の 新し い 表象文化は ､ 宗教戦争 に留ま らず ､ 絶対主 義体制の基礎を築き つ つ
あ る 大国間 の 勢力 争い や ､ 天動説か ら地動説 へ の宇宙観の 大転換等に起 因する パ ラダ
イ ム ･ シフ トとそ の危機の 中で 権威 と地位 を再確立 しよう とするカ トリ ッ ク教会の 巻
50La vin, [r vi日g, Be r nini a nd the u n J
･
ty of the vis u a/ a rts , Ca mbridge, Ca mbri dge UP. , 19 80. ;Ca r e ri,
G･ ･ 8e r nin /
'
･ F/I
'
gh ts of Lo v e･ the Jrt of De v otio n･ Tr a n s. by Li日da Lap pin, Chic ago a nd Lo ndo n, The
Univ e r sity of Ch ic ago Pr e s , 1995.
5-1 99 6年 に ロ ー マ で 行 なわれ た シ ンポ ジウ ム で は , ロ ー マ の 初期 バ ロ ッ ク 芸術 の特質 が 多角的 に議論 さ
れ た o Do c e re Dele cta r eMo v e r eJ ffet t/
･
･ de v o zion e e r eto ric a n e/ / ingu ag gio a rtistJ
･
c o deJ pr /
･
m o
ba ro c c o r o m a n o, At t idel c o n vegn o orga niz z ato da ='Ist i tuto Ola nde s e aRo m a edalla 8 ibl iothe c a
He rtzia n ain c o= abo r a zio n e c o nl
'
Univ e r si t良Cat tol ic ad 川 ijm ege □, Ro ma, 19-2 0ge n n aio 1996, Ro m a,
De Lu c a, 19 8･ ベ ル ト ･ ト レ フ ァ ー ス に よ る 序論 に 適確 にま とめられ て い る ( Tr effe r s, Be rt ,
` `lntr odu zio n e
”
, p p. 1卜1 4. ).
52 代表 例 は 以下 ｡ PaFe ot ti, Gabriele , Dis c o r s o /
･
nto r n o a/Ie /
･
m agin I
･
s a c re epr ofa n ediv J
･
s oin c I
･
nqu e
L ibr J
'
･ ･ ･Ra c c o/to & po sto J
'
n s /
'
e m e ad ut/
A
/e del/e a nim epe r com m /
･
s sio n edi Mo n sign o r eI//u str /
･
s s. a
Re v e r e nd is s･ Ca rd･ Pa/e ot t iVe s c o v od)
'
Bo/ogna. JIpopo/ode//a CJ
-
t ta&D io c e s e s u a, (BoJogn a, 158 2),
Bologn a, A･ Fo r ni, 19 90･ ; Bor r o m e o, Fede ric o, De PI
'
ctu r aSa c r a, 2 1ibs . , (Mila n o, 1 62 4), a c u r adi
C･ Ca st iglio ni, So r a, P. C. Ca m a str o, 1932.
5 3Male, Emile･ i
,
)rt r e/ igie u x apras/eCo n ci /e de Trente , Pa ris , Li b･ ^r m a nd Colin, 1932. ;Kni ping,
John B･ , lc o n ogr aphy of the Cou nte r-Refo r m at io n /
･
n t he 〟ethe rla nds ･ 〟e a Fen O n e a rth, 2v o[s . ,
N ie u wko op - B･ de Gr a af, Leide n-A. W. S ijthoff, 197 4. (Hi lv e r s u m, 1939-4 21 .)
5 4
イ グ ナチ オ ･ デ ･ 口 ヨ ラ ､ 『霊 操』､ 門 脇住吉 臥 解説 ､ 岩 波文庫 ､ 19 95年､ loo 乱
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き 返 し運動の産物で ある ｡ こ の 再建 され た 教会の 教義お よ び ロ ー マ 教 皇の 座で あリ カ
トリ ッ ク 世界 の首都た る 口 - マ の権威 を信徒 一 人 一 人 に納得 させ る た め の修辞 が ､ ジ
ュ リオ ･ C ･ アル ガ ン(Giut io Ca rlo Arga n)が指摘す る と こ ろ の ｢身体的動 員+､ ｢説
得芸術+､ ｢メ ラ ヴィ リア(驚異)+ 55だ っ た の で あリ ､ 高位聖職 者か ら世俗 権威 ､ 都市
周辺の 農民層 まで の 広範 な 社会 構成員 を 包摂 する都市祝祭 にそ の 心性 が凝縮 され て い
る と い っ て も過言で はな い ｡ 以上 の 理 由か ら ､ 1 7世紀 ロ ー マ の祝祭 文化 研 究の 重要
性が 導き 出さ れ る ｡
近年 ､ 盛ん に取 り組まれ て い る 社会史的祝祭研 究の ほ とん どが 主張 して い る よ
う に ､ あ る共同体社会が 営む祝祭は そ の 社会自体 によ る政治経済的 , 宗教 的 ､ 文化的
経験 の 表象 で あ り ､ 不 特定 多数の 人 間(そ れ は社会公式 的構成 員お よ び当該社 会 エ リ
ー トを 中心 と するな らば周縁化 され た マ ッ ス か ら構成 され る)が 同 一 時空 を 共有 しそ
れ ぞれ の 意味を汲み 取 リ ､ また 付 して ゆ< 社会的実践 の場で あ る56｡
本論が 対象 とする 1 7世紀前半の ロ ー マ は ､ 近 代的市民階級 が 勃興 しつ つ あ っ
た ネ ー デル ラ ン ドの 商業都市 と も ､ 近 代 国民 国家体制 に入 り つ つ あ っ た フ ラ ンス 王 国
の 首都 とも ､ 封建 的土 地所有 と貴族称 号 ･ 血統 に支配 の 正 統性 を置 く 都市国家 と も異
な る意 味を付 さ れ た都 市で あ っ た ｡ ロ ー マ は ､ 1 5世紀末以 降 ､ 植 民 地主 義 ､ 資本主
義 と とも に地球規模 に拡大 した カ トリ ッ ク世界の精神 的首都で あ り か つ 教 皇領 の 首都
で あ っ た ｡ 換言すれ ば ､ キ リ ス トの地上 の代理 人 で あ る と 同時 に教皇領 を有 する封建
領 主 とい う宗教的政 治的権威 - すな わち教皇 と教 皇庁 - の 本拠地 とな っ た 都市で あ る
57
｡ 近世 ロ ー マ 社会 を単純 に聖俗 ニ 元 論で 規定で き な い の と同 様 に ､ 例え ば ロ ー マ で
行わ れ た祝祭の う ち宗教 的あ る い は世俗 的と断定的に 区別で き る もの は 基本 的に あ リ
え な い ｡ 祝祭 は聖俗 両性格 を あ わせ も っ た 文化的実践 とみ な す べ き な の で あ る ｡
た だ し ､ 一 過性の 表象 とい う祝祭 その もの ､ ある い は祝祭の後 には解体 され て
しま う仮設祝祭装置の もつ い わ ば エ フ ェ メ ラル な 属性 ゆえ に ､ 祝祭研 究の 物質 的対象
物 は 限定 され て い る ｡ 文字 ･ 図像記 録か らな る主催者側 の言説 を 主 た る 史料 と し て 再
構成 され た 表象文化は ､ 主催者側の 眼差 しを必 然的に 内包す る と い う 史料的限界 を免
れ な い ｡ また継起的 に変化する 祝祭装置 分析 には 時間軸 の 挿入 を伴う ｡ 一 方 ､ 祝祭意
55 Arga n, GiuE io Ca r[o ,
``La r eto ric a el
'
a r chitettu r aba r o c c a
''
, in : Co nta rd i, Br u n o, La r eto ric a
e /'a r ch/
'
tet tu r adel ba r o c c o, Ro m a, Bulz o ni E d ito r e, 1 97 8, p p. 5 -7.
56 cfr . Plais a n c e, NL,
`
FIo r e n c e :a l
'
6poqu e de Savo n aro[e
'
, in : Le sFete s u rbain e s e n/ta/ie a
/'e
'
poqu ede /a Re n ais s a n c e, p p.9 -2 9. ; Gie nis s o nDe[a n n e e,F. ,
`Fete et s o ci6t6:l
'
As s o mptio naS ie n n e
et son 6v olutio n a uco u rs du X V[e si昌cle
'
, in : op. c /
'
t. , p p. 65-1 29.
57 Arga n, Giulio Ca r[o , Eu r ope of the CapI
'
ta/s . 1600- 1700, tr a m s, by Antho ny R hody, Ge n e v a, Ed itio n
d'Art Arbe rt S kila, 1 96 4, p. 3 5. ;Arga n, The Re J7 ais s a n c eCI
'
ty, 19 69. [ジ ュ リ オ ･ 力ル 口 ･ ア ル ガ
ン ､ 『ル ネ サ ン ス 都市』, 堀 池 秀人監訳 , 中村研 一 訳 ､ 井 上書 院､ 19 83年 ､ 2 9- 30貢 . ]; Pr odi, Pa oJo , The
Papal prin c e : o n ebody a nd tw o s o u/s . T he papa/ m o n a r chy I
'
n e a r/y m ode r nEu r ope, Ca mbridge ,
Ca nlbridge UP ” 19 87(Bologn a, 19 82.), p .3 8. ; Labr ot, G占r a rd, RoDlalc aput m u ndI
'
' L 'J
'
m m agin eba r o c c a
de/ /a c I
'
t (A s a nta 1534- 1677, trad. di R. Radet ti, Napoli, Electa Napoli, 197, (L'/
I
m age de Rome . uno
a r m epo u r/a Co ntr e
- He
'
fo r m e15 34 - 1677, 1 98 7.)
2 0
匠と恒久的 芸術文化 との相互 連関性は双 方が 一 つ の文化圏に共時的に属すこ と を示 す
指標 で あ る ｡ ゆえ に ､ 通史的 ､ 共時 的双 方の 時間軸の 交接点 に対象を 据えた 歴 史的視
野と ､ そ れ を踏まえ た 表象分析の方法論が 有効か つ 不可 欠 とな る ｡
建築 ､ 彫 刻 ､ 絵 画と い うい わ ゆる ｢大芸術+ と範暗付けられ て来た も の全 て の
みな らず ､ 祝祭空間と な る都市計画 ､ あ る い は 工芸 ､ 演劇 ､ 詩 ､ 音楽 そ の他 ､ 各 々 の
演出によ っ て 差異は ある もの の ､ 多領域 にわ た る表象文化が 一 つ の祝祭 に収赦され て
い る58｡ こ の よ う に複合的問題 の絡 ま り合 っ た 総体 と して の祝祭 の性質 は ､ 文化史全
体に お ける祝祭研 究の遅 れ と困難 さを説 明して もい る ｡ 祝祭は ｢ 一 回 性+ とい う 属性
を 帯びた 表象文化で あ り ､ そ れ を構成する 全領域を網羅する こ とは 事実上不可 能 に近
い ｡ した が っ て筆者 は ､ 現 在の 我々 が過 去の祝祭を歴 史的に再構成する た めの 基本的
史料で あ る公 式報告小冊 子 や同 時代日記 ､ 契約文書等の文字史料 と ､ 祝祭が 行わ れた
社会 にお い て 造形 的言 語 と して 生 産 ･ 消費 され た 図像史料 ､ そ して 同 時代 の都市空 間
そ の もの を分 析対象 とする ｡
2) 受容の コ ンテ クス ト ､
誰か が それ を観て参加する こ とを 想定 して創出され る表象文化 は ､ 消費者の 存
在を も っ て 初め て完成 する ｡ 祝祭プ ロ グラ ム 中に は考案者 によ っ て 参加者 一 消費者の
理 想的参加 の あ り方 が 組み 込 まれ て い る ｡ こ の仮説を み とめ る こ と によ っ て ､ 同 時代
的意味解釈が可 能 にな る ｡･ こ の よう な文化消費の 分析視座を導入する こ とに よ っ て ､
祝祭を含め た視覚的表 象文 化は全て ｢受容の コ ンテ ク ス ト+ に則して 理解 され る べ き
で あ る こ とがわ か る ｡
ミ シ ェ ル ･ ド ･ セル ト - (MicheJe De Ce rte a u)は ､ 表象が どの よ う に使用 され
消費され るか は ､ 一 元 化で き な い と述 べ て い る 59｡ すなわ ち 消費者 にと っ て の表象の
意味や どう使 い こ な すか と い う 日常的実践 を 通 して ､ 複数の ｢生 産+ が な され る と見
な すの で あ る ｡ 同様 の視点は ､ シ ャ ルテ エ(Roge rCha rtie r)の読書論 ､ ギ ンズブル ク
(Carlo Gin zbu rg)やル ･ ロ ワ ･ ラデ ュ リ ー (Em a n u el Le Roy Ladu rie)の 社会 史研 究 ､
ある い は総合芸術 と して バ ロ ッ ク を捉え た カ レ ー リ(Gio v a n ni Ca reri)の 研究 に お い
て も ､ 理 想的受容 と対抗的受容 と い う 形 で提 出され て きた 60｡ 例 え ばシ ャ ル テ エ や カ
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･
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レ - リ は ､ 表象 に組み 込 まれ た 消費誘導の デ ヴア イ ス を 抽出す る こ と によ っ て ､ 受容
の コ ンテ クス 卜を重視 した 分析 を行な っ た ｡
都市行列と い う 一 視祭形式 を考察の 対象 とする 本論の 方法論的支柱 とな るの が ､
ジ ョ ヴァ ンニ ･ カ レ ー リが 提起 した 分析方法で あ る6 】｡ 彼 は バ ロ ッ ク ･ ロ ー マ 芸術を
代 表 す る 芸 術 家 の 一 人 で あ る ジ ャ ン ･ 口 レ ン ツ オ ･ ベ ル ニ ー ニ (Gia n Lo r e n z o
Be r nini1 598- 1 680) の 1 7世紀後期の 礼拝堂デザイ ンを 対象 に ､ 宗教的芸術の 受容 - 消
費の 問題 に つ い て画期的な 方法論 的ア プ ロ ー チ を 試み た ｡ カ レ ー リの 考察 に お い て 鍵
とな る分析視点は ､ ベ ル ニ ー ニ と同 時代 の美術批評 家 フ ィ リ ッ ポ ･ パ ル ディ ヌ ツ チ が
r ベル ･ コ ンポス ト (Bel Co mpo sto)+ と 呼ん だ ベ ル ニ ー ニ 芸術 の 革新性 で あ る o そ
れ は ､ 三大造形芸術が 相 互 に異な る領 域を 画 して い た そ れ まで の芸術 の あ リ 方を根本
か ら変え る もの で あ り ､ 各芸術 領域を 相互 に 融合 させ て 弁証法 的に別の 新た な様式 ､
つ ま リ建築 , 彫刻 , 絵画 の 全て が 統合 され て 一 つ の総体 をな す美 を創造する もので あ
っ た ｡ すで に ア ー ヴ ィ ン グ ･ ラ ヴィ ン の 『ベ ル ニ ー ニ と視 覚芸術の 統合』 (1 98 0年)
に お い て ､ ベ ル ニ ー ニ の 芸術が こ の よ う な特 質を有す こ と が指摘 され ､ 特 に聖女テ レ
ジ ア の法悦の 瞬間を 表現 した コ ロ ナ 一 口 礼拝 堂(サ ンタ ･ マ リ ア ･ デ ッ ラ ･ ヴィ ッ 卜
- リ ア聖 堂)に焦点 を あて た 分析 が な され て い る 62｡ カ レ ー リ は ラ ヴィ ンの 研 究が 提
起 した 統合 ､ 融合 とい う 視点 を評価 した 上で 批判を述 べ る ｡ まずベ ル コ ンポス トを構
成 する建築 ･ 彫 刻 ･ 絵 画 が 別 々 に論 じられ て い る と い う 限界 が あ リ ､ 造形 的要 素全 て
を全体 とそ の構成要素 と して 経 え る必要が あ る と する6 3｡ さ らに ､ 受容 - 消費の 観点 ､
すなわ ち礼拝堂デザイ ン自体 が どの よ うな 受け 取 リ方 を促 し想定 した もの で ある か と
い う考察が 欠如 して い る と い う批 判を加 えた 上で ､ 新た な 分 析を展開 して い る ｡
考察 にお い て有効な 理 論 と して カ レ ー リが依拠 する の は ､ ロ シ ア前衛映画 監督
エ イ ゼン シ ュ タ イ ン に代 表 され る 映画 理 論で あ る ｢モ ンタ ー ジ ュ 理 論+､ ｢感覚的思
考+ およ び ヴィ ゴツキ ー の ｢内面 的デ ィ ス コ ー ス + の理 論で あ る6
4
｡ こ れ ら の上 に立
っ て カ レ ー リは ､ ｢様々 な 要素か ら構成 され た合成物 ニ コ ンポス ト+ の 構築 を ､ 芸術
家に よる 創作法 と観者 一 礼拝者 に よる そ の 受容(歴 史的 に決定 され た熟視 の形態)の ニ
つ の視点か ら見 る 必要 が あ る とする ｡ つ ま L) ､ 芸術家 ベ ル ニ ー ニ に よ っ て 新た な 規範
の も と に完全な全体性 の 中 に融合さ れ た もの は ､ 観者が 共有する特定 の信心 実践 とと
も に起 こ る 受容形体 一 つ ま り融合さ れた 各要素を 全体 と して 受け 取 リ再 統合す る受容
の あリ方 - を 通 して ､ は じめ て ｢ベ ル ･ コ ンポ ス ト+ が 完成 され る とみ な す65.
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こ の研 究の 学 問的意義の高さ は ､ ベ ル ニ ー ニ 芸術の 本質を 明 らか に した点 に限
定され な い ｡ すなわ ち ､ カ レ ー リが示 した 受容 一 消費論は ､ 他の芸術 に も適用可 能な
の で はな い だ ろ う か ｡筆者 は特 に ､ ベ ル ニ ー ニ もそ の 中心 的担 い 手で あ っ た バ ロ ッ ク ･
ロ ー マ の祝祭研 究に お いて こ の 方 法論を敷桁 で き る と考え る ｡ 第 一 に ､ 特定の 信心 形
式を共有 する観音 に よ る消費の型 を作品分析を 通 して 想定で き る こ と と ､ 装飾 プロ グ
ラム と異な る受容 モ ー ドを 持つ 観者の 受容形 式 とは別個に考察する 必要が ある と い う
指摘 は ､ 聖堂内部 に お ける 芸術消費と比 して よ り広範な人びと に開か れ た祝祭を 考察
する上 で重要な 知見 で ある ｡ 第 二 に ､ 一 定 の場所 に据付され た祝祭装置 を中心 に展開
され る祝祭 の場合 と ､ 行列な どの よう な異な る時空が 連結さ れて 全体 を構成する 場合
と で は ､ 分 析方法は 必 然的に異な っ て く る こ とを認識する上で重要な 示 唆を得 られ る ｡
第 三 に ､ 異な る 素材が そ れ ぞれ 意味論的必然性を も っ て 組み合わ され て い る こ と を看
破 した カ レ ー リ の論は ､ 例 え ば､ 額縁 に入れ られ てス タテ ィ ッ クな もの と して見 られ
論 じられ て き た絵画 作品 中心 の 美術史研 究 を相対化 し ､ 特 に建築 ､ 彫 刻 ､ 絵画 そ の 他
諸芸術領域が 融合 した バ ロ ッ ク芸術 を考察する 上で 不 可欠な視点を提供 した ｡
一 方で ､ 鑑賞者 一 消費者の 多層性 ､ 象徴作用 の 多義性に留意する こ と は ､ 理 想
的消費( プロ グラ ム に合致 した 消費)の 枠の外 部 に ､ 別の読み ･ 消費の 複 数性すな わ ち
重層 的解釈の 地平を拓 く ｡ 例え ば､ 主催者 に対抗 的な勢力 によ る社会批 判の 契機 と し
て祝 祭 ･ カ ー ニ ヴ ァ ル が消費 され る こ と は , パ フ チ ー ン ､ ル ･ ロ ワ ･ ラ デ ュ リ ー ､ ベ
ル セ らの カ ー ニ ヴ ァ ル研 究が 証明 して い る 66｡ しか し こ れ らの論が複 数の 消費の 可 能
性を指摘する仮説 に留 ま っ た の に対 して ､ チ ュ - ダ ー 朝演劇研究 者の カ ー ナ ン(AIvin
B･ Ke r □a n)は ､ 上演 と い う具 体的な消費 一 受容の場 にお い て 戯曲テ ク ス トを解釈す る こ
とに よ っ て ､ 歴 史上特定の 時空 にお い て の み成 立 しえ た消費を明 らか に して い る67｡
こ の よう な解釈 には分析者は少な く ともこ 種の 視線 ､ すなわ ち全て を僻轍的に見 渡す
歴 史的視線 と ､ 消費者 一 参加者 ､ 見 物人 の 視線(同時代人の 眼差 し)とを 意識する 必 要
が あ る ｡ こ れ らの 知見 を踏ま えて , 本論で は ペ ス ト行列の文化的消費の コ ンテ ク ス ト
に着 目 して 同時代的意味や ､ 公 的報告書か ら除外され た受容者層に も言及 する ｡
A : 祝祭の 構造的類型 別方法論
宗教史的 には対抗宗教改革運動の う ち ｢勝利する教会+ を全世界 に対して 強固
に表現する段階に位置付け られ ､ その造形 芸術 にお い ては ｢総合芸術+ 性や演劇性が
66
ミ ハ イ ル ･ パ フ チ - ン ､ 『フ ラ ン ソ ワ ･ ラ ブ レ - の 作 品と中世 ル ネサ ン ス の 民衆文化』､ 川 端 春男里訳 ､
せ リ か 書房 ､ 1 97 4年(モ ス ク ワ ､ 1965 年)｡ ; Be r c6, Yv r s-Ma rie, F占te s et re
J
v o/te . De m e nta/i re
,
s
POPu/a /
'
r e sdu XV/e a uX V l//e s /
'
ac/e , Pa ris , 19 76. [イ ヴ - マ リ ー ･ ベ ル セ ､ 『祭 リ と 反 乱 - 1 6-18
世 紀 の 民衆意識』､ 井 上 幸治監訳 ､ 新 評論 ､ 1980年]
67 Ke r n a n･ AIvin B･ ･ Shake spe a r e･ ( he ”/
･
ng
,
s p/aywrI
･
gh t･ The ate r in the Stu a rt Cou rt 1603- 1 6 1 3,
Ne w Ha v e n- Lo ndo n, Ya一e UP . , 1 99 5.
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指摘 され ､ 様 式史上初期バ ロ ッ クか ら盛期 バ ロ ッ ク へ の 転換期 と して 重 要視され る
16 30年前後の ロ ー マ で は ､ 実際 ､ 特 に 世紀後半 の諸祝祭 の 原 型を 用意 した と考 え ら
れ る 多種多様の祝祭が 量産 され た ｡ そ れらは例 え ば ｢ク ア ラ ン ト ー レ+ のよ う に ､ イ
エ ズス 会 と い う布教修道会傘下 の 信心 会を 主催団体 と し ､ 教皇 ウル バ ヌ ス 八 世や有 力
枢機卿 らの r宗教 的+ 権威 と ロ ー マ 市 行政 を 司る ロ ー マ 在地貴族 ･ 上層市民 ら r世俗
的+ 権威 の 双 方か らの 財政的 ･ 政 策的支持 と彼 らお よ び ロ ー マ 内外か らの 一 般信徒 た
ちの積極 的参加 を通 じて 実施 さ れ た 相対的 に宗教色の 強 い 祝祭が生 まれた 6 8｡ ある い
は ､ 教皇宮殿内に祝祭 空間 を設置 し世俗君主 ･ 貴族を 招 い て 教皇出身家系(バル ベ リ ー
ニ 家) 支配の黄金時代を 演出 した 16 3 4年 の 有名な カ ー ニ ヴ ァ ル6 9､ また 前世紀 の フ ァ
ル ネ ー ゼ宮廷 ､ メ デ ィ チ 宮廷 の 舞 台 一 視祭を 継承 し ､ 17世紀 後半以 降の 常設劇場 に
社 会的エ リ ー トのみ が 共有 しあえ る排他 的祝祭空間を創 出するオ ペ ラ に繋が っ て ゆく
演劇 上演7 0な ど､ 世俗政治性 の 濃 い も の まで 多岐 にわた る ｡ こ れ らの 中 に ､ 本論 に お
い て初 めて ケ ー ス ス タ ディ の 対象 と して 取 り上げられ る 1 632 年の ペ ス ト克服 記念行
列 も含 まれ て い た ｡
バ ロ ッ ク ･ ロ ー マ の 祝祭文 化は 多岐 にわた る性格 を有 して お り ､ 四次元 表象 と
して 一 元化す るよ う な 捉え 方は そ の豊 か さを 捨象 して しまう 危険性が あ る ｡ した が っ
て ､ 事例研 究の 蓄積 が 必然 的 に意義 を も つ こ とは い う まで もな い ｡ ア ナ ー ル 派第三 世
代の シ ュ ミ ッ トが 指摘 して い る よ う に ､ 表象文化研 究 に お い て 各作品 の意味解釈 に は ､
そ の 形式 と構造の研 究が 不 可 欠で あ る7 1｡ 個 々 の 表象 の 様 式や媒体の 特性 そ の ものが
す で に図像の 意味や 社会 的機能 の 表現な の で ある ｡ バ ロ ッ ク ･ ロ ー マ 祝祭 は ､ 先行研
究 にお い て はテ ー マ 別 に分類 されて き た ｡ 例え ば こ の 分野 の第 一 人者で あ る マ ウ リ ー
ツ イ オ ･ F ･ デ ッ ラ ル コ は ､ 教 皇関連祝祭 ､ 教会 関連祝祭 , 世俗的祝祭 ､ カ ー ニ ヴ ァ
ル な どを大枠 と し て ､ 個 々 の 祝祭 をテ ー マ 毎 に分類 した 7 2｡ こ れ に対 して 筆者 は ､ 祝
祭 の構造 に着目する こ と に よ っ て ､ 一 つ 一 つ の 祝祭が 固有 の 歴 史的意味を 有す こ とを
明 らか にする ため の 分析方法論 の 修正 を 提起する ｡
筆者は ､ 上 述 した バ ロ ッ ク祝祭研 究の成果 と ､ カ レ ー リが提起 した 新た な 方法
論 を参照 に して ､ こ れ を祝祭文化 に適用 する際の 幾 つ か の 視点を抽 出した ｡ 次の 表に
68 拙 稿参照｡ ｢ク ア ラ ン ト ー レ 祝 祭装置 の 分析 一 対 抗 宗教改革期 ロ ー マ の イ エ ズ ス 会付属信徒会主催祝
祭 - +､ 『美 術史』､ 美術 史学会 ､ 1 49､ VoI. L. No . 1, 20 00年 ､ 79196貢 ｡
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. 小冊子が出版され て い る Q Be nt iv ogl io,Gui do, Fe sta fat ta in Co m a a///
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2 5d iFebr a ]
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o NDCXX X/V e
data (
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n /u c eda VitaJe Ma s c a rdI
'
, Ro m a, Ma s c a rdi,163 5. [Bi bl iote c aAngel ic a :C - ト47/ 9]
70 ハ モ ン ド は ､ オ ペ ラ 芸術 の 発展 に対 する バ ル ベ リ ー ニ 家の 芸術保護政策 の貢献を論じ て い る o Ha m m o nd,
Fr ede rick, Mu s I
'
c & Spe cta cle /
'
n ba r oqu e Ro m e. Ba rbe r /
'
ni patr o n age u nde r urba n VI/I, An n
Arbor(M ichiga n), Yale UP . , 1994.
7 1 図 像 は ､ そ れ に 先行 し て 存在 する｢文化 的 ､ 宗 教 的､ あ る い はイデオ ロ ギ ー 的 シ ニ フ ィ エ の 表 現 で は
な い ｡ 図像 こ そ が われわれが知覚す る よ う に シ ニ フ ィ エ を 表現 し て い るの で あ り ､ そ の 構 造 ､ 形 式 ､ そ
し て 社会的有効性 の枠 の 中で ､ そ れ を具体的 に表 して い る の で あ る ｡ 換 言 すれば ､ 作 品や そ の 形式 ､ 構
造 の 解釈 は ､ そ の 機能 に つ い て の 研究 と切離 せ な い ｡ 分 析 作業と歴史的解釈 の 間 に 断絶 は な い の で あ る+
ジ ャ ン - ク ロ ー ド ･ シ ュ ミ ッ ト ｢歴史家と図像+ 佐藤彰 一 訳 『思想』 19 93. , p p. 102-1 25, p . 11 3.
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示 した とお り ､ 各祝祭事例 の 意味内容解釈の基礎 と して ､ 各 々 の 表現 形 式お よび参加
一 消費形 式 (即 ち構造 ･ 形式) に従 っ て 四 パ タ ー ン に分類 し ､ それぞれ に有効な 表象分
析方法論を 提示 する ｡ 分析過程 にお い て は ､ 所与の 祝祭が 属 した 文化圏(対抗宗教改
革期 ロ ー マ)に特徴的な 一 つ の あ る い は 複数の 表象の構造 を抽 出す るた め に ､ 祝祭 杏
構成する諸表象領域 ( 都市空間､ 建築 ､ 絵画 ､ 彫 刻な ど) の 研究成果 を 常 に参照 する
こ とが不 可 欠 とな る ｡
7 2 Del L
'
Ar c o7 Ma u rizio F･ , La fe sta ba r o c c a, Ro m a, Ed. De Lu c a, 1997, p p, 45
-5 5.
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祝祭
装置
卜
ポ
ス
鑑 賞 者 -
消費者
祝祭事例 分析方法
パ タ ー 固定 固 移動 ク ア ラ ン ト ー モ ン タ ー ジ ュ 理 論 の 応
ン A
参拝型
据付型 定 レ 葬祭 用 : 視線誘導の 仕掛け を読
取 リ
パ タ ー 変化 固 移動 広 場 で の 仕 掛 物語場面 分析の 応用 : ナラ
ン B 定 け 花 火 キ ネ テ ィ フ の 抽 出 と 舞 台 装置
見物型 ア 転換 と の連関性
パ タ ー 変化 固 固 定 (出 演劇舞台 B＋ 正 当的観 賞位置 設 定 に
ン B'
観 賞型
舞台
装置
定 演 者 -
観 客 の
重 複 あ
リ)
オペ ラ よ る視線 の 一 元 性
パ タ ー 変化 変 移動 ペ ス ト行列 行 列 経 路 と都 市 空 間 に お
ン C 参 化 ロ ザ リ オ 行 列 け る トポ ス の 象徴 性 の 開
加 型 ポ ッ ゼ ッ ソ 係 : 行列経路上 の重要 地点
仮装山 車行 列 ニ ー 連 の シ ー ク エ ン ス を
構成 す る も の と し て 全 体
の 文脈 を解釈
⑳パ タ ー ン A< 参拝型>: 祝祭装置 固定/ トポス 固定/ 鑑賞者移動
まずパ タ ー ン A と して は ､ 祝祭装置お よ び祝祭 の トポス が 固定 され ､ そ こ を人 々
が 移動する と い う 形式で あ り ､ 参拝型 と も い え る 祝祭の 型 で ある ｡ こ れ は 閉鏡 的空 間
に祝祭装置 を据え つ け た葬 祭や ｢ク ア ラ ント - レ+ な どが 分 類 され る ｡ こ の よう な場
合 ､ モ ンタ ー ジ ュ 理論 を応 用 した G ･ カ レ ー リの バ ロ ッ ク 礼拝堂 デザ イ ン分析方法を
辛 が か り に して ､ 装置意匠 に プロ グラ ム 化され た 視線誘導 の 仕掛 けを 読み 取 っ て ゆく
こ とによ っ て祝祭の 意味 と ､ 受容の 形 式を再 構成す る こ とが で きる 73｡
⑳ パ タ ー ン B< 見物型 > : 祝祭装置変化/ トポス 固定/ 鑑賞者移動 開放 的空 間 にお
け る 動く 祝祭装置
一 方 ､ 見物型 とで も 呼 べ る 広場 を舞台 とする 仕掛 け 花火や ｢キネア+
74の儀式
( 教皇へ の白馬奉献儀礼) な どは ､ 固 定 され た トポス に お い て ､ そ こ に設置 され た 祝
祭装置 と観者の 双 方が 移動 する と い う形式で ある ｡ 祝祭 装置 が移動あ る い は 変化する
と い う性 質か ら､ 都市 の 広場な どの 開放 的空間 にお い て 行なわれ た 祝祭の 多くが こ れ
73ca r e ri, C. , op . cit.
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a/ Er e
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にあ た る ｡
⑳パ タ ー ン B'< 鑑賞型 > : 祝祭装置変化/ トポス 固定/ 鑑賞者固定 閉鎖的空間(劇
場)にお ける 動<祝祭舞台装置
パ タ ー ン B の ヴ ア リア ン トと して ､ トポス と鑑賞者が 固定 され ､ 祝祭装置 ･ 舞
台が変化する ｢鑑賞型+ も想定する 必要 が あ る ｡ 演劇舞台や 1 7世紀後半か ら盛ん に
上演され る よう にな っ たオ ペ ラ芸術が こ れ にあ た り ､ 主と して劇場 の ような 閉鎖 的空
間に舞台が 置か れる ｡ た だ し ､ 17世 紀前半 の イギリス 王 室 にお け る シ ェ ー ク ス ピ ア
の戯曲やイ ニ ゴ ー ･ ジ ョ ー ンズらの 仮面 劇の よ う に ､ 出演者と観客 に 一 部 ､ あ る い は
全体が 重複する 場合 も ある ｡ こ の よ うな 場合 ､ 理 想的 ･ 正 統的な見物 の コ ー ド､ 観賞
位置が 設定 され る ｡ ま た上演内容 にお け るナ ラ テ ィ ブを抽出して 舞台装置の 転換 と連
関さ せ る こ とで 象徴体系や 受容形 式を論 じる こ とが で きる 75｡
⑳パ タ ー ン C< 参加型 > : 祝祭 装置変化/ トポス 変化/ 鑑賞者移動
最後 に ､ 祝祭 の トポス ､ 祝祭装置 ･ 演出 ､ 鑑賞者 一 消費者の 三 要素が す べ て変
化 し移動する とい う最 も エ フ ェ メラ ル的要 素の強 い パ タ ー ンがあ る ｡ ､ こ の ｢参加型+
の祝祭形式 には ､ 本論 で論 じる こ と にな る ペ ス ト行列や ､ E]ザリオ行列 ､.rポ ッ ゼ ッ
ソ(新教皇選出登位儀礼)+76､ カ ー ニ ヴ ァ ル の 仮装山車行列な ど宗教 的な もの か ら 世
俗的な もの まで 多岐にわ た る バ ロ ッ ク的祝祭の 多く が属する ｡
本論第四章で 論 じる 163 2年の ペ ス ト克服記 念行列は ､ パ タ ー ン C に分類 で き
る ｡ こ の 場合 , 16 32年時点 で の ロ ー マ 都市計画 お よび建築(祝祭空間)､ 大記 念 旗を
制作 した ピ エ トロ ･ ダ ･ コ ル ト ー ナの文化 的環境(絵画 ､ 彫刻 ､ 版画)､ 旅行記 ･ ロ ー マ
通信等文字史料が 挙げられ る他 ､ 心性史を 踏まえ た ペ ス ト流行 に対する 集合心 理 の 通
時的共時的検証が 有効で あ ろう ｡
以 上の よう な 大別して 四 つ のパ タ ー ンに分類で き る祝祭を分析する 視点 と して
は ､ バ ロ ッ ク ･ ロ ー マ 祝祭文化を例 に次の よう な幾 つ かの 構成要 素に分 け る こ とが で
き よう ｡
B : 分類 Il < トポス >
l 卜A トポス の 地理 的位置
＼ 祝祭 トポス 例
城壁 外 テ ス タ ッ チ オ サン･セハ
●
ステ17ノ大聖 堂 サン･ロレンツオ大聖堂
1994.
7 5 Mo[in a ri, C･ , Le No z z edog/ i Da/
･
, u n s ag gio s u/ gr a nde spet ta c o/o /
･
ta//
･
a n o ne/
Se /
'
c e nto,(Bib liote c aTe atr ale .Stud 首3), Ro m a, Bu z o ni, 1.968. ; Nagle r, A ‥ The atr efe st iv e/s ofthe
Med ic /
I
, 1 539 - 1 6 3 7, Ne w Yo rk, Da Capo , 1976(New He av en a nd Lo ndo n, Ya一e UP. , 1964 .)
76 To r njai, P･ ,
"l J Po s s e s s op ntificio n el Te atr ode[la Ro m aba r o c c a. ll pote r e, I
･im m agin e, la
m e r a viglia
”
,inS to ria de/ I
'
a rte, 53(1 986), p p. 229 - 24 6.
2 7
サン･)t
o
ウロ. フォリ･レ･ ム ーラ大聖堂
境界 サンゼ エトロ大聖堂 サン･タンシ
◆
ェロ城 サン. I/ げァンニ ･イン･ ラテラーJ大聖 堂
ポポ ロ 門 ･ 広場 サンタ･タロ- チェ ･イン･ ･/ エルサレム大聖堂 テ ヴ ェ レ河
周縁 トラス テ ヴ ェ レ教区
城壁内 サンタ･ マリア･ マッシ
◆
ヨ
ーレ大聖 堂 カヒ
○
卜L)- ノ広場 ･ 議会 M
'
オ ーナ広場 スへ
○
イン
広場
祝祭の トポス は ､ そ れ が都市空 間の どこ に属 して い るの か を 示 して お り ､ 各 々
の祝祭が都市全体の 中心 に置 か れ た の か ､ そ れ と も周辺 に置か れた の か ､ ある い は都
市の内外を移動する 境界を ま た ぐ性質 のもの だ っ た の かを 明らか にする た め の 基本 的
な 要素で あ る ｡
l 卜B トポス の象徴性
祝祭 トポス 例
教会権 サン･t
4
エトロ大聖堂 ･ 広場 教皇宮殿
サン･ シ
◆
ヨケ ァンニ ･イン.ラテラーノ大聖堂 サンタ･ マリア･ マッシ
●
ヨ
ーレ大聖堂
特 定教団 サンタ･ マリア･ ソアラ･ミネル9
'
ァ聖堂(ト
◆
メニコ会)
イル･ シ
◆
ェス聖堂 ･ コレ- シ
◆
ヨ
･ ロマ ーJ (イエス
●
ス会)
サンタンドレア･デ ッラ･9
'
ァッレ聖堂(チアティノ会)
キ=- サ. ヌオーウ
◆
ァ聖 堂(オラトリオ会)
サンタ･ マリア･ デ ッラ19
'
ィットリア聖堂(カルメル会)
行政司 法 カヒ
○
トリーノ広場 ホ
○
ホ
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筆 者の研 究対象 で あ る バ ロ ッ ク ･ ロ ー マ に お い て は ､ 聖 俗が 融合 して 一 つ の 社
会秩序を作 っ て い た ｡ 祝祭 の 舞台が設定 され た ロ ー マ 市の 様々 な トポス は そ れ ぞれ 固
有の象徴性 を刻 印されて い る ｡ した が っ て ､ 特 に複数の トポス 間を移動する 都市行列
の よ うな 場合 ､ 個 々 の 地点が 有する社会 的 ･ 経済的 ･ 宗教 的性質を あ る程度確定する
こ とが 可 能で ある ｡ もちろ ん ､ 精微 な 社会史 的研 究の 成果を 参照 する必要が あ り ､ 祝
祭の 同 時代的な 受け取 られ 方を 考察する 上で も祝祭分析 に は不 可 欠な 視座で あ る ｡
l 卜C トポ ス 象徴的移動 : 都市内/ 外 宗教的空間/ 世俗 的空間
聖 - 聖 浴 - 俗 聖 - 俗 - 聖 - 俗 - 俗 - 聖 -
俗 聖 聖 俗
城 壁 外 七 大 聖 各 国大 使 入 市 各 国 大 使
- 市内 堂巡 礼 式 入 市式
市内 列 聖 記 コ ル ソ 通 り 仮 ペ ス ト 行
移動 念行列 装山車行列 列 ポ ッ
ゼッ ソ
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本論 にお い て筆 者は ロ ー マ の ペ ス ト行列の分析を試み る ｡ そ の 際 に行列 の 基本
特質を 明らか にする の が ヾ 異な る象徴を有 した 諸 トポス 間の 移動で ある ｡ 図表化 した
よ う に ､ 主と して 聖 (宗教的性格が 支配 的な もの)､ 俗 (カ ー ニ ヴ ァ ル や 都市政治秩
序 と密接な もの) の 二 つ を軸 に移動する もの が ほとん どで あり ､ 聖か ら俗 ､ あ る い は
そ の 逆と い うふ う に聖俗の 境界を また ぐだ けの ものは ､ 現 在の と こ ろ指摘する こ と は
で き な い ｡
分類 = l < 時間>
カ トリ ッ ク 的 ･ 宗教 的時間> <世俗 的 ･ 異教 的
時間
一 回性 列 聖式列高式 献堂式 ペ ス ト克服 記 念行列 各国大使入 市
読
王 位継承 者誕生記 念 ･ 葬祭 ･ 戴冠
教皇選出 ･ 戴冠 ･ ポ ッ ゼ ッ ソ
要人 歓迎祝祭
条約締結 記念
反復 聖 年行事 ロ ザリオ 行列 復活祭 カ ー ニ ヴ ァ ル 仮装山車行
列
ク ア ラ ン ト - レ キ ネア献上武 力 ー ニ ヴ ァ ル 騎馬競
令
徒競争 テ ス タ ッ チ
ヨ
祝祭 の トポス と とも に重 要な要 素は ､ 時間 で ある ｡ 宗教的時間と 世俗的時間を
両極 と して ､ そ の どちらに よ り規定され て い るか ､ さらにそれ が 一 回 性の も の で あ る
か ､ 反復 され る もの で あ る のか とい う こ とは ､ 祝祭全体 の 構造を規定する ｡
C : 分類 】V < 権力 関係>
事例
宗 教 的 ･ 世俗 的権 ポ ッ ゼ ッ ソ 各国大使入 市式 クアラントレ(シ
◆
エス聖 堂)
威主導型 キネア献上式
権威≧参加者 ･ 民衆 仮装山車行列 ペ ス ト克服 記念行列 ロザリ オ行列
権威≦参加者 ･ 民衆 コ ル ソ通 り徒競走 騎馬競争
民 衆主導型 テ ス タ ッ チ オ
第 四 に ､ 祝祭分 析の う ちそ の 政治的意味内容を考察する 際の 指標 とな る の は ､
権力関係で あ る ｡ こ こ で は聖 俗権威を頂点と して 秩序付け られた 近世ロ ー マ 社会 の階
級構造を 元 にして ､ 祝祭の ヴァ リ エ ー シ ョ ンを示 した ｡
29
以 上の とお り ､ 祝祭方法論の 基 本的視座 とな る事柄 を簡単 に 図表化 して ま とめ
た ｡ これ に基づ く と ､ 本論が論 じる 1 63 2年の ペ ス ト行列 は ､ ｢構造 ｡ 形式+ 的 に は ｢参
加 型+ に属 す｡ そ して都市城壁内を横断する と い う行列で あ っ た こ とか ら､ 城壁内中
心 部の教会権 ､ 聖俗 行政権 ､ そ の 他様 々 な 象徴性を 帯 びた 諸地点 を ｢聖 一 俗 - 聖+ と
移動する 形式 と捉え る こ とが で き る o さ らに , こ れ は ペ ス ト克服 と い う世俗 的事件を
契機 に宗教的 ･ 政治的 時間の交錯 点 に おい て 一 回 の み 行なわ れ た ｡ そ して ､ そ の主 宰
組織な どか ら聖俗権威 と市民 の双 方が 関わ っ て い た も の と見 なす こ とが で き る ｡ こ の
こ と につ い て は ､ 本論第 四章 に お い て ､ 詳細 に論 じる こ と にす る ｡
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第三 節 構成概略
以上の問題意識 と方法論 に基づ い て ､ 本論は 次の よ う に構成され て い る ｡
第 一 章で は ､ 古代以来､ 疫病が どの よ う に解釈 され て きた の か を 明らか に する
た め に ､ 宗教的解釈すな わ ち神罰と して の ペ ス ト観と ､ 公 衆衛生観念 につ な がる 自然
科学的解釈 すな わち 自然界の要因 による疫病発生 論と の 二 大見解を論 じ ､ それ に基づ
く 宗教的 ､ ｢科学的+ 疫病対策の 歴 史を概観する ｡
第二 章は ､ 第 四章 で ケ ー ス ス タデ ィ と して 取 り上げる ベ ス ト行列分 析の 歴 史的
社会 的前提 をな して い る ｡ ペ ス ト終幕祈願 ､ あるい は終幕感謝の た め の 公 的誓願 の 印
で あ る ペ ス ト行列 の 記 念旗 に着目 した理 由は ､ す で に述 べ た通り ､ ペ ス ト禍の危 機的
状況 下 に晒 され た都市空間 を信徒の 集団的まな ざしと崇拝祈願 の 対象と して 動き 回る
とい う聖 画像の 消費の され 方に特異性を 見 出す こ とが で き るか らで ある ｡ また記 念旗
図像が ､ 公 的で集 団的な場 にお い て都市の政治的 ･ 経済的 ･ 宗教的権力 関係の 中心 に
据え られた とい う特質を看取 で き るか らで あ る ｡ した が っ て ペ ス ト行列 を 生み 出した
疫病流行 時の都市社会の様相を 明らか にするた め に ､ 近世イ タ リア の 大規模な べ ス ト
流行時の諸都市国家の ペ ス トに対する公衆衛生 的施策や ､ 人 々 の 恐怖心 を改竣 と救済
の 歎願と い う宗教的実産別こ導く社会的状況 を考察する ｡ そ れ を通 して 公 共的空 間 にお
ける 集団的誓願 行為の 社会史的文脈を 明 らか にする こ とが こ の章の 目的で あ る ｡ 疫病
流行と は ､ 羅患 によ る 大量死 の み な らず､ 人的 ･ 物質的交易活動の停止 に よる 支配秩
序崩壊と道徳の腐敗 ､ 経済的貧 困化 と食糧危機 とい う ､ 都市社会に と っ て 致命的な危
機を 意味 した ｡ 都市機能 と社会秩序を維持 し ､ 回復するた め には ､ 検疫や隔離政策 ､
ペ ス ト病院施設 の 整備な どの 組織的施策 と同 時に ､ 不合理 な大量死 や伝染 に対する集
団的恐怖心 を鎮め 混乱 を回 避するた め の 精神的癒 しの提供が不 可欠で あ っ た ｡ つ まり ､
ペ ス ト禍 とは都市政治 に直結 する 大きな 危機で あり ､ 疫病平定はすなわ ち都市平定 と
同義だ っ た ので あ る ｡
第三 章で は本論の 中心 的分 析対象で あ る対抗宗教改革期イ タリ ア諸都市に お け
るペ ス ト祈願行列の記 念旗図像を ､ 文化史上 に位置付 ける第 一 段階と して ､ 古代か ら
17世紀 に至 る まで の ペ ス トの 表象文化を考察 する ｡ 神罰と して の ペ ス ト観 に基づ い
た 宗教的疫病対策と密接 に関連 した ペ ス ト終罵祈願 ､ あ る い は終幕感謝 のた め の 表象
文化が い かな る歴 史的展開を遂げたの か と い う こ と を ､ 具体的な 作品 に基 づ い て 明ら
か に する o 1 4世紀の 黒死病 を契機 と して ､ ペ ス トに対する守護者 ､ 神 へ の 執り 成 し
人と して の反 ペ ス ト聖人信仰が興隆 した ｡ ペ ス トの 周 期的反 復によ っ て 増幅され た 恐
怖心や 喪 失感を慰 め るた め に ､ 1 5世紀以 降 には ペ ス ト奉納画が 盛ん に制作さ れ た ｡
先行研究 で は ､ 聖セ バ ス テ ィ ア ヌ ス ､ 聖 ミ カ エ ル ､ 聖 ロ クス などの 聖 人 像あ る い はペ
ス ト禍の情景が 分 析の 主要 対象で あ っ た が ､ ペ ス トと聖 母 マ リ ア 図像 の 関係に つ い て
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は 看過 され て き た ｡ しか し ､ 奉納 画や ペ ス ト行列旗 を収集 し分析 した 結果 ､ 先行研 究
に お い て ペ ス ト主題 に数え られ て い な か っ た 主 題や ､ ペ ス ト聖人 あ る い は ペ ス ト情景
を伴わ な い 聖母マ リ ア 図像で も実際は反 ペ ス ト図像 と して 制作 され 信仰 された 事例 を
含め て ､ 高 い 頻度で 聖母 マ リア 図像 が主題 と して 選択され て い た ｡ こ れ らペ ス ト奉納
画主題 を大別する と次の よ うな 図像形式があ っ た こ と を具体 的に示 す予定で ある .
①反 ペ ス ト聖人 (単独)
②反 ペ ス ト詩聖 人
③ペ ス ト流行情景
④ミ ゼリ コ ル デ ィ ア の聖母 と都市守護聖人 ､ 都 市景 観
⑤玉座 の 聖母 子 と守護聖人 ､ ペ ス ト聖人
⑥栄光 の聖母 子 と反 ペ ス ト聖人 ､ 都市景観
⑦再 臨のキ リス トと反 ペ ス ト聖 人 ､ 都市景観
分析 の 結果 と して ､ こ れ らの ペ ス ト終 鷺祈願 ､ 感謝 の 印と して描 かれ た 図像の
う ちで も ､ 都市国家 ､ 信徒会 の 主催 に よ っ て 公 的嘆願 と して 行われ た ペ ス ト行列 に お
い て都 市空 間を 担ぎまわ さ れ た記 念旗 図像の 中心 的位置 に ､ 都市の 安全 と健康 ､ そ し
て 秩序 の 守護者 と して 聖母 図像 が描 かれ て い た こ とを 指摘する ｡
第 四章で は ､ こ れ ま で の章 で準備 され て き た ペ ス トと宗教文化 ､ そ して都市社
会秩序 との 関係 を如実 に表わ す べ ス ト行列 の 具体的な 考察 を行な う ｡ 疫病終鷺祈願 に
お いて は癒 しと救済の 希求 に応 え る 精神 的施策の 一 つ と して ､ あ る い は 経常感謝 に お
い て は 当局の ペ ス ト対策の 成功を 記念 し社会秩序の 正 常化 を宣言 する もの と して ペ ス
ト行列 を捉 え る こ と が で き る ｡ 16 32年 受胎告知 の 祝日 に ロ ー マ で ポポ ロ ･ ロ マ - ノ
に よ っ て 営まれ た ｢ペ ス ト克服 記念行列+ を 初め て ケ ー ス ス タディ と して 取 り上 げる ｡
こ の祝祭 行列 を ､ 16 3 0年以降の 盛期 バ ロ ッ ク絵 画 を 代表 する ピエ ト ロ ･ ダ ･ コ ル ト
- ナが制作 した 記念旗 図像 ､ 三 箇所の 仮設凱旋 門装飾 ､ 行 列公 式構成員 ､ 行列経路 の
象徴性 の各視点か ら他 の都市行列 との 比 較を含 め考察 した 結果 を示す ｡ こ れ は ､ ペ ス
ト流 行を 阻止 する た め の 都市政策の 成功を公 的で集 団的な 宗教的営為 にお い て記念 し ､
都市内外社会 に ロ ー マ が神 と聖母 の 加護の 下 に あ る聖都 で ある こ と を宣言する 高度 に
政治的な 意味 を も っ て い たふ また ､ 16 3 0年前後の ペ ス ト大流行 にお け るイ タリ ア諸
都市の 記念行列が ､ 共通 して ｢聖母 マ リ ア+ 図像を 冠 した 記 念旗 をそ の 中心 に据 え て
い た こ とを 再度確認する ｡
第五 章で は ペ ス ト奉納 画 ､ 行列旗 にお け る聖 母 マ リア 図像の 神学的意味を考察
す る ｡ 中世か ら聖母 神学の 整備と と もに聖母 マ リア には 様々 な権能が 付 されて き た ｡
そ の 多様性を 如実に示 すの が ､ ペ ス ト図像 にも最 も ヴア リア ントの 多い モ チ ー フ と し
て描か れ て い た聖母 図像で あ る ｡ 疫病 時にお け る聖 母 信仰 の 高揚 は ､ 大規模な べ ス ト
流行時の 行列記念 旗に 図像化さ れ た聖母 主題が 多様 で あ る こ と にも表れ て い る ｡ こ れ
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らの聖母 を 主題 と した 行列 旗 ､ お よび奉献画 の 図像学的分類 に基づい て ､ 各 々 の 図像
群が 疫病 時の霊 的癒 しと して聖母 神学のう ち どのよ う な神学的観念を 象徴 した の かを
明 らか にす る ｡ 考察 にお い て は ､ 17世紀前半の ロ ー マ 教皇庁で 説教 師を務 めた ドメ
ニ コ 会士 ニ ッ コ ロ ･ リ ッ カル デ ィ(N ic o16Ric c a rdi)の 『聖母 賛歌注 解』(ジ ェ ノ ヴァ ､
1 626年) 77で 述 べ られ て い る聖母 神学を参照する ｡ ペ ス ト主題 と して選 ばれ た聖母 モ
テ ィ ー フ は ､ ミゼリ コ ルデ ィ ア の 聖 母 ､ 玉 座の聖母 子 ､ 無原罪受胎 ､ 栄光の聖母 ､ ロ
ザリオの聖母 な ど に大別す る こ とが で き る ｡ これらを リ ッ カル ディ の 議論 に基づ い て
分析 し ､ それ ぞれ ｢罪人 の 庇護者+､ ｢詩聖人の女王+､ ｢完徳の鑑+､ ｢天 の 女王+､ ｢教
会の敵か ら の 守護者+と い う救済 にお ける聖母 の 権能を 象徴 して い る こ と を指摘する ｡
最終章 にお い て ､ 疫病と聖母 信仰 とが ､ 上述 した 疫病平定 一 都 市秩序維持の政
治学 とどの よう に連関 する の か と い う根本的問題 を考察する ｡ 聖カル ロ ･ ボ ッ ロ メ ー
オや ウル バ ヌ ス 八 世の 教皇付説教師 フ ラ ンチ ェ ス コ ･ デ ィ ･ ネグ ロ ら高位聖職者 は ､
疫病流行 の 原 因 お よび危機的状況 を 道徳的退廃や 信仰心 の 希薄化 と して 捉え て い た ｡
そ して 疫病 に襲 われ た 都市を ｢梼さ れた 大地+ と呼び､ 人 々 の悔俊とカ トリ ッ ク的秩
序の 強化を 促 した ｡ ､
こ の ように社会 の 宗教的秩序 ､ 道 徳的秩序の 危 機と見な さ れた ペ ス ト禍 に対し
て ､ 聖母 マ リア信仰 に訴え る こ とは諸秩序の 維持に貢献する重要 な役割を 果た した ｡
すな わち ､ ペ ス ト行列 にお け る マ リ ア 図像は ､ エ ヴ ァ や バ ビロ ンの大淫婦と 同 一 視さ
れ た ｢稜 された 大地+ を浄 化する 護符 と して都市空間を担ぎまわ され た の で ある ｡ ま
た 処女に して神の 母 た る マ リ アの 祝福 され た母 性は ､ 人 々 に精神的慰め と救済の 希望
を 与え ､ あ る べ き ジ ェ ンダ ー 規範 を教示 する装置と して機能した と推 測で きる ｡ 都市
全体をあ らゆる危険か ら守護する聖母 は ､ 疫病を平定 し､ 人 々 を刷新 され た 社会 的秩
ステ ンダ ル ド
序の も と に統合 させ る 万能の シ ンボル と して 行列職 主 題に選択 され て い た の で あ る ｡
7 7R ic c a rdi･ N ic ol b, 0･ P･ , Ragio n a m e ntJ
･
sopra /eL i ta nie d j No str aS/
･
gn o r a, 2v ols ･ , Ge n o v a, Giu s ep pe
Pav o ni, 1626 ･ [BibFiote c aNa zio n ale Ce ntr aJe -Vi t to rio En a n u eJ (BCV E), Ro m a :8 .18- L .34]
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疫病観念と物理的 ･ 精神 的対策の 歴史
一 古代か ら 17世紀まで -
3 4
本論 の 中心 的分 析対象で あ る近 世イ タ リ ア都市社会 にお け る ペ ス ト祈願行列 の
ステ ンダ ル ド
職 (記 念旗)図像 を 文化史上 に位置付 け る第 一 段階と して ､ 本章 で は まず ､ 舌代以
来 ､ 疫病が どの よ う に解釈され て き たの か を 明 らか にする た め に ､ 宗教的解釈すなわ
ち神罰 と しての ペ ス ト観 と ､ 公 衆衛生 観念に つ な が る 自然科学的解釈 すなわ ち自然界
の要 因 によ る疫病発生 論の 二 大見解 ､ お よびそ れ に基づ<宗教的 ､ ｢科学 的+ 疫病 対
策の歴 史を概観する o 以 下 の 疫病観念の 歴 史を踏まえ る こ と によ っ て ､ 次章以下 で論
じてゆく神罰と して の ペ ス ト観念と 密接 に関連 した ペ ス ト終幕祈願 ある い は 終票感謝
の た め の 表象文化が い か な る精神史を背景と して い たか が 理解され るだろ う ｡
エ リ ア - デ は ､ 疫病や自然災害な ど様 々 な 人間の 苦悩を r意味ある も の+ とす
るた め に ､ 様 々 な 表現 様式の神話が作 り出され , 呪術宗教が 発展 した こ とにつ い て次
の よう に論 じて い る ｡
古代人 に と っ て 苦悩( 一 つ の 事件 ､ - つ の歴 史的事実と して の 苦悩 ､ 宇宙
的破局(辛魅､ 洪 水 ､ 暴風 雨)､ 侵略(放火 ､ 苦役 ､ 屈 辱)､ 社会的不 正 等 によ っ て
もた らされ る)は 一 つ の意義 を持 っ て い た ｡ ( 中略)古代地中海地方の 倫理 と比 較 し
て キリ ス ト教 の非常 にす ぐれ て い る点 の 一 つ は ､ キリ ス ト教倫理 が 苦悩 に 一 つ の
価値を与え た と い う こ と ､ すな わ ち苦悩を 消極的状態か ら積極的な 精神 的内容を
持 つ 経験 へ と変え た こ と にある と い わ れ て き て い る ｡ (中略)しか した とえ キ リ ス
ト教以 前の人 間が ､ 浄化と精神的昇華の 方法 として苦悩を求め ､ 苦悩 に価値を与
え な か っ た と して も ､ そ れ はそ れ な り に決 して苦悩を無意 味な も の と見て い た の
で は な か っ た ｡ ( 中略)か か る苦悩 に堪 え忍 ぶ こ とが 出来る と した ら , そ れ は 明白
に こ れ ら の苦悩 が 理 由な き もの ､ 偶 然の もの で はな い と見 た か らで あ る o ( 苦悩
に遭遇 した 古代 の 人 々 は) すべ て こ れ らの 不 慮 の 出来事 は ､ 偶然 に よ る の で はな
く , あ る呪術的な ､ も しくは 悪 魔的な 影響 によ っ て起 こ され た も の で ､ こ れ に対
して は司 祭や術 師が武器 を有 して い る こ とを 知 っ てい る ｡ (中略)苦悩に対 する 呪
術宗教的な処置の い ずれ の モ メ ントも ､ そ の意味を最 も明らか に示 して い る ｡ す
なわ ち苦悩 は敵の 呪術行為 によ り ､ タ ブ ー の 侵犯によ り ､ 有害地 帯 へ の 侵入 に よ
り ､ 神の怒 り によ り ､ も しく は ､ 他の すべ て の 仮説が 十分立 証され な い よ う な場
合 には ､ 至 上存在 の 意志や 怒り によ っ て起 こ る ｡ 単純文化人 は い わ れ の な い 苦悩
を考 える こ と は 出来な い の で ある ｡ ( 中略)苦悩は理解 し得る 原 因を 持ち ､ それ ゆ
え に堪え忍 び得 る も の とな る ので あ る ｡ こ の 苦悩 に対 して ､ 単純文化人は そ の利
用 し得るあらゆる 呪術的宗教的手段 を も っ て こ れ に括抗する ｡ - しか し彼は ､ そ
れ が 不合理 な もの で はな い ゆえ に ､ 実 際 に堪 え忍 ぶ ので あ る ｡ 苦悩の 危 機は その
外 形 にあ る ｡ 苦悩 はそ の 原 因が 発見 さ れ得 な い 限 り ､ 人 々 を不 安 にす る ｡ ( 中略)
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原 因が 何 か を発見する や 否や ､ その 苦悩 は 堪え 忍 び得る もの と な っ て く る ｡ そ れ
は意 味と原 因 とを 有するが ゆえ に ､ 一 つ の 体系 に調和 され ､ 説 明され得る もの と
な る 1｡
こ こ で言われ て い る よ うに ､ 様 々 な 苦悩 に意 味を与 え る ､ すな わち解釈す る こ
と は ､ そ れ を あ る秩序体 系に位置付 け る こ と に よ っ て ､ 堪え 忍 び得る もの にか え る こ
とで あ り ､ それは 呪術 や宗教的祭紀 を生 み 出す大 い な る源泉の 一 つ で あ っ た ｡ 人 々 を
襲う 苦悩 の 一 つ た る疫病 は どの よう に受 け止 め られ ､ 解釈 され て き た の で あろ うか ｡
そ の歴 史 に 目を む け る こ と は ､ 日常生 活上の 多く の 出来 事の うち ､ 特 に 苦 しみ や 不幸
か ら人 々 が どの よ うな 意 味を 読み 取 っ て き た か ､ そ して どの よ う に そ れ ぞれ の 文 化が
もつ 世界観の 体系の中 に組み 入 れられ て き た か を 明らか にする作業で あ る ｡
l ミ ル チ ャ ･ エ リ ア ー デ ､ 『永 遠回帰 の神話』､ 堀 一 郎 訳 ､ せ り か 書房 ､ 198 1年 (Pa ris ,19 49)､ 12 8- 13 1
貢 ｡
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第 一 節 神 罰と して の ペ ス ト
ペ ス トに付 され た 意味の 系譜 にお い て ､ 古代以来 ､ 宗教的な 解釈が 第 一 義的位
置 を占め て い た ｡ それ は ､ 超自然的存在 によ る罰 ､ つ ま り攻撃的な 神性 によ っ て 人間
に下 され た懲罰と して 疫病を解釈する もの で あり ､ 古代各地の神話伝承に広く 見られ
る観念で ある ｡ 例 え ば､ 舌代イ ン ド神話 にお い ては ､ 紀元 前 16世紀末 まで に成 立 し
た とさ れ る 『ア タル ヴ ァ ヴ ェ ー ダ』 に ｢ ペス トの 矢を射る 神+ の 名が挙 げられ て い る
2
｡ ま た ､ 古代ギリ シ ャ で は , 紀元 前 1 4世紀の ソ フ ォ ク レス が ､ エ デ ィ プス 王 の罪が
神の 怒 り に触れ た た め にテ ー パ イ の 人 々 に べ ス トが 下 っ た と して い る3｡ へ シオ ドス
は アテ ナ ､ アル テ ミ ス ､ ア ポ ロ - ンらペ ス トを司 る神 々 が疫病の 被害 にあっ た 都市で
特別の信仰 を集め る と記 して い る ｡ オウ ィ ディ ウス も 『変身物語』 の な かで ､ ディ ア
ナ神殿 女司 祭を祭壇上で レイ プした メ ロ ニ ッ ぺ の 罪に怒 っ たデ ィ アナ女神が ､ /てトラ
ス の 都市 に べ ス トを流行さ せた こ とや ､ ア エ ギナの倣慢に怒 っ た ユ ノ ー が ア エ ギナ島
に べ ス トを送 っ た こ とを罷 っ て お り ､ 冒涜され た 神が 疫病 を下 すと い う共通 性がみ ら
れ る 4｡ ､
こ の よ う に神罰 と して地上 にべ ス トを送 る怒れ る神 々 の ア トリ ビ ュ ー トは ､ 文
学や造形 芸術の 霊感源 とな っ た ｡ トウ キ ュ ディ デス が 詳細 に描写 して い る ア テナイ の
ペ ス ト(Bc4 2 7･ 2 6)の際 には ､ 疫病終罵を記 念 した とされ る 造形 芸術が 作られた ｡ そ れ
は プロ ピラ エ アの神 殿 東ポル テ ィ コ 外側 に建て られ た ｢健康の アテ ナ+ と呼ばれ る像
で ､ ク ロ ー フ ォ ー ドは おそ らく原 始的な大地母 神信仰から由来 して い る と推測 して い
る ｡ こ の ア テ ナ女神像 は ､ キ リス ト教化以 降は信徒の 健康 と安全を守護する ｢健康の
聖母+ 信仰 に変形さ れ た とい わ れる 5｡ ギ リシ ャ ･ ロ ー マ 世界で は ､ 太陽神 アポ ロ ー ン
が ペ ス トを 送 る者ある い は疫病を司 る神 と して描か れた ｡ ホメ 一 口 ス の 『イ ー リア ー
ス』(紀元 前 1 3世 紀)で は ､ トロ イ攻略時 に ､ アガメ ムノ ー ンが ア ポロ ン神司祭 の娘
を渡 っ た こ と に怒 っ た アポ ロ ー ン によ っ て ギリ シ ャ 陣営 にべ ス トが 蔓延 し ､ 汝わ れた
ク リセ イ ス が 父 の元 に戻 る まで の 1 0年間疫病が 続い た と され て い る ｡ こ の とき アポ
ロ ー ン は自 らの｢矢+に よ っ て ペ ス トを送 っ た が 6､ 同 時に被は 外科医 ､ 鼠 を踏み つ け
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-41. ク ロ ー フ ォ ー ドは <He a= h
Athe 【a> と い う英語名 しか 表記 し て い な い ｡
6 ｢そ も そ も 二 人 (ア キ レウ スと アガ メ ム ノ ン) を争わしめ た の は い か な る 神 で あ っ た の か ｡ こ れ ぞ レ
トとゼウ ス の 御子 (ア ポ ロ ン)､ 神 は ア ト レ ウス の 子 が祭司 クリ ュ セ ス を辱め た こ とを憤 り ､ 陣中 に悪疫
を起 こ し､ 兵士 ら は 次 々 に 籍れ て い っ た ｡+ (I : 8) ア ポ ロ ン 祭司 クリ ュ セ ス が ｢髪麗 し い レ トが 産 ん だ
ア ポ ロ ン に 心 を こ め て 祈 っ て い う に は ､ ｢お 聞 き く だ さ い 銀 の 弓持 た す君 ､ ク ･J ユ セ な らび に聖地キ ラ の
守 り 神 , さ ら に は テ ネドス を 猛き力 に統 べ 給う ス ミ ン テ ウ ス ( 野鼠を亡 ぼす者 の意) よ ､ ( 中 略) どうか
3 7
る姿で 描 かれ ､ ペ ス トの治癒 や終幕 に も 力 を持 つ 神 と され た
7
｡ よ く 知 られ て い る よ
うに ､ 太陽神 の ｢矢+ とペ ス ト治癒 に 関わ る力は ､ 中世末 にべ ス トに対する 守護聖人
と して 信仰が 隆盛 した 聖 セバ ス テ ィ ア ヌ ス に継 承 され た ｡ ア トリ ビ ュ ー トだけで はな
く ､ こ の 聖人が矢を射 られ る 殉教場面 がル ネサ ンス 美術で は 美 しい 青年裸体像 と して
描かれ る際 に ､ ベ ル ヴ ェ デ ー レの アポロ ー ンな ど古代ア ポ ロ - ン彫像 か ら引用 され た ｡
ユ ダヤ教で は ､ 疫病 を 表す単語 は 全て ｢ 一 撃+ の 意味を も っ て い る と され , 毒
矢 によ る傷 ､ 穀物を 食 い 尽く す鼠や 害虫 と同 じく 一 撃で 人 間に死を もた らす疫病が ､
因果 応報の 神ヤ ー ウ ェ の 怒 り の 直接的表 現 すな わ ち神罰 と して 捉え られ て い る
8
｡ モ
ー セ は 死 す前 にイ ス ラ エ ル の 民 に神 の律法を説 く歌 を語 っ た が ､ そ の 中に神 を冒涜 し
怒らせ る者 にた い して ｢矢+ を射尽く し, 飢え と熱病 とを送 る神の 制裁 が描か れ て い
る 9｡ 1 7世紀 に ニ コ ラ ･ プサ ンが 作品 主題 に取 り 上げた ｢ア シ ュ ドドの ペ ス ト+ は ､
契約の 箱を誓 っ た ア シ ュ ドドの ペ リ シ テ人 に怒 っ た ヤ ー ウ ェ が ､ 聖 檀 が ヘ ブラ イ の 民
に奪還さ れ る まで ペ リ シ テ人 を疫病 で 苦 しめる 物語で あ り ､ ホメ 一 口 ス の 『イ ー リ ア
ス』 と 同様の ナラテ ィ ヴで 神罰 と して の疫病が 語 られ て い る ｡ 『列王 記』 下(1 9:3 5)に
も ､ ア ッ シ リア王 セ ンナカ リ ブの 陣営が 主 の御使 い に よ っ て 一 晩の 内 に皆倒さ れ ､ ま
さ に神の 一 撃に よ っ て 死 に至 る話が あ る が ､ そ れ は偶像崇拝の 民 に対す るヤ ー ウ ェ の
報復で ある ｡ 同 じく 主 の 怒 り の 制裁 を果 た すた め に地上 に送られた 御使 い が 疫病で 民
を 打 つ エ ピソ ー ドは ､ ｢ダ ヴィ デの ペ ス ト+ (『サ ム エ ル 記』 下 24､ 『歴 代 史』 上 2 1)
にもみ られ る ｡ これ は戦争 が疫病 と飢鐘を もた らす こ と を描 い た も の だが ､ エ ル サ レ
ム を倒す前 に｢主 は御使 い に命 じて ､ 剣を鞘 に収 め る よう に され+る と疫病が 止 む(『サ
ム エ ル 記』 下 24:27)｡ こ の 主題は ､ 黒 死病以降 ､ 特 に 1 5世紀以 降 に べ ス ト主題が 図
像化 され た 時に ､ 疫病 の 終鷺を 示す 記号 と して の ｢剣を鞘 に収め る 天使+ 図像の 典拠
の 一 つ とな っ た ｡ ビラ バ ン によ れば ､ こ の よ う に疫病を 神罰 とみ な す観念 はイ ス ラム
教 にも共通 して い る ｡ た とえ ばオス マ ン帝国で は ､ ペ ス トは 一 本 の 槍で 武装 した 悪 霊
あなた の 弓矢 によ っ て ダ ナオイ勢 に ､ わ た く し の 流 した涙 の 償 い を払わ せ て や っ て 下 さ い ま せ+ こう祈
っ て い うと､ ポイボ ス ･ ア ポ ロ ン はそ の願 い を聴 き ､ 心 中 怒り に燃 え つ つ ､ 弓 と とも に堅固な覆 い を施
した矢簡を方 に ､ オ リ ュ ン ボ ス の 峰を 下 る ｡ ( 中 略) 始め は 環 馬と駿足 の 犬どもとを襲 っ た が ､ つ い で 兵
士らを狙 い ､ 鋭 い 矢を放 っ て 射ち に射 つ ｡+ (l: 36
- 52) ホ メ 一 口 ス , 『イ ー リア - ス 』､ 上 下 ､ 松 平 千秋
訳 ､ 岩 波文庫 ､ 19 92年 ､ 上 ､ l l- 1 3貢 ｡
7ア ポ ロ ー ン と鼠と結び つ ける背景 に は ､ ヘ ロ ド トス が 闇や冥界を司 る エ ジプトの セ トが ア ポ ロ - ン に 相
当すると し て ､ 前 者 の ア トリ ビ ュ ー トの 鼠 が ア ポロ ー ン と結び付 けられ た経緯があ る｡ こ れ は ホ メ 一 口
ス (『イ ー リ ア ー ス』 i,39)など に も継承され た ｡ 2 世 紀 の パ ウサ ニ ア ー ス は､ ｢フ ィ ガ リ ア の ペ ス ト+ が
終幕 した記念 に アポ ロ ー ン 神 殿 が建 立され た と伝え て い る o Cr a wfu rd, P/agu e a nd pe st/
-
Je n c ein
lI
'
te r atu r e a nd a rt, p p.1 6
-17.
8 ク ロ ー フ ォ ー ド に よ ると ､ ヘ ブラ イ語 で疫病 を表す の は Maggefah,Negef,Naga ,Mak kahな ど｡ r 一 撃+
の 意を表す の は ､ ラ テ ン 語 , ギ リ シ ャ 語 に も共通 す る ｡ Cr a wfurd, Plagu e a nd pe st)
'
Ie n c ein I/
'
te ratu r e
a nd a rt, p. 8.
g 『申 命記』 3 2:23ff ｢わ た し は 彼ら に災 い を加 え わた し の 矢 を彼 ら に向 か っ て 射 尽く すで あろう ｡ 彼
らは飢 え て 痩 せ 衰え ､ 熱 病と激 し い 病魔 の為 に弱 る ｡ わ た し は 野獣の 騎馬を地 を這う もの の 猛毒と共 に
彼ら に送 る ｡ 外 で は 剣ガ 命を奪 い家 に は 恐れ が あ っ て 若 い 男と女､ 乳 飲 み子と白髪 の 者を共 に 襲う+
3 8
で あ り ､ そ の槍に触れ た もの は腰痛がで き る と考え られ て い た 10｡
以 上のよ うな ､ 古代地中海世界お よ ぴユ ダヤ教 の天 罰 と して の 疫病観念は ､ キ
リ ス ト教 に継承され た ｡ ｢神の 怒りの 日+ に関 して 『ヨ ハ ネの 勲示 録』 は ､ 弓 ､ 剣 , 秤 ､
飢薩 ､ 死 と い っ た ､ 古代か ら疫病 ､ 神罰 と結合 した イ メ ー ジを 提示 して い る ｡ キ リス
ト教説教着た ちは ､ 疫病 と ､ 人間の 罪に対する神罰と い う 概念 とを 結び付け ､ ペ ス ト
禍の 第 一 因は人間が 犯 しつ づ ける 罪 ､ 特 に涜聖や 道徳的堕落で あ る と説明 した ｡
川 8 ir abe n, Le s ho m m e s et /a pe s[e,l[,19 76,p .8.
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第 二 節 自然 的要因 に よ る ペ ス ト原 因論
神罰 と して の 疫病観念 が 罪を戒め 購罪を 導く 一 方 ､ 超 自然的な神性 に で はなく ､
自然界の 諸要因 に説明を 求 め る ｢科学的+ 疫 病解釈が 古 代か ら連綿 と存在 した ｡ 『フ
ラ ンス ､ およ びヨ ー ロ ッ パ ､ 地中海 の 国々 にお ける人 間 と ペ ス ト』 と題 され た こ 巻本
か らな る 浩瀞な べ ス ト研 究を 著 した ビラバ ン に基づ い て ､ 自然的要因 に べ ス トの 原 因
を 求め た 歴 史を概観 して み よ う1 1｡ 紀元 前 4 世紀の ヒポクラ テ ス は ､ 疫病 の 原 因は ､
涜聖され た神性 によ る 怒り で は な く 自然界 の 要 因に よ るもの で あり ､ した が っ て 経験
知に基 づ い て理 性で そ の説 を 解明で き る と した 12｡ こ の考 え方 は紀元 前 1 世紀の ガ レ
ノ ス ､ ル タ レテ ィ ウス に受 け継 が れ ､ 1 4世紀グ ラ ナダの 医師イ ブヌ ー ル ･ カ テ ィ ム
や ､ ア ル メ リ アの 医師イ ブ ン ･ ハ テ ィ マ ー らの 中世 ア ラ ビア 医学に結 実 した とさ れて
い る ｡ キリ ス ト教著述家た ち は ､ 自然界の 要因は疫病 の 二 義的原 因 と して 扱 っ た が ､
こ の医学的観念は ､ 中世末 か ら近 代 に い た る ま で 具体的な べ ス ト対策の 指針 とな っ た ｡
①星 辰の影響
自然的疫病困 と して 星 辰 の 影響を 指摘す る説 は ､ マ ク ロ コ ス モ ス とミ ク ロ コ ス
モ ス の 照応 とい う宇宙論的枠組み に基 づ い て ､ 宇 宙的要 因が 人 間 の 身体 に影 響を及 ぼ
すとする もの で あ っ た ｡ 1 348 年 に ヨ ー ロ ッ パ 全土 を 襲っ た 黒死病 に関 して ､ ソル ポ
ン ヌ大学神学部は ､ ア リス トテ レス ､ ア ル ベ ル トウ ス ･ マ グヌ ス に 基 づ い て ､ 天体の
合 が悪 い 大気を起 こ し､ 熱 と湿の 元 素が 増加 して大気 を腐敗さ せ疫病 を起 こ すと い う
見解を 示 し ､ 1 34 5年 3 月 2 4 日の 水瓶座で の 土星 ､ 木星 ､ 火星 の合 を ペ ス ト困と断
定 した 1 3｡ 翌 年ラ ンで 書 か れ た ギ ヨ ー ム ･ ド ･ マ シ ョ ー の 詩で は ､ 天 体の 兆候が ペ ス
トの第 一 原 因と され ､ ア ヴィ ニ ョ ン教皇ク レメ ンス 六 世 の 侍医だ っ た ギ ー ･ ド ･ シ ョ
リ ア ツ ク (Guy de Cba ulia c1 2 9 6c.
- 1 3 6 8) も同様 の 見解 を示 した ｡ 1 4世紀初 頭 に パ
ドヴァ ､ ボ ロ ー ニ ヤ で は大学 の 医学科日 に占星 術 が取 り 入れ られ た ｡ 体液 相互作 用 も
直接占星 術的影響 に左右 さ れ る と い う 占星術 一 医学思想で は ､ 診断 ･ 治療 の 際に は 占
星 術の 考慮 は不 可 欠 と さ れ た 1 4｡ 1 6世紀 の 占星 術 師メ ラ ン ヒ トン は ヴィ ッ テ ン プル
グの ペ ス ト禍 につ い て ､ 獅 子 座また は水瓶座に 土 星 が 入 っ た 時 に ､ 火星 と土 星が 反対
の 印 にあ っ た こ とが そ の 兆候 で あり ､ 土 星 が牡 牛座 か 轍座に入 っ た 時 に危険が増 すと
論 じた ｡ 実際 に ､ 15 5 2年か らペ ス トが 流行 した 時に ､ 土 星 は水瓶座 に ､ 火星 は獅子
座 にあ っ た ｡ 17 世紀まで 惑星 の 合 が大気 を腐敗 させ ､ ペ ス トの 療 気を 生 じ させ る と
ll Bir abe n,
12 B]r abe n,
13Bir abe n,
1 4
ク ラ ウ ス
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Le sho m m e s et
Le sho m m e s et
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国文 社 ､ 1 997 年 ､
/a pe ste ,lI,1 976.
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la pe ste, ll,1 9 76,p p. 9
-10.
『ヨ ー ロ ッ パ の 黒 死 病 一 大 ペ ス トと中世 ヨ ー ロ ッ パ の 終 幕』､ 宮 原 啓子 ､ 渡
28貢以 下 ｡
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い う 考え は継承 さ れ た ｡ 16 30年 に べ ス トが流 行 した イタ リア の ブス ト ･ ア ル シ ツ イ
オの 医師た ちは ､ ヒポ ク ラテ ス , ガ レノ ス の舌代後期の 体液病理 学的学説 に基づ い て ､
天 体の 動き が ペ ス ト症状の 横癌(リ ンパ 腺種)の位置 を きめ る と した 15｡ 治療 にお い て
もガ レノ ス 思想 を根拠 に ､ 腐敗の 害を及ぼすと され た血液を減らすた め の需血が 行な
わ れ た ｡ 横癌の切開が 何らかの 効果を及ぼ した可 能性は否定で き な い が ､ ペ ス ト施療
院 に送られ 寓血 を施 される こ とは 死 を意味 して い た た め に羅患を 隠す者 も多か っ た ｡
こ の よう な 天体 の動 き の うちで 最も深 刻な しる し と された の は ､ 月食 ､ 日 食だ
つ た ｡ 1 34 9年 にモ ン ペ リ エ の 医師は月 食が 疫病を起 こ した と した ｡ 特 に月 の 満ち欠
けは 精神 に大きな 影響をも たらすと され ､ 疫病 時には ペ ス トの 諸局面 と 月 のサ イ クル
とが 関係付 けられ た o 1 8世紀 には ､ 天 体 の合 はもは や重要視 され な く な っ た が ､.痩
病 に対する月 の 満ち欠 けの影響 は信 じられ つ づ けた ｡ 17 8 5年 にな っ て も ､ ヴィ シ ェ
ラの 『アル ジ ェ の ペ ス ト年代記』 で は ､ ペ ス トは 月 と共に欠けて ゆく と書かれ て いた ｡
撃星 の出現 は ､ 大災厄 の 前兆と して恐 れ られ た ｡ トウ ー ル の グ レゴリ ウ ス は ､
すで に 5 7 1年の ク レル モ ン ､ 5 8 0年の ナル ポ ンヌ の ペ ス トの 直前に聾星 が 現 れ た と
記 して い る ｡ 黒死病 の 暗も ､ 1 34 8年 8 月 末 に パ リで 撃星 が 出現 した 後 で ベ ス トが流
行 した と記 録され た ｡ 1 5 6 2年か ら 66 年のイ タ リ アの ペ ス トの際 に編纂 され た 『ペ
ス トに対する勧告』(Co DSl
'
gll
'
c o ntT Ola pe ste)で は ､ 萱星 が出現 し､ 天 か ら星 星 が落
ち た と 人 々 が い う 現 象 が 見 られ る と き に べ ス トが 起 こ る と明 言さ れ て い る 16｡ 1 6 3 0
年の ミ ラ ー ノ の 大 ペ ス ト に取材 し古文 書 史料 に 基づ い て 善か れ た 『い い な づ け』
(1 8 25･ 27年) に お い て ､ マ ンゾ - ニ は 1 7世紀 前半当時に も ｢1 6 2 8年 に現 れ た 撃星
な らび に土星 と木星 の 公会が こ の 惨事の予告で あ っ た しか つ 原因 で あっ た と考え+ ら
れ た と して い る 1 7｡ 18 世 紀 に ロ ン ドンの ペ ス ト大流行 を取 材した ダ ニ エ ル ･ デフ オ
ー も 『ペ ス ト年代記』(1 72 2年)の 冒頭 に お い て ､ ペ ス トの 直前に空 に萱星 が 出現 し
た こ とを ペ ス トと 関係付け る人々 に つ い て 書い て い る 18｡
ー5 耳 の 周辺 を司 る土星 の 動 き が ､ 頚 部 の 横根 の原 因と され た ｡ J. W. S.John s o n, Sto r J
'
a del la pe ste
a w e n uta n e/ bo rgo d/
'
Bu sto Jr sizio 16 30, Cope nhage n, 1 924, p, 13 3, n . 1. Cfr . Bir aben , Il, p. 10.
' 6 こ の 冊 子 は ､ ペ ル ー ジ ャ お よびボ ロ ー ニ ヤ の 医学教授だ っ た ト ン マ ー ソ ･ デ ル ･ ガ ル ボ(12 90頃 - 13 70)､
ロ レ ン ツ オ ･ イル ･ マ ニ フ ィ コ の 宮廷侍医 マ ル シ IJ オ･ フ ィ チ ー ノ(14 33-1 499) およ び ノ ス ト ラ ダ ム ス
(1 503-15 66)の 見解を集め た もの ｡ Bir aben , Le s ho m m e s et /a pe ste, Jl,1 976, p p. 1 3.
-7 ｢学 問の あ る 連中 の大 半 は ､ 16 28年 に 現れた賓星ならび に土星と木製の 公会 が こ の 惨事 の予告 で あ っ
た し か つ 原 因で あ っ た と考 え た ｡ そ れ と い う の も ｢右の 公会 が 16 30年 に 行なわれ た こ と は い か に も明ら
か で あ っ た ｡ 誰 し も が そ の 意味内容を察知 した ｡ 死 病 ノ 発生予告 サ ル o 天 変地異 ノ数 々 見 ラ ル ベ シ ｡+ こ
の 予言 は ､ 1 623年 に トリ ー ノ で 印刷 さ れ た 『完全ナ ル暦 ノ鏡』 と 題 さ れ た 書物 か ら拾われた由だ が ､ 世
間 の 人 々 の 口 に の ぽ っ た ｡ ペ ス ト発生 の 年(1 63 0年)の 六 月 に現れ た もう 一 つ 別 の 萱星 は新たな警告と い
う か ､ ペ ス ト塗 LJ の存在 の 明白な証左と して 受け取 られ た .+ Ma n z o ni, AJe s s a ndr o, / Pr o messJ
･
spo s I
･
,
182 511 827･ [ア レ ッ サ ン ドロ ･ マ ン ゾ ー ニ , 『い い な づ け 1 1 7世 紀 ミ ラ ー ノ の 物 語』､ 平 川祐弘訳 ､ 河
出書房新社 ､ 】9 89 年 ､ 6 74頁 ｡ ]
18 ダ ニ エ ル ･ デ フ オ ー ､ 『ペ ス ト年代記』(1 722年)､ 平 井 正穂訳 ､ 『筑 摩世界文学大系』､ 第 15巻 ､ 筑摩
書房 ､ 196 7年(1959 年 り ､ 184 - 5 貢｡
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②地下 ･ 冥界の 要因
天 体の動き だけで はな く ､ 地中ある い は 地下 に べ ス トの 要因がある とい う考え
も古代か ら信じられ て い た ｡ 1 1世紀 の ア ラ ビア 医学 ･ 哲学者 ア ヴィ ケ ンナ(9 8 0- 10 3 7)
は 『医学正 典 Ca n o n m edicin ae』 で ｢ ペス トを 引き 起 こ す大気は 地震の 際地球の 内
側 から外 へ 出て く る+ と 記 して い る 19｡ 前述の 『ペ ス ト に対す る勧 告』 で は ､ ペ ス ト
の 際には ミ ミズや蛇 が地 下 か ら這 い 出てく る こ とや ､ 鳥は 地上 に降 りず天 高く 飛ぶ と
い う古代か らの 借仰を引 用 して い た ｡ 特 に蛇は ､ 舌代か ら ペ ス トを 撒き 散らすもの ､
ある い は こ れ を鎮め る 力 を も つ と考え られ て お り ､ ヴ ェ - ダ ､ オウ ィ デ ィ ウス ､ ユ ダ
ヤ ･ キ リ ス ト教著作あ る い は 民 間信仰 に語 られ て き た 2 0｡ 蛇 の怪物 ビ ュ トンを退治 し
た アポ ロ ー ンが 疫病 に関わ る 神 と して 信仰 され た が ､ 蛇が 撒き つ い た 杖を ア トリビ ュ
ー トとする 医神ア ス ク レ ー ビオス も ､ 蛇か ら医療術 を学ん だ とされた ｡ こ の 医神 に対
しては ､ エ ビダウ ロ ス ､ コ リ ン トス な どの アポ ロ - ン聖地で 紀元 前五 世紀か ら特 に信
仰が盛ん にな っ た ｡ こ れ らの 神殿 で は 医療活動 も行な われ て い た と い う21. 蛇 か ら 医
術 を体得 した アス ク レ ー ビオ ス 信仰 は ､ 後 にア テ ナイ の ペ ス トの 際 に娘 ヒ ギエ イ ア(蘇
生 ･ 健康の 擬人化)と とも にア ツ テ イ カ ヘ 流布 し ､ オウ ィ デ ィ ウス が 記 して い る と こ ろ
によ る と 2 92 年の ロ ー マ の ペ ス トの 際に ､ ロ ー マ に信仰が 移入 さ れ た 2 2｡
また ､ 地 中の 鉱物が 腐敗 した り ､ 地中 に埋 葬さ れた 人 体か ら の発散物が ペ ス ト
原 因 とな る と い う見 解 は ､ 1 6,1 7世紀の ペ ス ト対策著作 に多く 述 べ られ て い る 2 3｡
③自然 災害 一 大地震 ､ 雷雨 ､ 火災 ､ 飢鐘
疫病 ､ 飢鐘 ､ 戦乱 は人類 の 三 大災厄 と され て き た ｡ 相互 の 直接 的関係性は 明示
され な い も のの ､ これ らが 同 時発生 する こ とは すで に 14世紀 の 黒死 病の 際 にも指摘
され て い た ｡ 自然災害は ､ 大気 の 四 元素の 混乱を 招き ､ ひ い て は人体 に悪影響を及 ぼ
す療気を 生 じさせ る とさ れ ､ 自然的諸要 因が複 合的 に作用 しあ っ て 疫病が 生 じる と考
え られ て い た こ と が窺 え る ｡ 1 3 4 8年の 黒死病 の 際 に ソル ポ ン ヌ の 神 学部 は ､ ペ ス ト
原 因の 一 つ と して 大地震 と雷雨の増 大を挙 げ､ こ れが 蛙 と促 虫類 の 増殖 を もた ら した
と した ｡ 翌年 9 月 に は イ タ リ ア の オル ヴ ィ エ ー トで 大地震が 起 こ り ､ そ の直後 に べ
川
ク ラ ウ ス ･ ベ ル ク ドル ト､ 『ヨ ー ロ ッ パ の 黒 死病』､ 28貢 以下 ｡
20 例え ば､ Ovidiu s, Meta morpho s e s, V 暮l, 5 2 0. Gr ego riu s de To u r s, 〟/
'
st. Fr a n c o r u m,X. 1. Pa ul the
De a c o n, De Ge st/
'
s La ngoba rdo r u m, ll L,2 4. 艮 数 記 21:6 - 青 銅 の 蛙b Crawfu rd, P/agu e a I7dpe st/
'
/e n c e,
p .3 -4.
21Edelstein, E.J . 良 L. Ede[stein, Es cJep/
'
u s. A c o//e ctio n a nd in(e rpr etatio n of the testI
-
m o nie s,
v ol. I l, Bal tim o r e, TheJohn sHopk in sUP. , 19 45, p p. 1 39
11 80. ; Cr a wfurd, Plagu e a ndpe st/
'
/e n c e, p. 4.
22ovidiu s, Meta m o rpho s e s, XV, 62 0- 74 0. [ オ ウィ デ ィ ウ ス ､ 『変 身物語』､ 上下 ､ 中村 善也訳 ､ 岩波
文庫 ､1 98 1, 9 84年 ､ 下 ､ 33 ト33 7貢 o];Ga rla nd, Robe rt, Jntr odu c /
'
ng n e wgods . The Po/J
'
t ics of Athe nia n
r e/igio n, ltha c a
- Ne w Yo rk, Co r n eI I UP. , 1 992, p p. 1 16
- 13 5.
23 Ambroise Pa re, T
'
raI
'
cte
'
de /a pe ste, de la pet/
'
te ve
'
r o//e et r o uge o/ /e, Pa ris , A . We cheL, 15 68,
p .1 2
- 13. ; Nic o[a s E[ [ain, J dv I
'
s s u rla pe s[e , Pa ris , 1606, p. 26. ; Let ter e du fr占r e Victo rin,
c a r m ede
'
cha u s s e
'
, a u n de s o s a m /
'
s C u r/a n aiad/
'
e c o ntagie u s ede Pa r s e /
I
/ e, Ma r s ei He, 1721.
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ス トが洗行 した と報告 され た ｡ 160 6年 にパ リで 出版され た ペ ス ト対策書 で は ､ 地震
によ っ て 大気に大混乱が 生 じペ ス トを起 こ す と書 かれ ､ 疫病 を防ぐた め には 大気 の 良
質さ と清浄さが 重要で ある とする公 衆衛生的観 念が 示 され た 2 4｡
自然災害と疫病発生の 連続性 は各地で 観察さ れて い る ｡ 例 え ば ､ 1 50 4年 セ ヴ
イ リ ヤで は 地震の 後 に大雷雨 ､ ペ ス トが続き ､ 16 2 8年 8 月 トウ ー ル ー ズで は ペ ス ト
の 最初の 死 亡者の 埋葬 の際 に大雷雨が起 きた . また 火災の 後 に飢餓か ら腐敗 した 食物
を摂 っ た 人 々 が 病 に倒れ やすい こ と も ､ 1 4 6 3年 トウ ー ル ー ズ ､ 1 6 2 8年 リ ー ル で観察
され た ｡ 1 3 4 8年に ソ ルポ ン ヌ 神学部 は ､ 飢餓 によ る栄養不 良によ っ て 疫病 の状況が
悪 化する こ とを指摘 し ､ 痛ん だ食物や汚 染 され た水を摂らな い こ と ､ 食糧管理 の 重要
性を 主 張 した 25｡ 1 5 58年 に もア ラ ス の 医師ニ コ ラ ･ ゴダ ンは民間 医療で 用 い られて
い た ｢生 命の 水+ に疑惑を 唱え ､ こ れ が血液を 変色 させて 体液を腐 らせ るた め に ペ ス
トな どを伝播さ せ る原 因 とな る と主張 した 26｡ 恒常的にべ ス トが 反復流行 した]ヒイ タ
リア諸都市で は ヨ ー ロ ッ パ の 他の 地域に先駆 けて ペ ス ト対策を指揮する 公 衆衛生 局 が
設置 され た が ､ そ の 多様な任務の 一 つ は食糧管理体制の整備で あ っ た 27｡
④微小な 寄生 物
1 7 5 1年に リ ンネらの 研 究 によ っ て細菌学が興 リ ､ 1 89 4年 に香港で の ペ ス ト流
行 の 際に ア レク サ ン ドル ･ イ ェ ル サ ン によ っ て ､ ペ ス ト菌(エ ル シ ニ ア ･ ぺ ス テ イ ス
/バ ス トウ レ ラ ･ ぺ ス テ イ ス)が 発見 さ れ た 28｡ 最終的にべス トの 原 因が 解明 され た
が ､ 近 代以前にも微小寄生 物の 存在 を主 張 する 医師たちが い た ｡ 15 4 6年に ジ ロ ー ラ
モ ･ フ ラ カス トロ(1 4 7 8- 1 5 5 3)は ､ ル ク レテ ィ ウス に基 づ い て伝染病 は我 々 の 感覚で
は捉え られ な い 何か 特別な粒子 の よ うな もの に よ っ て感染する とい う仮説を発表 した
2 9
｡ また ､ ドイ ツ の イ エ ズス 会 士 ア夕 ナ シウ ス ･ キ ル ヒ ャ ー (16 0 1- 6 8 0)は ､ 16 5 6年
の ロ ー マ の ペ ス ト流行 を 見 て ､ 眼 に見 え な い 生 物 体が ペ ス ト原 因 で あ る とす る 説
Cfr . 8/
'
r abe n, Le s ho m nle S et /a pe ste,ll,197 6,p p. 15 1 6.
24 Nic olas E llain , ^dvis s u r/a pe ste ' Pa ris ' 1 6 06, p ･1 6･ Cfr ･ a/
･
r abe n, Les ho m m e s et /a pe ste ,
ll,19 76,p . 16.
258/
'
r abe n, Le s ho m m e s et /a pe ste,ll,1976,p p. 36.
2 6 Nic ola s Goddin, Tr a /
･
te
J
de chir u rg/
'
e mi//
･
ta /
･
r e, 15 58.
27力 ル 口 ･ M ･ チ ポラ ､ 『ペ ス トと都市国家 - ル ネ サ ン ス の 公衆衛生 と医師』､ 日 野秀逸訳 ､ 平 凡社 ､ 19 88
年 1 52-54頁｡ チ ポ ッ ラ に よ る と､ 黒 死 病 の 際 に ヨ ー ロ ッ パ で 最初 に公衆衛生局 が設置され た ヴ ェ ネ ツ ィ
ア で は ､ 1 49 3年まで に食 品監視政策が 整備され た ｡
28B/
'
r abe n, Le s ho m m e s et /a pe ste, I ,197 5, p p. 7- 9.
29Gir ola m oFr a c a sto r o, De sympath/
･
a et a nt/
･
path/
･
a /I
･
be r u n u s･ De c o ntag/
I
o n /
･
bu s et c o nta8ios/
･
s
/ ibr I
'
s tr e s, Ve n e zia , 15 46･ フ ラ カ ス トロ は ル ク レ テ ィ ウ ス (De r e r u n n atu ra､ 6,109 0-1102.)の 大 気
中 の粒子(Se min a)が 大気を腐敗させ 人と動物 の差なく襲う と い うくMo rtifer a clade s〉の 理 論 に た っ て ､
臨 床 医学的実験 を 行 い感染説を主張 し た ｡ Gazz a niga , Va[entin a, ` = Mo x, lo nge, ta rde , c ede , re c ede ,
red i
'
･ Epi de mic d ipe ste n e[l
'Jtalia del Seic e nto
M
, in :Scie n z a e mir a c oJ ine//
,
a r[e deI
,
600. A / ]e
o rig/
'
ni de/ /a m od/
'
c /
'
n a m ode r n a, a c u r ad i Se rgio Ro s si, c atalogo de1[a m o str a, Mila n o, E)ecta,
199 8, p p･ 52 -59, p･ 55･ Cfr ･ B ir abe n, Le s ho m nle S et /a pe ste , = ,1976,p. 18. 以 下 も ビ ラ バ ン を参
照 .
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(Co ntagiu m Viv u m)を初め て 唱え た
30
｡ オ ラ ン ダの 医師ディ エ メル ブ ロ エ ツ ク(1 6 0 9-
7 4)は 1 6 3 6･ 3 7年の ペ ス ト臨床経験 に基 づ い て 4 6年に 同様 の問題 を提起 し ､ 16 6 5年
の 第二 版で キル ヒ ャ ー の説 を 支持 した 31｡ さ ら に パ オ リ ー ニ は トウ キ ュ デ ィ デ ス の ア
テ ナイ の ペ ス トに つ い て の注解 と して ､ 古典 的な べ ス ト解釈お よ び原 因論 を論駁す る
著作を著 し(1 6 6 8年)､ 1 8 世紀 には マ ル セ イ ユ の ペ ス ト(1 720-2 2 年)を研 究 した 二 人
の 医師が ､ ペ ス ト原 因は寄生 物 で ある と して ､ ガ レノ ス 医学 ､ アリ ス トテ レス 四元素
論 に基 づ い て療気説 を 唱え る 医学部や公式医師の 古典的見解 に反 対 した 32｡ こ の よ う
に臨床医学 ､ 微視的科学 の発達 と共 に ､ 大気腐敗説な ど古典的ペ ス ト原 因論 は論駁さ
れ た が ､ 同 時にな ぜ ｢流 行+ す る の か と い う問題 に つ いて は ､ 1 6世紀 を境 に 古代か
ら優勢だ っ た 空気腐敗論 か ら ｢伝染論+ へ と公 式見解 に変化がみ られ る ｡ 次 に こ の 間
題を 概観する ｡
30Atha n a siu s K ir che r, Sc rutI
'
niunlP h ys J
'
c o
- modicu m co ntag/
'
o s a e/uis, qu a edI
･
ci tu rpe st/
･
s, Rorn a,
1 6 58.
31 Die m e rbr o e ck, De pe sts Ne o m age n s I
.
, /J
'
bri qu atu o r, Ar e n a ci, 1 646, Amste rda m, 16 65.
32 c･ Fabius Pa olini, Pr aeJe ct/
'
o nis Ma r c J
'
a e Giv e c o m m e nta ria J
'
n T hu cyd ide s h/
'
sto r /
l
a m de pe ste
Jthe nie n siu m, Ve n e zia , 1 66 8, L ib. I,p . 110.
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第三 節 伝染病理 論 と衛生対策
ビラ バ ンに よ る と ､ ｢伝染+ と い う 言葉 は舌代か ら広く 信 じられ て 普及 して い
た が , そ の原 因や 経路 な どは近代 まで 究明されな か っ た ｡
(訂超自然的存在 によ る 伝染
8 世紀 に ､ パ ウル ス ･ デ ィ ア コ ヌ ス は 『ロ ンパ ル デ ィ ア 史』 の 6 8 0年の パ ヴィ
アの ペ ス ト につ い て の 文書 の中で ､ 旧約出エ ジ プト記 11- 1 2章の エ ジ プト人の初 子 を
打 つ 主 の 御使 い に想を 得て ､ ｢善き 天 使と悪 しき天 使+ が 家々 の戸 に べ ス トに打た れ
る もの ､ 打た れな い も のの 印を つ ける と した33｡ この 主題は ロ ー マ の サ ン ･ ピ エ トロ ･
イ ン ｡ ヴイ ンコ リ聖 堂の ボ ッ ラ イウオ ー E3(1 4 2 9- 8)の墓廟上 に現 存す る 1 5世紀の フ
レ ス コ に描 かれ た ｡ 前景右側 には ､ 悪 しき天 使が 戸 を槍で 叩く の を良き 天 使が止 め て
い るの が み られ る 3 4( 図15)｡
民 間信仰で は ､ ｢ ペス トの火花+､ ｢ゲ ニ ウス+ や ､ 魔女狩り の精神 に繋 が っ て
い っ た ｢黒衣の 老 婆+ な どが ペ ス トを 広め る と広く信 じられ た 3 与｡ 13 4 8年 に ウ ィ ー
ン で は ､ ペ ス トの聖霊 が ペ ス ト死 者の唇か ら青白い 炎の 姿で 出て きて 屋外 の大気中に
消え た の を 見た と い う人 々 が 現 れ た り ､ 1 6 3 0年ミ ラ ー ノで は黒 衣を つ けた光 る 日の
悪 魔が夜 間 に戸 口 に べ ス ト毒を塗 ると恐 れ られ た o トラ ンシル ヴァ ニ ア で は ｢顔を 白
い ス カ ー フ で 覆い 足 は茨で 皮 が む け ､ 肩 に袋を 背負 っ た 衰衣の 老婆が ､ 夜中 に村々 を
一 本の 杖 に乗 っ て飛び ､ 通 過 点に疫病を浅 して ゆく+ と信じられた ｡ こ れ らの 民間信
仰 には ､ 不 可視 のう ち に広が る疫病 に対する 民衆の 恐怖心 を見て 取 る こ とが で き る ｡
(多望気感染
宗教的著作あ る い は 民 間信仰が 超自然的存在に流行の 説 明を求 めた の に対 して ､
｢医学+ ｢科学+ 的言説 にお い て は ､ 紀元 前 4･ 5 世紀 の ヒポク ラテ ス や 2 世紀の ガ レ
ノ ス な ど の古代医 学か ら継承 さ れた 空気感染論 が ､ 16世紀 ま で の 唯 一 の公式的見 解
で あ っ た ｡ すな わ ち ､ 不安定 にな っ た 大気か ら生 じた 腐敗 しペ ス トに汚 染さ れ た 空気
(療気M ia s m a)が 人 体(体液)に影響する と い う もの で あ る ｡ 1 3 4 8年 にべ ス ト治療中 に
べ ル ー ジ ヤ で 自ら も犠牲 にな っ た ウ ンブリ アの 医 師ジ ェ ンテ ィ ー レ ･ ダ ･ フ ォ リ ー ニ
ヨ (?- 13 48) は 『ペ ス ト発散気病因論』 にお い て ､ 星 辰の 影響 と空気感染論と を結び
33pa ulthe De a c o n･ De Ge st/
･
s La ngoba rdo ru m, vi, p ･5･ Cfr･ Cr a wfu rd, P lagu e a ndpe sti le n c e, p , 95
-9 7.
Bir abe n, Le s hom m e s et /a pe ste,‡‡,19 76,p .1 9.
3J
ア ン ト ニ ア ツ ツ オ ･ ロ マ ー ノ 派 ､ r14 76年 ロ ー マ の ペ ス トの ため の 神 の 怒 リ を 宥 め る行列+､ 14 7 6年
以降､ フ レ ス コ ､ 口 - マ , サ ン ･ ピ エ トロ ･ イ ン . ヴ イ ン コ リ 聖堂左入 リ 口 横左 敷 こ の フ レ ス コ 画 は ､
1 9世紀 に ドロ ー ネ ー (182 8- 91)の ｢ロ ー マ の ペ ス ト+ (パ リ ､ リ ュ ク サ ン ブ ー ル 美 術館)に 直接的 に引用
され た ｡
35 Bir abe n, Le s ho m m e s et /a pe ste,I l,1976,p .1 912 0.
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つ けた以 下 のよ うな見解 を示 した ｡
火星 ､ 木 星 ､ 土 星 の r上方の+ 三惑 星 の位置 関係が不利 にな っ た 結果 ､ 1 34 5
年 3 月 2 0日 に病気 を起 こ す療気が 陸海か ら空 気中 へ 吸 い 込まれ ､ 熟せ られて ｢腐敗
した風(大気)+ と して 再 度地上 に戻 され る ｡ こ れ を 吸 い 込 ん だ人 間の 心臓 ､ 肺 に集ま
っ た有毒な 蒸気は 濃縮 され て ｢毒性の ある 物質+ にな っ て 心肺を汚染 し ､ さ らに患者
が 吐い た 空気が 周囲を感染 する ｡ 治療法は ｢心 臓や主要臓器を強化 し ､ 有毒な 腐敗 と
闘う こ と ｡ こ う すれば既 に発病 した 患者の も つ 腐敗 を増え な い よう に し ､ 健康人が病
気 にな る の を防げる ｡+ 36
1 3 4 9年に モ ン ペ リ エ 大学 医学部 は ､ ペ ス トは 大気や 風 を介 して 伝染する との
見解を発表 し､ 特 に病人 との 会話で 感染 する こ と を警告 した ｡ 同様 に 14世紀の グ ラ
ナダの 医師イ ブヌ ル ･ ハ テ ィ ー ブは ､ ペ ス トは 中国から発生 し ､ 当地の 多数の 死体が
大気を 汚染 し ､ オ リ エ ン トの 港 か ら西 欧の 港 へ ともた らさ れ た と した
87
｡ 16 世紀 の
多く の 医師が腐敗 した 大気が 空気を 汚 染 して疫病 を 蔓延 させ る と論 じて い る ｡ こ の空
気感染論 に基 づ い て ､ 14 世紀以 降の ペ ス ト流行 時に は 家屋 や路地 の 消毒や 焼却 と い
う洗行拡大防止 措置が と られ た ｡
③病人 ･ 死 体との 間接 的 ､ 直接的接触
大気汚染 ･ 空気感染論 と とも に ､ 病人や 死 体 との 間接 的､ 直接的接触が 伝染 の
原 因で あ る とする 説 も ､ 臨床経験 に基 づ い て 広く 信 じられ て い た 380 1 3 4 8年 にイ ベ
リア半島で黒死病 を観察 した イ ブヌ ル ･ ハ テ ィ ー ブは ､ 経験 に基 づ い て ､ 人 間 か ら人
間 へ ､ また は ｢汚染 さ れ た+ 物質を媒介 して 起 こ る攻撃的な 感染 につ い て 記 緑を 残 し
た ｡
病人と の 接触 は ほ とん どの場合死 を導く もの で あ る ｡ 衣 類や 容器は 災 い を
伝染 させ る可 能性が ある ｡ - 最初 は町 の 中の｢ 一 軒+ の家だ け が ペ ス トに侵 され た ｡
そ の あ と病人と接触 した 人々 に感染 し ､ 隣人 ､ 親戚 ､ 見 舞 い 客 へ とう つ つ て い っ
た . - ただ し外界 との 接触を 遮断 して しま っ た ひ と びと は健康で い る こ とが で き
た 3 9｡
15世紀に はすで に病人 の 衣類が 疫病 を伝染 させ る とい う考 え は広 ま っ て お り ､
1 57 9年の ロ ンパ ル デ ィ ア の ペ ス トの 時 には ､ ミ ラ ー ノ か ら運ばれ た 衣類が ペ ス トを
もた ら したとさ れ た ｡ 1 6 2 4年 にはポズナ ニ で ユ ダヤ人商人が交易 した 皮革 ･ 毛 皮商 品
36 ク ラウ ス ･ ベ ル ク ドル ト､ 『ヨ ー ロ ッ パ の 黒 死病』､ 2 6-3 2頁 ｡
37 Bir abe n, Le s ho m m e s et /a pe ste ,ll,19 76, p. 20-21 . 以 下 も同様 ｡
38 Bir abe n, Le s ho m m e s et la pe ste ,II,19 76, p. 2 卜24 .
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が ヨ ー ロ ッ パ か ら レバ ン ト地方 まで ペ ス トを伝染 させた と いわれ た ｡ こ の よう に病人
が着 けて い た衣類や ､ そ の周 囲の 汚 染 された 空気が それ に触れた 人 の体液 を腐敗 させ
て伝染する とい う見 方の ほ か ､ 病人 の視線が ペ ス トを伝染させ る とも信 じられた ｡ 黒
死病の 際 にモ ン ペ リ エ 大医学部が 出 した ペ ス ト対策書で は ､ 病人 の 目か ら出 る(病の)
ゲニ ウス が そ の視線を 受けた 者 に病 を伝染 させ る とされ ､ ギ ー ･ ド ･ シ ョ リア ツ ク も
同様の見 解を述 べ た ｡ こ れ らの伝染理 論を根拠 に ､ ペ ス ト患者と健康者を 隔離す る政
策や ､ 都市城壁 の 外 に犠牲者 の埋 葬地を設置する政策 ､ そ して 羅患者の 出た 家屋 と衣
類 ､ 家具を 酢や薫煙で 消毒す る方法が と られ た 40｡ ま た ､ 1 7世紀 に フ ラ ンス 王 ル イ
十三 世の 侍医シ ャ ル ル ･ デ ロル ム が述 べ て い るよ う に ､ ペ ス ト患者を 問診 する医師は
患者の顔 を覆 っ た り ､ そ の 視線を 受けな い よ う に水晶のめ がね で診 る習慣が広ま っ た ｡
患者との 接触を避 け感染を予防する措置は ､ 烏の ような外見で有名な べ ス ト対策官吏
の防御服 に見 る こ とが で き る ｡ 同様 の 対策 は終油の秘蹟や 聖体拝領 を授 け る聖職者 に
よ っ て も採用 さ れ た ｡ 1 57 0年代未の ミ ラ ー ノ の ペ ス ト流行の 際に ､ 大司 教カ ル ロ ･
ボ ッ ロ メ ー オは市内巡 察の 際 にはガ ラス 張 りの 輿にの り ､ 長い 杖 に聖 餅を 載せ て 聖体
拝領を授 けた 41｡ ､
④特定社会集団 一 散の創 出
ア ナ ー ル 派の 歴 史学者+ ･ ドリ ュ モ ー は 『恐 怖心 の 歴史』 の な か で ､ 社会が 危
機的状況 に置か れ た 際 に特定の社会集団に集団 的恐 怖心 の矛先が 向 けられ ､ ス ケ ー プ
ゴ ー トを 生 み 出す構造 を指摘 し て い る4 2｡ ま た メ ア リ ー ･ ダグラ ス が ､ 西 欧の 二 元論
的世界観 にお い て ､ 異な る領域にまた が る周縁 的存在は明確 に性格規定で きな い ゆえ
に禁忌 や 迫 害 の 対象 とな る こ と を看 破 した とお り 43､ 西欧の ペ ス トの 歴 史 にお け る
様々 な 社会集団 に対 する迫 害や 差別は ま さ に構造的に生ま れ た悲劇 と い え る ｡ ･14世
紀の 黒死病以 降 ､ ペ ス トが 周期的 に ヨ ー ロ ッ パ 各地 で繰り返 し流行 した ｡ ペ ス ト菌 に
よ る伝染 と い う科学的見 解が認 め られ る まで ､ 療病 患者 ､ 娼婦や 罪人 ､ 異端な ど社会
の周 縁的存在は ､ 神の 怒り に触れ て ペ ス トを招 いた と して 人 々 の 非難 と攻撃の 対象 と
な っ た ｡
黒 死 病の 際には ､ 療病患者や ユ ダヤ人が 井戸 や泉 に べ ス ト毒を撒 い た 嫌疑 をか
39 ク ラ ウ ス ･ ベ ル ク ドル ト､ 『ヨ ー ロ ッ パ の 黒 死 病』､ 11 2-113貢 ｡
40 ca r michael･ An nG･ ･
"Co ntagio nThe o ry a nd Co ntagio nPr a ctic ein F ifte e nth -Ce ntu ry Mi la n
=
, in :
Re n a [
'
ss a n cd qu a rte r/y, 44, n , 2 (1991), p p. 213-2 56.
41 or s e nigo ,C･ ,
"Vi ta di S･ Ca rlo Bo r r o m e o. Cap .X V =. Le gr a nd ic ala mita
,,
, in : Sa nCa r/o Bo r r o m e o
n e/ te r z o ce nte n a rio de/ /a c a n o niz z a z I
'
o n e, 1610-1 910, M ila no , 1910, p p. 3 0 ト31 0, p p. 3 06- 9. 聖
カ ル ロ の ペ ス ト患者訪問や秘蹟 の 授与は 16 世紀末 か ら 17世紀 に イ タ リ ア 各地 で絵画化され た が ､ そ れ
ら の 作 品 で は 披 は 患者 に寄 り添 っ て ､ 手 ずか ら秘蹟 を与え る姿 で 描か れ て い る ｡ 本 論 第 三 葦を参 臥
42 ジ ャ ン ･ ドリ ュ モ ー ､ 『恐 怖心 の 歴 史』､ 永見 文雄 ､ 西 葦文昭訳 ､ 新評論 ､ 1 997年 ､ 第 三 葦｡
13Do uglas , Ma ry, Fu r /
･
ty a nd Da nge r-AD a n a/ysis of co n c ep tof pol /utI
･
o n a nd tabo o, Lo ndon , Ro ut ledge
& Kega n Pa ul Ltd･ , 196 9･ [メ ア リ ー ･ ダ グ ラ ス ､ 『汚 稜と禁忌』､ 塚 本 利明訳 ､ 思 潮社 ､ 1 97 2年｡ ]
47
け られて 告発され た ｡ ク ロ
ー フ ォ ー ドは こ の 事件 に つ い て ､ 14 世紀 に は少な く とも
南欧で は 医薬実践は主 と して ユ ダヤ人外科 医が 行な っ て い た と い う事実 か ら生
じた集
団 的狂気で あり ､ 金融業を 営む ユ ダヤ人 に借金があ る者 はそ の 帳消 し と日 常
的不 満の
捌 け 口 を 求め て迫害 に加担 した もの と論 じて い る
44
o 14世紀 か ら 17 世紀 まで ロ シ ア
か ら東 欧地域で は ､ タ タ
ー ル 人の よ うな遊牧民 や 非定住 者が飢餓 と ペ ス トの 源 と して
迫害さ れた ｡ 魔女は近世 の集 団的恐怖心 が 産ん だ最大の ス ケ
ー プゴ ー トの 一 つ で あ る
が ､ 1 4 54 年 に べ リゴ ー で 初め て ペ ス ト困 と して 魔女が告発 さ れ る と ､ 大規模な 流行
が あ っ た 都市で は必ず魔女迫害 ､ ペ ス ト油塗 り 処刑が行な わ れる よ う にな っ た
4 5
｡
こ の ような 集 団的恐怖心 か ら生 じた 迫害は ､ 他者 ､ 敵 と悪を 同
一 視する 概念 に
由来 した ｢疫病 の外来 性+ 言説 に 支え られ て い た と い え る ｡ 中世初期 ､ 4
- 6 世紀の
ゲル マ ン民族大移動の 時代 には ､ 自然大災害 ､ 火山噴火 ､ 大洪水 ､ 聾星 の 出現が 戦争
や 疫病 の 前兆と解釈 され ､ ペ ス トと関連付 け られ た ｡ そ の際 ､ 神罰 と して の ペ ス ト観
念 は ､ テ オ フ ァ ネス ･ ホモ ロ ゲテ ス(ビザ ン ツの 年代記作者)の 文書 に見 られ るよ う に ､
政治的 に利用 さ れた
4 6
｡
ペ ス トが 襲 っ て き た の は ､ あ の邪 悪な コ ンス タ ンテ ィ ヌ ス(- 東 口
ー マ 皇帝
コ ンス タ ンテ ィ ヌ ス 5 世 コ プロ ニ ム ス 7 什 7 5 5)を懲らすた め と ､ 聖 な る教会 と
神々 し い イ コ ン に対する 皇帝の厳 しい 禁止政策 を止 め させ る た め だ っ た のだ ｡
ピアチ ェ ンツ ア の 公証人 ガブリ エ ル
･ デ ･ ム ッ シ ス(1 346 年以 来 カ ツ フ ァ 居住)が イ
タ リア へ 避難後 に記 した 1 3 4 7年春 の ク リ ミ ア半 島カ ッ フ ア(現ウク ラ イ ナ)
へ の ペ ス
ト上 陸と ジ ェ ノ ヴァ へ の 伝染拡大 の記 掛 こも ､ 疫病の 恐 怖が敵意 に転換 した 言説 を 看
取 で き る ｡ 当時カ ツ フ ァ は イ タ リア か らの 輸入 品を タタ
ー ル ､ ロ シ ア ､ ア ジア 商人 と
交換す る ジ ェ ノ ヴァ の 重要な 交易拠点だ っ た 勺 こ の 地 は 1 3 46年以来 タ タ
ー ル 人 に包
囲さ れ ､ 隣接地域住民 は市壁 内部 に篭城を 余儀 な く さ れ た ｡
こ の とき に べ ス トが タタ ー ル 人 を襲 っ た ｡ タ タ
ー ル 人の 軍勢は 恐 ろ しく 動
揺 し ､ そ して 毎 日 何千 も の 人 々 が 死 ん だ ･包 囲さ れ た 市民 に と っ て そ れ は ､ 思 い
ぁ が っ た 敵を懲 らす た め に ､ 天 か ら復讐の 矢が 飛 ん で き た か の よ う に見 えた o す
な わ ちタ タ ー ル人 の 体に まもな く 特徴の あ る 印 ､ すな わ ち四 肢 と鼠践部 に ､ 体液
44 cr awfu rd, P/agu e a nd pe stJ
'
/e n c e, P P･1 2
-12 5･
45 ビラ バ ン は魔女が ペ ス ト因と して 糾弾され た事件 を以 下 の よ う に 列挙 し て
い る : 1 454-
p 6rigu e u x,15 26
-Paler m o, 1 53 0,154 5,1 5 48,-5 74
- Ge n o v a, 1 536- Ca s ale , 15 64
-Aviglia n a(P ie m o nte),
1 55 5- Padov a, 1 599,1 63 0
一 丁o rin o, 169-3 0
-M ila no, 1 54 2,1 6 29
一丁o u[o us e, 1 626- Saint
- L6, 16 28
-
Fo r e z,T ie r s, 1556
- Br u x eH e s' 1 57 卜Antw e rp , 1 58 7
- Savoia , 15 91
-Da uphh in6 Cfr ･ Bir abe n, Le sho m m e s
et la pe ste,l l,1 97 6,p 1 23
-2 4･
46 ク ラ ウ ス ･ ベ ル ク ドル ト､ 『ヨ
ー ロ ッ パ の 黒 死 病』､ 18貢 ｡
4 8
の塊が現れ た ｡ 医者 に は手 を施す術 もなく ､ や が てそ の 塊は膿ん で 発熱 し ､ 死 に
至 っ た ｡ い まや ､ 戦 闘 と ペ ス トで弓弓りき っ た タ タ ー ル 人 は ､ 味方の 人数が どん ど
ん 減 っ て 行く 度に度肝 を抜か れた ｡ さ らに 自分 たちが ペ ス トのた め 助か る見込み
もな く ､ 死ぬ 運命 に あ る こ とを惰 っ た タ タ ー ル 人は ､ カ ッ フ ァ の 市民を こ の恐 ろ
しい ペ ス トで 全滅さ せ る べ く ､ 死 ん だ兵士 の死体を投櫛器に縛 り付 け ､ 町 の 中 に
投 げ込 ん だ ｡ 市壁の 内側 はタ タ ー ル 人が こ の よう な方法で投 げ込ん だ死 体で 山の
よ う にな っ た ｡ キ リス ト教徒達は こ れ らの死 体 を取 り除く事 も ､ こ こ か ら逃 げ出
すこ と もで きな か っ た ｡ 投 げ込 まれ た 死 体を潮の 満ちた とき に海 に沈 め る こ とが
唯 一 の 助 か る道 に思 わ れた o しか し間もな く大気全体が 汚染 され ､ 同様 に水も腐
敗 して ､ 有毒 にな っ た ｡ 悪 臭が あ まり に もひ どか っ た の で ､ 何千人 も い る軍隊か
ら抜 け出て ､ 逃亡 する こ とが 出来た の はた っ た ひ とりだ っ た ｡ そ して こ の 男 が ペ
ス トを 持ち出し ､ そ の 毒を い た る とこ ろで ひ と びとの あい だ に撒き散 らした ｡ そ
こ の 地方 と住民 は 男 に見られ るだ けで ､ 次 々 とう つ され て い っ た .+ ｢ ペス トは こ
の 時期 にすで に ペ ル シ ャ ､ カル デア ､ アル メ ニ ア ､ クル ソス ､ グル ジ ア ､ メ ソポ
タ ミ ア ､ ヌ ビア ､ エ チ オ ピア ､ トル ク メ ン ､ エ ジ プト､ ギリ シ サ ､ サ ラ セ ン帝国
の地域 にま で達 して い た 47｡
1 4世紀 末に は ｢ ペス トは東方か らく る も の+ と い う認識が 東方貿易で 栄えた
イ タ リア 交易都市 に広 ま っ て お り ､ 大航海時代を経て 世界 システ ム の 編成が な され 1
7 世紀 末 に東方貿易が衰え る ま で ､ 交易 による 物資の移動で ペ ス トが 流行 した と考え
られ て い る ｡ 東方交易 を通 じて 栄えた ヴェ ネツ ィ アは ､ アドリア海 ､ シチ リ ア航路と
中欧 ､ ポ ー 河沿 い の 陸路 の 陸海四 つ の 交易ル ー トを通 じて 東方か らの ペ ス トを北 イ タ
リア と アル プス 以北に流布 させ る玄関 口 で もあ っ た 4 8｡ ガ ッ ツ ア ニ ー ガに よ る と ､ 13 7 7
年ラ グ ー サ 共和国で は東方貿易船が入 港 した 後 にペ ス トが先行 し ､ 転義ヲ疲痘痕東が
全都市 に実施 され た 49｡
ペ ス トの 外来性 の 観念は ､ 公 衆衛 生政策の発展を促 した と同時 に ､ 敵の創出 と
い う攻撃的心性を 醸成 した ｡ 敵国軍隊や ､ オス マ ン帝国､ ユ ダヤ人な ど共同体 の 敵は
47 ク ラ ウ ス ･ ベ ル ク ドル ト､ 『ヨ ー ロ ッ パ の 黒 死 病』､ 4 9- 51頁｡ 伝続 的価値観 の 崩壊 ､ 一 見 堅 固で 非常
に古 い伝統 の揺らぎ ､ キリ ス ト教社会 の 無力化 ､ 神 の 復讐 へ の 恐怖感 ､ 交 易の 機能停止 ､ 周 囲 か らの 援
助無 し ､ 家 族の 拝崩壊 ､ 死 の 恐怖 と い っ た ､ 疫 病 を前 に中世末 の 人間が 抱 い た 危機感が窺え る と ベ ル ク
ドル トは 解釈 して い る ｡
48 cr a wfu rd, P lagu e a nd pe st/
I
/e n c e, p p.1 6卜16 2. そ の 他 ､ ジ ェ ノ ヴ ァ ､ ナポリ､ 南仏 の マ ル セ イ ユ
な ど の 港湾都市 は交易 品と とも に ペ ス トを上 陸さ せ る 危険 に晒され て い た ｡
49 Ga z z a niga , Va[e ntin a,
` = Mo x, lo nge , ta rde , c ede , r e c ede, r edi
” '
, p . 56-58, な お 隔離 ･ 検 疫 政策
を示すイ タ リ ア語<Qu a r a nte n a> は , 疫 病 対策 の 歴 史 の 当初 から導入され た ｢疫病疑惑地域 か ら の船舶
を 40 日 の 間､ 港 の 外 に停泊 さ せ て 疫病原因 の有無を見極 め る+ 政策 を 指 して い る ｡ 時 代 ､ 状況 に よ っ て
停 泊期 間は 変化す る が ､ 本 来 の 40 日 と いう数 が そ の まま検疫 ･ 隔離 を指 すよ う に な っ た ｡ こ れ は ､ キ リ
ス ト教思想 にお い て 4 0 (Qu a r a [ta) とい う 数 が ｢浄化 ､ 潔斎+ の 象徴 的数 であ る と され た こ と を背景
と し た も の で あ り ､ ｢科 学的+ 疫病対策 と宗教的対策 と が 複雑 に絡み 合 っ て い る こ と を示す 一 例 で あ る｡
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すな わ ち悪 と判定さ れ ､ 彼 らは潜 在的な 汚染 源 とみ な さ れ た
5 O
. 16 2 9年か ら北 イ タ
リ ア に始ま っ た ペ ス ト流行 の 際 にも ､ ロ ー マ に伝 え られ た 公式報告で は ､ 第二 次マ ン
トヴァ 継承戦争 に介入 した ｢神聖 ロ
ー マ 帝国軍 によ っ て ペ ス トが もた ら され た+ とさ
れ た ｡
こ の よ う に ｢外部か らの侵 入+ とい う 隠愉 に彩 られた 言説 は ､ 外来者 ､ 周縁的
存在は もと より ､ 内部の 敵の 告発 に も繋が っ て い た o そ れ は例 え ば､ ブライ ア ン
･ プ
ラ ンが近世イタ リ アを 対象 に論 じて い るよ う に ､ 貧 民 に対する 当局 の 二 重の 眼差 しに
表れ て い よう ｡ すな わ ち 一 方で は ､ 疫病 と社会的秩序崩壊 によ る最大 の犠牲者で あり
慈悲の 対象 とみ な され た 貧 民を救済す る活動 を起 こ させ る と同時に ､ 他方で は ｢不 道
徳 ､ 非社会 的､ 反乱 の 温床+ とみな さ れ た マ ッ ス と して の 貧民は 恐 怖の 対象 と して見
られ て い た ｡ そ の結果 と して慈 善活動 と貧民 隔離 と い う政策が 生まれ た の で ある ｡ プ
ラ ンに よる と､ 貧民救 済は 都市市民 に と っ て ､ 神の 怒り を鎮 め疫病か らの 解放を 得る
手段と化 して おり ､ ペ ス ト運搬者 ､ 犠牲者 ､ 受益者 とい う 三 つ の対照的な 役割が 貧民
と い う 人口 の大半を 占め る民 衆層 に課 さ れ て い た
5 1
｡ 近 世イ タ リ ア の 理 論 で は ､ 貧 し
い 労働者すな わ ち貧民 は r非社会性+ と い う 賂 印を押 され て お り ､ 彼 らが ペ ス ト対策
を怠 り健康 にも気遣わ ない た め に べ ス トを蔓延 させ る と共 に犠牲 にな り や すい と され
た 52｡ 実際 に ､ 農作物収穫が 減 少 して 穀物価 が 高騰する と飢鐘を 招き ､ 農村か らの 貧
農が都市 に集中 して 衛生状態が 悪化 した ｡ 疫病 時に は ､ 劣悪 な 環境 にあ っ た 都市貧民
街の住民が 食物を求め て 移動す る こ とが ､ 疫病 の 流 行を促進 した と も言わ れ て い る
53
o
⑤恐怖心
集団的恐怖心 は 迫害 へ と人 々 を動 か した だ けで はな く ､ 恐怖 ゆえ の思 い 込 み が
死 を招く と い う 見解も あ っ た ｡ 1 3 4 8年 のオ ル ヴィ エ
ー トの 年代 記 で は ､ 恐怖の あ ま
り大勢 の急死者がで た と伝え て い る ｡ 16世紀 の ア ンプ ロ ワ
ー ズ ･ パ レ(A m br ois ePari
15 10- 90)も ､ 恐怖の み ならずあ らゆる 心 理 的混 乱が ､ 汚れ た 空気 と結合 して体液 の乱
50 ス ー ザ ン ･ ソ ン タ グ , 『エ イ ズ とそ の 隠愉』､ 富山 多佳夫訳 ､ み すず書房 ､ 19 90年 ､ 69
- 71貢｡ ソ ン タ
グは , 疫 病 の 呼称がそ の r外来性+ を示す例を挙げ て い る ｡ 例 え ば梅 毒 は ､ イ ギリ ス で は ｢フ ラ ン ス 病+､
/てリで は ｢ゲ ル マ ン 病+､ フ ィ レ ン ツ ェ で は ｢ナポ リ病+､ 日 本 で は r中国の 病気+ とされ て い た ｡ ま た ､
1630年 ミ ラ ー ノ の ペ ス ト に 基づ い た マ ン ゾ - ニ の 『婚 約者』 で も ｢ドイ ツ の 軍隊と共 に ミ ラ ノ 公国の 領
土 に 入 っ て 来は しな い か と厚生裁判所 が心配 して い た疫病が ､ 周 知 の よう に ､ 実 際 に侵 入 し て きた+ と
書い て い る｡ 166 5年 の ロ ン ド ン の ペ ス ト大流行 に材 を取 っ た デ フ オ ー の 『ペ ス ト年代記』 も同様に ､ ト
ル コ 艦 隊 ､ イ タ リ ア ､ レ ヴ ア ン トな ど ペ ス トの 外国起源 に考えをめぐらすと ころ か ら始ま っ て い るo
5, 受益 者 と し て の 貧民 に つ い て は ､ 疫 病 時 に 職と生活手段を求めて 活動す る 彼らは ､ 墓 堀人 ､ 死 体 運搬
･
埋 葬 人 ､ 家屋 清掃人と して 当局 の 公衆衛生局 に雇用 され て い たため で あ る ｡ Pu= a n, B･ ,
"P (agu e a nd
pe r c eptio n of t he po o rin e a rly m ode rn ltaly
”
･ in :Ep/
'
de nlic s a nd ide a s･ Es says on the h]
'
sto ric a/
pe r c eptI
･
o n ofpe stI
･
/On c e, ed ･by T･ Ra nge r a nd P･ Sta ck, Ca mbri dge , Ca m ri dge UP･ , 1 99 2, p p･1 01
-1 23,
p p.1 04
-1 09.
52 calvi, GiuLia, Histo r J
-
e s of a Plague ye a r･ The s o c J
'
al a nd the im agin a ry in ba r oqu e FIo r en ce,
Be rkeLey a nd Oxfo rd, Univ e r sity of Califo r nia Pres s, 1989(Mi La n o, 1 984･), p p･ 14 ト2,14 81
53 Ga z za niga , Vale ntin a,
”
Mox , Io nge , ta rde, c ede ･ re c ede ･ r ed i
H '
･ p ･ 54 1
50
れ を生 じ ､ 身体機能 を乱れ さ せ る疫病素因で あ る と論 じた o 集団 的恐怖心 か.ら単な る
疾病 を伝染病と思 い 込 み 死 に至 る記 録 は ､ 1 8世紀 ま で 多数 存在す る と ビラバ ンは 述
べ て い る 5 4｡
⑥姦淫 ､ 暴飲暴食
トウ キ ュ デ ィ デ ス の 『戦史』 には ､ 疫病 に際 して 狂 っ た よ う に不摂生 と放蕩 に
陥る人 々 の 行動が 記 され て い る ｡ 4 30年の 初夏か らアテ ー ナイ を襲 っ た 疫病 が猫概を
極め る と ､
こ の 疫病は ､ ポリ ス の 生 活全面 にか つ て な き無秩序を広め て ゆく 最初の 契機と な
つ た ｡ 人 は ､ それ まで は 人目を 忍ん で な して い た 行為を ､ 公然 とお こ な っ て恥 じ
な くな っ た ｡ ( 中略)そ の 結果 ､ 生 命 も金 もひ と しく 今 日か ぎ り と思う よ う にな
つ た 人 々 は ､ 取 れ る もの を早く取り享楽 に投ずる べ きだ ､ と考え る よ う にな っ た ｡
(中略) そ して 宗教的な畏怖も ､ 社会 的な 淀も ､ 人 間 にた い する拘 束力 をす っ か
り失 っ て しま っ た 55｡ ､
1 8世紀初頭の デ フ オ ー も ｢あらゆる種類 の犯罪が ､ そ して 不 節制 と放蕩 まで
もが ､ 当時街で は行な わ れ て い た+ と疫病時の道徳的退廃を 嘆い て い る ｡ こ の よ う な
生 の諸価値の抑制な き 称揚は ､ 死 の 耐えが た い 強迫 観念か ら逃れ る方法だ っ た と ドリ
ユ モ ー は推測して い る 5 6｡
疫病時の無秩序 に 対 して ､ 1 6世紀の 医師 A り 〈レは 女性 との 付 き合 い や 暴飲
暴食を避け る禁欲主義 を勧め て い る ｡ な ぜな ら､
彼女た ち に よ っ て 力 と活力が 減少させ られ るか らで あり ､ また 主と して食事の す
ぐ後 には ､ 胃を 衰弱 さ せそ れ が ため に消化不 良が起 こ り ､ そ こ から腐敗そ の 他無
数の 思い が けな い こ とが 起 こ るが ゆえ に ､ 精神が 溶解 し弱まる から で ある ｡ そ こ
か ら ､ 旦土=ニ土星定量昼 趣 旦旦 と結論
で き る こ と とな る ｡ した が っ て ､ 怠慢 に暮らし ､ 慎み な く飲み 食 い する こ と の な
い よう に気を つ けな けれ ばな らな い ｡ とい うの も ､ こ れ らの 事柄は また 閉塞症 と
悪い 体液を生 み 出すの で あ り ､ それ が た め に ､ か か る不 節制 を行な う 人たち は 一
層ペ ス ト にか か りや すい か らで ある57(下 線引用 者)0
5 4 Bir abe n, Le s ho m m e s et /a pe s[e, = ,1976, p. 37
13 8.
5S 卜 ウ ー キ ュ ー デ イ デ ー ス ､ 『戦 史』､ 上 中下 ､ 久保 正彰訳 ､ 岩 波文庫 ､ 1 96 6- 67年 ､ 上 ､ 240 - 241 頁
(” -53)o
56 ジ ャ ン ･ ドリ ュ モ ー ､ 『恐 怖 心 の 歴 史』､ 227 頁 ｡
57 Ambr ois e Pa rs, Oe u 〝 e s,(ed･ 158 5), 占d. de P. Ta rtu s, Pa ris , 1969,
5 1
p . VH JC X 川- V. Cfr . ジ
バ レの 見解が 示 して い る よ うに ､ 17 世紀 まで 姦淫 は ､ ペ ス トに 対する 抵抗力
を 低下 させ る素因と して ､ 男性の 身体の 生命 力を破壊 する と され て い た 58｡ こ れ ら の
見解が 全て 男性医師 によ っ て ､ 男性市民 に向け て書か れて い た こ と は 言う まで もな い ｡
そ の際 ､ 一 方の女性た ちの 羅患予防 につ い て は 一 言も触れ られて い な い ばか りか ､ 女
悼(特 に娼婦)は潜在的な べ ス ト因と断罪さ れた ｡ 中世か ら医学的権威 は 幼児と同様 に ､
男性 よ り も女性の 方が ペ ス トに羅 り易 い と論 じて い た ｡ 17 世紀 の リ ー ル とミ ュ ン へ
ンの医師に至 っ て は ､ 太 っ た 女性は ペ ス トを 伝播 させ る 一 要因 で あ る とまで 述 べ て い
る 59｡
1 4世紀 には ､ 医学界を 支配 して い た 疫病理論すな わち ガ レノ ス の 体液病理 学
的理 論お よび空気汚染論 と , 各医師の 日常的な 経験か ら興 っ て き た 臨床医学 によ っ て
得 られる感染理論 との 二 つ の 典型 的 ペ ス ト理論が 対立 して いた 6 0｡ 中世末 には ､ 天 体
の 動き に よ っ て 汚染 され た 空気を媒介 に して疫病が 伝染 する 空気感染 論が 医学的言説
に お い て優勢で あ っ た ｡ しか し ､ 16 世紀 を境 に ､ ペ ス トは 人 間や動 物 ､ 汚 染 された
物資を介 して ､ 身体 の外 部か ら伝染 する と い う伝染理 論 が徐 々 に展 開 した ｡ 16 世紀
の 医師た ち は ､ 揃 っ て 空気腐敗論 を否定 し ､ 汚 染地域か らの 人や物 資の 移 動が伝染す
る と主 張 した 61｡ こ の よ うな 公 式見 解 の 交代は ､ 第二 章 で詳 しく論 じる 近世イ タ リ ア
諸都市の ペ ス ト対策方法 に如実に表れて い る ｡
ヤ ン ･ ドリ ュ モ ー ､ 『恐 怖 心 の 歴史』､ 22 2- 223真 に 引用 ｡
58 プ ル 夕 ル コ ス は 疫病時 に は ｢精液 を保持+ す る よう勧 め ､ 1 348年 の ソ ル ポ ン ヌ 神学部も同様の見解を
示 した ぅ 16世 紀 に編幕され た 『ペ ス ト に 対す る勧告B でも ｢ウ ェ ヌ ス の 行 い (性交)は衰弓弓 しやす い 性質
に する+ と論 じられた ｡ B ir abe n, Le s ho m m e set la pe ste,】l,1 976, p . 38-3 9.
59 B ir abe n, Le s bonlnle S et !a pe ste,lt,1 976, p . 29,
60 ク ラ ウ ス ･ ベ ル ク ドル ト､ 『ヨ ー ロ ッ パ の 黒 死 病篤』､ 118責 ｡
6- 1543 年 レ ヴア ン トの トル コ 人 医師 Djelaledd in は ､ ベ ス トは 虫 の 刺 し傷 に よる伝染病 の ようなもの と
論 じた ｡ フ ラ カ ス ト ロ(15 46) やパ ドヴ ァ 大 の 医学哲学教授 バ ッ シ ア ノ ･ ラ ン デ ィ (15 55)は ､ 汚 染地域 か
らの 人間の 移動が伝染要因で あると証明 ｡ ラ ン デ ィ は 大気 , 水 質 を調査 した臨床実験 の結 果 ､ ペ ス ト発生
源 はパ ドヴ ァ で は な く お そ らく巡礼者と そ の 衣服 によ っ て 持 ち込まれたと結論 . ドイ ツ 人医師も ペ ス ト
は 東方 か らの 船 に よ っ て ハ ン ブル ク に もたらされ た と主張 して ､ 疫 病 原因は伝染 しか あ り え な い と断定
(Joha n Bo e ckel, De pe ste qu a eHa mbu rgu m, a n D O1 56 3, gr a vis sim e af flix /
･
t, Str a sbo u rg , 15 63.)a
1 7世 紀 に も伝染は ペ ス ト羅患者 と の 接触 に よ る の で あ っ て 空気腐敗 によ る の で は な い と した シ ャ ト ー ゴ
ン チ エ (16 26) や､ ペ ス トは人間同士 の 交流 に よ っ て 広 が る と した ラ ン の ラ ン サ ン(Rain s s a nt, Adv /
･
s po u r
s epre
'
s e r v e rde /a peste et po u r s
'
e ngue
'
rir, Rein s, 1 6 68)が 伝染論 を主張 した o Bir abe n, Le sho m m e s
et /a pe ste,Il,19 76, p p. 2 5
- 27,5卜5 3.
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第 四 節 宗教 的 ペ ス ト対策
先史 ､ 舌代か らすで に疫病 に対する 対応 は個人 的 とい う より も集 団的手段 によ
る対処で あ り ､ 疫病が 社会全体を巻き 込 む災厄 で あ る とみ な され て い た と考え られ る ｡
怒れ る神が 人間に下 した 天罰 と して の古代か らの疫病観念は ､ キリ ス ト教 にも継承 さ
れ ､ 古代末期か らの キリ ス ト教化に と もな っ て ､ ペ ス トに対する対策も徐 々 に教会権
威の 手 に移行 した o 古代 ロ ー マ 帝国の公 衆衛生 政策 は ､ 7 ､ 8世紀 ま で に は教会指導
の 慈善事業 ､ 善行の 実施や 神 へ の 祈願な どの 宗教的実 掛 こ取 っ て 代わ られ た 62｡ 先史
時代の シ ャ ー マ ニ ズムや 呪術 ､ 犠牲 ､ 護符 の携帯な どは ､ 近代 に至 る まで民 間信仰 に
名浅 を留め つ つ も聖母 信仰や 反 ペ ス ト聖人信仰 に統合され ､ 神の 怒り を鎮 め頗罪を祈
願 する祈祷や ミ サ ､ 行列 ､ 宗教芸術の奉納が 精神的ペ ス ト対策の 主 眼とな っ た 6 3｡
イ タ リ ア諸都市で は ､ 1 4世紀の 黒死 病 を契機に行政当局 に公 衆衛生 局が 設置
され て ､ 聖職者と と も に施療 院や 慈善病院の 設立運営に乗り出 した ｡ とは い え ､ 少な
く とも 18世紀初頭 の 最後 の大流行 に至 るま で ､ 神罰 と して ペ ス トを捉 え る宗教的疫
病観念は常 に第 一 義的疫病解釈で あ り つ づ けたた め ､ 人 々 の精神を 集団 的騰罪行為に
統合させ る宗教 的諸政策は疫病 の 危機 に対崎 した 都市社会 に と っ て 重要な 役割を 果た
した ｡
①祈祷 ､ ミ サ
キ リス ト教教会 は ､ ｢迷信+ を 禁止 する 一 方 で ､ 告解や 祈祷 ､ 慈善を推進 した ｡
6 世紀 に ク レル モ ン司 教 は ､ ア ル ル 地 方 の ペ ス トか ら同 教 区 を 護 る た め に ､ <
Rogatio n s> と呼ばれ る祈祷 を制定 して い た が , ペ ス トに対する宗教的施策 と して の
祈祷や ミ サが 広く行な わ れ る よ う にな っ たの は ､ 1 4世紀 の黒死病以 降の こ とで あ る ｡
134 8年教皇ク レメ ンス 六 世は ､ ペ ス トの た め の 特別聖務を制定する回 勅を発布 した ｡
こ れ を 受けて 多数 の聖俗著述 家が ペ ス ト時のた めの 祈祷を編んだ が ､ 1 3 49年 にサ ン ･
マ ル タ ン ･ デ ュ ･ ト ゥ ル ネの 修道院長が 年代記 に記 した 多く の フ ラ ンス 語祈祷の 中に
62Bir abe n, Le shomnle S et /a pe ste,‡l,1 9 76, p .5 5.
63 ト ウ ー ル の グ レ ゴリウ ス に よ る と ､ 5 43年 の ユ ス テ イ ニ ア ヌ ス の ペ ス トの 際 に , フ ラ ン ス の 農村 で は
住居や教会 の壁 にギリ シ ャ ･ 夕 ウ 十字 が描 か れ た(Gr ego riu sde To u rs, ″ist. Fr a n c o r u m, ” ,5.)｡ 中世
初期 に は こ れ に 蛇が絡み つ い た 印もみ られたD 最 も個人的な疫病対策と し て の 護符 は ､ 元 来 占星術的性
質を有 して い て , カバ ラ 文字や十字 , 六 だ星 ､ ア ナ グ ラ ム な どの 象徴 が 身 に付 け られて い た . ま た ､ ア
ラ ビ ア 医薬学 に基づ い た 宝石や貴鉱物 か らで き た 護符 も富裕層を中心 に 用 い られ て お リ ､ 13 90年 に は ウ
ィ ー ン の 公認 医師 の指導 で ペ ス ト予防 の た め の 貴金属 ･ 真 珠貿易 が行なわれ た ｡ 疫病 除 けの 護符 が商品
と して 流通 して い た 状況 に対 し て ､ 宗 教 改革および対抗宗教改革 が激化 し た 16 世紀 に は ｢迷信+ と して
これを退け ようとす る聖職者と民間信仰 との 戦 い が 激化 し た . - 63 0年 ミ ラ ー ノ の ペ ス ト流行 の 際 , 大司
教枢機卿 フ ェ デ リ コ ･ ポ ッ ロ メ ー オ は 護 符禁止命令を出 し た ｡ Bir abe n, ⊥e sho m m e s et /a pe ste,1l,19 76,
p p･5 8-6 2･ 非 公式的な信仰 は デ フ オ ー の 『ペ ス ト年代記』 で も ｢ア ブ ラ 力 ダブ ラ+ の文字 か らな る 護符
な どが 紹介 され て い る よ う に -8世紀 にも存続 し て い た ( ダニ エ ル ･ デ フ オ ー ､ 『ペ ス ト年代記』 (172 2
年), 193 頁)｡ デ フ オ ー は 疫 病除 け の 護符 に つ い て ｢こ れ で は 疫病 が 神の 御幸 に よ る も の で な く ､ ま る
で 悪 霊 に 惹か れ で もす る み た い な 話だ と 思 う + と 書 い て い る Q
53
は ､ 聖セ バ ス テ ィ アヌ ス ヘ の 祈祷が二 つ 含まれ て い た ｡ ペ ス トに対 する 守護者と して
の こ の聖人へ の祈祷は ､ 1 5世紀の 時祷書写 本(M u s6e de l
'
H 6telD ie u de Be a u n e蔵)
にも見 られ る と い う ｡ 15 0 8年 には聖母 マ リア に対 して ペ ス トか らの 守護を 祈願する
祈祷が 病まれ た 64｡
周 期的な べ ス トの流行 に対 して 行政 当局な ど地方 ･ 国家権威の 主 導 によ っ て 都
市単位 で 祈祷を捧 げ祝祭を催す公的な誓願が ､ 1 5世紀以 降に急増 した 65｡ 13 5 0年 に
はオ ル ヴィ エ ー トで ､ 大災禍が再発 しな い こ とを 祈願 して大聖堂と周 辺聖堂の 聖遺物
と聖人の 祝祭を毎年 5 0 日 間行な う こ とが 決定 され た ｡ 1450､ 7 7年 に オ ラ ン ジ ュ の
都市政府は ､ ペ ス トの 脅威が 迫る と市の 四 つ の 市門で ミ サ を挙 げた ｡ ア ヴィ ニ ョ ンで
は 14 8 2年 に都市を ペ ス トか ら護るた め の ミサ が 挙げられ た ｡ 黒死 病で ペ ス ト患者 を
看護 し自らも羅患 し つ つ 天使 に癒され た と して 15 世紀以降信仰が 急速 に広ま っ た聖
ロ クス に対 して も ､ 15 8 2年 トロ イ エ の よう に ､ ペ ス トを終 若 させ た と して聖人 を称
え る聖務が 行なわ れ た ｡
(診祈祷行列
神 の 怒りを鎮 め慈悲を 請う集 団的信心 と して 最 も頻繁 に行な わ れ た の は祈祷行
列だ っ た ｡ ビラバ ンが フ ラ ンス を中心 に ペ ス ト行列の事例 を列挙 して い る よう に ､ 59 0
年 ロ ー マ の ペ ス トの際 に教皇大 グレ ゴリウス が行な っ た とさ れ る ペ ス ト行列を模 掛こ ､
1 4世紀か ら 1 9世紀 まで ヨ ー ロ ッ パ 各地で聖体行列 や 鞭打ち行列､ 聖 母 や反 ペ ス ト聖
人 にべ ス トの終票を 祈願する行列が 実施され た 6 6｡ 黒 死 病の 年 に は フ ィ レンツ ェ で聖
母 マ リ アの 加護を 祈る特 別の行列が 組織 され 6 7､ 同年 ウ ィ ー ンで も聖職 者を 先頭 に参
加者全員が洗足 か裸足 で 臆罪を 祈る 行列が 行な わ れ た 6 8｡ ナ ン トの 市民は 1 5 0 1年に
べ ス トに対する守護者 と して 聖セバ ス テ ィ アヌ ス を称 え る行列 を毎年 1 月 20日 に行
な う こ とを決定 した 6 9｡
筆者が本論で 取 り上 げる 16 3 0年ボ ロ ー ニ ヤ の ペ ス ト終篤祈 願行列や 3 2年ロ
ー マ の克服 記念行列 は こ の よ う な ペ ス ト行列の 歴 史に連な る もの で あ り ､ 特 にケ ー ス
ス タ ディ と して中心 的に論 じる ロ ー マ の もの は ､ 6 世紀末の グ レゴ リウス 一 世の ぺ ス
64co n r ad Reitte r, No rtI
'
Iogu s, 15 08･
"Ou v r ea de s aba ndo n n6s to n r efuge , o M昌r e. ”o u s n o u sca cho ns
tr a nqu = e s s o u ste s aiJe s･ ho r sd
'
at teinte de la pe ste et de s e str aits e mpois o n6s
”
.
Cfr ･H･ H･ Mol (a r et et J ･ Br o s s olet,
り
La pe ste , s o u r c e m6c o n n u ed,in spira= o n a rtistiqu e, in :
Ko nink//
'
jk Muse unT P o o r S Cho D eKu n ste n･ Ja a rbo ek 19 65, Antw e rp , 1 9 65, p. 7 9. ビラ バ ン に よる引
用参照(Bir abe n,lI,p .6 4.)
65 Bir abe n, Lc s homme s et /a pe ste, ” ,19 76, p p. 63-65.
66 Bir abe n, Le s ho m m e s et /a pe ste, = ,19 76, p p. 65
- 6 9.
67 ca rpe ntie r, Efis abeth･ un o vi //e de v a nt /a pe ste :Or v I
･
eto et /a Pe ste No I
･
r e de 1348, Pa ris ,
S. E. V. P. E. ”. , 1 962, p. 155.
68B irabe n, Le s ho m m e s et la pe ste ,LI,19 76, p. 66.
691791年ま で毎年行なわれ て い た こ と が 確認され て い る o Bir abe n, Le s ho m m e s et la pe ste , ” ,197 6,
p. 67.
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卜行列を対抗宗教改革精神 に基 づ い て再解釈 し て聖都 ロ ー マ の栄光化を試 みた もの に
他な らな い ｡
③巡 礼
都市単位 ､ あ る い はギル ド､ 信心 会単位の ペ ス ト行列が集団的実践で ある の に
対 して ､ 4 世紀か ら盛ん に行われた 巡礼 は ､ 個人的性格の強い 神の加 護を 歎願する 信
心 業であ る とい え る ｡ 聖セ バ ス テ ィ ア ヌ ス 巡礼地だ っ た ソ ワ ッ ソ ンは ､ 8 2 6年 にこ の
聖人 の聖遺物を 獲得 して 後 に疫病 から の 庇護を 求め る巡 礼の重要地点 とな っ た 70｡ バ
ル セ ロナ の サ ン ･ チ ア ゴ ｡ デ ･ コ ンポス チ ッ ラ には ､ ペ ス トからの守護 を歎願する巡
礼団 が 1 4 6 5年冬か ら翌 年の 1 1月 まで集中 した 7 1｡ 地方的な巡 礼は ､ 公 的誓願 に続 い
て 毎年継続 して行わ れ る こ との 多い 歎願行為 だ っ た が ､ 1 3 4 8年カ タル ー ニ ヤ の ア ラ
ゴン地方の よう に ､ 巡 礼者が疫病を運ん だ替で非難 され る こ と もあ っ た ｡ 行列 と 同 じ
く巡 礼 も ､ 不 特定多数 の 人 々 が 集ま る機会で あ るた め ､ 特 に疫病対策機構整備が 進ん
で い た イ タ リ ア諸都市で は流行の 拡大を 恐 れた 都市行政当局 や衛生 局 によ っ て 疫病中
の巡礼禁止事例が 多数あ る 72. しか し ､ 1 3 48年 フ ィ レン ツ ェ で は禁止 令 に もか か わ
らず行列 が実施され た よう に ､ 精神的慰 め を もた らす個人的 ･ 集団的頗罪行為が 時と
して 公 衆衛生 よ り も重 要視され て い た 事実に注 目する必 要が あ るだ ろ う ｡
④奉納 ､ 寄進
1 4世紀か ら 1 5世紀 初頭 まで の 寄進の 中心 は ､ 神の慈悲を 強め る とみ な され て
い た ろう そ く の 炎だ っ た と言わ れ て い る 73｡ モ ンペ リ エ の 市議会は ､ 1 3 84年 に べ ス
トに対する守護を願 っ て ノ ー トル ･ ダム ･ デ ･ タ ブル の聖 母 に対 して ､ 市壁の周 囲に
ろう そく を並 べ て 炎の 帯を灯 す誓願を行 い ､ こ の習慣は 1 7世紀まで続 い た 7 4o 14 9 0･
年 にブ リ ニ ヨ ー ル で は ペ ス トを防 <た め に 3 リ ー ブル の灯火台が ､ 聖 母 マ リ ア と聖セ
バ ス テ ィ ア ヌ ス にそ れぞれ 一 つ ず つ 寄進さ れた ｡ ナ ントで は 1 5 6 3年に三 過連続 して
月 曜日 に聖 セ バ ス テ ィ アヌ ス を称え る行列が組 まれ て ､ 寄港先の聖堂 周国分の 長 さか
らな る 8 リ ー ブル の 巨大な ろうそ く が運 ばれ た 7 5｡ 1 7世紀 の ロ ー マ で も ､ 1 6 3 2年の
ペ ス ト克服記 念行列 に先立 っ て ､ サ ンタ ･ マ リ ア ･ ソ プラ ･ ミ ネル ヴァ 聖 堂受胎告知
礼拝堂 に 3 0 0リ ー ブル の 巨大な 銀の ラ ン プが 寄進され た ほ か ､ サ ン ･ ピ エ トロ . イ
ン ･ ヴ ァ チ カ ー ノ 大聖堂聖 ペ テ ロ と パ ウ ロ の 祭壇にポポ ロ ･ ロ マ ー ノ( 都市行 政府)に
70 Dr ･ Robin e, P - A pr opo s do s e
J
pide
,
Pie s de ae ste a Am I
･
e n s, Colo mbe s, s . d ‥ p . 135 .
7 1 J･ Fe r r a n, F. Vin a sy
de pe ste o c u r ri das e n
72
73
74
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よ っ て 銀の燭台が 奉献 され た ｡ さら に ､ 行列 におい て も行列構成員は 各々 ろ うそ く を
掲げて い た 76｡
ペ ス トに対す る宗教的対策と して大量 の ろ うそ く が 灯 され た こ と に関 して は ,
54 4年の ペ ス トの 際 に西方教会に広ま っ た ｢聖母 の御潔め の 祝日+ で 灯され る潔め の
ろうそ く のよ う に ､ ある い は 14世紀 に教義化 した 煉獄の 火の よ うに ､ ろ うそ く の 炎
が汚染され た大地 と人々 の 罪を浄化する浄罪 の炎 と関連付 けられ た と考 え られ よう 77｡
第三 章で 具体 的に述 べ る よ うに ､ お よ そ 14 世紀 末か ら 1 5世紀初頭 を 境 に し
て ､ 疫病時ある い は疫病後の 祈祷信心 の た め に ､ ペ ス トに対する守護聖人 と して 信仰
され た聖母 や聖人を描 い た 多く の信心 画 ､ 奉納画が 制作 さ れ た ｡
都市単位あ る い は個人 に よ る神 へ の 歎願を 示 す公 的 ､ 私 的誓願 は ､ 1 6世紀以
降､ ペ ス トに対する 守護聖人の 祝日 に聖務を奉 じた り ､ 襟刑像や奉納画 ､ ラ ンプを 寄
進する ほか ､ 大規模 な も の と して は ､ 祭壇や礼拝堂 ､ 聖堂 を聖母や 守護聖人 に奉献 す
るな ど多様化 した ｡ 1 5世紀末以 降に はフ ラ ンス の ボ ー ヌ の聖 セ バ ス テ ィ アヌ ス 伝劇
や ､ リ ヨ ンの 聖 ニ コ ラ ･ ダ ･ ト レンテ ィ ー ノ劇(15 0 6年)の よ う に ､ 守護聖 人伝 に取
材 した宗教神秘劇を 上演する地域 もあり , 人 々 に 守護聖人 の 生 涯 や奇跡謬 を広め る教
化的役割 も果 た して い た と考え られる 78｡
黒死病 で 3 万 人 以上 が 死ん だシ エ ナで は ､ 建造 途中だ っ た 大聖堂 のエ 事 が 中
断され 未完の まま 現 代に い た る ほど に甚大な 被害を 受け た ｡ 13 5 2- 7 6年 にか け て ､
ペ ス トの終窯を記念 して パ ラ ツ ツ オ ･ プ ッ ブリ コ の ロ ッ ジア に ピア ッ ツ ァ 礼拝堂が建
立された ｡ サ ン ･ ジミ ニ ヤ ー ノ の 市民が 守護 を願 っ て聖 フ ァ ビア ヌ ス と聖セ バ ス テ ィ
ア ヌ ス の 祭壇 を ドッ レジ ャ ー タ に奉納 したが ､ こ の祭壇 が あ っ た 場所は 14 6 4年の ペ
ス トを記 念 した ベ ノ ッ ツ オ ･ ゴ ッ ツ オ リの フ レス コ に よ っ て上塗 り され た 7 9｡ 黒死 病
の 被害は比 較的深刻で はな か っ た ロ ー マ で も ､ ア ラ コ エ リ聖堂 に大理 石 の 階段 のモ ニ
ュ メ ン トが建造され た ｡ こ の 階段 は ､ 市民 が 首 に縄 を巻 い て 頭 には灰 を つ け て素足 で
昇リ ア ラ コ エ リ の聖 母 にべ ス ト終幕の 執 り成 しを願うた め に用 い られ た 80o ヴ ェ ネツ
ィ ア と 同様 に交易を 通 して ペ ス ト流行 に見舞 わ れ た ラ グ ー サ で は ､ 1 4 6 5年 の ペ ス ト
の 際に ､ 同地の ペ ス ト終幕を神 に執り成す祈願 の 印と して ､ 聖セバ ス テ ィ ア ヌ ス に礼
7 6 第 四 章参照 ｡ Ge r a rdi, Anto nio , So m m a ria r e/atI
･
o n edella So/e D n eP, O C e S Sio n ede/lo Ste nda ,do
be n edet to da/ Ia S･ ta di N･ S･ urba no Papa V/ I/･ fat ta da/ celr o, e Popolo Ro ma n o. . . , Ro m a, Lodo vic o
Grign a ni, 163 2･ [Ar civ u mRo n a n u mSo cietatis [es u, Ro m a :Ro m･ 13 1,ll, fol. 430- 43 7.] 銀の ラ ン プ寄
進 に つ い て は fof. 43lv . およ び fo(.4 37r . 参 照 ( 史料l)
77｢御 潔めの 祝 日+ に関 し て は 以下 o 肘o r o ni･ Ga eta n o, D izio n ar I
･
o dI
･
e r ud/
･
zio n e storic o- e c cle s /
l
a st/
･
c a,
10 9v ols ･ , Ve n e zia, Topogr afia Emi lia n a, 1 852- , vol ･ 52, p p･ 221 ff･ : 煉獄 の 歴史 に つ い て は ､ ジ ャ
ッ ク ･ ル - ゴフ ､ 『煉 獄 の 誕生』､ 渡 辺 香根夫 ､ 内 田 洋訳 ､ 法 政 大学出版局 ､ 1 98 8年参 臥
78 Bir abe n･ Le s ho m nle S et /a pe ste,l J, 197 6, p . 751 76
79 cr a wfu rd, P/agu e a nd pe st i le n c e, p p. 11 4-11 5.
80 cr a wfu rd, P/agu e a nd pe st/
･
le nce･ p p･ 113-l14･ 1 3 48年 -0月 に ジ ョ ヴ ァ ン ニ ･ デ ･ コ ロ ン ナ に よ
つ て ､ ク ィ リナ - レの 丘 の ア ポ ロ ー ン 神殿 の 石材 で 建造 され た . タ ロ - フ ォ ー ド に よ る と ､ 同年 9 月 に
は ロ ー マ で こ 回 の 大地震があ り ､ 舌 代 ロ ー マ 遺 跡 が 多 く 破壊され ､ 市 民 が農村部 へ 非難 し た こ とが ペ ス
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拝堂が 奉献さ れた ｡ そ の後 1 52 6年 には聖 口 ク ス に ､ 1533 年 ､ 3 4年に は 聖母 マ リ ア
に献 じた 礼拝堂が 建立 され た 8 1｡ ヴ ェ ネツ ィ アで は 14 7 8年に 承認 され た 聖 口 ク ス 兄
弟会が ､ 1 4 8 5年 にモ ンぺ･リエ か ら運ばれ た聖人の 遺体聖遺物を保管 するた めの 礼拝
堂を建立 した ｡ 1 5 7 5年か ら 77 年にか けて都市人 口 の 1 / 4 が 犠牲 にな っ た ペ ス ト
が 終票 す る と ､ こ れ を 記 念 して ジ ュ ー デ ッ カ 島 に レデ ン ト ー レ聖堂が建 立さ れた o
1 6 3 0- 3 1年 に再び 4 6 49 0人 の犠牲者を 出した 大規模な べ ス トに襲わ れ た ヴェ ネツ ィ
アで は ､ 1 6 3 2年 に統 領 ニ ッ コ 口 ･ コ ンタ リ ー ニ の 指揮 で ､ ペ ス トか ら解放 した と し
て ｢健康の聖母+ に捧げた サ ンタ ･ マ リア ｡ デ ッ ラ ･ サル ー テ聖堂が建立 され ､ そ の
聖 具主 には 15世紀 か ら 1 6世紀 に べ ス トを 記 念 して ヴェ ネツ ィ ア派 によ っ て描 かれ
た 祭壇画 が集め られ た82(図 3 0)o 建設中 に もテ ンプル騎士 臥 統領 ､ 議会 ､ 貴族や 畏
衆が参列 した 奉献ミ サ 行列 が 行なわ れ た が ､ 完成後は ､ 毎年 11月 に ､ サ ン ･ マ ル コ
大聖堂か ら レデ ン 卜 - レ聖堂 ､ カナル ･ グラ ンデを経て サ ンタ ･ マ リア ･ デ ッ ラ ･ サ
ル ー テ聖堂 に至 る大規模な 記 念行列 が行な われ た83o
以 上の よ う に , 神罰 とみな さ れた ペ ス トか らの解放を祈願する 宗教的施策は 多
岐に渡 っ て い た こ と が わ か る ｡ 時代 と共 に こ れ らが 複合的 に組み 合わ さ れ て ､ 16世
紀 末か ら 1 7世紀 の 近 世イ タ リ ア諸都市 に見 られ る よう に､ 一 連の祈願祝祭 ､ 終票記
念祝祭 を構成する よう にな っ た ｡ 祈祷や 行列な ど 一 過 性の宗教的実 掛ま､ 最 も直接的
に べ ス トと結合 した もの とみな せ る が ､ 一 定 の 史料が 残され て いな い 限 り歴 史的再 構
成は 困難で あ る場合が 多い ｡ 一 方 ､ 逸失例も多数あ る もの の ､ 現 代まで 保存され ､ 今
な お信心 対象 とな っ て い る場合 も多い イ メ ー ジ作 品 は ､ そ れ 自体が ペ ス トを 前に した
人 々 の 心 性を語 る歴 史史料で ある こ とは い う ま で もな い ｡ 14世紀末あ る い は 15世紀
初頭以降 ､ ペ ス トに対する守護を祈願 し ､ 感謝 する これ ら奉納画 の 寄進が急速 に増加
した ｡ そ して 寄進対象 ､ すな わ ち聖母 ､ 聖 人 や ､ 図像類型 も多様化 した と い わ れ て い
る ｡ 筆者が本論で 試み る の は ､ イ タ リア諸都市 を対象と して 収集で き た絵画 作品 の 中
か ら､ ペ ス トとの直接 的関係が証明また は推定で き る奉納画 およ び行列用 の峨 に限定
して , そ の 主題お よ び図像類型 の 分類 を通 して ､ 近 世の 人々 が疫病か らの救 い を 求め
て祈 っ て い た の は い か な る 画像だ っ た の か を考察する こ とで あ る ｡ こ の 間題は 第三章
で 扱う こ と にする ｡
トの 犠牲が 深刻で は な か っ た - 困 だ っ た ｡
8 1 Bir abe n, Les ho m nle S et /a pe ste , ‖ ,197 6, p .7 5.
8 2cr a wfu rd, P/agu e a nd pe stJ
･
/e n c e, P P･16 9
-- 70･ 主 祭壇 は ジ ュ ス ト イ ル ･ コ ル ト(Giu sto iJ Co rto)
に よ る 大 理 石群像 ､ ア ブ シ ス ヴ オ ー ル 卜 に は フ ィ ア ミ ン ゴ(Fia mingo)に よ る ｢ペ ス トか ら の 解放 を歎腰
す る ヴ ェ ネ ツ ィ ア+｡ 聖 具 真 に は ､ - 51 0年 の ペ ス トを記念 して サ ン ト ス ビ リ ト ･ イ ン ･ イ ー ゾ ラ聖 堂
の 為 に 制作され た テ ィ ツ ィ ア ー ノ の ｢聖 マ ル コ ､ 聖 コ ス マ ス ､ 聖 ダ ミ ア ヌ ス , 聖 口 ク ス ､ 聖 セ バ ス テ ィ
ア ヌ ス+､ 15世 紀後半 の マ ル コ ･ バ サ イ テ ィ に よ る r聖 セ バ ス テ ィ ア ヌ ス +､ ジ ロ ー ラ モ . ダ ･ ト レ ヴ ィ
- ゾ(149 ト 1544)に よ る r聖 口 ク ス ､ セ バ ス テ ィ ア ヌ ス ､ ヒ エ ロ ニ ム ス+ が 収 め られ た ｡
83 cr a wfu rd, P /agu e a nd pe sti /e n c e, p p.1 70.
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次章で は ､ 本章第二 節 ､ 第三 節で 論 じた ｢科学 的+ 疫病観念 に基 づ い た非宗教
的疫病対策が ､ 1 7世紀前半まで にどの よ う に発展 し実践 されて い た の か と い う こ と
を具体的に考察す る ｡
58
第
コ 凸巳
早
ペ ス ト禍と都市社会秩序の危機
- 1 6 3 0年前後イタリア の ペ ス ト大流行 と聖都E]- マ の ペ ス ト防御対策
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第 一 節 : ペ ス ト禍 と社会的危機
一 公衆衛生局 によ る 疫病 対策行政
大量の死者 をだす疫病 は ､ 都市社会 に甚大な 社会的 ､ 経済的 ､ 精神的打撃を及
ぼした ｡ イ ル マ ン とジル ブラン が列挙 して い るだ けで も ､ 社会的関係の 解体 ､ 経済活
動の 停止 ､ 最も活動的な社会構成員の消滅 , 人 口 統計学 上の深刻な 結果 ､ 労働力不足
と給料の 高騰 ､ 都市 へ の 人口 流入 と周辺農村部の 過疎化 ､ それ に起 因す る農業生 産高
の 減少と飢経 ､ そ して 風俗 の退廃と社会 的規制の 弛緩 ､ 財産 の 新 しい配 分 に よ る貧 富
の格差の 拡大 と富裕階級 に対す る貧困 層の敵意の 増大 と い っ た ､ 様 々 な 影響 を社会 に
及 ぼす べ ス トの深 刻さ は計 り知れな い ほどで ある
1
｡
ある地域で ペ ス トの流行が報 告され る と ､ 共同体 の社会的 ､ 経済的秩序は 危機
に陥 っ た ｡ ｢な る べ く 早 く ､ 遠く に避難 し , ( 疫病終罵後は)な る べ く 遅 く 戻 る+ と い
う民衆的諺 が あ る よ う に2､ ベ ス ト発生 が報告 さ れ る と まず ､ 貴族 や 大商人な ど富裕
住民が都市外 田園地域 の 別荘 に避難 した ｡ 雇用 者 の 逃亡 は 突然の大量失業者 を生み 出
した ｡ 疫病 に汚染 され た 地域と の 交易活動は停 止さ れた ｡ 対外交易が不 可 能 とな る と ､
物資の供給が 滞り ､ 食糧不足 と物価の高騰を 招い た ｡ また 伝染の 危険 と検疫取 り調 べ
を 恐 れ て都市周辺 農村地帯か らの 食糧供給が 滞り ､ 都市 へ の食捜や 生 活必需品 の 供給
は差 し止 められ た o ロ ンパ ルデ ィ ア地方の小町 ブス ト ･ ア ル シ ツ イ オの 司 教座聖堂参
事会員が残 した 1 62 9年の 記述 に は ､ 飢鐘の 後 に疫病が 猛威 を振 る っ た 様を 見て 取れ
る ｡
欠乏 はあ ま り にも極端 にな っ た の で ､ 食 べ 物 は た と え お金が あ っ て も もう
見 つ か らな い ほ どだ っ た ｡ - だか ら､ 貧 し い 人 々 は 虫の 食 っ た姓 入 リ バ ンや ル ピ
ナス(飼料用 マ メ 科植物)やカ ブやあ らゆる種類 の葦 を 食 べ て い た ｡ カ ブは 1 スタ
ー ル に つ き1 6ス ー で 売られ て い たが それ す らみ つ か らな か っ た ｡ そ こ で よ そ者
が 荷車 に積ん で カ ブを運ん で く る と ､ 貧 しい 人 々 がそ れ ら を買お う と押 し合 い へ
し合い しな が ら駆け 寄るの が 見え た ｡ 牧草地 に出て ゆく 飢 えた ヤ ギの よ うだ っ た ｡
- そ の あ と にむ ごた ら しい ､ 手の施 しよ うの な い ､ 医者にも外科医 にも生 き て い
l ピ エ ー ル ･ イ ル マ ン ､ エ ミ ー ル ･ ジル ブ ラ ン ､ ｢偉大 な世紀 と啓蒙 の世 紀 に おける病気と医学+､ 金 森
修訳 , マ ル セ ル ･ サ ン ド ラ イ ユ 他 ､ 『病 の 文化 史』 上下 ､ 中川米造 ､ 村上 陽 一 郎 監 訳 ､ リ ブ ロ ボ ー 卜, 1 98 4
年 ､ 7 3-1 08貢 , 7 8-7 9貢 ｡
2 <Mo x,1onge , ta rde , c ede , r e c ede, r ed> こ の 諺は 16 30年 の ペ ス トの 時 に ミ ラ
ー ノ 衛 生局 に公式医師と
して 職務 を得 た ル ドヴ ィ ー コ ･ セ ッ タ ラ の ペ ス ト回避法 に取リ入れられた｡ Ga z z a niga , Va[e ntin a,
`` `Mo x,
lo nge, ta rde , c ede, r e c ede , r edi
'
. Epide mic dipe ste n e=
'Ita)ia del Seic e nto ” , in : Sc /
'
e n z a e
m /
'
r a c o/i n e//
'
a rte del
E6 0 . A/Ie o r I
'
gini de//a nledjcin a m ode r n a, a c u r adi Se rgio Ro s si, c atalogo
de[la R o str a, Mila n o, Ele cta , 1 99 8, p p. 52
-59, p . 52. 1 57 7年 の ペ ス トの 際 に べ ル - ジ ャ で 出版 さ
れ ､ 1601 年 に ロ ー マ で 再 版 さ れ た ペ ス ト養生指南書の 最後 に収 め られ た r予防 の た め の ソ ネ ッ ト+ にも
こ の 諺が含 まれ て い る ｡
' '
Fug gi tosto , lo nta n o, e to r n ata rdi/Ma pr ega priTn aDio , che te n egu a rd i
”
:
C iap pi, Ma r c
'
Anto nio , Regola da pr e s e r v a r s I
'
in Sanita n e
'
te mpi dJ
'
s o spst to dJ
'
pe ste, Ro m a, Luigi
lan netti, 1 601(Pe r ugia , 1 577), p. 48. [B ibliote c aAnge[ic a, Ro m a :ト5-13‡]
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るどん な 人 にも知られ て い な い 病気が や っ て 来て ､ 6 ケ月 ､ 8 ケ月 ､ 10ケ月 ､ 1 2
ヶ 月 と続 い た ｡ そ の 結果 莫大な 数の人が 1 6 2 9年 に亡く な っ た
3
.
ペ ス トが洗行 した 都市で も､ 当面 安全が保障され て い る都市で も ､ 公衆衛生 局
の 疫病対策に よ っ て ､ 市場は 閉鎖され 平時には年市や定期市の たつ 祝祭日 も規制 され
て 商業活動は停滞する かも しく は 完全 に不可 能 にな っ た o 多く の羅患者や 死者が 出て
しまえ ば消費者人 口 そ の ものが 減少 し､ 屋内隔離政策 と外 出禁止令 の下 で は売買活動
は停止 した ｡ 疫病発生は ､ 商業活動に深刻な打撃を及 ぼすこ とを意 味して い た た め ､
ペ ス ト羅患の 疑い が あ る病人を診察 して判断を下 す公式医師や 衛生 官に対 して ペ ス ト
で あ る との 結論を 出さな い よ う取 り入 る商人が 出る こ と もあ っ た ｡ また ペ ス トに対す
る恐怖心 が都市当局 や 医師た ち にそ れ を正 面 か ら見据え る こ とを 避け させ た結 果 ､ 当
局 の 対策措置の 怠慢 を 生ん だ
4
｡ しか し ､ そ の よ うな 処置が 疫病の 拡大 に拍車を か け ､
事態を さら に深 刻化さ せ た こ と はい う まで もな い ｡ 大都市 に隔離政策が敷か れ る と ､
日中都市 に赴 い て働 く周 辺貧 困層の経済活動 も深 刻な影響を 受け た
5
｡ 疫病 は反 乱 に
も 直結 して い た ｡ 就業機会を破壊 し飢笹を 呼ぶ 疫病 時には ､ 平生の 富裕 者か ら貧者 へ
の 父権的保護の幻 想が 破れ 対立 関係が暴露 され て しまう ｡ そ の結果 13 7 8年フ ィ レン
ツ ェ の毛 織物業労 働者の 蜂起や ､ 16 4 7年ナポリ の マ ザ ニ エ ツ ロ の 乱の よう に ､ 都市
に残留 した 労 働者 ､ 貧民が 反 乱 に向か う こ と も あ っ た
6
o こ の よ う に 一 都市が ペ ス ト
に見舞わ れ検疫 ･ 隔離政策が 敷か れる こ と は ､ 物資補給の 困難 ､ 取 引 の 崩壊 ､ 失業 と
壊 乱の危険な どを 意味 して い た の で ある ｡
甚大な社会的危 機を及 ぼすべ ス ト禍に対 して は ､ 公 衆衛生 と疫病管理 の 立法 ･
政策実施 に深 く 関与 した 都市行政のみ な らず､ キ リ ス ト教信徒の 魂の健康を 護る教会
が ､ 病の治癒 に神学的意味を主 張 して在地教会 ､ 修道会の諸機関を 通 して 医療の 現場
に影響を及 ぼした ｡ 聖 都 ロ ー マ は もちろん ､ 1 6世紀か ら 1 7世紀 に教 皇領 に併合され
た ボロ ー ニ ヤ や フ ェ ツ ラ ー ラ の ような教皇領都市で は ､ 教皇庁と ､ 教皇の名 の も とに
派遣され た教皇特使が ､ 在地行政府 とと も に財政的 ･ 実践的責務を分 担 して い た ｡ 交
易拠点で あ っ た ゆえ にペ ス ト流行の 被害を最 も受けやすか っ た北イ タ リア 諸都市で は ､
3sto ria de/ la pe ste a w e n uta n e/ 8o rgo di8u sto
-Ar s ]
'
z J
'
0, 1630, ed ･J･ W･S･ John s o n･ C8Pe nhage n, 192 4･
p .1 5. ジ ャ ン ･ ドリ ュ モ ー ､ 『恐 怖 心 の 歴史』､ 永見 文雄 ､ 西 茅文昭訳 ､ 新評論 ､ 1997年 ､ 195 貢 に 引用 ｡
4 ジャ ン ･ ドリ ュ モ ー ､ 『恐 怖 心 の 歴史』､ 2 08貢｡
5 プラ ン が引用 し て い る ダ ニ エ ラ ･ ロ ン パ ル デ ィ に よ る と , 16 31年の ペ ス ト流行時 に フ ィ レ ン ツ ェ 市 が
取 っ た 隔離政策が , 昼 間都市 内で 働 く 洗濯女 ､ 紡 績婦 の 活動を不可能 に した こ と に つ い て サ ン ト
･ ス テ
フ ァ ノ ･ イ ン ･ パ ー ネ 村 の 代表が憂慮す る見解 を示 し た ｡ Pul(a n, Bria n,
"
Plagu e a ndpe r c ept io n s ofthe
po o rin e a rly m ode r nltaly
' '
, in : Epide nlI
'
c s a nd I
'
de a s･ Ess ays o nthe hJ
I
sto ric a/ pe r c ept io n Of
pe st/
'
le n c e, ed. by Te r e n c eRa nge r, Pa ul s ta ck, Ca mbridge , Ca mbridge UP ･ , 1992, p p, 101
1 123,
p . 115
-11 6.
6 puIIa n,
"P lagu e a nd pe r c eptio n s of the po or
' '
, p . 116 -11 9. ; C lifto n, Ja m e sDe a n, Im age s of the
p/agu e a nd ot he r c o I7te mPO r a ry e V e ntS I
'
n s e v e nte e nt h- c e ntu ryNap/es, P h.Dis s. , Prin c eto nUniv e r si ty,
19 87 一
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宗教 的対策 と医学 に基 づ い た 世俗的政策 に べ ス ト理 論上の 対立は あっ た が ､ 1 5､ 16
世紀 に発展 した 公衆衛生事業は 聖母 ヘ の ろうそ く 寄進 と い っ た 宗教 的施 策も含 ん だ完
全 に非宗教的と は い え な い 性格を 有 して い た ｡ 第
一 章で 述 べ た よ う に ､ 近 世まで の ペ
ス ト解釈 に は宗教的なもの と医学的 ､ 公衆衛生的な もの とが 並存 して い た ｡ イ タリア
諸都市の ペ ス ト対策機構をみ る と聖俗
一 体 と な っ て疫病 との 闘い が 行なわれて い た こ
とが わ か る ｡
1 4世紀前半 にすで に恒常的な 飢鐘 と 伝染病 に よ っ て 社会的危機が 募 っ て い た
イ タ リア 諸都市で は ､ 1 34 8年の 黒死 病以降急速 に衛生局が 設置され ､ 疫病 時の社 会
秩序維持 の諸政策が 進め られた ｡ リチ ャ ー ド リ †ル マ ー (R icba rd Palm e r)は ､ 1 2､ 13
世紀 に大流行 した療病(ハ ンセ ン氏病)の 体験が ､ ペ ス トの 感染性 を認識 する こ と と ､
疫病 対策手段に影響 を 及ぼ した と述 べ て い る 7｡ 療病 の 死 者数 は比 較的少な い が ､ 中
世に おい て 身体 的症状が顕著な療病患者は社 会的抑圧 を 受けた た め 生 きな が らの 死 と
して恐 れ られ て い た 8｡ 中世盛期 に は ､ 行政 ､ 医師 ､ 聖 職者が 関与 する 形 で イ タ リ ア
各地で 市壁 の外 に ､ ｢サ ン ･ ラザ ッ 口(Sa n La z allo)+､ ｢ラ ツ ザ レ ッ ト(La z z alet to)+
と総称 され た療病患者の 隔離病 院が建設 さ れ て い た ｡ 13 4 8年の 黒死 病 まで に療 病の
波は 弱ま っ て い た が ､ ベ ス トと い う新た な疫 病 に対 して ､ ペ ス ト隔離 ･ 施療院(ラザ
レ ッ ト)が即 刻建設 され た の は ､ 療病対策 の 前史が あ っ た か ら こ そ 可 能だ っ たと い え
よ う ｡ 同様の疫病対策 にお け る歴 史的連続性 は ､ 療病隔離施設 の監督官の 業務 の 多く
を引き継 い で 16世紀 にイ タ リア諸都市 に設置 された公 衆衛生 局 とペ ス ト対策管理 官
にも指摘す るこ とが で き る ｡
医学 は病人 を 治療する技で ある だ けで はな く ､ 予防もまた 治療 に 劣らず重要な
医学の構成要素だ っ た ｡ 近 世イ タ リ ア の医業研究 にお け る衛生局の 重要性を 指摘 して ､
C ･ M ･ チポ ッ ラ は ､ 健康 と病気は 生物学的現象で あ る と同 時に社会 的現象で もあ り ､
ゆえ に疫病 の病因 ･ 発病 ･ 流行 に お ける 環境 的 ･ 社会経済的要因の 役 割の 一 つ と して
衛生局が 担 っ た 権限や 予防を主 眼とする そ の 活動 に しか る べ き 注意を 払う こ と が肝 要
で あ る と述 べ て い る9｡ 公衆衛 生 局は ､ 黒死 病 時代 の ヴ ェ ネツ ィ ア に 発祥 した 1 0o 黒
7 paLm e r, R icha rd,
”
T he C hu r ch, lepr o sy a nd plagu e in m edie v al a nd e a rly m ode r n e u r ope
”
, in : T he
Chu r ch a nd he al/
'
Dg. Pape r r e ad at the 20t
h su m m e r n7eetI
'
ng a nd the 21s ( NI
'
n[e r m e etI
-
ng of the
Ec clesias(J
'
caI 〃J
'
sto ry So ciety, ed. By W. J. Shei ls, Oxfo rd, Ba si l 8la ckw ell, 19 82, p p. 7 9-9 9,
p p. 7 9
-81.
a 11 7 9年 の 第 三 国 ミ ラ ー ノ 公 会議 で ､ 療病患者を社会 か ら分離す べ きと の決議命令が出され たo 居 住だ
けで はなく ､ 教 会や墓地も分離 され ､ 聖 職 者 は レ ビ言己1 3:4 6に 基づ い て し ば し ば分離主義的典礼を行な
つ た ｡ Bo u rge ois , A [be rt, Le
'
pr e u x et nla/adr e r I
'
e sdu pe s- de -Ca/a I
'
s, Ar r a s, 1 972, p . 54. C fr . Palm e r,
"The C hu r ch, Iep｢ o sy a nd plagu e
' '
, p .8 1.
9 カル ロ ･ M ･ チ ポ ラ ､ 『ペ ス トと都市国家 - ル ネサ ン ス の 公衆衛生と医師』､ 日 野 秀逸訳 ､ 平 凡社 ､ 1 98 8
年 ､ 2 1頁 ｡
川 13 48年 3月 3 0日 の 大評議会 で ､ 評 議 会 メ ン バ ー か ら 選出 さ れ た 三 人 の 識者 か らな る臨時 の 委員会を
緊急時 に の み 設置す る こ とが決議 され た ｡ そ の 任 務 は ､ 公 衆 の 健康 を保護 し環境汚染防止 の た め の あら
ゆる手段 を検討す る こ とだ っ た ｡ フ ィ レ ン ツ ェ で も 1 34ト5 1年 の 黒 死 病 の 際 に 緊急措置と し て 非恒常的
に公衆衛生担当官 が任命 され ､ 14 48 年 9 月 の ペ ス ト流行 の 際 にも ､ 1378 年 に 政治警察部局 に創設 され た
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死 病の 後 も ペ ス トが繰 り 返 し発生 する と ､ 酷時官職か ら ､ 常設機関に よ る対処が 望ま
れ るよ う にな っ た ｡ ミ ラ ー ノで は 15世紀前半にすで に公 衆衛生を 司る 治安担当職が
恒常的な もの と して 確立 して い た ｡ 1 4 8 6年 1 月 に ヴ ェ ネツ ィ ア市参事会は毎年三 人
の 貴族を 選出して公 衆衛生委 員な る肩書き を与え ､ 伝染病 の発生と 蔓延 を防ぐ方策を
探求する 任務 を課 した ｡ こ こ に恒常的組織 と して の 公衆衛生 局が成立 した ｡ 公衆衛生
局の恒常的組織化は ､ イ タ リア諸都市 に広ま り ､ フ ィ レンツ ェ で は 1 5 2 7年 ､ ル ッ カ
で は 1 5 4 9年 に常設機関 に移行 し､ 16 世紀後半まで にイ タ リ アの あらゆる主要都市
に常設 の衛生局 が 設置 された
1 1
｡
1 34 8年 に黒死病 に襲わ れ た ヴェ ネツ ィ ア の対応 には ､ 医師た ちの ペ ス ト理 論
(ヒ ポク ラ テ ス ､ ガ レノ ス の棲威)と ､ 役所の 実用 主義との 対立 を見て 取 る こ とが で き
る 12. 役所 の 側は ､ ガ レ ー 船が ペ ス トを ヴ ェ ネツ ィ ア に運 び込 んだ こ と ､ 渇か らで る
ペ ス ト発散気は ペ ス トの 原 因で はな い こ とを認 識 して い た ｡ そ して ､ 医師た ちが 主張
する空気感染論 に真 っ 向か ら対立する疫病対策を 実施 した ｡ 人や物資の接触 によ る伝
染理論 に基 づ い て病人 隔離政策が とられ ､ 空気浄化の た め に辻で 炎を燃や し ､ 飲料水
の た め の 水源が 開拓さ れた ｡ さ らに ､ 住民 の 間に規律 を保たせ る処置と して 疫病法が
立 法化され た ｡ 居酒 屋 の 開銀 ､ 船上行商人 によ る ワ イ ン販売中止 ､ 塩漬け豚 肉の 貯蔵
禁止な どを含む疫病法 には ､ 医学教育の影響が 見られ る とい う ｡ 埋 論 にお い て は 医師
会 の 公 式見 解と対立 して い た 行政だ っ た が ､ 医師の 避難 ･ 逃亡 によ る医者不 足 が 深刻
化する と医学界の協力 は 不可 欠で あ っ た ｡ 衛生 局は外国人 医師を募集 して人 員不 足 を
解決 しよ う と した ｡ しか し これ に対 して 医師会は 医師会試験合格者のみ 医術執行が 可
能で ある と主 張 した ｡ こ の 対立の 背景 には ､ ペ ス ト蔓延中の もぐり 医師や ､ 染物 師､
手工業者な どが 奇跡治療者 と して 繁盛 して い た た め に ､ 公 式医師の既 得権を 守る意図
が あ っ た ｡ 医師会の集権化を 計り内科 医､ 外科医を差異化して ゆく傾 向を 推 し進 めた
13
0
治 安担当職 の 八 人 の 保護官 に ｢公衆 の衛生 を 守リ ､ ペ ス トを 遠 ざけ ､ 疫 病を避ける た め に , 用意 を整 え
布告を発す る完全な権限を 三 ケ 月間 に 限 リ与 え る+ 決定 が な され た . ミ ラ ー ノ で は 1424年 の ペ ス トの 際
に ミ ラ ー ノ 市 お よ び公国 の 公衆衛生保全担当長官で 最高責任者が衛生対策 の 布告 を行な っ て い た ｡ 力ル
口 ･ M ･ チ ポラ ､ 『ペ ス トと都市国家』､ 24貢以 下 ｡
11 イ タ リア 以外 の 国 々 で は 常設 の 衛生局 が整備 さ れ る の は リ ヨ ン の 15 80 年 が 早期 で あ る よ う に ､ 17 世
紀前半ま で 衛生局 は存在 し な か っ た ｡ 力ル 口 ･ M . チポ ラ ､ 『ペ ス トと都市国家』､ 24 -3 6貢｡
1 2
ク ラ ウ ス ･ ベ ル ク ドル ト､ 『ヨ - 口 ツ パ の 黒 死 病』､ 7 9- 81 貢 ｡
1 3 ク ラ ウ ス ･ ベ ル ク ドル ト､ 『ヨ ー ロ ッ パ の 黒 死 病』､ 79-81 貢 ｡
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第二 節 :1 630年前後 の ペ ス ト流行 と聖 都 ロ ー マ の 疫病防御政策
1629 年か ら 1 6 30年代初頭 にか けて イ タリ ア諸 都市は ､ ロ ンパ ル デ ィ ア地方
に端を発 し半島を南下 する形で 拡大 した 大規模な べ ス ト流行 に襲われた ｡ こ の と きの
ペ ス トは特 に北イ タ リ ア に大き な犠牲 を引 き起 こ した深刻な もの で あ っ た ｡ 例 え ば､
ヴ ェ ネツ ィ アで は 人口 の 32% ､ ミ ラ ー ノで は 5 1% ､ ク レモ ナと ヴ ェ ロ ー ナで は 6 3 %､
神聖 ロ ー マ 帝国とフ ラ ンス 王 国の 介入 に よ っ て 半島に べ ス トをもた ら した 原因 とな っ
た マ ン トヴァ 継承 戦争の 地 マ ン トヴ ァ に 至 っ て は ､ 人 口の 7 7 %に上 る 最大の 犠牲 者
を 出した 1 4｡
1 62 9年 1 0月 3 日付け の ロ ー マ 通信 (Av vis odi Ro m a) で は ､ フ ラ ンス の い
く つ かの 地域で ペ ス ト流行の 疑い が 出た こ と ､ ス イ ス で は激 しい 勢 い で ペ ス トが 広が
リ ､ イ タ リア に侵攻 した(神聖ロ ー マ 帝国)軍か らの ニ 人以上の ドイ ツ人逃亡兵 が通過
した地域で 人口 の 大部分が 死 去 した と報告さ れて い る 1 5｡ 11月 に は ､ ｢第 ニ マ ン トヴ
ア 公継承戦争のた め に北イ タリア に侵攻 した ハ ブス ブル ク 帝国軍 によ っ て ､ ロ ンパ ル
ディ ア地方 にべ ス トが もた らさ れ た+ と の報 告が ロ ー マ に届 いた ｡ 12 月第 一 日 曜 の
夜 に到着 した飛脚が もた ら した 1 1月中旬の ミ ラ ー ノ 法令書簡 によ る と ､ 公 国内の い
く つ か の 地域 に疫病 の 疑 い が あ るた め 旅行禁 止令が出 された 16｡ ペ ス ト発生の 第 一 報
が入 っ た 直後か ら､ ｢ロ ー マ 及 び教皇領を ペ ス ト伝染 の 危機か ら 防御 する+ 政策が立
案され 実行に移され た ｡
ロ ー マ の対 応 は ､ 黒死 病 か ら 2 世紀以上 を か け て 整備 され て き た疫病 対策 を
集大成 した迅速で徹底 した もの で あ っ た 1 7｡ 11月 14日 に は早 く もロ ー マ 市民 に対 し
て ペ ス ト汚染地域と の商取引停止命令が 出された ｡ 11月 2 7日の 教皇小勅で ウル バ ヌ
ス 八 世 は ､ 教皇領の ペ ス ト対策 実行組織 と して ､ 教 皇庁 内 に衛生 省(Congr egatio n e
dellaSa nita)を設置 して ､ 自らの親族 を中心 に こ れ を 組織 して最 高統括機関 と した 18｡
衛生 省 は ､ ジ ョ ヴ ァ ン ニ ･ フ ラ ン チ ェ ス コ ･ サ ッ ケ ッ チ イ(Gi｡van ni Fr a n c e s c ｡
Sa c chetti)､ カ ッ シ ア ー ノ ･ ダル ･ ポ ッ ツ オ(Ca s sia n oDalPo z z o)､ オ ラ ツ イ オ ･ マ
ガロ ツ テ イ(Or a zio M aga r otti)19ら バ ル ベ リ ー ニ 豪勢 力を 含め ､ 教皇庁官吏 と三 人 の
1一 ジ ャ ン ･ ドリ ュ モ ー ､ 『恐 怖 心 の 歴史』､ 1 92-1 93貢 ｡
15 Av visi d i Ro m a, Di Ro m ali 13･d
･
Ot tobr e1 62 9, in :Dia riu m(Av visi)Rom a n u mH isto ric u m etpoJitic u m,
m s･ [Bi bl iote c aAngelic a, Ro m a; hls . 326], Tot. 316 -32 0, fol. 31 6r e cto , foI. 3 18v e rs o.
川 Av visi d i Ro m a, Di Ro m ali8･ Dic e mbre 16 29, in ‥D ia riu m(Av visi)Ro m a n u mHisto ric u m et po =tic u m,
m s･ [Bi bl iote c aAngelic a, Ro m a; Ms . 326], fo‡. 38 l- 38 6, fo]. 3 81v e r s o.
-7 ロ ー マ の ペ ス ト対策 に つ い て は以下を参照｡ Nu s sdorfe r, La u rie , CI
･
vic po/I
･
t/
･
cs /
･
n the Ro m e of Urba n
V// I, Prin c eto n, Prin c eto n UP . , 1 99 2, 14 5-1 61責 ｡
18 [Ar ch ivio d i Stato di Rom a :Ca n.Sa nitえ, b. 2] Nu s sdo rfer , Civ I
･
c po/i(/
･
c s /
.
n the Ro nle OfUrba n
V/I/, p p･145f f･ ; Ga z z a n
'
1ga , Vate ntina,
㍍
Ⅶox , lo nge ' ta rde , c ede , r e cede, r edi
= ,
, p . 5 8.
19 ウル バ ヌ ス 八 世の 兄力 ル 口 ･ バ ル ベ リ ー ニ が コ ス タ ン ツ ア ･ マ ガ ロ ツ テ ィ と 結婚 し て い た た め ､ マ ガ
ロ ツ テ ィ 家 は親 バ ル ベ リ ー ニ 勢 力と し て 教皇を補佐 し た ｡ 力 ル 口 の 義兄弟 に当た る 口 レ ン ツ オ ･ マ ガ ロ
ツ テ ィ は 16 24年 に 枢機卿 に指名 さ れ てウ ル バ ヌ ス 八 世治世初期 に政 治的手腕を発揮 し た ｡ オ ラ ツ ィ オ は
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コ ンセル ヴァ 卜 - リ議 員 ､ 力 ピ トリ ー ノ の 財務 副長 官 ､ 行 政区長 (C年PO rio ni) 長 官
ら世俗行 政官およ び三 人 の 外科 医､ 五 人の ロ ー マ 貴族か ら構成され ､ そ の 長官に は ､
枢機卿 フ ラ ンチ ェ ス コ ｡ バ ル ベ リ
ー ニ(Fr a n c e s c oBa rbe rini)が任命 され た o 教皇代
理 枢機卿 (Ca rdin al V ic ario) ジネ ッ テ ィ
2 0が 口 - マ 統治官 (Go v e rn ato re di Ro m a)､
チ ヴィ 夕 ヴ ェ ッ キア 港監督 ､ 税関局長を 兼任 して ､ ロ
ー マ 周辺 の伝染経路の警備検閲
を 統括 した ｡ 後に ゴ ヴ エ ル ナ 卜 - レ ･ デ ィ ｡ ロ ー マ に任命 され るバ ル ベ リ
ー ニ 派 の ジ
ョ ヴ ァ ン ニ ･ J† ッ テ ィ ス 夕 ･ ス パ
ー ダ(G io.Battista Spada)が秘書 官を務 めた ｡ 被ら
は週ニ 回 の会合を も っ て ､ ロ ー マ と教皇領の 対策関連法令を立 案 ､ 発布する 全権 をふ
る っ た ｡ 1 2箇所の 市門警備 の ほか ､ 教皇領 内の 主要幹線道路 と国境 に 関す る政策指
拝 も教皇庁衛生 局の管轄下 に置かれ た ｡ た だし ､ 他の 教皇領都市と 同 じく ロ
ー マ で は ､
実際の 衛生 管理 業務 は ロ ー マ 市 の 行政機関で あ るカ ピトリ
ー ノ 議会が 受 け持 っ た 2 1.
そ の 政策 は ､ 通 商監視 ､ 市場管理 ､ 都市城門警備 ､ 通 行証発布 ､ 検問､ 通行不許可 旅
行 者の 滞在援助 ､ 貧民 救済事業な どの 多岐 に渡る 広範囲な 内容を も っ て い た ｡ 1 6 29
年末か ら 3 2年初頭 ま で 約二 年 にわた る ロ ー マ の ペ ス ト対策実行主体 は ､ 在他の ロ
ー
マ 貴族お よぴ通商ギル ド, 職人ギル ドの構成員 と い う ､ 口 - マ 社会a),中層か ら上層 に
至 る市民男性で あ っ た ｡ 教皇ウル バ ヌ ス 八 世が 統 べ る教皇庁の 強力な組織力 ､ 経済力
を 背景 に ､ 都市行政府 ､ 市民を さ まざまな 政策 に動員する こ とが で き た の は ､ ま さ し
く 聖都 ロ ー マ ゆえ の特権で あ っ た .
経駿的に得られ た伝染理論 にも とづく べ ス ト対策で最 も重要な もの は ､ 都市内
外 に検疫網を設置 し ､ 組織 的に人間の 移動と物 資の 流入 を管理 する こ と で あ っ た ｡ 力
ピトリ ー ノ 議会 は ､ 平時に市門警備 に従事して い た 関税徴収人 と警備人 に代 えて ､ ロ
ー マ の 貴族 と職人 を 無償動員して 任務 に つ かせ て い る ｡ 1 6 3 0年 1 月 6 日 の法 令で ､
1 2の市門に通 行証照合の た め に各々 一 人 の ロ ー マ 貴族 とニ 人 の ギル ド員が 配備 され †
教皇が 雇用 した コ ル シカ 傭兵が こ れ を補佐 した
22
｡ ポポ ロ ･ ロ マ - ノ は ロ ー マ 内の 12
以 上の職人 ･ 商人ギル ドを 管轄 して警備当番 リス トを提出させ ､ 全構成員が 任務 を終
え ると次 のギル ドに引き 継 ぐと い う体制が と られ た ｡ 通行証 を持た な い 旅行者や 汚染
地域からの人 ･ 物資は市壁の外 に建て られた隔離施設 に収容 し ､ 月 10 スク ー デ ィ で
こ の と き教皇付郵政官(Po stm a ster)の 職 に あ っ た ｡ GigE i, Gia cinto , DI
'
a rio dI
'
Ro m a, a c u r adi Ma nlio
Ba rbe rito , Ro m a, Edito r eColo mb8 , 2vols . , 199 4, V OI.1 , p . 129, n . 15. ; Magn u s o n, To rgi l, Ro m e /
'
n
t he Jge of Be r nini, 2v ols . , Sto ck ho[m, v ol. 1, 1 982, p. 222.
20Av visi di Ro m a, D i Ro m al i13. d
'Ot tobr e16 29, in :Dia riu m(Av visi)Ro m a n u mHisto ric u m et pol itic u m,
m s. [B ibliote c aAngel ic a, Ro rn a; Ms .326], fob. 31 6-3 28, fol.3 18r e cto .
21 ジ リ は ､ 16 30年 2 月 か ら何度もポポ ロ ･ ロ マ ー ノ 議 会 が 召集 され て ､ 軍 を組織 し ロ ー マ を 危機 か ら防
御す る た め に 全市民 の貢献 を 要請するウ ル バ ン ヌ ス 八 世 の 意向が伝 え られ , 対策 が 議論 され た こ と を伝
え て い る ｡ Gigli, DJ
'
a rio d]
'
Ro m a, v ol .1, p. 19 0.1630年 2 月 2 4 日 には コ ン セ ル ヴ ァ ト ー リ が ､ 10 0 スタ
ーf
◆
ィ以 上の 収 入 の ある 全市民 に 10 日間 の 内 に 対策貢献 に登緑す る法令を発布 し､ 同 時 に 資金寄付を呼び
か け た ｡ 4 月 2 8日 の 法令 で は ､ 対 策 費寄付者 は寄付金 の 1 / 3 をサ ッ ケ ッ テ ィ 銀行 に 納め る義務 が 課 さ
れ た o Gigli, DJ
-
a rio di Co m a, v ol, 1 , p . 191.
2 2 Gigl i , D iario d/
I
Ronla, V OI. I, p. 18 9.
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雇われ た市門常駐の 医師 によ る診察 を徹底 した ｡ - 日 一 度 ､ 衛生 省の 官吏が騎馬で全
市門を巡察 し ､ 任務の引継 ぎ時 に警備 に隙が 出な い よう にポポロ ･ ロ マ - ノ が 雇用 し
た公式使者が任務を 交代する 貴族 に市門の 鍵を 手渡す細心 の配慮 が な された ｡ 17 世
紀 ロ ー マ の同 時代史料と して 豊か な情報 を伝 え る 『ロ ー マ 日 誌』 の著者 ジア テ ン ト ･
ジリも ､ 1 6 30年か らニ 年間市門警備 に動員 された 一 人だ っ た23.
ロ ー マ が 総力 を挙げて ペ ス ト対策 に取 り組 む間も ､ 流行の 波 は半 島を南 下 して
い っ た ｡ 16 2 9年冬 の ペ ス ト発生 第 一 報 か ら ､ ロ ンパ ル ディ ア ､ マ ン トヴァ を皮切 リ
に ､ ヴ ェ ネツ ィ ア本 島 ､ ヴ ェ ロ ー ナ ､ プ レ ッ シ ヤ ､ ベ ル ガモ と北 イ タ リ ア都 市に 次々
と流行が 拡大した ｡ 16 30年 7 月以 降に は ヴ ェ ネツ ィ ア ､ サ ル ッ ツ オ ､ ピアチ ェ ンツ
ア ､ パ ル マ ､ モ デナ ､ フ ィ レン ツ ェ ､ ピサ で 大きな 被害が 出て ､ ロ ー マ の衛生 省は こ
れ ら汚染地域と の通行 を 完全 に遮断す る措置 を取 っ た 2 4｡ 教 皇領 の第 ニ の 都市ボ ロ ー
ニ ヤ で は ､ 教皇大使 と して派遣 され た枢 機卿 ス パ ー ダが ペ ス ト対策 の指揮 をと っ て 事
態の収拾 に尽力 した が ､ 各教区 毎 の 犠牲 者数 は人 口 の 2 5% から 3 2%まで に膨れ上が
つ た ｡ ロ ー マ の 衛生 省は ボロ ー ニ ヤ ー ロ ー マ 間の 陸およ び河川通行路 を 閉鎖 し ､ フ ァ
エ ンツ ア と ア ッ ク ア ペ ンデ ンテ の ニ 箇所 に検問 を設 置 した 2 5｡ ウル ピ ー ノ 公 国の フ ェ
ツ ラ ー ラで は ､ 1626 年 にウ ル バ ヌ ス 八 世 によ っ て 枢機卿 にな っ た ジ ュ リ オ ･ サ ッ ケ
ツ テ ィ が教皇大使 と して派遣 され て お り ､ 16 2 9年か ら 31年まで ロ ー マ の教 皇庁衛
生局 の指示 と彼の 全権的指導の も とで ペ ス トを駆逐 する 対策が と られた ｡ 枢機卿サ ッ
ケ ッ テ ィ の 指揮下 で行 なわ れ た ペ ス ト駆逐 対策記録が 出版さ れて おり ､ そ れ に よ る と
検疫や市門警備か ら ､ 疫病 に よ っ て 死 ん だ 恐 れ の ある 肉類 を 食べ な い よ う に市民 に呼
びか け る布告に至 る まで ､ 都市生 活の あらゆる面 に べ ス ト対策が 敷か れ て い た 2 6｡
イタ リ ア諸都市 に設置 され た 衛生 局は ､ ペ ス ト流行の拡大 を食 い 止め 適切な 処
置を施すた め に住民の 身元 と健康状態を把握 して おか ね ばな らな か っ た し ､ 検疫や施
療院の 運営の た め に も ー 定数の 医師を 確保 し組織 的 に動員す る 責務を 負 っ て い た ｡
諸 々 の 対策従事者 へ の 給与と運営費は 公 的資金 から供出さ れ たた め ､ 危機が 長 引く 場
合 には ､ 対策費捻出の 為 に増税 ､ 新規課税 の措置が とられ ､ 都市経済は さら に疲弊 し
た27. ロ ー マ で も 1 6 3 1年 11月 に 6 バ イ オ ッ キで 売られ た 小冊 子 一 冊 分 の 紙 に つ き l
23 Nu s sdo rfe r, C]
'
v /
'
c po/I
'
t ic s in the Ro m e of urba n V///, p , 148.
241630年 7月 に は ボ ロ - ニ ヤ と の ､ 9 月 に は フ ィ レ ン ツ ェ との 通商 ･ 通 行 が完全 に遮断され た ｡ Pa sto r,
Ludwig v o n, The HI
'
sto ry of thePope sfr onthe c/o s e ofthe N iddle g^e s, e ngl ishtr a n s[atio n, Lo ndo n,
Kega nPa u一, Tr e n ch, Tr ubn e r良 Co . Ltd. , γol. X XI X, 1 93 8, p p. 366- 370.
25Ga z z a niga ,
` =
Mo x, lo nge , ta rde , c ede , r e c ede , redi
= ,
, p. 58.
26 Ne m o rie di qu a nto s
'
a fatto pe rpr e s e r v a z I
･
o n eda/ Ia Pe sts a Fe rr a r a, du r a nte /
A
Go v e r n o
de/ /'Emin e ntiss ･ e Re v e r e ndis sim oS/
'
g･ Ca rd in a/e Sa c che(I/
'
Legato, &c . Ne e/ i An n J
･
1 62 9. 16 30. 16 3T,
[n Fe r r a r a･ Pr e s s oFr a n c e s c oSu z zi Stampato rCa m e r ale, s . d. ln 4o p p. 35. [Bi b =ote c aAngelic a,
Ro m a :I -7 -8, int. 2 8]
27 黒 死病対策 に当 た っ た ヴ ェ ネ ツ ィ ア の 元老院 は ､ 住 民人 口 の 落ち こ み と衛生管理措置 の 必要を根拠 に
市 の歳 出が歳入を上 回 る と断言 し､ 13 48 年 6 月 2 2 日 に新転入者募集指示勧告( 刑免除 ､ 自 由 ､ 税 免 除保
証)を 出 し た ほ どだ っ た o ク ラ ウ ス ･ ベ ル ク ドル ト､ 『ヨ ー ロ ッ パ の 黒 死 病』､ 79-81貢 ｡
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バ イオ ッ コ の新税が 導入 さ れた 2 8｡ 外部か ら ｢侵入 してく る+ ペ ス トを 阻止 するた め
の 市門お よ び水際の警備の た め に ､ 行政的詰め 所や隔離 ･ 検疫所を建設 し､ 市壁の外
にべ ス ト施療 院を設置 あ る いは新た に建立 するた め の 費用 は都市財政 か ら賄わね ばな
らな か っ た ｡ ロ ー マ の 1 2の 市門の う ち 1 6 30年 4 月以 降に開かれ て い た 7 つ の門の
外 には ､ ペ ス ト施療院が 三 箇所 ､ 隔離所が 4 箇所建設 され た ｡ 建設 に は大エ ､ 鍛 冶
屋 が 有償で 雇われ た ｡ 枢機卿会の 指導で これ らの施設の運営 にはチ ア テ ィ ノ 会 ､ カ ミ
ッ リア ー ニ 会な どの 修道会が 無償で当た り , 食糧 ､ 燃料､ 浄化用 の 酢が 行政府か ら供
給され た
29
｡ 各門に は - ケ月 1 0 スク ー デ ィ の 報酬で 雇わ れ た外科医が 配 備 され た o
市門警備は他 の 都市で も肝 要な政策 と して 行な わ れ て い たた め ､ ロ
ー マ 外部 へ 出 る者
にた い して は ､ ロ ー マ か ら出発 した健康者で ある こ とを証明 する通 行証が 交付 され た ｡
セ ナ ト(元老院)は 二 人 の 書記 官の下 に 1 5人の写 字係を 組織 して通行証 を発布 した
3 0
｡
通 行証 の 印刷 と ､ 衛生 省お よびカ ピ トリ
ー ノ 議会の 法令の 印刷はす べ て ポポロ ･ ロ マ
ー ノ財政長官(Ca m e rle ngo) だっ た ア ン ドレ
- ア ･ ブロ ジオ ッ テ イ(Andr e aBr ogiot ti)
に委託され た 31｡ 教皇庁 印刷局 に印刷機を貸 し出 して い た彼 は ､ 第 四章で 詳細 に論 じ
る 1 6 3 2年の ペ ス ト克服 記念行列の 際 にバ ス ク ィ ー ノ 広場 に三 連の仮欝凱旋 門装飾を
建 てた人物 で ある ｡
テ ヴ ェ レ河 が横 断する ロ ー マ に と っ て ､ 水際で の警備も重要視 され た ｡ こ の業
務 に特 に責任 を負 っ た の は ､ 教皇 によ っ て 任命 され る ゴヴ ュ ル ナ ト ー レ ･ デ ィ ･ ロ
ー
マ 32で あ り ､ テ ヴ ェ レ右岸に位置する ヴァ チ カ ンの安全 に直結 する水路 を厳 重に監視
する こ とは 市門に並 ぶ 重要任務だ っ た と想像され る ｡ ナス ドル フ ァ
ー が掲載 して い る
テ ヴェ レ監 視体制を示 す同 時代の 図33を み る と ､ テ ヴ ェ レ近 く の 三 箇所の 市門に 配置
され た貴族が船 の乗組員の 通行証を照 合 し ､ 夜 間は ､ 両岸か らロ
ー プを渡 して 船舶の
28 Gigl i, DJ
'
a r /
'
o d]
'
Ro m e, VOI. 1, p . 21l .
29 サ ン ･ パ ン ク ラ ツ イ オ 門近く の 隔離地区はチ ア テ ィ ノ 会 が ､ 北部 地域 か ら の通行門だ っ た ポポ ロ 門外
の浄化施設と ニ 箇所 の 収容所 は カ ミ ッ リ ア - ニ 会 が 担当 した ｡ ナス ドル フ ァ ー は ､ 世 俗 財政 に よ っ て 建
設 ･ 運 営された隔離施設運営 で聖職者が活動 で きた の は ､ 信 徒 会会員を除く世俗 の市民 に比 べ て 聖職者
が 宗教的領域と世俗 的領域を楽 に行き来 でき る存在だ っ た か ら で ある と して い る . Nu s sdorfer , CivJ
'
c
po/J
'
t)
'
c s /
'
D the Ro m e of urba n VI//, p p. 149, 15 9.
30 教 皇領内向け には イ タ リ ア 語 ､ 領外 向 けに は ラ テ ン 語 で 通行証 が作成 さ れた ｡ 偽 造 通行証が発見 され
た 場合 に は ､ 力 ピ トリ ー ノ 議 会 に 報告 し裁判 に処す よう命令され て い た ｡ Nu s sdorfe r, C/
-
v /
-
Gpo/itics in
the Ro m e of urba n Vl/ I, p . 14 9, fig. ll(p. 151).
3- プ ロ ジ オ ッ テ ィ は 16 30年 の 夏だけで ニ ケ 国 語 の 通行証 印刷 の報酬と して 2 00 ス ター デ ィ 以 上を受け
取 っ た ｡ hlu s sdo rfe r, Civ /
'
c po/ itic s in the Ro m e of urba n V///, p. 149.
3216 32年春まで こ の 地位 にはジ 口 - ラ モ ･ グ リ マ ル デ ィ が 就 い て い た . 16 32年 3 月 27 日付 け の ロ ー マ
通 信 に よる と ､ グ リ マ ル デ ィ は 神聖 ロ ー マ 帝国 ヘ の 教 皇特別大使 に抜擢され ると いう恩恵 に与 っ て い る ｡
彼の 後任 に は サ ン ト ･ ス ビ リ ト大施療院 の コ メ ン タ 卜 - レ(一 時聖 戦禄保有者 おそ らく病院監督職) 杏
勤 め た チ ェ - ザ レ ･ ラ 力 - ニ ヤ ･ ダ ･ プリ シ ゲ ッ ラ が任命 され た ｡ Av visi di Ro ma , Di Roma Li 27. Marz o
1632, in :Dia riu m(Av visi)Ro m anu mHistoric u m etpoli tic u m, m s. [Bi bliote c aAngelic a, Ro m a;Ms . 3 27],
fol. 27 0-27 4, fol.2 72v e r s o
-27 3r e cto . こ の 人事 に みられ る よ う に ､ ペ ス ト対策で 重要職務 を遂行 し ロ
ー マ 守 護 に 貢献 し た 人物 が 教皇庁内 で昇格 し た o
33 カル 口 ･ ラ イ ナ ル デ ィ ､ ｢テ ヴ ェ レ河 警備図+､ 16 3 0年 頃､ 素描
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通行を遮断する 方法が 取 られて い た こ とが わ か る
3 4( 図1 A)｡
外部か らの伝染 を阻止する警備の
一 方で ､ 市 内の公衆衛生対策 も行な わ れた ｡
ロ ー マ で は枢機卿侍従 と 2 人の ロ
ー マ 貴族が 路上監督 官 と して 市 内を 見回 っ て ､ ペ
ス ト毒や 療気の 発生源 とみ な さ れ た ごみ ､ 腐 敗物､ 乞 食 ､ ユ ダヤ人を 路上か ら
一 掃 さ
せ ､ 上下 水道の 浄化 を指導 した
35
｡ 公共建築や 広場 ､ 牢 臥 病 院 は ､ 157 0 年代末 の
ペ ス トの際 に集成さ れ た ペ ス ト予防指南書 に おそ らく 従 っ て ､ 薫煙 と酢を 用 いた 組織
的浄化の 対象 にな っ た
36
｡ 枢機卿 フ ラ ンチ ェ ス コ ･ /1ル ベ リ
ー ニ 率 い る衛生省 が特 に
留意 した のは ､ 貧民 問題で あ っ た o 14 の リオ
ー ネ(行 政区)に貧民 へ の 物資援助 が十
分 に実施される よう 巡察官を 配備 し ､ 恥の 為 に喜捨 に 与れな い ｢隠れ+ 貧 困層の 調査
と救済 に も当た らせ た ｡ すで に 1 6世紀か ら貧民は そ の 異臭と振 る舞 い ご と病原 菌 と
み な され路上か ら排除 する都市政策が取 られ て きた が
7
､ 衛 生 省は 貧民 を 三 つ の カテ
ゴリ ー に分類する方策 を 取 っ た 38｡ 第 一 の グル
ー プは 盲人 ､ 身体障害者 ､ 老人で ､ 被
らはサ ン ･ シス ト施療院 に収容 され た ｡ 第 二 に健 常で 若 い 貧民 に は就職を 斡旋 して賀
困 か らの 脱出を援肋 し ､ こ れ を 拒否 した もの は都 市警察(Bargello)によ っ て ア ヴ ェ ン
テ ィ ー ノ の 丘 の サ ン ･ サ ー バ 修道院 に隔離 され ､ 労働 に従事 させ られ た ｡ 第三 の グル
ー プは女性の貧民 ･ 乞 食で ､ 彼女た ちは 一 括 して サ ン ･ ジ ャ コ モ ･ デ ッ リ
･ イ ン クラ
ー ビリ施療院39に収容 され 労働を 課され た(図1 B)｡ ヴ ェ ネツ ィ ア で も ､ 施 しを求め て
サ ン ･ ロ ツ コ 聖 堂 ､ カ ル ミ ネ聖 堂の 前や 路上 に集 ま る 乞食 を
一 掃す る政 策は ､ 163(
年 10 月共和国セ ナト行政命令 にも とづ い て 行なわ れ た
4 0
｡ ロ ー マ と 同 じく ､ 共和匡
34Nu s sdo rfe r, C iy J
'
c poI]
'
t/
'
c s /
'
n the Ro m e of urba n V///, p . 1 49･
351 63 0年 6 月 2 1E] に､ ごみ は全 て テ ヴ ェ レ河 に 捨 て る旨 の法令が 出され た ｡ Nu s sdo rfe r, CJ
-
v /
'
c po/iticl
i17tb8 Ro m e of urba n V/ /I, p .1 50.
36Ga z z a niga ,
` =
Ho x, longe , ta rde , c ede , r e c ede , r ed i
' ”
, p･ 5 8･
37 近世 ヴ ェ ネ ツ ィ ア で は ､ 飢鐘 の た め に パ ン と施 しをもとめ て 都市 に流入 する貧民が市民 に致 死的病 を
及ぼす ニ つ の 要素 は ｢臭 い と 恐怖+ で あるとみなされ た ｡ ま た､ ベ ス ト施療院 は ､ 疫 病 期 間以外 に は 乞
食や貧民を対象と した 救貧施設 と して 機能 した よう に ､ ペ ス ト対策機構 は 危機管理対策行政 の 発展 に貢
献 した の で ある ｡ Pulla n,
"
PLagu e a nd pe r c eptio n s of the po o rin e a rly m ode r nltaly
”
, p p･1 1 4,1 20
-1 22･
対抗 宗教改革期 の ロ ー マ で は ､ 貧 民 ･ 乞 食 など放浪者対策と し て ､ 分 離 主善的隔離政策が取 られた ｡ 15 6
年 に教皇 ピウス 五 世 は貧民を市内 四地 区 に集め て食物 を配給 ､ グ レ ゴリウス 十 三 世も 15 81年 に ロ
ー マ ∝
病 気また は 障害をも つ 全 て の 乞食を古 い修道院 に集 め る 決定 を行な っ た(体勢 不十分で 頓挫). ロ
ー マ 大
改 造を遂行 した シ ク ス ト ウ ス 五 世も 20 00人収容可能な施療院を建設 して 15 8 7年以降全貧民を収容 し ､
路 上 で の 物乞 い行為を全面禁止 し た ｡ 被 は 身体障害者 に は剃髪 と灰色 の 服を着せ て 施療院 に収容 し食糧
を供給す る 一 方で , 貧 民女性 に は裁縫 ､ 男性 に は 読 み 書き ･ 職 能 教育を与 え て 公共事業 に活用す る 分離
主義的政策を取 っ た｡ ジ ャ ン ･ ド リ ュ モ ー ､ 『恐怖 心 の 歴史 凱 7 48-7 50頁｡
38 Nu s sdo rie r, C/
-
v I
'
c poII
'
tic s in the Ro m e of Urba n ”/ I/, p . 15 0.
39 コ ル ソ 通 LJ沿 い ､ ア ラ ･ パ キ ス ･ ア ウ グス タ エ 近く に , 1 339年 に 建設され た とされ ､ 部 分的 に 改築さ
れた 16世紀初頭か ら不治 の病 に冒され た病 人(]n c u r abi =)の 収容 に 当 て られ た た め こ の よ う に 呼称さ才
た ｡ 付 属 の サ ン ･ ジ ャ コ モ ･ イ ン ･ ア ウグ ス タ聖堂 は ､ 1 59 2年 に 枢機卿 ア ン ト ニ オ ･ マ リ ア ･ サル ヴ ィ
ア ー テ ィ に よ っ て 建 築家 フ ラ ン チ ェ ス コ ･ ダ ･ ヴォ ル チ ッ ラ の デザイ ン で 建立 が 開始され ､ そ の 後建築
家カ ル ロ ･ マ デル ノ に よ っ て 聖年 の 1 6 00年 に 完成 し た ｡ こ の 聖 堂 に は 15世紀 の ｢奇跡 の聖母+ イ コ ン
も納められ て い る ｡
同施 療院 に貧民女性 の た め の 区画が設 けられ た こ と は 力 ル 口 ･ ラ イ ナ ル デ ィ の デ ッ サ ン か ら明ら
か に な っ て い る . 力 ル 口 ･ ラ イ ナル デ ィ ､ ｢サ ン ･ ジ ャ コ モ ･ デ ッ ]J ･ イ ン ク ラ ー ビリ施療院 の 貧 し い≠
性達 の た め の 部屋平面図+､ 16 3 0年頃 ､ 素 描 ｡
40 pulla n,
"Plagu e a nd pe r c ept io n s of the po or in e a rly m ode r nlta け
'
, p p.103
-1 04 . プラ ン が 示し
た 16 30年 川 月 22日 付 セ ナ ト法令 は 以 下 : Ar chivio di Stato di Ve n e zia : Se n ato , Te r r a, r e巨 .1 0 4,
6 8
領 内か ら家を 持た な い貧 民 を
一 掃 し､ 完全 に隔離 ､ 管理 する行政措置が取 られ ､ 貧民
乞食救済病院の 管理 者た ちが 隔離先の修道院が 建 つ 島 へ の貧民 移送 に動 員され た ｡
キ リス ト教社会 の貧民の ほか にユ ダヤ 教徒 も貧民問題 の対象 と され た ｡ ヴ ェ ネ
ツ ィ アで は 16世紀 半ばか らポル トガル ､ ス ペ イ ン系の 改宗 ユ ダヤ人(Mu r r an o)が 低
地方か ら移住 して お り ､ キ リス ト教 と ユ ダヤ教を混合 した 異端者 と して の 迫 害だけで
は なく ､ 彼らの 劣悪 な 居住環境 によ っ て病の 温床 とみ な され て 迫害 され て い た ｡ ヴ ェ
ネツ ィ ア 当局 は彼らを 共同 体の身体的な 健康 と宗教 的正統性の 双方 に と っ て の 脅威 と
み な して い た 41｡ ペ ス ト流行時の ユ ダヤ人迫害や ペ ス ト油塗 り嫌疑の パ ニ ッ ク は ､ A
.
マ ンツ オ ー ニ が 『婚約者』 と 『ペ ス ト油塗 り裁判』 で詳細 に描写 して い る 1 63 0年ミ
ラ ー ノ の 事件の よう に集団的恐 怖心 が 生 んだス ケ
ー プゴ ー ト探 しで あ っ た ｡ 一 方､ ロ
ー マ の ユ ダヤ 共同体 は ､ 教皇庁か らの 度重な る財政支出要 求 によ っ て 16世紀か ら 1 7
世 紀 に貧困 化 して お り ､ 1 5 5 5年 か らゲ ッ ト
ー に隔離され て い た ｡ ナス ドル フ ァ ー の
調 査に よる と ､ 16 2 9- 32 年の 間口
ー マ で も何度か 同様の 事件は お きた が ､ ペ ス ト流行
か ら免れ て い た 同 市で は深 刻な事態 には発展 しな か っ た ｡ そ の 背景 には 当局側 の 治安
維持の政策が あ っ た ｡ 衛生 省 は週に
一 度ゲ ッ ト ー を 巡察 させ て ､ ペ ス ト油塗 り(Unto ri)
の 疑い や 迫 害な どの 問題がな い よ う監視措置を と っ た
4 2
｡
人類学的 ･ 構造主 義的視点 に立 っ て ､ 我 々 はな ぜ汚 物を避 ける の か と い う 問題
に取 り組ん だメ ア リ ･ ダグラ ス は ､ ｢汚 稜 とは本質的 に無秩序+ で あ り ､ した が っ て
｢汚物を排 除する こ と は消極的行動で はな く ､ 環境を組織 しよ う とする積 極的努力 で
あ る+ と い う見 解を 述 べ て い る ｡ 汚物 へ の反応 は ､ 唆味な る もの ､ 異例 な る も のすな
わ ち , 確固 と した 秩序体 系に位置付 けられ な い 境界侵犯的な要素 へ の反 応 と連続 し て
い るの で ある 43｡ ジ ュ リ ア ･ ク リ ス テ ヴァ もダグ ラス に則 っ て ､ これ を母 系制 か らの
父 系制 へ の 転換 に起因する と い う 論を展開 して い る
4 4
｡ こ の観点 に した が え ば ､ 都市
内と い う 一 定の 境界 の 内部か ら汚 物を 一 掃 し､ 浄化する と い う公 衆衛生 的施策は ､ 人
類史か らみ れ ばあ る べ き秩序を再 建するた め の 積極的政策と い う こ と にな る の で あ る ｡
した が っ て ､ 不 浄 ､ 汚物 とみ な され排 除の 対象 とな っ た も の は ､ 翻 っ て 当該社会が 正
常 ､ 聖潔(ピ ュ ア ー )と価値付け た もの ､ すな わ ち汚 物が 排除され た 暁に現 出す る秩序
fols . 3 65v -8v .
41 pul La n,
` `P[agu e a nd pe r c eptio n sof the po o rin e a rly m ode rn ltaly
〃
･ p p･ 1121 14･
42 Nu s sdo rfe r, Civ/
･
c po/J
･
tI
･
c s /
-
n the Ro m e of urba n Vl//, p ･ 1521
4 3 メ ア リ ･ ダ グ ラ ス ､ 『汚 稜と禁忌』､ 塚 本利明訳 ､ 思 潮社 ､ 1972年 ､ 15 -16 貢 ｡ 汚稜 の ニ 大 要素 は ､ 糞
便 と経血と いう極 め て 肉体 に密着で あ リ か つ そ の 境界 の外部 か ら侵犯す る もの で あ る ｡
u rお ぞま し き もの に 化す る の は 清潔と か健康と か の 欠如 で はな い ｡ 同
一 性 ､ 体 系 ､ 秩 序 を捜乱 し ､ 境
界 や 場所や規範 を尊重 しな いも の , つ ま リ , ど っ ち つ かず , 南 桑的なも の ､ 混 ぜ 合わ せ で ある+ ジュ リ
ア ･ ク リ ス テ ヴ ァ ､ 『恐 怖 の 権力 - ア ブ ジ エ ク シ オ ン試論 - 』､ 枝 川 昌雄訳 ､ 法 政大学出版局 ､ 198 4年､
7 貢 ｡ ; ク リス テ ヴ ァ は ､ 母 系制 に 於 い て 稜れや汚染の 儀礼 と し て 出現する排除行為 は そ れ が 聖な る もの
を樹立す るゆ え に 聖な る もの と 一 致 して い た の に た い し て ､ ユ ダ ヤ教 に代表 され る 父系制 的
一 神 教 で は
否 定的なや リ 方 で体系 の 中 に取 リ 込む こ と の で き る タ ブ ー ､ 他 者 性 と し て 統合 され て ､ 弁証 法 的 にキ リ
ス ト教 の罪 の 観念 を構成 し た と 述 べ て い る (25-26頁)8
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体系を逆照射するの で あ る ｡
食糧供給 を周辺農村部および他地域との 交易 に頼 っ て い た 教皇庁の 首都 ロ
ー マ
にと っ て ､ 食糧供給 と管理 は平時 におい て も 中心 的課 題で あ っ た ｡ 1 6世紀末 にイ タ
リア全土 で大飢鐘 とペ ス トによ っ て 人口 の1 / 3 が 犠牲 にな っ て い た 事態 を考慮 して ､
教皇イ ンノ ケ ンテ ィ ウス 九世は 1 5 9 1年 に選 出された 直後 に ､ 前任の シ ク ス トウ ス五
世 によ っ て 課された 税金を廃止 して民衆の負担軽減 を図 っ た ｡ そ して ロ
ー マ 市 民に対
して 市外 の全穀 物をt3 - マ 内 に運び込む 命令 を 出 し ､ 教 皇庁 食糧 管理 制 度(An n o n a)
の 長 官 に監督さ せ る 食糧不足解消政策を 敷い た ｡ 1 60 5年 には パ ウル ス 五 世が ､ エ ス
タ ィ リ ー ノ の 丘近く にグ レゴリウス 十三 世が 建て た 公共穀物貯蔵所を 開 いて ､ 穀物備
蓄体制を 強化 した 45｡ 教皇庁はE] - マ 周 辺農村部 の穀物 を ロ
ー マ に集中させ るた め に ､
カ メル レンゴ(教皇座空位時の教皇代行枢機卿)令 を次々 と発布 して 小麦 交易禁止措 置
を命 じ ､ ある い は 許可制 に して 基 幹食糧の管 理 を 図 っ た
46
｡ ウル バ ヌ ス 八 世は 1 62 7
年 7 月 末 に小麦輸 出を禁止 し､ そ れ まで の 輸出許可 を 無効 にす る決定 を 行な っ た ｡
その後 も聖都 へ の穀物集中の た め の布告が つ づき ､ 1 6 30年 7 月 に べ ス ト危機の 為 に
穀物供給不足の 事態が 起き る と小麦とぶ どう潜 の 買占め が 行なわ れ ､ 32年 に は 旧 貯
蔵庫が 拡張さ れ た 47｡ 16 4 0年 に はウル バ ヌ ス 八 世 によ っ て ､ デ ィ オ ク レテ ィ ア ヌ ス
帝の浴場跡近 く に新 し い穀物庫が 建設さ れ ､ 凶作や疫病 の 危機 に備え て 教皇庁 と ロ
ー
マ 市民 の生活を保証 した 4&｡ こ の よう に聖都 ロ ー マ は ､ そ の政治 的特権性 ゆえ に穀 物
管理 に対する強力な政策を 敷く こ とが で きた た め ､ 疫病の 危機が迫 る状況 下 で 都市隔
執政策が 取られ て も対処可 能な体制を 整え て い た の で ある ｡
以 上の よう な広範な 政策を長期 にわた っ て行なうた め に ､ ポポロ ･ ロ マ - ノ は
肉税か らペ ス ト対策資金を捻出 しな けれ ばな らな か っ た が , ジリ が記録 して い る よう
に､ ロ ー マ 都市財政 と教 皇庁 およ び教皇私財か らの援助 の ほか に ､ 対策資金 と して 市
民 からの 寄付が 事実上強制 され た 49｡ ロ ー マ の 中 ､ 上層市民 は ､ 自らの 利権保護 に 直
結する ペ ス ト対策事業 に対 して ､ 物理 的貢献だ けで は な く ､ 財政的貢献も行な っ て い
た ので あ る ｡ 市門警備 に当た る ギル ド員 には ､ 緊急時の 特例措置と して 貴族 ､ 騎士階
45No r o ni, Gaeta n o, Dizio n a r I
'
o d/
'
e rud/
'
zI
.
One StO ric o- e c cle sia st/
'
ca , 1 09v ols . , Ve n e zia , Topografia
EmiJia n a, 1 85 2- , v ot. 2, p p. 1 4 ト14 8.
4 S petr o c chi, Ma s sim o, Rom e n eI Se I
'
c e nto, Bologn a, Licinio Cap pe= i Ed ito r e, 1 9 70, pp . 29f f.
4Tpetr o c chi, RoJW a n el Se /
'
c e nto, pp. 32
-3 3. 1 631年 6 月 1 日 のカ メ ル レ ン ゴ令 で ､ ロ ー マ に 供 給さ
れた全 て の 穀物は 力 ンポ ･ デ ィ ･ フ ィ オ ー リ 広場 に 集 め られた ｡ ま た ペ ス トの 危機が収 束 に 向か っ た 翌
3 2年 1 月 12 日 に は､ ロ ー マ の 食 料品輸入税を免除され た 穀物商 に 対 し て ､ 同年 7月 ､ 33年 2 月 に は穀
物を運び入れ る 農民た ち に対 し て ､ そ の 特 権を再確認 す る法令が出され た ｡ ラ ツ イ オ , カ ン パ ー ニ ヤ 地
方 は 恒常的 に凶作 と飢鐘 に襲われ て い た た め ､ 平 時 の ロ ー マ の 穀 物管 理 政策が い か に 重要視 され て い た
か は , 穀 物 ､ 飼 葉 ､ 豆類 の 買占 め を厳禁す る法令く例 え ば 1 633年 5 月 21 日付カ メ ル レ ン ゴ令)に見る こ
とが で き る ｡
48 petr o c ch i, Co m a n e/ Seic e nto, p. 3 3.
49 1630年 2月 2 4 日 に はコ ン セ ル ヴ ァ 卜 - リ が , 10 0 スタi
'
L以 上の 収入 の あ る全市民 に 10日 間 の 内 に 対
策貢献 に 登緑す る 法令を発布 し ､ 同 時 に 資金寄付 を呼び か け た B 4 月 28日 の 法令 で は､ 対 策 費寄付者 は
寄付金 の 1 / 3 を サ ッ ケ ッ テ ィ 銀 行 に 納 め る 義務 が 課され た ｡G igli, D/
'
a r I
'
o d i Ronla, V Ol. 1 , p . 19 0, 19 1.
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級 と同 じく 帯剣が 認 め られ た ｡ また 各ギル ド構成員間の卓越化を巡 る競合関係 は ､ ナ
ス ドル フ ァ ー が 明らか に して い る よう に ､ 彫 刻家ギル ドが 石工 ギル ドとの 区 別を求め
て ､ 通商ギル ドと 同等 の扱 いを 受け る こ と ､ ｢ジ ェ ンテ イ ル ウオモ+ と称す こ とを 条
件に命令に従 っ た と い う 事実 に良く 表れ て い る
5 0
｡ こ の よう に職人 ､ 商人 層が ､ 彼ら
に無償労働 を求め る ロ ー マ 市議会令 に従 っ た 理由 には ､ まず ､ 疫病 防止 が 自らの政治
的経済的 基盤で あ る 都市秩序保持 に直結する こ とが挙 げられ る ｡ そ れだ けで はな く ､
ロ ー マ 社会の 主体的構成員すな わ ち ロ
ー マ 市民 と して 自己規定 し他の 階級 と の差異化
を はか る積極的な 選択の 結果 と とらえ る こ とが 可能で あ る ｡
50Nu s sdo rfe r, CI
･
v I
･
c pol/
'
tI
'
cs in the Ro m e of urba n F I/I, p p･ 148
-149･
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第 三 節 : 知の 集権化
1) 諸都 市間の 情報網整備
交通遮断 ､ 市門章備な どの ペ ス ト対策 が示 すとお り ､ 伝染性の ペ ス トは ､
一 都
市 ､ 一 国家の境界を越え て広 がる脅威だ っ た ｡ したが っ て ､ ペ ス トに対 する方策も ､
政体や政治的利害の差異 を超え て超領域 的な協力体制 が不 可 欠だ っ た ｡ そ の た め に ､
諸都市間に情報網が張り巡ら され ､ 衛生 局を 頂点 に情報を収集 ､ 交換 ､ 管理 する 知の
集権化が推 し進め られ た ｡
1 6世紀か ら治安維持か ら死 亡 表の記緑 ･ 保管 ､ 宗教的祭紀や 集会の 禁止 措置 ､
医業規制 にまで 活動領域 と権限を拡大 して き た 公 衆衛 生局 の発布す る法令は ､ 中央政
府 の 権力の 表現 と して 規制 力を 帯びて い た
51
｡ 1 7世紀 に は ペ ス ト予防の 国際的規模
の 検疫制度が 一 般化 され つ つ あ り ､ 各港 に は絶大な 権力 を も っ た 衛 生 管理局が 設置さ
れ て 入 港 した船の 検疫 と上陸許可 を監督 した
各2
｡ 着で の検 疫の 際 には 予め 集め られた
汚染地域情報 に基 づ い て危険地域 の物資が積 ま れて い な い か ､ 汚染地域 に寄港 して い
な い か をチ ェ ッ ク する こ とが ､ 水路 からの ペ ス ト上 陸を 防ぐた め に不 可 欠だ っ た o 市
門で の 警備 につ い て も同様 に ､ 流行状況 の把握 は適切 な通行管理 の 基 盤を な して い た ｡
都市共同体の 死 活 を左右する情報を 収集 する 為 に ､ 各 国 に派遣され 常駐 する外交官 ､
大使 ､ 領事 ､ 使節 と い っ た あらゆる種類の 情報提供者が ､ 帰属政府 へ の流行病 関連 ニ
ュ ー ス を特急便で 送 る指示 を 受けて い た ｡ こ れ を縦 の 情報網 とする な らば ､ 各 国の衛
生局相互 の情報交換 が横の 情報網 を構成 して い た ｡ チ ボッ ラ によ る と 1 6世 紀半ばま
で には自 らが保有する情報 と助言 ､ 勧告 を相互 交換す る合意が 形成 され て おり , イ タ
リア大都市の衛生局は ､ 毎週 一 回 は 他の 主要都市の衛 生局 に 関連情報 を送付 し ､ また
請求を行な う の が通例 とな っ た 53｡ 互 恵観念 に 支えられ た情報網 を通 じて の情報接伴
はまた ､ 厳重な 監視 要請や 脅 しの遠まわ しの 手段で も あ っ た o 都市 間の 横の 情報網 は .
地方の 中小都市単位 に まで張 り 巡ら され て い た ｡ ロ ンパ ル デ ィ ア 地方 マ ッ ジ ョ
ー レ油
畔地域は ､ 1 5 9 4年 か ら 1 6 1 9年 の間常時ペ ス ト流行の 危機 に晒さ れ て い た ｡ こ の 間 ､
ヴ ェ ル バ ノ地方 には パ ル マ か らサ ヴ ォイ ア ､ トリ ー ノ か らイ ヴ レア ､ モ ン フ ェ ツ ラ
ー
トか ら レヴェ ンテ ィ ー ナ に い た る イ タ リ ア北西 部地域 か らの ペ ス ト流行 の 報告お よ乙
警告が 随時届い て い た とい う
5 4
｡
51 c ･ M ･ チポ ッ ラ ､ 『ペ ス トと都市国家』､ 18､ 43- 48､ 52-54貢 ｡ た だ し ､ 外 交摩擦 や経済的打撃 ､ 政;
'
i
的圧力など複雑な利害関係と懸念 か ら､ ペ ス ト認知 の 遅延や事態 を棲 小化 した リ 情報を非公表 の まま自
国内で の み行政措置を行なうなど妥協的施策も しぱ しぼなされ た と いう ｡ そ の ため ､ 各 行 政府 は信頼 で
き る情報を求め て秘密情報提供者を送 リ込む こ ともあ っ た｡
52 ピ エ ー ル . イ ル マ ン ､ エ ミ ー ル ･ ジ ル プ ラ ン ､ ｢偉 大な世紀と啓蒙 の世紀 に おけ る病気と医学+､ 金森
修訳 ､ マ ル セ ル . サ ン ドラ イ ユ 他 ､ 『病 の 文化史』上 下 ､ 中川 米造 ､ 村 上陽
一 郎 監 訳 ､ リ ブ ロポ ー ト､ 19モ
年 ､ 73-108責 ､ 82貢 ｡
53 c ･ M ･ チ ポ ッ ラ ､ 『ペ ス トと 都市国家』､ 76- 93貢 ｡
54 Frige rio , P. e P. G. Pis o ni (a c u r adi),
"Pe r u n a sto ria del le epi de mic n elle te rre Verban e si
'
72
近 世 ヨ ー ロ ッ パ にお い て有数の 大都市だ っ た 教皇領の 首都n
- マ には ､ 国際的
な 情報網 を通 して膨 大な 量 の情報が 集め られて い た ｡ 市内 に点在する 図書 乱 文書館
に は ｢口 - マ 通 信 (Av visi di R?m a)+ と称され る文書記録が 多く 保管 され て い る
55
｡
これ ら未公刊の 手稿文書 史料か らは各地か ら首都 ロ
ー マ に報告された 情報が い か に多
様で詳細な もので あ っ た か を知 る こ とが で き る ｡ 本章第ニ 節で 16 3 0年前後の ベ ス ト
危機の ロ ー マ にお け る対策を 見た 際 にすで に触れ た ｢ロ
ー マ 通信+ は ､ ロ ー マ に集め
られ た ペ ス ト情報が フ ラ ンス ､ ス イス お よびイ タリ ア半島諸 国など関係各 国の 大使や
衛生局からの 輯急便や 定期報告か ら成り 立 っ て い た ｡
1 6世紀後半か らロ ー マ の 中央集権化が 進ん だ教皇領 はまた ､ 領内主要都 市に
派遣 された 教皇大使が 教皇権を 代表 して 統治する政治体制を と っ て い た ｡ 教皇 ウルバ
ヌ ス 八 世 の 重臣枢機卿 ジ ュ リ オ ･ サ ッ ケ ッ テ イ(Giulio Sa c chetti)は ､ 教皇大使 と し
て フ ェ ツ ラ ー ラ に派遣 され て い た 時 に ､ ペ ス ト対策の指揮 を と っ て い る ｡ 1 6 2 9年末
か ら 3 1年まで の 約 ニ 年間 に出され た疫病対策の 法令や 具体的な政策実行 の記録が ､
おそ らく ペ ス ト終篤 と 同 時 に出版 され た ｡ 3 5貢 に及ぶ 詳細な 文書 の冒頭 に ､ 当時横
の 情報網が発達 して い た こ とを 示 す
一 文があ る ｡
1629年 11月 初頭 に ､ フ ェ ツ ラ ー ラ の 公衆衛生 局(Co n s e r v ato ri della Sa nita)に ､
通信連絡 を常時と っ て い る 諸都市 (Cit ta c o rispo ndenti)､ 特 に ヴ ェ ネツ ィ ア市
か らの 書簡が 届い た ｡ そ れ は ミ ラ ー ノ 公国の マ ドレラ渓 谷の い く つ か の 場所で ､
ドイ ツ軍の進軍 に よ る ペ ス ト発生 の 報告が あ っ た こ とを告 げる も の だ っ た
56
｡
同様の 内容を 知らせ る ミ ラ ー ノ か らの 報告が ロ ー マ にも特急便で 届 い て い た こ
と は , 1 6 2 9年 12月 8 日付の ｢ロ ー マ 通 信+ 史料か ら明 らか にする こ とが で き る
5 7
｡
2) ペ ス ト対策著作 の 出版 に よる 治療知識の 公式化とそ の共 有
1 34 8年晩夏 ､ 『パ リ の ペ ス ト意見 書』 とい う著作が 王命 に よ っ て ピ エ
ー ル ･ ド
ゥ ･ ダム ー ジ によ る翻訳 ･ 修正 の 後 ､ パ リ大 医学部に提出され ､ 承 認 ､ 公 表され た ｡
その 内容を 見て み る と ､ ペ ス ト禍汚染地域か らの 避難が最 も有効な 羅患予防法と され
in : Ve rban u s, n . 6, 1 98 5, p p. 197-23 8, p p. 22 8ff.
55 大部 の 『教皇 の歴史』 を著 し た ル ー ドヴ イ ッ ヒ ･ フ ォ ン ･ バ ス ト
ー ル が 教皇庁政治を細部 に 渡 っ て 歴
史的 に再構成 で き た の は ､ 教 皇 庁図書館 に保管され て い る 豊 か な ｢ロ ー マ 通 信+ 史料 に逐 一 当た っ た か
らで あ る ｡
56 Nem o rie d/
'
qu a nto s
'
a fatto pe r pr e s e r v a zio n eda] Ia Pe ste a Fe r r a r a, du r a nte i/ Go v e r n o
deI /
'
Em /
'
n e nt is s. e Re v e r e ndI
'
s sim oSic. Ca rdI
'
n ale Sa c chet t/
'
Legato , &c . Ne gliAn n J
'
1629. 1630. 16 31,
In Fe r r a r a, Pr e s s oFr a n c e s c oSu z zi Sta rnpator Canle r ale, s .d. In 4
o
, p p.3 5, p. 3. [ Bib ( iote c a
Angelic a, Ro m a :ト7 - 8, int .2 8]
S7 Av visi di Rom a: D ia riu m Ro m a n u mHisto ric u m et politic u m, m s. [8 ib(iote c aAngeTic a, Ro m a;
帽s . 32 5-3 28]
7 3
て い る ｡ 避難で き な い 場合で も ､ 空気 を香料 を用 い て 浄化 する こ と ､ 肉体 を使 うこ と
性交渉は 避け る こ との ほ か に ､ 悪臭物 質が最 も確実な予 防薬 とされ て い る ｡ 例 え ば∃
骸から取 っ た 物質 ､ 阿片剤 ､ 蛇肉 ､ 毒蛇 エ キ ス ､ ヒ キガ エ ル 粉末な どを 混 ぜた ､ テ l
ア カ と称され る阿片性解毒剤の 処方方法が細か く 論 じられて い る58｡
主要都市衛 生局の間で 交換さ れたの は ､ 疫病被害状況 に 関す る情報だ けで はフ
く ､ こ れ らの 実践 的内容か らな る 『ペ ス ト養生訓』 の よ うな 出版物 の 数々 も含ん でt
た ｡ 有効な疫病対 策の ノウ ハ ウ もまた ､ 1 6世紀以降急 激 に発 展 した 印刷術 の恩 恵l
受けて集成 され ､ 出版 された 印刷物 を媒介 と して ､ 公衆衛生を 担 っ た 行政官た ち に∃
有 され て い た . 1 6 3 0年前後 の大 ペ ス トの 時代 に ､ 教皇領第 二 の 都市ボ ロ ー ニ ヤ で は ､
ウル バ ヌ ス 八 世の 重臣枢機卿 ベ ル ナル デ ィ ー ノ ･ ス パ ー ダ(Be r n a rdin o Spada)が∃
皇大使 と して 全権統 治 して い た ほか ､ 教皇 の 甥 の枢 機卿 ア ン トニ オ り †ル ベ リ ー ニ
(Anto nio Ba rbe rini)が エ ミ リア ･ ロ マ ー ニ ヤ 地 方の 教 皇特使 と して 教皇権 を代 表t
て いた ｡ ア ン トニ オ ･ ブリゲ ッ テ ィ の社会史的研究 によ る と ､ ボロ ー ニ ヤ で の ペ ス】
対策は随時ロ ー マ の 衛生省 と連絡を と り つ つ 枢機卿 ス パ ー ダ とボ ロ ー ニ ヤ 市の衛生月
の 主導 の下 に行な わ れ ､ 16 2 8年か ら 3 1年 まで に 出され た 対策法 令が編 纂さ れ 出月
された 59｡ また 先 に挙 げた とお り ､ フ ェ ツ ラ ー ラで も教皇大使枢機卿 サ ッ ケ ッ テ イ(
下 で行な われ た ペ ス ト対策記 録 が 出版 され た . こ れ らの法令集 出版物 は ､ 各都市のギ
来 に備え た対策知識の集積 に役立 つ と同 時に ､ 他の 諸都市 に流布 され て 情報の 共有l;
貢献 した もの と思わ れ る ｡ 特 に教皇領内都 市で 出された 記 録集は ロ ー マ に集 め られ｢
い た可 能性が高く ､ こ の推測を 裏付 ける よ う に ､ 上記 の フ ェ ツ ラ ー ラ の 出版物 は ロ ー
マ の 旧ア ゴス テ イ ノ 会系公立図書館 に所蔵 され て い る ｡ また ､ ヴ ェ ネツ ィ ア の衛生月
がま とめ た 1 6 30年まで の イ タ リ ア にお け る ペ ス ト予防法の 集成は ､ 1 6 3 1年 に南 .1
タ リア の ナポ リで 再版され ､ 書店で 販売 され て い る 6 0｡
58 ク ラ ウ ス ･ ベ ル ク ドル 卜､ 『ヨ ー ロ ッ パ の 黒死病』､ 2 6- 32貢 ｡ テ リ ア 力を服用す る こ と ､ 春 希 水 で 屋
内 の空気を清浄lこ す る こ となど は ､ 聾 者 が調査す る こ と の で きた 16世紀後半 ､ 17世 紀前半 の ペ ス ト養
生訓 にも繰 り返され て い る ｡ 1 7世紀 に 出版 された ベ ス ト関連 の 出版物を み ると ､ 1 4世紀 の 大 ペ ス ト時o
ペ ス ト養生訓 , 処 方は基本的 に 1 7世紀 ま で変わ っ て い な い こ と が わ か る ｡ 体 液 病理学 に基づ い た 古代上
乗 の ペ ス ト理論が 1 7世紀 に も支持され て い た こ と は 明らか で あ リ ､ 食 事 療法 の 内容も基本 的 に 1 4世紀
の もの と変わらなか っ た こ と に つ い て は ､ 医療 史の 視点 か らさら に考 察す る 必要が あろ う ｡
59 Ra cc onlta di tut tJ
'
/I
･
Ba nd/
･
･ Ord/
･
ni, e Pr o Fis /
･
o n /
･
fat te pe r la Citta d/
A
Bologn a in te mpo a
Co ntagio lnlmin e nte , e Pres e nte , IJ
'
Jn n I
-
162 8. 16 29. 16 30. a 1 63 1. Ded/
･
c ata al /
,
Emirl. m O ene v e r. /A
S/
'
g･ Ca rdin a/e Spade n e/ s udet to te mpo Pe r/
'
tis s /
･
m o Legato di Bo/ogn a, Bo(ogn a, Girola m oDo nin
Sta mpato r eCa m e r ale , 1 631･ ; 全 法 令集 の ほ か に も , ペ ス ト隔離病 院 に 関す る法令集 ､ ボ ロ ー ニ ヤ 大
哲学 ･ 医学 博士 ア ン ドレ ア ･ マ リ ア - ニ に よ る 16 30年 の ボ ロ ー ニ ヤ ペ ス ト年代記なども出版された ｡
na c c o nto de a//
'
ordin /
'
e pr o v I
'
sion /
'
fat te n e
'
La z a r et t/
･
/
･
n Bo/ogn a, e s u oCo ntado /
･
n te mpo de
Co ntagI
'
o de//
'
Jn n o1630･ DiPietr oMo r at t i
. . . , Bologn a, CIe m e nte Fe r r o ni, 163 1. ; Andr e a eMa ria ni
De Pe ste Jn ni M･ DC･ XX X･ Bo n o n /
'
a e
･ ･ ･ , Bon onia e, Ty pis C Je m e ntis Fe r r o nij, 1 631 . Cfr . Brighet ti
Anto nio , Bo/ogn a e/a pe ste delT6 30･ Co ndo c u m e nt i/
･
n edI
･
t/
･
del/,^r ch ivio Segr eto Vat/
･
c a n o, Bologn a
Aulo Gag gi Ed ito r e, 19 681 ブ リゲ ッ テ ィ が 新 た に 発 見 し た ヴ ァ チ カ ン 枢密図書館所蔵 の ボ ロ ー ニ ヤ に
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疫病情報の収集 に 関係する別の事実 と して ､ 教皇庁衛生省は ､ 16 2 9年
11月 に
設 置され る とすぐに ､ ア ドリア 海に画 した マ ル ケ地方の ア ン
コ ー ナ に べ ス ト羅 患の 容
疑の ある 患者 を収容 して 調査す る病院を設立 した
61
｡ 類推の 域 を 出な い が ､ ア ン コ
ー
ナで調査され た 臨床結果が ロ
ー マ は も と より教皇領各都市の衛生局 に報告さ れて いた
可 能性 は大き い だろ う ｡
相互 情報交換や 出版文化を通 じた情報の 共有 と衛生 局 による 知の集権化の
一 方
で ､ ペ ス ト対策 に優れ た 人材が異な る都市で活躍 して い た例を 1 6世紀 末の ミ ラ
ー ノ
に見 出す こ とがで き る ○ 当時ス ペ イ ンの統治下 にあ っ た ミ ラ
ー ノで は 王権 によ っ て任
命された ゴ ヴエ ル ナ ト
ー レが 都市行政権を代表 して い たが ､ アル ブク ェ ル ケ 公 ､ アヤ
モ ンテ 侯ア ン トニ オ
･ デ ･ グス マ ンと短期間 に任期交代して い た ため ､ 事実上大司教
の カル ロ ･ ボ ッ ロ メ ー オ(Ca rlo Bo rr o m e o)が 首長 と して の 役割を果た して い た ｡ 彼は
ポル タ ･ オ リ エ ン タ ー レの外に建設 され た大規模な べ ス ト施療院 ､ 隔離病院 の精神的
･
物質的運 営の 必要性 に対 処するた め ､ カ ッ プッ チ
ー ノ会士 ア ン トニ オ ･ ベ ッ リ ンタ ー
ノ を こ れ ら病院運営 と看護体制の 統率者 と して 招携 した
6 2
｡ 彼は マ ル セ イ ユ に べ ス ト
が 流行 した 時に当地 の施療院を監督 して い た経験があ り ､ ペ ス トに対す る医療的 ､ 宗
＼
数的施策 に つ い て 通 じて い た ○ 彼 はカ ル ロ の 重任を 受けて ロ
ー デ ィ の 五人の カ ッ プッ
チ - ノ会士 と とも に ミ ラ ー ノ に入 り ､ 1 57 6年 9 月 29日か ら翌 年 8 月 23 日 まで の 約
一 年間 ､ ミ ラ ー ノ の ラザ レ ッ トの指揮を 取 っ た ｡ 衛生 局長 官ジ ロ
ー ラモ ･ モ ンテ ィ は
ベ ッ リ ン タ ー ノ の 命令 に従わ ずこ れ に協力 しな い もの に対 してガ レ
ー 船送 りや鞭 打ち
刑等の 重 罰を課 して そ の 全権を支 え ､ カル ロ と と も にほぼ毎日施療院を訪問 し て 運営
に協力 した ｡ 過去 の ペ ス ト対策で現場経験 の あ る人 物が ､ 疫病が再 来 した と き に再 び
動員され た例 と して は ､ 16 3 0年 にミラ
ー ノ に建設 され た ペ ス ト病院の院長 に ､ 1 5 7 6
年の 同市の ペ ス ト施療 院院長 を勤め たカ ッ プ ッ チ
ー ノ 会士 フ ェ リ ー チ ェ ･ カ サ ー テ ィ
が再 度任命 され た こ と を挙 げる こ とも で き る
6 3
｡ こ の よう な 人材登 用 を 通 して も疫病
対策の 知識が継承 され た の で あ る ｡
e r J
'
m ed ij e spe rJ
'
mentat/
'
n ella v er a
m a ndate da v a rijMod/
'
ci a s s /
'
ste nt/
I
I
'
n Ve n et ia, e r /
.
stanTPate in Napo//
'
,
[ Bibliote c aVa= ic elt ia n a, Rom a;
cu r a, e pr e s e r v a. co nI
'
I m odo dipu rga r/e r obbe･ e c a s e I
'
nfet te,
in delta c u r e. Sta mpato pe r o rdI
'
n ede/ NagI
'
str ato deI Ja Sa 斤itA
ad I
･
n sta n z adlADdr e aPa/adin o, NapoLi, Ot ta vio Beltr a n o･ 1 63 1･
s. Bo r r. Q.l. 1 04, int. 2.]
61 pa sto r, The ”/
･
sto ry of the Pope s, v oI･ XX IX, 1938･ p･ 36 9･
6 2or s e nigo , Ce s a r e,
"Vita d i Sa nCa rlo 8o r r o me o･ Capitolo XV H･ Le gr a ndic ala m
'
Lta
”
, in :San Ca rlo
8o r r oJ m n eJ Te r z o c e nte D ario del /a Ca n o n I
･
z z a z J
･
o n e, MI D C･ X - M･ CN･X･ Mila n o, Reda zio n e ed
Am minist,azio n ein Mi la n o, 1910, p p.3 01
-31 0, p p･ 30 3
- 05･ オル セ ニ ー ゴに よ る と ､ ア ン ト ニ オ は
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第 A早
反 ペ ス ト図像の諸類型
- ペ ス ト流行 と宗教的表象文化 -
7 6
第 - 節 : 反 ペ ス ト聖 人信仰 と造形芸術
『文学 と美術 に お ける ペ ス トと疫病』 を 1 9 1 4年 に上梓 した ク ロ
ー フ ォ ー ドは ､
古代ロ ー マ に おける疫病 とそ れ にた い する対策儀礼を 通 して ､ ギリ シ ャ の 神々 や 儀礼
が ラテ ン世界 に摂 リ入 れ られ ､ ロ ー マ 化 して い っ た過程 を論 じた
1
｡ ペ ス トに対する
守護聖人信仰もまた ､ ペ ス ト洗行時の 宗教的儀礼 にお い て ペ ス トと特定の 聖人が結合
した と こ ろ から生 ま れ ､ 前節で 述 べ た よう に黒死病 の半世紀後 ､ 1 5世紀 か ら盛ん に
制作され た ペ ス ト奉納 図像 に反 ペ ス ト聖人信仰の 隆盛を窺 う こ とが で き る
2
｡ 古代末
期以降の キ リス ト教化 に とも な う異教 の神々 とキ リス ト教信仰の シ ン ク レテ ィ ス ム に
っ い て は ､ こ れ まで 様々 な 知見が提 出され て い る が ､ ペ ス ト図像 にお い て も ､ 古代
起 源の疫病や 守護神 の象徴体系がキ リス ト教図像 に継蘇 ､ 変形 され て用 い られ て い た ｡
｢矢+, ｢剣+ は神罰 と して捉え られた あ らゆ る伝染病 を表象す る ｡ 舌代ギリ シ
ャ ､ ロ ー マ で は ア ポ ロ ー ンや ア ルテ ミ ス の 放 つ 矢は ､ ｢突然の 死+ を意味 して い た ｡
原 因不 明 の疫病が 突然 に生 命 を奪う 様を ､ 矢 に射られ て 死 ぬ と表現 した ので あ る 4｡
∃ ハ ネの 黙示録 (6:4,8.) で 死や 飢鐘 ､ 戦争 を もた らす騎士 が も つ 矢 と剣 は ､ ペ ス ト
1
の象徴 と して解釈 された ｡ 1 4世紀初頭 以 降 トス カ - ナ芸術 に お い て ｢矢+ は死 の 象
徴 と して頻繁に描か れ る よ う にな っ た 5o その 後 14世紀 の黒死 病以 降全欧に広ま っ た
1 cr a wfu rd, Raym o nd, P /agu e a nd pe st i le n c e /
'
n /ite r atu r e a rld art, Oxfo rd, Clar e ndon Pr es s, 191 4,
p p. 42-59.
2 Br o s s ollet, Ja cqu eline ,
``
A Ic u ni a spet ti sto ric o- a rtistici delta Pe ste
l
L nEu r opa
”
, in : Ve n e zia
e Ja pa ste, 1348/179 7, Ve n e zia , 抽ar s=io, 1979- 80, p p. 20卜2 05. ; Polz e r, Jo s eph,
"Aspe cts of the
Fo 8 rte e nth- Ce ntu ry tc o n ogr aphy of De ath a nd t he PIagu e
' '
, in :The a/a sk De ath. The Impa ct of the
foLJ rte e /?t h- c e17tu ry P /agu e. Pape r s of the E/e v e nth Jn n u aJ Co nfe r e n ce of the Ce nte rfo rNedie v a/
6 Ear/y ReD a /
-
s sarl Ce Stud/
'
es, ed. By Da niel Wi lJ iarn, lRtr Odu ct io n by Na n cy S ir aisi, Bingham to n,
FJe wYo rk, Ce nte r of Hedie v al a nd Ea rly Re n aissa n c eStud ie s, 19 82, p p.107
-13 0.
3 こ の 基 本的視座 は セ ズネ ッ ク の 古典的研究 に求められ る ｡ Sez n e c, Je a n, La Su r viv a n c ede s dJ
''e u x
a nt/
･
qu e s : e s s a I
･
s u rJe r ole de /a tr ad/
'
tJ
'
o n mythologiqu eda n e/
'
hu n7a nis m e et dens /
P
a rt de /a
Re nal
-
ss a nc e. [ジ ャ ン ･ セ ズ ネ ッ ク ､ 『神 々 は死なず : ル ネサ ン ス 芸術 における 異教神』､ 高EEI勇訳 ､ 美
衛出版社 ､ 1 97 7年 ｡ 〕; 特 に 古代末期 に 地中海世界 に広く流布 した 大地母神崇拝と聖母 マ リ ア , キ リ ス
ト教聖女信仰 との 連続性 と変容 に つ い て 興味深 い 研究が累積 して い る｡ Ja m e s, E. 0. , The c u/ t of the
Motlle r-Godde s s. Jn a r cba e o/ogic a/ a nd do c unle nta ry Study, Lo ndo n, Tham e s a nd Huds o n, 19 59. ; Mo ss ,
Le o n a rd W. , a nd S tephe n C. Cap pa n n a ri,
` `Ln qu e st of the b一a ck V irgin : She is b 一a ck be c a u s e she
is bLa ck
”
, in :Mothe rWo r ship. The m e and Va r J
'
at io n s, ed. by Ja m e sJ, Pr e sto n, C hapel H = l, ”. C. ,
The Univ e r sity of
The nlyth a nd c u/t
Italia n rel igio u s
198 2, p p.9 5
- 122. :
pr ote ctr e s sfr oIU
No rth Ca r o一in aPr e s s, 1 98 2, p p. 53
-74. ; Wa rm er , Ma rin a, A/o n e of aI /he r s e x.
of the Virg/
'
n Ma ry, Lo ndo n, Pa nBo oks Ltd. , 1985(1 976). ; Te nto ri, TuIIio,
"
An
fe a st: the Fujie nt/
'
rite s of the Mado n n ade H'Ar c o, Nap(e s
''
, in :Mothe rWo r ship,
Be rge r, Pa m ela C. , The Godde s s obsc u red. Tr a n sfo rnlatI
'
o n of (he gr ain
gode s sto s a I
'
nt, Bo sto n, Be a c o nPr e s s, 19 85. ; 0
'
Nei I, ”. Patrick,
"The c ult of
Ma ry c o mpar ed with Ancient Mothe rGod de s s e s
”
, in :Ge nde r, c u/ tu r e, a nd t he a rts . Wo m e n, the a rts,
a nd s o cJ
'
ety, Su squ eha n n aUniversit yStudie s, ed. by Ro n al d Dottc r e r a nd Su s a RBo w e r s, Lo ndo n
-
To r o nto, As s o ciated UP. , 19 93, p p.2 2
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1 例 え ばホ メ 一 口 ス , 『イ ー リ ア ー ス』､ 上下 ､ 松 平千秋訳 ､ 岩 波文庫 ､
行 ｡
5 po】z e r, Jo s eph,
"
Aspe cts of the Fo u rte e nth
- Ce ntu ry lc onogr aphy
a/a ck De ath. The /nlPa C[ of the fo u rte e nth - c e ntu ry P lagu e. Pape r s
of t he Ce nte r fo r Med ie v a/ 6 Ea rly Re n ais s a n c eStud ie s, ed. By
1 9 9 2年 , 上 ､ 第 一 歌 ､ 43 -52
of De ath a nd the Plagu e
”
, in:The
of (he EIe v e nt h An n u a/Co nfe r e n c e
Da niel W ill ja m, Lntr odu ctio nby
Na n cy Sir aisi, B ingha mto n, Ne w Yo rk , Ce nte r of Medie v a一 a nd Ea rly Re n ais s a n c eStudie s, 1982,
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反 ペ ス ト聖 人 信仰の 表 象 に取 り 入 れ られ た ｡ サ ム エ ル 記 下 (2 4:1 6
- 1 7) や列王 記 下
(1 9:3 5) の ｢剣を振 り か ざ して 民を 打つ 主の 御使 い+ は ､ 6 世紀末 の ロ
ー マ の ペ ス
トの 伝承 と結び付 けられ た 大 天使聖 ミ カ エ ル 信仰 ( 図26) や ､ ペ ス ト流 行風景の 上
空 に飛 ぶ 天 使 と い う 図像の 根拠 とな っ た ｡ 殉教者聖 セバ ス テ ィ ア ヌ ス は ､ ｢矢+ を射
られ て 処刑 され た が 奇跡的 に命 を取 り留め た と い う聖 人伝 と ､ 『ラ ンゴ/i)レド史』 の
記 述か ら 6 8 0年 の ロ ー マ の ペ ス ト流行 の際 に ロ ー マ を 護 っ た と され て ､ ペ ス トが繰
り返 し流行 した 1 4世 紀末か ら 15世紀初頭以 降 ､ 特 にロ ー マ を 中心 に べ ス トの 矢か
ら信徒 を 護る 守護聖人 と して 信仰 され ､ ペ ス ト奉納画 に頻繁 に描 か れ た
7
｡ ル ネサ ン
ス 以降 ､ 美 しい 裸体青年像 と して描 かれ 始 めた 聖セ バ ス テ ィ ア ヌ ス の表現 は ､ 矢 とと
も に太陽神 アポ ロ ー ン の 属性 を 踏襲 した も の で あ る (図 3
8)｡ 一 度 目の 処刑 の 傷を ロ
ー マ の貴族 女性 ｢聖女 イ レ ー ネ に癒 さ れる 聖セ バ ス テ ィ ア ヌ ス+ も ､ グ ェ ル チ
ー ノ
(Fra n ce s c oBa rbie ri1 5 9 1- 1 6 6 6) の作 品9に見られる よ う に ､ 16 世紀 末か ら 17世紀
に多く描か れ た 主題 で あ る (図 4)｡ また 神罰 を下 す万 能 の 神や 審 判者 キ リス トが 手
に矢を も っ て地上 に投 げ下 ろ す表現 は ､ 雷電を 振り か ざすギ リ シャ の 主神 ユ ピテ ル を
想起させ る ｡
矢 と剣をも っ て 地上 に べ ス トを送 る怒れる 神の罰か ら ､ キ リス ト教信徒 を守護
す るミ ゼリ コ ル ディ アの 聖母 は , 特 に 14世紀か ら 1 6世紀 半ばまで 中部イ タ リ ア を
中心 に頻繁 に描かれ た ペ ス ト主題 で あ る ｡ 降 り しき る 矢を跳ね 除 け る マ ン トを広 げて
そ の下 に信徒た ち を か く ま う ミゼ リ コ ル デ ィ アの 聖母 (マ ントの聖 母) は ､ 1 3世紀
に シト 一 会が創始 して 執 り成 しの聖 母 に発展 した 図像で あ る が 1 0､ そ も そ も マ ン トを
広 げて信徒を護 る母神 イ メ ー ジ は ､ ヘ レ ニ ズム期の 大地母神 イ シ ス の図 像表現 を キ リ
ス ト教化 した も の で あ る ｡ キ リ ス ト教世界で は ｢ バナギ ア+ と して 崇拝 され た こ の聖
母 図像 は ､ プト レマ イ オ ス 朝 にア レクサ ン ドリ ア に建立 された イ シ ス 神殿 と ､ キ リス
ト教化以降司教 テオ ドル ス によ っ て こ の 神殿 を建材 と し て建て られ た聖母 聖堂の 双 方
に ､ マ ントを広げて 子 ども 一 倍徒を護 る女性像 が 紀られ た と い う事例 が示 すよう に ､
イ シ ス 信仰 とマ リ ア信仰 の統合の 結果 成立 した
1 1
｡ さら に ､ 2 世紀 の 古代 ロ ー マ 記 念
硬貨に見 られ る ｢守護+ の観念 を表わ した 図像 を霊感源 とする こ とも指摘され て い る
p p. 10 7
-1 30, p. 11 4, ∩ . 21.
6 グイ ー ド ･ レ ー ニ ､ ｢ル シ フ ア ー を 打 ち倒す大天使聖 ミ カ エ ル +､ 16 3 5年 ､ 画 布､ 油 彩 ､ 29 3×2 02c m ､
ロ ー マ , サ ン タ l マ リ ア . デ ッ ラ . コ ン テ ェ ツ イ オ ー ネ聖 堂 ､ 右 第 一 礼 拝 堂
7 Br o s s oltet,
"A Ic u ni a spet ti sto ric o
- a rtistici del la Pe ste in Eu r opa
”
, p . 203.
8 イ ン ノ チ ェ ン テ ィ 礼拝堂 の 画家 ､ ｢天 使 に 戴冠 される聖 セ バ ス テ ィ ア ヌ ス+､ 1430･40 年 代 填､ フ レ ス
コ ､ ト レ ヴ ィ ー ゾ ､ サ ン タ ゴス テ イ ノ 聖堂 ､ イ ン ノ チ ェ ン テ ィ 礼拝堂
9 グ エ ル チ - ノ ､ r聖 女イ レ - ネ に 癒 され る聖 セ バ ス テ ィ ア ヌ ス+､ 1619 年 ､ 画布 ､ 油 彩 ､ 1 79×2 2 5c m ､
ボ ロ ー ニ ヤ ､ ピ ナ コ テ - 力 ･ ナ ツ イ オ ナ ー レ
川 執 リ成 し の 図像 と 1 6世紀 におけ る発展 に つ い て は 以 下 に 簡潔 に ま と め られ て い る ｡ 甲斐 数行 ､ ｢フ
ェ デリ コ ･ バ ロ ツ チ と カ ッ プチ - ノ 会 - - ト レ ン ト宗教会 議以後 の 対抗宗教改革期芸術 の
一 形態+､ 1 99 9
年度千葉大学大学院社会文化科学研究科博 士 論文 ､ 1999年 ､ 第 8 章第 1 節 ｡
l l o
'
Neil,
”The c ult of Ma ry c o mpa r ed 甘i th An cie nt Mot he r Godde s s e s
”
, p p. 391 40･
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12( 図5). 例え ば ､ ロ ー マ 人 を護る よ う に衣 を広 げる ｢祖 国の保護者+ と して の ユ ピ
テル (《Co n s e r v ato ri Patris Patria e》 の 銘文) や ､ 皇帝の慈愛( 《pieta s》)､ あ る
い は祖国の 統 一 ･ 一 致 (《C
.
o nc ordia》) を表わす武装した 女性擬人像が ､ マ ン トを広げ
て ロ ー マ 兵士 を守護す る図像等が ､ キ リ ス ト教 時代に ｢ミ ゼリ コ ル ディ アの聖母+ 図
像に影響を与えた 可 能性が 大き い ｡
ミゼリ コ ル デ ィ ア の 聖母の表現 は ､ 1 4 64年春か らペ ス トが 流行 した サ ン ･ ジ
ミ ニ ヤ ー ノ の ア ゴス テ イ ノ 会の た め にベ ノ ッ ツ オ ･ ゴ ッ ツ オ リ (14 20-97) が描 い た
｢守護聖人聖セバ ス テ ィ アヌ ス+ に も取り入 れ られて い る 13(図 34)0
13 4 8年の 黒死 病 と ､ 6 0年以降の 周期 的な べ ス ト流行は ､ 新たな べ ス ト聖人信
仰を生 み 出した ｡ 黒死 病の 際 に ､ 実際 に ロ ー マ 巡礼途中 にイタ リア 各地で ペ ス ト患者
の看護 に あた り ､ 自らも得意 した が奇跡 的 に治癒した聖 人伝を もつ 聖 ロ ク ス は ､ 1 5
世紀 には い っ て ヴ ェ ネト地方 ､ エ ミ リ ア ･ ロ マ - ニ ヤ地方 ､ 生地モ ンペ リ エ 等 を筆頭
と して ペ ス ト聖人 と して信仰が 高まり ､ 14 7 8年の 『聖 ロ クス 伝』 の 出版を機 に全 欧
に信仰が拡大 した こ とは盛ん な 造形 化の 事実からも窺え る1 4( 図6)｡ 聖人伝 に則 っ た
聖 ロ クス の 図像表現 は , 巡礼姿で ､ ピアチ ェ ンツ ア で ペ ス トに罷 っ た こ とを 示 す太 も
もの ペ ス ト斑 と ､ 天 使と 一 匹の 犬 に癒 され る場面 が最 も多く描かれ た ｡
聖 ロ クス の よ うな ペ ス ト患者 の看護や救済 にあた っ た実在の 聖人 も反 ペ ス ト聖
人 に数え られ る ｡ 1 4 0 0年の シ エ ナの ペ ス トで活足 した聖 ベ ル ナル デ ィ ー ノ や 14 8 3
年の フ レジ ュ の聖 フ ラ ンチ ェ ス コ ･ ダ ･ J†オ ラな どが 挙げられ るが
1 5
､ 近 世が 産ん だ
最大の ペ ス ト流行 に 関わ る 聖人は ､ 1 6世紀末 ミ ラ ー ノ の ペ ス ト対策を 指揮 した 聖カ
ル ロ ･ ボ ッ ロ メ - オで あ ろ う o トレン ト公 会議 の 指導的論客で あ り対抗宗教改革運動
の中心 的人物で あ っ た 聖カ ル ロ は ､ 自らベ ス ト患者を見舞 い ､ 秘蹟 を授け ､ また ミ ラ
ー ノ の 人 々 をカ トリ ッ ク 信仰に向か わせ て 三 日 間にわた る悔懐 と嘆願 の 行列 を組織 し
た ｡ こ の 1 57 0年代末の イ タ リ アの 大ペ ス トが ｢聖カル ロの ペ ス ト+ と称され る まで
に ､ こ の ミ ラ ー ノ 大大司教は ペ ス ト聖人 と して の 信仰を集め ､ 16 1 0年 に列聖 され て
か らは ､ 彼 の聖人伝 に取 材 した宗教画が急増 した ｡ 例 えば ､ 自らの羅患の 危険を顧み
ずペ ス ト施療院 を見舞 っ て 秘蹟 を授 ける 場面 が代表的な もの だが ( 図7)
16
､ ミ ラ ー
ノ 市全体の 悔懐を 示 し神の慈悲 を歎願す るた め に聖カル ロ が組織 した ｢聖釘 (Sa c r o
T2 so[w ay , su s a n,
”A Nu mis m atic s o u r c e of the Mado n n aof Me r cy
H
, in :Art Bu/letin･ v ol･67･ n o･3･
sep t.1 98 5, p p. 35 9
-3 68. ソ ル ウ ェ イ は､ 直 接 的影響関係は証明で き な い もの の ､ 2 世 紀 の ロ ー マ の コ イ
ン に 刻まれ た 図像が こ の 主題 の 霊感源 と し て 重要 で あ る こ と を指摘 した ｡
-3
ク リ ス テ ィ ー ナ ･ ア チ デ ィ ー ニ ･ ル テナ ー ト､ 『イ タリア ･ ル ネ サ ン ス の 巨匠 1 2 ベ ノ ッ ツ オ
･ ゴ ッ
ツ オ リ』､ 東 京 書籍 ､ 19 95年 ､ 42-54貢 , 図 7 4｡
1 4 Br o s s oL let,
"AIc u ni a spet ti sto ric o
-
artistici de =a Pe ste in Eu r opa
”
,p･ 2 03･ 例 え ば ､ テ ィ ツ ィ
ア ー ノ ､ ｢聖 ロ ク ス とそ の 生涯+, 1523年 頃(?)､ 一 枚 彫 リオ シ ロ グラ フ ､ 56. 4 ×40 .4c m ､ ロ ン ドン ､ ブ
リ テ ィ ッ シ ュ ･ ラ イ ブ ラ リ ー (In v.18 6 6･4 ･14- 140)
15 Br o s s ol let,
"AIc u ni a spet ti sto ric o
-
artistici della Pe ste in Europa
”
= p p･ 203-2 05 ･
-6
カ ル ロ ･ サ ラ チ ェ ー ニ ､ ｢ペ ス ト患者 に聖体拝領を施す聖カル ロ ･ ボ ッ ロ メ ー オ+､ 1 6 1 8
･ 19年 頃､ 画
7 9
chiodo) の行列+ が ペ ス ト流行の 凄惨な 光景 の 中を 進む 様 を描 い た 数多く の 作例 は
そ の苦行的と も い え る彼 の貰 い 信仰心 を表現 して い る ( 図8･ 9)
1 7
｡
こ れら代表的な 反 ペ ス ト聖人の ほか に も ､ ヨ ー ロ ッ パ 各地で は都市守護聖人や ､
病 気治癒の 奇跡を 行な うと された聖 人た ちが ､ ペ ス トに対 する守護聖 人と して信仰 さ
れ た ｡ 例 え ば､ 1 5世紀末以降急速 に信仰が拡大 した聖 母 マ リア の 母聖ア ンナ ､ 聖 ヨ
セ フ ､ 熱病の 守護聖人で ある こ とか らペ ス トにお い て も執 り成 し祈願の 対象と され た
隠者聖ア ントニ ウス ､ 12世紀 か らフ ラ ン ス ､ イ ギ リス の 王 権が 始め た ｢る い れ き 触
り+ の 治癒儀礼を通 して 奇跡的治癒能 力を もつ 最高権力者の祖型 と して 信仰さ れた 聖
王 ル イ 1 8､ 療病者 の 守護聖人預言者聖 ヨ ブ19( 図6 0)､ ドラ ゴン に象徴され る 疫病 を
倒 して 都市や 信徒集 団の 身を 護る伝説 的聖人 ゲオル ギ ウス 2 0､ 南イ タ リ アや シチ リ ア
島 で 特別 に信仰され た 聖女 ロ ザリ ア ､ リ ヨ ン の 聖 ニ コ ラ ･ ダ ･ トレ ンテ ィ ー ノな どと ､
枚挙 に暇がな い ｡
ペ ス トと芸術 の 関係 につ い て は ､ ミ ラ ー ド ･ ミ ー ス の 研 究以来 ､ そ の 修正 を 含
め て硯在 に至 るまで 議論が 闘 わ され て い る2 1｡ ミ ー ス が 提起 した ､ 黒死 病 が最後 の 審
判図､ 特 に地獄の表象 に与え た 影響と い う 問題 に つ い て ､ 様 々 な議論が な され て き た
が 22､ 反 ペ ス ト聖人信 仰が 隆盛 し ､ 図像化 さ れ る の が 1 5世紀 以降だ っ た こ と につ い
布､ 油 彩 ､ チ ェ ゼ ー ナ (フ ォ ル リ近郊), キ エ ー ザ ･ デ イ ･ セ ル ヴ ィ
17 チ ェ - ザ レ ･ ネ ッ ビア ､ ｢聖 力 ル 口 ･ ポ ッ ロ メ ー オ の 聖 訂行列+､ 1 6 03-4 年の 間 に言己録 ､ フ レ ス コ ､ パ
ヴ ィ ア ､ コ ツ レ ー ジ ョ ･ ポ ッ ロ メ ー オ ; ピ エ トロ ･ ダ ･ コ ル ト - ナ ､ ｢ペ ス ト終蕎 の ため に聖 訂を行列す
る聖カ ル 口 ･ ボ ッ tjメ - オ+､ 1 66 7年 完成 ､ 画布､ 油彩 ､ 50 0×3 30cm ､ ロ ー マ ､ サ ン ･ 力 ル 口 ･ ア イ ･
力 テ ィ ナ ー リ聖 堂 ､ 主祭 壇
18 マ ル ク ･ ブ ロ ッ ク , 『王 の 奇跡 : 王 権 の 超 自然的性格 に関す る研究 ｡ 特 に フ ラ ン ス とイ ギリ ス の 場合』､
井 上 泰男 ､ 渡逢 昌美共訳 ､ 刀 水 書房 ､ 1 9 98年を参 照｡
19 レオ 一 に よ る と､ ヨ プ の 信仰およびイ コ ノ グ ラ フ ィ ー 上 の 意 味は , ①キリ ス トの 受難 ､ 教 会 の 迫害 の
予型②忍従 ､ 信仰 に 対す る服従 と不動さ の キリ ス ト教 的美徳 の 模範 ､ キ リ ス ト教的愛 の 試練 の 象徴③ラ
ザ 口 ととも に療病患者(ハ ン セ ン 氏病)の 守護者｡ 中世 の 療病 の 守護者と し て の ラ ザ 口 ､ ヨ ブ信仰 は , 1
4 世 紀以降 は ペ ス ト患者 の 守護者 に ス ラ イ ド した ｡ R6a u, Lo uis , Jc o n ogr aphh ie de I
'
a rt chr etI
'
e n, Pa ris ,
pr e s s e suniv e r sitair e sde Fr a n c e, 1 9 55
-1 958, ll- 1, p p, 31 卜1 4. ベ ツ リ ー ニ 作 品で は 前景左側 に裸
体 の ヨ ブが描 か れ て い る ( ジョ ヴ ァ ン ニ ･ ベ ツ リ ー ニ , ｢聖 ヨ ブ の 祭壇 (14 7 7･ 78年ヴ ェ ネ ツ ィ ア の ペ ス
ト記念)+, 14 7 8- 0年 頃 ､ 板 ､ 油 彩 , ヴ ェ ネ ツ ィ ア , ガ ッ レ リ ー ア ･ ア ッ カ デ ミ ー ア)
20Ho rde n, Pe r egrin e,
``Dis e a s e, dr ago n s a nd s aints :the m a n eg m e nt of epide mic sin the Da rk Age s
”
,
in :EpideIW I
'
c s a nd I
'
de a s. Es s ays o Dthe histo ric a/ pe r c eptio n ofpe st/
'
/e n c e, ed. By Te r e n c eRa nge r
a nd Pa uE Slack, Ca mbridge and Ne w Yo rk, Ca mbridge U P. , 19 92, p p. 45-76. ホ ー ル デ ン に よ る と､ 聖
ゲオ ル ギウ ス伝 に おけ る ドラ ゴ ン退治 の エ ピソ ー ドは ､ 他 の 聖 人の ド ラ ゴ ン退治伝承を適用 し て 中世 1
2 世紀以降 に再構成され た もの で あ る ｡ また ､ パ リ近 郊 の聖 人伝と実際 の 地理学的実証 に よ っ て , ド ラ
ゴ ン は ､ 水 害や湿地を発生源とす る マ ラ リア の 原 因 の 文学的隠愉 で あ る こ と が明ら か に され て い る ｡
21ミ ラ
ー ド ･ ミ ー ス ､ 『ペ ス ト以後 の イ タ リ ア絵画』､ 中 森 義宗訳 ､ 中央大学 出版部 ､ 19 78年 (19 5り｡ ; ミ
- ス が 黒死病 によ る精神的打撃 の表 れと した ピサ の 力 ンポサ ン 卜の ｢死 の 勝利J は､ ボル ツ ア ー に よ っ
て 1 33 3- 6年以前 に は 完成 され て い た こ とが論証 された ｡ Polz e r, "Aspe cts of the Fo u rte e nth- Ce ntu ry
lc o n ogr aphy of De ath a nd the Plagu e
”
, p p.1 0 ト13 0. ;19 94 年 に は 黒死病 の 歴 史的文化史的評価を巡 る
シ ン ポジウ ム が 行われ た ｡ La Pe ste He r a :datI
'
d/
'
u n a r e a/t ed e/e m e nti d/
'
u n ainte rpr eta z /
l
o n e,
At ti del X XCo nv egno storico inter n a zio n ale, Tod i, 1 0
- 13 ot tobr e19 93, Spo(eto , Ce ntr o(tafia n o
d i Studis uL L
'
Al to Medio e v o, 19 94. ; ミ
ー ス 以 来 の 論争 に つ い て は 以下を参照 ｡ 岡 田 温司､ ｢ミ ー ス
以 後 の 『ペ ス ト以後』 一 研 究の 現状 と課題+､ 『研 究紀 要』､ 京 都 大学文学部美学美術史研 究室 ､ 18､ 199 7
年所収 ｡ ; 岡 田 温司 ､ 『ミ メ ー シ ス を超え て 一 美 緒 史 の 無 意識 を問う』､ 勤 葦書房 ､ 2 00 0年 ､ 第 三 章 ｢ペ
ス トと美緒 - 1 4世 紀 の トラ ウ マ とそ の 徴儒+｡
22 ミ ラ ー ド ･ ミ - ス に 始 ま る ペ ス トと絵画表象の 変化 の 関係 に つ い て の 議論 は以下 を参 照｡ Ba s chet ,
J 6r6m e,
"
Im age et6v6neme nt: I
'
a rt sa n s[a peste ?
”
, in :La pe ste n e r a.
I dat idi u n a r e s/ ta
t
ed e/e m e nt i
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ては ､ 黒死 病 と 1 3 6 0年の ペ ス ト再来 によ っ て負 っ た深 い心 的外傷 が社会的秩序 ､ 経
済活動 の再建 と芸術 活動 の 再 開を遅延 させ た と い う解釈もな されて い る 2 3｡ 15世紀
以 降に これ らの ぺ. ス ト守護聖人を主題 とする造形芸術が 多数制作 され た こ とに つ い て
も ､ な ぜ黒死 病直後で は なく ､ 早く とも1 4世紀末にな っ て からな の か とい う問題は
中世文化史の論争の 的で ある ｡
黒死病以降の 中部イ タ リ ア遺言書 にお け る絵画 制作依頼の 変遷 を研究 した サ ミ
ュ エ ル ｡ コ ー ン によ る と2 4､ 1 3 4 9年か ら 1 3 6 2年の ペ ス ト再来まで の期間 には絵画寄
進数およ び主 題 ､ 人物数の特記 件数は減少 して い た ｡ しか し ､ 黒死 病か ら 20年後の
ペ ス トの 再流行の後 に ､ 寄進数 は増加 し ､ 遺言内容もよ り詳細で複雑な 主題 内容が 明
記 される よ う にな り ､ 通常歴 史家が 述 べ て きた の とは逆 に､ 1 36 0年代か ら 7 0年代
初頭の 社会的経済 的衰退期 には 遺言数 は黒死 病以 前の 五倍 に増加 した ｡ 15世紀初 頭
か ら聖人伝 を主 とする 物語絵画が増加 した が ､ 基 本的な 絵画 主題は聖母 子 だ っ た とコ
- ンは 述 べ て い る ｡
筆 者は ､ 上記 の よ うに複雑な様相を 帯びた 黒死 病とペ ス ト主 題 ､ ペ ス ト聖人 図
像の関係と い う問題を 踏まえ つ つ ､ ペ ス トを直接的動機と して描か れ た絵画 作品が い
か なる もの だ っ た の か ､ そ して それ らが 歴史 的にどの よう に展開した の か と い うこ と
を考察する必要が あ る と考 え る ｡ その た め に ､ 中世末か ら 17世紀 まで の イ タリア を
中心 に ､ 具体的な べ ス ト流行 との 関係が 明らか な奉納画 および行列用 の 旗 の 図像 を収
集した ｡ 次節で は ､ これ らの 作品群を 描かれ て い るモ チ ー フ 毎 に頼型 化 して ､ どの よ
うな形式の ペ ス ト図像が存在 した のか を明らか に して ゆく ｡
di〟H a /
'
nte rpreta zione, SpoJeto, Ce ntr od i Studim edie v al i, 1 994, p p. 25
-4 7▲ ; 岡 田 温司 , 『ミ メ
- シ ス を超 えて 』､ 第 三 葦 ｡ 特 に ミ ー ス と R ･ ロ ン ギ の 論争 は 川0-106貢 ｡
23 近年 の 研究動 向を踏まえ て ､ 岡 田 温司 は ､ 黒 死病 が 与え た トラウ マ の r語 リ え ぬ こ と+ r表象 し得 ぬ
こ と+ と い う性格 に留意 し ､ ｢ずらされ ､ 遅 らされ ､ 移 動され､ 時 に は反 対物 に よ っ て 置 き 換 え られた ｢故
候++ を問う ベ きと いう問題提起 を し て い る｡ 岡 田 温司 ､ 『ミ メ ー シ ス を超え て』､ 94 貢｡ 筆 者 は ､ 岡 田
氏 の 見解を支持す る と共 に ､ 序 論 で も述 べ た とおリ ､ 本論 に お い て ペ ス ト行列を取 リ上げ る こ と で 疫病
の 最中 に人 々 が求 め た 精 神文化 に肉薄 でき る と考える ｡
24 cohn , Sa m u e[ K. , Jr . , The c u/i of r enle mbr a n c e a nd The BJa ck De ath. Six r e n ais s a n c e ci t ie s I
'
n
ce n[r a/ I ra/y, Ba= im o r e ar7d Lo ndo n, T he John s Hopkjn s UP , , 1992,p p. 25 小261. コ
ー ン は 黒 死 病
以前 から ､ ｢現 世的記憶+ ｢地上 にお け る 不 死 性+ の希求 ヘ と 心 性 の 構造変化 が 見られ た が ､ 13 62年 か ら
の ペ ス トの 再来が こ の 変化を決定的なもの に した と結論 し て い る(p p. 28 1ff). 興 味深 い こ と に ､ コ ー ン
に よ ると ､ 中部 イ タ リ ア 都市 国家間 で ｢地上 の名声+ の記緑 ヘ 向 か う心 性が見ら れ る 地域 は ､ 父権 的財
産相続制度 が強 く 女性 の 財産所有権が低 い社会 であ っ た(pp.2 85
-2 B8)｡
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第 ニ 節 ペ ス ト奉納画 および笥妄臓 図像の 類 型 化
筆者 は ､ ペ ス ト主題が 図像化され は じめ た 1 4世紀末以降 ､ 1 7 2 0年の 最後 の
大 ペ ス ト以前まで の 時期 に ､ イ タリ ア諸都市で 制作 された作 品 を対象 に 図像 の収集を
行な っ た ｡ 中世末か ら近世にか けて 半島規模の もの で も十数 回 にの ぼる ペ ス ト流行が
確認 され て おり ､ また 局地的な 流行は数十年単位で 反 復 した ｡ また ､ 都市単位の 公的
な 作品注文か ら ､ 個人的寄進 と して 描か れた もの まで 多岐 にわた る ペ ス ト画像は ､ い
まだ発掘され て い な い 画 家の作 品 ､ ベ ス ト図像で あ る こ とが 同定 され て いな い 作品 ､
そ して 逸失を含めれば数百 をく だらな い こ と は 明らか で あ る ｡ 実際 に収集 に当た っ て
い る間 ､ イ コ ノ グラ フ ィ ー 的に べ ス トとの 関連 を見 出せ る作 品 であ っ て も､ 年代 ､ 作
者 ､ 制作の 経緯な どの 基 本的要素 の 同定がな され て い な い た め考察 の対象か ら外 した
例 は少な く と も盲例以 上 に上る ｡ さら に ､ 反 ペ ス ト聖人 に関 しては ､ ブロ ソ レによ れ
ば全 欧で は著名な聖人だ けで も 5 0人 以上 を数え るた め ､ 聖人毎の 収集分類は 行な わ
な か っ た ｡ な ぜな ら ､ 本論の 目 的は 16 32 年 ロ ー マ に代表され る都市 ペ ス ト行列の社
会史的分析 と ､ 1 6 3 0年 の ボ ロ ー ニ ヤ や 3 2 年の ロ ー マ の行列のケ ー ス ス タ ディ を過
ス テ ンダル ド
じて ､ ベ ス ト行列で 担が れ た 暗 が聖 母 を 中心 と した もの だ っ た こ との 歴 史 的意
味を考察する こ とで あ るた め で あり ､ した が っ て ペ ス ト図像 の分 布 図を作成する こ と
は本論の 範囲を超 えて い る ｡
以上の ような 理 由か ら ､ 筆者が 収集 で きた 図像は 三 世紀 以 上 に渡 っ て 描か れ つ
づ けて き た ペ ス ト図像の 巨大な 氷山 の 一 角 に過 ぎず ､ した が っ て 全体の 分 母 か ら諸類
型 の割合を算出する こ とは 不可 能で ある と 判断 した ｡ ゆえ に ､ こ こ で は ､ ペ ス トを記
念 した 奉献画 お よ び行列 用 の
ゴ ン
砲
口
Iie'蒼窟ル ド図像 が どの よ うな形 式上の ヴァ リ エ ー
シ ョ ンを も っ て い た の か とい う こ と を ､ 典型 的な 作品 を提示 しな が ら確認する こ と に
ステ ンダ ル ド
する ｡ 本論 の 問題設定上 ､ 収集 した 行列職 図像 に関 して は全て の 作品 に言及 する ｡
類型 にあた っ て は ､
Ⅰ) ペ ス ト流行情景
ⅠⅠ) 反 ペ ス ト聖人の 単独 図像 ､ 聖人 複数図像 ､ 都市景観の 有無
ⅠⅠⅠ) キ リス トの ヴア リ ア ン トと聖母 ､ 詩聖人 ､ 都市景観 の 有無
ⅠⅤ) 聖母 の ヴア リア ン トと諸聖人 ､ 都市景 観の 有無
の 四点を基本的な 分類指標と して 用 い た ｡ こ の うち ､ 聖母 の ヴア リ ア ン トは ､ ミ ゼ リ
コ ル デ ィ ア ､ 玉座 ､ 栄光 ( 雲上)､ 謙遜 ､ ロザ リオ ､ 無原罪 受胎が 見 られ ､ 制作年代
にお い て も聖母図像 の 歴 史的変遷 と合致 して い る ｡ 幼な 子 イ エ ス を 伴う聖 母 図像 は聖
母 の 類型 に ､ また キ リス トの ヴア リア ントと聖母 図像が 同 時に描か れ る場合 に 前者が
図像の 中心 を占め る もの は キリス トの類型 に数え た ｡ 都市景観の 有無 に着 目 した の は ､
本論の 中心 的主題で あ る都市の ペ ス ト行列 ( 第四章) との 関連 にお い て 職 に都市が 描
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かれる こ とが重要な 分 析要素とな るた め で ある ｡
I) ペ ス ト流行情景 ･･ ペ ス ト行列
①教皇大グ レ ゴリウ ス の ペ ス ト行列 (59 0年 ロ ー マ) - 剣 を収め る大天 使ミ カ エ ル
1 4世紀以降の ペ ス ト行列のモデル とな っ た 5 90年 ロ ー マ の教 皇大グ レゴ リウ
ス の ペ ス ト行列 は ､ 疫病の終篤の記号 と して 描かれ る ようにな っ た ｢剣を収め る大天
使聖ミ カ エ ル+ 図像の 根拠とな っ た ｡ 1 5世紀の 『べ リ ー 公の い とも豪華なる 時祷書』
には ､ 見開き貢 一 杯 に ､ こ の行列 と大天使の 出現諾の主題が 描か れて い る ( 図10)｡
左の門を く ぐ っ て 右 に進む行列の 中ほど には ､ ハ ドリア ヌス 帝の城壁の 上 に現れ たr剣
を収め る 天使+ の ヴィ ジ ョ ンと ､ 天 に両手 を挙 げる 教皇大グ レゴリ ウス の 姿が 見える ｡
行列の 最中に突然倒れ る人 々 の 挿入 によ っ て1 ペ ス トによる 突然の 死 の 恐 怖が表され
て い る ｡ 同 じ主題は ､ 1 6世紀末以降､ ボロ ー ニ ヤ の チ ェ - ザ レ ･ ア レトウ ー シ(Ce s a re
Aretu si 1 549-16 1 2) ( 国1125)､ トス コ - ロ マ ー ノ派 のヤコ ポ ･ ツ ツ キ ( 図1 22 6)､ 1 6 3 0
年の ペ ス トで 大過を蒙 っ た ロ ンパ ル デ ィ ア地方でセ バ ス テ ィ ア ー ノ ･ テ ー マ(1 6 3 4- 0
年の 間に記 録)が描 い た作品 な ど多数造形 化され た (図 1 327)｡ 了 レ トウ ー シ の 件品 で
は ､ 暗雲 立ち込め た サ ン ･ タ ンジ ェ ロ の 上 空 に光 り輝く 天が開けて い る ｡ そ のな か に
は聖母 の執 り成 しを受けて ペ ス トが 止む よ う に命 じる ､ 制止 の 身振り のキリ ス トが 見
える ｡ テ ー マ の 作品で は左前景で 抜いて 天 使の 出現のヴィ ジ ョ ンを 仰ぐ教皇の 身振tJ
と対角線構 図､ ス ポ ッ トライ トの よ うな 光線 によ っ て ∴ 奇跡的出来事が 強調 され て い
る ｡ ペ ス ト患者 へ の聖体拝領 を行な う聖職者や ､ 裸体の まま路上に倒れ た死 者の 山の
間で ､ 中景右方向 に進 む行列 の 中ほど には ､ 聖母子 図像が掲げられ て い る の が見 える ｡
16 5 6- 7年 にべ ス トが 大流行した 南イタリ アで も , 襟刑像とと も に ｢聖母子+ イ コ ン
が 行列 され て い る情景が 描かれ た ( 図1 42 8)｡ こ れ は第四章で扱う ｢サル ス ･ ボブロ ･
ロ マ ー ニ+ の イ コ ン に言及 した もの と捉え られ る ｡
②6 80年の ペ ス ト ー ｢善き天 使と悪 しき天 使+ 29
2 5
チ ェ ー ザ レ ･ ア レ ト ゥ ー シ ､ G ･ B ･ フ ィ オ リ ー ニ ､ ｢教皇大グ レ ゴリウ ス の 奇跡の 行列+､ 1 58 0年 ､
画 布 ､ 油 彩 ､ ボロ ー ニ ヤ ､ サ ン タ ･ マ リア . デ ル ･ バ ラ ッ 力 ノ 聖堂
2 6 ヤ コ ポ ･ ツ ツ キ､ ｢教 皇大グ レ ゴリウ ス の 行列+, 16 8×1 2 8c 皿 ､ ム ゼイ ･ ヴァ テ イ カ - ニ (In v.374.)
2 7
セ バ ス テ ィ ア ー ノ ･ テ ー マ ､ ｢教皇大グ レ ゴリウ ス の 行列+､ 16 3 0年代 ､ 画布 ､ 油 彩 ､ 10 0× 20 0c m ､
チ ザ - ノ ･ ベ ル ガ マ ス コ ､ サ ン ･ グ レ ゴリオ聖堂
2 8
ァ ン ジ ェ 口 ･ ソ リ メ ー ナ(16 2 9･ 1716)｢ロ ー マ の ペ ス ト+､ 16 9 8年 ､ 画布 に 油彩 ､ サ ル ノ ､ ド ゥ オ ー モ
29
こ の 神 学的概念は､ ア ウ グ ス テ イ ヌ ス に よ る ｢天上 の国 (神の 園)+ と r地上 の 国+ の 姶源と差異 に
つ い て の 論議 に基づ い て い る｡ rどの よう に し て こ れら ニ つ の 国の 起源が ､ 天使た ち が 相分 か れ る こ と か
ら始ま っ た か を語ろうと思う｡+ Augu st in u s, De CI
'
y J
'
tate Dej, XJ, い n: 馴 gne, PL , 41:317▲ ; ｢人
類 に おける ニ つ の 集 団が い わば ニ つ の 国と して そ の 発端をも っ た と い う こ と で ある ｡ こ の 人 間 (ア ダ ム)
からす ベ て の 人間が出 る の で あ る が ､ そ の あ る 着た ち は 罰 に よ リ 悪 し き 天使 た ちの 仲間 に加 えられ , 他
の 者 た ちは 報賞 に よ リ 善 き 天 使 た ちの 仲間 に加 えられ る こ と に な る の で あ る ｡+ ib id. ,
X =, x x v=i, 2,in :P L. ,4 l.
･
37 6. [ア ウ グス テ イ ヌ ス ､ 『神 の 国』､ 全 五 拳 ､ 服 部 英次郎 , 藤 本雄 三 訳 ､ 岩 波
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8 世紀の パ ウル ス ･ デ ィ ア コ ノ の 『ラ ン ゴパ ル ド史』 には ､ 6 8 0年の ペ ス トの
くだ りで ､ パ ヴィ ア近 く の テ ィ キヌ ム につ い て 次の よ う に記 さ れて い る 30｡ そ れ に よ
る と ､ 書き 天使 と悪 しき天 使が 現れ ､ 悪 しき 天使 が夜 にそ の 槍で 家の 戸を叩 く と翌日
そ の 家 には死 人が 出た ｡ アウグス テ イ ヌ ス に基 づく ｢書き 天 使 と悪 しき天 使+ の観念
に した が っ た こ の記 述で は ､ 疫病犠牲者 の弁別は ､ 人 々 が 選ぶ の は謙遜 と神 へ の 愛か ､
あ る い は倣慢 と虚栄の 罪か に拠 っ て い る と捉え られ る ｡
1 5世紀 には パ ウル ス ･ デ ィ ア コ ノ の記述か ら引 用 した モチ ー フ が みられ る フ
レス コ 画 が ロ ー マ の サ ン ･ ピ エ トロ ･ イ ン ･ ヴイ ン コ リ大聖堂 に描か れ た ( 図1 531)｡
こ れ は 14 76年のE3 - マ で 行な わ れ た ペ ス ト終鷺歎願行列を主題 と して い る ｡ 中景右
側の ､ 戸 口 を槍で 叩 く 悪 しき 天 使 と こ れを 止め る善き 天 使 は ､ 『ラ ン ゴパ ル ド史』 の
6 8 0年の 記述 を典拠 と した もの で ある ｡ 右 前景 には ､ 折 れ 重な る ペ ス ト患者の 死体 が
疫病の 凄惨さを 表 して い る ｡ 左前貴か ら中景 にか け て ､ 路上で ミサ を 捧 げる教 皇と枢
機卿を 先頭 にすすむ ペ ス ト行列で は ､ ミゼ リ コ ルデ ィ アの 聖母 が描 か れ た 職が担が れ
て い る ｡ 聖 ペ テ ロ ､ 聖 パ ウ ロ の 彫像 が左右 に建 っ た 階段の 上の ､ 上景の 建物 の頂 には
｢剣を 収め る大天使 ミ カ エ ル+ の像 が 見 え るた め ､ こ れ が サ ン ･ ピ エ トロ 大聖堂(歎
願 を聴く 教皇 と枢機卿 が 見え る)とカ ス テ ル ･ サ ン タ ン ジ ェ ロ を 示 して い る こ と が 分
か る ｡ 上空 には天 使が 弓矢 を 手に飛 期 して い る ｡ こ れ は大 気腐敗説 ､ 療気説 に基づ い
た ペ ス ト解釈と ､ 神罰 と して の ペ ス ト解釈 に基づ い た 表現 で あ る ｡
③ ｢死 の 勝利+
突然の 死 を もた らす べ ス トの 恐怖 を ､ 矢 を射 か け る ｢死+ と して造形化 した ｢死
の勝利+､ ｢死 の舞踏(ダンス ･ マ カ ー ブル)+ は ､ 黒死病以 前か ら描か れ た 主題で ある ｡
14 2 9年 に バ レル モ の 行政府が 副王 アル フ ォ ン ソ に要請 して建設 (1 4 4 9年完成) さ れ
たオス ペ グ ー レ ･ マ ッ ジ ョ ー レの壁 画 に は ､ 馬 に乗 る r死+ に ｢矢+ を射 られ た 高位
聖職者 ､ 貴族 ､ 王 侯 と ､ 被らの快楽 の罪を 示す音楽や 宮廷 的恋愛の 情景が ､ 祈祷する
貧民 ､ 修道士 ､ 修道女た ちの 宗教的な 姿勢と対象をな して い る ( 図1 63 2)｡ 14 8 5年の
ベ ル ガモの ペ ス トの 際 に鞭打ち苦行兄 弟会 のオ ラ トリオに 描かれ た も の と推定され て
いる ｢死 の 勝利 とダン ス ･ マ カ ー ブル+ も ､ 疫病 によ る 突然死 ､ 階級を 選ばな い 大量
死 に対する恐怖が 描かれ て い る ( 図1733)｡
文 庫 ､ 19 82- 19 91年､ 三 巷 , 川 - = 責 ､ 175 貢 ｡ ]
30 pa ulo the De a c o n, De Ge st is Langoba rdo r u m, yi, 5.
31
ア ン トニ ア ッ ツ オ ･ ロ マ - ノ 派 ､ ｢1 4 76年 ロ ー マ の ペ ス トの た め の 神 の 怒 り を宥 め る 行列+, 147 6年
以降 ､ フ レ ス コ ､ ロ ー マ , サ ン ー ピ エ ト ロ ･ イ ン ･ ヴ イ ン コ リ 聖 堂左入 り 口横左壁
3 2
無 名 ､ ｢死 の 勝利+､ 1 4 49年 以降 ､ フ レ ス コ ( 壁か ら は がされ て保存)､ バ レ ル モ ､ ガ ッ レ リ ー ア ･ レ
ジ ョ ナ ー レ
3 3 ヤ コ ポ ･ ボ ル E] - ネ ( 帰属)､ ｢死 の 勝利 と ダ ン ス ･ マ カ ー ブル +､ 1 48 5年 以降､ フ レ ス コ ､ ク ル ソ ー
ネ(ベ ル ガモ)､ オ ラ ト リ オ ･ デ イ ･ デ ィ シ プ リ ー ニ (フ ァ サ ー ド)
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④ペ ス ト流行中の 都市情景
こ れ らペ ス ト行列の舞台装置 と して描き こまれた凄惨な情景は ､ マ ル カ ン トニ
オ ･ ラ イモ ンデ ィ (1 4 8 0c a. - 1 5 3 1以降没) の版画で流布した ラ ッ フ ァ エ ツ 口 の ｢プ
リ ュ ギア の ペ ス ト+ を 機 に ､ 独立 して 一 つ の絵画主題と な っ て い る34 ( 図18･ 19)｡
死んだ母 親の胸 にすが リつ く乳児 と ､ 異臭 に鼻を押 さえて 遺体を収容する 男性か らな
るモチ ー フ は ､ イ タ リ アで ペ ス トが 大流行 して い た 1 6 3 0年頃 にフ ラ ンス で ニ コ ラ ･
プサ ンが描 い た ｢ア シ ドドの ペ ス ト+ に借用され た ( 図2 0)｡ 旧約聖書 サ ム エ ル記 上
第五章 に取材 した プサ ンの作 品で は ､ 中葉の ､ 破壊 された 異教神ダゴ ンの 神殿 におか
れ たヤ ー ヴ ェ の 契約の 堰 によ っ て ､ 神の 怒リ の原 因が 示 され て い る ｡ バ ロ ッ ク古典主
義絵画 の 演劇的構 図か らな る プサ ンの 作品 は ､ 1 6 3 1年 にはすで にそ の 模写が ロ ー マ
で注 目 され て い た ｡ 同 時期 に ロ ー マ に い て これ を見た と推定され る マ ッ チ イ ア ･ プ レ
ー テ イ (M attia Pr eti16 1 針1 6 9 9) は ､ プサ ン から直接 に引用 した ペ ス ト情景を 描 い
た 35(図 2 1)｡ こ こ で も引用 され て い る死 ん だ母 の乳房を求める 乳児 と鼻を押 さえ る
男の群像は ､ ペ ス トの 情景を 表すライ トモチ ー フ とな っ て い た ｡ 例え ば､ 16 3 0年 に
べ ス トに襲わ れ た ミ ラ ー ノ で対策指揮を 取 っ た 大司教 フ ェ デリ コ ･ ボ ッ ロ メ ー オ が ､
叔父 聖力 ル 口 を模範 に べ ス ト患者を見舞う場面 を描い た作 品で は ( 図2 236)､ 遠 景の
ミ ラ ー ノ の街 を背景 にべ ス ト施療院で 秘蹟を授 ける フ ェ デ リコ のそ ば に､ こ のモ チ ー
フ が配 され て い る ｡ また ､ 1 6 5 6年の 大ペ ス トの際 にジ ェ ノ ヴァ で エ ク ス ･ ヴオ ー ト
と して描 か れた ｢コ ル ドヴ ァ の ペ ス ト(1 6 0 2年)と聖 ニ コ ラ ･ ダ ･ ト レ ンテ ィ ー ノ の
奇跡+ で は ( 図2 337)､ ペ ス ト行列の 最 中に起 こ っ た 奇跡の情景と対照的に ､ 我が 子
の遺骸を 前 に嘆く 母親 によ っ て 疫病 の残酷さが 強調さ れて い る3 8.
奇跡的な 天 の 恩寵を示 す作品 と表裏をな すの は ､ 人 々 の集 団的恐 怖心 が生 み 出
した ス ケ ー プゴ ー ト処刑の 事実を記 録 した 図像 に表さ れた ペ ス ト流行時の 危機的心 性
34 cr a wfu rd, Raym o nd, Plagu e a nd pe st/
I
/O n c e /
-
” /i te r atu r e alld a rt, Oxfo rd, C Ja r e ndo nPr e s s, 1 914,
pI. XX. ラ ッ フ ァ エ ツ ロ ､ ｢プ リ ュ ギ ア の ペ ス ト+､ ド ロ ー イ ン グ ､ フ ィ レ ン ツ ェ ､ ウ ッ フ ィ ツ ツ イ 黄緑館 ;
ラ ッ フ ァ エ ツ ロ 原 画 ､ マ ル カ ン トニ オ ･ ラ イ モ ン デ ィ 翻刻 ､ ｢プリ ュ ギ ア の ペ ス ト(疫病)+､ 銅 版 画 ､ 19.5
×24.9c m
35spike, John T ‥ Mat tJ
'
a Pr eti. Catalogo r agio I7 atO de /
I
dip/
'
nti, Ta v e r n a, Mu s e oC iyic o di
Ta v e r n a- Ce ntr o Di, 19 99, Cat .1 76, p. 24 8.
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ル イ ー ジ ･ ぺ ッ レ グ リ ー ノ ･ ス カ ラ ム ッ チ ア(イ ル ･ ペ ル ジ ー ノ 16 16- 16 80)､ ｢ペ ス ト患者を見舞う
枢機卿 フ ェ デ リ コ . ボ ッ ロ メ ー オ+､ 16 6 9年以降 ､ 画 布 ､ 油 彩 , ミ ラ ー ノ ､ ピナ コ テ ー カ ･ ア ン プ ロ ジ
ア - ナ
3 7
G ･ A ･ カ ル ロ ー ネ(16 39･1 69 7)､ ｢コ ル ドヴ ァ の ペ ス トと聖 ニ コ ラ ･ ダ ･ ト レ ン テ ィ ー ノ の 奇 跡+､ 1 6 56
年以降 ､ 画 布 ､ 油 彩 ､ ジ ェ ノ ヴ ァ , サ ン ･ ニ コ ラ ･ ダ ･ ト レ ン テ ィ ー ノ 聖 堂, 右 袖廊壁
38 幅 4 メ ー トル ほ どもあ る こ の 大画面 の エ ク ス ･ ヴ オ ー トは ､ 1 60 2年 6月 7 日 にコ ル ドヴ ァ (ス ペ イ ン)
で 行なわれ た ペ ス ト終蔦祈願行列 の 際 の奇跡羅 に取材 した も の ｡ ペ ス ト施療院 が 行な っ た こ の 行 列 では
反 ペ ス ト聖人と して 崇拝 さ れた 聖 ニ コ ラ ･ ダ ･ ト レ ン テ ィ ー ノ(1 250?- 1305)の 銅像を輿 で運び大確 刑像
の前 で祈祷を捧げた時 に キ リ ス ト像と聖 人像が生 き 返 っ た か の よう に抱 き合 っ た と い う奇跡が 起 こ っ た
と い う. こ の 直後 に べ ス トが 終篤 した こと を も っ て ､ 16 56年 に 大 ペ ス トに 見舞われ た ジ ェ ノ ヴ ァ で この
主題 が描 か れ た ｡
85
で ある ｡ 『い い なずけ』 (fpr o m e ssl
'
spo s]
'
, Mila n o, 184 0-4 2) と 『不 名誉 の柱 の物語』
(storla della Colo n n ah fa m e,Mila n o, 1 8 4 0
- 4 2) におい て A ｡ マ ン ツ オ ー ニ が 史料
に基づ い て 再構成 した 1 6 3 0年ミ ラ ー ノの ペ ス トと ｢ ペス ト塗リ (Unto ri)+ 処刑 の
モ チ ー フ は89､ 16 3 0年当時か ら版画 に刷 られて 集団的狂気 の結果 を波布 した
40( 図2 4)｡
ⅠⅠ) 反 ペ ス ト聖人
①単独
ペ ス ト聖人を描 い た 図像 は ヨ ー ロ ッ パ 各地 に無数 に見出さ れ る ら 15 世紀 に フ
ィ レンツ ェ で刷 られ た 一 枚の版画 は ､ 代表 的ペ ス ト聖 人の聖 セバ ス テ ィ ア ヌス に ､ 神
へ の ｢執り成 し+ を 歎願する信徒の 祈念 を示 す銘文 によ っ て ､ こ れ が ペ ス トか らの 守
護 とそ の 終蕉 を 願う た め の祈祷 図像で ある こ と を示 して い る
41( 図25)｡ 太 陽と月 を
左右 に天 空に表れた 主な る神は ､ グロ ー ブを もち祝福を 与え て い る ｡ そ の 下 には 殉教
聖 人を示 す椋欄 と王 冠 を捧 げる 天使 を頭上 に ､ 無数の 矢を 射られ る聖 人 の処刑 場面 が
描か れて い る ｡ こ れ に付 され た 祈祷文に は ､ ｢汝の 大 い な る信仰 を も っ て 疫病 ペ ス ト
か らの 解放を 我らの 為 に 執り成 した まえ+ と あ る
4 2
｡ 聖人 の 執 り成 し に よ っ て 疫病終
篤 とい う神の 恩寵が もた らされ ると い う執 り成 し神 学に もとづ い た 信仰形 態は ､ 様 々
な 聖人 図像 に見 出す こ とが で き る ｡ 黒 死病で 自らの 生命 を 省み ずペ ス ト患者を看護 し
た 聖 ロ ク ス が ､ ペ ス ト小屋 と累々 た る死 者の 中で 英雄 的身振り で 天 に歎願 する様を描
い た ロ ン パ ル デ ィ ア 派 の モ ラ ツ ツ オ ー ネ(p ie r Fr a n c e s c oM a z 2:u C Chelli(l
M o r a z z z o ne)15 7 3･1 6 2 6)の作 品 は ､ 信徒の 歎願 を 天 に仲介す る彼の 祈 りが 聞 き 入れ ら
れ た こ とを示 して い る ( 図2 643)｡ 両 手を広 げて 天 を 仰 ぐオ ラ ンス の 身振 りの聖 ロ ク
ス は神の 恩寵の 光に照 らされ ､ そ の肩上 には疫病終票を 示す ｢剣 を収 め る 天使+ が 飛
押 して い る ｡ 聖人の執 り成 し の 権能は ､ 個人 的 レベ ル だ けで は な く 共同体全体の 名 に
お い て 寄進され た 図像 に よ っ て 集団的歎願の 対 象とな っ て い た ｡ 聖カ ル ロ ･ ボ ッ ロ メ
ー オを 多く 描い た ロ ンパル デ ィ ア派の タ ン ツ イ オ ･ ダ ･ ヴ ァ ラ ツ ロ(Ta n zio da Va r allo
1 58 0c a ∴1 6 32/3 3)は ､ 1 6 3 0年 の ペ ス トを逃 れ て 避難 して い た ピ エ モ ンテ 地方の ヴ ァ
39 Na n z o ni, Ale s s a ndr o, / Pro me ssi spo si, 18 40
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モ ラ ツ ツ オ ー ネ ､ ｢ペ ス ト患者 の 間 で 祈祷す る聖 ロ ク ス+､ 1611
- 1 2年 の 間 ､ 画 布 ､ 油彩 ､ 2 39× 13 8c m ､
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ラ ツ ロ の カ マ ス コ の 共 同体の為 に聖 ロ ク ス の執 り成 しを 願う奉納画を 制作 した 4 4(図
2 7)｡ 銘文 に 明示 さ れて い る とおり 45､ 聖 ロ ク ス は司 祭と と もに祈る カ マ ス コ 教区 の
人々 を天 に示 して彼 らの祈 りを天 に執 り成 して い る ｡ 超自然的な 光線 によ っ て 暗示さ
れた 神の恩寵は聖人 が 立つ 暗い 洞窟と激 しい 明暗をな しており ､ カ ラ ヴァ ッ ジ ョ のキ
ア ロ ス ク ー ロ の影響 を 見る こ とが で き る ｡
②複数
15世 紀以 降､ 個人 また は 都市共同体や 鞭打ち苦行団な どの信 徒集 団が ペ ス ト
終票の歎願 や感謝の しる し と して 寄進 した 祭壇 画 には ､ 聖 セバ ス テ ィ ア ヌス ､ 聖 ロ ク
ス の 二 大 ペ ス ト聖人 と他 の ペ ス ト聖人 ､ また は 共同 体守護聖人とを組み 合わ せた 聖人
集 団画 が 多く見 られ る ｡ ドメ ニ コ ｡ ギル ラ ンダイオ (14 4 9･ 14 9 4) の ｢聖 ヴ イ ンチ ェ
ンツ オ ･ フ ェ ツ レル の 祭壇画+ 4 6は ､ 寄進者家族が描 きこ まれ て い る こ とか ら分か る
よ う に ､ 彼 らが ペ ス ト禍を逃れた こ とを記 念 した もので ある ( 図2 8)｡ 寄進者 よ リ ー
段高 い壇 上の 中央 には ､ ドメ ニ コ 会士 で 15世紀頃にはペ ス ト聖人と見な されて い た
聖 ヴイ ンチ ェ ンツ オ が立ち ､ そ の左右 に矢が 刺さ っ た聖セ バ ス テ ィ ア ヌ ス ､ 太ももの
傷 を示 す聖 ロ クス が 立 っ て い る ｡ こ れ と同 時期 に北イ タリ アの プレッ シ ャ で 同地の ア
ゴス テ イ ノ会聖堂の た め に制作され た 三連衝立 祭壇画 には ､ ルネ ッ タ にキ リス ト哀悼
が描か れ て ､ 下 の 三 聖 人の執り成 しが キ リ ス ト受難 による人類の 救済 と結合され て い
る 47(図 2 9)｡ 中央 パ ネル には父 な る 神と聖母 が 掲げる王冠 と天 使か らの 王 冠の 二 重
の 戴冠 を 受けた 聖 ニ コ ラ ･ ダ ･ ト レンテ ィ ー ノ が悪魔を踏み しだい て い る ｡ 左 パ ネル
には聖セ バ ス テ ィ アヌ ス が ､ 右パ ネル には ペ ス ト斑を願 わ に して手を合わ せ る聖 ロ ク
ス が配 され て ､ 三 人 の ペ ス ト聖人に対する ペ ス トからの守護 と執 り成 しの 祈祷の 対象
とな っ て い る｡
1 5 1 0年 に べ ス トが 大流行 した ヴ ェ ネツ ィ アで は ､ テ ィ ツィ ア ー ノが ヴ ェ ネ ツ
ィ ア の 守護聖人聖 マ ル コ の 玉座の 回 り に べ ス ト聖人 たちを 配 した祭壇画 を制作 した
48
ボル ゴマ ネ ロ (ロ ン パ ル デ ィ ア)､ 重畳碁董義盛壷
4 4 タ ン ツ ィ オ ･ ダ ･ ヴァ ラ ツ 口 ､ ｢聖 口 ク ス と祈祷す る寄進者 たち+､ 16 3 1年 ､ 画 布 ､ 油 彩, ヴ ァ ラ ッ
口 ､ ピ ナ コ テ - 力 ･ チ ヴ ィ 力 La p/
'
t tu r a /
'
n l ta/ia . /ISe I
'
c e nto, Mi [a n o, Ele cta , 198 8, pl. 72(p, 6 9),
p p.5 8-61 .
45 くD 川VO RO CH O 川 ADV ERS] S 川T ERCSSOR L C OMM VN. S CAMA SC HI DI CAVLT. AN NO, 16 31.〉
46 ドメ ニ コ ･ ギ ル ラ ン ダイオと助手 ､ r聖 ヴイ ン チ ェ ン ツ オ ･ フ ェ ツ レル の 祭壇画+､ 1494年 ､ 板 ､ ;
.
由
彩､ リ ミ ニ (フ ォ ル リ)､ ピ ナ コ テ ー カ ･ コ ム ナ ー レ
4 7 ヴイ ン チ ェ ン ツ オ ･ チ ヴ ェ ル キ オ(14 65/70･1 54 4c a.) とフ ラ ン チ ェ ス コ ･ ナ ボ レ夕 - ノ ､ ｢聖 ニ コ ラ ･
ダ ･ ト レ ン テ ィ ー ノ の 三 連 衝立画+, 14 9 5年 ､ 板 ､ 油 彩 , プ レ ッ シ ヤ ､ ピナ コ テ
- カ ･ ト シ オ ･ マ ル テ
ィ ネ ン ゴ La pittu r a I
-
n Lo mba rd/
'
a. //qu a( tr o c e nto, M ila n o, Ele cta , 199 3, pl･ 257,2 58, p･ 241,4 481
チ ヴ ェ ル キオ は 15 18年 に 生地 ク レ ー マ の ド ゥ オ ー モ に r聖 セ バ ス テ ィ ア ヌ ス , 聖 口 ク ス ､ 聖 ク リ ス ト フ
ォ ル ス+ を描 い て い る ｡ 活 動 地 ミ ラ ー ノ で ヴ イ ンチ ェ ン ツ オ ･ フ ォ ツ パ の ロ ン パ ル デ ィ ア 芸術と マ ル テ
ィ ン ･ シ ョ ー ン ガ ウ ア ー の 北 方芸術 , お よ びヴ ェ ネ ツ ィ ア 派 の 光彩 を融合 した 作品を制作 し た D
4 8 本 来､ サ ン 卜 ･ ス ビリ 卜 ･ イ ン ･ イ ー ゾラ 聖 堂 の ため に 制作 され た ｡ フ ィ リ ッ ポ . ペ ドロ ッ コ ､ 『イ
タ リ ア ･ ル ネ サ ン ス の 巨匠 たち 24 テ ィ ツ ィ ア ー ノ』､ 東 京 書籍 ､ 1 995 年 ､ 8 頁｡
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( 図3 0)｡ 約 一 世紀後の 16 3 0年の ペ ス トを 記念 して ヴ ェ ネツ ィ ア の 公的誓願 と して
建立され た サ ンタ ･ マ リ ア ･ デ ッ ラ
･ サ ル ー テ 聖堂 に移設 された こ の祭壇画 には ､ 聖
マ ル コ に都市の救済を 歎願 しまた彼 が象徴する ヴ ェ ネ ツ ィ アを 護衛 する か の よ うに ､
医薬の守護聖人聖 コ ス マ ス とダ ミア ヌ ス ､ 聖 ロ ク ス と聖 セバ ス テ ィ ア ヌ ス が描か れ て
い る ｡ こ の ペ ス トの 際 にポル デ ノ
ー ネ(Gio v a n niAntonio Po rde n o n e)が描 い た ｢聖 ヒ
エ ロ ニ ム ス . 聖 ロ ク ス ､ 聖 セバ ス テ ィ ア ヌ ス +(1 5 1 2/1 3年)も ､ サ ル
ー テ 聖堂 に収 め
られて い る ( 図3 1)｡
③詩聖人 と都市景観
テ ィ ツ ィ ア ー ノ の聖 マ ル コ の 祭壇画で は ､ こ の都市守護聖人 に よ っ て ヴ ェ ネツ
ィ ア都市共同体が 具現 され て い た ｡
一 方 ､ 具体 的に都市の 眺望を描き い れ る こ と によ
っ て 聖人たちが 都市全体の 救済を 執り 成す こ とが 示 さ れ た作 品 は ､ 1 7世紀 に独 立 し
た ジャ ンル とな る風景 画の 前段 階と い う様 式史上 の 重要性 を も つ に留 ま らな い ｡ こ れ
らが 信仰の対象であ っ た こ とを念頭 に おく な らば ､ 都 市市民た ちの祈 り と共同体 の利
益 との 一 致 とい う集 団的信仰心 を見 る上 で 非常 に興味深 い モチ
ー フ と い え る ｡
1 4 70 年代末 に ピサ の 一 市民 が ペ ス トの 危険か ら逃れ るた め の 奉納画 と して ベ
ノ ッ ツ オ ･ ゴ ッ ツ オ リ に注 文 した エ ク ス ･ ヴオ ー トで は ､ 聖 ニ コ ラ ･ ダ ･ トレ ンテ ィ
ー ノ ､ 聖 ロ ク ス ､ 聖 セバ ス テ ィ アヌ ス ､ シ エ ナの 聖 ベ ル ナル ディ - ノ が ､ ピサ の 市街
を 背景に寄進者 の祈 りを執 り成 して い る
4 9( 図32)｡ 上景 には 神の 怒り の 使命 を 受け
た 八 人の天 使が ピサ に向か っ て ペ ス トの 矢を投 げ下 ろ して い る ｡ 極端 に小 さな 比例で
描か れた 脆く寄進者夫婦 の祈 り は ､ 欄干 に書 か れた 銘文 に示 され て い る
50
｡
よ り 明確 に都市 を描 い た 例 は ､ 14 7 5年また は 1 4 7 8年の ウン ブリア 地方デル
一 夕の街 の為 に制作 さ れた フ レス コ 画 に見出す こ とが で き る
5 1( 図3 3) ｡ 前景の 都市
は遠望か ら捉え られ て い て ､ デル 一 夕市民で あれ ば中央に そ びえ る 聖堂の 鐘楼 に よ っ
て 自らの 共同体を認識で きた もの と推定で き る ｡
ⅠⅠⅠ) キ リス ト
①父な る神 ､ 執 り成 しの キリ ス トと聖母 (ニ 重の執 り成 し)､ 詩聖 人
49 ベ ノ ツ ツ オ ･ ゴ ッー ツ オ リ , ｢詩 聖人と寄進者+､ 1 48 1年 , 7 8,7×6 1.9cm ､ ニ ュ
ー ヨ ー ク ､ メ トロ ポリ
タ ン ･ ミ ュ ー ジア ム ; ゴ ッ ツ オ リ自 身､ 1 478-79年 に ピサ の ペ ス トを逃れ て ピサ 山中 の レ ー ゴリ に 滞在
して い た ｡ ク リ ス テ ィ ー ナ ･ ア チデ ィ ー ニ ･ ル テ ナ - 卜, 『イ タ 1J ア ･ ル ネ サ ン ス の 巨匠 12 ベ ノ ッ ツ
オ ･ ゴ ッ ツ オ リ』､ 東京書籍 ､ 19 95年 ､ 6卜64貢 ｡
50くQVES TI LVI S AN TI DE FE NSO RE D EL LA P EST] LE NT LA A FAT TO F AR E PI ETRO DLBATI ST A DA RI GO D L M 川OR E
c)T AT) 川O PI SA NO”.C CC. LXX].〉 (こ れ らの ペ ス トか らの 守護聖人は ピ サ 市民 ピ エ ト ロ ･ デ ィ ･ バ ッ テ
ィ ス 夕 ･ ダ ･ リ ー ゴ ･ デ ィ ･ ミ ノ ー レの た め に ( 執リ成 しを) なす. 1 4 81年)
5 1 フ ィ オ レ ン ツ オ ･ デ ィ ･ 口 レ ン ツ オ ､ r父 なる紳 ､ 聖 ロ マ ー ノ ､ 聖 セ バ ス テ ィ ア ヌ ス ､ デル 一 夕 眺 望+､
15世 紀後半 ､ フ レ ス コ (剥離され て保存)､ 1 88× 128c m､ デ ル 一 夕(ウン ブリ ア)､ ピ ナ コ テ
ー 力 ･ チ ヴ ィ
力 都市景観と聖人 の 閤 の空 に書 か れ た 銘文 (くD ERET OPV BLI CO- ANNO DN I M CC CC LX XV- ))か ら こ れが
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1 46 4年 に べ ス トが流行 っ た サ ン ･ ジミ ニ ヤ ー ノ の 為 に描か れ た ベ ノ ッ ツ オ ･
ゴ ッ ツ オ リの ｢守護聖人聖 セバ ス テ ィ アヌ ス+ 5 2は ( 図3 4)､ ミ ゼリ コ ル デ ィ ア の聖
母 の モ チ ー フ を ペ ス ト聖人の 守護者として の力を示すた め に借用 して い る ｡ サ ン ･ ジ
ミ ニ ヤ ー ノ の 人々 をか くまう聖人の マ ン トには ､ 画面 上景 の光背の中で 槍の よ うな矢
を振り か ざす父な る神と天 使たちの 軍勢が投 げ下 ろす矢が刺さ っ て い る ｡ 主なる 神の
下 で は ､ 乳房を キリ ス トに示す聖母 と傷を 父な る袖に示 して執り成 しを 願うキ リス ト
が雲上 に脆 い て い る o 神の 母 と しての託たる乳房を キリス トに見せ る聖母 マ リア と ､
受難の傷 を 示 すキリ ス トが ､ と もに父な る神 に執 り成 すこ の モ チ ー フ は ､ ｢ ニ重 の執
り成 し+ 図像で ある ｡ こ の 主題 の典拠 とな っ た シ ャ ル トル の エ ル ナル ドゥ ス (11 56
没) の 聖母 賛歌著作 は 53､ 1 2世紀最大の 聖母 崇拝者ク レル ヴォ ー の ベ ル ナル ドウ ス
に帰属され るよ うにな る と ､ 中世後期の芸術表現 に大きな 影響を与え た 5 4｡
中世文化史家の キ ャ ロ ライ ン ･ バ イナム は ､ 二 重の執 り成 しが最後 の審判 図 に
表わ され た 例 を挙げて い る5 5( 図3 5･ 3 6)｡ また 14世紀 末か ら 1 5世紀初預の フ ィ レ
ンツ ェ 画 家に よる rキ リス トと聖母 の執 り成 し+ も同 じモチ ー フ の 一 作例で ある56(図
3 7)｡ こ の作 品で は ､ 光背の 中に 上半身だ け表 れた 父 な る神 ､ そ の 下 に施< キ リス ト
と聖母 が つ く る三 角 形構図と ､ 身振り によ っ て ､ 執り成 しの 階層性が表現 さ叫て い る ｡
ミ ラ ー ド ･ ミ - ス によ る と ､ 執り成 しを可能 にする ｢愛の証+ は ､ 聖母 の乳 を示す白
い 衣 とキリ ス トの 受難 の血を示 す ｢赤ぶ どう 酒踏み の衣の よう な血染 め の 衣+(『人類
の救済 の鑑』) の 色彩 の差異 に よ っ て描 き分 け られ て い る5 7｡ 両 者の 足 元 で 挽き キリ
ス トを 仰 ぐ祈祷者た ちは ､ 聖母 によ っ て キリス トに執り成され て お り ､ そ の 衣の 様子
は ､ ミゼリ コ ル デ ィ ア の聖母 を想起 させ る ｡ 一 方ゴ ッ ツ オ リの ペ ス ト祭壇画 で は画 面
を上下 階層 に区切 る こ と に よ っ て ､ 信徒から聖人 へ ､ 聖人から聖 母 へ ､ 聖母 か らキ リ
ス ト､ そ して最終的 に神罰を下 す父な る神 へ と ヒ エ ラル キ カル に上昇 して ゆく 歎贋の
都市の 公式的 エ ク ス ･ ヴ オ ー トで あ る こ と が 判 明す る ｡
5 2 ペ ノ ッ ツ オ ･ ゴ ッ ツ オ リ ､ ｢守 護聖人聖 セ バ ス テ ィ ア ヌ ス+､ 14 64-6 5年 ､ フ レ ス コ ､ 52 7×37 8c m,
サ ン ･ ジ ミ ニ ヤ ー ノ ､ サ ン タ ゴ ス テ イ ノ 聖堂 ､ ぺ シ ョ リ ー 二 祭壇 壁画
53 L ibe/Iu s de La udI
'
bu s 8. N. V. , in :M ign e, PL, 18 9, c ot.1 726. ｢お お人類よ , 汝 は 母 ( 聖母マ リ
ア) がそ の 息子 ( キリス ト) の前 に ､ 息子 が 父 (父な る神) の前 に出た 時 に確実 に神 に近づ く こ とが で
き る の だ ｡ 母 は 息子 にそ の 胸を示 し ､ 息子 は父 に そ の 傷 を示す｡ 愛の 証が か く も おお い な る と こ ろ で は
誰も拒 まれな い+ (Cfr . Meis s, Mil la rd,
` `
An e arly alterpie c efr o mthe Cathedr al of F[o r e n c e
”
, i n:
Metr opo/ ita n Mu s e u m of Art 8u//erin. Ju n e1 954, p p. 302
-31 7, p. 306, )
5 4 Meiss ,
"An e arly alterpiec efr o mthe Cathedr al of Flo r e n c e
”
, p ,3 06. 1 4世紀初 頭の 『人類の
救済 の鑑』(spe c u/u m Hu m a n a eSalv atio nis) の 第 3 9章は こ の ニ 重の 執 リ 成 し に 基づ い て い て ､ こ の 図
像を広 め る の に 貢献 した ｡ 初 期 の 写本 で は キリ ス トと父 な る 神 ､ マ リ ア とキリ ス トと いう風 に別 々 の 図
に 描 か れ て い た ｡
5 5 r二 重 の 執 リ 成 し+､ 『トリ ー ノ ･ ミ ラ ー ノ 時祷書』､ 1 5世 紀半､ 写本装飾 ､ パ リ ､ ル ー ヴル 美術館 ､ デ
ッ サ ン ･ 手 稿 書室 ; ヤ ン ･ プロ ヴォ ー ス ト､ ｢最 後 の 審判+､ 15 2 5年､ ブル ー ジ ュ ､ グ ロ ー ニ ン ゲ ン 美締
鰭 ; Byn u m, Ca r olin eWalke r, Ho/y fe astand ho/y fa s(. The r e/I
'
gio u s significa DC eOf foodto NedI
'
e v a/
w om e n, 8e rke(ey(L. A.) a nd Lo ndo n, Univ e rsity of Ca一ifo r nia Pr e s s, 198 7, pJ･ 28, 2 9･
56 フ ィ レ ン ツ ェ 画 家 ､ ｢キ リ ス トと聖母 の執 り 成 し+､ 1402年(?)､ 画 布 ､ テ ン ペ ラ , 約 240 ×150c m ､ ニ
ュ ー ヨ ー ク ､ ク ロ イ ス タ ー ズ美 術館 ; こ の テ ン ペ ラ 画 は ､ か つ て フ ィ レ ン ツ ェ の ド ゥ オ
ー モ 正 面 スリ ロ
左壁の 聖 三位 一 体 の 祭壇 に あ っ た ｡
8 9
祈 りの経路が 図示 され て い る ｡ 1 4世紀か ら 1 6世 紀 まで トス カ
ー ナ で は 片方 の胸 を 剥
き 出し にした聖母 マ リ ア が繰 り返 し描 か れた ｡ トス カ
ー ナの 文化的社会 的状 況か ら こ
れ を考察 した マ イル ズは ､ 恒常的な 飢経と食糧不足 およ び 1 4世紀半 ばの黒 死病 が ,
養育と依存の 象徴的表現で ある ｢授乳の 聖母+ が描 かれた 背景の
一 つ で ある と述 べ て
い る 58｡ こ の こ とを考え る と ､ ゴ ッ ツ オ リの ｢聖セ バ ス テ ィ ア ヌ ス+ に 描か れた 二 重
の 執り成 しは ､ ペ ス トか らの 守案だけで はな く ､ 疫 病 によ っ て深刻化 した飢鐘 の解消
と ､ 聖母の乳 に象徴 され る乳幼児の 養育 と い っ た ､ 総 じて 生命原理 を希求す る心 性 に
応え る意味をも っ て い た と い え る ｡
②神罰を下 す再 臨の キリ ス ト､ 執 り成 しの聖 母 (デエ シ ス ､ 妄鶴首)､ ペ ス ト聖人
1 5世紀ウ ン ブリ ア で は ､ ペ ス ト行列の た め の
ゴン
蘭
ト ネ
が 多数制作 さ れ た ｡ そ
の 代表的画 家ベ ネデ ッ ト ･ ボ ンフ ィ ー リ (Be nedetto Bo nfigli 14 2 0c a. - 1 4 9 6) が 1 4 6 5
年か ら 7 5年の 間に描 い た 多く の職 に は ､ 矢を 掲げて威嚇 する よう に天 に君臨する 審
判者キリ ス トと ､ ペ ス トに見舞われ た ペ ル ー ジ ャ の た め に執リ成す聖母 マ リ ア と詩聖
人を主題と する もの が 含まれ て い る ( 図3 85 9)｡ こ の 幡で は ､ 太陽 と 月 ､ 受難具を も
つ 天使た ちを背 に した 審判者 と して の キリ ス トが ､ 植物の 金糸刺繍の入 っ た 褐色 の衣
を ま と っ て全体の 半分以 上 を 占め る大き な プロ ポ ー シ ョ ンで 描か れ て い る ｡ 正 面 を 向
い て威厳ある姿で 座 した キリ ス トは ､ 受難の傷 の赤 い 血 を示すよ う に ､ 矢 を持 っ た右
手 を挙 げ､ 左手 に も三本 の矢 を も っ て 観者 に鋭 い 眼差 しを送 っ て い る ｡ そ の 右脇 で は
赤 と青の衣の聖母 マ リア が 執リ 成 しの仕草で 脆い て い て ､ こ れ が最 後の 審判図 を模 し
た図像で ある こ とが 分か る ｡ 反 対側で は フ ラ ン シス コ 会 士聖 パ ウリ - ノ が 両 手 で 前景
の ペ ル ー ジ ャ を示 して 歎厳 して い る ｡ 前景左右 には ､ 聖 ベ ネディ ク トウ ス と聖 女ス コ
ラス テ イ カが それ ぞれ ペ ル ー ジ ャ の 男性市民 ､ 女性 市民 を守護する よ う に訴 え て い る ｡
脆く市民 の中 には ､ 背中に穴 の あい た 苦行服 を 着 けた 鞭打ち苦行者 も見え る ｡ 彼らの
上 には大鎌をも っ た ｢死+ が襲 い 掛か っ て い る が ､ 赤 い 衣の 天使 に よ っ て 槍で 刺され
て い る ｡ 左右相称性 と上下 位階制で 秩序付 けられ た こ の 臓は ､ 制作 か ら五年後の 1 4 7 7
年にな っ て か ら行列で 運ばれ た とい う 60｡
ウ ン ブリ ア地方の 古都ア ッ シジで も ､ ベ ネデ ッ ト ･ ボ ン フ ィ ー リの影響 を受 け
5 7 Meis s,
' '
An e a rly alte rpiec efr o mthe Cathedr al of F]o r e n c e
' '
, p . 308.
5S M ile s, hla rga r et,
"The V irgin
l
s o n eba r ebr e a st: fe m a(e n ud ity and r e[igio ロS m e a ni g in To s c a n
e a r一y Re n ais san c eculture
”
, in: The Fenla/e Body /
'
n We ste r nCu/tu r e, ed. by Su s a nR. Suleim a n,
ca mbridge(MA), Ha r v a rd UP. , 19 86, p p. 193-208, p p, 19 7- 20 0. マ イ ル ズは さら に初期 ル ネサ ン ス の ト
ス カ - ナ 文 化 に お い て ､ 良質 の 母乳 の 重要視 と乳 母 を雇う こ と の ス テ ー タ ス と い う養育を巡る両義 的な
感情 が あ っ た こ とを指摘 し, 胸 を はだけた聖 母 が 女性たち に 対 して 自ら養育するよう諭す男性 ･ 聖 職 者
･
貴 族 社会 の 要請で もあ っ た こ とを明らか に した ｡
5 9 ベ ネデ ッ ト ･ ボ ン フ ィ ー リ ､ ｢審 判者キリス ト と執 リ 成 しの 詩聖人+､ 1 4 72-7 3年 ､ 画布, テ ン ペ ラ ､
3 3 0×17 1c m ､ ペ ル ー ジ ャ ､ サ ン タ ･ マ リ ア ･ ヌ オ ー ヴ ァ 聖 堂
60sa nt i, F. , Go nfalo n/
'
u mbr /
'
del RI
'
n a s c /
-
m e nto, Pe r ugia, 1976, p .2 4.
9 0
た ニ ッ コ ロ ･ アル ンノ (N ic cola Alu n n o1 4 30c a. ･1 5 0 2) が ペ ス ト行列の職を制伸 した ｡
アル ンノ は 1 4 6 8年 に ア ッ シジの サ ン ･ グレ ゴリオ聖堂 ､ サ ン ･ ク リス ピ ー ノ の兄 弟
会のた め にそれ ぞれ行列用 の職 を制作 して い るが ､ こ の 一 連の職制作委嘱にサ ン ･ フ
ラ ンチ ェ ス コ 聖堂の た め の ペ ス ト行列旗と推定され る作品が連な っ て い る61 ( 図39)｡
ボンフ ィ ー リ の職 よ り も ､ 全体 的に人物の比例が小さ く ､ 遠望視 に耐え る ような す っ
き りと した 構図にな っ て いる ｡ こ の 作品で は ､ 上景 にケル ビム に包 まれた再臨の キリ
ス トが 右手で祝福 も しく は赦 しの印 しを結ん で 座 し､ そ の左右 に各々 数本 の 矢を持 っ
た天使が 合唱 して脆 い て いる ｡ キリス トの 左下 には純白の衣に冠 を被 っ た 純潔な 天 の
女王 と して の聖母 マ リ アが 眼下 の詩聖人 とア ッ シジ の 都市を示 してキ リス トに赦 しを
請うて い る ｡ 前景 に は ､ 丘 の 周囲に広が るア ッ シジ の 都市全景が広が り ､ 中景 には ､
キリス トや聖 母 よ り大 きな 比例 で描かれ た聖人六 人が キリス トを 仰い で挽 い て い る ｡
左 には ､ 聖セバ ス テ ィ アヌ ス ､ ア ッ シジの聖 女キ ア ー ラ ､ ア ッ シジの 聖フ ラ ンチ ェ ス
コ が , 右 には 司教聖 ヴィ ッ トリ ー ノ ､ 司 教聖ル フ ィ ー ノ ､ 聖 ロク ス が そ れぞれ ア ッ シ
ジの た め に執 り成 しを 願 っ て い る ｡ 1 4 9 4年の ペ ス トの 時に ､ ペ ル ー ジ ャ都市政府が
ジ ャ ン ニ コ ラ ･ デ ィ ･ パ オ ロ (1 460ca . - 1 54 4) に委嘱 した ｢福女 コ ロ ンバ ･ ダ ･ リ
エ テ ィ の職+ で は ､ 最後 の審判図の デエ シス 型 が 用 い られ て ､ 矢をも っ た審判者キ リ
ス トと 同 じレベ ル に聖母 ､ 洗礼者聖 ヨ ハ ネ ､ 聖セ バ ス テ ィ アヌ ス ､ 聖 ヨ セ フ ､ 聖 ラ ウ
レンテ ィ ヌ ス ､ 司教聖 エ ル コ ラノ が 配 され て い る 62( 図4 0)o 中景 に は神 に赦 し を請
う ラテ ン銘を も っ た天 使 と ､ 前景の ペ ル ー ジ ャ 市民に向け て 失を射る 天使 ､ 剣を収め
る天 使が い て そ れ ぞれ 神罰 と赦 しを象徴 して い る ｡ こ れ に比 べ て ､ ア ル ンノ の ア ッ シ
ジ の 職で は ､ 水平 に 四分 され た上下 構造 と ､ キリス トと詩聖人の 間 に聖母 マ リア
一 人
を配 する こ と によ っ て ､ 信徒の歎願 が , 守護聖人 ､ 聖母 と い う ヒ エ ラル キア の 階梯を
通 じて の みキ リス トに 届 く と い う執 り成 しの 神学の 理念が 見事に表現 され て い･る ｡ ま
た ､ 中央の ア ッ シ ジの 守護聖人を 挟むよ う に配さ れ た二 人の ペ ス ト聖人の 身体の 傷は
キリス トの 受難の 傷 に対応す る三角形構 図を な し ､ 彼らの存在によ っ て ､ こ の 職が ペ
ス ト行列の ため の もの で あ る こ とが 明示 され て い る ｡
1 6 5 6年 の ナポ リの 大 ペ ス トをル ポル タ ー ジ ュ 的 に描 い た カ ル ロ ･ コ ッ ポ ラ
s- ニ ッ コ E] ･ ア ル ン ノ ､ rキ リ ス ト に 執り成す聖 母 と詩聖人 (ア ッ シ ジの ペ ス ト職)J, 1 46 8年(?)､ 画布､
テ ン ペ ラ ､ 180×13 0cm ､ ケ ヴラ ー ､ 司祭 舘;Sa nti, Go 17fa/o n J
'
LJmbr j de/RiD aSCjmeIIEo , p･ 21･ ; La pJ
'
t tu r a
I
'
n /talia . I1 0u at tr o c e nto, 2v ols . , Mi la n o, EEecta , 19 86, l l, p p1 718
-19･
62
ジ ャ ン 二 コ ラ ･ デ ィ ･ ^
.
オE3 ､ ｢福 女 コ ロ ン バ ･ ダ ･ リ エ テ ィ の 臓+I 149 4年 ､ 画布､ テ ン ペ ラ ､ 2 40
× 19 6c m ､ ペ ル ー ジ ャ ､ サ ン ･ ドメ ニ コ 聖 堂 ; ジ ャ ン ニ コ ラ ･ ダ ･ パ オ 口 は ペ ル ジ
- ノ の 弟子 で ラ ツ フ
ァ ェ ッ 口 ､ ア ン ドレ ア ･ デ ル ･ サル ト, ソ ドマ の 様式の 模倣着 で あ る ｡ こ の峨は ペ ス ト行列 を 通 し て ペ
ス ト終幕を歎願す る と い う福女 コ ロ ン バ ･ ダ ･ リ エ テ ィ の 助 言 に 従 っ て ペ ル
ー ジ ャ 政 府 が 委嘱 し た も の
で あ る ｡ 前 景 の ペ ル ー ジ ャ 都 市景観を前 に様 々 な 階級 の 市民の グ ル
ー プを 守護す る よ う に 挽 き ､ 白百 合
をもつ の は 聖 ドメ ニ コ と ､ 聖 女 力テ リ ー ナ ･ ダ ･ シ エ ナ で あ る ｡ 脚 下 に 悪魔 を 踏み し だく聖女 は ､ 福 女
コ ロ ン ナ ･ ダ ･ リ エ テ ィ の 可 能性 も あ る ｡ Sa nt i, Go nfa/oD /
'
u mbrJ
-
de/ a/
'
n B S C /
'
m e DtO, P ･3 1･
91
(ca rlo Cop pola 1 64 0
･6 0年 の 間に活動) の 油絵は63( 図4 1)､ 中景 か ら前景 に広が
る メル カ - ト広場の施療用テ ン トや 遺体運搬馬車 ､ ペ ス ト塗り処刑な どの ペ ス トの 現
実と ､ 遠景の ヴ ェ ス ヴ ィ オ火山上空の剣 を振 りか ざすキ リス トと 身を乗 り 出して 歎願
する聖母 マ リア ､ 聖ジ ェ ンナ 一 口 の 天 上場面 とを ､ 急速 に奥まる舞台装置の よ う に描
い た 作品 で あ る ｡ 天 上の 怒れ る キリ ス トと聖母た ちの 歎願 は ､ 大画 面 の な か で 点景 と
化 し､ 画家の 意図は広場 の 鳥轍図的情 景を描 く こ と にあ っ た よ うに受 け取 れ る ｡
③神罰を 下 すキ リス ト､ キ リ ス トの 腕を とめ る執 り成 しの聖 母 ､ 詩聖人 ､ 都市景観
ペ ル ー ジ ャ で は 15 2 2･ 8年 にも長期 にわ た っ て ペ ス トが 流行 し ､ ベ ル ト ･ デ
イ
･ ジ ョ ヴァ ンニ (1 4 8 8･ 1 5 2 9) が r怒れ る神キ リス トに べ ル ー ジ ヤ を 執 り成 す聖 母+
を主題 と した行列臓 を制作 して い る ( 図4 26 4)｡ 中景の ペ ル ー ジ ャ 都市景観を挟 ん で
天 上と地上が 明確 に分 けられ た こ の 臓で は , 聖母 は剣を 振 り上げた キリ ス トの 右腕を
押 さえ ､ よ り積極的な形で 執 り成 し の 権能を発揮 して い る ｡ ペ ル ー ジ ャ の 門か ら は ､
城壁の 外 に逃亡する 人々 あ る い は犠牲者を 運び埋 葬する 人 々 の 黒い 列 が 出て い る ｡ 前
景 の ペ ル ー ジ ャ 市民 は疫病 に対 する恐 怖 と驚博 を表わ す ような 大仰な 身振 りで 凝然 と
した 様子 で 描かれ ､ 左端 の 長老 が ｢我々 の 安全は汝 の手 にあ り ､ 我らと 我らの土 地 は
あな た の もの+ と い う銘文 の 帯を も っ て 聖 母 の執 り成 し に全て を 委ね る よ う諭 して い
る 6 5｡
1 6 3 0年 の ヴ ェ ロ ー ナ の ペ ス トを 記 念 した カ ヴ ァ リ エ ー レ ･ コ ツ パ (Anto nio
Gia r ole) の 祭壇 画 は ､ 都 市守護聖人 お よ び都市景観 部の 強調 によ っ て相 対的 に弱め
られて い る もの の ､ キ リス トの 腕を止 め る聖母 の執 り成 し図像 に数え る こ とが で き よ
ラ ( 図4 366)｡ 短縮技法 を用 い て 川 原 に累々 と横 たわ る ペ ス ト犠牲者 と ､ そ の傍 ら に
脆 い て涙 を拭う白い 布を も ち右手で ペ ス トの 凄惨さ を天 に示 す ヴ ェ ロ ー ナ市 の女性擬
人 像が描 かれ た 前景 に比 して ､ 上景の 表現は 筆の拙 さが 目 に付く ｡ 涙 を拭く 布 と豪華
な 衣装は ､ 悔俊する マ グダ ラ の マ リ ア 図像を 想起 さ せ る ｡ ｢ヴ ェ ロ ー ナ+ の目線 を 対
角線上 に辿 る と ､ 聖 三 位 一 体を 成すキ リ ス トの 怒り の腕 を制止 しよ う とする聖母 に突
き当た る ｡ 画面 の 中で 最 も小 さな プ ロ ポ ー シ ョ ンの聖母 は ､ 腕を 挙げて キ リ ス トの雷
63カ ル 口 ･ コ ッ ポ ラ ､ r1 6 56年 の ペ ス ト中の ナポリ ､ メ ル カ - ト広 場J､ 16 5 6年 ､ 画布､ 油 彩 ､ 130- 18 3c m ､
ナ ポ リ ､ サ ン ･ マ ル チ イ ー ノ 修 道 院国立美術館 ; マリ ア と聖 ジ ェ ン ナ 一 口 の 左 右 に は 主題 を示 す帯が は
た め い て い る ｡ くP ES TE SOC CE SSA hZL R EG NODI N AP OL l/ N EL A NNO 16 56 N EL M ESE D I M A RZZ O)
64 ベ ル ト ･ デ ィ ･ ジ ョ ヴ ァ ン ニ ､ ｢キ リ ス トに べ ル ー ジ ヤ 市 民を執 リ成す聖母と詩聖人+､ 15 2 6年 ､ 画
布､ テ ン ペ ラ ､ 2 5 0×14 0c m , ペ ル ー ジ ャ ､ サ ン ･ 口 レ ン ツ オ 司 教座聖堂
65〈sA LVS ”. (OST)R A I N M APJV T VA ES T E T M OS E T T E RRA ”. (OS)R A TVI S VM VS〉 こ れ は 聖 母 の 執 リ 成 し
の 言葉と し て 聖 母 の 足元 に書 か れた次 の銘文 に対応する ペ ル ー ジ ャ 市 民 の 応答 で ある ｡ くQVOh40D O EN [M
S VS T 川ER E POT ERO N EC EM E T 川TE RF ECT IONEhI POP VL [ MEl〉
66
ア ン トニ オ ･ ジ ア ロ - レ ( 通称力 ヴ ァ リ エ ー レ ･ コ ツ /て)､ r執 リ 成 し の 聖母と聖 三位 一 体 の 下 で ､ 16 30
年 の ペ ス トか らの 解放 を歎願す る ヴ ェ ロ ー ナ+､ 17 世 紀 ､ ヴ ェ ロ ー ナ ､ サ ン ･ フ ェ ル モ 聖 堂 ､ コ ン テ ェ
ツ イ オ - ネ 礼拝堂
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電を止め ると い う積極的な 執 り成 し にも関わらず , ｢ヴ ェ ロ ー ナ+ よ りも存在感が 薄
い ｡ 都市 を女性擬人像で 表現 する形式は ､ 1 8世紀 に ジ ャ ン り † ッ テ ィ ス 夕 ｡ テ ィ エ
ポロ (1 6 9 6
･ 1 77 0) が 1 6 30-31年の エ ス テ の ペ ス トの 終蕉 に奇跡 的効力 を発 した聖女
テク ラ の祈 リの エ ピ ソ ー ドに取 材 した作 品に おい て 67､ 守護聖女を都市擬人像 の よう
に ペ ス ト禍の大地 に放か せ る モ チ ー フ で 繰り返 して いる ( 図44)o
④赦 しを与え る キ リ ス ト､ 執 リ成 しの聖母 ､ 詩聖人 ､ 都市景観
執 リ成 しの聖母 よ り ､ 怒 りを宥 めて 赦 しを 与える キリ ス トが強調され る 作例 と
して ､ 16 世紀末の 北 イタ リア の ペ ス トを記 念 した パ オ口 ･ ヴ ェ 口ネ ー ゼ (15 2 8- 8)
とエ房 によ る祭壇画を 挙 げる こ とが で き る68 ( 国4 5)｡ ヴ ェ 口 ネ - ゼ の署名が 入 っ た
こ の 作品 は ､ 本来 ､ パ ドヴ ァ のサ ン ･ 口 ツ コ のオ ラトリオ (1 5 7 8年再建 ､ 15 8 9年献
堂) の た め に描か れ た ｡ 前景左右 に聖 口 クス と聖セ バス テ ィ ア ヌ ス が配 され ､ 中景奥
には パ ドヴ ァ と思わ れ る都 市風景が 見 え る ｡ 天上的存在を示 す雲の 塊 の中に は ､ オ ラ
ンス の身振リ を した 聖母 と ､ 地 上 を示 してキ リス トの慈悲を仰ぐ洗礼者聖 ヨ ハ ネの 間
に ､ ひ とき わ強 い 光 に照ら し出され た 再臨の キリス トが 座して ､ 最後の審判図 的場面
を 構成 して い る ｡ キリ ス トは ペ ス トを 象徴する 長い 矢を掲げて い るが ､ 一 人 の天 使が
両手で こ れ を つ かみ 神罰が 止ま っ た こ とを表わ して いる ｡ 左上方 からの 強 い光線 によ
っ て ､ ベ ー ル を被 っ た 聖母 の 資は ほ とん ど陰にな っ て しま っ て い る ｡
⑤十字架 を負 っ た キリ ス トに祈 る聖母 ､ 詩聖人 ､ 都市景観
16 5 6年 の 大 ペ ス トで 甚 大 な 被 害 を 蒙 っ た ナポ リ で ､ ル カ ･ ジ ョ ル ダ
ー ノ
(16 3 4- 1 7 0 5) が 描 い た 奉納画6 9は ､ 聖母 の執 り成 しよ り も都市守護聖人 の 執 り成 し
を強調 して い る ( 国4 6 A)｡ 十字架を 背負う着衣の キリス トに手 を合わせ る聖 母 と い
う 上景 左の モチ ー フ は ､ 管 見の 限り ､ ペ ス ト図像の中で も非常に珍 しい ｡ これ は ､ 地
上の疫病 に苛まれ る人々 の 苦 しみ と ､ キ リス トの受難の 苦しみ とを 対応さ せ る 図像で
あり ､ こ こ で の キ リ ス トは厳格な 審判者 と して で はな く ､ 人類の 苦悩を分 かち合う ｢苦
しみ の人+ と して表わ され て い る ｡ 右上景の ､ 剣を収め る大天使聖 ミカ エ ル に よ っ て ､
中景雲上の ナポリ司 教聖 ジ ェ ンナ 一 口 の 嘆願が 聞 き入れ られ て ペ ス トが終罵 した こ と
67 ジ ャ ン ･ バ ッ チ イ ス タ ･ テ ィ エ ポ ロ ､ rエ ス テ の ペ ス トか らの 解放を父な る神 に歎願す る聖女 テ ク ラ+
(部分)､ 17 5 8-5 9年 , 画布 ､ 油 彩 ､ 6 7 5×3 9 0c m ､ エ ス テ ､ ド ゥ オ - モ ; Ve n e z J
'
a e/ape ste ･ 1348/179 7,
c at. R o str a, ve n e zia , Ma r si lio, 1 979
180, p p. 282-84･
68Jlオ ロ ･ ヴ ェ ロ ネ ー ゼ と工 房 ､ r聖 母 の 歎願と ､ 洗 礼者聖 ヨ ハ ネ ､ 聖 ロ ク ス ､ 聖 セ バ ス テ ィ ア ヌ ス の 歎
願を受けて ペ ス トを終幕させ る キ リ ス ト+､ 16 世 紀末 ､ 画布 ､ 油 彩 ､ 340×2 2 0c m . ル
ー ア ン ､ 美循 館 ;
コ ッ ク は 19 74年 の 研究 で ､ 上 景 の 質 の 低さ か ら工 房 に よ っ て 完 成 さ れ た もの で ､ ヴ ェ ロ ネ
ー ゼ の 晩年作
に位置付け た Q ピ ニ ヤ ツ テ ィ は ､ 前 景 の 二 聖 人と風景部分 は ヴ ェ ロ ネ
- ゼの 筆 に な る とみ な し て い る ｡
pign at ti, Te risio , Ve r o n e s e. L
'
ope r a c o up/eta , 2v ols ･ , Ve n e zia , A[fie ri , 19 76, l , c at･ A280･
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ル カ ･ ジ ョ ル ダ ー ノ ､ ｢ナ ポ リ の ペ ス トの た め に 執 り 成す聖 ジ ェ ン ナ
一 口+､ 1 6 5 6年以降 ､ 画 布､ 油
彩､ ナ ポリ ､ パ ラ ツ ツ オ ･ レ ア ー レ (サ ンタ ･ マ リ ア ･ デ ル ･ ピ ア ン ト聖堂 よ り 預託)
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が 示 され て い る ｡ 右前景か ら左奥 へ と下 か ら煽る よ う な視 点から描か れた 犠牲者 の身
体 には 強い 光が当た っ て い る ｡ こ れ と対照を な す上景の モ チ
ー フ は ､ 人 間の 罪 に対す
る罰 と して送られた ペ ス トを終鷺 させ , また 犠牲者の魂 の 救済 を成就 させ るた め に救
世主キリス トが受難の 苦 しみ を引 き 受ける こ とを 意味 した もので あろ う｡ 体 中の皮膚
が 腫 れ て 欄 れ た 壮絶 な キ リ ス ト確 刑 図 を 描 い た グリ ュ ー ネ ヴ ァ ル ト (M atthia s
GrdneW ald 14 70/ 5 頃 - 1 52 8) の ｢イ ー ゼン ハ イ ム祭壇画+ 70( 図4 6 B) が r聖 ア ン
ト ニ ウス の 火+ と呼ばれ た疫 病の 施療 院で礼拝 され て い た こ と と比 較 するな らば ､ キ
リ ス トの受難あ るい は十字架 上で 受け た傷や ､ キ リス トの 予型と され た聖 セバ ス テ ィ
ア ヌ ス の身体を射る矢の 傷の 表象が ､ 救世主 も また 苦痛 に苛まれた こ とを示 すこ と に
よ っ て ､ 身体的疾患に苦 しむ 病人 た ち に多大な 癒 しを与え る 役割を果た した と考 え ら
れ る ｡
⑥再 臨のキ リス ト (父 な る神) と聖人の 執り成 し ､ 都市景観
最後の 審 判を想起 させ る ペ ス ト図像 にお い て再臨の キ リス トの そ ば に描 か れた
聖母 は ､ さら に次の セ ク シ ョ ンで 見 る よう に ､ 最大 の執 り成 し人 と して ペ ス ト図像 に
現れ る ｡ しか しマ リア の執 り成 しを介 さず に ､ 直接父な る神 ､ ま た は 再臨の キ リス ト
に聖人た ちが執 り成 しを お こ な う 形式 も見出せ る ｡ 1 5 1 0年頃ウ ンプ リア 地方 を襲 っ
た ペ ス トか ら都市共同体 の 守護を歎願す る行列で運 ばれ た と思 わ れる ジ ョ ヴァ ン ニ ･
デ ィ ･ ピ エ トロ (通称ス パ ー ニ ヤ 1 5 2 8年没) の職 は ､ 三 人の 聖人が 都市の 上空に配
さ れ て父 な る神 との執 り成 しを仲介 する様を 描 い て い る 7 1( 図4 7)｡ 峨の 上景 に は雲
塊 の グロ リ ア の 中に座 して 天使 に囲まれ た父 な る神 が ､ グロ ー ブを もち ､ 三 本 の 矢を
つ かん だ右手を振り上 げて い る ｡ 中景左 に は聖セバ ス テ ィ アヌ ス ､ 中央 には トビア の
手を引 い た 大天 使ラ フ ア エ ル が 一 段 高く 立ち ､ 右 には都市守護聖人 と思わ れ る 司 教聖
ブリツ イ オが挽き ､ さら に巡礼姿で 左太 も もの ペ ス ト斑 を 患者 に示 す聖 ロ ク ス が 立 っ
て い る ｡ 前景中央に は ､ バ ッ サ ー ノ の 城吐 が 描か れ ､ こ の都市を 守護する た め に聖人
た ちが天 か ら降る 失すな わ ち ペ ス トを 防い で い る こ とが 明 らか に され て い る ｡ 大天使
ラ フ ア エ ル が持 つ 箱は ､ 幼き トビア が 釣 っ た 魚の 内臓か らつ く っ た 悪霊惹き や 眼病 を
治療する奇跡の薬を 示 して い るが ､ 同 時 にペ ス トに対する最大の 治療薬 と され た 神 へ
70 マ テ ィ ア ス ･ グ リ ュ ー ネ ヴ ァ ル 卜､ < イー ゼ ン ハ イ ム 祭壇画> ､ 第 一 場 面 ､ ｢キ リ ス トの 確刑+ ( 中央
パ ネ ル). 26 9× 30 7c m ､ ｢聖 セ バ ス テ ィ ア ヌ ス + ( 左パ ネル)､ ｢聖 ア ン トニ ウ ス+ ( 右パ ネ ル)､ 各 2 3 2×
7 6.5c m ､ ｢キ リ ス トの 死 ヘ の 哀悼+ (プ レデ ッ ラ)､ 6 7×3 4 1c m ､ 15 12･ 15 年 頃 ､ 板 ､ 油 彩 ､ コ ル マ ー ル ,
ウ ン 夕 - リ ン デ ン 美術虎
了1 ジ ョ ヴ ァ ン ニ ･ デ ィ ･ ピ エ ト ロ(通称 ス パ ー ニ ヤ)､ ｢ ペス ト行列旗+､ 1510 年 頃 ､ 画布､ テ ン ペ ラ ､ 2 17
× 14 8c m ､ フ ドナ ン ト､ タ ル ･ イ ･ 力 フ ン ( 英 国), ア ペ ル コ ン ウ ェ イ 卿 コ レ ク シ ョ ン ;1 8､ 1 9世 紀 の レ
プリカが存在する ｡ おそ ら く ウ ン ブ リ ア 地方力 ス テ ツ ロ ･ デ ィ ･ バ ッ サ ー ノ の ､ 教 区教会サ ン タ ン ド レ
ア に あ っ たと さ れ て い る ｡ Pittu ra J
'
n unlbria tr a i/ 1480e I
'
/ 1 540. Pr e m e s s e e s v /
A
/up pi n e /
'
te mpi
di Pe r ugin o eRaffa e/ /o, Mi La n o, E[e cta , 1 98 3, p. 16 6.
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の信仰を 都市共 同体 に向 けて促 して い る と解釈で 書 る 72o
天 を 仰い で 脆く 守護聖人 の頭 上に再臨の キリ ス トが光輪 に包まれて地上 に降下
するモチ ー フ は ､ ヤ コ ポ ･
.
Jてル マ ･ イル ･ ジ ョ ー ヴ ァ ネ ((Ja c opo Palma ilgio v a n e
1 54 8c a. ･1 6 2 8) の 北イ タリ ア ニ 都市の た め の ペ ス ト奉納 画 に見出せ る ｡ ベ ル ガ モ の
16 0 6年 頃の 祭壇画で は 73 ( 図4 8)､ ケル ビム と光 に包まれ た再 臨のキ リス トが ､ 前景
左右で胸 に手を 当てて 挽く 聖セバ ス テ ィ アヌ ス と聖 ロ クス の真上 まで 降 りて き て い る ｡
胸 の傷を示 すよ う に上半 身を左 にね じ っ た 救世主 は ､ 左腕を前方に伸 ばして赦 しを与
え て い る ｡ 一 方中世的な マ ン ドル ラ型の光 に包まれ た キリス トが 降下 するウ ー デ ィ ネ
近郊チ ヴィ ダ ー レ ･ デル ･ フ リウ リの祭壇画は 74(図 49)､ 1 5 9 7- 98年 にウ - デ ィ ネ
周辺 の ペ ス トが 終荒 した こ と を感謝 して建立 され た聖堂のた め に制作 され た ペ ス ト奉
納画で あ る ｡ こ の 聖堂は 聖セバ ス テ ィ アヌ ス と聖 ロ クス の 二 大ペ ス ト聖人 に献 堂 され
た こ とか ら ､ 祭壇画で もこ の こ聖人 が描 かれた もの と考え られ て い る ｡ パル マ ･ イル ･
ジ ョ ー ヴ ァ ネの モ ノ グ ラ フ を書 い た マ ソ ン - リナルデ ィ によ っ て ､ 二 人 が 指 し示 す橋
はナチ イ ゾ ー ネ河 にか か る もの で あ り ､ 河岸 の 二 人物 は民間信仰で ペ ス トあ る い は ペ
ス ト塗 り と同 一 視 され た 悪魔と 一 人の 女性の伝説 に取 材 した 可能性が指摘 され て い る
75
｡ 図像学的 にも ､ 様 式的にも非常 に近 い 関係 にあ る両作 品は ､ と も にベ ス ト奉献画
で あ る と見な して よ い だ ろう ｡
16 3 0年 の ミ ラ ー ノ の ペ ス トを記 念 した ア ンジ ェ ロ ･ ガ ッ リ (Angelo Galli1 7
世紀初頭 ミ ラ ー ノ で 活動) の ペ ス ト奉納画で は 76､ 聖 人の祈祷壷聞き 入 れ た救世主キ
リ ス トが神罰で あ る ペ ス トを 終幕させ る仕草を 示 して い る (図 5 0)｡ 上景右 隅で手を
胸の傷 に当てて 神罰の制止 を 命 じるキリス トの 対角線上 に ､ ペ ス ト患者の 群集の 中で
オラ ンス の 身振 りで 天 を仰 ぐ聖 カル ロ ･ ボ ッ ロ メ - オ が配 され て い る ｡ 天上の キ リ ス
トと地上の 聖カル ロ が 対話 するか の よう なバ ロ ッ ク的な対角線構図によ っ て ､ ペ ス ト
終票が 劇的な場面 と して 描かれ て い る ｡ キ リス トが伸ばした腕の 先には ､ 燃え る剣 を
鞘 に収め る 大天使 ミカ エ ル (ペ ス ト終若の記 号) が飛期して い る ｡ 聖 カ ル ロ の前 には
天を仰 い で 祈る 患者や 救済事業に携わ る女性が 見え る ｡ 中景 には立ち並ぶ ペ ス ト施療
院の 前に患者た ちが 横た わ り ､ 救済施設 か ら溢れる ほどの犠牲者を 出した ペ ス トの 深
72 旧約聖書続編 トビ ト書 6:ト9 こ のエ ピ ソ ー ドは ､ 不 信 心 者 を信仰 に導 <キ リ ス トの 予型 で あ る . R6a u,
Ic o n ogr aph hI
'
e de I
,
a rt chr etie n, I 卜], p .3 24. こ の 作例 で は ､ トビ ア と守護天使は ､ 病 を治 す医薬
を暗示す る もの と し て 描 か れ ､ ま た 神 の 恩寵を信じ る こ と に よ っ て 疫 病が 終幕する こ とを信徒 に示 し て
い る と解釈で き る ｡
73 ヤ コ ポ ･ パ ル マ ･ イル ･ ジ ョ ー ヴ ァ ネ ､ ｢救 世主キリ ス トと聖 セ バ ス テ ィ ア ヌ ス ､ 聖 ロ ク ス+､ 16 06
年頃 ､ ア ー チ 上 の 画布 ､ 油 彩 ､ 2 0 0×17 0c 皿 ､ ベ ル ガモ ､ サ ン
･ タ レ ッ サ ン ド ロ ･ デ ッ ラ ･ ク ロ ー チ ェ
聖 堂
74
ヤ コ ポ ･ パ ル マ ･ イ ル ･ ジ ョ ー ヴ ァ ネ , ｢聖 セ バ ス テ ィ ア ヌ ス と聖 ロ ク ス に揮われ る救世主+､ 1 607
年､ チ ヴ ィ ダ ー レ ･ デ ル ･ フ リウ リ ( ウー デ ィ ネ近郊)､ サ ン
･ ピ エ トロ ･ イ ン ･ ヴオ ル テ ィ 聖 堂
75 Ma s o nR
I
L n ald i, Stefa nia , Pa/nla /
I
/ Gio v an e･ L
'
ope r a c D mP/eta, Milan o, ELe cta, 19 84, Cat･ 71･
7 6
ァ ン ジ ェ ロ ･ ガ ッ リ ､ r栄 光 の キリ ス ト に歎願す る聖カ ル ロ ･ ボ ッ ロ メ
ー オ と ペ ス ト患者 , 大 天使聖
ミ カ エ ル +､ 1 630 年 頃 ､ 画 布 ､ 油 彩 ､ 310 ×210cln､ ミ ラ ー ノ , サ ン ･ ジ ョ ル ジ ョ
･ ア ル ･ パ ラ ツ ツ オ
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刻さが 物語られ て い る ｡ こ の作品 における キ リス トは ､ 失を 投げ下 ろ す怒
れ る神 と し
て で はな く ､ 聖カル ロ に象徴 される ミ ラ
ー ノ の人 々 の悔俊と歎願を聞き 入れる 赦 しの
神 と して 描か れ て い る ｡
ⅠⅤ) 聖母
①ミ ゼリ コ ル ディ ア の聖母 と都市守護聖人 ､ ペ ス ト聖人
マ ントで我が 子 を 庇護 する舌代大地母 神像か らキリス ト教が 受 け継 い だ ｢守護
者+ と して の聖母 の 称号 を 示 すミ ゼリ コ ルデ ィ アの 聖母 主題は ､ 1 5世紀か ら 1 6世紀
初頭 まで の ペ ス ト図像 に も見 出す こ とが で き る ｡ こ の主題自体は 中部 イ タ リ ア を中心
に多数作例を見出すこ と の で き る よく 知られ た もの で あるが ､ 歴 史的 に特 定の ペ ス ト
流行 と関わ る こ とが指摘 さ れ て い る か ､ また は こ れ と組 み合わ され た 詩聖人の特質 か
らペ ス ト図像 に数え る こ とがで き る 作品 は決 して 多く は な い もの の繰 リ返 し描か れ て
い る ｡
ミゼリ コ ル ディ ア の 聖母 に は歴 史的 に シ 卜 一 会起源 と されて い るが ､ ドメ ニ コ
会起源説 も唱え られた ｡ 口 ベ ル ト ロ ンギ によ っ て 14 7 7
･ 8年の ヴ ェ ネツ ィ アの ペ ス
トを記念 して描 かれ た と され て い る ア ン ドレア
･ ダ ･ ム ラ ー ノ (Andr e ada M ula n o
1 4 6 3年以 降記 緑 ､ 1 5 1 2年没) の 三 連祭壇画 は
7 7
､ 後 者の 立場 にた つ もの で あ る ( 図
5 1)｡ こ れ と同様 に ドメ ニ コ 会起 源説 を主張する た め に描か れた 1 6世紀末の 祭壇画
で は78 ( 図52)､ 聖 ドメ ニ コ と聖 力 テ リ ー ナ ･ ダ ･ シ エ ナに ロ ザ リオ を 手渡す r ロザ
リオ の聖母+ 主題 ､ あ る い は幼 な子 キリ ス トを 抱く 形式の 無原 罪の御 宿り 図像 を組み
合わせ た よう な 構図の ミゼ リ コ ル デ ィ ア の聖母 が 描かれ て い る ｡
ア ンド レア ･ ダ ･ ム ラ ー ノ の 作品 に戻 る と ､ ム ラ
ー ノ 島の ドメ ニ コ 会聖堂サ ン ･
ピ エ トロ ･ マ ル テ ィ レのた め の こ の祭壇画は ､ 聖母 の慈悲 と詩聖人の執 リ成 しの 意味
合 い の 濃い 図像で あ る ｡ ル ネ ッ 夕部分 に 四人の ドメ ニ コ 会聖人 に固まれ ､ ドメ ニ コ 会
士 と信徒たちを その マ ン トの 下 に庇護 して い る ミゼリ コ ル デ ィ ア の聖 母が描 かれ て い
る ｡ r慈悲の 御母 マ リア+ ( <M aria M ate r Gr atia> )の 銘の 入 っ た 帯 に よ っ て ､ 信
丁7 ア ン ド レ ア ･ ダ ･ ム ラ ー ノ ､ r三 連 祭壇画+､ 14 7 8年 ､ 板 ､ ヴ ェ ネ ツ ィ ア ､ ア ツ 力 デ ミ
ー ア 美 術館 ; La
pJ
･
t tu r ain Ve n eto. 1 I Ou at tr o c e nto, 2v ols ･ , M ila n o, EIe cta , 1 99 0, ll, p ･4 49･
丁8 ジ ョ ヴ ァ ン ニ り 〈ッ テ ィ ス 夕 ･ ラ ガ ッ ツ イ ー ニ(1 520c a.
･15 9 1以降没)､ フ ラ ン チ ェ ス コ ･ ラ ガ ッ ツ イ
ー ニ(1616 年以降没)､ r栄 光 の 聖母と詩聖 人+､ 1 5 76/8 0年頃 ､ 画布､ 油彩 ､ 40 0× 260c m､ ラ ヴ ェ ン ナ ､
サ ン ･ ドメ ニ コ 聖 堂 ; こ の 作 品 で は ､ マ ン トの 下 に ドメ ニ コ 会 の 新旧聖 人が集 っ て い る ｡ 左側 に 教会博
士 で ド メ ニ コ会神学 の基礎とされ た聖 ト マ ス ･ ア ク イ ナ ス ､ 聖 女 力 テ リ ー ナ ･ ダ レ ッ サ ン ドリ ア ､ 聖 ピ
エ トロ ･ マ ル テ ィ レ の 三 聖人が い る ｡ 中央 に は後 の - 6 0一年 に 列聖され る ラ イ モ ン ド
･ デ ィ ･ ポ ニ ヤ フ オ
ー ル , 右 側 に は 川 世紀 の聖女 ア ニ ェ ー ゼ ･ デ ィ ･ モ ン テ プ ル チ ャ
ー ノ(1 72 6年列聖)､ 聖 ジ ア テ ン ト(15 94
年列聖)､ 1 6世紀 の 聖ル イ
ー ジ ･ ベ ル ト ラ ン く16 7一年列聖) と, 1 576年または 80年とされ る本作 の 制
作時 にはまだ聖人 の列 に加 え られ て い な か っ た ド メ ニ コ 全 土 が並 ん で い る ｡ し たが っ て ､ こ の 作 品は ､
ミ ゼ リ コ ル デ ィ ア の 聖 母 の ドメ ニ コ 会 起源説 を意味す るだ けで はな く ､ 同会 の 列聖推進運動 に寄与 し た
もの で あ る と捉 え られ る ｡ BJ
'
bl ia Paupe r u m. D ip/
'
ntJ
'
de/ le dI
'
oc e s /
'
dJ
'
Ro m agn a 1570
- 1670･ c atalogo
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徒た ち を庇護する聖母 の 慈悲が称え られ て い る ｡ こ の 守護者と して の 権能が ペ ス トか
らの 守護 を意味する こ とは ､ その 下 の三 枚の パ ネル に描か れた 詩聖人 によ っ て 示され
て い る ｡ 中央パ ネル に は ､ ペ ス ト斑を見せ る聖 ロ クス と 1 5世紀 に は反ペ ス ト聖人 に
数え られた ドメ ニ コ 会聖人 ヴイ ンチ ェ ン ツ オ ｡ フ ェ ツ レル が ､ 足元 に挽く 女性信徒を
見下 ろ して い る ｡ こ の 祭壇画と 同時期の 14 7 8年 にヴ ェ ネツ ィ ア で初め て 『聖 ロ ク ス
伝』 が出版 され た こ とを 受け て ､ 聖 ロ クス が 中央パ ネル に配 され たの で あろう o 聖 ロ
クス と 一 対 で描 かれ る こ との 多い 聖セバ ス テ ィ アヌ ス は ､ 左パ ネル に身体 を振 っ て 天
を 仰ぐ裸体青年像と して描 かれて い る ｡ 右パ ネル は こ の祭壇画 が寄進され た 聖堂の ド
メ ニ コ 会聖人 ピ エ トロ ･ マ ルチ イ レが ､ 殉教の 椋欄を も っ て ､ 信徒 に祝福を 与え て い
る ｡ ル ネ ッ タ の ミゼ リ コ ル ディ アの聖母 は , 下部 の パ ネル およ びこ の祭壇 に祈祷 を捧
げる全て の信徒 をそ の マ ン トの下 にかく ま う守護者 として 頂点 に描かれ て い る と解釈
で き る ｡
②ミゼ リ コ ルデ ィ アの 聖母 と諸聖人 ､ 都市景観
1 5世紀 ウ ンブ リア の行 列用 職 を制作 した 代表的画家ベ ネデ ッ ト ･ ボ ンフ ィ ー
リの ペ ス ト轍の うち ､ 3 点 は ミゼリ コ ル デ ィ アの 聖母が 都市景観の上に君 臨する と い
う形 式を も つ ｡
1 4 6 0年か ら 6 8年の 間 ､ ペ ル ー ジ ャ に断続的 にべ ス トが流行 した ｡ フ ラ ン
シ ス コ 会系サ ン ･ フ ラ ンチ ェ ス コ ･ アル ･ プラ - ト修道院付属 聖堂に本拠 を も つ 世俗
兄弟会(So cieta s Go nfalo nis Pacis)の た め に ベ ネデ ッ ト ･ ボ ンフ ィ ー リが制作 した 職
(1 4 5 3- 54年頃) は ､ こ の ペ ス ト洗行 に際 して ペ ル ー ジ ャ 市の財政支出 によ っ て 1 4 6 4
年 に べ ス ト行列職 と して拡張 ･ 修復 された 7 9(図 5 3)｡ 蛇立する 巨大な 聖母 は ､ 冠 を
かぶ り花々 と植物模様 の金糸刺繍が 豪華に施 され た衣装を着けて ､ 画 面 中央 に権威あ
る女王 と して君臨 して い る ｡ 広げられた マ ン トの 下 に男女左右 に分か れ て洗 い て祈 る
都市市民 を かく ま っ て ､ 頭 上 に小さく 描かれ た 再臨の キ リス トが投 げ降ろす裁き の矢
に象徴され た ペ ス トか ら人 々 を 守護する都市の 守護者と して 表現 され て い る ｡ マ リ ア
の権能を 強調する よ う に ､ そ の 左右 には信徒を 神に執り成すよう聖母 に祈る 聖人た ち
が従 っ て い る ｡ 左肩越 しに は聖 フ ラ ンチ ェ ス コ ､ 司教聖 エ ル コ ラノ ､ 聖 ラウ レ ンテ ィ
ウス が ､ 右 には 司 教聖 ル ドヴィ - コ ･ ダン ジ ュ ー ､ 司教聖コ ス タ ンツ ア ､ ドメ ニ コ 会
聖人 ピ エ ト ロ ･ マ ル テ ィ レが ､ それ ぞれ合掌 した り ､ 聖母 の マ ン トの 裾 を捧げもっ た
del Ja m ostra, a c u r ad i ”. Ce r o ni, G. Vir oJ i, Ra y en na, Nuov a AJfa. 1g9 2, p p. 251 27.
丁9 ベ ネデ ッ ト ･ ボ ン フ ィ ー リ ､ ｢サ ン ･ フ ラ ン チ ェ ス コ ･ ア ル ･ プ ラ ー トの 幡+､ 1 4 53-54 年(14 64年修
復)､ 画布､ テ ン ペ ラ ､ 2 9 0× 18 0c m ､ ペ ル ー ジ ャ ､ サ ン ･ フ ラ ン チ ェ ス コ ･ ア ル ･ プラ ー ト修道院 ;ua n cini,
Fr a n c e s c oFede ric o, Be n edet to Bo nfI
'
g/J
'
, Mia n o, Ele cta, 199 2, p .47. 前 景 の 銘文くFU R. o1464〉は
くfu re sta u r ato 1464〉 (r1 46 4年 に 修復された+) の意 で あ る . ま た 1465年 6 月5 日 付 け の ペ ル ー ジ ャ
市 の 会計史料 に よ る と ､ 同 市 の プ リ オ ー レ の 承 認 に よ っ て r臓 の 修復の た め の 費用 1 0 フロ ー リ ン の 出資+
が 承認された ｡
9 7
リ して い る ｡ ペ ル ー ジ ャ 市民の 背後 には ､ 左 に聖 ベ ル ナル デ ィ
ー ノ ･ ダ ･ シ エ ナ (14 50
年列聖) が 市政府の 代表を含む 男性た ちを ､ 右 に反 ペ ス ト聖人 の
一 人聖セ バ ス テ ィ ア
ヌ ス が 女性たちをそ れ ぞれ聖母 に示 して い る o 聖母 の 足 元 に は サ ン タ
･ ス ザ ンナ門 ､
エ プル ネ ア門のある市壁の 外か ら見られた ペ ル ー ジ ャ の 都市景観が 描 かれ て お り ､ パ
ラ ツ ツ オ ･ デイ ･ プリオ ー リや サ ン ･ フ ラ ンチ ェ ス コ ･ アル ･ プラ
- ト聖堂 も見え る ｡
左端 には鞭打ち苦行の 白装束を 着 けた 兄 弟会員が行列 して い る ｡ 一 方 ペ ル ー ジ ャ 市の
紋章が つ い た 門の外 に は都市の 外 へ 避難する 家族 ､ 弓矢 を待ち人々 を 倒す ｢死 M o rte+
と こ れ を槍 で撃つ 天使 ､ 市 門で 都市内 へ の通行 を管理 する 市民男性が 見え る ｡ キリ ス
トの右の 神 の 正 義(神罰)の 天使 (<I US TITI A>) と対照 を なす よ う に左 に は ペ ス トの
終篤を 示す定型図像 ､ 剣 を収 め る 天使 (<MISE R IC OR D I A>) が飛押して い て ､ 聖母
の守護する力 が 天 に届い た こ とが示 され て い る ｡
縦 3 メ ー トル に も 上る こ の 巨大な 職 は ､ マ ンチ ー ニ によ る と ､ 行列の 時に は
｢ニ 本の 木製の 運搬具+ に載せ られ て 市中を 運ばれ た 8
0
｡ 17世紀初 頭 の 文書 に は ､ ｢こ
の 職が 市中を行列され る 時 ､ そ の 日 には誰 一 人 と して 死 な な か っ た だけ で はな く ､ ペ
ス トを追放 した+ と記 録 され て お り81､ こ れ が ペ ル ー ジ ャ 市民 にと っ て ペ ス トに対す
る護符的な 力 を もつ 聖画像と して 伝統的 に崇拝 され て い た こ とが 理解で き る ｡
ボ ン フ ィ ー リ と マ リ ア ー ノ ･ デ ィ ･ ア ン トニ オ (1 4 1 0c a. ･ 1 4 6 8) の 共 同制 作
によ る ｢チ ヴィ チ ッ ラ ･ ベ ナ ッ ツ オ ー ネの臓+ 8
2(1 4 5 5年頃)は ､ すで にペ ル ー ジ ャ の
職 とほ とん ど同 じ要素か ら構成 され て い る ( 図5 4)｡ 天 の 女王 然と して 君臨する ミゼ
リ コ ル ディ アの 聖母 の 足元 には ､ ベ ナ ッ ツ オ ー ネの 小村の 景観が描き こ まれて い て ､
白装束の 鞭打ち苦行団と市民た ちが行列 して い るの が 見える ｡ 彼らは 1 3世紀後半か
らこ の 他 に存 在 した職 人 の 信 徒会 を母 体 と して 教 区聖 堂 サ ンタ ン ド レ ー ア ま た は サ
ン ･ フ ラ ンチ ェ ス コ 修道院を 本拠地 に結 成され た と考え られ て い る ､ 鞭打ち苦行同 心
会の メ ン バ ー であ ろ う 83｡ 聖 母 に従う左前景 の 使徒聖 ア ン デ レは教 区聖 堂の 守護聖 人
で あ り , 右の ペ ス ト聖人聖セ バ ス テ ィ ア ヌ ス と対を な して信 徒を 示 して い る ｡ そ の 上
の 聖フ ラ ンチ ェ ス コ と聖 ベ ル ナル デ ィ ー ノ は フ ラ ン シス コ 会聖人 で あ る ｡ また 聖女カ
テ リ ー ナ ･ グ レッ サ ン ドリ ア と聖女 マ グダラ の マ リ ア は とも に ､ 職前景の サ ン ･ フ ラ
ンチ ェ ス コ 聖堂 に付属 する 小オ ラ トリ オの 守護聖 女で あ る 84｡ こ の 職で も ､ 彼ら共同
80 [Ar chivio D io c e s a n o, Pe r ugia :Ln v e nta rio del ta Co nfr ate r nita del S S. Co nfalo n ed i S. Fr a n c e s c o,
P. S. S. , 1 72 9, s e n z a c ol l c a zio n e. ]Cfr .Ma n cini, 8e n edet to 8o nfig/i, p . 47.
81 "
qu a ndo si po rta v apr o c e s sio n alm e nte pe rIa citta, pe rquelle str ade , che pa s s a v aqu el gio r n o,
non so一o n o nmo riva nes s u no , m a etie nd io c e s s a v a[a Pe ste
' '
[Bi bZ iote c aAugu sta , Pe r ugia: n s. F22,
c c.3 6- 39. Ra c c oJta de//a c o s e s egn ala/e] C fr . Ma n cini, Be n ede( to Bo nfI
'
g/ i, p . 48.
82
マ リ ア ー ノ . デ ィ ･ ア ン トニ オ ､ ベ ネデ ッ ト ･ ボ ン フ ィ ー リ ､ ｢チ ヴ ィ テ ッ ラ ･ ベ ナ ッ ツ オ ー ネ の 職+､
14 5 5年頃 ､ 画 布 ､ テ ン ペ ラ ､ 2 0 0× 14 5c m ､ チ ヴ ィ テ ツ ラ ･ ベ ナ ッ ツ オ ー ネ(ウ ン プリ ア)､ サ ン . タ ン
ド レ ア 教区聖 堂
8 3hlancini, Be n edet to Bo nf/
'
g/i, p p. 5卜5 2･
& 4 Ma n cini, Be n ede ‖ o 8o nf igl/
'
, p p. 5 卜52.
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体の 守護聖人た ちを 介 して ､ 行列する人々 の歎願が 聞 き入 れられ ､ 聖母の慈 悲を得た
こ とが鮮や かな 色彩で描 かれ て いる ｡
｢コ ル チ ャ ー ノ の 職+ (14 72年)で は ､ 上記 二 作 と比 べ る と ､ 守護聖人の 数 は
二 人 に減 り ､ 聖母の 天蓋 の よう にか けられ た天 幕の中 に矢を投 げ下 ろす父 なる 神が配
され た よ り簡潔な構成 にな っ て い る 85( 図5 5)｡ 聖母 の マ ントは優雅な衣装 と髪飾 り
を着けた 二 人の天 使が裾 をもち ､ 聖 母自身は胸の 前で両 手 を合わ せて 祈 っ て い る ｡ 聖
セバ ス テ ィ ア ヌ ス の 反 対側で 司教姿の聖アウ グス テ イ ヌ ス が コ ル チ ャ ー ノ の ア ゴス テ
イ ノ会修道院長 を聖母 に執 り成 して い る ｡ ニ 人の 聖人の祈りを書 い た銘文 に よ る と ､
こ の職 は コ ルチ ャ ー ノ の 人々 の 為 に聖母 の慈悲を 仰ぎそ の 純真を称え て ､ 被ら の ｢安
全 ･ 健康+ をキ リス トに執 り成すよ う祈る も ので あ っ た86.
1 4 8 2年 にべ ス トが 流行 したウ ン プリア 地方のモ ン ト ー ネの コ ム ー ネの た め に
制作され た 臓で も87 (図 5 6)､ ボン フ ィ ー リ の ペ ス ト職 と基 本的図像モ チ ー フ ､ 構成
は変わ らず ､ 1 5世紀後 半に は ウ ンプリア地方 一 帯で こ の 形式の ペ ス ト行 列旗が 制作
され 受容 されて い た こ と がわ か る ｡ 前景の ､ 遠景か ら眺められた 都市は全体 の 1 / 6
を 占め る に留ま り ､ 中央の ミゼ リコ ル ディ ア の 聖母 が画 面 を圧倒的 に占めて い る ｡ モ
ン ト ー ネの 市民た ちが聖母 の マ ントから溢れ る ほどその 庇護を求め て集ま っ て い る ｡
以 上 の作例 にお い て 前景 に描か れ た ペ ス ト兼行中の 都市の 情景は ､ 都市 の安全 と救済
の た め に聖母 の 執り成 しを祈 り ､ 病人 を看護 し ､ 警備する とい う疫病時の 市民的義務 ､
慈善事業を 具体的 に示 して い て ､ それ を 象徴 的に表わ したの が庇護者 と して の ミ ゼ リ
コ ルデ ィ ア の聖母 で あ っ た ｡
ウ ンプリ アの ペ ス ト臓で は都市景観の 上に こ れ を護る よう にミ ゼリ コ ル ディ ア
の 聖母 が 君臨して い た ｡ こ の 構図の よう な ､ い わ ば都市上空 に聖母が顕 現 した かの よ
う な ヴィ ジ ョ ンが ､ カ マ ル ドリ会士 バ ル トロ メオ ･ デ ッ ラ ･ ガ ッ タ (Ba rto･1o m e odella
Gatta 14 4 8- 1 5 02) が 姑 い た 14 78年のア レ ッ ツ オ のペ ス ト奉納画の 主題 とな っ て い
る8 8( 図5 7)｡ こ れ は ア レ ッ ツ オ の ミ ゼリ コ ル デ ィ ア 同心会が注文 した も ので ､ 同 柿
の中心 にあ る ピア ッ ツ ァ ･ グ ラ ンデを舞台と した 画面 中景左の建物に は こ の 同 心会の
本部が据え られ て い た ｡疫病中の 慈善行為 は被らの活動の中で も最も賞賛され て い た ｡
8 5 ベ ネ デ ッ ト ･ ボ ン フ ィ ー リ , ｢コ ル チ ャ ー ノ の 峨+､ 1472 年 ､ 画布､ テ ン ペ ラ ､ 2 40× 132c m ､ コ ル チ
ャ ー ノ ( ウン プ リ ア)､ サ ン タ ･ マ リ ア 教区聖堂 ; こ の 職 は 1 472 年 に コ ル チ ャ ー ノ の ア ゴス テ イ ノ 会士
の要望を受 け て 同 コ ム ー ネ 当局が制作費を献金 して 作られ た ｡ 前景 の コ ル チ ャ ー ノ の 城 祉 は オリ ー ブの
林の 丘 の 上 に あり, こ れ は 城 門 の外 にあ っ た ア ゴス テ イ ノ 会聖堂か らの 眺望と 一 致 する と い う ｡ Ma n cini,
Be n edet to Bo nfig//
'
, p p.1 3 2
-1 34.
86くSa nta Ma ria s u c c u r r e nis e ris , iu v apu s= a nim e s r efo v ef Lebile s, o r apr o populo) (向か っ て
左 : 聖 ア ウグ ス テ イ ヌ ス) 〈O Ma ria f lo s virgin u m v elut r o s a, v et l =iu m, fu nde pr e c e s ad fi liu m
pr o s a一ute fi deliu m) (右: 聖 セ バ ス テ ィ ア ヌ ス)
8 7
バ ル ト ロ メ オ ･ カ バ ラ ー リ (1 42 0｡ a:1 50 5以 降) に帰属 ､ r モン ト ー ネ の 臓+, 1 482 年 ､ 画 布 ､ テ ン
ペ ラ ､ 2 3 6× 164c m, モ ン ト ー ネ ( ウン ブリア)､ サ ン ･ フ ラ ン チ ェ ス コ 聖 堂
8 8 バ ル トロ メ オ ･ デ ッ ラ ･ ガ ッ タ ､ r聖 ロ ク ス に 顕われ る ミ ゼ リ コ ル デ ィ ア の 聖母+､ 1 478･79 年 の 間､ ア
レ ッ ツ オ , 国 立 中世近代美術館
99
そ れを示 すよう に ､ 巨大な 威厳 に満ちた 姿で描 か れ た 聖 ロ ク ス の祈 り に応 えて 顕 現 し
た ミゼ リ コ ル ディ ア の聖母は ､ 同心 会本部の上 空 に降 り立 っ て い る ｡ ロ レンツ オ ･ ニ
ョ ッ キは ､ ガ ッ タが属 して い た カ マ ル ドリ会の ｢死 に つ い て の 隈想+ 思想との 対応を
こ こ に見出 し､ 広場 とい う 舞台設定 にもか かわ らず本作 は ､ ペ ス トに よる 死とい う地
上の 死 の不 安を克服 して 希望と よ り高次の 院想 を得 る た めの 祈祷の モ デル を提供 する
もの である と解釈 した ｡ 立ち止 ま っ て 眼を あげ手 を合わせ て 上方の 天 空を 仰ぎ見る聖
ロ ク ス の 表現は ｢信仰+ の イ コ ノグ ラ フ ィ ー に した が っ た もの で あり ､ また聖人名を
示す石 (Ro c c o) の上 に足を 乗せ て 孤 独 の中で 隈想 に集 中 して い る こ とを 示す姿勢 は
聖人の 内面 的な孤独な 祈 りの 精神を 表わ して い る と説 明 して い る 89｡ ガ ッ タは聖 母の
出現を 画面 の隅 に斜 め に描 い て お り ､ 甲斐氏 によ る と 同 一 画 面 内で聖 ロ クス と ミゼ リ
コ ル ディ ア図像が こ の よ う に 関連付けされた 先例は 見当た らな い と い う9 0｡
ペ ス トが践覆 する 都市の 上空 にミゼ リ コ ル デ ィ アの聖 母 が 出現 する とい う モ チ
ー フ は ､ 1 6 30年ミ ラ ー ノ の ペ ス トを 扱 っ た エ ッ チ ング に繰り 返され て い る 9 1( 図5 8)｡
版画の ほぼ全面 に描か れ た疫 病中の ミ ラ ー ノ の街路 で は ､ 行 き倒れ の 死 体が転 が り ､
塞か ら遺骸を降ろす死 体運搬 人 や各戸 を見回 る検疫 官 ､ 屋外 ミサ をあげる聖職者 ､ 寵
に乗 っ て 巡察する大司教枢機卿 フ ェ デ リ コ ･ ボ ッ ロ メ ー オ の 姿や ､ ｢不名誉 の柱+､ ペ
ス ト塗 り容疑者 に最終告解 の秘蹟 を授 け る カ プチ ー ノ 会士 92と処 刑場面 が 見 出せ る ｡
こ の よ うな 凄惨さ と恐怖心 ､ 信仰心 の 濃在 した 情景の 遠景 に は ､ 栄光に包 まれ て 天 空
に現れ る ミゼ リ コ ルデ ィ ア の聖母 を 認め る こ とが で き る ｡ マ ン トを広 げた 聖母 の 左右
で は ､ 聖セ バ ス テ ィ ア ヌ ス ､ ミ ラ ー ノ の 守護聖人聖 ア ン プロ シウ ス ､ 聖カ ル ロ ･ ボ ッ
ロ メ - オ ､ 聖 ロ ク ス が ミ ラ ー ノ に対する聖母 の 慈悲 と執 り成 しを嘆願 して い る ｡ 1 564
年 に閉会 した トレン ト公会議決議 に基 づ い て ､ キリ ス トの矢 を跳ね 除 ける ミ ゼ リ コ ル
デ ィ アの聖母 主題 は神の 意志 に対する反 抗的行為 を示 すと して 図像化が禁 じられ た ｡
と こ ろが 17世紀 にも こ の 版画の よ うな 大量 に流布 され る蝶体を 通 して描か れ て い た
こ とは ､ 聖母 の慈悲を 分か り や すく 造形化 した この モ チ ー フ に対する人 々 の 信仰心 の
継続 を認め られ る興味深 い 事実で ある ｡
②' 裏表図像 ( 行列職)
89Gn o c ch i, Lo r e n z o-, "Le pr egh ie r ein pi t tu r adi Ba rtolo m e ode H a Gat ta” , in : Art/･ sta . cri t)･ c a
de//'a rte in Tos c a n a･ Fir e n z e, Le Letter e, 19 96, p p. 11 0
-1 3 7, p p. 116 -1 23.
90 甲斐 数行 ､ rフ ェ デ リ コ ･ バ ロ ツ チ とカ ッ プチ ー ノ 会 - - ト レ ン 卜宗教会議以後 の対抗宗教改革期芸
術 の 一 形態+､ 19 99年度千葉大学大学院社会文化科学研究科博士論文 ､ 1 99 9年 ､ 1 72乱
91 無 記名 ､ rミ ラ ー ノ の 1 630年 の ペ ス トの 情景+､ 1 6 3 0年以 降､ エ ッ チ ン グ ､ ミ ラ ー ノ ､ ベ ル 夕 レ ッ リ
蔵 ･L 1 63 0年 の ミ ラ ー の の ペ ス トがど の よ う に 版画図像 に表わ され た の か を論 じた P . ベ ツ リ ー ニ に よ っ
て 採 良され て い る ｡ Be = ni, Pa olo , `
`
Lape sted 川 ila n ode1 1 63 0n elle im magini a sta mpa
”
, in :a, afJ
･
c a
d'Jrte･ RJ
.
V /
'
sta d i s(o ria de//'in c /
-
sio n e a ntI
･
c a e m ode r n a e sto r/
･
a de/ dis egn o, Ann o V, n . 17,
Genn aio -Ma r z o19 94, p p. 4- 15, pl. 4.
92 Be = inj,
``La pe ste d i Mi Ja n ode1 16 30n e=e im agini a sta mpa
”
, p .12.
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ウ ンブリ ア の ミ ゼリ コ ル デ ィ アの聖母 の ペ ス ト臓の 伝統上 に ､ 1 4世紀末 に ラ
ッ フ ァ エ ツ ロが描 い た と され る 両面 からな る臓が属 して い る 9 3( 図5 9)｡ こ れ は ペ ス
トと の直接的関係を も つ もの で は な い が ､ 19世紀 にチ ッ タ ･ デ ィ . カ ス テ ツ ロ の オ
ス ペ ダ ー レ ･ デ ッ ラ ･ カ リタ とい う施療施設の 一 室 にあ っ た と い うこ とを踏 まえ れば ､
ペ ス ト流行暗か 平時か を 問わず､ 病や 危険か ら庇護する ミゼリ コ ル ディ ア の聖母 に加
護を願う祈願行列が行なわれて い た こ とを証 しよ う｡
③玉 座の聖母 子 と守護聖人 ､ ペ ス ト聖人 (聖会話)
ビザンチ ン的な天の 女王 と しての 聖母 マ リアか ら ､ 地上的空間におか れ た 玉座
に座す聖 母子 を 詩聖 人が 囲む ル ネサ ンス 的 ｢聖会話+ 形式が 15世紀後半か ら 1 6世
紀前半の聖 母 図 像を 占める よう にな るの と平行 して ､ ペ ス ト図像に お ける聖母 の描か
れ 方 も 1 5世紀後半 頃か ら玉 座の聖母子 と ペ ス ト聖人の組み合わせ が 多く 見られ る よ
う にな る ｡
ジ ョ ヴァ ン ニ ･ ベ ツ リ ー ニ (Gio v a n ni Bellini 1 43 5c a/ 15 1 6) の ｢聖 ヨ プの祭
壇画+ は 1 4 7 7- 8 年の ヴ ェ ネツ ィ アの ペ ス ト流 行の際に ､ 厳格 フ ラ ンシス コ 会聖堂
サ ン ･ ジ ョ ッ ベ ( 聖ヨ ブ) のた め に描か れた ペ ス ト奉納画で あ る94 (図 60).一 円簡 ヴ
オ ー ル トの聖堂ア ブシス 空 間 に場面 設 定され た こ の作品で は ､ 多色大理 石 造り の玉 座
に聖母 が 座 し ､ 自ら祝福する よ うに左手を上げて い る ｡ 右膝 には ､ 正 面向き に座 した
幼児キ リ ス トを抱 い て い る ｡ 玉 座の壇上 には 奏楽の天使が リ ュ ー トや 弦楽器を 弾い て
い る ｡ 玉座 の 左右 を 囲む聖人た ち の 中に ､ こ の聖堂 の守護聖人聖 ヨ ブ( 左か ら三 番目)
と ペ ス ト聖人聖 セバ ス テ ィ ア ヌ ス ( 古か ら二 番目) が見 え る ｡ 後者の 滑らか な 身体 に
は二 本 の矢が刺 さ っ て い る ｡ 画 面上部は ほ とん ど建築空間で 占められ て い る ｡ こ れ を
見 る信徒 の 前 にさ らな る礼拝堂空間が現 れる よ うな ､ 明らか に北方の 図像を 取り入 れ
た ､ 視 覚的イ リ ュ ー ジ ョ ニ ス ム に富む 意匠で あ る ｡ こ のよ う に建築空間に聖人を配 し
た 構図は ､ ヴ ェ ネツ ィ ア絵画 で 初め て 導入 され た と言わ れ て い る ｡ ま た ､ ヴ ェ ネツ ィ
ア に多く 残る ビザンチ ン美術の 影響を 思わ せ る ア ブシス 部のモ ザイ ク を模 した 装飾は ､
フ ラ ンシ ス コ 会の 特徴的神 学で あ る聖母 の無原 罪受胎 を示 して い る 95｡ こ れ が 寄進 さ
れた聖堂 の守護聖人聖 ヨ ブは ､ 聖セ バ ス テ ィ ア ヌ ス と と もに ペ ス ト聖 人 と して描か れ
て い る ｡
93 ラ ッ フ ァ エ ツ ロ( 帰属)､ ｢カ リタ の峨+､ 1 4世紀末 ､ 画布 ､ テ ン ペ ラ ､ 160×8 0c m ､ チ ッ タ ･ デ ィ ･ カ
ス チ ッ ロ ､ ピ ナ コ テ ー カ ･ コ ム ナ - レ ; 表 に は ､ 襟 刑 の キリス トと聖 母 ､ 福 音書記者聖 ヨ ハ ネ が ､ 裏 に
は ､ 鞭打 ち苦行者 を含む信徒 た ちを マ ン トで 庇護する ミ ゼリ コ ル デ ィ ア の 聖 母 が描 か れて い る ｡ ウ ル ピ
ー ノ の 職 の 特質 で ある ミゼリ コ ル デ ィ ア の 主題と ､ 襟 刑図 に 149 ト150 0年頃の ペ ル ジ ー ノ 作 品 の 影響 が
認 められ る こ と か ら､ サ ン テ ィ は こ れを ラ ツ フ ァ エ ツ ロ の 1 4世紀末の 作品と して い る . Sa nti, Go nfalo n /
I
u nTbrI
'
de/ R/
-
n a s c I
'
m e nto, P. 3 5.
9 4
ジ ョ ヴ ァ ン ニ ･ ベ ツ リ ー ニ ､ ｢聖 ヨ プ の 祭壇 (14 77-7 8年 ヴ ェ ネ ツ ィ ア の ペ ス ト記念)J､ 1 478 ･8 0年
頃 ､ 板 ､ 油 彩 ､ ヴ ェ ネツ ィ ア ､ ガ ッ レ リ ー ア ･ ア ツ カ デ ミ ー ア
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北イ タ リ アで流行 した ペ ス トとの 関係 を そ の主題か ら推測で き る ア ン トニ オ
･
ダ ｡ テ ィ ゾイ (Anto nio da Tiz oi 1490 年代か ら 1 52 0年代ベ ッ ル
ー ノで 活動) の 奉納
画は96､ 室内 に据 えられ た玉 座 に幼な 子 キリス トを抱 い て 座る 聖母 を 描 い て い る ( 図
6 1)｡ 玉座 の左右 には ､ 太 ももの ベ ス ト斑 を 見せ て 胸 に手を 交叉 させ る聖 ロ ク ス と ､
古代 ロ ー マ 皇帝近衛兵で ある こ とを示 す鉄 の 兜を 伴っ た聖 セバ ス テ ィ アヌ ス が合 掌 し
て 立 っ て い る ｡ 両者と も ､ 聖母 が左脇 に し っ か り抱く幼 な子キ リス トを見つ め て い る ｡
両端 には司教バ ロ ツ ツ イ と司教デ ･ ロ ッ シの 紋章が描か れて い る が ､ こ れ が 注文主 を
示 すの か ､ あ る い は本作が描 か れ た都市 の 守護者を 示 して い るの か は明 らか で は な い
97
0
トレヴィ ー ゾの ドゥ オ ー モ にあ る通称 ｢フ ィ オ
ー レ (花) の 祭壇画+ は 98､ 背
景 に空が 開けた 回廊の よ うな 空間 に据え られ た 高い 玉 座の 聖母子 と聖 セバ ス テ ィ アヌ
ス ､ 聖 ロ ク ス を 描 いて い る ( 図62)｡ 1 4
- 1 5世紀 に東方貿易で 栄え た ヴ ェ ネ ト地方
は交易品 と とも に持ち込 まれ た ペ ス トに度々 見舞わ れ て い た ｡ した が っ て ､ ニ 大 ペ ス
ト聖人が 描かれ た この 玉座 の聖 母 は ､ 疫病 に対 する 聖母 と詩聖人の 執り 成 しを祈念 す
る た め の ベ ス ト奉納画 で あ る と考え られる ｡ 天 蓋 の つ い た 玉座 の聖母 の 上半身は ､ 赤
い 幕で仕切 られ た地上的空間か ら弁別 され て ､ 天空 に示 唆され る 天上的空間 に位置 し
て い る ｡ そ の左ひ ざに立ち上が っ て ､ 聖母 の もつ 青海の 花を つ か もう とする 裸体の 幼
児キ リス トを抱く聖母 子 図像 は ､ ビザ ンチ ン美術の影響 を受け て イ タリ アで も 13世
紀末 か ら 1 4世紀初頭 に多く描 かれ て流布 した ｢立て る幼児キ リス ト+ の タ イ プに属
して い る 99｡ 玉座の 台座の 二 人 の奏楽 の天 使 の存在や ､ 暖色を 用 い た 明 る い 画 面 は ､
ペ ス ト図像 に描 き こ まれ る 凄惨な 疫病場 面 と は無緑の ､ 安定 した 空間を醸成 して い る ｡
イタ リア半島の 中で も最 も頻繁 に べ ス トが流行 した地域 の
一 つ で ある ヴ ェ ネ ト
で は ､ 15 0 2年 に もペ ス トの 危機が 切迫 して い た ｡ セ デ ィ コ 近郊の ブリバ ー ノ ､ サ ン ･
ニ コ ロ 聖堂には こ の時の ベ ス ト危機を前 に同 地の 商人 プッ ツ ア
ー テ ィ 象が寄進 した オ
ラ トリオ が 建立 された 1 0 ｡ そ の 祭壇 の た め に ､ 細 かな 透か し彫 り の 入 っ た 木 製の コ
ー ニ ス に､ 玉座 の 聖母 子 と聖堂守護聖人聖 ニ コ ロ とペ ス ト聖人聖 ロ ク ス の パ ネル をそ
れ ぞれ は め込 ん だ三 連衝立画 が 描か れ た
1 01( 図6 3)｡ 中央パ ネル の聖母 子 の 天蓋 の 奥
95 La pI
･
t tu r ain Ve n eto ･ // qu at tr o c e nto, 2v o]s ･ , Mi la n o, E le cta, 1 9 90, p p･ 449
- 50･
96 ア ン ト ニ オ ･ ダ ･ テ ィ ゾイ ､ ｢玉 座 の 聖母 子 と聖 ロ ク ス ､ 聖 セ バ ス テ ィ ア ヌ ス+､ 1 48 8年 ､ 板 ､ テ ン
ペ ラ ､ オ ル ツ ェ ス (ヴ ェ ネ ト)､ マ ド ン ナ ･ デ ッ ラ ･ ネ
- ヴ ェ 聖 堂
9T La p)
'
t tu r a I
'
n Ve n eto . / /Ou at tr o c e nto , [J, p･ 584･
9 8 ジ ロ ー ラ モ ･ ス ッ ラ ツ ツ ア ロ ー リ ･ ダ ･ ア ヴ ィ ア ー ノ ､ ｢フ ィ オ ー レ の 祭 壇画+, 14 8 7年 ､ 板 ､ ト レ
ヴ ィ - ゾ､ ド ゥ オ ー モ
99 石 綿 真澄 ､ ｢シ モ ー ネ ･ マ ル テ ィ ー ニ の 『マ エ ス タ』 と幼 児キリ ス トの
一 夕イ ブ の 流布 に つ い て+､
『美 学』. 117､ 197 9年 ､ 28- 41貢 ､ 28
-36貢 ｡
一oo La pittu r a n el Veneto ･ I/ Cinqu e c e nto, I, p･ 2 94･
10 1 ジ ョ ヴ ァ ン ニ ･ ア ゴス テ イ ー ノ ･ ダ ･ ロ ー デ ィ ( 木製枠は ヴ ィ ッ ト
ー レ ･ ス イ エ ン ツ ア)､ ｢聖 母 子
と聖 ニ コ ロ ､ 聖 ロ ク ス+､ 150 2年以降 ､ 板 ､ プリ バ ー ノ ( ヴェ ネ ト地方 セ デ ィ コ 近 郊)､ サ ン
･ ニ コ ロ 聖
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には風 景が広が っ て い て ､ ヴ ェ ネツィ ア派の ジ ョ ヴァ ンニ ･ ベ ツ リ ー ニ の聖母子 の影
響を想起 させ る ｡
同 じく ヴェ ネト地方の パ ドヴァ 近郊 ､ モ ンタグ ラ ー ナ の ドゥ オ ー モ にも ､ トレ
ヴィ ー ゾの 祭壇画 と よく似 た 構成の 玉座の聖母 子 とペ ス ト聖人の 祭壇画が 寄進 された ｡
こ れ は 15 10年の ヴ ェ ネト地 方の ペ ス ト流行の翌年に ､ ペ ス トと死 か ら免れた こ とを
感謝 する エ ク ス ･ ヴオ ー トと して 貴族 ヴイ ンチ ェ ンツ オ ･ モ ント - ニ が 寄進 した もの
で あ る102 ( 図6 4)｡ 天上か ら下 が る長 い フ ロ ンタ ー レを背に正 面 を向 い て ､ 綴れ 織が
敷か れた 玉座 に座す聖母 が 天 使の戴冠 をうけて い る ｡ 台座の 両脇 に は聖セバ ス テ ィ ア
ヌ ス と聖 ロ クス が 衛兵のよ う に立ち従 っ て い る ｡ 幼児キ リス トは聖母 の 右膝 に座 っ て
右 に頭を傾 げて い る ｡ 他の 三 人はみ な 一 様 に頭を左 に傾げた優 雅な姿勢で 観者の 方 に
眼差 しを送 っ て い る ｡
テ ィ ツ ィ ア ー ノ に師事 した パ リス ･ ボル ド ー ネ (paris Bo rdo n e1 50 0- 157 1)
が ベ ッ ル ー ノ の サ ンタ ･ マ リア ･ デイ ･ /†ッ トウ ー テ ィ聖堂の た め に描 い た聖会話作
品 は 1 03､ こ れ まで の作例 に比 して雑然と した 感が 認められ る (図 6 5)｡ こ の聖 堂は名
称か ら鞭打ち苦行 同心 会 (co mpa nia dei Battuti) に 関わ っ て い る､. と考え られ ､ こ
の祭壇画 は お そ らく 1 52 8･ 3 0年の ペ ス ト流行を記念 した 奉納画で ある と思わ れ る1 0 4｡
背景 に青空が見え る トリオ ン フ ァ ル ･ ア ー チ の下 に備えられた 階段上 の 玉座 に聖母が
座 っ て い る ｡ 右脇 に立て る幼児キリ ス トは ､ 聖母が 示 す香の ような 果実を見 つ めて い
る ｡ そ の 左右 には 聖 ロ クス と聖女カテ リ ー ナ ･ ダレ ッ サ ンド リーアが ､ 前景左で胸 に手
を当て て聖母 へ の 執り成 しを 請う司教聖フ ァ ビア ー ノ の願 い を 聞く よう に身を かが め
て見下 ろ して い る ｡ 前景右 には柱頭の 落ちた朽ちた 円柱 に縛られ た 聖セバ ス テ ィ ア ヌ
ス が 痛み に歪 ん だよ うな 表情で 立 っ て い る ｡
聖 会話型 の ペ ス ト図像は , 1 6世紀 半ばか らは ほとん ど見 られ な くな るが ､ 16 56
年の ナポリ の ペ ス トを記 念 した マ ッ テ ィ ア ･ プレ ー テ イ (M attia Pr eti 16 1 3- 1 6 9 9)
の ｢コ ン ス タ ンテ ィ ノ ポリ ス の聖母+ と呼ばれ る 祭壇 画105 に再 び取 り 上げられ て い
る ( 図6 6 A)｡ ジ ョ ン ･ ス パ イ ク に よる と ､ こ の 作 品は プレ ー テ ィ の 母 方の 親族 に当
た る ジ ョ ヴァ ンニ ･ トン マ ー ソ と マ リ ー ノ のス キバ ー ニ 父 子 が 16 56年の ペ ス トか ら
守護 して く れた こ と を聖母 と詩聖人 に感謝するた め に委嘱 した もの で あ る1 06｡
1 0 2
ジ ョ ヴ ァ ン ニ ･ ボ ン コ ン シ リ オ ､ ｢玉 座 の 聖母子と聖 セ バ ス テ ィ ア ヌ ス ､ 聖 ロ ク ス+､ 151 1年 , 画 布､
油 彩 ､ モ ン タ グ ラ ー ナ (パ ドヴ ァ 近郊)､ ド ゥ オ ー モ
1 0 3
パ リス ･ ボル ド ー ネ､ r聖 母子と詩聖人+､ 153 5-37 年春 ､ ベ ル リ ン , ボ ー デ 美 術館
104 La p/
･
t tu ra n e/ ve n e(o. I/ C inqu e c e nto, L, p .2 98.
1 0 5
マ ッ テ ィ ア ･ プ レ ー テ イ ､ ｢コ ン ス タ ン テ ィ ノ ポリ ス の 聖母+. 16 5 6年 ､ 画 布 ､ 油 彩､ 2 8 6.5× 19 6c m ､
ナ ポ リ､ サ ン タ ゴス テ イ - ノ ･ デ ッ リ ･ ス カ ル ツ イ (サ ン タ ･ マ リア T ツ フ ヴ ェ リタ) 聖堂
1D61 657年 1 月 9 日付 の 同作 の 祭壇設置 に関す る契約書[Ar chiviod i Stato , Napo.i.･ Notai del Seic e nto.
Gia nbat tista de= 'Av e r s a n a, s cheda 29 5, pr oto c ollo 17, c c. 6r : 8r .] Spike, Mat tI
'
a pr etI
'
,
p p. 2】2 -2†3.
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｢コ ンス タ ンテ ィ ノポ リス の 聖母+ と い うの は こ の 東方の 大都市か らナポ リ へ
移された と い う聖母 イ コ ンで ､ 同地で 信徒民衆 の崇拝 を集め て い た ｡ 構 図全体は 位階
的で左右相称性 に秩序付 け られ て い る ｡ ｢天 の 女王+ と して戴冠 され る 玉 座 の聖 母 と
幼 児キ リス トは ､ 南イ タ リア で ペ ス ト聖人 と して崇拝 された 聖 ロ ザ リ ア ･ ダ ･ バ レル
モ に膏帝の 冠 を授 けて い る ｡ そ の 図像は ､ 16 2 9年に ア ン トワ ー プで 出版 され た 『ペ
ス トの 守護聖女処女 ロ ザリ ア 伝』(Vi ta e S. Ro s a]/
'
a e v /
'
rg/
'
nis Pa n o r m /
-
ta n a ePe stI
'
s
Patr o n a e ]
'
c o nibus e xpr e s s aAnt. Va T7Dyck del jn. , Antw e rple, Apud Co r n eliu mGaI ]e,
16 2g. ) の ため にア ン トン ･ フ ア ン ･ ダイ ク が描 い た ｢聖 母 子 に祝福 さ れ る 聖女 ロ ザ
リ ア+､ ｢幼児キ リス トか ら善報 の 冠 を受 け る聖 女 ロ ザ リア+ ( 図6 6 BCDIO 7) を 霊感
源 と して い るも の と思わ れ る ｡ 聖母 の左で は観 音に避難所 を示 すよ う に聖 ヨ セ フ が マ
リ アの マ ン トを も っ て い て ､ ミ ゼリ コ ル デ ィ ア の聖母 の 伝統 を想起 させ る ｡ 右 には現
在 で も毎年血の溶解の 奇跡 が信 仰され て い る ナポリ の 守護聖人 聖 ジ ェ ンナ 一 口 が こ ち
らに背を見 せ て立 っ て い る ｡ 前景の 玉 座の 足元 には ､ 聖母 を 仰ぎ見 る 聖 ロ クス と ､ マ
ル タ騎士団十字の つ い た 甲胃を 着け て 観者 に眼を向 け る聖 二 カ シオが い る ｡ 後者が 配
され て い る こ と につ い て ､ ス パ イ ク は ､ マ ル タ騎士 団員だ っ た マ ッ テ ィ ア ･ プ レ ー テ
ィ 自身 の献 身を示 した もの と解釈 して い る 108｡ 前景 中央の 天 使 が 持 つ 銘 文は 判読 し
にく い が ､ そ の大意は ｢コ ンス タ ンテ ィ ノ ポリ ス の聖母+ の イ コ ンの 守護す る 力 と聖
女 ロ ザリ ア にべ ス トか らの 庇護を感謝す る寄進 者の 意 図が 示 され て い る ｡
こ れ と同様 に ､ ル ネサ ンス 聖会話 図像 を称揚 して 描か れ た 1 7世紀後半 ロ ンパ
ル デ ィ ア の玉座の 聖母 と詩聖人の祭壇画 を見 て み よう ｡ ベ ル ガモ 出身の 画家 マ ル ツ ィ
ア ー レ ･ カル ビノ ー リ (1 64 4- 172 2) の 明らか に べ ス ト奉納画 と思わ れ る作品 で は 109
(図 6 7)､ 綴れ織が敷 か れ た壇 上に斜め に座 した聖母 が ､ 聖母の 膝を 降り て 前に馬区け
出すよ うな 身振 りの 若き キ リス トの肩 に手を置 い て い る ｡ キ リス トは 上景右側 の 騎乗
の聖ゲオル ギウス と目 を 合わ せ て い る ｡ 前景右 には聖書 を も っ て 座 した 聖 ロ ク ス が上
を仰ぎ見て聖母 と見詰め 合 っ て い る よ う に見え る ｡ 一 方左 に はア トリ ビ ュ ー トの野原
を連れ て タウ十字型 の 杖を も っ た 隠者聖 ア ン トニ ウ ス が 僻 い て 立 っ て い る ｡ 左右相称
的な 人物 配置 にも かか わ らず ､ 斜め に交錯する 視線 と人体の ア ウ トラ イ ン によ っ て 空
間が ジグザグに深ま っ て ゆく 効果 が動 的リズム を生 み 出 して い る ｡ 玉 座の聖母 を 三 人
の反 ペ ス ト聖人が取 り 囲む こ の 作品で は ､ キリ ス トの 動 的な 身振り が 示す生 命力が 観
1 07 ア ン トン ･ フ ア ン ･ ダ イ ク ( 原画), コ ル ネ リウ ス ･ ハ ル く翻刻)､ 『ペ ス ト守護処女聖人 バ レ ル モ の
聖 女 ロ ザ リ ア 伝』 (ア ン トワ ー プ､ 16 2 9年)､ 扉 絵 ; ア ン ト ン ･ フ ア ン ･ ダ イ ク ( 原画)､ コ ル ネ リ ウ ス ･
八 ル ( 翻刻) ｢聖母子 に祝福 され る聖女 ロ ザ リ ア+､ 銅 版 画 ､ 9 .2×6 .5c m ; ア ン トン ･ フ ア ン ･ ダイ ク ､
｢幼 児キ リ ス トか ら蓉番 の 冠を受ける聖女 ロ ザ リ ア+､ ペ ン ､ 水 彩 ､ 9.6×6.5c m､ ロ ン ドン ､ 大 英 博物館
108 spi ke, Mat tja Pret i, pp . 21 2
- 21 3.
10 9 マ ル ツ ィ ア
ー レ ･ カル ビ ノ ー リ ､ ｢玉 座 の 聖 母 子と隠者聖 ア ン トニ ウ ス ､ 聖 ゲ オ ル ギウ ス , 聖 ロ ク ス+､
17 世 紀後半 ､ 画 布 , 油 彩 ､ 270×170､ ク ル ソ ー ネ (ロ ン パ ル デ ィ ア)､ サ ン タ ･ マ リ ア ･ ア ッ ス ン タ 聖
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者 の視線 を引き付 けて い る ｡
③' 裏表図像 ( 行列職) .
聖会話型 の ペ ス ト図像 は ､ ス タ テ ィ ッ ク な祈祷対象である 祭壇画 が 多い が ､ 15
世 紀 プ レ ッ シ ャ 近郊 オル ツ イ ヌ オ ー ヴ ィ の た め の ヴイ ン チ ェ ン ツ オ ｡ フ ォ ツ パ
(V in c e n z oFoppa 14 2 7/3 0
- 1 51 6c a.) の ペ ス ト行列臓 11 0には こ の 形式を もつ 聖母 図
像が 表面 に描かれて い る ( 図6 8)｡ 北イ タ リ アの プレ ッ シ ャ周辺 は ､ 1 5世紀か ら 9 0
年間に渡 っ て戦乱 ､ ペ ス ト､ フ ランス 軍によ る侵攻 と占領が 続 いて 疲弊 して い た ｡ 1 5 10
年の ペ ス トの後 ､ バ ッ サ の 小さ な城塞都市オル ツ イ ヌ オ ー ヴ ィ の 行政府 は ､ 1 5 1 4年
8 月 1 6日 の都市議会決議で ペ ス ト行列の為 に都市に よる 大 エ ク ス ･ ヴオ ー トと して
フ ォ ツ パ に こ の 行列 旗を 委嘱 した ｡ 決議文の 末尾 には ､ ｢詩聖人 を称え ､ 我 々 の慰 め
の た め ､ こ の度の ペ ス トを追 い 返 すた め に ､ 聖母 マ リ ア ､ 聖 ロク ス ､ 聖セバ ス テ ィ ア
ヌ ス の 聖 画像 を描 い た 旗+ を共同体 の名に お い て 誓願 と して捧げる こ とが明記 され て
い る 1 11｡ 旗 の表 に は風 景 と空 を背景 に天 蓋の つ い た 玉 座 に幼児 を抱 い た 聖母 が 座 し
て い る ｡ 聖母 は左の 聖女カ テ リ ー ナ ･ ダ レッ サ ンドリア に殉教 の椋欄 を手 渡 して い る ｡
右 の フ ラ ンシ ス コ 会説教師聖 ベ ルナル ディ ー ノ ･ ダ ･ シ エ ナは右手 で救 世主キ リス ト
の モ ノ グラ ム (士HS) を もち ､ 幼児キリス トが こ れ に手 を伸ばして祝福を 与えて い る ｡
聖母 も顔を左下 に向け て幼児 と聖 ベ ル ナルデ ィ ー ノの 方を見 て い る ｡ 4 世紀の マ クセ
ンチ イ ウス 帝の 迫 害を 受け た聖 女カ テ リ ー ナ は ､ 『黄金伝説』 の 影響で 中世 に信仰が
広ま り ､ ｢キ リ ス トとの 神秘の 結婚+ 主題 や車輪が 奇跡的に壊れ る 処刑場面 が 多く 造
形化 された ｡ こ こ で は死 者 の 守護聖女と して ､ また 斬首され た 時に血で はな く乳 が流
れ た とい う聖伝か ら乳母 の 守護聖女 と して ､ すなわ ち疫病 によ る死 者を 鎮魂 し新た な
生命を 養うこ とを願 う祈祷対象と して 選択 され た もの と考え られ る1 12｡
一 方旗 の 裏側に は ､ ドラ ゴンを踏み つ け る甲胃姿の 聖ゲオ ル ギウス ､ 一 段高く
切 り株の 上 に立ち天使か ら殉教の椋欄を受 ける裸体の聖 セバ ス テ ィ アヌ ス ､ 石 に足を
乗せ て 太もも の ペ ス ト斑を 指差す聖 ロ ク ス の 三人 の ペ ス ト聖人が 描かれ て い る ｡ オル
ツ イ ヌ オ ー ヴィ 当局の文書で 指定され て い た 聖セバ ス テ ィ アヌ ス ､ 聖 ロ ク ス だ け で は
なく ､ 表の 三 分 構造 を反 復する よう に聖ゲオ ル ギウス が加え られ て い る ｡ フ ォ ツ パ の
行列 旗は裏表 に玉 座の聖母 とペ ス ト聖人が 配され て い るた め ､ 都市を行列され た 時 に
110 ヴイ ン チ ェ ン ツ オ ･ フ ォ ツ パ ､ ｢オル ツ イ ル オ ー ヴ ィ の 行 列旗+､ 1 5 1 4- 15年 ､ 画 布 ､ テ ン ペ ラ , 19 7
×164c m ､ プ レ ッ シ ヤ ､ ピナ コ テ ー 力 ･ トシ オ - マ ル テ ィ ネ ン ゴ
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は まず聖母 の 執り成 しが 示され ､ そ して旗 が過 ぎた 時に ペ ス ト聖人の 執 り成 しが示 さ
れ る ｡ 祭壇画で あれ ば ､ 画面の上下 構造で 示 さ れ る執 り成 し人 ､ 守護者の 間の位 階制
が ､ こ の よ うな 裏表図像の 行列 旗で は ､ 行列 の シ
ー ク エ ンス に よ っ て 表現 され る の で
あ る ｡
④栄光の 聖母 とペ ス ト聖人
｢栄光の 聖母+ は ､ 聖母 信仰を否 定す る宗教改革の攻撃 を 受け て ､ 特 に 16世
紀 半ば以 降対抗宗教改革 的精神 に鼓舞さ れて 発展 した 新た な聖 母 図像 で ある ｡ か つ て
の ル ネサ ンス 的な 地上の玉 座で はな く ､ 雲の 上で 天 使た ち に囲ま れる よ う に聖母 を描
く こ とに よ っ て ､ そ の存在 が 天 上的な もの で あ る こ と を示 して い る ｡ ペ ス ト図像 に表
れ た 栄光の聖母 の 早 い 例 と して ､ 1 5 1 5年 に ラ ヴ ェ ンナ近 郊バ ニ ヤ ー ラの た め に描 か
れ た 祭壇画1 1 3を指摘す る こ とが で き る ( 図6 9)｡ 文字通 り雲の 玉 座の 上 に聖 母 が座 し
て い て ､ 幼児イ エ ス は マ リア の 膝の 上で はな く 自ら雲上 に 立 っ て 祝福 を与え て い る ｡
画 面 四分の三 を 天 空が 占め ､ 低 い 地平線 によ っ て 栄光の聖 母 子が遼か 天 上 に い る こ と
が示 され て い る ｡ 地上 に は 四人 の ペ ス ト聖人が い る ｡ 両 端 には聖 セバ ス テ ィ アヌ ス と
聖 ロ クス が天 を仰い で 立 っ て い て ､ そ れ ぞれ 幼児キ リス ト､ 聖母 マ リ ア と視線を 合わ
せ て い る ｡ こ の こ 聖人 と雲上 の 聖母 は 三 角形 構 図をな して い る ｡ そ の 間 には ､ 医学薬
学の 守護聖人聖 コ ス マ ス と聖 ダミ アヌ ス が脆 い て い る ｡ 正 面 を 向い た 聖 コ ス マ ス は唯
一 観者に視線を向 けて 祈祷者 と画 面 内 とを 連結 して い る ｡
マ ニ エ リス ム第 一 世代の 芸術家 ジ ュ リオ ･ ロ マ - ノ の弟子 た ち の 作品 か ら強 い
影響を 受けた ミ ケ ラ ン ジ ェ ロ ･ ア ンセル ミ (M ichela ngelo An s elmi 1 4 9 1/92
･ 15 54)
は ､ 少な く と もこ 作の ペ ス ト奉納画 を制作 して い る ｡ 彼 は 1 50 0年頃 に移住 した シ エ
ナで ､ ソド マ ､ ベ ッ カ フ 一 三の 他ア ンド レア ･ デル ･ サ ル ト ､ フ ラ ･ バ ル トロ メ オ ､
ロ ツ ソ ･ フ ィ オ レン テ ィ ー ノ ､ ボン トル モ らの 影響 を受 けた 後 ､ 1 5 1 6年 には パ ル マ
に居を移 し て コ ツ レ ッ ジ ョ を学ん だ ｡ パ ル マ 時代初期 の ､ ｢栄光の 聖母 と大天 使聖 ミ
カ エ ル ､ 聖 ロ ク ス ､ 聖 セバ ス テ ィ アヌ ス+ (1 5 2 0年) は1 1 4( 図70)､ そ の 主 題 と年代
か ら明らか にべ ス トの た め の奉納画 で あ る と 見な せ る ｡ 非常 に特 徴的な相貌表現が日
立 つ 栄光の 聖母 と ､ こ れ にべ ス トの終蔦 を執 り成 すよ う に脆く 大天使聖 ミ カ エ ル が 雲
上 に い る ｡ 観音の 方に 目を 投げつ つ 横た わ る 幼児キリ ス トの 特徴あ る 額 には ､ コ ツ レ
ッ ジ ョ の 影響が 認め られ る ｡ 前景の地上 には ､ 胸 に手を あてて 天 を 仰 ぐ聖 ロ ク ス と後
1 12 R6a u, /c o n ographie de I
'Jrt C hre
'
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e D, lI 卜1, p p.2 62
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113 ィ ン ノ チ ェ ン ツ オ ･ フ ラ ン ク ッ チ ( 通称イ ン ノ チ ェ ン ツ オ ･ ダ ･ イ モ ラ)､ ｢栄 光 の 聖 母 子と詩聖人+､
1515年 ､ バ ニ ヤ ー ラ (ラヴ ェ ン ナ 近郊)
1 1 4
ミ ケ ラ ン ジ ェ ロ ･ ア ン セ ル ミ ､ ｢栄 光 の 聖母子と大天使聖 ミカ エ ル ､ 聖 ロ ク ス ､ 聖 セ バ ス テ ィ ア ヌ ス+､
15 20年 ､ 板 ､ 油 彩 ､ 1 6 3×1 0 8c m､ テ ィ ツ ツ ア ノ(パ ル マ 近 郊カ ー サ ガ ル ヴ ァ ー ナ)､ サ ン ･ ミ ケ ー レ ･
ア ル カ ン ジ ェ ロ 聖 堂
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ろ事 に縛られ て 仰 け反 る よ う に天 を仰 ぐ聖セバ ス テ ィ アヌ ス が ､ 斜め 下か ら仰視 した
視点から描かれ て い る ｡
ア ンセ ル ミ の もう 一 つ の 栄光の聖 母と詩 聖人を 主題 と する作 品 で は 11 5､ 天使
た ちが聖母 の の る雲を 支え る と い う非常 に珍 し い 表現 が な されて い る ( 図7 1)｡ タ イ
ン タヴ ァ ッ レは ､ こ れ を 1 52 6･ 2 7年 に再 度 シ エ ナ に滞在 した 時 に見た と思 わ れ る ソ
ドマ や ベ ッ カ フ 一 三の 1 5 2 0年代中頃の作 品の影響が 見られ る こ と から ､ こ れ を 1 5 2 7
年 パ ル マ 帰還直後の 作品 と して い る
1 16
｡ 1 527 年は神聖 ロ ー マ 皇帝軍が イタ リ ア半島
に侵入 して ロ ー マ 掠零や ､ 半島規模の 大ペ ス ト流行と い う惨事を もた ら した年で あ り ､
ア ンセル ミ の こ の祭壇画 が こ の ペ ス ト流行 に際 して 描かれ た もの で あ る可 能性 は 非常
に高い ｡ 前景の 二 人 の ペ ス ト聖人 は ､ 観音の 方を向い て複雑に身体を捻 っ て 立 っ て い
る ｡ 聖セ バ ス テ ィ アヌ ス は 天 を仰ぎ ､ 聖 ロ ク ス は右太ももの ペ ス ト斑 を顕わ に して こ
ちらに視線を投 げて い る ｡ 前者が 縛られた 樹木 と後者が両手で も つ 巡 礼の 杖 が V 字型
を形成 して ､ 中景 ､ 後景の 天 上的要素を観者に示 す前舞台的な 効果を上 げて い る ｡ 中
景 には ､ - 段高く 削られ た 岩の上で 三人の 天使 が背 に雲の 塊を支え て い る o 地球 を支
え る ア トラ ス の よ う な こ の モ チ ー フ は ､ テ ラ モ ン (男 優柱) 型 と呼ばれ る 1 1 7
､
｡ そ の
上 には両 手を 開い て膝上の 幼児キリス トを示 す聖母が観者を正 面 か ら見 つ め て い る ｡
その 左で は聖 ロ ク ス に手を 差 し伸 べ て執 り成 しを聖母 に願 う天 使が抜 い て い る ｡ 聖母
の膝で は幼児キリ ス トが 身を 東リ出 して ､ 右脇 の 天 使 に聖セ バ ス テ ィ アヌ ス の殉教の
椋欄を渡 そうと して い る ｡ 本来 ､ 非物質的な 天 上的存在 を示すた め に取′り入れ られ た
雲が ､ 画 面 中央の 天使の 突 っ 張 っ た 足 や 前にか がん だ姿勢 ､ 地上的物質性を示 す影 に
よ っ て ､ 地上の 人間と同 じく 重量 をも っ た 物質の よう に描かれ て い る の は ､ 単な る創
作 の奇想 さだ け で はな く ､ な ん らか の 神学的立場 を反 映して い る可能性が 高い ｡ こ の
作 品は カ ル ミネ会聖 堂にお か れて い た た め ､ シナ イの カル ミ ネ山頂 に現 れ た ｢カ ル ミ
ネ山の 聖母+ を意識 して い るの か も しれ な い ｡ ア ンセ ル ミ は ､ 1 5 5 0年 に は聖母 戴冠
を 主題 と した ｢ パル マ 市 の 峨+ ( 達矢)の制作も行な っ て い て ､ コ ツ レ ッ ∴ジ ョ 後 の パ
ル マ を代表する 芸術家で あ っ た ｡
バ ロ ッ ク絵画 に大 き な影響を与え た コ ツ レ ッ ジ ョ (Co r r eg gio(Anto nio A llegri)
14 8 9-1 5 3 4) の ｢聖セ バ ス テ ィ ア ヌ ス の 聖母+ (1 5 2 5-26 年頃) は ､ モ デナ の 聖 セバ
ス テ ィ ア ヌ ス 兄 弟会 の 注文 に よ っ て 制作さ れ た 祭壇画 で あ る が 11 8､ 地 上 に描か れ た
11 5
ミ ケ ラ ン ジ ェ ロ ･ ア ン セ ル ミ ､ ｢栄 光 の 聖母子と天使 ､ 聖 セ バ ス テ ィ ア ヌ ス ､ 聖 口 ク ス+､ 1 52 7-3 0
年 代後半の 間 , 板 ､ 油 彩 ､ 2 4 0× 1 56c m ､ パ ル マ ､ ガ ッ レリ ー ア ･ ナ ツ イ オ ナ ー レ
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コ ツ レ ッ ジ ョ ､ ｢聖 セ バ ス テ ィ ア ヌ ス の 聖母+､ 1 5 2 5･ 2 6年 頃 ､ 画 布 ､ 油 彩 ､ 2 65× 16 1｡ m､ ド レ ス デ
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聖セ バ ス テ ィ アヌ ス と聖 口 ク ス ､ そ して雲上 の聖母 子 と観者 を執 リ成 す身振 リの モ デ
ナの 守護聖人聖ゲミ ニ ア ヌ ス によ っ て ､ こ れ が ペ ス トの た め の奉納画 で あ る こ とが分
か る ( 図72)｡ ケ ル ビム の 光 に包 まれた 栄光の 聖母 が 高く抱 き上 げる幼児キリス トは ､
下部左端で首 を掠 っ て 天 を 仰ぎ見る 聖セ バ ス テ ィ ア ヌ ス と眼を 合わせ て 祝福する よ う
に羊を伸 ばして い る ｡ ペ ス ト聖人の ､ 聖母 とキリ ス ト へ の 執 リ成 しを 示 す こ の描 写 の
意味をさら に強化す るよ う に ､ 天使が聖セ バ ス テ ィ ア ヌ ス の 頭 上 にか が み こ ん で キリ
ス トを示 して い る こ の部分 に おい て 天 と地が 連結 さ れ て い る . 聖ゲ ミ ニ アヌ ス の 短縮
法 を 用 い た 執L)成 しの 身振 り は ､ 後 に フ ェ デ リ コ ･ バ ロ ツ チ (Federic o Ba r o c ci
153 5･ 1 6 1 2) が 『ア ッ シ ジの 購 宥』(1574- 7 6年)で引 用 して い る ( 図7 3)｡ モデ ナ司
教聖人の 足元 で は ､ 一 人の プ ッ トが モ デナの大聖堂の 雛形を 差 し出 して い て ､ 聖人た
ちの 執t)成 しがモ デナ市を 代表 して い る こ とが示 されて い る ｡ 一 方右端の 聖 口 ク ス は ､
両 の 太も もを 顕 わ に して 上半身 を荒野 に横た え て い る ｡ 執リ成 しに加わ る と い う よ り ､
奇跡的な治癒を 待 っ て ペ ス トの 苦 しみ に耐え るそ の 姿は ､ 現実の モ デ ナの 人々 の 苦難
を象徴 して い るよ う に思 え る ｡
こ れ らの 1 6世紀半 ばまで に描 かれ た ペ ス ト図像 は ､ ヤ コ ポ ･ パ ル マ ･ イ ル ･
ジ ョ ー ヴ ァ ネの 諸作品 で は 定型表現 とな っ て 何度 も繰リ返 され て い る ｡ 1 5 7 6
- 7 7年の
ペ ス トを記念 して エ ク ス ･ ヴオ ー トと して モノ ポ リ市 に寄進され た 1 6 1 0年頃 の作 品
で は 119､ 円 形の グ ロ リ ア か ら下 を 覗き 込 む聖 母 子 と ､ ニ 人 の ペ ス ト聖 人の い る地 上
とが 画面 を ニ 分 して い る ( 図7 4)｡ 一 方 1 6 2 4年 にウ ー デ ィ ネ近 郊の ボ ンテ ツ バ で ミ
コ ツ シ家が ペ ス ト奉献画 と して 委 嘱 した 祭壇画 で は
1 2 0( 国75)､ 基本 的モ チ ー フ は 変
わ らな い が ､ 聖母 子 の 半身が 見え る グロ リア は 上景三分の - ま で縮小 し ､ 代わ LJ に左
腕 を 高く 掲げて立 つ 聖 セ バ ス テ ィ ア ヌ ス の身体が 大き な位置 を占め て い る ｡ そ の足 元
には左隅の 紋章で 示 さ れ た 寄進 者ミ コ ツ シ家の
一 員 と思われ る男児 の 肖像が描 かれ て
い る ｡
16 30年の ペ ス ト兼行 中に誓願 した エ ク ス
･ ヴオ ー トを成就する た め に疫病終罵
後 の 16 3 3年 ､ ボ ロ ー ニ ヤ 北西 の サ ン ･ ジ ョ ヴ ァ ン ニ
･ イ ン ･ ペ ル シテ ェ - トの行 政
府 は ､ 教区聖堂 に建 立され た ｢誓願 の 礼拝堂+ (Cap pella del V bto) を 伝統的ペ ス ト
聖 人に奉献する こ とを 決議 した ｡ その 祭壇画 と して 翌年末グイ ー ド ･ レ ー ニ の 弟子 フ
ラ ンチ ェ ス コ ･ アル バ - ニ (Fr a n c e s c oA lba ni 1 5 7 8･ 1 6 6 0) に委 嘱 され ､ 画 家の 遅
ン ､ 国 立絵画館
= ヤ コ ポ ･ パ ル マ ･ イ ル ･ ジ ョ ー ヴ ァ ネ ､ r栄 光 の 聖 母子 と聖 ロ ク ス ､ 聖 セバ ス テ ィ ア ヌ ス+､ 16 1 0年
頃､ 画 布 ､ 油 彩 ､ 320×2 0 5c m ､ モ ノ ポ リ(バ ー リ)､ カ テ ドラ ル ; Ma s o nRin aldi, F
'
a/m a /
.
GI
'
ova ne,
cat. 16 1(p. 9 4). か つ て 寄 進され た サ ン ･ フ ラ ン テ ス コ
･ ダ ･ パ オ ラ 修 道院付属聖堂 か ら ､ カ テ ドラ ル
の キリス ト割礼 の 祭壇 に移設 され た ｡
1 20 ヤ コ ポ ･ パ ル マ ･ イ ル ･ ジ ョ ー ヴ ァ ネ ､ r栄 光 の 聖 母 子 と 聖 ロ ク ス ､ 聖 セ バ ス テ ィ ア ヌ ス と 一 人 の 少
年+､ 1 62 4年 ､ 画 布､ 油 彩 ､ 2 50×1 28c m ､ ボ ン テ ッ バ ( ウ ー デ ィ ネ)､ サ ン タ ･ マ リ ア
･ マ ッ ジ ョ ー レ
聖 堂
10 8
筆のた め に 1 6 4 0年 によ うや く 完成をみ た作品は
1 2 1
､ パ ル マ ｡ イ ル ･ ジ ョ ー ヴ ァ ネ の
栄光の 聖母子 図 と同 じ画面構成をも っ て い る (図7 6)｡ 画面上部の栄光の聖母 と､ そ
の両手 に抱か れて 正 面を 向いて 立ち片腕を横に伸ば して他方の手で祝福の 印 しを結ぶ
キリス トの モ チ
ー フ は ､ すで に 1 62 1年の 祭壇画 にも見られ る1 2 2( 国7 7)｡
これ らの作品 で は 天 地が弁別され て い た の に比 べ て ､ ロ ンパ ルデ ィ ア の画家カ
ルE]･ チ ェ レ ー ザ (Ca rlo Cere s a160 9-1679) の ペ ス ト奉献画で は 123､ 雲 上か ら見
下 ろす聖母 と こ れ を仰 ぎ見 る執り成 しの詩聖人たち との距離が 非常 に近く な り ､ 画面
全体が栄光の 雲の 中に ある よう に見え る ( 図7 8)｡ 五人の聖人は全員ペ ス トもしく は
病の守護聖人で ある ｡ 彼 らが み な 眼をむい て 天 を仰ぐ法悦的表情を して い る の は ､ 対
抗宗教改革運動 にお い て キリ ス ト教的古代 と して探求され た初期キリス ト教殉教聖人
へ の 関心 に伴 っ て ､ 特 にボロ ー ニ ヤ派の グイ ー ド ･ レ ー ニ によ っ て普及 した 上向き視
線の 表現 を 踏襲 して い る た め で あ る
1 2 4
｡ チ ェ レ ー ザが生地の聖 ロ ク ス 聖堂の た め に
描 い た 1 643 年以降の 制作 とされ る祭壇画 でも ､ 画面下 部の中央 に仰視 した 聖 ロ クス
を配 して こ れ を他の ペ ス ト聖人が 囲む構成が取 られて い る
12 5(図 7 9)｡ こ の作 品で は ､
幼児を 抱い た聖母 が雲上 に表わされ る栄光の聖母 の
- ヴ ア リ アン トと して ､ 祝福の 身
振りで 立 つ 幼 児キリ ス トを聖 ヨ セ フ が拝 む聖家族 と詩聖人が横枠 と平行 に引か れた雲
の 上 に配 され て い る ｡
④' 裏表図像 (行列峨)
フ ィ レンツ ェ の ガ ッ レリ ー ア ･ パ ラテ ィ ー ナ (パ ラ ツ ツ オ
･ ピ ッ チ イ) にあ る
16世紀 シ エ ナ派 の ソ ドマ (Gio v a n ni Anto nio Ba z zi14 47
･ 1 54 9) の 有名な ｢聖セ バ
ス テ ィ ア ヌ ス の 職+ (1 5 2 5年) は
12 6
､ 聖人の美 しい 裸体青年を風景の中に 吃立 させ た
2ー-フ ラ ン チ ェ ス コ ･ ア ル バ ー ニ ､ ｢栄 光 の 聖母子と聖 ロ ク ス ､ 聖 セ バ ス テ ィ ア ヌ ス+､ 16 3 5
･ 40年 ､ 画 布 ､
コ ツ レ ッ ジ ャ ー ク
油 彩 ､ 314×2 2 5c m､ サ ン ･ ジ ョ ヴ ァ ン ニ ･ イ ン ･ ベ ル シ テ ェ
- ト( ボEj - ニ ヤ 近 郊)､ 参事 会聖 堂;Puglisi,
cathe rin e R. , Fr a n c e s c oA l ba ni, Ne w Ha v e n
- Lo ndo n, Yale U P･ ･ 1999･ Cat･9 1(p･ 17 7- 8)･
12 2
フ ラ ン チ ェ ス コ ･ ア ル バ ー ニ ､ ｢栄光 の 聖母子と洗礼者聖 ヨ ハ ネ､ 聖 フ ィ リ ツポ
･ ベ ン ツ イ ､ 聖 ヒ エ
E) ニム ス , ア ッ シ ジの 聖 フ ラ ン チ ェ ス コ+､ 162 1年 ､ 画布､ 油彩 ､ 2 6 5×16 5c m､ リ ミ ニ ､ サ ン タ
. マ リ
ア ･ デイ ･ セ ル ヴ ィ 聖 堂
1 23
ヵ ル ロ ･ チ ェ レ ー ザ ､ ｢栄 光 の 聖母子と聖 ア ン ト ニ オ
･ ダ ･ パ ドヴ ァ ､ 聖 セ バ ス テ ィ ア ヌ ス ､ 聖 ロ ク
ス ､ 隠 者聖 ア ン ト ニ ウ ス ､ 聖 カル ロ ･ ボ ッ ロ メ ー オ+､ 164 8年 ､ 画布､ 油彩 ､ 2 6 3×1 6 2c m ､ ボ ン テ ラ ニ
カ (ロ ン パ ル デ ィ ア)､ サ ン テ イ ･ ヴ イ ン チ ェ ン ツ オ ･ エ ･ ア レ ツ サ ン ド ロ 聖堂
124 pep pe r, s. , cu /
･
do Re nJ
･
. A c o mplete c ata/ogu e of h/
･
s w o rks w]
'
t h a n intr odu cto ry te xt, Oxford,
phaido nP, e s s, 198 4, p .2 2. ; 観 想 の 上向き視線の 図像 的展開 に つ い て は以下 に要約され て い る o 甲斐 敢
行 , ｢フ ェ デ リ コ ･ バ ロ ツ チ とカ ッ プチ ー ノ 会 - 一 ト レ ン ト宗教会議以後 の対抗宗教改革期芸術 の
一 形 態+､
19 99年度博士論文 ､ 2 9`卜2 99貢 ｡
1 25 カ ル ロ ･ チ ェ レ ー ザ ､ ｢聖 家族 と詩聖人+､ 16 4 3年以降 ､ 画布､ 油 彩､ 1 88× 14 4c m､ サ ン
･ ジ ョ ヴ ァ
ン ニ ･ ビア ン コ (ロ ン パ ル デ ィ ア); 聖家族 の左右 に は洗礼者聖 ヨ ハ ネ ､ 聖 ペ テ ロ ､ 福 音 書記者聖 ル カと
二 人 の 天 使が い る ｡ 一 方 聖 ロ ク ス の 左右 には, 聖 セ バ ス テ ィ ア ヌ ス と聖カ ル ロ ､ 後列 は 同定で き る 限 り
で は ､ 左端 の 隠者聖 ア ン トニ ウ ス ､ 聖 ロ ク ス の 右側 の 聖 ア ン トニ オ
･ ダ ･ パ ドヴ ァ ら反 ペ ス ト聖人が描 か
れ て い る .
1 26
ソ ドマ ､ ｢聖 セ バ ス テ ィ ア ヌ ス の 峨+､ 1 525 年 ､ 画 布 ､ 油 彩 ､ 2 04× 1 45c m ､ フ ィ レ ン ツ 工 ､ ガ ッ
レ
リ ー ア ･ パ ラ テ ィ ー ナ (パ ラ ツ ツ オ ･ ピ ッ テ イ)
10 9
表面 と ､ 栄光の聖 母子 と詩聖人 を描 い た 裏面 か らな る 行列用幡で あ る ( 図8 0AB)｡
ヴ ァ ザ ー リの 伝記 と 1 5 2 5年 5 月 3 日付 け の 委嘱記 緑lこよ る と ､ こ れ は シ エ ナの 弓職
人の 信徒会聖セ バ ス テ ィ ア ー ノ ･ イ ン ･ カモ ッ リ ア兄 弟会の 委 嘱に よ る もの で あ る
･ 2 7
｡ 聖 セバ ス テ ィ ア ヌ ス は こ の 兄 弟会 の 守護聖人 で あ るた め ､ 行列 の 際 に最初 に 都
市空間に姿を表わ す表側 に ､ 兄 弟会の 標章 と して 表わ され た の で あろ う ｡ 上半身を 右
に捻 っ て頭 を 左上方 に仰 け反 らせ た 法悦的な聖人の 頭上 に は天 使が戴 冠 の た め に降下
して い る ｡ 背後か ら身体 を投下 する よう に射 す光線が足 元 の 地面 に落 ちて い て ､ 光背
の よ うな 効果 を生 んで い る ｡ 眼か ら流れ る涙 と矢を射 られ た傷 口 か ら洗れ 足元 に滴 る
血の表現は ､ 光線の使 い 方 によ っ て 残酷 さ よ り殉教の法悦 的瞬間を強調 して い る ｡
一
方 ､ 裏面 には ､ 表 と同 じく 緑の 樹木の あ る風 景の 中で大地 に脆く 聖人 と兄 弟会員た ち
の 頭上に栄光に包 まれ た 聖母 子 が 降下 して い る ｡右下 を見下 ろす聖母の 視線の先 に は ､
自テ ンの毛 皮の衣装 と金の 鎖 を つ けて 仰ぎ見 る聖 シ ジス モ ン ドが い る ｡ 聖母 の 腕の 中
で ､ 赦 しを与え る よう に左 の 掌を地上 に向け ､ 右手で 祝福 を与え る幼 児キリ ス トの 視
線 の先 には ､ 胸 に手を 当て て 天 に歎願 する聖 ロ ク ス が い る ｡ 聖人の 背後 には ､ 背中に
穴 の 開 い た軒打ち苦行の 装束を 着け て脆 く兄 弟会 の メ ン バ
ー が 揃 っ て 天 を 仰い で い る ｡
金の 勺 と金の玉 をも っ た 聖 シ ジ ス モ ン ドは ､ 稀 に しか描 か れ な い 聖人だが ､ 熱病や風
邪 に対する 守護聖人で ある ｡ ミ ー ス が い う よ う に ､ 14 世紀 に金 は ペ ス トか ら防御 す
る護符的物質 とみな され て い た な らば､ こ の 金箔を 用 い た 聖人像 は民 間の 呪術的医学
伝統 に基づ い て い る も の だ ろ う と ハ イ ア ム は推測 して い る
1 28
｡ 臓 に描 か れ た 聖人 の
特質 から ､ こ れ は施療 院訪 問や病 人看護 に携わ っ た 兄 弟会の 慈善行為 を記念す る も の
で あ り ､ また疫病時 に シ エ ナの 街路を これ が 運ばれ る こ と に よ っ て ､ シ エ ナ の安全 と
健康を護 るた め の護符的役割を 担 っ た で あろう と考 え られ る ｡
⑤栄光の聖母 とペ ス ト聖人 ､ 都 市景観
先 にミゼリ コ ル ディ ア の聖母 と都市景観 を描 い た ペ ス ト行列 の峨が 1 5世紀ウ
ンブリ ア地方で 多数描 か れ た こ と に言及 した が ､
一 方 17 世紀 の 大ペ ス トの 時 に描か
れ た ペ ス ト図像で は ､ 栄光の 聖母 と詩聖人 の 下 に都市景観 を配 した 図像 が基 本 的モ チ
ー フ で あっ た ｡
1 6 16年 に ジ ェ ノ ヴァ 近郊 サル ツ ア ー ナ の 療病院付属聖堂の た め に ドメ ニ コ
･
フ ィ アセ ッ ラ(D om e nic oFia s ella 15 89
･ 1 6 6 9) に委嘱 され た 祭壇 画 は ､ 奇 しく も 16 3 0
･2T va z a ri, Gio rgio, V/
･
(e de
,
pJ
'
t to r /
'
. . . , V Ol. 6, p .3 90. 委嘱 記董引 こは 寸法と主題 に つ い て も明記 され
て い た ｡ 表 に は ｢木 に 縛られた聖 セ バ ス テ ィ ア ヌ ス と戴冠す る 天 使+､ 真 に は ｢聖 母 子 と聖 口 ク ス ､ 聖 シ
ジス モ ン ド+ を描く こ とが契約 で 定められ て い た ｡ Hayu m, Andr6e , Gio v a n ni AntonJ
.
O Ba z zト
` `i I Sodo m a'
'
･
Ne w Yo rk a nd Lo ndo n, Ga rLa nd Pub 一ishing, ln c. , 1976, p p･ 19 1
- 19 5･
1 28 Hayu m, Gio v a n n I
･
Jnto nio Ba z z I
'
-
･'Li l Sodo m ap ･ p p･191 -1 951
1 10
年の ペ ス ト大流行の 年 に完成 した
1 29 ( 図8 1)｡ 中世以 来の療病者の 守護聖人聖ラ ザロ
は ､ ペ ス ト斑 にも似た 傷 口 を 顕わ に しなが ら熊手の ような ものを も っ た 右手を胸 に当
て左手で眼下 の サ ル ツ ア 丁 ナの 都市を 示して聖母に慈悲 と執り成 しを請う て い る o ラ
ザ ロを 見下 ろす聖母の 左ひ ざには ､ グ ロ
ー ブと王勺 を もっ た幼児キリス トが審判者 と
して観者に 対 して 正 面 を 向い て赦 しを与えて い る ｡ 画 面の三 分の こ 以上を雲上の聖母
子 と聖人 とい う天 上的存在が占め ､ ま たそ の斜めの 構図 によ っ て ､ 画面 内の執 り成し
の出来事 と観者 との 関係 は より 直接性を強調され て い る ｡ こ のよう な特徴は ､ 都市内
を動き 回 る行列職 と異な り ､ そ の真下 で信徒が挽い て 祈祷するため の 祭壇画 によ り相
応 しい もので ある ｡
1 6 0 7年か ら 1 5年まで ロ ー マ で 舌代 ､ ラ ツ フ ァ エ ツ ロ ､ 同 時代の カ ラ ヴァ ッ
ジ ョや ボ ロ ー ニ ヤ 派を 学ん で い た フ ィ アセ ッ ラは ､ 同地で ジ ェ ノ ヴァ 貴族 ヴィ ン≠ ェ
ン ツオ ｡ ジ ュ ス テ イ ニ ア
ー ニ の保護を 受け ､ また カ ヴァ リエ ー レ ･ ダル ビ ー ノ や バ ッ
シ ニ ヤ ー ノ の助手 と して も活動 した
1 3 0
｡ 帰還後 は ロ ー マ での研溝を糧 に描 いた 1 62 0
年代か ら 30年 にか け て 一 連の 祭壇画 によ っ て ､ ジ ェ ノ ヴァ にお ける対抗宗教改革的
絵画の 模範を 示 し
1 31
､ 1 6 3 0年以 降は 1 7世紀ジ ェ ノ ヴァ を 代表する画家 と して 重要
な 委嘱 を 受けて い る ｡ 1 6 3 0年の ペ ス トの 奉献画 と して 描か れ た ｢ ペス トを追放する
コ ル シ カ司 教 ア レ ッ サ ン ドロ ･ サ ウ リ と栄光 の聖母+ は
1 3 2
､ こ れ を注文 した ジ ェ ノ
ヴァ の 有力家系サ ウリ家を称え る意図を も っ て ､ 同 家出身で司教 と して 長く コ ル シ カ
の 宗教的刷新を 指導 した ア レ ツ サ ン ドロ (1 5 3 4
-9 2) がコ ル シカ の港か らペ ス トを 追
放 した 出来事を扱 っ て い る 138( 図8 2). 画面 右側に配され た コ ル シカ の建物の 上空 に
聖母が現れ ､ 海上を 示 して聖母 に何 かを請う よ うな幼 児キ リス トが雲上に立 っ て い る ｡
ー29 ドメ ニ コ ･ フ ィ ア セ ッ ラ ､ ｢サ ル ツ ア ー ナ の た め に 聖 母 子 に 執 リ 成す聖 ラザ 口+､ 1616
･1 6 30年 ､ 画布､
油 彩, 2 1 3×1 4 9c m ､ サ ル ツ ア
ー ナ ､ サ ン ･ ラ ツ ザ 一 口 聖 堂 ;Do m e nic oFJ
'
a s e/Ia, a c u r ad iPie r oDo n ati,
sag gi d i Ca rlo Bito s si, C Ia rio Di Fabio, Pie r oDo n ati
e Fr a n c oVa 之Z Oter , C atalogo delta m o stra･
Ge n o v a, Sagep Ed ito ,ic e, 1 9 0, p p･9 4
-9 5･ ピ エ ロ ･ ドナ ー テ ィ に よ る と ､ 委 嘱者 は サ ン タ
･ マ リ ア ･
デ ィ ･ サ ル ツ ア ー ナ 聖 堂造営局 の後見人たち (Pr otetto ri del一
,
Oper ad i Sa nta Ma ria iR Sa r z a n a) ｡
13DBa rtolet ti, ”. , voc e〈Do m e nic oFia s e11a〉' in :La pittu r a I
･
n JtaIJ
'
a ･ // Seic e nto , 2v ols ･ , Mi la n o･
F,I.eD
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3芝'/･去s e/Ia, ( Lil Sa , z a n a- , Ge n . v a, St,inga Ed ito r e, -97 4, p p･ 94-95･ ｢聖
ト ッ マ ー ゾ ･ ダ ･ ヴィ ッ ラ ノ ー ヴ ァ+ ｢福音 ア レ ッ サ ン ド 口
･ サ ウ リの 奇跡+ ｢福音 ア ン ド レ ア
･ ア ヴ ェ
ツ リ ー ノ の 死+ な どの 彼 の作 品は､ 同 時代出来事 に取材 し ､ 同時代 の 服装 ､ 建 築物を舞台袖
の よう に配
して 荘厳 さ を表現 し て い る ｡
13 2 ドメ ニ コ ･ フ ィ ア セ ッ ラ ､ ｢ペ ス トを追放する コ ル シ カ司教 ア レ ツ サ ン ドロ
･ サ ウ リ と栄光 の聖母+､
1630 年 ､ 画布､ 油 彩 ､ カ リ ニ ヤ ー ノ ( ジェ ノヴ ァ)､ サ ン タ
･ マ リ ア ･ ア ツ ス ン夕参事会聖堂
1” ジ ェ ノ ヴ ァ 貴 族 サ ウリ家 出身 の バ ー ナ ビ ッ ト会 (Ch ie rici r egota ri di S
･Pa olo) 会士 ｡ 1 55ト 67 年
にパ ヴ ィ ア の サ ン ･ パ オ 口 金 コ レ
ー ジ ョ で 教 育を受け､ 67年 に は同会の 総長と し て , 聖力 ル 口
･ ボ ッ ロ
メ ー オ や教皇 ピウ ス 五 世 と親交を結 んだ ｡ 15 70年 か らジ ェ ノ ヴ ァ 共和国領だ っ た
コ ル シ カ島の ア レ リ ア
司教 に赴任 し､ 大 公 宗教改革精神 に基づ い て 同地 の宗教生活や信仰を改革 し た ｡
2 0年 間 に 渡 る コ ル シ カ
で の 司教時代 , 15 80年 の 同地 の ペ ス トの 際 に ､ 貧 者や ペ ス ト患者の 救済 活動
を行 な っ た ｡ 72年 に は 口
-
マ を訪 問 し て 聖 フ ィ リ ッポ ･ ネ リ とも交流 し て い る ｡ 死 の ニ 年 前 に な っ て ､ 1 591年 に パ ヴ ィ ア 司教区
に
一 .■●.L ^ J . J _1743年 に
Italia n a,
異動 し ､ 司 教 と して の 最初 の 巡察 中 に没 して い る o 教 理 文 臥 教会法 に つ い て の 著作 もあ
り ､
列福 ､19 04年 に 列聖され た ｡ Le s s /
･
c oUn /
･
v er s ale l taII
･
a n o, Ro m a･ tst i tutodeLlaEn ciclopedia
XX, 1978, p .1 2 7.
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聖母子 の 下 に は ､ 燃え る剣 を振 り上 げた 天使の 軍勢が ､ 港の外 へ と ペ ス トある い は敵
を追 い 払う よ う に衣を な びか せ て飛押 して い る ｡ 聖母 の 守護を受け て ペ ス トを鎮圧 し
た司教ア レ ッ サ ン ドロ ･ サ ウ リを中心 に ､ 地 上に は コ ル シカ の 人々 が 半 円形を 形作 っ
て 福者の 英雄的な姿を強調 して い る ｡ 左中景 には ガ レ
ー 船が停泊する 港が描か れ て い
て ､ 港湾部市 ジ ェ ノ ヴ ァ を 容易 に想像さ せる ｡ そ のた め ､ ペ ス ト禍や様 々 な危機 に遭
っ た 人々 は こ の 祭壇で ､ ジ ェ ノ ヴァ が聖母の 守護 とサ ウリの奇跡を得て 災厄か ら解放
され る こ と を祈願する こ と が で きた だ ろう ｡
同 じく 16 3 0年 の ボロ ー ニ ヤ の ペ ス トと聖母 の執り 成 しを記念 して ､ 療病 の 守
護 者 と して の 大天 使聖 ミ カ エ ル に捧 げた 聖 堂 の た め に描 か れた G q B ･ ジ ェ ッ シ
(G.B .Ge s si 1 58 8･1 6 4 9) の 祭壇画で は 1 34､ 画 面 四 分の - を栄光の 聖母 子 が 占め て い
る ( 図8 3)｡ 幼 児イ エ ス は ､ そ の 足元 で ボ ロ ー ニ ヤ の救済を 歎願する大 天使聖 ミカ エ
ル の方 に晩を伸 ばしな が ら聖母 の 方 に顔 を向 けて お り ､ 一 方聖母 は 両者 に応 え る よ う
に胸 に手を あ てて い る ｡ ミカ エ ル が 示す腕 の先 には ､ 高い 塔 によ っ て す ぐにボ ロ
ー ニ
ャ と分 か る都市景観が広が り ､ 画面 前景左には ペ ス トの犠牲者を 介護す る 一 団が見え
る ｡ こ の作 品 には ､ 同 時代 の ボロ ー ニ ヤ の 画家列伝を 書い た マ ル ヴ ァ シ
ー ア も言及 し
て い る 1 35(168 6年)｡
さら に ､ ロ ン パ ル デ ィ ア の 明 らか に べ ス ト奉 献画 と 思われ る祭 壇画で も
1 36
､
栄光に包まれた 聖母子 を ペ ス ト聖人たちが 囲む とい う構図 が とられ て い る ( 図84)｡
通称ジ ェ ノ ヴ ェ ジ ー ノ (Luigi M ir adori16 01
- 16 6 1) によ っ て描 か れ 署名 と 1 64 6年
の 年記 の あ る こ の 作品 で は ､ 善徳の 冠 を戴冠 された 聖母 と ､ 正 面を向い て祝福す る幼
児キリ ス トの 下 , 前景 中央の 空 間に ､ ペ ス ト患者の 姿が見 え る粗末な 施療施設 が描き
こ まれ て い る ｡
ボ ロ ー ニ ヤ で は ､ 1 6 30年末に行な わ れ た ペ ス ト行列 を記 念す る版 画が 出 され
て い る ｡ そ の 中で イ エ ズ ス 会 に よ っ て 委嘱され た もの と思われ る ジ ェ ロ ー ム ･ ダ ヴイ
ッ ドの銅版画は ､ 地獄絵 図の よ うな ペ ス ト犠牲者 の 上を 峨を掲げて 進 む行列 と ､ そ の
上空 に璃れ る栄光 の聖母 と イ エ ズス 会二 聖人を描 い て い る
13 7( 図8 5A)｡ ボ ロ ー ニ ヤ
1 3 J
G ･ F ･ ジ ェ ツ シ ､ rペ ス トの 聖 母+､ 16 3 0年以降 ､ 画 布 ､ 油 彩 , 40 0×200c m ､ ポ ロ - ニ ヤ ､ サ ン ･
ミ ケ ー レ ･ デ ･ レプ ロ セ ッ テ ィ 聖 堂 ; Brighet ti, Anto nio , Co/oglla e/a pe ste de/ 16 30, c o ndo c u m e n(I
'
jD edjtI
'
de/ I
'
Ar ch ivio Segr eto
135 "Alta r e m ag gio r e, (a 8e ata
blichele, che le r a c c orn a nda Ia
ope r a e r
-
I S S uluta del Ges si; e
(=Gir o]a m oCu rti), aiutato dal
Vatic a n o, Bo一ogn a, Aulo Gaggi E dito r e, 19 6 8, p . 21 5.
Ve rgin e c o一 Fig暮io in tr o n o, c o r o n at da gf
'Angeli, e l
'Ar c a ngelo
s ot topo sta Citta di Bologn ain te mpo d ipe ste , 占 Ieg giadris sim a
tut to I'o r n ato at to r n o, e
<
( v olto s opr a afr e s c o, 占 de( ロe nto n e
Ta mbur
'
I ni e deI Colo n n a, che fe r o n o a n che gl
'Angelotti, ch
'
e ntr a n o
in quel sfo ndato .
' ' Matv a sia , Ca rlo Ce s a r e, Le pJ
'
t ture d/
-
8o/ogn a, Bo(ogna , 168 6, p ･ 303･
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ル イ ー ジ ･ ミ ラ ド ー リ ( 通称ジ ェ ノ ヴ ェ ジ ー ノ)､ r聖 母子 と聖力 ル 口 ･ ポ ッ ロ メ ー オ ､ 聖 女 アポ ッ
ロ ー ニ ア ､ 聖 ヨ セ フ ､ 聖 口 ク ス ､ 聖 セ バ ス テ ィ ア ヌ ス+､ 164 6年 ､ 画布 ､ 油 彩 ､ 2 35× 15 4c m ､ カ ス テ ツ
口 ･ 力 ビア ー リオ (ロ ン パ ル デ ィ ア)､ 教 区 聖堂
137 ジ ェ ロ ー ム ･ ダ ヴ イ ッ ド (16 0 5?- 16 7 0)､ ｢16 30 年 の ペ ス トの 死者 の 上を通 る誓願行列+､ 16 3 0年 ,
銅 版 画 ､ 40× 26c m ､ ボ ロ ー ニ ヤ ､ ビ ブリオ テ - 力 ･ ア ル キ ー ジ ンナ ー ジオ ､ ラ ッ コ ル 夕 ･ ゴ ッ ツ ア デ ィ
11 2
の都市を , ペ ス ト施療院 と埋葬地の 設置された 城壁外から遠望 して い て ､ そ の城門か
らで た行列の 中心 をな す職の 前後を固め る司教や聖職者 ､ 行政府高官たちの 姿が 見え
る｡
行列が通 り過ぎる 大地 の下 には ､ 裸体の ペ ス ト犠牲者たちが地中 に押 し込まれ
るよう に体 を捻らせ て 重なり合 っ て い る ｡ こ の明らか に否定的存在と して描か れ た ペ
ス ト死 者たち の表現は ､ ペ リ ン ･ デル ･ ヴ ァ - ガ (pe rin del Vaga 1 5 0 1
-4 7) が ジ ェ
ノ ヴァ の パ ラ ツ ツ オ ･ ド
ー リ ア に描い た ｢巨人族の没 落+ ( 図8 5B1 38) の ユ ピテル に
滅 ぼされ て奈 落に落ち る 巨人た ちの身を掠っ た 身体と良く似て い る ｡ さら に ､ ペ ス ト
が肉欲 の罪 に対する罰 と綻え られ た こ とを想起するならば､ ジ ョ ル ジ ョ ･ ヴ ァ ザ
ー リ
(Gio rgio Va s ari 1 5 1 1
･ 74) が ｢無原 罪の 御宿 り+ (図8 5CD189) の 前景中央に描い た
アダム と エ ヴァ の ､ 地上 に投 げ出され た ような 青白く淫乱 さを准調 した その 裸体表現
とこ の 版画の死 者た ちの 表現が酷似 して い る の は当然と思わ れる ｡ 前者のサ タ ン の 誘
惑 に屈 して 原罪 を犯 しそ の 罰 と して の 死 を全子孫 に運命付けた エ ヴ ァの 肉体性の対極
には ､ サ タ ンを踏み つ けて 栄光の光を 背負う ｢無原罪の御宿り+ の 聖母 マ リ アが位置
して い る ｡ こ れ と全 く 同 じ構図が ､ ダ ヴイ ッ ドの版画にも見て取 れる ｡ 坤下 に嚢く べ
ス ト犠牲者の 上を行 列臓が通 り ､ そ の 上空 には 栄光の 聖母 が光に包まれ て座 して い る｡
グロ リ アの 中の 聖母 は ､ 聖 イグナテ ィ ウス ､ 聖 フ ラ ンシス コ ･ サ ヴィ エ ル の イ エ ズス
会聖人 の歎願 を息子 に執り成すよ う に首を傾 け ､ その腕 に抱かれた 幼児イ エ ス は右手
で祝福を 与え て い る ｡ ペ ス ト行列 に象徴され る ボロ
ー ニ ヤ の 悔俊･t､ 死 者の魂の救済
の祈 りが , 聖母 の執 り成 しを介 して キ リ ス トに届い た こと は ､ 聖 母子 の 足元 で 剣を鞘
に収め る天 使 (ペ ス ト終驚の 記号) によ っ て 示 され て い る ｡
また ､ 同 じく版 画と い う媒体 にお い て ､ 疫病から都市を 守護する聖母の 権能 を
称え る モチ ー フ が 1 6 3 0年 ヴ ェ ネツ ィ ア の ペ ス トを記 念した図像 に採用 さ れて い る
1 4 0
( 図86)｡ ヴ ェ ネツ ィ アで は ､ こ の ペ ス ト終票 を記念 して ､ 都市の ｢安全
･ 健康+
(salute) の守護者と して聖母 にサ ンタ
･ マ リア ･ デ ッ ラ ･ サル ー テ聖 堂が 献堂され
た ｡ そ の こ とを知 らし め る こ の 銅版画 (ピ エ トロ ･ ヴ ェ ッ キ ア原 案 ､ ジ ョ ヴァ ン ニ
･
メル ロ 翻刻) で は , 右下 にサ ル ー テ聖堂が 見え ､ 都市を代表する福着か ら誓願の 印 し
(サ ル - テ 聖堂 と エ ミ リ ア ー ニ の著作 (Pr o Salute Votu m))を受け取 る 聖母 が 光に
包まれた 栄光の 中 に座 して い る ｡ サ ン ･ マ ル コ 広場の上空には ､ ｢安全 ､ 衛生+ を示 す
ラテ ン語 (SAL US) とギ リ シ ャ語 (I GHI E IA) を組み 合わ せ た星 が 見え ､ 聖母 が 都
138 ペ リ ン ･ デ ル ･ ヴ ァ ー ガ ､ r巨 人族 の 没落+､ 1 52 8
-3 3年 ､ フ レス コ , ジ ェ ノ ヴァ ､ パ ラ ツ ツ オ
･ ド ー
1Jア IJiン フ ィ ー IJ ､ サ ロ ー ネ ･ デイ ･ ジ ガ ン テ ィ
13 9
ジ ョ ル ジ ョ ･ ヴ ァ ザ ー リ ､ ｢無 原罪 の 御宿リ +､ 1 54 1年 ､ 画布､ 油 彩 ､ 5 8× 39c m ､ フ ィ レ ン ツ 工 ､
ウ フ ィ ツ ィ 美 術館
= o
ピ エ トロ ･ ヴ ェ ッ キ ア (16 0 5-78) 原案, ジ ョ ヴァ ン ニ ･ メ ル ロ 翻 刻 ､ ｢福 者 口 レ ン ツ オ
･ ジ ュ ス テ
イ ニ ア ー 二 と ジ ロ ー ラ モ ･ エ ミ リ ア ー ニ か らサ ル
ー テ 大聖堂 の オ マ ー ジ ュ を 受 け取 る聖母 子+､ 17 世紀
113
市の 安全を 守護する こ と を示 して い る ｡
⑥謙遜の聖母 ( 幼児キリ ス トを礼拝する聖 母)､ 詩聖人 ､ 都市景観
1 6 3 0年の ペ ス トで 被害を 受け た エ ミリ ア
･ ロ マ ー ニ ヤ の都 市で は ､ 都市景観
の 上に栄光の 聖母 を 降下さ せ て これ を称え た ペ ス ト奉納画が制作された ｡ グイ
ー ド ･
レ ー ニ の 弟子 で モ ー デナで 活躍 し た ル ドヴィ
ー コ ･ ラ ー ナ (Ludo vico Lam a 1 5 9 7･
164 6) は ､ 同地の イ エ ズ ス 会 ､ エ ス テ 家 ､ 都 市政府か ら の作 品委 嘱を 通 じて ､ 1 6 3 0
年代まで にはモ デナの古典主 義的絵画の 基礎を打ち立 て ､ 同 市を代表す る芸術家 と し
て の地位を 獲得 して い た
1 41
｡ ラ ー ナは都市 政府 の委嘱 に よ っ て 1 6 3 3年 に べ ス ト行列
の職 (後述) を制作 した ほ か ､ 1 6 3 6年 に は同 じく 30年 の ペ ス ト中 に当局が立 て た
公 式誓願遵奉 の た め に建 立 され た 聖 堂のた め の 祭 壇画も辛が けた
1 42 ( 図8 7 A B)o 雲
の塊で 天地が 区切 られ た 上下 二 分構造の こ の祭壇画で は ､ 上景中央の グ ロ リア に ､ 幼
児キリス トと向か い 合 っ て 挽 き 我が 子 に手を合 わ せ る ｢謙遜 の 聖母+ の モ チ
ー フ が 描
か れ て い る ｡ こ れ は ､ 14 世紀 ス ウ ェ ー デ ンの 聖女 ビル イ ツ タの ､ 聖 母 が 苦痛 な く し
て イ エ ス を 出産 し､ 生まれ た ばか り の我 が子 を 崇拝 した と い う幻 視 を根拠 と して普及
した 図像で あ る ｡ 対抗宗教 改革運動 に お い て 聖母 の権能 が 強化さ れた た め か ､ 17 世
紀 に謙遜の 聖 母 が描か れ る こ と は概 して 少な く ､ ペ ス ト図像 に こ の モ チ
ー フ が 選ばれ
る の も非常 に珍 しい と思われ る ｡ た だ し ､ 1 7 世紀 前半 に エ ミ リア
･ ロ マ ー ニ ヤ で 活
足 して い た グ ェ ル チ ー ノ (Gu e r cin o(Fr a nce sc o Ba rbieri) 1 5 9 1
- 6 6 6) が ､ 1618 年
に生地チ ェ ン トの サ ン ･ ピ エ トロ聖 堂のた め に ､ 謙遜の聖 母モチ
ー フ を描 い た 祭壇画
を制作 して い る1 43 ( 図8 8)｡ ｢ギ ア ー ラの 聖母+ と呼 ばれ て い る こ とか ら ､ こ の 周 辺
で崇拝を集め て い た 聖母子 図像 を扱 っ た もの と思わ れ ､ ラ
ー ナ も同 じ聖 画像 ある い は
グ ェ ル チ - ノ作品 に霊感 を受 け た もの と推測で き る ｡ さ らに ､ グ ェ ル チ
ー ノ は ｢詩聖
人の 栄光+ (1645- 4 7年) と称 され る作 品 で も
144
､ モ デナの 都市守護聖人 を下 部 に 配
し､ 上部グ ロ リ アの 中央で 祝福を 与え るキ リ ス トの 左側 に ､ 息子 に合掌 して 拝む聖母
を描 い て い る ( 図89)｡ ラ ー ナの 謙遜の 聖母 に眼を 戻 す と ､ キリ ス トは ､ そ の 足元 で
執り成 しを願 う モ デナの 守護聖人司教聖ゲミ ニ ア ヌ ス とそ の 後ろ の聖オ モ ボノ に向 け
半 ば､ 銅版画 ､ 1 3×7 5c m (Ve n e z /
'
a e /a pe ste, T 348/179 7,Cat･ al O7(p･ 3 ‖)･)
川 フ ェ ツ ラ ー ラ の 教 皇譲併合 に よ っ て エ ス テ 家領新首都とな っ たモ デナ で は ､ 同 家の 保護 の もと ､ レ ー
ニ の 弟 子 ベ ル ナ ル デ ィ ー ノ ･ チ ェ ル ヴ ィ が 美術 ア カデ ミ
ー を設 立 した ｡ 1 6 30年 の ペ ス トで チ ェ ル ヴ ィ が
死去す る と ､ ラ ー ナが そ の 後を襲 っ て ､ 後 継 者 の 指導 に あ た っ た D La Sc u o/a di Gui do Re n L
'
･ a C U r ad i
Ma s sim o Piro ndini, Emi l io Negr o, Mode n a, Artioli E dito r e, 1 99 2, p p- 2 77
-78･
1 42
ル ド ヴィ ー コ ･ ラ ー ナ ､ r誓願 の祭壇画+ (Pala del Voto)､ 16 36年 ､ 画布､ 油 彩 ､ モ デ ナ ､ キ エ
ー
ザ ･ デル ･ ヴオ ー ト
1 43 グ ェ ル チ - ノ ､ rギ ア ー ラ の 聖 母と聖 ペ テ ロ ､ 力 ル 口 . ボ ッ ロ メ
ー オ ､ 天使 と男性寄進者+､ 1618 年 ､
画 布 ､ 油 彩 ､ 22 9×1 5 5c m ､ チ ェ ン ト､ ピナ コ テ
ー 力 ･ チ ヴ ィ 力
144 グ ェ ル チ ー ノ ､ ｢藷聖人 の 栄光 (モ デナ守護聖人 た ち)+, 1645･ 47 年 ､ 画 布 ､ 油 彩 ､ 3 6 0× 205c m ､
トウ ー ル ー ズ ､ オ ー ガ ス タ ン 美術館
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て右手 を伸ばして い て ､ 聖母 の執り成 しの祈り に応え て い る ｡ 聖母 の背後で は ､ 一 段
低 い雲中 に聖 ロ ク ス と聖 セバ ス テ ィ アヌ ス が い て ､ 聖母 の執り成 しに観者の 眼差 しを
促 して い る ｡ 四人の聖 人た ちの歎願を代表してキ リス トを拝む聖母 の祈 りは ､ 息子 キ
リス トに向け られ ､ さら に祭壇 の上に掛 けられ た ｢栄光の父 な る神+ の 地上を祝福す
る身振 りが象徴す る神の 慈悲 (救済) に結実して い る ｡
この よ う に祭壇の 上部 にお いて 具現された赦 しと救済 ､ すな わち疫病終票の 希
望が 表わ され る 一 方 ､ 画面 下 部に は様々 な場面 か ら構成され た ペ ス ト流行の 情景が 広
が っ て い る ｡ 画面 中央 の雲中で 天使が 聖ゲミ ニ アヌ ス にモデナ市の 雛型 を差 し出 して
い て ､ 下部の 凄惨な場面 が 数年前の同 市のペ ス トのそれ で ある こ とが示 され て い る o
疫病場面は ､ 左右 の建物 の深奥 に青い 空が見え る空 間に設定 されて いる が ､ ペ ス ト中
の 日常的光景の 描写 とも観念的構成と も受け取 れ る ｡ 左奥 には遺体 を満載 した 運搬車
と死体の 山が ､ 右奥 には ペ ス ト患者に聖餐の秘蹟を授ける聖職者と看護人が 見え る o
前景左右 には ､ 天 に手を 差 し伸 べ る置 い た 患者を助 ける壮年の男性 と ､ すで に変色 し
始めた 遺体を運 ぼう とする人夫が 配 され ､ 舞台袖の ような効果を も たら して い る｡ そ
して ､ 疫病中の 四場面 の 中央に は ､ 悲 しみ と歎願を象徴するような 女性群像が 光に照
らさ れ て い る ｡ 後の 受難を 象徴 する ｢眠れ る幼児キリス ト+ モチ ー フ を想起 させ る死
ん だ赤子 を 膝 に抱 い て 泣く 若い 母 親の 背後 には ､ 天 に手を挙げて 歎願 す るオ ラ ンス 型
の身振り を した 老い た 母 と もう ー 人の 女性が ､ 上昇する螺旋状に配 され て い る ｡ そ の
螺旋群像 の 頂点に は ､ 我が 子 を抱 い て 天 を仰 ぐ女性がひ ときわ 高く た っ て い る ｡ 死 し
た乳児 と対照を な すこ の 健康そ うな 男児は ､ 上景の幼児キリス トと対応する よ う に画
面右側を見 て い る o 死 と新た な生 命 とが演劇的 に表現され た こ の 群像は ､ ラ ー ナの 師
グイ - ド ･ レ ー ニ の 古典主 義的作 品の 中でも ､ 特 に ｢嬰児虐殺+ (1 6 1 1年) の 前景 右
側の女性た ちの 強 い 影響を受 けて い る1
45 ( 国9 0)｡
⑦ロ ザリオの聖母 と詩聖人 ､ 都市景観
1 6 3 0年末 ､ ボ ロ ー ニ ヤ の都市行政府 と教皇特使枢機卿ス パ ー ダは ､ ペ ス トの
終幕 を天 に歎願す るた め の行列 を行な っ た ｡ グイ ー ド ･ レ
ー ニ (Guido Re ni 1 57 5-
1 64 2) に委嘱 され た こ の ペ ス ト臓 は ､ 創設者聖 ドメ ニ コ の遺体が 埋 葬さ れ て い る ボ
ロ ー ニ ヤで 最大の布教勢力を 誇 っ てい た ドメ ニ コ 会の中心 的信心業で あ る ロ ザリオの
聖母 を主 題とする もの で あ っ た 1 46( 図91 A B)｡ 絹布に油彩で描 かれた 4 メ
ー トル近
‖5 グ イ ー ド ･ レ - ニ ､ ｢嬰 児虐殺+､ 1611 年 ､ 画 布 ､ 油 彩､ 26 8×1 70c m , ボ ロ ー ニ ヤ ､ ピ ナ コ テ
ー 力 ･
ナツ ィ オ ナ ー レ ; レ ー ニ は 古 代戦闘 フ リ ー ズ や ｢ニ オ ペ の 娘たち+ 群像 (ロ
ー マ , ヴィ ラ ･ メ デ ィ チ)､
およ び ラ ッ フ ァ エ ツ 口 ､ カ ラ ッ チ ら の 古典主義作品とカ ラ ヴ ァ ッ ジ ョ の ｢聖 マ タ イ の 殉教+ (ロ
ー マ ､ サ
ン ･ ル イ ー ジ ･ デ イ ･ フ ラ ン チ エ ー ジ)の 演劇性 に 霊感を受 け て こ の 作品を描 い た ｡ Guido He ni1575
- 1 6 42,
c atalogo della m o str a, Bologn a, Nu o v aAlfa E ditor e, 1g88, c at ･1
7･
146 グイ ー ド ･ レ ー ニ ､ ｢パ ー ラ ･ デル ･ ヴオ ー ト+､ 1 63 0-31 年 ､ 絹 布 ､ 油 彩 ､ 382×24 2c m ､ ボ ロ
ー 二
ヤ ､ ピ ナ コ テ - カ ･ ナ ツ イ オ ナ ー レ(In v.4 48)
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い こ の大幡に は ､ 上景 に栄光の 光と雷希 やロ ザ リオの 数珠を も っ た 天使 た ちに 包まれ
て ｢ロ ザリ オの聖母+ が ゆ っ た リ と 座 し ､ その 下 で 7 人の ボ ロ
ー ニ ヤ 守護聖人 た ち
が こ の都市の 救済を執 リ成す よう祈 る 姿が描 か れて い る ｡ 前景左右の 司 教聖 ベ ト口 ニ
ウ ス と ､ 聖 ドミ ニ ク ス が 脆く 雲 の間 には ､ ペ ス ト流行 に 見舞わ れた ボ ロ
ー ニ ヤ の 都市
が灰 色の 空の 下 に描かれ て い る ｡ 行列の 際に ､ こ れ を 担 ぐ人 々 や沿道 で 行列を見 守る
市民た ちの 目線 に最も近い こ の 最前景 中央部に は ､ 高 い 塔で ボ ロ
ー ニ ヤ と識別 で き る
都市の城壁の外で ､ 犠牲者を 埋葬地 に運ぶ 死体 運搬馬車や 患者を 施療院 に運ぶ 白 い担
架の 列が見え る ｡ こ の暗 い 情 景と対照 的 に ､ 天 上の 黄金の 光 に包 ま れ た聖 母 の膝 で は ､
蓄布の 枝を手 に も っ て 座 る幼 児キリ ス トが観者 に向か っ て赦 しと祝福 を与 えて い る ｡
ペ ス トか らの救 済 と ､ 死 者の 鎮 魂を 求 め る ボ ロ
ー ニ ヤ 市民た ちの 願 い を代表す る 7
人の 都市守護聖人 は ､ 半 円形を な すよ う に配 され て い て ､ 栄光の 聖母子 を 頂点 と する
三 角形を形作る画面 構成 は ､ レ ー ニ の 古典主義 的様式 を 良く 表わ して い る ｡ 前列の司
教聖 ベ ト 口 二 オ と聖 ドメ ニ コ の 中央 に は ､ 聖 フ ラ ンチ ェ ス コ が 両 手 の 指 を組ん で 強い
歎願の 身振リ で 眼 を剥 い て 天 を 仰い で い る ｡ そ の 左右 には ､ 右手で 聖 ベ ト口 ニ オ とボ
ロ ー ニ ヤ を 示 し左手を胸 にあ て て 立 つ 聖 イ グナテ ィ ウ ス
･ デ ･ 口 ヨ ラ と ､ 聖 フ ラ ンチ
ェ ス コ の背後で白百 合を 胸 に上向き 視線で 歎解 する聖 フ ラ ン シス コ
･ サ ヴィ エ ル が挽
く 姿が 見え る ｡ 最後列 に は ､ 剣 と椋欄 を も つ 聖フ ロ リ ア ヌ ス と ､ 尾 の 槍 と椋欄 を もつ
聖 プロ コ ル ス の ニ 人 の殉教聖 人が ､ 聖母 の姿 を観者に示 すよ う に こ ち らに視線を 投げ
て い る ｡ グイ ー ド ･ レ ー ニ が 自らの 作品 で追求 した ､ 天 を仰 ぐ上向 き視線 の観想の 表
現は ､ こ の 職で も存分 に発揮 され て い る ｡
こ の 職 に描 か れ た 対抗 宗教 改 革 期 の新 興 布教修 道 会 イ エ ズ ス 会 の ニ 大聖 人
(1 6 2 2年列聖) は ､ 30年 の ペ ス トを契機 に 同会 を保護 した 枢機卿 ル ドヴ ィ
ー シ の推
進 を 受け て ボ ロ ー ニ ヤ の 守護聖 人 に加 え られた
1 4 7
｡ 彼 らが 他 の聖 人 よ リ 副次 的な 位
置 に描か れ て い る の は ､ こ の よう な 事情を 反 映 して の こ と と思わ れ る o と は い え ､ こ
の ニ 人が 疫病 と 関連 して 都 市守 護聖 人の 列に加 え られ た の に は ､ 162 2年 の 列聖 以 前
ぉ よび以後に報告され た 次の よ うな ｢病治癒の奇跡+ と ､ そ れ を 支え また それ に喚起
さ れた 聖人崇拝が 背景 にあ っ た た め と思わ れ る ｡
ロ ー マ の イ エ ズ ス 会古文書保管所 には ､ ロ
ー マ 管区 内外 か らの 聖イ グナテ ィ ウ
ス ､ 聖サ ヴィ エ ル の奇跡詩 を 記 した文書 が保管 され て い る ｡ 1 5 9 9年 ロ
ー マ で の 奇跡
治癒 を報 告 した 書簡 に よ る と ､ 左乳房 の持病を抱 え た女性が ､ 医師や外科 医の外科手
術 でも効果な か っ た と こ ろ ､ イ ル ･ ジ ェ ス 聖堂の 聖イ グナテ ィ ウス の 茎に 参拝 して そ
の 執リ成 し と痛 か らの 解放を 願う と ､ 奇跡 的に持病が 治リ 回復 した
1 4 8
｡ ま た 16 31 年
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Oil6P占24,0.9)A,.] " - gia che ..
rim edij hum a ni n o nba stav a n o a s a n a r[a ic or s c aH
,inte r c e s sio ns del Be ato Padr e lgn at io LoyoLa
116
3月 9 日付 けの
一 修道 女か らイ エ ズス 会神父 へ の 書簡で は ､ 彼女が患 っ て い た 眼病 が
聖 フ ラ ンシ ス コ ｡ サ ヴ ィ エ ル の聖油 に よ っ て 治癒 した 奇跡 が報告 され て い る 1 49｡ ボ
ロ ー ニ ヤ で も ､ 1 646 年の キとで あ るが ､ 生後ニ ケ月 の事故で 両 足に障害を負っ た幼
児をもつ 未亡人が毎晩聖イ グナチ オ聖堂で聖イ グナチ イ ウス に祈り を捧 げる と ､ 幼い
息子が松葉杖な しで 歩 け るよ うにな っ た とい う奇跡が ロ ー マ に報告されて い る150｡
また ､ 1 7世紀 に べ ル ー の イ エ ズス 会宣教師が ヨ ー ロ ッ パ にもた らした マ ラ リ
アの 特効薬 キニ ー ネは ､ ｢イ エ ズス 会士の粉+ と呼ばれて い た 1 51｡ 世界各地 の コ レ ー
Fo ndator ede[ Ia Co mpa即 ia
chie s adel G ie sも pr og6lo,
inpetr a rl i la li be r atio n e
al det to Sepolchr o deI B.
d i G ie s心, et v e n uta n el m e s edi No v e mbre al s u oSpolchr o po sto n eF [a
a c ci6 v ole s s einte r c ede r epe r lei ap pr e s s oIa Divin a 糾a e sta, et
da qu e sto s u o m ale . Rito r n ata che iも a c asa s LJa dopo l
'
o r atio n efat ta
lgn atio , v e n n e a visita r[a il Sign o rbJ. Medic o, et 暮a tr o v8 c o ngr a rl
miglio r a m e nto , o nde m a r a vigl iato si dicia s ubito d is s e, che qu e sto e r a u n mir ac olo et n o n c o s a
hu m a n a. Et c o st da qu e[ te mpo s e n z
'
alc u n a m edicin aLa det ta Sign o r a a nda s ernpr e miglio r a ndo , et
qu e=
'
iste s s odi dal la Zin n adi lei, u s ci da s e ste s s a s e n ヱa alc u n a s o rte d irim edio hu m ano queLla
m ate ria et c o r r utt io ni del c a n che r o-
”
1 49ca rte c o n c e r n e ntiIa ca n o niz z a zio n eS. Fr a n c e s c oSa v e rio . Ms . - 2. Mir a c olod i S. Fr a rl C e S C OXa v e rio .
1631. m s. (Iet te r adi So r el la E le n aVa nzi a Padr eNic o]o Ma n a ri in xpo Off is s sim o 9- m a r ヱ0-1 631. )
【Ar ch iv um Ro m a n unlSo cietatis le s u(ARS I), Ro m a :Fo nd. Ge s uit ic o.F G. 68 2/4/a
-2]こ の 書簡は枢機卿バ
ル ベ リ ー ニ の 紋 章 の 透 か し の 入 っ た紙 に 書か れ て い る こ と か ら､ 差 出人の 修道女 エ レ
I i ナ ･ ヴ ァ ン ツ イ
が バ ル ベ リ ー ニ 象 の 保護を受けた修道院 に所属 し て い た 可能性があ る ｡
”
- qu a nd8 ilm ale a nda v a
chr e s c e ndo , e Ja spe r a n z apa rde ndo , u n a v o[ta fa c endo le mie (v e r s o)fr ede o r atio n e, mi v e n n e u n a
inispe r a cin e c o nfede c a r a e viv ada qu el P(ad)r e c e[e ste a m o r evo‡is sin o che a[e vis e r epr e n e
dipieta, e c a rit a, che n o n mir aFe gr a v e offe s e che gl i fa c c o et ilgio r n o, e Ia mia gr a nde in
gr atitudin e, v ole glo rif ic a r e, LI s u ofedelis sim o e n a m o r atis sirn o apo stolo del indie s a nto
fr a n c e s co e x a v e r o, e s ole v a r e‡a mia mis e ria, mi m e s s ein c o r e c o nfo r mi, e c o m o nic a r mi, e poi o nge r
i ]m ate c o ni ]s u o s a ntis sim ooglio c♭e s ubito mi s a ria s e n z a altro gu a rit
-a eio s ub ito a ndai da Ha
R. (e v e r e n)da Madr e eg) i d is si il mio pe n sie r o, Io lod6e la n attin a s egu e nte subito
o mirac olo divin o, o pr od igio, c ete ste , o pe r che n o nio lingu ad icha r ubin o, e s a r af in o,
be n dir ele lode d ique sto gr a n s a nto , m a c o n o s e ndo mi in et ta , d i luda r u n che [ingu a
占 ba sta nta ,
ho r aio Io
e 一ode che
mi gu a rita
150Mir a c olo
ta c e r o s o一 c o ndir e che s ogu a rita afat to , afat to , 8gr a cia 6gr a cia, da m e n o n
pr ego av. s. e in sie m e c o ntut tj gl is oi bo ni, e infa r v a r at i Padri r e nde rg】i
la de mpi,
pe rpo†e r
U m a n a n O n
m e ritata ,
le gr atie
io n on si ba sta nte , e d ipi 丘a n c opr eghisi c o m e mi agu a rita del m a一e c o rpo r ale c o si
delle piaghe spiritu ale a cio gJipo s s apia cie rgli
･ . ･
”
d i S. 1gn atio. m s. /3 Relatio n ed
'
u n mir a c olo o c c o r s oin Bologn ape rlnte r c e s sio ni del
s. p.1gnatio n el gio r n odella s u aFe sta d iqu e st
'
a nn o 16 491 1 foglio ･ [ARSl:
Fo nd. Ge s uitic o. FG. 68 2/4/A/1] , , - ･ ogni s e r a n el rito r na r e a c a s a e Rtr a V a n eLla Ch ie s adiS･ lgn atio
c ol f igt io, e m o s s ainte rio r m e nte lo r a c c o m a nd v a c o ngr a n乍ede e c o nf ida n z a al det to Sa nto
in s egnando c o nn ate r n o affetto a fa rl
'
iste s s o allo sto rpiato fig)io･ Co ntin u a ndo in qu e sto m odo
la Madr e, m e ntr e, che u n a s e r a(ot to gio r ni in cir c aa v a nti la s udet tafe sta) reste sta al s o=to
r a c c o m a nd do al Sa nto Padr ei l f igliuolo , e c c o chiqu e sti la s cia yicin o al laMadr e o r a nti in Chies a
po c odis c o stodal la po rta u n a c r o c ciola , e c omin cia ndo apog gia r ein te r r aipiedis e n e va c oll
'
aiuto
d,u na s ola c r o c ciola v e r so I
,
alta r edel Sa nto sin do ve s o n ol i du eingin o c ch iato ri, e poi c o ngr a n
m a r a viglia della Nladr ea lei s e n e
po c o stupir e (verso) livicini, et
seguit6 c o nla m adr e a ve nir ogni
c o mpim e nto della c o min ciata gr atia
31 d i Luglio, la 加adr e c o一 s udet to
rito r n a, e
altri, chi
s e r a fa r
Giunta poi
s u ofiglio
c o n一ei rito r n a ndo n et det to D odo a c asa fe c e n o n
lo c o n o s c e v a n o. Las ci6 affat to u n a c r o c ciola , e
o r atio n e e r a c c o m a nda rti aI Sa nto Padr e pe ri l
ta m at tin adelta fe sta s ole n n e che si celebr a al ll
v e n n eえ bu o n
'
ho r aad a s c otta rMe s s ain C hie s a, et
fbi c o n･af fet to c o rd iale, e c onf ide nte de v otio n e a=
･ho r api もche m ai■pr eg6 pe rla c o mpita s a nita
del f iglio . Finita la Me s s aG io rgio riv olto a- laMadr el ico n s egn6[
'
altr a c r o c ciola , e n o n e s s e ndo ∀i
pr e c eduto alc u n
,
hu m a n rim edio c o min ci6a c a m min a r e sic u r o, e s e n z
'
ap pog gio alc u n o c o n s o m m a
co n s olatio n e, e m e r a vigliade =a Madr e' e l
,
altri, chedapo =
'
o s s e r v aron o, O S S e r V a n O, e te Sti f
'
L C a n O
tut t,il sudetto .
”
こ の 部 釧 こ語 られ て い る よ う に ､ 幼 い 息子ジ ョ ル ジ ョ が 完全 に歩ける よ う に な っ た の
は ､ 母の 篤 い 信仰 と聖人 ヘ の 毎 日 の 祈祷だ け で な く ､ 幼 児 が松葉杖を聖 イ グナ テ ィ ウ ス の 祭壇 に立 て か
けて お い た ゆえ の奇跡と報告 さ れ て い る ｡
- 5 - キ ニ ー ネの 熱 心 な唱導者だ っ たポル トガ ル人医師ガブリ エ ー レ ･ フ ォ ン セ
ー 力(-1 6 3)はペ ス ト疫病
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ジ ョ で人文科学 と自然科学の 双 方を学ん だ イ エ ズス 会士 は ､ 恒常的な 危機状態 と もい
え る布教他 にお い ても ヨ ー ロ ッ パ にお い て も最新の 医学知識 を備え て い た た め ､ そ の
医学的治癒が ｢奇跡的治癒+ と捉え られた も の と推測 され る ｡
1 6 3 3年の モ デ ナで 都市政府が行な っ た ペ ス ト終票感 謝の 行列の た め の ､ ル ド
ヴィ ー コ ･ ラ ー ナの臓 も1 52､ 師 レ - ニ のボロ ー ニ ヤ の 職 と同 じく ､ rロ ザ リオの聖母+
を都市景観の上 に描い て い る ( 図92)｡ こ の ペ ス ト職 の 存在 を 指摘 した マ ッ タ リ ア
ー
ノ によ る と ､ ペ ス トの終 幕を 受け て ､ 16 3 3年 3 月 10日 の コ ム ー ネ議会 で ､ ロ ザ リ
オの聖母 を モ デナ市の 守護聖 人 と して制定 し ､ 毎年記 念行列を行な う誓願 が 可 決され
た 1 53｡ すで に述べ た とお り モ デナの筆 頭画 家と して の 地位を 獲得 して い た ラ
ー ナに ､
描く べ き主題 とともに職の 制作が 委嘱 され た 154｡ 5 月 1 5日 に は ､ こ の 誓願を 遵守す
る た め の最初の 行列が実施 され た ｡ こ の 都市規模 の ロ ザリオ行列 は ､ おそ らく 市庁舎
も しく は大聖堂か ら出発 して ､ サ ン ･ ドメ ニ コ 聖 堂 に向か い ロザリオ 礼拝堂で 盛式ミ
サ を挙げる と い うもの で あ っ た ｡ 議会 の指定どお り ､ ラ ー ナは 前景
一 杯 に ､ 大聖堂 の
鐘楼が ひ ときわ高く そ びえ る モ デナの都 市景観を 描き ､ そ の 上空右 に 左手で 都市を 示
し右手 を胸 にあてて 慈悲を 請う 聖ゲミ ア ヌ ス を ､ そ の 左上 に眼下 の 都市を 見 下 ろ して
右 手 で祝福を 与え る聖母 を 配 して い る ｡ ロザリオ の 聖母で あ る こ とは ､ 聖 母 の左膝 に
横た わ る幼児キ リス トが 下 げ持 つ ロ ザ リオ の数珠 に よ っ て 示 され て い る ｡ レ ー ニ の 上
下 階層性 の強 い 職 に比 べ る と ､ 守護聖人 は聖 母 の 肩 ほ どまで 近づ い て よ り親密性 を増
して い る ｡ また 前者が 天上 的存在 にな る に従 っ て小 さく 描く こ と によ っ て 宗教的位 階
制 を遠近 感で も表わ して い た の に対 して ､ ラ - ナの職 は聖母 と聖人が 同 じ比例で描 か
れ て い る ｡ さ らに ､ キ リス ト自身が祝福 を与え る 典型 的表現を レ - こ も採用 して い る
が ､ モ デナ市議会 は ｢聖母 はモ デナ市 にその 聖な る 祝福を 与え る 身振 り+ で 描く こ と
学 に関するニ 冊 の科学 的論文を執筆 し て い る｡
ス テ ンダ ル ド
152 ル ドヴィ ー コ ･ ラ ー ナ､ ｢モ デ ナ の 行 列 旗 (ロザ リオ の 聖母 に モ デナを執 リ成す聖ゲ ミ ニ ア ヌ ス)J､
16 3 3年 ､ 綿布､ 油 彩 ､ 2 35 ×2 5 5c m ､ モ デ ナ , パ ラ ツ ツ オ ･ コ ム ナ ー レ , サ ー ラ ･ デ ル ･ コ ン シ リオ
153[Ar chivio Sto ric o Co m u n ale , Moden a: 《Repe rto riu n》 , a n n o1 6 33, p ･5 1v ･ , 52r
- v ･]Mat ta[ia n o,
Em a n u el ,
=
Un in edito d i Lodo vic o La n a
〃
, in: Nu s e]
'
Fe r r a r e s /
'
, Fir e n z e, 1 97 2･ p p･ 43- 49, p ･ 43･
154 議会 の 決議文書には ､ ｢ロ ザ リオ の 聖母 ､ 聖 ゲ ミ ア ヌ ス ､ 聖 母 の 至 聖 な る足元 に モ デナ市を描 い た 行
列旗+ ｢披 ( 聖ゲミ ア ヌ ス) は モ デナ市を指差 し､ 彼 女 (聖 母)は これ に そ の 聖な る 祝福 を与 え る 仕草を
し て+ と ､ 職図像 の 内容が指 定され て い る B
"
‥ .Che s = a c cia fa r e u n ste nda rdo in c ui s舌a dipinta
ta s. m ave rg . n edeI Ro s a rio S. Ge m. n o ela cit ta di Mod. n a s ot to a s a c ratiss . mi piedi della m ed･ m a
s lg . r a egli in al to d iadd ita rle la citta, ed e Ha in alto di da r e a( Ia m ede sim a citta [a s u a
s a nta be n edizio n e. Do v ra q . to ste nda rdo r e sta rperpetu a m. te in m a n odet la citta, da n o n adopr a r si
in n altr a o c c o r r e n ヱa Che in q . ta a n n u al pr o c e s sio n e oin qu alche altro u rge nte b is ogn o, in c ut
fa ccia d irn e stie r ein v o c a ri lpote nte aiuto della Be ata Ve rg. n e. . . .
” [Ar ch ivio Sto ric oCo m u n a[e ,
Mode n a :《Reperto r
.
t u m》 , a n n o16 33, p . 51v . , 52r - v .]Mat talia n o, E ･ ,
` `Unin edito di Lodo vic oLa n a
''
,
in : Nu s e I
'
Fe r r a r e s /
'
, Fir e n z e, 1972, p p. 43-4 9, p . 43.
こ の 峨の 制作後 ､ フ ェ ツ ラ ー ラ 出 身の ラ ー ナ は ､ すで に 1 4年間 に渡 っ て モ デナ に 屠をお い て 活動 し ,
1 63 0年以降 は 美術 アカデ ミ - の 主幹 と して 後続 の 指導 に 当た る な どの 功績 を理 由 に モ デナ市民権 の 授与
申請 を提出 し(7月 27 日), そ の 直後 に こ れ が 認 められ た(8 月 5 日)c [Ar ch ivio Storic oCom u nale , Mode n a :
Fa s c. 《Ex Actis = nstris simi Co n silii hlutln a e1 633》 , 27 luglio, 5 ago sto] Cfr . Mat tat ia n o, E･ ,
･un in ed ito diLodovic o La n a
”
, in : Nu s e I
'
Fe rrar e si, F ir e n z e, 1972, p p･ 43- 49, p p･ 46 -4 7･
1 18
をラ ー ナに求め て い た
1 5 5
｡
エ ミリア ･ ロ マ ー ニ ヤ の こ 都市で制作され た 臓は ､ 行列と い う受容形式 に相応
しく ､ ロザリオの聖母 に よ る都市の 救済の 執り成 し､ あ る い は守護と い う意 味を明 確
に図像化 して い た ｡ こ れ に対 して ､ 16 30年パ ドヴァ の ペ ス トを記念 した ル カ ･ フ ェ
ッ ラ ー リ (16 0 5- 1 6 5 4) の 奉献画で は
1 56
､ 画面 の ほ とん どをペ ス ト流行中の 諸場面 が
占め て い て ロザ リオの聖母 は上景左隅 に後退 して い る ( 図9 3)｡ 前景左で ペ ス ト患者
の症状を診察す る医師た ちや ､ 右側で 綴れ織を供出する行政官の集団は ､ お そらく 寄
進者パ パ フ ァ ー ヴ ァ 家の 人々 が 疫病 中に行な っ た施 しや 病人看護な どの善行 や衛生対
策 へ の 貢献を後世まで 記録 するた め に描か れた ので あろう ｡ こ の作品 の よう な祭壇 に
置か れ て恒 常的に べ ス トの苦難 を記 憶させ る祭壇画で は ､ ｢ロ ザ リオの 聖母+ とい う
同 じ主題を 扱っ て い る にも関わ らず､ 行列用 の職と は印象を全く異 にするだ けで はな
く ､ そ の機能 も異な っ て い た ｡
⑧無原罪 の 御宿り と諸聖人 ､ 都市景観
旧 ユ ー ゴス ラ ヴィ アの サ ンヴイ ンチ ェ ンテ ィ のた め にヤコ ポ ･ パ ル マ ･ イル -
ジ ョ ー ヴ ァ ネが 描い た ｢無原 罪受胎の聖母 と聖 セバ ス テ ィ アヌ ス ､ 聖ロ クス+ は1 57､
ニ 人の ペ ス ト聖人が描 かれて い るこ と と ､ 当時ヴ ェ ネツ ィ ア領だ っ た こ の 地 にもペ ス
トの危機が迫 っ た と推 測で き る こ と から ､ ペ ス ト奉献画 に数え られ よラ (図 94)｡ 上
弦の 三 日 月 にの っ て胸 で 両手を交叉 した聖母 は ､ 前景のこ 聖 人を見下 ろ して い る ｡ 執
り成 しの 聖人を 立像 と坐像で前景左右 に配 し､ こ れ を上景か ら聖母が 見下 ろ す構 図は ､
パ ル マ ･ イ ル ･ ジ ョ ー ヴ ァ ネの 16 10年代 の奉納画に特徴的な表現で あ る ｡
三 日 月 を足 の下 に踏む聖母 図像 は ､ 黙示 録の ｢太陽を身に まと い ､ 月 を足 の 下
に し+ ｢男の 子 を 産ん+ で 竜 (舵) を踏む 女の 図像伝統 によ っ て い る
1 5 8
｡ 教 会や イ ス
ラ エ ル の民 を象徴 する と捉え られ た こ の黙示録の 女は ､ 4 世紀 に は マ リア と同 一 視さ
れるよ う にな っ て い た が ､ 4 3 1年の エ フ ェ ソ ス の 公会議で マ リア が正式 に ｢神の 母+
と して公認 さ れ る とそ の 神格化 の た め に両者が結び付け られ た
1 59
｡ こ の 作 品 で は 三
日月の ほ か に何ももた ず ､ 謙遜の身振りで 上半身を緩や か にかが め る聖母 の 周 囲を ､
155 前 注参照
-56 ル カ ･ フ ェ ツ ラ ー リ ､ ｢ペ ス トの 終蔦を記念 した パ パ フ ァ
ー ヴァ 家 の 奉納画 (ペ ス ト追放を ロ ザリオ
の聖母 に執 り成す聖 ドメ ニ コ)+､ 16 3 5年 ､ 画布､ 油 彩､ パ ド ヴ ァ ､ カ ッ サ ･ デ ィ ･ リス パ ル ミ オ ･ デ ィ ･
パ ドヴ ァ ･ エ ･ ロ ヴ ィ - ノ ; 16 30年 の パ ドヴ ァ の ペ ス トの 終幕を記念 して ､ パ パ フ ァ
ー ヴァ (Papafava)
家が フ ェ ッ ラ ー リ に 委 嘱 し た エ ク ス ･ ヴオ ー ト｡ 本 来 ､ パ ドヴ ァ の サ ン
･ タ ゴス テ イ ノ 聖堂パ パ フ ァ ー
ヴァ 礼拝堂 に 掛けられ て い た ｡ La pI
'
t tu r a I
'
n /talJ
'
a. I/ Seic e DtO , 2v ols ･ 7 Mi Lan o, E)e cta ･ 19 88, l,
p. 19 9, ll, p p. 7 35-6.
1 57
ヤ コ ポ ･ Jてル マ ･ イル ･ ジ ョ ー ヴ ァ ネ ､ ｢無 原罪受胎 の聖 母 と聖 セ バ ス テ ィ ア ヌ ス ､ 聖 ロ ク ス+･ 16 20
12 8
年 頃､ 画布 ､ 油彩 ､ 3 0 0× 16 5｡ 臥 サ ン ヴ イ ン チ ェ ンテ イ (旧 ユ
ー ゴス ラ ヴ ィ ア)､ 教 区 聖堂
158
ヨ ハ ネの 黙示録 1 2章
一59 若桑 み どり ､ 『象 徴と し て の 女性像 - ジ ェ ンダ ー 史か ら 見た 家父長制社会 にお ける女性表象』､ 筑 摩
書房 ､ 2 00 0年 ､ 184 貢 ｡
11 9
｢傷の な い 鏡+､ ｢野の 百合+ を も っ た 天 使 ､ オ リ
ー ブら しき 枝や ､ 花束状 の もの を も
っ 天使 が取 り 囲ん で い る ｡ 痛 み が激 し く判 別 し に く い が ､ こ れ らは す べ て ､ 雅歌 4
章 7節 の ｢傷 は ひ とつ もな い (m a c c ula n o nest in te)+ の テ クス トを 典拠に ､ 聖母
の 処女性の 記号 とされ たモ チ ー フ で あ る ｡ マ ソ ン - リナル デ ィ は , こ の 作品は ､ 155 6
年 に ロ ー マ で 出版 さ れ た 『驚 異 な る 啓示』 (R e v elBtlo n 1
'
s e xtT a V agB Dte S, Ro m a,
155 6.) の 挿図版画 に由来す る 図像 を用 い た もの で あり ､ ｢無原 罪の 御宿り+ の ｢教義+
を 図像化 した初期 の例 の 一 つ で あ る と 見な して い る
160
｡ な お ､ 聖 母の ベ ー ル が風を
学ん だよ う に左右 に広が っ て い る様か らは ､ フ ラ リ ヤル トロ メオ の 作品
1 61 (151 5年)
が 想起され るよ う に ( 図95)､ こ れが ミ ゼリ コ ル デ ィ ア の聖母モ チ
ー フ の 一 変形で あ
る と推測で きる ｡ 互 い に見合 っ て い る よう な 二 人 の聖 人の背景 に は ､ 図版の 関係上部
分 的に しか見え な い が ､ 古代 の 円形神殿 の よ う な建物 や鐘楼 ら しきも のが 見え る ｡ こ
れ は何らか の都市風景 を描 い た もの か ､ あ るい は ｢ダ ヴィ デの塔+ や ｢天 の 門+ な ど
他 の ｢無原 罪の御宿り+ モ チ ー フ で ある と想像 され る ｡
同 じく聖母 が単独で 月 の 上 にた つ 無原 罪受胎を 主題 とする ペ ス ト図像 は ､ 16 76
年 の マ ル タ 島 の ペ ス トを 記 念 して マ ル タ 騎士 団員 の 画 家 マ ッ テ ィ ア
･ プ レ ー テ イ
(1 6 1 3- 1 6 99) が 描 い た 祭壇画で あ る
16 2
｡ こ の 年 の 四月 に マ ル タ に べ ス トが大洗行す
る 中で 騎士 団長 (N ic olas Coto n e r) と幹部は , 無原 罪受胎 の 祝日 に奉献聖務 を行な
う こ と によ っ て聖母 と諸聖人 の執 り成 しを 歎願 する こ とを決 議 した ｡ こ れ を 受け て騎
士 団は島内の フ ロ リア ー ナ にイ ン マ コ ラ
ー タ ･ コ ンテ ェ ツ イ オ - ネ( 無原罪 の御宿 り)
聖堂を建立 する こ とを 決定 した ｡ こ の 地に は ､ すで に 1 5 8 6年 に コ ン メ ンダ ト
ー レ位
の 騎士 団員 フ ラ ･ マ ル チ イ ー ノ ･ サ ッ リア
･ ナヴァ ッ ロ が ア ン トニ オ ･ リ ッ チオの デ
ザイ ン によ る礼拝堂 を建立 して い た ｡ こ の場所 に建て る新た な 聖堂の建築デザ イ ン と
内部装飾の双 方を行な っ た マ ッ テ ィ ア ･ プレ
ー テ ィ は ､ 1 6 7 6年 5 月 2 7日 には ｢円
形の+ 聖 堂プラ ンを 団長ら に示 し ､ こ れ に基 づ い て 同年の 無原 罪 受胎の 祝日 (1 2月
8 日) の礎石式の後 に着 エ さ れ た ｡ こ の年の 9 月 に は ペ ス トが終若 して い る ｡ 78年
に司教モ リ ー ナが 聖堂 の た め の 新た な主祭壇画を 制作する こ とを唱え ､ 翌 年騎士団幹
部 の決議で予算が計上 され た ｡
マ ッ チ イ ア ･ プ レ ー テ ィ が白亜 の 大理 石 の 聖堂内 にお よ そ こ 年 を か けて 描い た
絵 画装飾 は ､ 正 面 の 主祭壇 に r無原 罪 受胎の 聖母+､ 右 のル ネ ッ タ に ｢聖 ヨ ハ ネ騎 士
団の 寓意+､ 左ル ネ ッ タ に ｢悪 魔を 打ち破る 大天 使聖 ミ カ エ ル+ がそ れ ぞ れ描 かれ ､
ー60 マ ソ ン - リナ ル デ ィ は ､ パ ル マ ･ イ ル ･ ジ ョ ー ヴ ァ ネ は ロ
ー マ 滞 在 中 に そ れらの 挿図を見 る こ とが で
きただろうと推測 して い る ｡ な お 彼女 は こ の 出版物が ロ ー マ の 国 立図書 銀 に あ ると述 べ て い る が ､ 残 念
ながら筆者 は これを参照す る こ とは で き な か っ た ｡ Ma son Rin ald i, Palm a i/ GI
l
o v a n e, p ･ 1 07･
1 61
フ ラ ･ バ ル トロ メ オ ､ rミ ゼ t+ コ ル デ ィ ア の 聖 母+､ 1515 年 ､ 画 布 ､ 油 彩 ､ 3 9 0× 255cm ､ ル ツ 力 ､
ピ ナ コ テ ー カ ･ ナ ツ イ オ ナ - レ
162以 下の 制作をめぐる事実関係 は ジ ョ ン
･ ス パ イ ク の モ ノ グ ラ フ に 拠る c Spike, Mat t ia Pr etI
'
, Cat ･ 41,
p p.1 38-4 2.
1 20
その間の こ ツ チ に正 面 入 り 口 か ら反 時計回 り に ｢聖 ニ コ ラ ･ ダ ･ バ ー リ+､ ｢聖 ロ クス+､
｢聖セバ ス テ ィ ア ヌ ス+､ ｢聖女 ロザ リア+ が配 され た163 ( 図9 6 A･ H)｡ ジ ョ ン ･ ス パ
イク は奉献が決定された 1 6 7 6年4月 1 5日以前に図像 は決定 して い た と して い る 164｡
主祭壇の 無原 罪 受胎の 聖母 を ､ ニ ッ チ の聖人た ちが 囲むと い う聖堂空間全体は ､ 聖母
の足元で 詩聖人 が歎願す る祭壇画形式を ､ 三 次元 空間に拡張 したもので ある ｡ 聖堂 に
入 っ た信徒は ､ 自らもそ の 中に参入する こ とを促 され ､ 中心 と全壁面 が等距離 の 円形
神殿の空間性 によ っ て
一 層 一 体感が促進される よう 設計され て い た と考え られ る ｡ ス
パ イク は こ れ を ､ 幻 視 的な 特質が建築的枠組み に よ っ て 強調さ れて い る と評 して い る ｡
祭壇画 で 言え ば前景左右部分 にあた る手前の ニ ッ チ には ､ 男女が左右 に分 かれ
て 座るミ サ を考慮 して か ､ 右 に騎士 団長の 守護聖人を ､ 左 に南イ タ リアで ペ ス ト聖人
と して 崇拝され た 聖女 ロ ザ リア が配 されて い る ｡ フ ラ ンシス コ 会第三 会修道女ロ ザ リ
アは ､ 1 6 2 4年 に バ レル モ にべ ス トが 流行 した 際に都市を疫病か ら解放 した とさ れ て
以後信仰が 隆盛 した新 しい ペ ス ト聖 人で あ る 16 5｡ 聖堂 に入 る 信徒 を迎え る よ う に両
者 とも入 り 口 方向に顔 を 向けて 天 を仰 い で い る｡
一 方 ､ 主祭壇 の左右 の 二 大ペ ス ト聖人 は ､ 祭壇に向か っ で 片方の 腕を伸ば し､
無原 罪受胎の 聖母 に執 り成 しを願うよ う に仰 ぎ見て い る ｡ すで に見 たウ ンブリア の ペ
ス ト臓で ミゼ リ コ ル デ ィ ア の聖母 の 下 に左右 に分かれ た男女を執 り成す聖人 と して ､
聖セバ ス テ ィ アヌ ス が 女性 信徒の側 に つ く 例が 多い こ と を想起する と , 入 り 口 側パ ネ
ル の 左右の秩序が 祭壇側の 一 対で も繰り返さ れて い て ､ こ れ によ っ て祭壇の左右が ジ
ェ ンダ ー 別 に区切られ て い る こ とが わ か る ｡ 聖 ロ ク ス の足 元 には ペ ス ト斑の浮 い た 遺
体が 見え る ｡ 一 方聖セ バ ス テ ィ ア ヌ ス が 縛られた 木の向 こう にはタ ー バ ンを巻 い た 男
た ちが見 え る ｡ マ ル タ騎士 団は ､ カ トリ ッ ク世界を その 敵か ら護る十 字軍 と して ､ 特
に 1 7世紀 にお い て はオ ス マ ン帝国軍との恒常的な 戦闘を繰り返 して い た ｡ ア ラ ブ世
界の イ ス ラム 教徒を 想起さ せ る男性たちは ､ 騎士団の敵を象徴 して い る もの と思 われ
る ｡
こ の よ うな 騎士 団の 十字軍的性格を 説明するの が ､ 左右のル ネ ッ タ の 主題で あ
る ｡ 右 には椅子 に座 っ た 洗礼者聖 ヨ ハ ネが ､ 甲胃を つ けた ｢勝利の 教会+ の女性擬人
優 に騎士 団章の 入 っ た チ ュ ニ カ を渡 して い る ｡ 背後 には馬上 で 勝利の 側臥を 吹く 天 使
と､ お そらく騎 士 団長 ニ コ ラの もの と思わ れ る紋章の入 っ た盾 を持っ た 天使 ､ 剣 を持
16 3 マ ッ テ ィ ア ･ プ レ ー テ イ ､ B r無 原罪受胎 の聖母+, 41 8×259c m ､ 主 祭 壇 ; C ｢聖 ヨ ハ ネ騎士団 の寓
意 (｢勝利 の 教会+ にチ ュ ニ 力 を渡す洗礼者聖 ヨ ハ ネ)+､ 2 3 2×47 8c m , 右 ル ネ ッ 夕 ; D
｢悪魔 を打ち破
る大天 使聖 ミカ エ ル+､ 23 5×475c m ､ 左 ル ネ ッ 夕 ; E ｢聖 ニ コ ラ
･ デ ィ ･ バ ー リ+､ 260× 160c a･ ､ 右前
ニ ッ チ ; F r聖 口 ク ス+､ 25 4× 15 5c m ､ 右奥 ニ ッ チ ; G r聖 セ バ ス テ ィ ア ヌ ス+､ 26 2
× 16 0c m ､ 左奥 ニ ッ
チ ; H r聖女 口 ザリ ア+､ 26 0× 16 0c a. ､ 左 前 ニ ッ チ ､ 1 6 77
･ 9年初頭 ､ 画布 ､ 油彩 ､ フ ロ リ ア - ナ (マ
ル タ 島ヴ ァ ッ レ ッ 夕 近郊)､ イ ン マ コ ラ
ー 夕 ･ コ ン テ ェ ツ イ オ - ネ ( 通称ディ
･ サ ッ リ ア) 聖堂
1 6 4spike, Mat tia Pr at/
I
, Cat. 41, p p, 13 8
1 42.
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っ た 天 使が控 えて いる ｡ 聖 ヨ ハ ネが指差す先に は ､ 左隅 に覗く 海上 に浮か ぶ 騎士 団の
ガ レ ー 船と彼 らが火を 放 っ た 敵軍 ( オス マ ン帝国) の船 か ら上る黒煙が見え ､ こ の場
面 が騎士 団の 十字軍的任務 を 正 当化 する意図をも っ て い る こ とを示 して い る ｡ 左ル ネ
ッ タに は ､ 天 の 軍勢 を率い て 悪魔 を 打ち倒す大天使 ミ カ エ ル が厳 士団十字の入 っ た 盾
を も っ て剣 を振り か ざす と い う ､ 同 じく 聖戦 を表わ す主題が描か れて い る ｡ 燃 え る剣
で 悪魔を駆逐す る天 使た ちの モチ
ー フ は ､ ペ ス ト図像 の歴 史 に照 らせ ば ､ ペ ス トに対
する ､ また は神罰の 原 因た る 悪徳 に 対す る戦 い を表 わ して い よ う ｡
こ の よ うな 騎士 団の聖 務 と ペ ス トの双 方を記念 する モ チ
ー フ に囲まれ た 主祭壇
には ､ 光 を背負 っ て月 の上 にた つ 無原 罪受胎の 聖母が中央 に描か れ て い る ｡ 黙示録の
｢太陽を ま と っ た 女+ の 記 述通 り ､ 栄光 の光 に照 らさ れ (太 陽を ま と う)､ 下 弦の 月
を足の 下 に して ､ 竜の よう な 自らの尾 を つ かん で倒 れ る悪 魔 を踏み しだ い て い る ( 竜
を 踏む)｡ 聖 母は切 り 立 っ た 崖の よ うな 四角 い 岩の 上 に舞 い 降 りて い て ､ 彼女が 同
一
視 され る教会の象徴を 思わ せ る ｡ こ の 崖の よう な 宕の 下 には ペ ス ト患者た ちが 横たわ
っ て いて ､ 左端で 両手 を掲 げる女性 ､ すで に息絶え た よ う に仰け 反 る土気色の 男性 ､
黒 っ ぼい 服を 着た 看護人の 膝 に もた れか か っ て 聖母 を 見上 げる女性の 姿が見え る ｡
赤み を帯びた煙 の よ う な ものが立 ち上る こ の前景部 は ､ 罪人の 魂を 浄化 する煉
獄の炎 の 中か ら腕を 挙 げて 聖母 の 執り成 しを願 う ｢煉 獄の 聖 母+ 図像か ら引用 した も
の と考 え られ る ｡ ｢煉獄の 聖母+ は ト レ ン ト公会議で 煉 獄の 正 統性が 確認 され た 後 に
多く 図像化 され た主題で ある
1 6 6
｡ 例 え ばグ ェ ルチ ー ノの 作例 (1 6 4 6
･ 4 7年頃) 1 6 7( 図
9 7) や ､ 1 6 5 6年の ナポリ の ベ ス ト終葉を記念 して 埋葬地の 上 に建て られ た 聖母聖堂
の た め の ア ン ドレア ･ ヴ ァ ッ カ ロ の 祭壇画
1 6 8を見 る と ､ 最 前景 に煉獄の 火 で 浄 罪 に
苦 しむ 罪人の魂 と こ れ を 救 い 出す天使 が描か れ ､ 彼 らの苦 しみ の 軽減を キ リス トに執
り成す聖母 が 雲上に見 え る ｡ ベ ス ト犠牲者の魂 の救済 を執 り成す べ ス ト図像の 聖母 も ､
煉獄の聖母 も ､ 聖母 の執 り成 しの 権能を 示 すを点で
一 致する だけ で はな く ､ 天 に手を
1661 56 4年 11 月 1 3 日 の教皇勅書<lniu n ctu m Nob is>で 発布され た ｢ト レ ン ト信条 (Pr ofe s sio f idei
Tride ntin a)+ には ､ ト レ ン ト公会議 で 正統教義 で ある ことを確認され た 諸項 目が全 て含 まれ て い る ｡
De n zinge r, H. , En chiridI
･
o n Symbolor u mdefI
･
ni tJ
･
o n u m et de cleratio n unlde r ebu s f/
'
de J
'
et m o r u m･ /
En ch]
･
/i dio ndelle pr ofe s sJ
･
o D J
･
di fede de/le definitio n /
'
e d/
'
chia r a zI
'
o ni s uqu e st/
'
o n I
-
dI
'
fede e
m o , a/e, Bologn a, 199 5, p p. 75
- 57･ そ の う ち煉獄 に 関する部分は以下｡ r煉 獄が存在 しそ こ に とどめら
れ た魂は信者 の とり な し に よ っ て 助 けられ る こ と+ 『キ リス ト教文書資料集』､ H
･ ぺ ッ テ ン ソ ン 編 ､ 聖 書
国書刊行会 ､ 1 988年 ､ 3 6 ト69貢 ｡
1 6 7グ ェ ル チ ー ノ ､ ｢煉獄 の 魂 をキ リ ス ト に示す聖 グ レ ゴリウ ス+､ 16 4 6
-4 7年 頃､ 画布, 油 彩 ､ 3 74×2 2 9cm ､
ボロ ー ニ ヤ ､ サ ン ･ パ オ ロ 聖 堂
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ア ン ド レア ･ ヴ ァ ッ カ ロ ｢煉獄 の 聖母+､ ナポリ , パ ラ ツ ツ オ
･ レ ア ー レ ( サン タ ･ マ リ ア ･ デ ル ･
ピア ン ト聖堂主祭壇) CI ifton , Im age s of the p/agu e a nd othe r c o ntenlPO r a ry e V e ntS 7 Figur e2 2･ 1 7
世 紀 の ナポリ市壁 の外 の グ ロ ツ タ (Grotta degli So rtiglio ni) に は 約 60 00 0人 の ペ ス ト死者 が埋葬さ
れた ｡ 1 65 7年 1 月 に こ の 地所が寄進され ､ ナポリ副 王 ､ 商 人 ､ 手 工 業組織や バ ン コ
･ デ ッ ラ ･ ピ エ タ の
よう な 共済絶技 な ど都市社会 の 諸方面 か ら の 寄進 を建設資金 と して 建設 された (16 6 2年完成)o 聖 堂 の
た め に ､ ア ン ドレ ア ･ ヴ ァ ッ カ ロ の ｢煉獄 の聖母+(重祭壇)､ ル カ
･ ジ ョ ル ダ ー ノ の 二 作 品 (｢ペ ス ト犠
牲者 の た め に 執 り 成す聖 ジ ェ ン ナ
一 別 ｢確 別 の キ リ ス トとナポ リ諸守護聖人+ 袖廊祭壇) が描 か れた B
(c = fto n, C hapte r2.) 本 作の 図版を入手す る こ とは出来 な か っ た ｡
12 2
伸ばして聖母 の 執り成 しの成就 に感謝する人々 ある い は救済を 待つ 人々 の描写 にも共
通点が 見出せ る ｡
聖母の左右で は 二 人 の天 使が 聖母の命令に従う ように見上げながら剣を鞘 に収
めて い て ､ 疫病 終篤 と犠牲者の 魂の救済を願う マ ル タの 人々 の祈りを聖母が執り成 し
た こ とを示 して い る ｡
⑨無原 罪の御宿 り ､ 幼児キリス ト､ 詩聖人､ 都市景観
マ ッ テ ィ ア ･ プ レ ー テ ィ は ､ すで に 16 5 6年のナポリの ペ ス トの 際にも ､ ペ ス
ト終葉宣言の直 前に ､ ナポリ市当局 によ る公 式誓願と しての 市門 フ レス コ 装飾 と い う
重要な委 嘱を 受 けて い る 169｡ 本来は ､ ナポ リの 七 つ の 城門すべ て に ､ 疫病 に対す る
ナポリ市の 加護を神 に祈願 するた め の奉納図像 が描かれ て い た が ､ 1 6 88年の 地震で
破壊 され ､ 現在 では ､ 大聖堂サ ン ･ ジ ェ ンナ 一 口 ヘ と通 じるサ ン ･ ジ ェ ンナ 一 口 門の
フ レス コ 画 しか 残 され て い な い ( 図98A B)｡ マ ッ チ イ アはナ ポリ行政府ゴヴェ ル ノ ･
デ ッ リ ･ エ レ ッ テ ィ が考案 した 図像主題 に従 っ て 制作 した と され て い る 1 70｡ しか し
それ は描 かれ る べ き 基本 的主題 ( 聖母 ､ 聖人) の指定の み で あり ､ 画濠 は市門装飾 に
相応 しい よう他 の要素を付 け加えて 作品化 した ｡ カ ー ボディ モ ンテ ィ 国立美術館 に所
蔵 され て い る 二 枚の 油絵習作が1 71､ マ ッ テ ィ ア の創意を今に伝 えて い る ( 図9 9AB)｡
フ レス コ とこ 習作の す べ て には ､ 無原罪受胎の 聖母 と幼児キ リス トの 組み 合わ
せ が 描かれ て い る ｡ ク リ フ トンの 研究に よ ると ､ 市当局は契約噛に ､ 幼児を伴 っ た 聖
母 と い う特別の 無原罪受胎図像 を指定 して いた ｡ その 理由は ､ チ アテ ィ ノ会創設 者ガ
エ タノ ･ ダ ･ テ ィ エ ネの 聖母信仰 と ､ それ に帰依 した 修道女オル ソラ ･ ベ ニ ンカ ー サ
が信仰 した 幼児 を抱 い た 無原 罪聖母像 ､ およ ぴナポリ に悲劇が 起きる と い う彼女の 預
言 (1 6 16年) が 16 56年 の ペ ス トと結び付けられた こ と とが関係 して 選 択され た か
ら であ る と い う 1 72｡ 聖 ガ エ タ ノ は ナポリ守 護聖人 の 一 人であ るが ､ 市門フ レス コ に
1691 656年 6月 1 2日 に 衛生局 (Deputati deJJa Salute) が ､ r無原罪の 御宿 リ の 聖母+ を護 る こ と ､ ナ
ポ リ 市 の 衛生 ･ 健 康 回復 に聖母 の 助けを求める祈祷を行なう公的誓願を行な っ た ｡ 同 月 16日 に は ､ 議 会
(Eletti) に よ っ て ､ 市 の 七 つ の 市門 に r幼児キリス トを抱 い た 無原罪受胎 の聖 母 と ､ 聖 ジ ェ ン ナ 一 口 ､
聖 フ ラ ン チ ェ ス コ ･ サ ヴ ィ エ ル ､ 聖 女 ロ ザリ ア+ の フレ ス コ 装飾を行なう ことが決定 され ､ 11 月 17 日
に ビ エ トロ ･ デ ィ ･ マ リ ー ノ の 監 督 の もと で フ レス コ 用 ニ ッ チ建築をI 1 1月 27日 に マ ッ テ ィ ア ･ プ レ
ー テ ィ に フ レ ス コ 制作が委嘱され た ｡ フ レス コ 制 作が遅れ た ため ､ エ レ ッ テ ィ は 同様 の主題 を 描 い た 木
版 ､ 銅版画 を 二 コ ラ ･ ベ レ イ (Nic olasPe r rey) に制作させ市民 に頒布した ｡ Clifto n, /mage s of thep /agu e
a nd other c o nte mpo r a ry e v e nts , pp .1 3
-1 5.
1TO Nu s e oua zi8 n a/a dj Capodh/
･
m o Hti, a c u r ad = ic 8Ja Spinosa , 凹apo[i, E le cta Napoli, 19 94,
p p.1 30- 131.
1 71
マ ッ テ ィ ア ･ プ レ ー テ イ ､ ｢16 56- 7年の ペ ス トの た めの奉献 フ レス コ 習作+､ A 港風景 (In v.Q26 2)
B 死体運搬場面 (Inv.Q.26 5)､ 16 5 6-59年 の 間､ 画 布 ､ 油彩 ､ 12 7×7 6c m, ナポリ, カ ー ボ デ ィ モ ン テ
ィ 国立美術館 ､ ボ ル ボ ン ･ コ レ ク シ ョ ン (In v.Q .2 6 2, Q.26 5.)
1丁2 clifto n, /m ace s of the plagu e a nd othe r c o rlte mPO r a ry e v e nts, p p･ 28
-34. ク リ フ ト ン は ､ ガ エ
夕 ノ ･ ダ ･ テ ィ エ ネ の 無原罪 受胎 の 聖 母 に 対す る特別の 信仰 心 と は . 彼 の 列聖を記念 して 17 世 紀 テ ア テ
ィ ノ 会神学者 マ ッ ジ オが ナポリ で 行な っ た 説教 に見出せ る と 指摘 し て い る (Fr a n c e s c oMa ria Mag gio,
Se r m o ni s opr a /a v 7
'
ta e m o rte dI
'
S. Gaeta n o, NapoJi, 16 72, p･ 265･). 聖母 と 幼児キ リ ス トを別個 に
12 3
は描 かれ て い な い
1 73( 図1 0 0)｡ 無原 罪受胎の聖 母 が幼 児を 伴 う と い う図像 は ､ 福音
書記者聖 ヨ ハ ネの黙示 録の ｢太陽をまと っ た女+ と聖母 マ リ ア とを 同
一 視 する と い う
姿勢 か ら生まれ たもの で あ り ､ こ の ナポリの 事例もまた , 後の マ ル タの 事例 と 同 じく ､
ペ ス トが黙示緑的終末 と関連付 けられた こ とを 窺わ せ る
一 例で あ る ｡ フ レス コ と習作
二 作 とはまた ､ 栄光の雲で 上下 二 分さ れた構図も共通 して い て ､ 画面 下 部 には ナポリ
の 悲惨さ を強調する ような ､ ペ ス ト淀行の 惨た ら しい 有様が 描 かれ て い る ｡
サ ン ･ ジ ェ ンナ 一 口 門の フ レ ス コ で は ､ ｢眠れ る 幼児 キ リ ス ト+ 図の よ う に マ
リ ア の両腕の中で 横た わ る キリス トが描 かれて い る ｡ 左肩 の 上 にな びく青 い マ ン トの
ド レ ー バ リ ー に よ っ て ､ 三 日月 を 足 に した黙示録の 女性 と して の 聖母が ナポリ の 上に
降下 して い る ことが暗示 され て い る ｡ 聖 母の 左右 には ナポリ司教聖 ジ ェ ンナ
一 口 と ､
聖 フラ ン シス コ ･ サ ヴィ エ ル が 挽 いて 都市を示 して い る ｡ 前者の 頭上 に翻 る白い 帯は
剥落が 激 しく 文字を読み 取 る こ とがで き な い ｡
一 方後者 の足元 か ら頭上 へ と捻れ て 宙
に 舞 う 帯 に描 か れ た 文 字 が 見 え る が ､ ｢守 護 聖 人聖 フ ラ ン シ ス コ
･ サ ヴ ィ エ ル
(s. F R A N.(c ｡) ⅩA VAE /P A でR O N VS)+ の 部分 は 白百 合の ア トリ ビ ュ
ー トを 持つ 天
使 に よ っ て も示 され た 聖人名 と して 判読で きる もの の ､ もう
一 方 は鋲 文字 にな っ て い
て文字列が 特定で きな い 1 7 4｡ こ の イ エ ズス 会イ ン ド ･ ア ジ ア宣教者聖人 は ､ すで に 1 6 3 0
年の ボ ロ ー ニ ヤ の ペ ス ト行 列職 に も描 かれ て い た こ とが 思 い 出され よ う ｡ ま た 1 6 3 3
年 には ナポリ の イ エ ズス 会 コ レ ー ジ ョ で 起き たサ ヴィ エ ル の 奇跡的治癒が 報告され て
い た 175｡ 1 6 5 6年 の ナポ リ市 の誓願文書 に は ､ サ ヴィ エ ル が 生 前死 後 と も に布教地 で
ペ ス トを 追放する奇跡を 行な っ た こ ととボ ロ ー ニ ヤ の例 と が引 用され て お り ､ こ れら
を 根拠 に べ ス トに対する 守護聖人 と して の信仰が すで に広 が っ て い た こ と を窺わ せ る
･ 7 6
｡ ペ ス ト聖人 と して の サ ヴィ エ ル 信仰は ､ 1656･5 7年 に大 ペ ス トに襲わ れ た ロ
ー マ
崇 拝す る こ とを嫌 い , 幼 児 を ｢マ リ ア の 息子+ と､ マ リ ア を ｢イ エ ス の 母+ ｢神 の 母+ と い う称号な し に
呼ぶ こと は な か っ た と い う ｡
･73た だ し ､ エ レ ッ テ ィ と マ ッ テ ィ ア ･ プ レ
ー テ ィ と の 契約 の 後 に聖ガ エ タ ノ に 対す る ペ ス ト聖人的信仰
がナポリ市民 の 間 に高ま っ た ｡ 例 え ばナポリ の テ ア テ ィ ノ 会系サ ン テ イ ･ ア ポス トリ聖堂 に は ､ ガ エ 夕
ノ が列聖された 1 67 1年 に ジ ャ コ モ ･ フ ァ レ ツ リ (16 2 小17 06) に よ っ て 描かれ た フ レ ス コ 画 ､ ｢ペ ス トの
犠牲者 の た め に 執リ成す聖ガ エ タ ノ+ ( 図1 00) が ある ｡ ガ エ 夕 ノ 信仰 の 高揚と市門 フ レ ス コ か らの 彼 の
除外 に対す る抗議 に対 し て ､ 当 局 は市 の 負担 で テ ア テ ィ ノ 会 に 聖人像を市内 に建 て ると いう解決策を示
した ｡ サ ン ･ ジ ェ ン ナ 一 口 門 の フ レ ス コ の 反対側 ( 市内側)には ､ 聖 ガ エ タ ノ の 胸像彫刻 が現在ま で 残
っ て い る ｡ こ の 経 鰍 こつ い て は ク リ フ ト ン参暗 (p p. 3 5-47.)o また ナポリ に おけ る聖 ガ エ 夕 ノ 信仰と聖
人伝 の 神話 化 に つ い て は 以下 を参照｡ De Maio , Ro m e o, R/
'
fo rJW e nl/
'
t i n e/ /a Chies ade/ C/
'
nqu e c e nto･
Napoli, Guida Ed ito ri, 1 9 92(1 97 3), p p･ 27 5
-2 821
174くSatisf Do m〉と か か れ て い る よう に 見 え る｡
け5 Ca rte c o n c e r n e nti la c a 口O niz z a zio n eS. Fr a n c e s c oSa v e rio . Ms . /3 Copia d
'
u n a r elatio n edel
p. Ma r c ello Ma str = lo deH a Co mpagnia di Gies心 n el Col legio d i Mapoli･ 1 63 3･ Ms ･ 1 fogl io ･
【Archiv u nRo m a 口u mSo cietatis le s u(ARS l), Ro m a :Fo nd･ Gesuitic o･F G1 68 2/4/B] 死 を覚悟し て 終油 の秘
蹟を受け る の を待 っ て い た こ の イ エ ズ ス 会士 (Ma r c e= o Ma str 川 o) は ､ 壁 に架けて い た ｢イ ン ドの 大
布教者聖 フ ラ ン シ ス コ ･ サ ヴ ィ エ ル+ の 絵画 に執 L)成 し を願 い ､ 故 に 穎れ たサヴ ィ エ ル の 言葉 に従 っ て ､
そ の 聖 遺物 ､ 襟 刑 像を患部 に 当て て 祈祷 を唱え る こ と に よ っ て ､ 奇 跡 的 に 平癒 したとされ て い る ｡
176(votofat todalLaFederI S Sim aCittad i Napoli, per m e z z odedeputati dellaSaiute a[la[m m aculata ,
良 p u(is sim aCo nc et tio n edella Glo rio sis sim aRegin a degl
'Angiol i Ma ria s e mpr e Ve rgin e) [Ar ch ivio
segreto vati,c a n o., MS. , Nu n ziatu ra di Napoli, v ol･ 55, fol･ 643r･]
"ha stabi =to qu e sta Deputatio n e
1 2 4
におい て ､ 翌 1 6 58年の カ
ー ニ ヴ ァ ル期間中に こ の聖人の名 を冠 した イ エ ズス 会系信
心会 によ っ て 同 名 の オラ トリオ で行なわ れた ク ア ラ ン ト ー レ (四十時間連続聖体祈
祷) の祝祭装置主題が ｢ロ ー マ の ペ ス トからの解放+ で あ っ た こ と にもみ る こ とが で
き る1 7 7｡ 聖母 子 と 天 使 ､ ナ ポリ 守護聖人三 人か らな る 天上的場面 の下 部 に は ､ 死体
の横た わ る 中を子 どもの手 を引 い て歩 む女性らしき 人物 と ､ 死 者を運ぷ 人夫 と思われ
る人物が 円柱状の 建築を背 景に描かれ て い る ｡
一 方 ､ 習作 ( 図99 A B) で は ､ ニ 作とも上景の 登場人物 は基本的に変わ らず ､
幼 児キリス トを抱 いた 無原罪 受胎の聖母 が光 に包ま れて 立ち ､ 左 に黒の イ エ ズス 会修
道服の 聖フ ラ ン シス コ ･ サ ヴィ エ ル と司 教聖ジ ェ ンナ 一 口 ､ 右 に寿篠の花輪を被 っ た
フ ラ ン シス コ 会第三会 の修道服姿の聖女 ロザリ アが描か れて い る ｡ A の聖母 は 下 を 見
下 ろ して い て キ リス トは マ リ アの 首に すが り付い て い る ｡ そ の 下で は炎の剣を掲 げた
天使が 聖母 を仰 ぎ見て 飛期 して いる ｡ 聖女ロ ザリア は身を乗り 出して合掌 して い る ｡
聖ジ ェ ンナ 一 口 の 身振り は ､ 市門の フ レス コ と 同 じで ある ｡ 下部 にはヴ ェ ス ヴイ オス
火 山が噴煙をあ げる サ ンタ ･ ル チア湾 を望む景色が描か れ ､ 左の建物の 下 に積荷も し
く は死 体がひ っ く り返 っ た 荷車ら しきものが 見え る ｡ 前景には胞.を はだけて仰向け に
な っ た 女性の死 体や死体運搬人が み え る ｡ 1 631 年の 火山の噴火は ､ ペ ス トと同様に
神罰 と して ､ 終末論的徴候 と して 受け取 られた ｡ こ の際にナポリ市を 被害から護 っ た
都市守護聖人 と して聖 ジ ェ ンナ 一 口信仰が再興 した ｡ すで に 15 2 6年には ､ ナ ポリの
ペ ス トと こ の聖人 の執 り成 しとが 結び付 けられ て い たが ､ J 1 6 2 4年 にシチ リアか らペ
ス トの伝播が 懸念された 時 にナポリ市民は聖ジ ェ ンナ 一 口 に守護と執り成しを 嘆願 し
た1 7 8｡ 1 6 5 6年の ペ ス トに お い て は ､ 市門の フ レス コ に描かれ た だ けで はな く ､ 聖 ジ
ェ ン ナ 一 口 と聖 フ ラ ンチ ェ ス コ ･ サ ヴィ エ ル を守護者 とする救貧院建設が衛生局 によ
つ て 公 式誓願さ れ た よ う に ､ すで に都市守護聖人の筆頭 的位置 にあ っ た1 7 9o
一 方習作 B の 聖母 は正 面 を 見つ め て 立ち ､ そ の右腕の 幼児キリス トも正面 視
in n o n ediqu e staC itta ric o r r e r eaI Patr o cinio di S. Fr a n c e s c oXa v e rio , s up plic a ndolo che c o nfo r m e
l iv e rい rI Vita c oJ Je s u eOr at io ni =s oJa d = 帖na r, & dopo q)o rte c o nl
'
odo r edelle s u eOs s ai lPae se
d i Mala ch n eI
'
Lndie dal la pe ste , che l
'
af flige v a, & ultim a m e nte po che a n ni sono pe r la s u a
inte r c e s sjo n e r e st6a nco J ibe r ala CittA di 8oJog□a da sjmi lic o ntag gio , . .
”
ク リ フ トン は 当史
料を付録 と し て 全文掲載 し て い る ｡ C lif to n, Image s of the plagu e a nd othe r c o nte mpo r a ry, p .3 7,
p p.187- 88(Appe ndix B),
m
一 般聖 体拝領信心会 によ っ て 行 なわれたオ ラ トリオ ･ デ ィ ･ サ ン ･ フ ラ ン チ ェ ス コ ･ サ ヴ ェ リオ ( 過
称オ ラ トリオ ･ デ ル ･ カ ラ ヴ ィ 夕) で の 1 658年 の ク ラ ラ ン 卜 - レ に つ い て は 以下 の 公式小冊子 に よ っ て 祝
祭装置 の主題 が 分 か っ て い る ｡ Jp pa r ato de/Ie Ou a r a nto r efat to nel/a Co ngr egatio n ed iSa nFra n ce s co
Xa y e riD deJ/a Co m u pjo n eGe n e r a/e , Ro m a, 1658. ; ク ア ラ ン ト ー レ に つ い て は 以下拙稿参照 D 新 保 淳
乃 ､ ｢ク ア ラ ン ト ー レ 祝祭装置 の 分析 一 対 抗 宗教改革期 ロ ー マ の イ エ ズス 会付属信徒会主催祝祭 - +､ 『美
術史』､ 美 術史学会 ､ 1 49, VoJ. L. No .1､ 200 0年 , 79-96頁 ｡
u8 c lifto n, /m ace s of the plagu e a nd other co nte mpo r a ry e v e nts, p･ 48･
179救 貧 院 の 完成 は 166 7年 ｡ 衛 生 局が建設を誓願 した 翌 E] の7 月 3 日 に は ､ 誓願 に 対する聖人 の 応答 と
し て ､ サ ン . ジ 工 ン ナ - 口 ･ ペ ス ト施療院 (La z z a r et to di S. Gen n a r o) の 400人 の ペ ス ト患者が治癒 し
たと報告 され て い る ｡
' '
ReJa zio n edeJ c o ntagio di 凹apoli, e s u oRegn odell
'
An n obis e sti le 1656, c o n
qu a nto pih d im e m o r abi le a v v e n n ein det to te mpo
”[Napo[i, Bibliote c aNa zio n ale :MS･ XV , G.2 9];Clifto n,
/m ace s of the p/agu e a nd other c oJ7[e mpo r a ry e v e 17tS, PL 49･
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の 姿勢で 座っ て い る ｡ そ の 下 の天 使 は疫病の 終幕を 告 げる よ う に ､ 鞘 に収め よ う と剣
を 降ろ して い る ｡ 左の 聖人の位置が前後 に入 れ替わ っ て い て ､ 聖フ ラ ンシ ス コ は 左手
で こ の慈悲を意味す る天 使を 示 して い る ｡ 聖 ジ ェ ンナ
一 口 と右の聖 女 ロザリ ア の 身振
り は ､ A の身振り を逆 に入 れ 替え た もの に な っ て い る ｡ 下 部 に は青白い 犠牲者 の 遺体
を 運ぶ人 夫た ちが立ち働 い て い る ｡ 右前景 には死 ん だ母親 に覆 い 被さ る乳児 と こ れ を
見る 男性 からな る ､ ラ ツ フ ァ エ ツ ロ 以来の ラ イ トモ チ
ー フ が引用されて いる ｡
サ ン ･ ジ ェ ンナ 一 口 門の フ レス コ が示 す とお り ､ こ れらは城壁 の外側 に描か れ
て い た . 第二 章で 述べ た よ う に ､ ペ ス ト対策 にお い て 市門 にお ける検疫 ･ 警備 は都市
衛生政策上重要な 役割を 占め て い た ｡ そ の ような 防衛 的意味を もつ 市門す べ て を聖画
像 で飾 る こ とと は ､ 都市全体 に聖母 の 守護する 力を 張り巡 らす こ とを 意味 し ､ 言 う な
れば精神的な 防疫緑 と して の役割を 果た して い た もの と解釈で き る ｡ ク リフ トンも指
摘 して い るよ う に ､ ナポ リ の 人 々 は ､ こ の 市門装飾の う ち に ､ ペ ス ト職も有 して い た
で あ ろう護符的な 力 ､ すな わ ち敵 ､ 邪悪な 力 ､ そ して 疫病な どの侵入 を 防 ぐ文字通り
護符 と して の 呪術的力を 見出 した こ と で あろう
180
｡
小結
ステ ンダル ド
以上 ､ 多少の 考察 を 加 え な が ら ペ ス ト奉納画 お よ び ペ ス ト行 列の 職 を ､
描か れ て い る主題別に類 型 化 して きた ｡ 収集 した 図像 の うち ､ 特定の ペ ス ト流 行 と直
接的関係性が 確認で き る もの は 全て ､ ま た関連が 推測で き る もの は典型 例を 中心 に取
り上 げたわ けで あ るが ､ 収集 の 不 完全 さ のた め そ れぞれ 数量的 には ばら つ き がある も
の の ､ ペ ス ト図像 と して 崇拝 された もの の ヴア リ ア ン トが 明らか にされ た と思う ｡
本節の 小結 と して ､ 類型化 の結果を ま とめ て お こ う ｡ まず ､ 各 セ ク シ ョ ン毎の
主題の ヴァ リ エ ー シ ョ ンは ､ 次の よ うな 数を数 え た ｡
Ⅰ) ベ ス ト流行情景 - 4種類
ⅠⅠ) 反 ペ ス ト聖人 - 3 種類
ⅠⅠⅠ) キ リス ト - 6 種類
ⅠⅤ) 聖母 - 9種類 (裏 表図像 を含め て 1 1種類)
こ の結果 から 一 目 瞭然な の は ､ 聖母 マ リ ア主題 が 9 種類 と最 も多様性 を も っ
て ペ ス ト奉納画 ､ ペ ス ト行 列職の中心 的モ チ ー フ と して 取 り上 げられ て い た と い う事
実で ある ｡ もち ろん こ れ は ､ 聖母信仰 のもつ 多様性 とキリ ス ト教芸術 の様式変化 に由
来 するもの で は あ る ｡ しか し ､ ペ ス トの記 念 と して 描か れ た作 品 に対象を絞 っ た 筆者
の分類 にお い て も ､ 同 じ様式的変遷が み られ た とい う こ とは ､ 聖 母 信仰の
一 形態 と し
180 cLifto n, ∫m age s of the p/agu e a nd othe r c o nte mpo r a ry e F e ntS･ , P P･ 58
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て ､ 聖母 マ リ アが常 に ペ ス トと関わり を も っ て信仰され て い た こ とを 証 して い る とは
考え られ な い だ ろ うか ｡ 筆者の 図像収集 に地域 的､ 時代的偏重が ある の は本節の 冒頭
で断っ て お い た とお りで あ るが ､ 現在まで に少な く とも制件者 ､ 制作年代が 同定され
て い る作品 を収集 した 結果で ある以上 ､ 他の図像モ チ ー フと比べ て 聖母図像が 圧倒的
な多様性を誇 っ て い た の は 確か である ｡
次 に ､ 都市景観の モ チ ー フ につ い て見てみ よ う ｡ 聖母 や キリス ト､ 詩聖人の足
下 に､ こ れ と対照的 に地上的要素すな わち ペ ス ト流行中の都市景観が描かれ る場合 に
は ､ 都市を遠望祝 した 地理 学的視点の もの と ､ ペ ス トの犠牲者たちが横たわ る凄惨な
情景を表わ した もの とに大別 され る ｡ 前者の場合は ､ 既 に各作品を取 り 上げつ つ 述 べ
た とお り ､ 都市社会を全体 と して 捉え る こ とに よ っ て都市全体が 天上的存在の 守護の
元 に置か れ て い る とい う こ とを 視覚化 した表現で あ る ｡ こ れ は例え ば ､ 1 5世紀ウ ン
ブリ ア地方の行 列旗 に典型 的で あ り ､ 1 6 30年 のボ ロ ー ニ ヤ の た め にグイ ー ド ･ レ ー
ニ が 制作 した ペ ス ト行列臓や そ の影響を 受けた モ デナの作例な どに受け継がれ て いる ｡
こ れ らが 概念 的に都市を 捉えた もので ある 一 方で , 身体を摂 り折れ 重な るペ ス
ト犠牲者た ちの 肉体 を画面 前景に描く場合 もある ｡ こ の 形 式は ､ 16 世紀半ば以 降の
祭壇画に は特 に特徴 的で あ る ｡ 例 えば ニ コ ラ ･ プサ ンの ｢ア シ ドドの ペ ス ト+ ( 図20)
の よ うな 古典主義的作 品 に見られ る ､ ラ ツ フ ァ エ ツ ロ ( 図18･ 1 9) か ら引 用 された 死
ん だ母 にすが る 乳児 と死 体運搬人の 群像モチ ー フ は ､ 定型 表現 とな っ て 繰り返 し描か
れ て い る ( 図2 1･ 2 3･ 87)｡ こ のモ チ ー フ に限らず ､ 短縮法を 多用 して こ ちら に突 き
出 して く る よ う に描か れ る 犠牲者た ちの身体 には , 腺ペ ス トの症状 を示 すペ ス ト斑や ､
死後 の 黒ずんだ肌色を 見 出すこ とがで き ､ 画家の 技巧を 示すと 同時に ､ そ れ を見 る人 々
に疫病中の 悲惨な 現実を想 起させ また 記 憶させ る とい う効果 を及 ぼして い る ｡
画 面 上景 の光 り輝 く 天上的存在 と対象を なすよ うに ､ 前景 にこ れ らの苦 しみ に
満ちた モ チ ー フ を配 する構 図は ､ 殉教を主題 とするバ ロ ッ ク祭壇画 と共通する 特質を
も つ ｡ 例え ば ､ グ エ ルチ ー ノ の ｢聖女ベ トロ ニ ッ ラ の 埋葬と被昇天+ 1 8 1(16 2 3年) ( 図
1 0 1) で は ､ 大画 面 を 天 上 と地上 と に上下 二 分 した 構図であ り ､ 前景で は 頭 を こ ちら
側 に仰 け反 らせ た 聖女を埋葬する場面 が描かれ ､ 上景 に聖女が天 の キリス トの もと に
挽く様子 が描か れ る こ とに よ っ て ､ 殉教 と同 時に聖女の 魂が 天 に挙げられた こ と が表
わ され て い る o また ､ 同 じく サ ン ･ ピ エ トロ大聖堂の モザイ ク祭壇画 下絵 と して描か
れ た プサ ンの ｢聖 エ ラス ム ス の 殉教+ 1 82(16 2 9年) ( 図1 0 2) で も ､ 拷問 に苦 しむ 聖
人が頭 を こちら に向け て横た わ っ て い る ｡ すで に 1 6世紀後半か ら､ 対抗宗教改革の
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グ エ ル チ - ノ ､ ｢聖 女 ベ ト 口 ニ ッ ラ の 埋葬と被昇天+､ 16 2 3年 , 画布 ､ 油 彩 ､ 7 2 0× 4 23c m ､ ロ ー マ ､
ピ ナ コ テ - 力 ･ 力 ピ トリ ー ナ
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ニ コ ラ ･ プサ ン , ｢聖 エ ラ ス ム ス の 殉教+､ 16 2 9年､ 画布 ､ 油 彩 ､ 3 20× 18 6c m､ ヴ ァ チ カ ン市 国､
ピ ナ コ テ ー 力 . ヴ ァ テ イ カ - ノ
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思潮の 中で は初期キ リス ト教 殉教者 に対 する 関心が 高 まっ て おり ､ ロ
ー マ の イ エ ズス
会学院の 聖堂装飾 に代表さ れ る よ う に ､ 殉教 も辞 さな い 精神 を備え た 布教者 を養成す
るた め の モ デル として ､ ある い は殉教 の みな らずそ の 貞節や慈善行為が 道徳的規範と
して 称え られた聖人聖 女の 凄惨な 殉教場 面が 描 か れて い た 183｡ ヴ ァ チ カ ンの こ 作例
もそ の よ うな系譜に数え られ る ｡ こ れら 1 7世紀初 頭の殉教 図に見 られ る構 図や 人体
表現の特質 は ､ まさ に疫病 中の 凄惨な 情景 を画面前景 に描 い た ペ ス ト画 と 共通 するも
の で あ る ｡ こ の こ と から次の よう に導 き 出せ るだ ろう ｡
殉教者の 魂が死の 瞬 間に 天上 の祝福 を受け る こ と と ､ ペ ス ト犠牲者 の魂 が聖 母
や詩聖 人の 執 り成 し によ っ て救 済を 約 される だろ う こ と とは ､ 同様 の 視覚的言 語 によ
っ て 語られて い る ｡ つ ま り ､ 信仰 に殉 じた 聖人 と ､ ペ ス トに倒れ た 人々 とが ､ 図 像化
され る 際 に重ね あわ され て い る の で あ る ｡ 犠牲者が 路上に放置 され 重な っ て い る と い
う ペ ス トの 悲惨 さを 強調す る こ と によ っ て ､ そ の 頭 上で執 り成 しを懇願す る聖人た ち
の祈 り はよ リ ー 層切実 さ を増すの で あ り ､ そ れ は 執 り成 しが成就 して 犠牲者の 魂が 殉
教聖人の よう に救わ れ る こ と を観者 一 人 一 人が 納得で き る よ う 導く た め の 表現で ある
とい え よ う ｡ さら に ､ ペ ス ト禍 の苦 しみ を表現 した 情景 と ､ 天 上の栄光 に包まれ た 聖
母 子 とを近接 させ て 描 く こ とは ､ 疫病 の 最中 にある信徒た ち ､ 死 者の鎮魂 を祈 る生 存
者た ち に祈祷や 善行を 通 して 現実の 苦悩が報われ救済 に つ な が る こ とを確信 さ せ る た
め に大 い に貢献 した と思わ れ る ｡
最後 に ､ 本章で 取 り上 げた ベ ス ト図像の 中か ら ､ ペ ス ト行列の た め に制作 さ れ
た
ス テ ン ダル ド齢
フ 叩 ‾ ネ
で あ る こ とが 明 らかな もの を抜き 出 して み る こ と に しよ う ( 国3 71
38･ 3 9･ 4 0･ 4 1･ 5 3･ 54 ･ 5 5･ 5 6･ 6 8
･ 8 0･ 9 1･ 9 2)o ペ ス ト流行中 に ､ あ る い は 終票直後 に
公的歎願 の 印と して都市 空間を 運ばれ た これ らの 行列の た めの 聖画 像 は ､
①神罰を 下す怒れ る キ リス ト (父 な る 神) に都市 あ る い は信 徒集 団に代わ っ て 赦 しを
願う ｢代願者+､ ｢執り成 し人+ と して の聖母 ( 図3 7-4 0･ 4 2)
② マ ン トの 下 に都市全て を 匿う ｢守護者+ と して の聖母 ( 図5 3- 5)
③守護聖人を従 え ､ 幼児 イ エ ス を抱 い て 玉 座 に座 す ｢女王+ と して の聖 母 ( 図6 8)
④天 の 栄光の 中 に君臨 する ｢聖 人た ちの 女王+､ ｢神の 母+ と し て の 聖 母 ( 図8 0･ 9 1･
9 2) を描い た も ので あ っ た ｡
こ の よ う に ､ モ チ ー フ の ヴア リ ア ントはあ るが ､ 都市単位の ペ ス ト行列 職は す
べ て聖母 マ リア を描 い て い た こ とが 分か る ｡ 聖母 マ リ ア信仰と ､ 第
一 章第四 節で扱 っ
た 疫病 時の 信心 形態の な か で も集団的歎願行為 の最 も大規模な も の に当た る 都市単位
の ペ ス ト行列 とが 不可 分 に結 びつ い て い た の は ､ 何故な の で あろ うか ｡ こ の 間題を 考
′
183 Male, Eni le, L
'
Art r e/I
'
g ie u x apras le Co n cile de Tr e nte, Pa ris , Lib･ Ar m a nd CoLin, 1 932,
p . 14 7. ;Valo n e, Ca r olyn,
`Ⅷo m e n o nthe QuiriR aL H = : Patr o n age in Ro m e, 1 560
-1 63 0
”
, in : Art
8u//etJ
'
n, 7 6, n . 1, 1 99 4, p p. 1 29
- 46, p p･ 1 34
-5･
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察するた め に ､ 次章以下 で は行列職 に描かれた聖母 図像が どの よ うな 神学的意味をも
ち ､ ペ ス ト禍 にお い て都市社会あ る い は信徒個 々 人 にどの よ うな社会的影響を及 ぼし
え たのか と い う こ とを分析 して ゆく ｡ まず､ ペ ス ト行列 と聖母 マ リ ア信仰が 結びつ い
た 事例研究 と して ､ 16 3 2年 3 月 2 5日 に ロ ー マ で行な われ た ペ ス ト克服記念行列を
対象にべ ス ト危機 と都市政 治の 関係 を考察する ｡
12 9
第 四 章
疫病 の 危機と聖母 マ リア信仰
- 1 6 3 2年 ロ ー マ の ペ ス ト克服記念行列 -
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第 一 節 祝祭行列実施状況 概略
16 32 年 3 月 2 5日 ､ ロ ー マ 市内は半日 にもわた る長大な祝祭行列に沸 い た ｡
ペ ス ト危機終票 を祝 した こ の都市行列 は ､ ポポ ロ ･ ロ マ - ノ と い う 口 - マ の都市行政
当局の 主催 に よ っ て 行なわれた 集団的信心 業で あ っ た o この 行列を 通して 最終 的な 危
機の終幕を宣言す るまで の ニ 年間は ､ 聖都を ペ ス ト禍か ら防御する た めの 集権 的政策
が敷かれ て い た ロ ー マ にも ､ ペ ス トの 危機が押 し迫っ て いた ｡
切迫する 危険と 民心 の動揺 を見た の で あろ うか ､ ウルバ ヌ ス 八 世は , 16 3 0年
6 月 1 3日 に ､ ペ ス ト危機 の特別の 典礼お よび祈祷 に参加 した信徒 に対 して 1 0年の療
育 を認 め る勅書 を発布 した ｡ そ の直後の 6 月 2 4日 にロ
ー マ で は ､ 信徒集団 レベ ル の
歎願 事業 と して ロ ザリオ行列が 行な わ れ た
1
｡ こ の 行列を主 催 した ドメ ニ コ 会聖 堂付
属 ロ ザ リオ 兄 弟会 は ､ 1 5 7 1年の レ バ ン トの海戦 にお け るオス マ ン帝国軍 に対する カ
トリ ッ ク 同盟 軍の 勝利 を記 念 して制定さ れた ロ ザリオの祝日 に毎年 ロ ザリオ行列 を行
な っ て い た ｡ こ の 恒例 の行列 は 10月 第 一 日曜 に実施され る もので あるが ､ 危機が 迫
る 16 30年 に は ､ ペ ス トか らの ロ ー マ の 解放 を歎願 する ため に洗礼者聖ヨ ハ ネ聖誕の
祝日 にあた る 6 月 2 4日 に特別 に実施 され た の で ある ｡ 興味深 い こ と にこ の と き に行
列経路 と して選択 され た の は ､ 信心 会本部が設置され た ドメ ニ コ 会の サ ンタ ･ マ リ ア ･
ソプラ ･ ミ ネル ヴァ 聖堂 ､ 北部か らの通 商路 に繋が るポポ自門脇の サ ンタ ･ マ リ ア ･
デル ･ ポ ー ポ ロ聖堂 ､ そ して カ トリ ッ ク世界の 聖母 マ リア信仰の中枢で あ るサ ンタ ･
マ リア ･ マ ッ ジ ョ ー レ大聖 堂で あ リ ､ 三 ケ所の聖母 に捧げられ た聖堂を つ な ぐ
一 種 の
聖母 巡礼路 と もい え るもの で あ っ た ｡ 7 月 9 日 には ､ 特別に全焼宥状が発布さ れ ､ ペ
ス ト流行地域の ペ ス トか らの解放 と ロ ー マ の 衛生 保全を祈願する者全て が過去 の 全て
の 罪を赦 される こ とが 保証 され た 2｡
16 30年の 夏は こ の 度の ペ ス トが最も狂威 を揮い ､ 8月 には パ ル マ , ミ ラ
ー ノ ､
ヴ ェ ロ ー ナ ､ ヴ ェ ネ ツ ィ ア に ､ 9 月 に は フ ィ レン ツ ェ にもペ ス ト流行地域 が拡大 した ｡
徐 々 に南 下 して く る 疫病の 波 を前 に ､ ロ ー マ の 人々 は 歎願行為 に訴え 続 けた ｡ 1 6 3 1
年 にな っ て もい まだ危機 的情勢 に変わ リはな く ､ 1 月 に は先の 全焼宥が 三 ケ 月 延長 さ
れ ､ 3 月 3 0日 に は また さ らに三 ケ 月間全騰宥が 有効で ある と い う布告が 出され た ｡
都市 ロ ー マ 全体 の悔 い 改 め を天 に訴え る 印と して 2 月 の力
- ニ ヴ ァ ル が 中止さ れ た
代わリ に ク アラ ン卜 - レ ( 聖体に対する 四十時間連続祈祷) が盛大 に行な われ た ｡ 当
時 ､ 教皇庁尚書 院院長 (Ca n c ellie r edella Chie s a) だ っ た枢機卿ル ドヴィ
ー コ ･ ル
1 Gigli, Gia cinto , D/
･
a rio diRo m a, a c u r ad i Ma n] ioBarbe rito , Ro m a, Ed ito r eColo mbo , 2v o[s ･ , 19 94･I･
p p. 194-5. ジリ に よ る と ､ こ の 行 列 に は ､ ロ ー マ 人 口 の 約 1 / 3 に当た る 4000人 の 男女が参加 したと伝
えられ て い る ｡ 教 皇 ウル バ ヌ ス 八 世 は ロ ザ リオ兄弟会 に対 して 全 て の 罪を赦 す全暁宥を発布 し た ｡
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ドヴィ ー シ は ､ 尚書 院の地 階に あるサ ン ｡ 口 レ ンツ オ ･ イ ン ･ ダ マ - ソ聖堂 におけ る
こ の 三 日 間の 聖体崇拝信 心業 を挙行す る際 に ､ ｢天 国の 栄光 (Glo ria del Pa r adis o)+
と呼ばれ た意匠 を もつ 祝祭 装置 を建立 した 3｡ こ れは 宗教 的祝祭 と い う 手段を 用い て ､
ペ ス ト危機 の暗 い 世相 に救 済の 光を投 げか け ､ 信徒た ちの信 仰心 を燃え 上が らせ る こ
と によ っ て カ トリ ッ ク教会 の求 心 力を強 め るた め に貢献 した もの と推測 され る ｡
こ の よ う に約 ニ 年間 に渡 る 公衆衛生 政策 と ､ 公 私様 々 な宗教的歎願行為 の の ち ､
1 6 3 1年末 か ら翌年初頭 に は ､ ペ ス ト侵攻 の危機が 事 実上去 り ､ ロ ー マ が 最終 的 に べ
ス ト禍 に襲われ る こ とな く こ れ を克服 した こ とが 宣言 され た ∴そ れ を公式的 に天 の 主
な る神 に感謝 し ､ また 都市社会 に表明するた め に ､ ポポロ ･ ロ マ - ノ は ｢ ペス トか ら
の ロ ー マ の解放 ､ お よび ペ ス ト克服 を 記念する+ 祝祭行列を 挙行 した ので あ る ｡
こ の ペ ス ト行列の 公 式小 冊子 の 著者ア ン ト ー ニ オ ･ ゲラ ルデ ィ と ､ ジ アテ ン ト ･
ジ リ の 『ロ ー マ 日誌』 の 記 述 に よ る と ､ ペ ス ト流行 を防 い だ ､ すなわ ち ｢ ペス トを克
服 した+ こ と を 記 念す る と い う 史上唯 一 の祝祭 行列の 挙 行 に選 ばれ た 聖な る 日 は ､
1 6 32年 3 月 2 5日で あ っ た 4 ( 史料1) ( 図1 0 3)｡
そ の 前 日 には ､ ポポ ロ ･ ロ マ ー ノ の 対策行政 を称え るた め と思わ れ る記念 ミ サ
が ､ 力 ン ピドリオの丘 の サ ンタ ･ マ リ ア ･ イ ン ･･ア ラ コ エ リ聖堂で 行な われ た ｡ コ ン
セ ル ヴァ 卜 - リ議会の 主催 によ る ミ サ の 為 に ､ 聖堂 内外 は ｢豪華 に+ 装飾され ､ ヴ ァ
チ カ ンか ら行列 して き た教 皇ウル バ ヌ ス 八 世を迎 えた ｡ 教 皇が 力 ン ピ ドリオに 赴く の
は ､ 1 6 2 3年即 位の 際の ボ ッ ゼ ッ ソ (Po s s e s s odi Ro m aロ ー マ 司 教 と して の新教皇騎
馬行列) 行列以来の こ とで あ っ た ｡ ミ サ には ､ 教 皇の ほ か ､ ロ ー マ 在住の 枢機卿会議
の 面 々 と コ ンセル ヴァ 卜 - リ議員が 列席 し､ ミ サ の奏 楽に は教皇礼拝堂付聖 歌隊と奏
楽 家が 起用 さ れ た ｡ は じめ に教皇 に よ る合唱 ･ 音楽の な い 読誘 ミサ が ､ ｢ ペス トか ら
ロ ー マ を 守護 した主な る神 の御業+ に感謝 して 挙げられ た ｡ こ の後 ､ ウル バ ヌ ス 八 世
2 Gigl i, DI
'
a rio dI
'
Com a, L, p. 1 95.
3 ク ア ラ ン ト ー レ (四 十時間) の 4 0の 数 は潔斎を意味 し て お リ ､ 1 59 3年以降年間通じ て 三 El間毎 に藷
聖 堂を巡 回 す る 方式が義務付 けられ て い た ｡ サ ン 口 レ ン ツ オ ･ イ ン ･ ダ マ ー ソ 聖 堂 は ､ イ エ ズ ス 会系 の
オ ラ トリオ ･ デ ル ･ カ ラ ヴ ィ 夕 やイ ル ･ ジ ェ ス 聖 堂と同じくカ ー ニ ヴ ァ ル 最 終期間 に 当た る 時期 に こ れ
を実施 して い た . 1 631年 2 月 26日 付および 3月 1 日 付 の r口 - マ 通 信 (Av visi d i Ro m a)+ に よ ると ､
同 聖 堂 の ク ア ラ ン ト ー レ は 2 月 2 2 日- 24 日 の 三 日 間行なわれ た ｡ こ の 記 事 の 書記者は仮設祝祭装置 の 意
匠を r天国の 栄光+ と形容 し て い る ｡ [B i bliote c aApo stolic a Vatic a n a :Cod. Urb.1 1 01. ,
urb. Lat. 110 1. f. 1 16v.]Cle m enti, F it ippo , I/ Ca r n e v ale r o m a n o n e/ /e c r o n a che c o nte mpo r a n e e, 2v ols . ,
Ro m a, T ip . Ti be rin adi F.Set tii, 18 99, I, p p. 3 77, 442
-4 3. ; Veil, Ma rk S. ,
``
T he De v otio n of Fo rty
Ho u r s a nd r o m a nba r oqu e il [u sio n s
''
, in : Jo u r n al of Wa rbu rg a nd Co u rta ul dln st/
'
tute s, 1 97 4,
p p.2 18
-2 48, p p. 22 9
-3 0. ; Dell
'Arco , ”. F. , e Silvia Ca r a ndini, L
'E ffim e r obar o c c o. Struttu r edel/a
fe sta 17 e//a Ro m ede/ '600, 2v ols . , 1 978, p . 460,not. 15.
4 Ge r a rdi, Antonio , So m m a r /
'
a r e/atio n ede/la So/e n n epr o c e s sio n edel/o Ste nda rdo ben edet to da/ Ia
S. tA dI
.
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so cietatis le s u, Ro m a :Ro n. 131,[ l, fol. 43 0
-4 37.]カ サ ナ テ ン セ 図書 館 (ロ ー マ ) も 同史料 を所蔵 o
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は窯経で ヴァ チ カ ン に戻 っ た が ､ 残 っ た枢機卿会議 ､ セ ナ ー ト ロ マ ー ノ (元 老院)
のため に ､ 高位聖職者モ ン ト ー リオが 同 じく ｢ ペス トか らロ ー マ を保護 した 主な る神
の御業+ に感謝する荘厳 ミサ を挙げ ､ 教皇付聖歌隊 によ る三 つ の モテ ッ トが詣わ れた .
これ には ､ ジリが 伝え る よ う に ｢告解と聖体拝領 に与 っ た もの に認められた 全頗宥を
得るた め に詰 め掛 け た 大勢の 人 々+ が参列 した 5｡ こ の ミ サ は ､ キ リ ス トの 地上の代
理人 によ っ てポポ ロ ･ ロ マ ー ノ の ペ ス ト対策が 効を奏 した こ と ､ その結果 ロ ー マ が ペ
ス ト禍か ら解放 され た こ とを 公 式に宣言 し ､ こ れ を聖俗双 方の権威の名 にお い て 天 に
感謝する宗教的 一 政治的儀礼であ っ た ｡ そ して ､ ミサ の後 には歓喜の時を告 げる カ ン
ピドリオの鐘 に続 い て トラ ンペ ッ ト､ タ ンバ リ ン ､ 祝砲が 鳴らされ ､ 集ま っ た 人々 に
パ ンとぶ どう酒 ､ 金銭 が 振舞わ れ ､ 警戒 と恐怖の 日 々 が去っ た こ とを都市民 に告げ知
らせた ｡
ポポロ ･ ロ マ ー ノ の付属聖堂と もい え るア ラ コ エ リで記念ミ サが 行な わ れた 翌
日 ､ 受胎告知の 祝日 に 当た る 3 月 2 5日 に は ､ 午後か らの大規模な都市行列 に先立 っ
て ､ 午前中に次の よ うな 記 念行事が 営まれ た ｡ そ の筆豆削ま､ ニ 年 にもわ たる 疫病政策
で疲弊 した 都市経済 を象徴 する とも い え る貧民 に対する ､ 教皇の羊頭か らの 施 しであ
つ た ｡ 貧 困層 に対する パ ン ､ ぶ どう漕 お よび金銭の施 しのた め に教皇は 1 5 0 0 スク
ー デ ィ以 上 を出資 した ｡ 施 しの 中心 にあ る パ ンとぶ どう酒 とは ､ 近 世ロ ー マ の 主 幹食
糧で あ る以 上 に ､ 聖餐の 秘蹟で 祝別 されるキ リ ス トの 肉と血 を想起 させ る救済 の 象徴
で ある こ と はい うまで もな い ｡ そ の後 ､ 教皇は 前日と 同 じく再 びア ラコ エ リ聖 堂 にの
ぼり ､ ｢恒例 の処女た ちの 婚礼+ の儀式に 立ち会 っ た 6｡ こ の儀礼 につ い て は い まだ 詳
細の ほ どは不 明で あ るが ､ 後節で考察を加え る よう に ､ 疫病後の ある べ き道徳的秩序
を象徴する た め の ､ あ る い は 危機 に晒され た地 を再 び聖化するた め に処女性 を称揚す
る儀式で あろ う と思わ れ る .
ア ラ コ エ リを 出た 教皇は さら にサ ンタ ･ マ リア ･ ソプラ ･ ミ ネル ヴァ 聖堂に赴
いて ､ 銀製ラ ン プの 寄進の 儀 に列 した ｡ こ れ はミ ラ ー ノ商人の ク ラウデ ィオ ･ サ ー ラ
(S ign o rCla udio Sala M e rc a nte M ila n e s e)と い う 富裕の人物が ､ 4 50 0 スク ー デ ィ と
い う破格の 金額 をか け て ､ こ の ドメ ニ コ 会聖堂の 受胎告知の 祭壇 に寄進 し ､ こ の とき
初め て除幕され て 公 に姿を あ らわ したもの で ある . ロ ー マ の銀細工 師ヴィ - ト ･ ヴィ
- テ イ(V ito Viti Arge ntie r oRo m an o)の 宇にな る ラ ンプは ､ 銀3 0 0リ
ー ブル の重さ
で ､ 高さ 3 メ ー トル 半(15 パ ル ミ)の文字通 り 巨大な寄進物だ っ た ｡ ゲ ラル ディ の 詳
細な 説明 によ る と7､ そ の 頂点に は先端 に 6 人の ｢処女の 頭部+ が つ い た 豪華な王 冠
祭行事の 記述 は同史料 に基づ い て い る｡
5 "
G o ng( a n c o n c o r s odi Popolo pe r c o n s eguir e[
']ndulge n z a
et c o m m u nic at舌 vi tro v arono pr e s e nti
'' Gigli, D ia r /
'
o di
6 "
a fa r eil s o[ito Ma ritag gio del(e Ve rgini
” Ge r a rd i,
7 Ge r a rdi, So m m a r /
･
a , fol. 43 1v . .
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ple n a ria c o n c e s s a aqu elli, che c o nfe s s ati
Ro m a, I,p .2 20.
So m m a ria, fo[ . 431v . .
を頂き ､ 4 メ ー トル以 上(1 8パ ル ミ)にもな るそ の 周 囲に は六 体の銀製 の 天使像 が ､ 本
体 には 六 つ の仮面 装飾が つ け られて い た ｡ 天使の 手 には 鍍金加エ の 花束飾 りが あり ､
そ こか らラ ンプ本体 と同 じ型を 縮尺 した小 さな ラ ン プが 吊り下 げられ て い た ｡ 花綱飾
りや 絹糸 と金の 飾り結び ､ 縦溝の つ い た銀 の 吊り下 げ鏡がつ い た こ の ラ ン プの 下 には
六 つ の盾が つ けられ ､ そ れぞれ ､ 聖処女 マ リ ア ､ 聖 ヴイ ンチ ェ ン ツ オ ､ 聖 ドメ ニ コ な
どの ドメ ニ コ 会聖人の ほか ､ 寄進者タ ラ ウデ ィオ ･ サ ー ラの 名と寄進 内容 を書 い た ラ
テ ン語 銘文とサ ー ラ の紋章 も見 えた ｡ 祝祭日 に選ばれた 受胎告知の祝 日 に 因ん で 祭壇
に設置 さ れた こ の ラ ンプは ､ 第 一 章で 見た よう に 14世紀以来疫病祈願 の 中心 に あ っ
た ろうそ く の 灯火の 寄進 の歴 史に連な る もの で あ り ､ それ は後述する よ うに疫病 と い
う闇 に救済の 光 を投 じる 恩 寵 と ､ 稜れ を深 め る浄化の 火 とい う象徴的意味を 有 して い
た と考え て 良い だろう ｡
3 月 25 日 の 午後 一 時頃か ら8､ い よ い よ ペ ス ト解放記 念行列が始 ま っ た o まず ､
馬 車に乗 っ た セ ナト ･ ロ マ ー ノの 議員がカ ン ピドリオか らヴ ァ チカ ン ヘ 美 しく 大き な
銀 の ラ ンプを 運び入れ ､ ｢栄 光あ る 聖使徒 ベ トロ ､ パ ウ ロ の 祭壇+ におか れて 永遠 の
炎が こ れ に点火 され た 9｡ こ の ラ ンプは 先 の ミネル ヴ ァ 聖 堂 の ラ ンプ と同 じく ヴィ ー
ト ･ ヴ ィ ー テ ィ が制作 し ､ 後者 よ り規模は小 さ い が ､ 2 0 0 0 スク ー デ ィ を か け て ､ 銀
11 0リ ー ブル の重 さ ､ 周 囲は 3 メ ー トル 近く(1 2パ ル ミ)あ る 豪華な もの だ っ た ｡ そ の
頂 には 王冠 が つ けられ ､ 教 皇の 紋章 と ､ セ ナ トの紋章 がそ れ ぞれ こ つ づ つ と ､ 銀の 吊
り鎖 ､ 同 じ紋章の 入 っ た 小ラ ン プが 四 つ つ い た輪 で飾 られ て い た ｡ 紺碧地 に 三 匹の 金
の ミツ パ テ か らな る 教皇ウ ル バ ヌ ス 八世 の紋章の 色と あわ せ た タ ー コ イ ズと金 の綿糸
の 房飾り が つ け られ ､ 使 徒 ペ テ ロ の後継者で ある 教皇に対する セ ナ ト ･ ロ マ ー ノ のオ
マ ー ジ ュ の 印を示 す創意で 飾られ て い た ｡ こ のラ ンプが サ ン ･ ピ エ ト ロ大聖 堂交叉 部
の 至 聖空間 にあ る使徒の 祭壇 に設置 さ れ て い る間 ､ 聖堂の 前 に広が る 大広場 で は ､ ペ
ス ト行列の 中心 た る職 と こ の 都市総行列 に加 わろ う と待機する人 々 全て が ､ ヴ ァ テ イ
カ 一 ノ 宮の 窓か ら資を あ らわ した 教皇 によ っ て祝福を 受 けた ｡
そ の後 ､ 行列 は隊伍 を組ん で サ ン ･ ピ エ トロ 広場を 出発 し､ 都市を 横切 っ て サ
ンタ ･ マ リ ア ･ マ ッ ジ ョ ー レ大聖堂 に 向か っ た ｡ 約 6 時間か けて 行列が 聖 母 崇拝 の
中心 地である マ ッ ジ ョ ー レ大聖 堂に到着する と ､ 行列 に先立 っ て到着 して 準備 して い
た 同聖 堂の司教座聖堂 参事会 が ､ 大記念臓を 受け取 る荘厳な 式典を聖 堂内で 行 い ､ 行
列の 最後尾 に参列 して い た ウ ン ブリ ア司 教代理 が広場 を埋 め る多数の 民衆 に祝福を 与
8 ゲ ラル デ ィ の 記録 で は 行列は ｢昼食後+ ｢1 9時+ に出発 し て ｢夜 の 1 時頃+ に終わ っ た とある｡ 深 夜
を 0暗とす るグ レ ゴリ ウス 暦 で 考 え る と記述 に 艶騎 が で るた め ､ 前 貝 の 日 没時を 0時とす る ユ リウ ス 暦
に則 っ た記録 と見なす べ きで あ る o G ･ ジ リの ロ ー マ E]誌 で も同様 に ､ 時 間 の 表記 は ユ リウ ス 暦が用 い ら
れ て い る こ とか ら､ 17 世紀 の ロ ー マ で は こ れが慣習だ っ た と考 え られ る ｡ 初春 の 日 没時間と ｢昼 食後+
と いう記述 か ら判断 し て ､ ｢19 時+ は午後 1時 こ ろ ､ ｢夜 の 1 時頃+ は午後 7時 こ ろ と推定 で き る ｡
9 Ge r a rd i, So nlnla r /
'
a, fol. 4 37r e cto . ; GigLi, DI
'
a rio dJ
-
Ro m a, J, p. 22 0.
1 34
えた ｡ そ して ､ rロ
ー マ 民衆(ポポロ ･ 臼 マ ー ノ)を ､ こ の 世に蔓延する飢餓､ ペ ス ト,
戦争の災禍か ら解放 した 主なる神 と聖母マ リ アに感謝+ して ､ トラ ンペ ッ ト､ タ ンバ
リン ､ 爆竹が 鳴らされ 全て の 記念式典が 閉幕 した 1 0｡ こ の夜か ら三 日 の 間 ､ サ ンタ ･
マ リア ･ マ ッ ジ ョ ー レ大聖堂内の 中央に記念職が吊 リ下 げられ ､ 人 々 の参拝を集め た .
1 0 ”
r ende ndo gr a zie al-a D ivin aMa e stÅ, & a Ja Be atis sim aVe rg
'
L n e, d
'ha v e rlibe r ato ilPopolo Ro m a n o
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･
ogn into r n ope rilR o ndo da dis a stri d i Fa m e, Peste ･ e Gu e r r a
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SDm m a r J
'
a, fo). 43 7v ‥
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第 二 節 都市 ペ ス ト行列 の 政治学
以上概観 した とお り ､ ロ ー マ の ペ ス ト危機か らの解放 を記 念 する祝祭 は極致 の
寄進 ･ 典礼を 含む盛大な もの で あっ た ｡ 一 連の祝典の 中心 をな した の は ､ 本論 で ケ ー
ス ス タ ディ と して 初め て 取 り上 げる ベ ス ト寛服記念行列で ある ｡ 本節 で は ､ 文 字史料
にもとづい て再構成 した こ の 行列を , 1) 都市空間の 表象分析 ､ 2) 集 団的およ び個
人的な自己栄光化の 一 手段 と しての 行列装飾､ 3) ペ ス ト対策と公 式的行列構成者と
の 関係の 三点 か ら考察す る ｡ 行 列経路 に選 ばれ た特定 の都市空間がい か なる 意味を有
して い た の か ､ 行列を構成 する 順序や参列者の 服装 ､ そ して 街路 に設 置さ れ た 凱旋門
装飾が ､ ペ ス ト禍直後の ロ ー マ 社会 に おい て い か な る意 味を表象 しえた の か とい う こ
と を ､ 近世 ロ ー マ お よび他都市の 様々 な都市祝祭行列 との比 較を 通 して 明らか に して
ゆき た い ｡ 比較考察 を通 して ､ ｢カ トリ ッ ク 世界の 首都+ と して の ロ ー マ と ､ 大都 市
社会 と して の ロ ー マ の 間の ､ すな わち宗教 的権威 と世俗的都 市行政権の 都市政治を 巡
る 一 つ の 交渉 の場 と して祝祭行列を 捉え る こ と を試み る ｡
= 行列 経路の 象徴性 : 都 市空 間の 祝聖
a) 時の 象徴性
こ の 行列の ク ロ ノ トポス を 考察 する際 に ､ ま ず注目 す べ き は 3 月 2 5日 と い う
時間で ある ｡ 教会居 で は ､ 処女 マ リア に神の ロ ゴス が宿 っ た こ と を大 天使 ガブリ エ ル
が伝 え た こ とを 祝す受胎告知 の祝日 にあた る ｡ キリ ス ト教の 暦が 古代 農耕暦 を基礎 と
して編 成された こ とは ､ 歴 史人類学研究 によ っ て 明らか に されて い る が ､ そ の成果 に
も とづ い て マ リ ー ナ ･ ワ ー ナ ー は次の よ う に言 っ て い る ｡ 3 月 2 5日 は ､ 生命の 再 生
と新た な 時の 到来を画 す舌代 農耕儀礼 の 時間概念 で あ っ た 11｡ つ ま り , 冬すな わ ち死
と闇の 時間が終わ り 春すなわ ち 生命 と光の 時間が 始 まる端境期 にあた る こ の 日 が , 辛
リ ス ト教化 ととも にイ エ ス ･ キ リ ス トと い う死 して 後 に復 活する 神が 聖母 の 胎 内に宿
っ た 日 と定め られた と い う ｡ こ の こ とを疫病時代 に お い て み る と ､ 3 月 2 5 日とは ､
死 を もた らす疫病の 時間が終わ り ､ 生命 と救済 に向か う新 たな 時間が 始まる こ とを告
げて ペ ス ト禍の 終罵を 祝すた め に相応 しい 時 と して 選 ばれた と考え られる の で あ る ｡
ま た 受胎告知の 祝日 は聖母 大祝日 の 一 つ で あ り ､ こ の ペ ス ト行列で 運ばれ た職
に は聖母子 イ コ ンが描 か れ ､ サ ンタ ･ マ リア ･ マ ッ ジ ョ ー レ大聖堂 に向か う とい う行
列の 経路の 選択とも整合性を な して いた ｡ 16 3 2年の カ レ ンダ ー を 見 る と ､ 4 月 4 日
か ら始 まる 聖週間と復活祭を自 前に した 四旬節の 時期で あ る こ とか ら ､ 魂 と肉体を 潔
め て 歓喜の 時を迎 え る潔斎の 時 にあ っ て 祝祭行列を挙行 するこ とが 時の 刷新 と い う 象
ll 封ar n e r, Ma rin a, A )o n e Df a// he r s e x. T he myth a nd c u/ tof the VirgI
'
n Ma ry, Lo ndo n, Pan Bo oks
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徴的意味合い を増 して い た こ と は否めない と思わ れ る1 2｡
さ ら に ､ 3 月 25 El は､ トス カ - ナ暦 における新年の 始ま りの 日で あ っ た 13｡
時の教皇ウル/〈ヌ ス 八 世 ､ 衛生局長官を務めた枢機卿 フ ラ ンチ ェ ス コ ･ バ ル ベ リ ー ニ
を輩出した バ ル ベ リ
ー ニ 家が トス カ ー ナの 出自で あ っ た こ と を想起すれ ば､ ペ ス トに
恐怖する時は過去 の もの とな りウル バ ヌ ス 八 世の統治の下 にロ ー マ が新た な 時代を迎
えた こ と を宣言する 固有の 象徴性を帯びた 時間で あ っ た こ と は間違 い な い で あろう ｡
b) 空間的象徴性
教皇 によ っ て職が 聖別 された 後出発 した行列 は ､ テ ヴ ェ レ河右岸の サ ン ･ ピ エ
トロ 大聖堂か ら ､ 市街 中心 部を 通っ て ロ ー マ 都市行政府が 置かれた カ ン ピドリオ の丘
を経て ､ エ ス ク ィ リ ー ノの 丘 に建つ サ ンタ ･ マ リア ･ マ ッ ジ ョ ー レ大聖堂ま で文字通
り都市を 横断する大規模な ものだ っ た ( 図1 0 4)｡ こ の 行列経路は ､ 聖な る トポス か
ら俗な る 空間を通過 して再 び聖な る トポス に還る象徴的空間の 移動 を意味する と解釈
して よい だろう ｡ そ もそ も こ の記念祝祭は ､ ゲラル ディ の小冊子 の タイ トル が示 すよ
う にポポ ロ ･ ロ マ ー ノ とロ ー マ の 教会聖職者の 共同で営まれ て い た ｡ こ のよ うな 聖俗
融合 した 組織 的特質 と後述 する行列構成員の 構成 は ､ 聖 一 俗 一 聖と トポス 間を移動す
る その 道筋に も示 され て い た ｡
古代ロ ー マ 建国神話 上 ､ 最 も聖な る丘 で あ り都市 ロ ー マ の 権威発祥の地 で ある
カ ン ピドリオ(カ ピトリ ー ノ)を 通過す る こ とが ､ こ のペ ス ト行列 の特質の 一 つ で あ る ｡
とい うの も ､ 1 5 7 5年の ロ ー マ の ペ ス トの 時に教皇グレ ゴリウス 十三世が組織 した ペ
ス ト終票感謝行列 は ､ サ ン ･ ピ エ トロ大聖堂か らサ ンタ ･ マ リア ･ デル ･ ポポロ 聖堂
に向か うもの で あ り ､ カ ン ピ ドリオ を通 過 しな か っ た ｡ しか もこ の と きの 参列者 は ロ
ー マ の 全聖 職者 と教皇庁関係者で あ っ て ､ 組織 ､ 行列構成員､ 経路と も に教会色 に染
め られ て い た 1 4｡ ま た ､ 163 2年の 行列以 前 に も ､ 北イ タ リ アか らの ペ ス ト報告の 入
っ た 直後 の 1 6 2 9年 11月 1 8日 に教皇ウルバ ヌス 八世は枢機卿 ､ 各国大使 ､ 教皇庁全
関係者 ､ 在俗者を含 め た全聖職者と ともにサ ンタ ･ マ リ ア ･ デ ッ リ ･ ア ンジ ェ リ聖堂
Ltd. , 198 5, p . 276,
12cap pe= i, A, , Cr o n o/ogI
'
a , Cr o D Ogr afia eCa/e nda rio Pe rpetu odal prin c/
-
p/
'
o del /
'
ar a c r I
'
stia n a
aj D O S(ri gJ
･
or11 J
･
, 朗iJano, Edito r eUlric o Ho epli, 19 88
6
, p p･ 76-77 ･
13J ･ ペ リ カ ン は ､ ダ ン テ の 『神 曲』 r天 国篇+ (XVL, 34- 39) で 受胎告知 の 祝 日 (3 月 25 日) が元 日とさ
れて い る こ とを例 に ､ フ ィ レ ン ツ ェ で は受肉 から新年が始 まる と いう慣習があ っ た こ と を指摘 し て い る ｡
ヤ ロ ス ラ フ ･ ペ リ カ ン ､ 『聖 母 マ リ ア』､ 開 口蕉訳 ､ 青 土社 ､ 1998年 ､ 18 9責 ｡ ; ま た ､ 高橋 に よ る と ､ 1 749
年 に 臼 レ ー ナ家 出身 の トス カ - ナ 大 公 フ ラ ン チ ェ ス コ ･ ス テ
ー フ ァ ノ(フ ラ ン ツ ･ シ ュ テ フ ア ン)に よ っ
て 現 行暦使用 に切 リ替えられ る まで ､ フ ィ レ ン ツ ェ で は 現行暦 で新年 1月 1 日 か ら 3 月 2 4日 ま で を旧年
と して 表記す る独自 の暦が用 い られ て い た ｡ Cfr . Che rici, Ugo , L
'
a s siste n z a al/
'lnfa n zia ed i/
R . Speda/e deg/ i/nn o ce ntI
･
dj FI
･
r e n z e, Fir e nz e, 1 932, p p･1 9
-20･ 高培 友子 ､ 『捨 児 た ち の ル ネ ッ
サ ン ス : 15 世 紀イ タリア の 捨児養育院と都市 ･ 農 村』､ 名 古 屋大学出版会 ､ 2 000年 ､ 38貢｡
1 4Mo ro ni, Ga eta n o, Dizio n a r /
･
o die r ud/
･
z /
･
on e sto ric o
-
e e c/e s I
-
a stJ
'
c a, 109v ols ･ , Ve n ezia ･ Topografia
Em =ia n a, 1852- , v ol. 52, p. 2 27.
13 7
か ら ､ サ ンタ ･ マ リア ･ マ ッ ジ ョ ー レ大聖堂 へ 向か う行列を 組織 した
1 5
｡ 確 か に 32
年 の大行列 と同 じく マ ッ ジ ョ ー レ大聖堂 に 向か う もの で は あ っ た が ､ 基本的 に教皇権
の もと に組織され た 行列で あ り ロ ー マ 世俗行政権の 干渉が な い と い う点で 異な っ て い
た ｡
1 6 3 0年 6 月 に べ ス ト危機か らの解放 を歎願す る ロ ザ リオ行列が 営まれ た こ と
を先 に述 べ たが ､ こ れ を主催 した ミ ネル ヴァ 聖堂の ロ ザリオ大兄 弟会が毎年 1 0月 に
行な っ て いた ロ ザ リオ行 列の 経路と比較 する と ､ 3 2年の ペ ス ト行列が ロ
ー マ の全都
市社会規模の祝祭行事だ っ た こ とが よく 分か る ｡ 近 世ロ
ー マ の ロ ザ リオ行列 につ い て
は ､ 25 年毎 の聖年の 度 に そ の 趣 旨と 内容を記 した 小冊 子が出版 され て い た
1 6
｡ こ れ
に基 づ い て 経路を地 図で 確認す る と ､ コ ル ソ通 り とテ ヴ ェ レ河 に挟 まれ た ロ
ー マ 市街
中心 区域 を巡る もので あ り ､ 都市行政お よ び教皇権 との 直接 的関連 を示 す象徴的 トポ
ス は 含まれて い な い 1 7( 図1 0 5C)｡ 世俗 兄 弟会会員 によ る宗教 的行列 と い う 点で は聖
俗 両面 が見 出せ る ロ ザリオ行 列で はある が ､ そ の規模 と経路 の特 質は 32年の ペ ス ト
行列 とは 全く趣 を異 にする ｡
こ れ に対 して ､ 1632 年の 行列 は聖俗の 融合 が 見られ ､ か つ 都市を横断す る大
規模 な性格を 有 して い た B こ れ と非常 によく 似た都市行列 と して 比較する 必要が あ る
の は ､ ポ ッ ゼ ッ ソ ･ デ ィ ･ ロ ー マ と い う教皇騎馬行 列で あ る ｡ コ ンク ラ ー ヴ ェ で 選出
さ れた新 しい 教皇は ､ サ ン ･ ピ エ トロ か ら ロ ー マ 司教 座の あ るサ ン ･ ジ ョ ヴァ ン ニ
･
イ ン ･ ラテ ラ ー ノ 大聖堂 へ 向か い 着位 ･ 戴冠式 を行な う ｡ そ の後 ､ そ こ か ら ロ
ー マ 司
教すな わ ち正規の教皇 と して ロ ー マ 社会 に承認 を求め て サ ン ･ ピ エ トロ 入 りする ｡ 典
礼暦の 上で は キリス トの エ ル サ レム入 城 を記念 して ､ 新た な 地上の代理 人 を正 当化す
る意味を も つ ポッ ゼ ッ ソ は ､ 古代 ロ ー マ 皇帝の 入城式あ るい は戦勝記念凱旋式 を原型
と して ､ 1 6世紀 の神聖 ロ ー マ 皇帝カ ー ル 五 世の巡行 に代表 され る ル ネサ ンス の 凱旋
15 Gigli, Dia r /
'
o d iRonla, L, p . 18 1. 同 日 に 出され た免罪 によ っ て ､ 教 皇 が率先 し て 行な っ た 行列を
モ デ ル と し て 信 心 業を行なう よう信徒個人 に対 し て 呼び か けられた ｡ 購宥 の 内容は ､ 第 一 週 ､ ま た は 第
ニ (後に第 三) 週の 水曜 ､ 金 曜 ､ 土 曜 に ､ 最低
一 度 は ア ン ジ ェ リ聖堂または マ ッ ジ ョ ー レ 大 聖堂 の 何れ か
に参拝して ､ 何 れ か の 曜 日 に 喜捨 ､ 告解 ､ 聖 体 拝領を行 な っ て ､ ペ ス ト､ 飢鐘 , 戦争の 終幕を神 に祈 る
と い うも のだ っ た ｡ こ の 特 別 の 瞭宥 は 全力 トリ ッ ク 世界 に適 用された ｡
16 ①16 25年 :Br a ndi,Ambr o sio ･ Trio nfodeIIa g/orJ
'
o s I
-
ss/
'
m aVe rg/
'
n edeISent/
'
s s J
'
To Ro s a r /
'
o c e/ebr ato
irlCo m a/a pr /
'
m aDo m e nic a diot tobr e del /
'An n oCa nto N DCX X V, n el /a pr o c e s s I O n e S O/e n n e
deJ /
'Ar chic o nfr ate r n J
'
tA de/ Ro s a rio , De s cr /
'
t to da F. Jn7br o s /
'
o 8r a ndi Do m a n /
'
c a n oMa e str o I
'
n Sa c r a
The o/ogia, /
'
ndegno ser v odelJa glo r l
r
O S aVe rgI
'
17 eNadr e di D/
'
o , Ro m a, G･ Ma s ca rd i,1625･ 95p p･
Zin c. [Ar ch ivio Capitolin o,Roma ;20 778.】 ②16 50年 :Rela(/
-
o n edella s ole n n e, e de v ota Pr o c e s s (
l
o ne ,
che fu fat ta dalla Ve n e r. Co mpagn /
'
a de/ Sa ntis s･ Ro s a rio d/
'
S･ Ma ria s opr a Min e r v a･ Ne/l
'Jn n odel
a/
･
ub iJe o 16 25,pr I
'
nlaDo m e nic a d'Ot tobr e,Ro rn a,Mo n eta,1 65 0. [Bi b( iote c aCo r sinia n a, Rom a;
1 7 3. A. 7 1int. 3
こ.] ③16 75年 ; Qu a r anta , Or a zio , Relat/
l
o n edella Sole n n ePr o c e s sio n efat ta /
'
n Ro me
I7 eI/
'
Jn n oCa nto n. DC. LX XV. da//
'
Jr ch/
'
c o nfr a(e r nita deI SS. m oRo s a r /
'
o , Rorna, N ic o(6 Ange(o T in as si,
1 6 75. [Ar chivio Capitotin o, Ro rn a; 21 93 9- int.1 4.]
-7 行 列 経路 : ド メ ニ コ 会 聖堂サ ンタ ･ マ リ ア ･ ソ プ ラ ･ ミ ネ ル ヴ ァ 聖堂 ( 異教の武装処女神 ミネ ル ヴ ァ
ー パ ラ ス ･ ア テ ナ神殿 の 廃埴地 に建 立 ＋ ミ ネ ル ヴ ァ その 他全 て の 異端 - キ リ ス ト教会 の 故 に 対す る聖母 マ
リ ア の 勝利 を記念 し た 聖堂) 一 聖 キ ア - ラ 修 道院 一 イ ル ･ ジ ェ ス 聖 堂 一 コ ル ソ 通 り - ボル トガ ッ 口 門(古
代 ロ ー マ 皇 帝 の 凱旋門) - ル チ ェ ッ ラ イ 宮経由 - ボ ル ゲ - ゼ 宮 - ス ク 口 - フ ァ 通 リ - サ ン ･ ル イ ー ジ ･ デ
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をモ デル と して普及 し､ 1 5 8 5年 に着位 した シタ ス トゥ ス 五 世以来壮麗さ と祝祭性 を
増したと い われ て い る18｡ 1 7世紀 の歴 代教皇のポ ッ ゼッ ソの経路 と 1 6 32年の行列経
路を比較する と ､ コ ロ ツ セ ウム の手前で 両者それ ぞれの最終地点 へ 分岐するま で は ､
全く 同 じ経路 を進ん だ こと が読み 取れる1 9( 図1 0 5 A B･ 104)｡ こ の よう に ､ 1 632 年
ロ ー マ の ペ ス ト行 列は ､ 教皇権と都市行政権の異な る権力構造が 都市政治を 支配 して
いた聖都 ロ ー マ の特質を十全 に示 すよう な , 象徴的な行列経路を辿 っ た もの だ っ た ｡
で は ､ ロ ー マ と 同様 の い わ ば二 重支配構造をも つ 教皇領の他の 都市で は都市行
列が どの よう に行な われて い た ので あろ うか ｡ 16 3 0年の暮れ に早く もペ ス ト終 票数
願行列を 行な っ た ､ 教皇領 第二 の都市ボ ロ ー ニ ヤ の例 と比較してみ よ う ｡ ドメ ニ コ ･
ヴ ェ リタ によ っ て 書か れ た ボ ロ ー ニ ヤ の ペ ス ト行列小冊子 が伝え る とこ ろ によ る と ､
1 6 30年 1 2月 2 7日(福音書 記者聖ヨ ハ ネ祝日)にボロ ー ニ ヤの都市行故府上院 と教皇
大使枢機卿 ス パ ー ダの主催で ､ グイ - ド l レ - ニ が 制作 した ロ ザリオの聖母の 臓を掲
げた歎履 行列が 行な わ れ た 2 0｡ こ の都市 は ､ サ ン ･ ベ トロ ー ニ オ大聖堂 と市庁舎 の建
つ マ ッ ジ ョ ー レ広場 を中心 に放射状に広が る中世 コ ム ー ネ時代以来の 空間を保 っ て い
た ｡ ペ ス ト行列 は ま さ しく こ の大聖堂か ら出発 して ､ 広場を横切 っ た と こ ろ にあ る市
庁舎で 世俗行政府 お よび教皇大使 と合流 し , 職が 安置 してあっ たサ ン ･ ドメ ニ コ 聖堂
へ 向か い ､ そ の後職を掲げて イ エ ズス 会聖堂の サ ンタ ･ ルチ ー ア聖堂で 終了 する もの
だ っ た ｡ 聖(大聖 堂)か ら俗(市庁舎)へ ､ そ して再 び聖(サ ン ･ ドメ ニ コ ､ サ ンタ ･ ル チ
ー ア聖 堂)へ 還 る とい うトポス の移動は ､ ロ ー マ のペ ス ト行列 と重複する ｡ しか し ､
地図上 で 確認す る と ､ 行列が通過 したの はボ ロ ー ニ ヤ の中心部 に限られて お り ､ こ れ
イ ･ フ ラ ン チ エ ー ジ聖 堂 一 ドガ ー ナ 通 リ - ミ ネル ヴ ァ 聖堂
18 ロ イ ･ ス ト ロ ン グ ､ 『ル ネ サ ン ス の 祝祭』､ 上 下 , 星 和彦訳 ､ 平凡社 ､198 7年､ 上 20-2 6､16 5-9 9頁 ｡;To r niai,
Pa o)a ,
"
” Po s s e s s op ntifjcio n et Te atr odeH a Ro m aba r o c c a. JIpote r e, Ⅰ
'
im汀ほgin e, Ia m e r a viglia
”
,
in :Sto ria del/'Arte , 53, 1 986, p p. 22 9-2 46. ;Fagiolo, Ma r c ello, e Ma ria Luis aMado n n a,
"[Iriviv a[
deJ trio nfo cJa s sic o. DaA le s s a ndr oVJal Ja sfl
'
Jata dei Rio rli
' '
, in :La festa aRo m a. Da/R inascI
'
m ento
a/ 1 8 70, c atatogo della m o str a, a c u r adi Ma r c ello Fagiolo, Rorna, E.J .Sa nds , 1997, p p.34
- 41.
19 ポ ッ ゼ ッ ソ経路 の 確認 に は前掲 FagioJo -Mado n n a論 文 と､ 以下 の 同時代ポ ッ ゼ ッ ソ 小冊子史料 を用 い
た ｡ ①パ ウ ル ス 五 世 16 05. ‖ . 06. ;Orla ndi, Gio v a n ni, ne/atio n edella s o/e n n eCa y aJc ata fat ta daJla
Sa D[J
'
ta dj No str o s J
'
gn o r ePa o/o Papa Ouinto do m e D /
.
C a a/JJ
'
V/ dj No v embr edal s u oPala z z odiSap
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'
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'
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'
qu el/a s u eChI
'
e s a. Con /e de s cri t tio ni
deJ/'Ap paratI
'
, e[Ar ch/
'
Tr I
'
o DfaJJ
'
fat ti daJ Popo/a Ro m a n o e( deJJe Ce r I
'
m o nie o s s e r v ate pe rqu e sta
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.
o. Late r a n o. De s c rit ta et r a c c o/ta da GI
'
0 :Orla nd/
'
Ro m a n o, Ro m a,
Fa c ciot ti,1 605. [Bi bJ iote c aAngeJic a, 良om a; o -3 -1 4(17)]②ウ ル バ ヌ ス ^ 世 1623.l l.1 9. ; Ago stjno
Ma s c ardi, Le Po mpe del Ca mpidog//
'
o pe r la Sa17tI
'
占 dI
'
No str oSI
'
gn o r eVrba n oV /Ill Ou a ndo pI
'
gl i∂
iJpo s s e s s o. De s c r /
'
t ta da )go st iB OMa s c a rdJ
'
, Ro m a, 1624. [Bibliote c aCo r sinia n a, Ro m a :
1 70.K. 1 卜int. 57.]③イ ン ノ ケ ン テ ィ ウ ス 十世 16 44. 1l. 23. ;Ge r a rd i, Antonio , Trio nfaI Po s ses s o
deI /a Sa Dt/
'
ta di Mo s(r oSign o r e/n n o c e ptio X a/ Ja s ac r o s a nta Ba s I
'
/ic eLate r a n e n s e s egu I
'
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23No v e mbr e1 64 c o n es at to rag gu agl/
'
o de/ Ia Ca ve/c ata, degI/
'
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と比較する と都市を横断する ロ ー マ の 行列が い か に 大規模で 全都市 的なもの で あ っ た
か が納 得で きよ う ( 図10 6)｡
次 に考察すべ きは ､ こ の全都市 的な 行列が辿 っ た経 路の各ポイ ン トが どの よう
な 象徴性を 帯びた トポス で あ っ た の か と い う こ とで あ る ｡ ゲ ラル デ ィ ､ および ジ リの
記録に基づ い て ､ 一 つ ずつ 検証 して みよ う ｡
①サ ン ･ ピ エ トロ 広場
すで に述 べ た と おり ､ ペ ス ト行列 は教皇庁の おか れ た サ ン
･ ピ エ トロ ･ イ ン ･
ヴ ァ テ イ カ - ノ 大聖堂前の 広場 にお け る行列職の 聖別 と ､ 広場に集 ま っ た公 式参列者
およ ぴ 一 般民衆 へ の祝福 の儀 で始 ま っ た ( 図1 0 7)o 大聖 堂の 中で は ､ 教皇権 を保証
する聖 ペ テ ロ と､ 使徒聖 パ ウ ロの 祭壇 にセ ナト
･ ロ マ - ノ か らの ラ ン プの 寄進が 行な
わ れた ｡ こ の 両聖人は ､ 教 皇権を正 統化 し ､ ロ ー マ が カ トリ ッ ク 世界の 首都た る こ と
を権威付け る最大の聖人で あ り ､ 都市 ロ ー マ の 守護聖 人で あ っ た ｡ 聖 ペ テ ロ の 加護の
下で ､ そ の 後継者た る教皇 ウル バ ヌ ス 八 世か ら祝福 を 与え られた 記 念職 は ､ 文字通り
聖 画像で あ る こ とを宣言 され た ｡
②カ ス テ ル ･ サ ンタ ン ジ ェ ロ
サ ン ･ ピ エ トロ を 出発 した行列は ､ ハ ドリ ア ヌ ス 帝の 城壁 に沿 っ て カ ス チ ル ･
サ ンタ ン ジ ェ ロ に向か っ た ( 図 10 8)｡ ペ ス ト行列 が こ の トポス を 通過す る こ と の重
要性 は ､ 59 0年の ロ ー マ の ペ ス トで教皇大グ レ ゴリ ウ ス が 行な っ た 行列 にまつ わ る奇
跡 の 伝承 を 想起する こ とで 明確化さ れ る ｡ 第 一 章で 述べ た と お リ ベ ス ト祈願行列の 原
型 とな っ た こ の行列 は ､ ｢りタ ニ エ ･ マ ッ ジ ョ ー レ(大連祷)+ の 典礼 を 整備 し諸 都市
に流布 する契機 と もな っ た もので あ るが ､ こ の 行列 に付 随する 奇跡 伝承が ､ 14世紀
以降の ペ ス ト関連の 行列お よ び宗教的図像の形成 に決定的な 影響 を及 ぼ した
21
｡
第 一 に ､ 剣を 鞘 に収め る 天使 の幻 視は ､ 反 ペ ス ト聖人 と して の 大天 使ミ カ エ ル
信仰 に結実 した ｡ 5 9 0年 にテ ヴ ェ レの 氾濫 に続 い て 腺ペ ス トが流行 した ロ ー マ で は ､
4 月 2 5日(聖マ ル コ 祝 日)に七 つ の グル ー プに 分か れ て サ ンタ ･ マ リ ア ･ マ ッ ジ ョ
ー
レ大聖 堂 へ 向か う大行列が 行なわ れ た 2 2｡ 対抗 宗教改 革期 のオ ラ トリ オ会士 チ ェ ー ザ
レ ･ バ ロ ー ニ オが 様々 な文献 を渉猟 して 記 して い る と こ ろ によ る と ､ サ ン ･ マ ル コ 聖
堂 からサ ン ･ ピ エ トロ 大聖 堂 に向か う 途上 ､ グ レ ゴリウス 一 世は剣 を鞘 に収 め る 天使
が ハ ドリア ヌス 帝の城壁の 上 に現れ る の を 目撃 し ､ こ の 幻 視を伴う祈祷行列の 直後 に ､
21 Mo r o ni, D/
'
zio n a rio sto r /
l
e o e c cle sia st ic o, V OI. 10, p. 1 77. ;v o[. 12, p p. 11 4
- 11 5. ; v o[. 39,
p p. 10
-1 4. ; v o[ . 52, p p. 2 21
-2 23･
22cr a wfu rd, Raym o nd, Plagu e arld pestJ
'
len ce I
'
n /I
'
te r atu r e a nd a rt, Oxfo rd, C la r e ndo nPr e s s, 19 14,
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ロ ー マ の ペ ス ト流行が終わ っ た と い う23｡ こ の 奇跡伝説を記 念 して ハ ドリ アヌ ス 帝董
廟の跡 にカ ス チ ル
･ サ ンタ ン ジ ェ ロ (聖天使城) が建造 され ( 図1 0 9 A B)､ 図像表 現
にお い て は ｢剣を鞘 に収 める 天 使(大天使ミ カ エ ル)+ は ペ ス トの 終幕を意味する も の
と して定型化さ れ た24｡ 第 一 章第 二節 で論 じた よう に､ 例えば､ ペ ル ー ジ ャ で は ベ ネ
デ ッ ト ｡ ボン フ ィ ー リ(1 4 1c. - 14 6 8)の 諸作 品を 代表 と して 1 5世紀 に 図像学的 に定型
化された ペ ス ト行列旗が 多く制作 され た ( 図53)｡ これ ら行列旗の中心 を 占め る ｢ミ
ゼ リコ ル デ ィ ア の聖母+ の 頭 上左右 に ､ 剣を振 り上げる天 使と鞘に収 める 天使 とが描
か れて い る ｡ 前者 は ｢神の 正 義 (Iu stitia)+ すな わち神罰(ペ ス ト流行)を ､ 後者 は ｢神
の 慈悲 (Mise ricordia)+ すな わち神 の赦 し(疫病終票)をそ れ ぞれ 意味す る ｡ こ の よ
う に ､ カ ス テ ル ･ サ ンタ ン ジ ェ ロ とそ の 頂に立 つ ｢剣を鞘 に収め る大天 使ミ カ エ ル+
像は ､ ペ ス ト終 篤を 告げる 象徴的記 号で あ る こ とは い う まで もな く ､ また 6 世紀末
の 教皇大 グレ ゴリウ ス の 行列 と 1 6 3 2年の ペ ス ト行列 とを象徴 的に連結 し ､ 両者の 同
一 視を可 能 にする 重要な トポス で あ っ た ｡ ロ ー マ の ペ ス トか らの解放 を告げる大天使
ミカ エ ル はまた ､ こ の 都市の 守護聖人で もある ｡
大天使 ミカ エ ル像を 仰ぎ見なが ら ､ 行列 はテ ヴェ レ河に かけ られ た カ ス チ ル ･
サ ンタ ンジ ェ ロ 橋を渡 っ て 市街 へ 入 っ た ｡ ヴ ァ チ カ ンと市街を結ぶ こ の 橋の 故 には ､
聖 ペ テ ロ と聖 パ ウ ロ の彫 像が 左右 に建て られて ､ テ ヴ ェ レ右岸の教皇庁 と左岸の 市街
区 との境 界を印 して いた ｡
③バ ンキ ･ ヌ オ ー ヴィ - バ ス ク ィ - ノ広場
市街区 と の境界に建 てられ た第 一 の凱旋門装飾をく ぐ っ た行列 は ､ バ ン コ ･ サ
ント ･ ス ビ リト通 りの 先の ､ バ ンキ ･ ヌ オ ー ヴィ とバ ンキ ･ ヴ ェ ッ キ に分か れ る分 岐
点に 突き当た る ( 図1 0 8)｡ こ の地点 に はア ン トニ オ ･ ダ ･ サ ンガ ッ ロ ･ イル ･ ジ ョ .
- ヴ ァ ネの 湾曲 した フ ァ サ ー ドをもつ パ ラ ッ ツ オ ･ ゼ ッ カ が立 っ て い て ､ 進行方向 に
向か っ て パ ラ ツ ツ オ 左側の バ ンキ ･ ヌ オ ー ヴィ 通 りは ､ 歴 代教皇の ポ ッ ゼ ッ ソの経路
に因ん で ｢ヴィ ア リ ヤパ ー リ ス (教 皇の 路)+ と呼ばれ て い た
2 5
｡ ベ ス ト行列 も ､ こ
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に 収め る大天使 ミカ エ ル の 出現は ｢ペ ス ト終幕の 象徴+ と され て い る ｡ Cfr ･ Polz er , Jo s eph,
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-45, 16 世 紀前半 にお け る バ ン キ地区 の都市整
バ ン キ ･ ヌ オ ー ヴ ィ の 三 叉 路 の 状況 に つ い て は 以 下 を参 .R.
'
i｡ Ce e n, Alla n, The
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れ と 同 じ ｢ヴィ ア ･ パ パ ー リス+ を通 っ て バ ス ク ィ - ノ広 場 に向か っ た ( 図11 0)｡ 後
に聖 フ ィ リ ッ ポ ･ ネ ー リの オラ トリオ会聖堂サ ンタ ･ マ リ ア
｡ イ ン ･ ヴ ァ ッ リ チ ェ ッ
ラが建て られた地所の裏 を通る ゴヴ ェ ル ノ ･ ヴ ェ ッ キオ通 りは ､ 1 6 2 4年以 降 ､ ｢ゴヴ
エ ル ナ ト ー レ ･ デ ィ ｡ E] - マ+ の本拠 が置 かれ て い た 同 名 の 建物(規パ ラ ツ ツ オ ･ ナ
ル デ ィ ー ニ)に由来 する ｡ こ の通 り と ､ サ ン
･ トン マ ー ソ ･ イ ン ･ Jlリ オ ー ネ聖堂の
ある バ リオ ー ネ通 りの 十字路上 には ､ ニ 番目の 仮設 凱旋門が建 て られて いた ｡ さらに
そ の先の ､ ナヴオ ー ナ 広場 に通 じる バ ス ク ィ ー ノ 広場 に も第三 の凱 旋門が 建て られて
い た ｡ 広場の 名称の 由来 とな っ た パ ス タイ
ー ノ 像は ､ 1 7世紀 に も ロ ー マ 市民 の落首
が書か れ た こ とで有名で あ っ た ｡ ナ ヴオ ー ナ広場 一 帯は フ ァ ル ネ ー ゼ家の 所有地で占
め られ ､ バ ロ ック ･ ロ ー マ の 多様な 祝祭が示 す よ う に主 と して ス ペ イ ン系住民の 祝祭
トポス で あ っ た26｡ 19 世紀の 都市改造 で コ ル ソ ･ ヴィ ッ トリオ ･ エ マ ヌ エ ー レ大通
りが 開かれ るまで は ､ 上述の経路が ､ コ ル ソ通 り の終点 に あ る ピア ッ ツ ァ ･ ヴ ェ ネツ
ィ アや カ ン ピドリオの丘 に通 じる幹線道路 と して機能 して い た ｡ 経路上 の建物の 窓に
は ､ ロ ー マ 貴族や 都市有力者が 所有する タ ピス リ ー 装飾 が掛 けられて ､ 祝祭の 雰囲気
を盛り 上げて い た ｡ 行列は こ の順路を 通 っ て ､ ロ ー マ 都市行政が おかれ た カ ン ピドリ
オ の丘 へ 登 っ た (図 111)｡
④カ ン ピドリオ
ロ ー マ 貴族と有力市民で 構成 され た近 世 の ロ ー マ 行 政府ポポ ロ ･ ロ マ ー ノ が置
か れ た こ の 丘 は ､ 16 世紀 にミ ケ ラ ン ジ ェ ロ に よ っ て 整備 され た 美 しい 広場を コ の字
型に コ ンセ ル ヴァ ト ー リ ､ セ ナトの各議会が 囲む ､ 文字通 り都 市当局 の 中枢で あ っ た ｡
すで に述 べ た とお り ､ ポポ ロ ･ ロ マ ー ノ は教皇庁衛生局の 監督の 下 で ペ ス ト対策の実
践 を指揮する こ と によ っ て ロ ー マ の 安全維持 に貢献 した ｡ そ して こ の ペ ス ト行列の主
催者で あ っ た ｡ 従 っ て ､ 行列前 日の 教皇ウル バ ヌ ス 八 世の ア ラ コ エ リ聖堂訪問 と記念
ミサ を 通 して ､ 1 6 23 年 の ポ ッ ゼ ッ ソ 以来は じめ て 教皇が こ の 他を訪れた こ と は ､ ポ
ポ ロ の権威 と ロ ー マ の 都市衛 生保全 に対する貢献を 公 にする重要な意味 をも っ て い た
こ とは すで に述べ た とお り で あ る ｡ 同様 に ､ 3 月 2 5日 の 行列 は ､ そ れ が 担 っ た 政治
的意味を考 えれ ば ､ ポ ッ ゼ ッ ソ と同様 に カ ン ピドリオを 必ず通過 しな けれ ばな らな か
っ た と い え よう ｡
ポ ッ ゼッ ソの場合 ､ 歴 代教皇が騎馬行列で こ こ に上 る とき に は ､ 階段を 上 りき
っ た と こ ろ にポポ ロ ･ ロ マ ー ニ が建 て た仮設凱旋門が 建て られ て い た ｡ これ は ロ ー マ
の 世俗世界を代表する ポポ ロ が ロ ー マ 司教 と して の新教皇 を出迎 え る た めの 儀礼 的慣
Gu a rt ie re de
' BanchI
'
. urba l Pla n n I
'
Dg I
'
n Ro m ein the f/
'
r st ha/f of the CI
'
nqu e c e nto, (Ph. Dis s. ,
Univ e r sity of Pe n n sy一v a nia, 19 77) , Ne w Yo rk, Lo ndo n, Ga rland, 19 86.
26 以 下 の バ ロ ッ ク . ロ ー マ 祝 祭 カタ ロ グとも い う ベ き デ ッ ラ ル コ の 研究 を 参照 o De ='Ar c o, Ma u rizio
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習で あ っ た が ､ 3 2年の ペ ス ト行列はポポ ロ自体が 主催者で あ り ､ 濠 た行列の 中心 的
位置を 占め る 立場 にあ っ た ゆえ にカ ンピドリオに凱旋門を建て る必 要はなか っ たもの
と見な して よ い だろ うム と こ ろで ､ 議会 に隣接する サ ンタ ･ マ リ ア ･ イ ン ･ ア ラ コ エ
リ聖堂は ､ ロ
ー マ の ペ ス トの歴 史と深く関わ りのある トポス で ある ｡
ロ ー マ の行政中枢で ある カ ン ピドリオ脇に建つ ア ラ コ エ リ聖堂の建立 と ｢天 の
女王+ と して の聖母 信仰は ､ テ ィ ブル テ ィ
ー ナの益女の信託 によ っ て アウ グス トウ ス
帝に告げられ た と され るキ リス ト降誕と異教追放 につ い ての 民間伝承 に由来 して い る
2 7
｡ こ の皇帝の 幻 視で は ､ 空が 開けて そ こ に現れ た祭壇の上 に腕に幼児を抱 い た 聖母
が 出現 し ､ <E a e cAr aFilii Dei e st> (こ の祭壇 に神の 息子 あり)の 声が 聴 こえ た とい
う ｡ こ の 神秘 的ヴィ ジ ョ ンを記 念 して ､ カ ン ピドリ オの丘 に聖堂を記念 して ｢ア ラ コ
ェ リ(天 の祭壇)+ と命名 した とさ れ る ｡ 1 348 年の 黒死病の 年には ､ ア ラ コ エ リの 奇
跡の 聖母 像 へ の 寄進 と して ､ 1 0月 24日 から 5 0 0 0 フロ
ー リ ンの 巨額を費や した 12 4
段の 大理 石階段が建設 され た
28
｡ 深刻な べ ス ト時には 6 世紀に遡る と され る rア ラ コ
ェ リの 聖母+ 図像 と 1 5世紀 に作 られ た ｢奇跡の幼児イ エ ス+ 像 とが信仰を集め ､ ポ
ポロ ･ ロ マ ー ノ によ る 嘆願行列で 運ばれ た とい わ れ る (図1 12
･ 1 Ⅰ329)｡
こ の聖 堂 お よび奇跡 の聖母 像に対 して は ､ ペ ス トに限 らず様々 な 災厄 か らロ
ー
マ とそれ が具 現す る権威を 守護する と い う信仰が付され た ｡ それ は ､ 1 57 1年1 0月
の レバ ン ト海戦 に お い て ､ オ ス マ ン帝国と い う異教の敵を カ トリ ッ ク 同盟 軍(教皇ピ
ウ ス 五 世 ､ ス ペ イ ン王 フ ェ リ ペ ニ 世 ､ ヴ ェ ネツ ィ ア共和 釦 が破 り勝利を収 めた こ と
を記念 した聖堂内部の記 念銘文や装飾 に示 されて い る ｡ トリオ ンフ ァ ル
･ ア ー チ の コ
ー ニ ス に は ､ 1 5 7 5年 に造られ た レバ ント海戦勝利の記 念銘文が あ り ､ また 身廊の 天
井 には聖母 マ リ アの カ トリ ッ ク軍 へ の 加護を 感謝する装飾 (1 5 75年) が 施され た ( 図
1 14)｡ フ ァ サ ー ド裏壁 の 正 面 扉の 上 には ､ カ トリ ッ ク 同盟 軍総 司令官 マ ル カ ン･トニ
オ ･ コ ロ ンナに よ る ア ラ コ エ リ の聖母 に対する感謝の銘文が 刻まれ て い る(15 8 6年)｡
カ トリ ッ ク世界の ､ とりわ け ロ ー マ を 守護する聖母 へ の信仰は ､ 身廊の第四番 目の 円
柱 に描か れた 1 5世紀 シ エ ナ派の フ レス コ ｢円柱の聖母(または ､ 罪人 の避難所と して
の 聖母)+ に も注がれ ､ 16 2 9年か らは その 下 に祭壇が建立され た
30 ( 図11 5)｡
こ の ロ ー マ の守護者 と しての聖母 マ リア信仰地で あ るカ ン ピドリオの 丘 は ､ キ
リス ト教化以前は 別の女神信仰の地で あ っ た こ とが 明らか にされ て い る ｡ 聖母 マ リア
Fagiolo, La fe sta ba , o c c a, (Co rpu s del le fe sta aRo m a･ 1)I Rom a･ Ed iz o ni De
しu c a, 1 997･
27Moro ni, Diz /
･
ona rio sto ric o e e c/e sJ
･
a st/
･
c o, V Ol･ 12･ ,p p･ 94
-95･ ア ウ グ ス ト ウ ス 帝時代 に ア ポ ロ ン
の 神託 の 歪 女 は い な い ため ､ こ れ は後世 の伝承で あ る こ とは 明らか で ある ｡
28 Mo r o ni, D iz /
･
on a r J
･
o sto ric o e e c/e sia stic o･ v oL･ 12･ ･ p p･ 9 4
-95･
29 ｢ア ラ コ エ リ の 聖 母+､ 6 世 紀 ､ ロ ー マ ､ サ ン タ
･ マ リ ア ･ イ ン ･ ア ラ コ エ リ 聖堂､ 主 祭壇 ;rア ラ コ エ
リ の 奇跡 の幼児イ エ ス+､ 15 世 紀 , ロ ー マ ､ サ ンタ
･ マ リア ･ イ ン ･ ア ラ コ エ リ 聖堂 ､ サ ン 卜 ･ バ ン ビ
ー ノ 礼 拝堂
30
シ エ ナ 派 ､ r円 柱 の 聖 母( また は ､ 罪人 の 避難所と し て の 聖母)M ado n n aRe
fugiu m pe c c ato r u m+､ 1 5
世紀 , ロ ー マ ､ サ ン タ ･ マ リア ･ イ ン ･ ア ラ コ エ リ 聖 堂､ 身廊 円柱
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信 仰に お け る古代 の女神崇拝の再出硯を論 じた ジ ェ オ フ リ
ー ･ ア ッ シ ュ に よ る と ､ カ
ン ピドリオは フ ェ ニ キ ア起源の 女神タ ニ ッ ト神殿が あ っ た 場所で あ
っ た31｡ 古代以来
の 守護女神信仰 の 地が ､ アウグス トウ ス 帝の ヴィ ジ ョ ンの伝承
を経て 聖母 マ リア 信仰
の 地 へ と換骨零胎 され ､ さ らに ､ 異教徒や ペ ス トか ら ロ
ー マ を守護す る聖母と い う都
市政治 と密接 に結び つ い た マ リア信仰の トポス とな っ た の で あ る ｡ した
が っ て ､ 1 6 3 2
年 の ペ ス ト行列が カ ン ピ ドリオ を通過 する こ とは ､ 都市行政府
を称え る と とも に ､ ロ
ー マ をそ の 敵か ら護 る聖母 マ リ ア に対 してオ マ
ー ジ ュ を捧 げる と い う意味もも っ て い
た と考え られ る ｡
⑤フ ォ ロ ･ ロ マ ー ノ
ヵ ン ピドリオの下 に広が る フ ォ ロ
･ ロ マ ー ノ は ､ 古代 ロ ー マ の 威光 を伝え る ト
ポ ス で あ る ｡ 古代 ロ ー マ 皇帝の凱旋式を
一 つ の プロ トタイ プとする ポ ッ ゼ ッ ソ と 同様
に べ ス ト行 列も ､ フ ォ ロ の 遺跡か らコ ロ ツ セ ウム に向か っ て 開か れた
｢ヴィ ア ･ トリ
オ ン フ ァ ー リ ス+ と称 され た 広 い 道を 進んだ ｡ こ の 街路 こ そ ､ 皇帝が軍隊を 率
い て 行
進 した 文字通 りの ｢凱旋道路+ で あ っ た ｡ そ して サ ン
･ ジ ョ ヴァ ン ニ ･ イ ン ･ ラテ ラ
ー ノ 大聖堂 へ 通じる 道 と分岐する地点 ､ コ ロ ツ セウ ム の手前で ､ 行列は 左 に折 れ
て ､
サ ンタ ･ マ リア ･ マ ッ ジ ョ
ー レ大聖堂 へ 向か っ た ｡ 大聖 堂まで の 経路上 に もま た ､ ロ
ー マ とペ ス トに所縁 の 深 い トポス が 存在 して い る ｡
⑥サ ン ･ ピ エ ト ロ ･ イ ン ･ ヴイ ンコ リ大聖堂
マ ッ ジ ョ ー レ大聖堂 に 向か う上 り坂 の中 ほ どで ､ 行列 はサ ン
･ ピ エ トロ ･ イ ン ･
ヴ イ ン コ リ大聖堂付近 を 通過 した と推 定でき る ( 図1 16)｡ こ の聖 堂は ､ 古代 ロ
ー マ
皇帝ネロ に よ っ て投獄 され て い た聖 ペ テ ロが 天 使に救 い 出され る と い う 奇跡伝 に拠
っ
て ､ エ ルサ レム か らもた らされ た ペ テ ロ が繋が れ て い た と い う鎖の 聖遺物 に奉献 した
聖堂で あ る ｡ その 左側廊 に は ､ 聖セ バ ス テ ィ ア ヌ ス の祭壇が 建て られ て い る ｡ 8 世紀
の パ ウル ス ･ デ ィ ア コ ノ の 『ラ ンゴパ ル ド史』 には ､ 6 8 0年の ペ ス トの く だりで ､ パ
ヴィ ア 近 く のテ ィ キヌ ム につ い て 次の よ う に記さ れ て い る
32
｡ そ れ に よ る と ､ 良 い 天
使 と悪 い 天使が 現れ ､ 悪 い 天使が 夜 にそ の槍で家の 戸 を 叩 く と翌日そ の 家には 死 人
が
出た ｡ こ れ に対 して パ ヴィ ア の人 々 は サ ン
･ ピ エ トロ ･ イ ン ･ ヴイ ン コ リ聖堂 に聖セ
バ ス テ ィ ア ヌ ス の祭壇 を建て ､ さ らに ロ
ー マ か ら こ の 殉教聖人の 聖遺物を 運ぶ とそ の
直後 にべ ス トが 止ん だ とい うもの で あ る ｡ タ ロ
ー フ ォ ー ドによ る と ､ 後世の ロ ー マ 人
は ､ パ ウル ス の記 述を ロ
ー マ のサ ン ･ ピ エ トロ ･ イ ン ･ ヴ イ ン コ リ聖 堂である と主張
31 Ashe, Ge offr ey' The V/
･
rgin ･ Ma ry
,
s c u/t a nd the r e- e m e rge n c e of the Godde s s, Lo ndon
- Ne w
yo rk -V icto ,ia
-Onta rio -Au ckla nd, Arka n a(Pe nguin Bo oks), 1988(Ro utLedge, 19 76), p ･ 19 2･
32pa ulo the De a c o n, De Ge stI
'
s La ngoba rdo r u m, vi, 5･
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し ､ 教皇アガ トス(6 78- 8 2)が 6 8 0年の ペ ス トの時にカ リス トウ ス の カタ コ ンベ から こ
の聖堂 へ 聖 セ バ ス テ ィ アヌ ス の聖遺骨 を運び祭壇の 下 に葬 っ た と い う 33o 15世紀 に
は パ ウル ス ･ ディ アコ ノ の記述 か ら引用した モチ ー フが み られる フ レス コ 画 が ロ ー
マ の聖堂 に描 かれ た ( 図1 5)｡ 中景右側の ､ 戸口 を槍で 叩く悪 しき 天使と こ れを止 め
る良き 天使は ､ 『ラ ンゴパ ル ド史』 の 7 世紀の記述を典拠と した もので あ る ｡ 左前景
から中景 にか け て教皇と枢機卿 を先頭 にすすむペ ス ト行列で は , ミゼリ コ ル デ ィ アの
聖母 が描か れた 職が担が れ て い る ｡
7 世紀の ペ ス トと聖人信仰に つ い て 真偽の程は もはや 明 らか で はな い が ､ 少な
く と も近世 ロ ー マ の人 々 は ､ サ ン ･ ピ エ トロ ･ イ ン ･ ヴイ ンコ リ聖堂 の聖セ バ ス テ ィ
ア ヌ ス の祭壇 に べ ス トか らの 守護を祈 っ て い た ｡ 例え ば 16 3 0年 8 月 2 4日の ポポ ロ ･
ロ マ ー ノ 決議 に基づい て ､ 9 月 に は ､ 都市を 代表 してポポロ ･ ロ マ - ノ の 議員 とロ ー
マ 貴族の代表が サ ン ･ ピ エ トロ ･ イ ン ･ ヴイ ン コ リ聖堂の 聖セバ ス テ ィ アヌ ス の 祭壇
に 3 0 スク ー デ ィ の 価値 の あ る聖杯を寄進 した ｡ 都市行政当局の 名によ る こ の 反 ペ ス
ト聖人 へ の 奉献 は ､ ロ ー マ の ペ ス ト危樟 に対する加護と疫病からの解放を天 に執り成
すよ う祈願するた め に行なわれ た 集団的エ ク ス ･ ヴオ ー トで あ っ た 34( 史料2)｡
⑦サ ンタ ･ マ リア ･ デ ィ ･ モ ンテ ィ聖 堂
1 6 3 2年の ポポ ロ ･ ロ マ ー ノ主催 の ベ ス ト行列は ､ ロ ー マ をペ ス トから護る 守
護聖人聖セ バ ス テ ィ アヌ ス へ の奉献を想起さ せ るサ ン ･ ピ エ トロ ･ イ ン ･ ヴ イ ン コ リ
聖堂 の近 く を通 っ た後 ､ もう 一 つ の ロ ー マ の聖母信仰トポス 付近 を 通過 した ｡ それ は
マ ッ ジ ョ ー レ大聖堂 に向か う上 り坂の 左側 に位置するサ ンタ ･ マ リ ア ･ ディ ･ モ ンテ
ィ 聖堂で あ り ､ そ こ で は奇跡 の 聖母図像が市民の信仰を集めて いた ( 図116
･ 11 7)｡
⑧サ ン タ ･ マ リ ア ･ マ ッ ジ ョ ー レ大聖堂
以 上の 様 々 な 象徴的 トポス を通過 して ､ ペ ス ト行列は最終地点で あ るサ ンタ
･
マ リア ･ マ ッ ジ ョ ー レ大聖堂 に到着 した ( 図11 8･ 11 9
･ 12 0)o こ こ は カ トリ ッ ク世界
に おけ る聖母 マ リ ア信仰の 中枢で あ り ､ 既述の とおり ロ
ー マ の ペ ス ト流行 に際 して 行
なわ れ た大小の ペ ス ト行列の 巡 礼地であ っ た ｡ すで にア ラコ エ リ聖堂が異教女神崇拝
他の跡 に建設さ れ た聖母 マ リア聖堂で あ るこ と に触れ たが ､ こ の サ ンタ
･ マ リア ･ マ
ッ ジ ョ ー レ大聖堂もまた ､ 古代末期 に多く の信仰を集めて い た と い う 大地母神キ ュ ベ
レ ー の 神殿 の跡地 に建て られ た もので あ る3 5.
キ リス ト教予型論 にも とづく象徴体系で は ､ 黙示 録 2 1章 9 節か ら 2 2章 5 節
33cr a wfu rd, P/agu e a nd pe st ile n c e /
･
n / iteratu r e a nd a rt･ p p･95
197･
34 (De c r eti d i Co n s egli Magistr at舌 et itr a m e ni Romani) Cr ed･ Pr 加 T8 m O33, De c r eto 97(24 Ago sto
1630) [Ar chivio Sto ric o Capito= n o, Rom a : c r ed. l, v ol･ 33, 1oL ･1 00･]
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を 典拠 と する ｢新 しき エ ル サ レム+ は ､ 永遠 の 救済を意味 する
36
｡ 1 6 3 2年 の ペ ス ト
行列 の 最終目 的地 とさ れた サ ンタ
･ マ リ ア ･ マ ッ ジ ョ ー レ大聖堂 は ､ こ の ｢天 上の エ
ル サ レム+ の イ メ ー ジ に基づ い て 建築 ･ 装飾 さ れた
3 7
｡ リ ベ リウ ス 教皇 (3 5 2- 36 6)
時代 に真夏 の 8 月 5 日 に奇跡 的な 降雪が あっ た こ とを 記 念 して建立され た と い う伝
承 か ら ､ バ シリ カ ･ リ ベ リア ー ナあ る い は ｢雪の 聖母+ の バ シ リ カ とも称 さ れ る が
8
､
実際 は 4 3 1年の エ フ ェ ソス の 公会議で 聖母 マ リ アを ｢神の母+ の 称号で 称 え る こ と
が 決議され た の を受 けて ､ そ の 翌年以降 に シク ス トウ ス 三 世 によ っ て建 造 され ､ ｢神
の 母+ と して の ､ さら に ｢新 しき エ ヴァ+ すな わ ち ｢全て の生 き 死 ぬ も のの 母+ と し
て の 聖母 マ リア に捧 げられ た ｡ 聖母 は また ､ 悪 ､ 全て の 異端 に対す る勝利者 と して の
称 号を付 されて ､ 中世 に はマ ッ ジ ョ
ー レ大聖 堂の階段で は 異端 の書 ､ 神 学的誤謬 の書
な どが 焚書 に投 じられ た 39｡
1 6 3 2年の 行列は ､ こ の聖母 信仰聖地と特別の 関係性 を有 して い た ｡ なぜ な ら ､
後 に詳述する よ う に ､ 5 90年の教 皇大グ レゴリウス の ペ ス ト行列の伝承 に基 づ い て ､
16 3 2年の 行列で 担が れ た 大記 念旗 には ､ マ ッ ジ ョ ー レ大聖堂の パ オ リ
ー ナ礼拝 堂主
祭壇 に置か れ た ｢サ ル ス ･ ポプ リ ･ ロ マ ー ニ (Salu s Populi Ro m a ni)+ の 聖母 子 イ
コ ンが 描か れ て い た か らで あ る ｡ 文字通 り ､ ｢ ロ ー マ の 民の 安全を 守護す る+ 聖 画像
と して 崇拝 を集め た こ の イ コ ンは ､ 福音書記 者聖ル カの筆 にな る と い う伝承 に よ っ て
聖画 像 と して格別の 権威 を付 され ､ 教皇パ ウル ス 五世 によ っ て建 て られ たそ の 礼拝堂
装飾 プロ グラ ムを 通 して ､ ロ ー マ の 守護者 と して の聖母 マ リア信仰 の拠 り所 と な っ て
い た ｡ 古代以来の 女神崇拝地 の上 に建て られ た 大聖 堂で記念臓は聖 堂参事会 に手渡さ
れ ､ 行列後 三 日 間は身廊 に吊る されて 信徒の祈祷の 対象とな っ た ｡
と こ ろで ､ 1 63 2年の ペ ス ト行列の 時期 に は ､ こ の 大聖堂 には バ ル ベ リ ー ニ 家
の 影響力が 及ん で い た ｡ 1 6 2 9年 にウル バ ヌ ス 八 世は甥 の枢機卿 ア ン ト ニ オ ･ /†ル ベ
リ ー ニ を ､ 同聖堂 の司 祭長 に任命 して い た
40
｡ こ れ は 名誉 称号で あ る が ､ ペ ス ト行列
の 最後を 飾る職の 受け渡 しの儀式 にお い て大聖堂司祭長 と して の ア ン ト ニ オ ･ バ ル ベ
リ ー ニ の 存在が想起さ れ た 可能性 は十分 にあ る と思 われ る ｡
2) 凱旋 門装飾 : 権威の 在処
サ ン ･ ピ エ トロ 広場か らサ ンタ ･ マ リア ･ マ ッ ジ ョ ー レ大聖堂ま で を 歩く行 列
35Ashe, The VirgI
'
n, P .1 92.
36 Nu o v odI
'
zio n a rio dI
'
BaLs a n o(Mi[an o), 1 98 6,
37 Nu o v od/
'
zio na rio dI
'
38 〟u o v odiz I
'
o n a rio di
39 Nu o v odizio n a rio dI
'
Ma rio/ogia, a cur a di Stefa n ode F io r e s eSalv ato r eMe o, Cinis ello
p . 42 1.
Ma r I
'
0/ogia , p p. 42 卜42 2.
Ma r /
'
o/ogia , p p. 113 5ff.
Ma rio/ogia, p p. 419
-4 20. こ の テ ー マ は､ 同 大聖堂ポル テ ィ コ の ､ G ･ B ･ マ
イ - ニ に よ る 浅浮 き彫リ に見られ る ｡
4O sa nta Ma ria Mag gI
'
o re e Ronla, a C u r ad i R. Lu cia ni , Te sts di F. Ma ria , Ro m a, PaLo mbi, 199 6.
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の ､ 少な く とも前半部分 ､ すなわちヴァ チカ ンからカ ン ピドリオ まで の経路上に は ､
通り に面 した全て の 建物が タ ピス リ ー 装飾で覆われた ｡ こ の他 に ､ 次の 三箇所 の祝祭
用仮設凱旋 門装飾が建て られた ｡ 1 6更か らな るア ン トニ オ ･ ゲラル デ ィ の行列小冊
子の大半(10 貢)は ､ こ れ ら祝祭装飾の 描写 に充てられ て お り ､ 各凱旋門 に付 けられ
た ラテ ン語銘文とその 俗語訳を収録 して い る ｡ 以下 ､ ゲラル ディ の ラテ ン銘文の俗語
解説 に基づ い て ､ 三 箇所の 仮設凱旋門装飾に おい て どの よう なメ ッ セ ー ジが 表明 され
て い た のか を 明らか に して ゆく ｡
第 - の 凱旋 門 は ､ 教 皇 庁裁判 所陪審 員書 記 官(capin ota ri del T ri bu n ale di
M o n sign or Audito r edella Ca m e ra)10 名の連名出資によ っ て バ ンキ地区 に建 て られ
た ｡ こ の エ フ ェ メ ラル 装飾 を指揮した の は ､ おそ らく書記 官の ドメ ニ コ ･ フ オ ㌢テ ィ
ア ､ フラ ンチ ェ ス コ ･ ジ ャ コ モ ･ ヴ ェ ル ジオと い う人物である ｡ 凱旋門は ､ 全体 を夕
べ ス リ ー ､ 織物装飾 ､ 銀製器 ､ 水盤､ 壷 ､ 重厚な金銀の燭台と見 事な絵画で 覆われ て
いた ｡ また 教皇ウル バ ヌ ス 八 世 ､ バ ル ベ リ ー ニ 家の紋章 および ､ か つ て教皇庁 裁判所
陪審員を務 めた 枢機卿 た ちそれ ぞれの 紋章が付 けられ て ､ 賛辞の対象が 明示 されて い
た ｡ 門の 両面の 列 柱廊に は ラテ ン語の 長 い 銘文が書か れて い た ｡
カ ン ピドリオ側 に は ､ 次 の よ うな 二 つ の銘が刻まれ て い た ｡
雄弁家た ちの筆 は教皇ウル バ ヌ ス 八 世に感謝を捧 げる ｡ 披 こ そ はそ の 雄弁 さゆえ
に ､ 沈黙を破 る 自由関連な キリ ス ト教的デモス テネス ｡` こ の 沈黙を破 っ て ､ 教皇
ウ ル バ ヌ ス の 用心 深 さ と慈悲を通 して得られた ､ 疫病か らの守護 に感謝を捧 げる
た め に ､ こ の舌(言葉)を用 い て ｡ - 疫病 は第二 の帝国､ こ の 永遠の王 国 を永遠 に
打つ こ と ばな い - ウ ルバ ヌ ス よ ､ ウル ブス(ロ ー マ)の 特別の 仲裁人､ 天 の助 け人
はあな た を助け ､ 克服 困難な 危険を打ち倒す ･ ･ ･ お お ロ ー マ ､ な ん と永遠 に平和 の
う ち に統治され蜜蜂が 見張 り につ く こ とか4 1｡
4 1 "
or ato r u mcala m u s/ O beloqu e ntia m a sile ntio vindir ata m/ C hristia n oDe m o sthe ni / VR BA NO
V III.Po nt.Opt. M a x./ Gr atia s agit･ / Fo r midolo su m ru mpe sile ntiu m,/ Ta nde m s ublatis wlingu a
tim o ribus ,/ Et M atri§interpre sQuirin a e,/ Solu epa r e s a nim o s agrates, / At gr atia r u mquis m e ritis
pa r e s/ vic e s r ep ndat? m u n c r a co elitu s/ E ffu s a nu m m o rtale s a u sit/ Eloquij a equipa r a r e m u n u s?/
Agn o s c e v ultu s, Ro m a s e r e nio r. / Tibi inter Vrbe s risit a ethe r,/ Cuiu sab lm pe rio s e c u nda e s･/
Co ntage n ulla tangitu r a ethe ris/ Pe r e n n eRegn u m
･
･ ttlSo r o ra ethe ris/ Integr a s e n la ris m alo r u m,/
Tot m edia ltalia e r uinis. / V R B A N V S, Vrbisper uigila rbite r,/ Co elo e u o c ato , s ubsiditlm tuis/ O bie cit
in uictu m pe riclis,/ Teq .sin upietatis am bit･ / flictu , dolo ru m n e s cia ,1a c rym a s/ Dedisti, a mie a s c o m
mis e r a n splaga s/ Luge ntis Eu r opa e, s upr e m o s/Ips a m etu c o mitatalu ct
u s
,
/Quid debe a s, 6 Ro m a,
pe r e n nibu s/ In pa c e r egn a ntu m e x cubijs Aptl m,
I
/ Te sta repla u su;quipe r o m n e s/ Vo c e so n et r ebo a nte
colle s.
”
(Ge r a rdi, Som m a rla, Sol.4 3 2r.)
蜜蜂 は ､ /りレベ リ ー ニ 家 の 紋章 であ る ｡ ま た ､ 太 陽 ､ オ リ ー ブの 枝 もバ ル ベ リ ー ニ 家 あ る い は ウ
ル バ ヌ ス 八 世 の 紋章 の構成要素 に数えられる｡ こ れら の 紋章モ チ
ー フ が 用 い られた 記念碑的作品と し て
は ､ サ ン ･ ピ エ トロ 大 聖堂交叉部 に G ･ L ･ ベ ル .= - ニ ､ ポ ッ E]ミ
ー ニ ら の デザイ ン で 建て られ た ブ ロ ン
ズ製パ ル ダ ッ キ ー ノ (聖 ペ テ ロ の 墓 の 大天蓋)の 細部装飾が挙げられ る ｡ パ ル ダ ッ キ
ー ノ は ､ ペ ス ト危機
時代をま た い で ､ 1 62 4年 か ら 3 3年ま で の 長期間をか けて 建立さ れ た ｡ カ
ー ヴ ィ ン の 非常 に興味深 い研
究 に よ る と ､ パ ル グ ッ キ ー ノ と い う前代未聞 の大規模ブ ロ ン ズ建築事業を可 能 に した 社会史的背景 に は ､
ウル バ ヌ ス 八 世 が 着位直後 か ら着手 し た 教皇領軍備増強政策が あ り , そ の た め に教皇庁 が 有 し て い た 大
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詩人の筆は そ の聖な る アポ ロ - ンた るウル バ ヌ ス 八 世 に感謝 する ｡ 死 を もた らす
疫病を伝染さ せな か っ た の だか ら｡ 詩人た ちを 誘 い こ の 世を 歓喜で 再 び満 た し､
か く も油断なき羊飼 い ウル バ ヌ ス に敬意 を表 し感謝を捧 げよ う ｡ そ の 王 国は ペ ス
トも攻撃する の を恐れる 4 2o
- 方 ､ 力 ス テ ル ･ サ ンタ ン ジ ェt3側の 銘文は 次の よ うな もの だ っ た ｡
立法学者た ちの筆 は ､ 疫病 の火か ら護られ ､ い とも賢明なる 法の 護 リ手ウ ルバ ヌ
ス 八 世 に感謝する 43c
ウル バ ヌ ス 八 世の教 皇位 には ､ 地上 に ｢正義+ の 支配が戻り ､ こ れ に は主 な る神
が助 けの 手を差 し伸 べ る ｡ ロ ー マ か らペ ス トを追 い 散ら して ｡ 最後 に ､ まず第 一
に慈悲を お示 し にな っ た 至 高善 な る神に 感謝 を捧 げよ うで は な い か ｡ そ して次 に
ウル バ ヌ ス 八 世およ びそ の 甥 ､ 枢機卿フ ラ ンチ ェ ス コ ･ バ ル ベ リ ー ニ 眼下 に感謝
を捧 げよ う 44｡
砲 鋳 造 の 高度な技術が パ ル ダ ッ キ ー ノ の 巨大なブ ロ ン ズ製 モ ニ ュ メ ン トの 建造 に不可欠 で あ っ た と い う .
Kir win, Wi l一ia mCha nd一er , Po wer sMatch/es s. ThePontI
'
fic ate of urba nVI//, theBa/ da chI
'
n, a nd GI
'
a n
I. o r e n z oBe r nini, Ne wYo rk
- Wa sh ingto n, D. C.
-Baltim o r e- Be r n-Fr a nk fu rt a mMain -Be rlin - Wie n-Pa ris,
Pete r La ng(He r n e n e utic s of a rt, Vo). 6), 19 97.
42 〃
H istoric o r u mCala m u s/ A bo s c u r o s e r u attl Sinte ritu / H isto ria dignis sim o/ Po nt･ Opt. M a x.
V R B A N O V III･ / Gr atia s agit･ / Me ntis filia c a ndida e,/ 氾ate rCo nsilij, n u n cia te mpo r u m,/ Sin c e r a
H istoria erides ,/ Pulsis, 台u m e a nim o s,1a eta pe ric ulis,/ No str o qu a ete n uit Polo ･ / Te mpe sta s, Italis
nimbife r aVrbibll S/ Ro m a n n e s ciala ede r e,/ Ta nde m deto n uit;ia mq. s e r e nio r/ Astr o r u mfa cie s nitet.
/ Aeter n u mtim uitiu re sile ntiau m /Re run Fa m aloqu a x, vb i / Tot vidit populo sho r rific alu e/ Me r s o s
fu n e r epublic o/ Ltl Ctu fu n e ribu siu nge r e, & v nd iq･ i Clades addere cladibu s./Qui告 do cto r eliqu u stu m
cala m olo cus,/ Pinge nti ardll ate mPO rtl m/ Fa cta , & n obiliu m m a xim aPrin cIPu m ? / Ar et v e n a
be nignio r/ Sc ribe nttl m m edio sinte r a nbelitu s/ Sll SPir a ntis ab a e 8tibu s/ Tuba etabificis:tu ta m e n
indll e/Rom a na listoriainclyto s/Sen s u s, e do mitistuta tim o ribu s,/ V R B A N V Mpatr e m, luis/ Ex
Vrbe Ae n e adu m c o n cin e vindic e m? / Vrba n o r ef r atdi且/ Ro ma epo ste rita slibe r agr atia s.
” (Ge r a rdi,
So m m a r1
'
a
, fol.432v.)
43 '`po eta ru mcala m u s/Qu od infe ctu sletho n o nfu.erit,/ Sa c r oApollin s u o/ V R B A N O
VIII･Po nt･ Opt･M a x･ / Gr atia s agit･ / Ite v o cales Helic o nis v nda e,/ Et r epe r c u s s u mgemin ate m u r m tlr,
/ Vo cis vtla eta e s o nittl Spate nte m Co mple at Orbe m ･/ Om nis VR B A N V Mplaga c o n s alutet,/ Virgin u m
s em per vigilem s o r or um / Pr a e side m , ctliu stim etips a r egn u mLa ede r epestis. / Pla udat V R B A N O
virida ntis v mbr a e/ Fe rtilis La u rll S, r e $ O n et a n O ri / Verticis s a c ru m n e m u s, & be ati Culmin aPindi. /
Fu n e r u m vindex , cohl me nq･Vatu m ,/V iu at V R B A N V S8 aPie ntis a n no s/Ne sto ris; qu e m c o n silio
pr a eiuit, Vin c at vta e u o･ / Ho einho r r e nte s a nim a nte M u s a s,/ Ple ctr aiu ngu ntu rfidibu s, sile r e/Qu a s
tot Europa e s erie s m alo ru mlu s s e r at o ris･ / Prin cipe sinte rtibirit占 c o elu m/ Fa uit, a c o eliv e n e r a nde
c u sto s,/ ノCla vige r s edis s upe r a e, vtriu sq. Arbite rOrb is . / Aetbe rista ntie stbabuis s eCiu e s/ De xte r o s
Vrbi, a ctibis upplic a ntu m / Vota; sic N u m e npladic u mbe nign a E bibit a u r e}
' (Ge r a rdi, So m m a r l
'
a ,
fol.4 3 3r -v .)
4 4 "Iu rispe rito r u mCala m u s,/Qui pe stife r o n o n e x a r sit aestu ,/ Vindici legu m pr udentis sim o/
V R B A N O V III･Po nt･ Opt･ M a x･ / Gr atias agit./ Re u o c at Co elo r u r s tl S e nT r ra shabet/ Astr a e a, qu ae
legu m e stpa r e n s･/ Regn a ntisilla gr a nde s c eptr u m s u stin et/V R B A N I,in lm pe rio Co m e s:/ Ne e
v ndiq･im pe nde ntibu spe ric ulis/Subm ota c o n c e s sitlo c o:/ Su aiu r a m u ndo de Quirin ali dedit/ Et
Vatic a n aRegl a･
'
/ Populo s v ole nte s r e xit a ugu sta m a nu , / Co eliq･s u stin uit vic es. /Sicim pe r a nte
V R B AN O･ & OrbisPraeside･/Ips aim pe r a uitAequita s:/ Re spo ndit Aequitatia mic aCo elitu m/ Vis, &
pote sta sNu mi?is;/Qu a eiu s sit e x s ula r epe stife ros globo s,/ Etda m n a r e r u nplu rim a･ / Vrbs Vrbiu m
Regl n a, 1u ctu s l n S Cia, / A lie n alu xitfu n e r a,/ Amic a Co elo , Co elitu m a u xilijs pote n s,/ Hu m a n a nil
1 48
ゲラル デ ィ の 俗語 に よ る要約は ､ こ の凱旋門を建 てた教皇庁異端審問所 の書記
官たちの , そ の 雄弁な筆 を駆使 して捧げた オ マ ー ジ ュ の言葉をあま りにも簡潔 に総括
して しま っ て い る ｡ しか し ､ そ の詩句を 一 瞥すると古典的主題が散 りばめ られ た もの
で ある こ とが見て 取れる ｡ こ こ には 出資者た ちの 教養 とその 役職の高さを街示 し よう
とする試みが 窺え る ｡ そ れ だけで はな く ､ ラテ ン詩と い う点､ 教皇を詩神アポ ロ ー ン
に愉えて い る 点 に注 目 すれば45､ ウル /〈ヌ ス 八 世自身が教皇に選出され る以 前か ら詩
人 マ ッ フ ェ オ ･ J†ル ベ リ ー ニ と して詩作 に長 じてい た人文主義者で あ る こ とを称え る
銘文で あ ると も いえ る ｡ 一 方､ r正 義+ ｢法+ の 守護者として彼を称え る詩句が あ る の
は ､ こ れ が善政や 社会秩序 の安定を称え る常套句とい う だけで はな く ､ マ ッ フ ェ オ ･
バル ベ リ ー ニ がか つ て ピサ 大学で法律を収め た人物であ っ た こ と とも関係する と思わ
れ る 46｡
こ れらの 長 い 銘文 が つ い た凱旋門の脇 には演奏台が設けられ てオ ルガ ンが奏で
られ た ｡ この 演奏台 とオ ル ガン はすで に名を 挙げた ドメ ニ コ ･ フ ォ ンテ ィ アが 出資 し
た とゲラ ルデ ィ は書い て い る ｡ 3 月 2 5日の 行列 通過の折だけで はなく ､ そ の 前日午
前中にア ラ コ エ リ聖堂 で の ミサ に向か う教皇が凱旋門を通過 した際 にも多彩な 音楽が
演奏 され た ｡ 演奏台 に も四 つ の ラテ ン語銘文が つ けられ て いた ｡
ウル バ ヌ ス の御顔 を よ く拝せ ば､ 彼の魂は その 者に彼の 才知の 相貌 を見 せ るだ ろ
う 47｡
使徒た ちの 中の王 ､ 使徒の よ うな 君主 に対 して公の 感謝を捧げる ､ ペ ス ト流行か
らロ ー マ を 護 っ た こ と に つ い て ｡ 一 方で は 天 の門番 ( 聖ペ テ ロ)､ 他方で は地上
の 門番(ウル バ ヌ ス 八 世)によ っ て ､ ペ ス トは ロ ー マ か ら追放 された ｡ だか ら神の
都の番人は こ の 二 者で あり ､ 双 方と もその 役目を果た した栄光に催する 4 8｡
ウル バ ヌ ス は そ の 名 を ｢ウル ブス+ と呼ばれ る ロ ー マ に知ら しめた ｡ こ の ｢ウル
m etuit m ala ･/ Sup ple x ad a r a silla qu otfuditpr eces ,/ Totfuditho ste sictibus,/Vicis seiu uitba cte n u s,
nu n cpla ude r e/ Victoriae Au ctori iu u at./ So n e nt s e c u ndo gr atia eprim 血m D E O / V R B A N V Matinde
pe r so n e nt;/ Et Ba rbe rin e m ulta debe m ll Stibi / Fr an cis c e, Prin cipu miuba r.
” (Ge r a rdi, So m m a )･ja,
fol. 43 3v ･4 34r.)
45 "Ite v o c ale sHeliconis v ndae
”
(Ge r a rdi, So m m a z･1
'
a , fol.4 3 3r.)
46 Magn u s o n, To rgi [, RoDle /
･
n the Age of Be r nini, 2vo(s ･ . Sto ckhofm, v o(I , 198 2, p 121 5･
4丁 "V RB A N Io r a vi de s,
･
a nim tl m n equ a e r e Videndu m . / Se deditinge nijductibu sipse sui
'' (Ger ardi,
So mm a z･1
'
a , fol.43 4r.)
48 " Apo stolo r u mPrin cipi, & Apo stolic oPrin cipi,/ob Vrbe m a s u e s el
･ uata m･ Publicae gr atia e･ /
C L A VI G E R inde P E T R VS Ca eli, atqu ehin cCla uiger Orbis/ V R B A N U Stota s ubn o u et Vrbelu e m･ /Si
Vrbis c u stodia c e s sit vtriqu e,/ Cu stodita ev rbis glo ria vtr o m odec et･
' '
(Ge r a l･di, So m m a ztl
'
B ･ fol･434r
･
Ⅴ.)
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バ ノ+ の 名は それ 自体で ｢ロ
ー マ の 守護者+ を 予め示 すもの で ある
49
｡
英知 に満 ちた 教皇 ､ 死 と ペ ス トに対する勝利者ウルバ ヌ ス 八 世｡ 教 皇庁裁判所陪
審員の 1 0人の 公 証人(書記)は こ の エ ピグラム を 捧げる ｡ ロ
ー マ は遼 か 苦か ら敵
に勝利 した 時に何度も凱旋門を建て た ｡ 今 ､ ウル バ ヌ ス あな た の た め に い か なる
凱旋門 を建て る べ きだ ろう か ? あ なた は多く の敵 を倒 し ､ どれ だ けの 者 を死 者か
ら救 っ た ので あ ろ うか ら5 0｡
ニ 番 目の 凱旋門は ､ サ ン ･ トン マ ー ソ ･ イ ン
･ バ リオ ー ネ聖 堂前の 十字路 に設
置 さ れ た ｡ こ れ は ､ ロ ー マ 教皇庁書記官(Sign o ri Scritto ri di Ro m 乱)によ る もの で ､
彼 らが サ ン ･ トン マ ー ソ聖堂 内に至聖 な る受胎告知礼拝 堂を寄進 して い た こ とか ら ､
こ の 場所が 選ばれ た よ うで あ る ｡ 凱旋 門の 上 には ｢受胎告知+ の 場面 を表 した 祭壇が
付 随 して い た ｡ そ こ には重厚な 銀 の大燭台 と ､ 聖処 女マ リア に 受胎告知す る大天 使ガ
ブリ エ ル の 生き て い る よ う な 彫像 , 金の縁取 りを施 した 赤い 幕 の天蓋 が設置 さ れ て い
た ｡ こ の 聖母伝 の 一 場面 を 表 した舞台の ような 凱旋 門の周囲 には ､ 大 勢 の 音楽家が配
さ れ て水曜の 教皇の通過 と木曜の 行列 の 通 過 の間中 ､ 感謝を 示す多様 な 曲目 を 演奏し
た と い う ｡ こ の 凱旋 門の両 面 にも ､ 第 一 の もの と同 様 にラテ ン語の 銘 文が 付 けられ て
い た ｡
イ タ リア の 暗黒の 中 に ロ ー マ の光が 見え る ｡ そ の 太陽は ｢ウル バ ヌ ス+､ 光の 父
で あり命で ある こ とを 知り な さ い ｡ こ の 太陽が そ の帝国を 永遠 に統 べ る 時そ こ に
は 夜が入 る場所はな い 51｡
こ れ は 単な る 門だ と思 うの か ? 否 ｡ い とも高き教皇ウ ルバ ヌ ス 八 世は こ れ を救済
の箱舟 と呼ん で い る ｡ 彼 は新 しき ノ ア と見なされ る ｡ ロ ー マ の 民 を 救済 に導く 指
導者 を持つ 口 - マ は ､ ペ ス トの 洪水の 中 ､ 救わ れ て港 にた どり着 い た の だ5
2
｡
一9 ``No m en ad Vrbe tr ahis, Nu m e nqtli dic e ris Vrbis/ V R B A N E, ho e nom e nVindicis erat.
” (Ge r a rdi,
so D7 m a Z.1
'
a , fol.43 4v .)
so "Triu mpha nts de m o rte, c o ntagijsq･/ VRBAN O V IIIISapie ntissim o/ Po ntific / Hoeim m o rtale
tritl mPh im o nu m e ntu m/ Ca u s a r u mCu rie Ca m e r a eApo stolic a eDe c e m
･ Viri / I) D･ / R O M A
tritl mPh ale stotie s olim e xtulit areu sJ Bellato rqu otie s victo r ab ho ste s o r et･ / Nu n cV R B A N Etibi
qu ot po n e r edebuit a rc us? / Tot vicisti ho ste s, qu ot pe rijs s e n ega s･
' ' (Ge r a rdi, So m m a r]
'
a , foL434v ･)
5- "Quic unqu eRo m a n/ In Ro m a n a mir a ris Vrba e,/ Etltalic a sinte rte n ebr a s/ Ro m a n a mlu c em;/
D is c e/ Su um Ro m a eSole m/ V R B A N U Me s s e./ Sato re m vita e/ Et n o cti lo c u m s upe r e s s e n ulltl m/V bi
pe rpetn u m/ solis s etlnpe riu m ･
” (Gera rdi, Som 皿βI,
'
a , fol･4 3 5r･)
52 " Ar c u m e r edis? Err asti. / Ar c a mdie s alutis/ V R B A N U M VIII. / Po nt.te rOpt.te rM a x. / No e m u m
alte ru m puta ･ / S ic-Ro m a･ / Cu m Ro m a n a e s alutis Du c e,/ Ex u nda nte pe stile ntia,/ So spe s e n a uigat･
”
(Ge r a rdi, SoD 2 m a Z･1
-
a , fol. 435r.)
1 5 0
ロ ー マ は こ の 教皇の も と にイ タリアの ペ ス ト流行か ら解放され た ｡ か のウル バ ヌ
ス よ . あな た にこ の謝意 を示 すつ か の間の像を建て ます｡ しか し､ ロ ー マ の 民 の
心 を統 べ るそ の愛 は ､ 永遠 にあなた に向か い ます53｡
イタリ ア中の 死 者の 中で救わ れた ロ ー マ は ､ そ の救済が ウル バ ヌ ス 八 世に よる こ
とを 知らね ばな らな い ｡ そ して イ タ リア の人 口 を減らした ペ ス トは ､ 幸福 か ら逃
げ出 し ､ こ の 至 高の王 の威厳を畏れた の である5 4｡
こ の 二 番目 の凱旋門 は ､ 第 一 の もの と比 較して銘文も簡略で あり ､ すべ て ウル
バ ヌス 八 世 を ロ ー マ の救 い 主と して 称え る主旨に貫かれ て い た ｡
バ ンキ ･ ヌ オ ー ヴィ から ゴヴ ェ ル ノ ･ ヴ ェ ッ キ オ通 りの先 に開けた パ ス タ イ -
ノ広場 には ､ 大小三 つ の凱旋 門か らな る最 も大規模な 仮設 装飾が建てられた ｡ これ を
建立した の は ､ ポポ ロ ･ ロ マ ー ノ の財政長 官(Ca m e rle ngo di Popolo Ro m a n o)だ っ た
ロ ー マ 有力市民 ア ン ドレ ー ア ･ ブロ ジ オ ッ トだ っ た ｡ 彼は ､ 第三章で論 じた ロ ー マ の
ペ ス ト対策で重要な 位置を 占める ､ 衛生 局の 法令文書や 通行証の 印刷 ･ 出版を 辛が け
た 人物 で あ っ た ｡ 彼は そ の 功績を 自ら示すよう に広場の 幅い っ ぱい を 占め る ほどの ､
大凱旋門 と両脇 の小凱旋門か らな る仮設装飾を造営 した ｡ それ ぞれ の 凱旋門の 両面 に
は ､ 大 きな 文字の銘文が書 か れて いた ｡
大凱旋門のサ ン ･ ピ エ トロ 側の銘文は次の よ うな もの だ っ た ｡
神の 母 ､ 使徒た ちの 王 た ち､ 大天使ミ カ エ ル ､ 殉教聖人聖セバ ス テ ィ アヌ ス ､ 天
の宮廷 全て に対 して 感謝を捧 げる ｡ 戦争 ､ 飢餓 ､ ペ ス トの 今そ こ にあ る危機か ら
解放 して 下さ っ た こ と を ｡ そ して我が教 皇ウルバ ヌ ス八 世の ため に歎願 を こ め た
多く の 誓願が 誓わ れ た ｡ とい う の も我々 が再認すべ きは彼の 用 心深 い 配慮 によ っ
て我々 が 護られ て い る こ とで あるか ら5 5.
こ の銘文 は ､ 後述す る ピエ トロ ･ ダ ･ コ ル ト ー ナ制作 によ る行列用大記 念旗の
5 い`Tibi VR B A N E V III. / Po nt.te rOpt･te rM a x･/ Te mpo r a riu m ho egr atia/ Ani misim
ula cr u m/ Ro m a,
ab Italia e/ Pe stile ntia elu e, Te / Prin cipe Sospe s e rigit:/ Sed am o rin co rdibu s/ Ro m a n o r u m/ Er e xit
a ete rn um .
” (Ge r a rdi, So m m a n
-
a, fol.43 5r.)
5= `
Inte rltalia efu n e ra/ So spe sRo m a/ V R B A N OV III･Po nt
/Ter Opt･te rM a x･/ Debe s s o spitate rn
tu a m･ / Italia edepopulatriclu e s/ Pl
･in cipis s upr e mi / Felicitate m s ug
it･/ Tim uit m aie state m/
'
(Ge r a rdi, So m m a z･)
'
a
,
fol.43 5v.)
55 "DEI P A R A E V I R G I N I / Apo stolo ru m Prin cipibu sPetr ol & Pa ulo,/ Ar cha
Bgelo M icha eli, Seba stia n o
M a rtyri,/ Su m mis Ca elitibu sgr atia e/ Pr a e s entis sim oBe
lldltu m , Pe stile ntia e,/ Fr ugu m inopia e,
defu n ctipe ric ulo,/ Sup plic e s v ota pers oluim u s/ Pr oPrin eipe n o str o
V R B A N O VIII･Po nt･M a xl / Cuiu s
c u ra pe r u lgili /Cons er uatu r, & s u m u s･/ Alia deintegr o v ot
a co n c lp - u S,/ Et v ete ri m o r e, n o u 且
pietate/ Nu n cpa m u s.
,, (Ge r a rdi, So127 m a l･1
'
a , fol･435v･)
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図 像主題 と合致 した もの で あ る ｡ ｢神の 母+ は 峨の 両面 に描か れた ｢サル ス ･ ポ プリ ･
ロ マ - ニ + の 聖母子イ コ ンを 指 して い る ｡ そ して r使徒 の 王 た ち+ すな わち聖 ペ テ ロ ､
パ ウ ロ は 臓の表側 に ､ 大天 使 ミカ エ ル と聖 セバ ス テ ィ ア ヌ ス は 裏側 にそ れぞれ描 かれ
た ロ ー マ の 守護聖人た ちで ある ｡
小門のサ ン ･ ピ エ トロ 側 にもそ れぞれ ラテ ン銘 が 付け られた ｡
い とも賢明 な る王 ウル バ ヌ ス 八 世 に感謝する ｡ 彼の 支配下 に ポポ ロ 全体が 天 上の
平和を嘆願 したた め ､ 威嚇 してく る ペ ス トも ､ い つ も響 い て い た 戦争 の訪れ も聞
こ え る こ とは なか っ た 5 6｡
偉 大な る ウル バ ヌ ス 八 世教 皇様 ､ そ の才知 と英知 によ っ て ペ ス ト､ 飢餓 ､ 戦争の
重大な 災 難の 中 ､ 公衆の 健康(ま た は ､ 国家の 安全)<salu spub lic a> を お守 り にな
っ た ｡ そ して 陛下 の用 心 深 さ によ っ て ロ ー マ に安定 した 平穏 と堅 固な安全 を開花
させた 57｡
こ の銘文 に あ る<Salu sp11blic a> の旬は ､ 行列 の将 に描か れ た聖 母 子 イ コ ン
<Salu s Populi Ro m a ni>が 表明 する とこ ろの ､ ロ ー マ と い う ｢都市 ･ 国家の安 全+
の 守り 手 と い う 意味と符合 しあ っ て い る ｡ こ の 門を行列がく ぐ っ て 進ん で い く とい う
祝祭行 列 の場の コ ンテ ク ス トに お い て 考え る と ､ 街路装飾や 銘文 ､ 職の 図像 ､ 行列す
る 人 々 な ど様々 な要素が 複雑 に呼応 しあ っ て 発生 させ て い た で あ ろう 意味の 一 端 を 明
らか に する着目 す べ き 一 節で あ る ｡
行列が門を背 にす る時 に 目 に される カ ン ピドリ オ側 に は ､ こ れ まで とは 異な る
新 た な要素が 付け加わ っ て い る ｡ 大凱旋門から見 てみ よ う ｡
ウル バ ヌ ス に安全(健 康)あ れ ｡ 死 す べ き 者の安全 と 守護 ､ こ の 世の 父 ｡ 枢機卿 フ
ラ ンチ ェ ス コ ･ バ ル ベ リ ー ニ 様 にお い て は ､ 献身的な 守護 と夜を徹 する 門番に よ
っ て ロ ー マ の城壁か ら死 を追放 した ｡ 掛け値な しの 恩恵を 与え て く ださ っ た ｡ 彼
の 功徳は不 滅以 上の もの 5 8｡
56 " V R B A N O VIII.P O N Y.M A X･ / Prin cipi Vig la ntis sim o. /Qu opr a e c u nte , c o m m u nibu sPopulivotis/
Pa c eNu minis e x o r ata/ Co m min a nte m epr o xim ollユe m,/ Etbella cir c um to n a ntia/ Ca s s ofulmin e
s e ntim u s.
” (Ge r a rdi, So m m a z･1
'
a , fol.4 3 6r.)
57 ` `vRB A N O O C T A V O P O N T I F I C I M A X I M O･ / Cuiu spote state , a c s apie ntia ,/ ュnte rim pe nde nte s/
An n o n a e, Bello m l m, Pe stile ntia e,/ Cala min ate s,/ Salu spublic a stat,/ Flo r etq.pe rVrbe m, Prin cipe
V igila nte ,/ Im m ota populo r u mquie s,/ Et alta Se c u rita s.
”
(Ge r a rdi, So m D 7 a Z･1
'
a , fol.4 3 6r.)
58" V R B A N O V III:P O N Y. M A X:/ Salu e s alu s, & tutela m o rtaliu m ,/ Orbiste r r a r u mPate r./ Tibivita m
& in c olu mitate m opta m u s,/ Cuiu spr o uide ntia viuim u s. / F R A N C E S CO C A R D IN A LI B A R B E R I N O /
Qui diu r nis po s su m tl S､ / Cuius prom erita /Im m o rtalitate cite rio r a n o n s u n e.
” (Ge r a rdi, So m m a rl
'
a ,
fol.436r.)
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こ の よう に 第三 の 凱旋 門 には教 皇領衛生 局長 官を務 めた 枢機卿 フ ラ ンチ ェ ス
コ ･ バ ル ベ リ ー ニ ヘ の 賛辞 が 現れて い る ｡ 大凱旋門の表で は天上の ロ ー マ 守護者た ち
が ､ その 反 対側で は ロ ー マ を ペ ス トか ら護る地上の 権威者が ､ 対を なすよう に賞賛 を
与え られて い るの で ある ｡ 一 方小凱旋門の裏側 には ､ 最後の 凱旋門に相応 しい 次の よ
うな銘文が付 けられ た ｡
ロ ー マ を多く の 危機 か ら護 っ た ロ ー マ の 守護者､ すなわ ち使徒たちの 王で あ り教
会の眼 ､ 天 の い とも用心 深 き 守護者で あられ る聖ペ テ ロ ､ 聖 パ ウQ を敬 えよ ｡ 地
上にお い て は ､ 教皇ウル バ ヌ ス 八 世 とい う真に至 聖な る方 ､ 地上の太陽 ､ 共和 国
の老 練な父 ､ ロ ー マ の 救済の番人を敬え よ ｡ 彼 にも し用心 深 さが 欠けて い た な ら､
口 - マ もまた 休息を 得る こ と はなか っ た ろう59｡
ロ ー マ の 守護 者 ､ 使徒聖 ベ ト口 ､ 聖パ ウロ に つ い て話す時 ､ ポポロ ･ ロ マ ー ノ は
い か に して こ の 都を救 い ペ ス トか ら解き放つ か とい え ば､ 死す べ き 運命を も つ 物
質を凱旋門を建て るた め に用 い るの だ ｡ そ して ､ 墓地の周りを 照らすた め の 灯火
を ､ 健康(安全)の 凱旋 山車の 前に つ ける のだ ｡ こ のよ うな葬祭の道具を 用 い る こ
とによ っ て それ を感謝の 意 に転換 し ､ 喜ばしき光景に変え るの だ｡ 最後 に ､ ロ ー
マ とバ ル ベ リ ー ニ 家の 永遠の幸福 の 為 に聖使徒の 執リ成 しを 祈願せ よ6 0｡
凱旋 門を 建て た ア ン ドレ ー ア ･ ブロ ジオ ッ トは ､ ポポ ロ ･ ロ マ ー ノ財務長 官と
して ､ また ペ ス ト対策 にお け る重要な 職務 を全うした貢献者と して , ポポロ ･ ロ マ ー
ノ を代表 して天 上の 権威と地上の権威の 双方を 対照させ つ つ これ に感謝の 意 を示 した
とい え よ う ｡
以 上の よう に ､ 行列経路上に 三 箇所の 凱旋門装飾が建てられ た ｡ こ の 事実は ､
こ の ペ ス ト行列が ､ 舌代 ヘ レニ ズム諸王 の凱旋式 とそれ を継承 した 古代 ロ ー マ 将軍 ､
皇帝の ロ ー マ 市帰還 ･ 凱旋 式 ､ 属州都市入 城式を元型 として キ リス ト教化以 降こ れ に
59 "A D F SR O M A, V O T I R E A,/ Supr e mis Ann o n a e, Pe stile ntia e, Bello ru m ,/ Er epta pe riculis:/ Et
v e n e ra r e s e r u ato r e stu o s･ / Apo stolo r u mPrin cipe s, Ec cele n sia e a c ulo s,/ E Ca elo pe r uigile s
e x c ubito r e s;/In te r ris v e r o, te r r a ru m Solem / V R B A N O VIIIIPo nt.ver eOpt･M a x･/ Pr o uidtl m
Reipub.Patr e m r ustode min c olu mitatis tu a e. /Quisi minu sbigila s s et,/ M in u sips aquie s ce r e s･
”
(Ge r a rdi, So m m a r]
'
a , fol.43 6v.)
60 a
v R B A N O PRIN CI P EVII. /Vrbe s e r u ata ,/ Et pe stile ntia elibe r a m etu ,/ Vrbis de s e n s o r e s optimi
/P E TR E, A C P A V L E,/ Mate ria m , fe r alibu sde stin ata m Ce n otaphis,/ A dtriu mphale m Ar c u rn
tradu cim u s:/ Fa c e s, a rde r e cur atu m ulu m s olita s･ / Ante Cu r r u mtrim pha ntis s altltis pr a eferim u s;/
Qu a etim uim u sin str u m e nta fu n e r u m,/ Ve rtim u sin n a rgu m e nta gr atiaru m ,
I
/Pla nctu m c o m m uta m us
in pla u s u m,/Sic ope v e str a/ Acte r n asit Ro m a n a, & Barberin a/ Felicita s･
” (Ge r a rdi, So m m a I･,
'
B ,
fol.436v.)
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｢キリス トの エ ル サ レム 入 城+ の シ ンボリズム が 加わ っ た 中世の高位聖職者や キ リス
ト教君主の 歓迎式 ､ 入 城式 に連な る伝統上 に位置 して い た こ とを示 して い る ｡ ロ
ー マ
市内 に現存する 凱旋 門や ､ 皇帝の 属州入城 を記念 した コ イ ンの 図像 に見 られ る よう に ､
古代 ロ ー マ 帝国期 には 皇帝の凱旋入 城を記 念 した 凱旋門が建 立され た ｡ カ ン トロ
ー ヴ
ィ チ によ る と ､ 舌代 ロ ー マ 帝国で は ､ 皇帝の ｢勝利 に満ちた 出立 (Pr ofectio)+ と
｢凱
旋 ･ 到着 (T 血 m pbu s,Adv e ntu s)+の双 方の 機会 に凱旋門が 建造さ れ た
61
｡ また ｢キ
リス トの エ ル サ レム 入城+ の 主題 は 4 世 紀以 降サル コ フ ァ ガ ス 彫刻 に 現れ る が ､ そ
こ で は ｢ユ ダヤ の 王+ 救世主 と して エ ル サ レムの 城門 に入 っ て ゆく キリス トは ､ 舌代
ロ ー マ 皇帝の ｢ア ドウ ェ ン トウ ス+ 図像を 踏襲 して市 の門 に到着する ｢救世主
一君主+
と して描 か れ て い る 62 ( 図12 1)｡ 中世以 降の 聖俗 キ リ ス ト教君主 ( 教皇､ 大司 教 ､
王 侯) の 入 城式で は ､ ビザ ンチ ン皇帝お よび東方教会総主教代理の ロ
ー マ 入 城式 を規
範 と して ､ 市門 にお け る歓迎式典が 都市 によ る従順の 意を表 明 し正 式 に支配 者 と して
迎え る重要 な 役割を果 た して い た ｡ 対抗宗教 改革期に は ､ 1 59 8年ボ ロ
ー ニ ヤ ヘ の ク
レメ ンス 八世 の入 市式の よ う に ､ ロ ー マ 教皇が教皇領都市に 入城する 際 に凱旋 門装飾
が建 て られ た ( 図1 2263)｡ また ､ 上述 し た教皇 の 騎馬行列 ｢ポ ッ ゼ ッ ソ+ にお い て
も ､ セ ナ ト ロ マ ー ノ が カ ン ピドリオに ､ フ ィ レ ンツ ェ 系有力市民が バ ンキ地区 に ､
パ ル マ 公 フ ァ ル ネ ー ゼ 家が カ ンポ ･ ヴ ァ ッ チ
ー ノ に ､ それ ぞれ 仮設凱旋 門を建て て 新
教 皇 を承 認 し称 え る 装 飾 を 施 す こ と は 16 世紀 以降慣例 とな っ て い た
6 4( 図 12 3･
12 4 A B)｡
こ れ らの 行列 にお い て ､ 都市空間の 内部/ 外部を画 する ｢門+ の 下 を支配者と
都 市総行列が通過 す る こ とは ､ ｢な ん らか の神的性格を帯びた 入 城暑が ､ 都市共 同体
へ ｢公現 (Epipba nia)+J して ｢新た な 時代 の 開始+
65を 公 的 に示 す と い う重要な 象
徴性を 有して い た ｡ 凱旋 門装飾 を伴 う ロ ー マ の ペ ス ト行列が ､ 古代 ロ
ー マ 起源の 皇 帝
の入 城式お よび ｢キ リ ス トの エ ル サ レム 入 城+ を原 型 とする凱旋行列の 様相を 呈 して
い た こ とを鑑み るな らば ､ 凱旋 門を通 っ た 行列 が サ ンタ
･ マ リア ･ マ ッ ジ ョ ー レ大聖
堂 に最終的 に 入 っ て い く 式 次第 の 神学 的意味が 明らか にな る の で あ る ｡ すな わ ち ､
61Ka nto r o wic z, Er n st H. ,
"T he
=
K ing
,
s A dv ent
”
a ndthe e nigm atic panels in t he do o r s of Sa nta Sabin a
' '
,
in: The Jrt Bu/Ietin, 26, dec . 19 4, p p. 2 07
-231, p ･2 1 9･
s2 ｢キ リ ス トの エ ル サ レ ム 入城+､ ラ ヴ 工 ン ナ ､ 大 司 教館 ､ マ ク シ ミ ア ヌ ス の 司教座 ;Ka nto r o wic z,
"
The
"King
,
s Adv e nt
”
and the e nigm atic pa n e一s in the do o r s of Sa nta Sabin a
' '
, p ･ 21 5･
6 3 グ イ ー ド ･ レ ー ニ , ｢15 9 8年 11 月 27 日 ク レ メ ンス 八 世 の ボ ロ
ー ニ ヤ 入 城式の た め の 絵画装飾 の あ る
門+, 1 5 9 8年 ､ 版 画 ､ ボ ロ
- ニ ヤ ､ ビ ナ コ テ ー 力 ･ ナ ツ イ オ ナ
- レ
64 建 築 家 ア ン ト ニ オ ･ デ ･ バ ッ テ イ ス テ ィ (デザイン), テ オ ド
ー ル ･ ク リ ュ ー ガ ー (翻 刻)､ ｢162 3年
11 月 19 日ウ ル バ ヌ ス 八 世 の ポ ッ ゼ ッ ソ の ため の ポポ ロ ･ ロ マ ー ノ に よ る 仮設凱旋門装飾 ( 力ンピ ドリ
オ)+､ 1 6 2 3年 ､ 版 画 ; マ テ ウ ス ･ グ リ ュ
一 夕 - ､ ｢1623 年 11月 19 日ウ ル バ ヌ ス 八 世 の ポ ッ ゼ ッ ソ の た
め の ポポ ロ ･ ロ マ - ノ に よ る 力 ン ピ ドリオの 凱旋門+ (Ago stin oM as c a rdi, Le Po mpe del Ca mpl
'
dogll
'
o
p e rla S.ta d]
･
N･ S･ VTba D OV III･qu B Ddop]
･
gl,
･
∂}
･
1po s s e s s o･ ･ ･･ Ro m a, B AZa n et ti, 16 2 4屈 絵部分);To r niai,
･11 Po s s e s s op ntificio n et Te atr odel ta Rom aba r o c c a
''
, p p･ 229
- 246･
65 印 出 忠夫 , ｢都 市宗教儀礼 を通 じて 見 た 中世都市 の ア イデ ンテ ィ フ ィ ケ
ー シ ョ ン ー あ る 問題整理 の
試 み - +､ 『上 智史学』､ 上 智 大学 史学会 ､ 3 8, 19 93年 11 月 ､ 99
-11 8貢 ､ 10 2-10 3貢 ｡
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1 6 3 2年の ペ ス ト行列 は ､ 魂 の救済と ｢新 しき時代+ とを象徴する ｢新 しき エ ル サ レ
A+ へ の ロ ー マ 社会全体の 入 城を意味 して いた ので ある66｡
3) 都市秩序体現 者と して の 公 式行列参加者
ロバ ー 卜 ｡ ダ ー ン トンは ､ 近世初期ヨ ー ロ ッ パ にお ける行列の重要性 を次の よ
う に指摘 して い る ｡ 行列と は ､ 社全体制を構成する とみ な された 威信 ､ 資格 ､ 団体 ､
身分な どを陳列する場所で あ リ ､ い わば都市社会を映し出す伝統的な言語で あ る ｡ 特
に ､ 都市の貴顕 の み から構成される ｢総行列+ は ､ 都市社会の 体制を表現す る都市の
自己表示で ある と 同 時に都市 によ る神 ヘ の声明を具現して い た 6 7｡
行列 を構成 する諸要素の うち ､ こ の都市社全体制の 表現 と い う点 にお い て最や
重要視され るの は , 社会的地位 に対応する行列順序お よび服 装で ある ｡ 都市行列の 中
で も ､ 教会暦大祝 祭や王 の 宣誓日 ある い は飢蓮や疫病の脅威 に際 して行なわ れ る総行
列で は ､ 概 して 行列が 進む に つ れ て 公式的参列者 ･参加者の社会的地位 が高く な リ ､
臓や 都市所有の聖 遺物 , 聖像とい っ た 行列の 中心 をな すなん らか の 要素を最高点と し
て ､ 末尾 に近 づ く に つ れ て 階層が下が る こ とが特徴的で あ る ｡ 例え ば､ ダ ー ン トンが
分 析 した 1 76 8年 モ ン ペ リ エ 市の例で は ､ 先頭 に露払い と して儀伎兵 ､ 指揮 官 ､ 取杖
捧持者 ､ 斧槍兵 ､ ラ ッ パ 辛が 歩き ､ 続 い て 第 一 身分 を体現する信心会 ､ 修道士 ､ 司祭 ､
司 教 ､ 大聖堂参事会員 ､ そ の 後に行列の中心 である聖体を担ぐ市参事会員が ､ そ して
最後 に市政 ･ 司法 を司 る役人たちが 続く とい うもの であ っ た 68こ
こ れ に対 して ､ 1 5 7 1年以 降毎年 1 0月第 一 日曜に ロ ー マ の サ ンタ ･ マ リア ･
ソ プラ ･ ミネル ヴ ァ 聖堂付属 ロ ザリオ 大兄 弟会が行な っ て い た定例 ロ ザリオ行 列は ､
総行列 と は異な る 行列構成で あ っ た ｡ 1625 年の ロザリオ行列小冊 子 は ､ ミネル ヴァ
聖堂や ロ ザ リオ信心 の歴 史か ら説き 起 こ した最 も詳細な 著作であ る 69. それ によ る と(
こ の 行列 は ､ ドメ 二 コ 会お よ び ロザ リオ兄 弟会の幹部と会員たちは い う まで も なく ､
レバ ン卜の 海戦勝利 を想起 させ る教会軍総司令官お よび教会軍兵士 と い っ た ､ ロ ー マ
にお ける ロ ザリ オ行列 が 成立 した歴 史的背景 を象徴する 地位の 人 々 から構成さ れ て い
た 70o そ こ で はt3 - マ の都市社会で は な< ､ カ トリ ッ ク世界を異端から守護す る軍 隊
66 本章 二 節 b) - ⑧参照 ｡
6丁 ロ バ ー ト . ダ ー ン ト ン ､ 『猫 の 大虐殺』､ 海 保 真男 ･ 鷺 見洋 一 訳 ､ 岩 波書店 ､ 1 986年(NY. , 19 84)､ 1 45-15 4
貢｡
68
ロバ - 卜 ･ タ ー ン トン ､ 『描 の 大虐殺』､ 1 45-15 4貢 ｡
69Br a nds,Ambr o sio , Trio nfo del ta glo rio sis sima Ve rgin edeL Sa ntis sim o, 1 625. ;16 50年 の 聖年 に
出版 された以下の 史料も参照 ｡ こ れ は 162 5年 の ロ ザリオ行列を明らか に 一 般 信徒を対象 に記念碑的 に説
明 した もの で あ る ｡ Relatio n edella s otenn e, ede v otaPr o c e s sio n e, chefu fat tadallaVen er. Co mpagnia
deJ Sa ntiss .Ro s a rio di S. Ma ria s opr aM in e rva . Ne=
'An n odeJ Giubi)e o 16 25,prin a Do rn e nic a
d
'
Ot tobr e,Ro m a,Mo n eta ,1650. Foglio 4. (8pp.) [B ibliotec a Co r sinia n a, Ro m a :173･ A･ 7 - int1 31]
70 トラ ン ペ ッ ト隊 - 4 人 の 受託者と 4人 の ロ ー マ 貴 族 (Lo r e n z oAJtieri,Gja c opo de Ma s sini,Pr o spero
Ga eta n o, Be n edet to Ce c chini )､ ドメ ニ コ 会 士 (P, F.Gio .Bat t ista Ma rini)､ 灯火 をも つ 大勢 の 公証
人 一 三 ネル ヴ ァ 修道院 の 十字架 - レバ ン ト海戦勝利 の シ ミ ュ ラ ク ル 円形板絵を銀 の棒 で 支 え る ニ 人の ド
15 5
的秩序が重ん じられ て いる こ とがわ か る o
さ らに ､ 都市社会秩序の 表現で ある総行列の 分析 にお い て は ､
こ れ ら公 式的参
加者と して記 録され て いな い 不参加者の 存在に も留意する
必要がある ｡ ダ ー ン トンも
指摘 して い る よう に ､ 不参加者は ､ 不在 ゆえ に都市の 全体像埋 解 に不
可 欠な ネガテ ィ
プなカ テ ゴリ ー に属 し ､ 公式参加者 と して行列 に は現 れなく と も見物
人や 記 述者 の見
解 に相当の 影響 を及ぼす と考 え られ る
71
｡ こ の ように 都市空 間を舞台 に展 開す る行列
は きわ めて 顕示的な集団行動で あり ､ 行列 へ の 公的参加
･ 不参加お よびそ の 上下 ･ 水
平構造 に明確 に可 視化され る権力 と秩序の誇示 的な 表現なの で ある ｡
した が っ て ､ ポ
ポtj ･ ロ マ - ノ とカ トリ ッ ク教会聖職者の 共催 に よ っ て 営まれ ､
ロ ー マ 市を横 断する
1 6 3 2年の ペ ス ト行列 につ い て も ､ そ の公 式的参加者すな わち行列構成 員と
そ の 順序
を 明らか にする こ とに よ っ て ､ こ の 行列が どの よ うな
｢威信 ､ 資格 ､ 団体 ､ 身分+ 杏
陳列 し､ どのよ うな 都市社会秩序 を表明 して い た のか とい う
こ とを 明らか にで き る と
考え られ る ｡ 『ウル バ ヌ ス 八 世 の ロ
ー マ にお け る都市 の政治 割 にお い て 1 6 3 2年の
行列 に言及 して い る ナス ドル フ ァ
ー は ､ 都市秩序 の 陳列場 と して 行列 を捉え る と い う
視点にた っ て ､ ペ ス ト対策実行者 と行列構成員が 重複 して い る こ と を 明らか に
した 7 2｡
筆者は この 分析を踏まえ つ つ ､ 彼女が詳細 に論 じて は い な い 個別的要素
､ 例え ば服装 ､
少年た ちが 行列に含まれて い る こ との 理 由､ ある い は こ の 行列 にお け る
｢不在者+ に
っ い て も分析を加え る 必 要があ る と考え る ｡
1 6 3 2年の ペ ス ト行列の 公 式参加者 の順序 は 次の よ うな もの で あ っ た
7 3
｡ 嘩I]P^
手 と ､ 枢機卿や ロ ー マ 貴族 の 大勢の従僕が灯火を掲 げて 露払 い を した 後 に
､ ロ ー マ 総
督タ ッ デオ ･ バル ベ リ ー ニ ､ ロ
ー マ 教皇庁在住の 枢機卿た ちが姿をあ らわ した ｡ 総督
と枢機卿たち は ､ 儀礼用 の外套 を着 けて 火を灯 した ろ う そ く を 手に して
い た ｡ 行列の
メ ニ コ 会 士 - 前 後 に 多 く の 灯火
一 口 ザ リ オ十 五玄義を表す - 5の 集 団 ･ さ ら に 三 奥義を表す ため に 三 つ に
分 か れ る(各々 1 5のミ捌 柁 表す標章 と灯火 三 奥義は赤黒自 の服 を着た ド
メ ニ コ 会 士 の 先導 に よ っ て 判
別) - 名 誉 将軍 3人と大勢 の兵士 (Gio ･ Bat tista Te odo] i da Fo rl i･T
i be rio Spe c chi Rom a n o,Fr a n c e s c o
A ]e s sa ndri da Pe r ugia) が交替で rロ ザ リオ の 聖処女+図像 入り織物旗を持 つ
- 2 つ の 兵 士集団 - 五 組 の
独身女性(彼女らへ の 持参金等施 しの ロ ザ リオ会善行 の
一 つ を反 映) と付き添 い の 貴婦人各 ニ 人 ､ 4人 の
先導役貴婦人 (こ の 中 に ドン ナ
･ コ ス タ ン ツ ア ( ドン ･ 力 ル 口 ･ バ ル ベ リ
ー ニ の 妻 教皇 の 姪) - 多く の 聖
職者 , 信 徒 一 灯 火 , トラ ン ペ ッ ト 大蝋燭を持 っ た ド メ 二 コ 全 土
- 力 ル 口 ･ バ ル ベ リ ー ニ (ロ ザ リオ兄弟会
会長 教皇軍給督) と従者､ 前会長 , ス ペ イ ン 王 大使 ニ 人(Du c ad
,AIc ala ･Du c ad i Pa str an a)､ ドメ ニ コ
会 総長 (P. Ma e str oF･ Se r afino Spe e ch- da Pa via)､ 教 皇 宮殿高 官 (P･ F
･ N ic olo R idolf i) - 大 聖 歌隊 ･
楽 隊 と 30人 の 蝋燭
･ ロ ザ リオを持 っ f= F メ ニ コ 会 士
- ミ ネ ル ヴ ァ の 助祭 ･ 副 助 祭 , 修 道院長 , 待 祭 - ｢ロ ザ
リオ の聖母+ 行列用天蓋 Tala m o(全 行程を白 い 衣装 の総勢 1 42人が交替で 運搬) 左右 に
1 0人の 長老 ド
メ ニ コ 全 土 , 騎 馬 ス イ ス 兵
- 金銀 の 松明 4 0本 を持 っ た 運搬 人が半月状 に 囲む
一 高位聖職者 - 後 方 護衛 兵
- 無 数 の 信徒 ･ 見物 人 Br a ndi, A･ , Tr /
･
o nfo deIIa g]orio sI
'
s s J
'
m a Ve rg/
'
n edel Sa ntI
'
s sim o Ro s a r /
'
o･ ･ ･ ･
Ro m a, 1 625, p p. 72
-8 1(くDell
,
Ordin e det la Pr o ce s sio n e. Cap ･ XL〉)･
丁一 口 バ ー ト ･ ダ ー ン ト ン ､ 『塙 の 大虐殺』､ 1 51貢 ｡
T2 Nu s sdo rfe r, La u rie , Civic polit]
･
c s /
･
n the Ro m e of Urba n V/I/, Prin c eto n, Prin c eto nU P･ , 1 99
2,
p p. 15 7
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73 行 列 の 公式参列者順 序 に つ い て は ､ 公 式 小冊子 の記述 に基づ い て ､ ジリ の 日 記や
ロ ー マ 通 信 史料を参
照 し て 人物特定を行 な っ た 上 で 再構成 し た ｡ Ge r a rd i, So m m a
ria･ fol･ 473r - v ･
15 6
先頭をな すこ の 聖俗権威集 団は ｢2 00人以上を数えた
7 4
o+
こ れ に続 い て ､ ロ ー マ の全職人ギル ド構成員が ､ 職種毎に ｢コ ン ソ ー レJ と ､
各 々 の標章の つ い た杖 を持つ ｢マ ンダタ
ー リ+ に率い られて行列 した ｡ 彼らは全て 自
己負担で 購入 した ろ うそ く を 事 に参加 したの で あるが ､ ナス ドル フ ァ ー は ､ ｢野菜売
り (Ortola ni)+ ギル ドの 会合史料 に基 づ い て ､ 貧困の 為に参加が 免除された者以外
は全て の ギル ド員に行列参加義務が課せ られて いた と指摘 して い る 7 5｡ 近世まで の ヨ
ー ロ ッ パ 都市 ｢総行 列+ に職 人階層が加わ る こ とは 基本 的に見られ な い
76
｡ 16 30年
の ボロ ー ニ ヤ の ペ ス ト終票歎願行列におい ても ､ 公 式構成員と して名前が挙げられ て
い る のは ､ ボロ ー ニ ヤ の 主要修道会および聖堂参事会員とロ ザリオ信心会員 ､ 教皇特
使枢機卿ス パ ー ダ ､ 教皇大使代理 ､ そ して都市世俗行政権を 代表する行故長官 ､ 元 老
院お よ び全て の 行政官 に限られ て い る
77
｡ 従 っ て ､ 原則的に全て の ロ ー マ 域人 層が こ
の行列の前半を 占めて い る こ とは非常 に特異な 例と い え る ｡ こ れを 理解する には ､ ペ
ス ト克服 記念行列 とい う 同時代的コ ンテ クス トにお いて考察する こ とが不可 欠で あ る ｡
第 二 章で ロ ー マ の ペ ス ト対策 を論 じた 際に ､ 市門警備に ロ
ー マ の 職人階級が ギ
ル ド毎 に無償動員さ れ た こ と に触れた ｡ この こ とを踏まえ ると ､ ナス ､ドル フ ァ ー が指
摘する よう に ､ ペ ス ト行 列に ｢5 0 0 0人 に上 る と思われ る
7 8+ ほ どの職人が ギル ド単
位で 参加 した理 由 は ､ 彼ら中波市民 の男性た ちがペ ス ト禍か らロ
ー マ を警備 した実践
主体で あ り ､ 彼らが ギル ド会員と して ､ か つ ｢市民自警団+ として行列に公 的に参加
する こ と によ っ て ロ ー マ 社会の安全推特 に貢献 した こ とを公 的に記念するた め の措置
と解釈 で き る 79｡ 行列 の 前半部 を占め る職人たちの 列の 周 囲には ､ 肇備 の為に教皇付
き典礼官が 騎馬で伴走 して ､ 行列が定め られ た順序で秩序を保 っ て行な われ て い るか
を見回 っ て い た ｡ ロ ー マ の カ ー ニ ヴ ア ル 中に恒例の武器携帯禁止措置やル
･ ロ ワ = ラ
デ ュ リ ー の ロ マ ンの暴動研 究が明らか にする よう に8
0
､ 5 0 0 0人と い う 異例 の 規模で
職人集団 が集 まる 機会は と もすれば暴動 に発展する恐 れ があ っ た こ とは ロ
ー マ 当局も
認識 して い た で あ ろう ｡ た だ し､ 教皇庁関連祝祭行事 に花を 添え る騎馬典礼官が ペ ス
7 4 "dic o nto fu r o n opi 血 d i du c e nto
” Ge r a rdi, A･ , So nlna ria , f･ 43 7r 1
75 Ar ch ivio Stato d i Ro m a, 30 ”. C. , uff. 2(Bo n a ri) 16 32, p t･ 1,496v
-97v ･
76 印 出 忠夫､ ｢中世末期ボ ル ド ー に おけるr総行列+ (pr o c e s sio gen e r al is)､
｢入城式+ (introitus)
と フ ラ ン ス 王 権+､ 『紀 尾井史学』､ 上智 大学 ､ 8､ 1 988年 ､ 45
-56貢 ､ 58乱 r総行列+ は基本的 に ､ 都
市 の 全聖職者 ( 宗教的権威 ･ 代 表) と都市行政高官や裁判官 (世俗権代表) か ら構成 され る 8
丁7 ve rita, Do m e nic o, Ve r a r e/at/
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卜行列 に加わ っ て い た こ と は ､ 教皇権 に よ る ギル ド団体の 公式的顕彰行為で あ り ､ ま
た 祝祭の 壮麗 さの 演出の 一 環で もあ っ た と考 え られ る ｡
職人の後 に は ､ 聖歌 隊と楽隊が 聖歌を 奏 して ､ い よ い よ行列の 中心
を なす記念
大幡 の到来 を告げた ｡ 旗の 前後を 囲む特権的位置 を 占め た の は ､ 都市社会
の 権威を 代
表するE]- マ 貴族 と上流階級出身者 ､ およびボポロ
･ ロ マ ー ノ の 官僚 (Fedeli) で あ
っ た ｡ フ ェ デ ー リたち は ､ 赤 の外套 に赤い どロ
ー ド帽 を被 り鍍金 した 杖 をも っ て盛装
して いた ｡ 彼らの中心 には ､ ピ エ トロ ･ ダ
･ コ ル ト ー ナが描 い た 油絵 を ､ 教皇 ､ セナ
ト ロ マ ー ノ ､ ポポ ロ ･ ロ マ ー ノ の それ ぞれの 紋章を縫 い 付 けた 金棚の 刺繍で 縁取 り
した 大幡が ､ 赤 い揃 い の信 心会服を 着た サ ン
･ ピ エ トロ 大聖堂の ｢至 聖な る聖体信心
会+ 所属の 聖職者 によ っ て 担が れ て い た ｡ 高 さ約 4 ･ 5 メ
ー トル ､ 幅約 2 ･ 9 メ ー トル
の 巨大で 重 い 職は ､ 六 本の 長 い 銀製支 え棒で 選ばれ た ｡ ｢サ ル ス
･ ポ プリ ･ ロ マ - ニ +
の 聖母 イ コ ン と ロ ー マ の守護聖人 ( 表
一 聖 ペ テ ロ ､ 聖 パ ウ ロ ､ 裏 一 大 天使聖 ミ カ エ ル ,
聖セ バ ス テ ィ アヌ ス) お よ び ロ ー マ 景観図を描 い た こ の 巨大な峨 こ そ は ､ 行列の 位階
秩序 の 頂点を な して い た ｡ サ ン ･ ピ エ トロ広場で 教皇 によ っ て祝 別された 聖画像 はそ
れ 自体聖 性を 帯びて ロ ー マ 市内を 担ぎまわ さ れ た ので あるが ､ そ の神聖 さ ゆえ に ､ 轍
の 前後は行列構成の うちで 最 も高 い 権威 を付さ れて い た と 見な して よ い で あ ろ う ｡ つ
ま り ､ こ の行列位階の頂 点 には職が 位置 し､ そ れ に次 ぐ地位は ポポ ロ
･ ロ マ ー ノ と ロ
ー マ 貴族た ちが 占め て い た の で ある ｡
興味深 い こ と に ､ 職 の後 ろ に は ､ ｢大勢の 少年 学徒 (Let te rati)+ と ｢孤 児た
ち(Orfa n elli)+ 81が 歩 を進 め て い た ○ 少年た ちは ､ 教 皇の 財政援助を 得て ポポ ロ
･ ロ
マ ー ノ が 出資 して作 らせた 新 品 の 赤 い 服と帽子 の 揃い の衣 装を つ けて いた ｡ そ の 後 に
は ロ ー マ の全兄 弟会 ､ 信徒 会の会 員が そ れぞれ先頭 に十字架 (ほ とん どが 新 しい 銀製
の 重厚な もの) を掲 げて 歩 い た ｡ そ して セ ミ ナ リオ
･ ロ マ ー ノ の 教師陣を先頭 に市内
の 在俗聖職者が ､ そ して ロ シ ュ トム (短い 白衣) を着 けた 全 ての 教区 司 祭 と ､ 司 教座
聖堂 (Ba silic a) お よ び聖 堂参 事会管理 下聖 堂(Collegiato)の 司 祭た ちが こ れ に続 い
た ｡ すな わ ち ロ ー マ 社会の 宗教 的生 活を 司る全聖職者 と ､ 市民 と して 霊 的生 活を 実践
する人 々 ( 信心会員) の 全て が 行列に加わ っ て い た こ と にな る ｡ また ､ カ ン トロ
ー ヴ
ィ チ によ る と ､ 中世初期以来 の王 侯 の入 城式次第を み る と ､ 聖職者 と子 供た ち(男児)
の 参加 は歓迎式に お い て 重要 な位置 を 占め る と い う
82
｡ 幼 児イ エ ス の姿 と照応 する少
年た ち は罪な き純粋な 存在 と して聖化 され ､ 神 の恩寵 を求め また感謝す る都市の 霊的
状態 を表現する た め に職の 直後 ､ すな わ ち聖な るイ コ ンに よ っ て 浄化され た 空間 を歩
く 特権を与えられ た も の と考え られ る ｡
8- Gigli, G. , D ia r I
･
o di Ro m a, l' p ･ 221･ ゲ ラ ル デ ィ の 小冊子 で は ｢少年学童+ のみ記 凱 ジリ は ､ r学
童+ の 後 に r孤児 た ち+ が続 い た と記述 し て い る o
82 Ka nto r o wic 之,
"The "King
,
s Adv e nt
”
and t he e nigm atic pan e一s in the do o r s of Sa nta Sabin a
”
, p ･ 20 8･
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この よ う に ､ 総 じて , 行列の 前半は 世俗社会の構成員が ､ 後半は宗教的社 会構
成員が ､ 行列の核 で ある職 を境 に位階的に配置され て い た こ とが 明らか にな っ た ｡ こ
の ような都市社会の 権威や理 想的秩序を表現した ｢総行列+ の様相 を帯びた ペ ス ト行
列の最後尾は , また もや聖俗双 方の権威で 占められて い た ｡ すなわち ､ 聖職者た ちの
後 に は ､ ウ ン ブ リ ア 司 教 代 理 で 教 皇 代 理 の 枢 機 卿 ア ン ト ニ オ ･ リ ッ チウ ッ 口
(M o n sign or Anto nio Ric ciullo Vicege r e nte Ve s c o v odi Um briatic o)
83が司教の 衣装を
つ けて い た . 教皇代理枢機卿職 は ､ ロ ー マ 司教 としての ロ ー マ 教皇からロ ー マ 全教区
の監督全権を委任 され た高位聖職で ､ 教皇 によ っ て指名され ､ 大司教 と同等の権威を
有する ｡ つ まリ司教の 位階を 示す服装を着けた 彼は ､ ウル/†ヌ ス 八 世の 名の も とにそ
の代理 人すな わ ち ロ ー マ 司教と して 行列に列 して い た ので あ る｡ 最後にはセ ナ 卜 (元
老 院)､ コ ンセ ル ヴァ 卜 - リ( 上院)の 議員たち とカ ー ポリオ ー ニ ( 街区長) 長 官が ,
ペ ス ト対策 を成功 に導い た功績あ る指揮者と して ロ ー マ 都市行政権を代表 して 行列を
締めく く っ た ｡
以上 が公 式参列者の 全てで あ るが ､ こ の 後 に ､ 沿道で行列を見守る 見物人たち
が ､ 大群を な して 続 い た こ とは想像に難くな い ｡ ロ ー マ の聖俗権威 によ っ て構成 され
1
た行列 に追従 して ゆく 身体的行為を通 じて ､ 彼らは行列が体現する と こ ろの 観念を 承
認 し ､ そ の 秩序体系 に自ら身を投 じて体系の下 辺を構成するの で あ る ｡
で は ､ 公式参列者 リス トに名の挙 げられて い な い 人々 ､ すな わ ち総行列 に おけ
る ｢不 在の 存在+ は誰で あ っ た のか ｡ まず指摘 して おかね ばな らな い の は ､ 社会階級
を 問わ ずい か な る 女性 も公 的参列者の 地位を 占めて い なか っ た こ とで ある ｡
1 57 6年 に 力ル ロ ･ ボ ッ ロ メ ー オが 組織 したミ ラ ー ノ の ペ ス ト終幕祈願 行列で
は ､ 隔離政策の 対象 とされた 女性と子 ど もは行列に参加するこ とはおろか ､ 大司 教の
説教を聴く こ とも叶わな か っ た こ と はすで に述 べ た と おリ で あ る ｡ こ れ はボ ロ
ー ニ ヤ
の例 にお い て も同 様で ある ｡ 16 3 0年の ボロ ー ニ ヤ にお け る ｢女性と子 ども に対する
外 出禁止令+ を考察 した 宮崎理 枝氏 によ る と ､ ペ ス トが流行したボ ロ
ー ニ ヤ で は 16 30
年 7 月 2 5日 を筆頭 に 1 6 3 1年 1 月 まで 断続的 に外出制限が続けられた
84
｡ 公示 文の
内容を詳細 に見てみ る と ､ ｢常日 頃認識され て い る こ とで あるが ､ 男性 と比較する と ､
女性と子 どもは 危険に陥 リや すく ､ 病気 に得 る人数 も圧倒的に多い+､ ｢女性 と子 ども
の ､ た い した 必要性 も な い路上の頻繁な往来は ､ そ の家族 に対 して も非常 に危険な行
為で あ る+ と明言 され ､ ｢ボロ ー ニ ヤ 市の い か な る身分 ､ 階層 ､ 地位 ､ 年齢の 女性 ､
また 同様 に 1 3歳以 下 の い か な る子 どもも+ 自宅か らの外出を 禁 じられた
8 5
o 女性 と
83Ge , a ,di, A. , Co m ma , /
･
a , i. 43 7v . ; G igl i, G･ , DI
･
a r J
･
o di Rom a, I, p ･ 221･ ジ リ は､ r教 皇代理+
と しか 書 い て い な い ｡
84 宮 崎 埋枝 ､ ｢ペ ス ト流行 時の r女性と子ど も に 対する 外出禁止令+ を め ぐる
一 考 察 - 163 0年ボ ロ ー
ニ ヤ の 事例 か ら+､ 『日 伊 文化研 究』､ 日 伊 文化協会 ､ 38､ 20 00年 , 80
-91乱
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子 どもの ペ ス ト感染率の 高さ は史実 と して確認で き る もの で は なく ､ こ の ような事実
に反 する 認識の基礎 と して 近世社会 に お け る 差別的な 女性観が 強く 働 い て い た と いう｡
宮崎に よれ ば､ それ は ｢女性やそ の象 徴性 ( 弱さ ､ 危 うさ) へ の｢保 護
一 監視+の怠り
が ､ 男性側の 尊厳 と名誉失墜の 問題 と して解 釈され+ て い た当 時の 女性観念 に もとづ
い て ､ 疫病流行 と慢性的な 経済不 況 と い う問題要因を抱 え た不安定な 社 会情 勢 におい
て 高ま っ た尊厳や 名誉 へ の 執着 と 関心 か ら ｢女性の何 らか の 危機 的状 況が ､ 男性の尊
厳 と い う観 点によ っ て ､ ｢保護 一 監視+され て い た+ こ とを 意味する
86
｡
こ の 見解 は ､ 同 時代 の ロ ー マ に お け る名誉観念と ジ ェ ンダ ー の 関わLJ につ い て
論 じた エ リザベ ス ･ コ ー エ ンの 分析 とあわせ て参照 する こ とで 疫病時の ロ
ー マ にも敢
行する こ とが で き よ う87｡ ロ ー マ で は 16 30年前後 の 疫病 施行 に実際 に見舞わ れ る こ
とは 無か っ た とは い え ､ 市 門警備 に男性中 ･ 上層市民が動 員され て い た の にた い して
女性市民の具体的な べ ス ト対策 へ の 貢献 は記 録 に表れ て い な い ｡ こ の こ とか ら女性た
ち は自ら疫病防衛対策 に従事 する主体 と い う よ りは ､ 社会 不 安を煽 る 危機的要素とな
らな い よう に監視 され る 客体 と見な され て い た と推測で き る ｡ 疫病 と い う危機的状況
に限 らずとも ､ 都市単位の｢総行列+に は そ もそ も女性市民 の 占め る 場所は 身分 階層を
問わ ず見物人以上の もの で は な か っ た こ と か ら ､ 平生か ら の 家父 長 的な 女性監視 シス
テ ム が疫病時 にお い て は さら に強化 され た もの と考 え られ る ｡ た だ し､ 宮崎が 明らか
にする よ うに ､ 外 出禁止令 に抵触 して 裁判記 緑 に表 れ た 女性た ちは 自ら の行為 に違法
性 を認め て おらず､ こ の 行政策 が必ず しも遵守さ れ て い たわ けで はな か っ た ｡
さ らに ､ 女性た ちが ペ ス ト対策の 一 環 と して 救貧 院や施療院で の看護 ､ 女子 の
職能教育 に携わ っ たで あ ろ う こ とは推測 に難く な い ｡ しか し ､ そ の 中心 を担 っ て い た
だろ う修道女た ち ､ 産 婆た ち ､ 女性 民間医療家た ち につ い て 具体 的な考 察を 加 え る に
は ､ 古文書記録 にも とづ い た 社会史的研 究を待 つ 以外 にな い だろ う ｡ 筆 者は ､ こ の よ
う な 考察 の端緒 とな る 史料 に着 目 した . 1 63 0 年に イ タ リ ア に べ ス トが 蔓延 した 時 ､
疫病の流行 に見舞わ れ た 都市 にお い て ､ ある 階層の 女性た ちが ペ ス ト患者の 看護 に従
事 して い た こ とを窺わ せ る興味深 い 文書が あ る ｡
1 6 3 0年 11月 2 日 ､ 大 ペ ス トで ロ ンパ ル デ ィ ア地 方に比 肩す る犠牲を 出 した
ヴ ェ ネツ ィ ア に対 して ､ 教皇 ウル バ ヌ ス 八 世 は ､ ｢ヴ ェ ネ ツ ィ ア 市の ペ ス ト患者 のた
J
･
n te nlPO d/
'
Co ntagio lmmin ente, e pr e s e nte. . . , Bologn a, 1 63 1, p p. 94
-95･ Cfr ･ 宮 崎 ､ 前 掲 論文 ､ 81- 82
頁 に 訳出 ｡
86 宮 崎 理枝 ､ ｢ペ ス ト流行時 の r女性 と子 ども に対す る 外出禁止令+ をめぐる 一 考 察+､ 8 3
-8 4貢 ｡
87 cohe n, E Iiz abeth S. ,
` `Ho n o r a nd ge nde r in the str e ets of e a rly m ode r nRo m e
M
, in: Jo u r n a/ of
Inte rdis cipl in a ry ”/
'
sto ry, 2 2:4, Spring 1992, p p. 59 ト6 2 5. E
･ コ ー エ ン は ､ 中世 騎士道精神と近
世 の 貴族階級 の道徳的 コ ー ド に お い て ( 男性の) ｢名誉観 念+ が そ の 中心的役割を演 じ て い たと述 べ て い
る ｡ 社 会 史的方法を用 い て 近世 ロ ー マ の 庶 民 の 裁判記録 を分析す る作業を通 し て ､ 妻 の 貞節が犯された
男性市民 に よ る ｢儀式化 され た復讐+ 事件など に ､ こ の ｢名誉+ を遵守す る 心 性が娼婦や ｢根無 し草+
の 独身男性など社会 の 周縁 的存 在 に まで 浸透 し て い た こ とを明らか に し て い る ｡ 以 下 も参 臥 Cohe n,
To m a sV. , El iz abeth S. Cohen, Wo rds a I7d de eds in Re n ais s a n c eRo nle. Trials befo r ethe Papa/
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めの精神的 , 物質的救済 につ い ての 小勅+ を発布 した ｡ こ の教皇文書は俗語 に翻訳 さ
れて同年 ヴェ ネツ ィ アで 出版され て い る88｡ その 中で は ､ ｢男女を 闘わず全ての 信徒 ､
ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ､ ､ ､ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ
患者に秘蹟を施 した 聖職者 ､ 医師およ び外科医 , 女性 ペ ス ト患者を看護する産婆 ､ 患
ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ
ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ
者の子 供 に授乳 し養育する乳母 ､ 犠牲者の死 体運搬と埋葬に携わ るもの ､ そ して 患者
を見舞 い ､ 看護 し, 物心 両面 にわ た る善行を行なう全て の信徒 に対 して ､ 神の 慈悲と
使徒聖 ペ テ ロ ､ パ ウ ロ の権威 をも っ て魂の健康を約す+ ことが 明文化され て い る (傍
点引用者) 89｡
傍点を付 した 箇所に着 目すると ､ ペ ス ト時の 病人看護体制の中 に ､ 聖職 者 ､ 医
師およ び外科医 とい う ､ 霊 的､ 医学的治癒に専門的に携わ る男性集団に加えて ､ 産婆
お よび乳母 が動員 され て い た こ とが浮上 する ｡ マ ンゾ ー ニ の 『い い な づ け』で も ､ 1 6 30
年の ミラ ー ノの ペ ス ト患者収容施設で 主人公 レ ンツ オが 嬉約者を探す場面 で ､ 患者 の
赤子の 面倒を 見る乳母 た ち の様子 が 描かれて い る90｡ こ の文学作品 は ､ 古文書史料 に
基づ い た 実証的側面 を も つ こ と から歴史研究書 として読む こ とも可能であり ､ 先 の 教
皇文書に 出て く る疫病対策執行者と して の産婆 ､ 乳母の 存在を傍証するもの と捉 えて
もよい だろう ｡ ､
エ ー レ ンラ イ ク とイ ング リ ッ シ ュ の 研 究に よる と ､ 近世 まで ヨ ∵ ロ ツ パ にお け
る ｢産婆+ とは 分娩 お よび人 口 調整策 と して の避妊知識の教育や嬰児遺棄にも闘わ っ
た婦人科 医療看で あ るだ けで な く ､ 経験的知識 に基づ い て 本草学的医薬の処方や 民 間
治療法を行な う民間医療家で もあ っ た9 1｡ また 近年チ ャ ンパ ー ラ ンドがそ の 博士 論文
m agistr ate s, To r o nto -Buf falo -Lo ndo n, Univ e r sity of To r o nto Pr e s s, 1 993.
88 urba n u sV ‖I, CopJ
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.
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Ve ne zia , Anto nio Pin el li, 1 6 30. 4c . 4o . 【Bib liote c aCa s a n ate n s e, Ro m a; Vol. N is c. 811/1 10･]
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90Ma n z o Ri, A fe s s a ndr o, / Pr o m e s s /
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spo sJ
'
, 1 825-182 7, [ア レ ツ サ ン ド 口 ･
け - 1 7世 紀 ミ ラ ー ノ の 物語』､ 平 川 祐弘訳 ､ 河 出書房新社 ､ 19 89年 ､ 7 32頁 ｡ 】
の 他 に幼児 に授乳 する た め に 雌 山羊が使 われ て い たとも書 い て い る ｡
91 バ ー バ ラ . エ ー レ ン ラ イ ク ､ デ ィ ア ドリ ー ･ イ ン グ リ ッ シ ュ ､ 『魔 女 ･ 産 婆
J
局 ､ リ ぶ ら リ あ選書 , 19 96年 ､ 1 3- 18 頁 ｡
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& c o n s ola n o, & che in n
マ ン ゾ ー ニ ､ 『い い な づ
マ ン ゾ ー ニ は 乳 母 た ち
看護婦』, 法 政 大学 出版
で 明らか に して い る よ う に ､ 近代以 前の ｢健 康/ 病+ 観念 と それ に基づく
｢医療行為+
と は ､ 病人 の 治療 に限定 された もの で は なく ､ 例え ば予防医療や乳児保 育､ ある い は
美 容薬理 学の よう な もの も包含 して い た . しか も重要な こ と には ､ 経 験主義的知識 を
基礎 とする 本草学や 医療行為を 行な っ て い た の は ､ 大学や職能ギル ドで の 理論偏重的
な 公 式医学教育か ら排除 され た 非公式的民間医療家た ちで あり ､ その 大部分 は女性医
療 家だ っ た 92｡ 公式医師制度の 確立 と とも に ､ 医学教育 を受け た 男性 専門家の 間で 内
科医 の外科 医に 対する 卓越化が制 度化 され つ つ あ っ た 15､ 1 6世紀 に は
93
､ 医師免
許制 の導入 や 魔女裁判を 通 して 医学制 度からの 女性民 間医療家の 組織 的な 排除が進め
られ た 9 4｡ こ の よ う な 男性 公 式医師 の ､ ｢産婆+ た ち を主 とする 民 間医療家 に 対する
優 越性 ､ 正統性を 保証 する制度上 の男性支配 を確立する
一 方で ､ 筆者 が引用 した教皇
勅書 に明言され て い る よ う に ､ 医療 の現場 におい て は ｢産婆+ や
｢乳 母+ と い っ た 女
性 たちが 労働力と して 動員 され て い た ので ある
95
｡
ロ ー マ で は全市 を挙 げた 疫病対策が効 を奏 して ペ ス ト流行 は阻止 され た が ､ そ
の 貧民隔離政策 にお い て 女性貧 困層 も隔離の対象 と され た こ とは すで に述 べ た と おり
で あ る ｡ 男性貧困 層が ､ 年齢 ､ 労働 力と して の 資質の 有無 によ っ て 分 け られ て い たの
に 対 して ､ 貧民女性 は 一 括隔離 されて い た ○ 近世 の ロ
ー マ にお ける 貧民女性 に対する
慈善事業 は ､ 女子修道院 は も と よ り ､ キ ヤ ロ リ ン
･ ヴ ア ロ ー ンが 論 じて い る よ う に ､
自らの私財 ( 遺産等) を貧民 女性た ちの 保護 と惰性の た め に投 じた 未亡 人女性 の 活動
の重要 な 部分を な して お り ､ 疫病 時 に限 定され た もの で は な か っ た
96
｡ こ れ らの 慈善
施設 は ､ オラ トリオ 会神父 な ど との 協 力のも とで ､
一 定 の 財 と自由をも っ た 女性 と修
道女 によ っ て 運営され て い た ｡ ヴ ェ ネツ ィ ア に関す るウル バ ヌ ス 八 世の 文書 が示 すよ
う に女性患者の 看護に ｢産婆+ ｢乳母+ が従 事 して い た こ と と ､ ロ
ー マ に お け る ジ ェ
ンダ ー 別の貧民政策を 考慮 するな らば､ ペ ス ト危機の 際に貧 困層 と見な された 女性た
92cha mbe rLa nd, CeJe ste , Fe m a/e be a/e r sa nd the bo u nda rie s of m od/
'
c a/ pr a ctic e /
'
n Po st -P /ague
Engla nd, Ph. Dis s. , Co n c ordia Univ e r sity(Mo ntr eal, Ca n ada), 19 97･ 特 に 序 論参 軌 先行医療史研 究
が前提とす る ｢医療+ ｢健康+ 観念 が近代的な医療観 に限定され た もの で あリ ､ そ の よう な姿勢が
これま
で 女性民間医療家 の 歴史を無視する結果 に つ な が っ て い る との 彼女 の批 判 は ､ 真筆 に受 け止 め る ベ き で
ある｡
93 力 ル 口 ･ M ･ チ ポラ ､ 『ペ ス トと都市 国家 - ル ネ サ ン ス の 公衆衛生と医師』､ 日 野 秀逸訳 ､ 平 凡社 ､ 198 8
年 ､ 1 20-1 43貢 B
94 バ ー バ ラ ･ エ ー レ ン ラ イ ク , デ ィ ア ドリ
ー ･ イ ン グ リ ッ シ ュ ､ 『魔 女 ･ 産 婆 ･ 看 護婦』､ 22-2 9乱
95･ マ ー ガ レ ッ ト L ･ キ ン グ ､ ｢ル ネ サ ン ス の 女性+､ 荻 野 美穂訳 ､ 『ル ネ サ ン ス 人』, エ ウ ジ ェ
ー ニ オ ･
ガ レ ン 編 ､ 近 藤 恒 - ､ 高 階 秀爾他訳 ､ 岩 波書店 ､ -9 90年 ､ 1 99 1年
3
､ 36 5- 432貢 ､ 38 4責 ｡ キ ン グは ､
近 代 初 め まで ヨ ー ロ ッ パ の 女 性 の 大半が産 婆, 女 惟医師 の もとで 医療を受け て い た の は ､ 女 性 の 美徳 と
し て 求 め られ て い た ｢慎み+ ゆえと指摘 し て い る ｡
96valo n e, Ca r olyn ,
=
Wom e n o nthe quirin aL Hi lt: Patr o n age in Ro m e, 1 56 0
- 16 30
”
･ in :Art Bul/et/
'
n･
7 6, n . 1, 19 94, p p.1 29
- 46･ 例 え ば ､ ク イ リナ - レ の 丘 周辺 には女性 市民 の パ ト ロ ナ
ー ジ ュ に よ っ て 建
設 ､ 運 営され た聖堂や施設 が林立 し て い る ｡
一 例 を挙 げると ､ サ ンタ ･ マ リ ア ･ デ ル ･ リ フ ー ジオ ( 過
難所 の 聖母) の名 を冠 し た 慈善施設 は ､ ジ ュ リ ア
･ オ ル シ ー ニ ･ ラ ン ゴ ー ネ侯 爵夫人(1581 年 か ら未亡
人)がオ ラ トリオ会神父ボ ン ベ オ
･ パ テ - リ の 助 けを借 リ て 1 593年 に 建 て た 貧民女性お よ び未亡人 の た
め の 保護施設 で あ っ た ( 一 つ は r貧 し い が 正直 な 未婚少女(Zitel le)+ の ため ､ 他 は r援助 を必要と し て
い る評判 の良 い未亡人+ の た め)｡ (Valo n e, p p･ 136
-7 ･)
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ちが収容され た 修道院 に お いて 実質的な運営事業に携わ っ た 人々 の 中に ､ 修道女や｢産
婆+, ｢乳母+ た ちが含 まれ て い た こ とは容易 に想像で きる･｡ と こ ろが ､ 一 連の ペ ス ト
対策の結果 と して ｢ペ ス トを克服 した+ ことを祝う 1 6 3 2年の ペ ス ト行列 におい て は ､
修道女さ えも公式参列者 と して 祝祭 に関わる こ とはで きなか っ た ｡ それ ばか りか ､ 1 6
世紀か ら 1 7世紀 にか けて カ トリ ッ ク教会の修道女 ､ 女性宗教 家に対する方針 は ､ 修
道院の壁の 中 へ の 囲い 込 み と活動の 制限とい う圧 力を加え始め る とい うもの で あ っ た ｡
中世末に比 べ て 女性宗教家 ､ 神秘家 に対 して減少した こ とや ､ アヴィ ラの聖女テ レジ
アの ような神秘 家で 宗教改革者 で さ えも男性異端審問官が与え た ｢小さき 女性+ とい
う位置付け を受 け入れ た 上で 自らの 改革精神を説く戦略を余儀なく され た こ と ､ あ る
い は トレ ン ト公会議 にお け る改革の 一 つ と して修道女には厳格な隔軒が課 される よ う
にな っ た こ とな ど､ 対抗宗教改革運動 における ミ ゾジ ニ ー の数々 が指摘されて い る97｡
こ の よう な抑圧的環境 にお い て ､ 病人や 貧民 ､ 孤児らの世話 に当た っ た修道女 たちの
社会的貢献は公的祝祭の場 にお いて 賞賛され る こ とはな か っ た ｡
次に着目 す べ き は ､ 階級の 問題で ある B 女性は身分階級を問わず公 的祝祭の 表
舞台か ら排除 されて い たが ､ 男性市民のうちで も ､ 何らか のギル ドに所属 し疫病対策
の無償労働 に動員され ､ 行列の 為に ろう そく を購入で きる経済基盤を もつ 階層 よ.りも
社会的地位の低 い 未熟練工 や 日 雇い 労働者 ､ 未成年男子は ､ 基 本的に公 的参列者か ら
除外され て い た ｡ さら に ､ 外国人居住者 を除い た市民階級で はな い 都市居住者 ､ すな
わち農村部か らの流入 民を 主体とする都市貧困層は ､ 公式祝祭記録を見て い る 限り ､
｢公 的場 におけ る不在者+ とい う視点を導入 して初め てネガと して 浮上 してく る存在
である ｡
被ら貧民 は ､ 第 二 章で 述 べ た と お り ､ 三 つ の カテ ゴリ ー に分 類され て 強制労働
もしくは 強制隔離の 対象 と された ｡ この 隔離政策が 16 3 2年の 行 列実施まで に解 除さ
れて い た か どうか は 不 明で あるが ､ 仮 に貧民層が行列見物を許され て い た と して も ､
記 念式典の 主体的参加者 とは見なされ て い な か っ た ｡ 彼らが公的記録 にお い て言及 さ
れるの は ､ 行列の 前 日お よ び 当日午前中の教皇およびポポEj ･ ロ マ - ノ によ る ｢喜捨+
の対象 と してで あ り ､ ある い は貧 しい が 娼婦 に身を 落とさなか っ た 女性たち(zitelle)
のうち選ばれ た もの だけ が ｢処女 の結婚+ の儀礼にお いて慈善事業の 対象 とな る こ と
ができ た にすぎ な い ｡ また貧民 と同様 ､ 施療院 に ､ あるい は富裕で あれ ば修道院付属
の 病院や 自邸 に隔離され て い た であろ う病人や何らか の障害を も つ 人々 は ､ 路上 に出
97webe r
, Alis o n,
"Lit tle wome n: Cou nte r- Refo r m atio n mis og yny
”
(19 90), in: The Co unEe r-Refo r m atio n.
The e s s e n[ia/ r ead/
'
ngs, ed. by Da vid ”. Lu ebke, Malde n(hla s s.), Bla ckw e] 1 publshe r sln c ‥ 19 99,
p p, 143- 162. 女 性 宗教 家た ちがそ の 発言を封じられ た神学的根拠は､ キ リ ス ト教 ミ ゾジ ニ ー 的 神 学の 基
礎をなすパ ウ ロ書 簡 ( 第 一 コ リ ン ト書 14:34 -37､ 第 一 テ ィ モ テ 書 2:1卜14) に おけ る ｢女性 は 公 の 場 で
発言す るな か れ+ とす る 教 え で あ リ ､ 女性 に は 従順と沈黙を義務と し て 与 え 教育者と して の 役割を否定
する姿勢 で あ っ た (I
･
bI
･
d. , p p.145 -46.)｡
163
て いた とは考え にく く ､ 最 良の 場合で も 隔離場所が行 列経 路上 に面 して い れば窓から
見 る と い う限定 的な 参加に留ま っ て い た と思わ れる ｡ とは い え ､ ロ
ー マ およびイタリ
ア諸都市 に お い て 疫病時 に出 された 療育状が勧め る 個人的信 心業 と ､ 1 6 32年 の ロ
ー
マ の 行列の 最後 にサ ン タ ･ マ リア
. マ ッ ジョ ー レ大聖堂広場 に集 ま っ た 信徒 に祝福と
購宥が 与え られ た こ と を鑑み るな らば ､ カ トリ ッ ク信 徒で ある 限り ､
一 連の 祝祭から
霊 的恩恵を 受け る こ とは で きた はずで ある ｡
第三 に指摘す べ きは ､ 非力 トリ ッ ク教徒た ちは こ れ らの ペ ス ト記念行事か ら完
全 に排除され ､ い かな る恩恵も受け得な か っ た とい うこ とで ある o ロ
ー マ で も ユ ダヤ
教徒は ゲ ッ ト ー に隔離 さ れて い た し ､ 中世以来 r ペス ト塗 り+ 嫌疑 の筆 預 対象 と して
迫害 され て い た異教徒 た ちは ､ カ トリ ッ ク信仰 へ の 改宗以 外 に危険視 と迫害か ら逃れ
る術 を持ち合わせて い なか っ た ｡ した が っ て ､ い わ れ な き 迫害の 口 実を 与え か ねな い
ペ ス トの危機が 終荒 した と い う点で は彼らもこ れ を歓迎 した で あ ろ う が ､ 宗教的次元
に お い て は ロ ー マ の ペ ス ト克服記念 を祝う こ とも ､ そ こ か ら頗罪 と救済 の約束 を得る
こ と も ､ 彼らには 無縁 で あ っ た ｡
こ れ まで指摘 して き た 公式的行列参加者と , そ の ネガ と して浮 か び上 が っ てく
る ジ ェ ンダ ー ､ 階級 ､ 宗教 によ っ て 多様な集 団とが ､ ロ
ー マ の 都 市社会 を構成 して い
た とする な らば､ 行列 に お い て 明らか に された ｢理想的都市社会 の 秩序 ､ 威信+ は支
配的で あ っ た にせ よ社会全体 の
一 部を 占め る にすぎな い 人 々 のもの だ っ た だ ろう ｡ 以
上考察 してき た よ う に ､ ペ ス ト行列 の描写を 通 して ､ ベ ス トの 危機 に勝利 した 16 3 2
年の ロ ー マ が 公 式記 録著者 によ っ て どの よ うに捉え られ て い たか が 多少 明 らか にな っ
た の で は な い だ ろうか ｡ それ は すな わ ち ､ ポポ ロ
･ ロ マ ー ノ と教皇 庁の 二 つ の 権威の
傘下 に入 る こ との で き た支配者層 と ､ 都市社会 の 実質的構成主体 で あ る 中層以上の 男
性 市民か らな る確固 と した性差 ･ 身分制社会で あ っ た ｡
中世 に遡 る プシ コ マ キ ア とそ の ル ネサ ンス 的表現 と も いえ る ベ トラル カ の 『ト
リオ ンフ イ(凱旋行列)』 が ある概念を｢行列+で 表 した 理 由 に つ い て ､ 若菜み どり 氏は ､
それは ｢何も のか を至 上 の価値 と しな い 行列は あり得な い+ ゆえ に ｢行列の 中心 で あ
る 一 つ の観念 ( 寓意) へ の 賛美 ､ 肯定を意味する た め で ある+ と論 じて い る
98
｡ つ ま
り ､ 行列 の真の 意味は ､ A 地点か ら B 地点 へ の 通過 に で はな く ､ 中心 とな る概念 へ
の ア ポテオ ー ズ にある の で あ り ､ そ れ ゆえ に行列 の基本的形式は上 下構 造( 主従 関係)
と水平構造 ( 中心 と周 縁) の 二 つ の 構造か ら成 るの で あ る
9 9
｡ 後者 ､ すな わ ち水平構
造 につ い て は ､ 行列の 順序を分析する こ と によ っ て ､ 全体 と して ｢ペ ス トに勝利 した
ロ ー マ 社会+ の秩序体系の 表現 を見出すこ とが で き た ｡ こ れ に続 い て ､ 行列の 中心 に
98 若 桑 み ど リ ､ r行 列 の 図像学+､ 『lS. Pa n o r a mic m aga zin eIntelle ct 良 Se n sitivity』､ ポ
ー ラ 文化
研究所 . 3 4, 19 86年 ､ 1 4
-17 頁 ､ 15､ 17 責 ｡
99 若 桑 み ど リ ､ ｢行列 の 図像学+, 16 貢 o
1 64
おかれて い た の は い かな る観念だ っ た の か とい う こ と ､ お よび中心 と行列参加者 ､ さ
らに見物人と の上下 構造に つ い て考察をすすめな けれ ばな らな い ｡ これ まで の 社会史
的分 析を踏まえ た上で ､ 次節で は ､ こ の ペ ス ト行列の中心 を占めて い た記念大幡 につ
いて考察を お こ な い ､ 過去ある い は 同時代の 他の行列旗との比較分 析を通 して ､ ペ ス
ト行列にお け る聖母 マ リア 信仰 のメ カ ニ ズムとい う 本論の核心的問題を指摘す る ｡
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第 三 節 行列用 職 図像分析 :rサ ル ス ｡ ポプリ ｡ ロ マ - ニ + の聖 母 と
ロ ー マ 守護聖人
1) ピエ トロ ･ ダ ･ コ ル ト ー ナの 起 用 とバ ル ベ リ ー ニ 家
聖都 ロ ー マ が ペ ス トの 危機 を克服 した こ と を記念 する ､ と い う ロ ー マ 史上重要
な 意味を 有する記念 行列の 中心 とな る ぺ き大幡 の制作 には ､ 1 6 3 0年代以 降の 盛期バ
ロ ッ ク絵画 を代表す る芸術 家 ピエ トロ . ダ ･ コ ル ト ー ナが 起用された ｡
ト ス カ ー ナ地 方 の コ ル ト ー ナ 出 身 の ピ エ トロ ･ ベ ッ レ ッ テ ィ ー ニ(Pietr o
Be r r ettini da Co rto n a1 59 7- 1 6 6 9)は ､ 16 0 9年か ら 11年まで フ ィ レ ンツ ェ の 画家ア
ンドレア ･ コ ツ モ ー デ ィ の 工房で 学ん だ後 ､ 11年か ら 1 3年に は 師 と とも に ロ ー マ で
活動 した ｡ そ の後バ ッ チ オ ･ チ ャ ル ピのエ房 で の 8年 間の修行 を経 て ､ 1 6 2 2･ 3年頃
か らは独立 した画家 と して ロ ー マ で活動 し始 めた ｡ 生誕 30 0年を 記念 して 1997 年に
開催 された 展覧会 『ピ エ トロ ･ ダ ･ コ ル ト - ナ 1 5 9 7- 1 6 6 8』 に 際 して近 年の 研 究成
果 を集約 して 出版 され た カ タ ロ グ によ っ て ､ コ ル ト - ナが 盛期バ ロ ッ クの 代表的芸術
家と して成功する過程 を理 解する こ とが で き る ｡ 画家 と して 独立 する 間の 初期の コ ル
ト ー ナ作品 と して ､ ロ ー マ 近 郊フ ラ ス カ ー テ ィ の ヴィ ッ ラ ･ ア ツ リ ゴ ー ニ ･ ム ー テ イ
(Villa Ar rigo ni Muti)の 三 作の フ レス コ 画(16 17年頃)
1 0 0
､ ロ ー マ の パ ラ ッ ツ オ ･ マ ッ
チ イ のガ ッ レ リア 装飾(1 62 2年)､ フ ィ リ ッ ボ ･ コ ロ ン ナのた めの 礼拝 堂祭 壇画 ｢キ
リ ス トの復活 と コ ロ ン ナ衷の 人々 + 1 01(16 2 2/2 3年) (図 1 25) な どが挙げられ る ｡ ロ
ー マ で の 本格的活動 を開始 して 約 1 0年後 に ､ 彼は ポポ ロ ･ ロ マ ー ノ か らの ペ ス ト行
列の臓制作委嘱を受 けて 芸術家と して さらな る成功の 一 歩を 踏み 出 した ｡ そ の 直後 に
は パ ラ ツ ツ オ ･ バ ル ベ リ ー ニ の 大広 間天上装飾 に抜擢 され て 法悦的バ ロ ッ ク絵 画 の端
緒を開き ､ ロ ー マ の ア ツ カ デ ミア ･ ディ , サ ン ･ ル ー カ の 院長を務 め て ロ ー マ 画壇を
代 表する まで にな っ た(1 6 34･ 38年). 1 6 3 7年以 降に は トス カ ー ナ大公 フ ェ ル デ ィ ナ
ンド ･ デ ･ メデ ィ チ ニ 世 の 依頼を 受け て フ ィ レン ツ ェ の パ ラ ッ ツ オ ･ ピ ッ チ イ の ス ト
ウ ー フ ァ の 間､ 惑星 の詰 問の大規模 フ レス コ 画装飾 に着手する な ど ､ ロ ー マ と トス カ
ー ナ にま たが る 活動 を展 開した 1 02｡
こ の よう に ピエ トロ . ダ ･ コ ル ト - ナが 30年代 に急速 に成功 を収 め る に至 る
過 程の 一 つ と して ､ 1 63 2年の 行列旗制作を 位置付 け る こ とが で き る と筆者 は考え る ｡
川 … ｢獅 子 の 穴 の 中の ダ ニ エ ル+ ｢紅海横断+ ｢天 か らの マ ナ の 降下+ コ ル ト ー ナ ヘ の 帰 属 は 論争 中で
あ る ｡ フ レ ス コ 装 鋳 の 一 部 は ボ ン ベ オ ･ ア ッ リ ゴ ー ニ に よ っ て 口 ド ヴ ィ ー コ ･ チ ー ゴ リ と/てッ シ ニ ヤ ー
ノ に 委 嘱されたも の だ が ､ 16 13年 に 前者が死去 ､ 1 6年 に は 後者も制作を中断 し､ 委 嘱 者も同年死去 して
い る ｡ Pietr oda Co rto Tl a1597 -1 6 69, c atatogo del la m o str a, Ro ma , Pala z z oVe n e zia 31ot tobr e1 99 7-10
feb br aio 19 98, M ila n o, EJe cta , 19 97, p. 4 78.
-o' ピ エ ト ロ ･ ダ ･ コ ル ト - ナ ､ ｢キ リ ス トの 復活と コ ロ ン ナ家 の人 々 +, 1622/2 3年 ､ 画布､ 油 彩 ､ 2 03
× 131cm ､ ロ ー マ ､ ガ ッ レ リ ー ア ･ コ ロ ン ナ
102 浦 山雅司 ､ ｢17 世 紀 フ ィ レ ン ツ ェ 絵 画 と メデ ィ チ 家の 美術保護 - ピ エ ト ロ ･ ダ ･ コ ル ト - ナの 招 聴 を
巡 っ て - +､ 『日 伊 文化研究』､ 日 伊 文化協会 ､ 30､ 1 992年 ､ 86-9 9頁 ｡
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本節にお ける筆者 の 意図は あく までも ､ 1 6 3 2年の ペ ス ト行列 職 に コ ル ト ー ナが起用
される背景 を 1 7世紀初頭 ロ ー マ の 芸術パ トロ ナ ー ジ ュ か ら読み 解こ う とする もので
あるの で ､ こ こ で は ' 初期作品 の様式や図像解釈学的分析は行な わず､ ウル バ ヌ ス 八
世を輩出 した バ ル ベ リ ー ニ 家周辺の パ トロ ンと コ ル ト ー ナの 関係を明らか にする に留
めてお きた い ｡
バ ル ベ リ ー ニ 家と コ ル ト ー ナの正 式な芸術保護関係は ､ 1 6 2 3年にマ ッ プ ェ オ ･
バル ベ リ ー ニ が ウル バ ヌ ス 八世と して教皇 に選出された直後に遡る ｡ ウルバ ヌ ス 八世
が教皇 と して 初めて 行な っ た建築計画は ､ 若き ベ ル ニ ー こ を起用 して前キリ ス ト教時
代の バ シ リカ をバ ロ ッ ク聖 堂に変身させ た サ ンタ ･ ビビア ー ナ聖堂 (16 2 4･2 6年) で
あ り ､ その 内部身廊の フ レス コ 装飾を コ ル ト ー ナに委嘱したの である1 03｡
1 6 0 6年 に枢機卿 に叙階され た マ ッ フ ェ オ ･ バ ルベ リ ー ニ は ､ 16 L 卜1 4年 に教
皇大使と して 滞在 した ボ ロ ー ニ ヤ か らロ ー マ に帰還した後に ､ 芸術収集や作家 ･ 詩人
の文化サ ー ク ル組織な ど芸術保護 に没頭 した ｡ 彼の 人文主義的サ ー クル には ､ 同 じ ト
ス カ ー ナ出身の銀行家で 人文主義 と詩 に傾倒 して い たマ ル チ ェ ッ ロ と ジ ュ リオ の サ ッ
ケ ッ テ ィ 兄 弟が属 して いた ｡ マ ッ フ ェ オ の教皇選出後は ､ 政治的にも親バ ル ベ リ ー ニ
勢力の 中核 と して 活躍 する と と も にそ の 芸術的世界の 形成 に重大な役 割を果 た した
1 0 4
｡ マ ル チ ェ ッ ロ ･ サ ッ ケ ッ チ イ は 1 620 年頓に新たな 才能ある芸術 家を発掘する中
で ピエ トロ ･ ダ ･ コ ル ト ー ナを見出 し､ パ トロ ン として保護すると と もに ､ 考古学の
碩学カ ッ シア - ノ ･ ダル ･ ポ ッ ツ オ や ､ 詩人 ジャ ン ･ バ ッ チ イ ス タ ･ マ リ ー ノら との
交流を仲介 した 1 0 5｡ サ ッ ケ ッ テ ィ の保護 と 1 7世紀前半 ロ ー マ の 芸術文化の指導的人
物の影響を 受 けて ､ 2 0 年代の コ ル ト ー ナは古典芸術お よびラ ッ プ ア エ ツ ロ ､ テ ィ ツ
ィ ア ー ノ ､ ミケ ラ ン ジ ェ ロ ､ ポリ ド 一 口 ･ ダ ･ カラ ヴァ ッ ジオな どの作品 の 研 究を深
め る こ とが で き た ｡ 1 6 2 4年に は ､ マ ル チ ェ ッ ロ の 依頼で 多く の作品 を制作 した が ､
そ の中 には ､ ラ ッ フ ァ エ ツ ロ の ｢ガラテ ア+ の模写1 0 6(図12 6)やテ ィ ツ ィ ア ー ノ の ｢ウ
エ ヌ ス の 凱旋山車+､ ｢バ ッ カ ス の凱旋+ な どの模写が含まれて い た 10 7｡ 1 6 2 3年 8 月
6 日 に マ ッ フ ェ オ ･ バ ル ベ リ ー ニ が 教皇ウルバ ヌ ス 八世と して 選出され る と ､ 教皇庁
宝物長官 に任命さ れ た マ ル チ ェ ッ ロ ･ サ ッ ケ ッ テ ィ は ､ 教皇およびバル ベ リ ー ニ 家に
柑ユ
Ha ske(I, Fr a n c舌s , Patr o n s a ndpainte r s. ) study I
･
n theGe/at io H Sbetw e e n/ta/ ia 〝 a rt a nd s o ciety
in the age of the Ba r oqu e, r e vis ed a nd e nlarged ed = io n, Ne wHa v e n a nd Lo ndo n, YaLe Univ e r si ty
Pr e s s, 19 80, p p.3 8
- 40.
104
サ ッ ケ ッ チ イ 家 の ロ ー マ に お ける成功は ､ マ ッ テ ィ 家 やス パ ー ダ蒙 らと並ぷ教皇庁政治 に おけ る バ ル
ベ リ ー ニ 豪勢 力 の 筆頭と し て の 役割と結び つ い て い た ｡ 163 0年代 の盛期 バ ロ ッ ク
･ ロ ー マ 文 化 の 成立 に
もサ ッ ケ ッ テ ィ 兄 弟 の 貢献を無視する こと は で きな い ｡ ロ ー マ の 政 界 に おける サ ッ ケ ッ チ イ 象 の 位置 に
つ い て は以下を参照｡ Fo si, Ir e n eP. , A/I'ombr adei Ba rbe r I
'
n /
'
. Fade/ta e s erv I
'
z /
l
o ne//a Go m abaro c c a,
Ro m a, Bulzo ni Ed ito r e, 19 97. ; 芸 術 保護 に つ い て は以下 ｡ Ha skel l, Pa(r o H S a nd painte r s, p p･ 38
- 40.
105Briga nti, Giul ia n o, PI
.
etrO da Co rto n a ode/la p/
･
t tu r abar o c c a, Fir e n z e, Sa n s o ni Edito r e, 19821 ,
p. 136, 13 7.
706 ピエ トロ ･ ダ ･ コ ル ト ー ナ ､ ｢ラ ッ プ ア エ ツ ロ の rガ ラ テ ア+ 模写+､ 画布, 油彩 ､ 2 6 7×205c m , ロ
ー マ ､ ア ッ カ デ ミ ー ア ･ デ ィ ･ サ ン ･ ル ー カ (In v.210)
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ピ エ トE] ･ ダ ･ コ ル ト ー ナを紹介 した ｡ 教皇 一 族 との 強力な秤を得た コ ル ト
ー ナは ､
先 に述 べ た と お り ､ サ ンタ ･ ビビア ー ナ聖堂左壁の フ レス コ 装飾 を任 され て , 教皇か
らの直接の 保護を獲得 した 1 8 ( 図12 7･ 1 28)｡ 披は 特 に教皇の 甥で あ り ､ ペ ス ト危機
に教皇庁衛生局 長官を 務め る こ とにな る枢機卿 フ ラ ンチ ェ ス コ
･ バ ル ベ リ ー ニ の保護
を 受け て , 1 627 年 には サ ン ･ E)レン ツ オ ･ フ ォ リ ･ レ ･ ム ー ラ 聖堂の た め に 二 つ の
葬礼モ ニ ュ メ ントを デザイ ン し ､ また 同年 5 月 と翌年 2 月 に は サ ン ･ ピ エ トロ 大聖
堂造 営局か ら祭壇画制作の 依頼を受け た
109
｡ 後者の造営局か らの 委嘱は ､ グイ ー ド ･
レ ー ニ に決定 して い た サ ンテ ィ ツ シモ ･ サ クラ メ ン ト礼拝堂主祭壇画の 制作を ､ レ ー
ニ が ロ ー マ を離れ た こ と を 受けて ､ コ ル ト ー ナ に依頼 したもの で ある
1 10
｡ カ ス チ ル ･
フ ザ ー ノ の ヴィ ッ ラ ･ サ ッ ケ ッ チ イ の 内部装飾(16 2 7年末 - 29年 4 月)や サ ッ ケ ッ チ イ
兄 弟の 肖像画
111 ( 図1 2 9･ 1 3 0) と 同 時期に当 た る サ ク ラ メ ン ト礼拝 堂祭壇 画 ｢聖 三
位 一 体+ 1 1 2( 図1 3 1) は ､ ジ ャ ン ･ ロ レ ンツ オ ｡ ベ ル ニ ー ニ に よ るチ ポリオ (聖体橋)
と とも に 1 6 3 1年 に祭壇 に設置され た ｡ しか し ､ 神殿 を模 した チポリオ によ っ て 祭壇
画の下 半分 は覆わ れ て しま っ た ｡
1 6 2 9年 9 月 に マ ル チ ェ ッ ロ ･ サ ッ ケ ッ チ イ が病 死 した後も , コ ル ト ー ナ はす
で に確立 して い た バ ル ベ リ ー ニ 家の 保護を さ らに強 固な も の に して い っ た ｡ 1 6 2 9年
にカ ル ロ ･ マ デル ノ が死 去 した こ と によ っ て ､ コ ル ト ー ナ は ク ワ トロ ･ フ ォ ンタ ー ネ
通LJの 豪邸 パ ラ ッ ツ オ ･ J†ル ベ リ ー ニ の建造事業を引き継 ぎ ､ こ こ で ベ ル ニ ー ニ や ボ
ッ ロ ミ ー ニ と ともに建築 家と して 活動 した ｡ 彼 に よ っ て 練り 直さ れ た プラ ンは施主か
らあま り に負担が大 き い と して 一 部 しか採用 され な か っ た が ､ 彼 の建築 家と して の才
能 は 1 63 9年 の カ ー ニ ヴ ァ ル で 柿落 と し され る こ と にな る テ ア ト ロ ･ バ ル ベ リ ー ニ
(19 3 2年破壊)にお い て も公 にされた ｡ 3 1年に はバ ル ベ リ ー ニ 家綴れ 織 シ リ ー ズのた
め の カ ル ト ー ネを委嘱 され ､ さ らに同 家パ ラ ッ ツ オ の 最初の 装飾に 着手 して 弟子 の ロ
マ ネッ リと とも に礼拝 堂フ レス コ 装飾を行な っ た ｡ こ の 年 に大広 間天 井工 事 が終 了し ,
3 2年未 に は盛期バ ロ ッ ク 絵 画の代 表作 と見な さ れ る そ の 大規模 フ レス コ 装飾が 開始
川7 pietr o da Corto n a1 597 - 16 69, p. 4 78.
TO8 ピ エ ト ロ ･ ダ ･ コ ル ト ー ナ ､ ｢聖 女 ピビア ー ナの 死+､ r殉 教者聖 フ ラ ヴ ィ ア ヌ ス +, 16 2 4･2 5/26年 ､
フ レ ス コ ､ ロ ー マ ､ サ ン タ ･ ピ ピア ー ナ聖 堂 , 身廊 左壁 ;Briga nti, P/
J
etr o da Co rto n a, p. 1 37. 初 期
キリ ス ト教殉教聖人 の 生涯 を描 い た こ の 聖堂装飾は ､ ア ン ト ニ オ ･ ポ ジ オ やカ ッ シ ア ー ノ ･ ダ ル ･ ポ ッ
ツ オ ､ チ ェ - ザ レ ･ バ ロ ー ニ オ ら の 対抗宗教改革精神 に基づ い たキリ ス ト教的古代 へ の 関心 の 高まり に
影響を受けて い る の は明ら か で ある｡ また ､ ニ ッ チ の 中 に 置 か れ た 彫像 の ような イリ ュ ー ジ ョ ン を 生む
意匠が施され た殉教者聖 フ ラ ヴ ィ ア ヌ ス らの 下 に は ､ 教 皇 ウ ル バ ヌ ス 八 世 の 紋章 の 黄金 の蜜蜂が ､ 自 大
理石 の よう に描 い た 盾 の 上 に 見える｡
109 r聖 プ ロ ケ ッ ス ス と聖 マ ル テ ィ ニ ア ヌ ス に 洗礼を授け る聖 ペ テ ロ + の祭壇画 (1 627 年 5 月) P/
'
etr oda
Co rto n a1597 - T6 69, p. 4 79.
110Briga nti, Pietr oda Co rto n a, p. 1 38.
= 1 ピ エ トロ ･ ダ ･ コ ル ト - ナ ､ ｢枢機卿 ジ ュ リ オ ･ サ ッ ケ ッ チ イ の 肖像J､ 1 6 2 7年 ､ 画 布 ､ 油彩 ､ 1 3 0×
98c m ､ ロ
ー マ ､ パ ラ ツ ツ オ ･ サ ッ ケ ッ テ イ ;rマ ル チ ェ ッ ロ ･ サ ッ ケ ッ チ イ の 肖 像+､ 1626･2 9年 の 間,
画布, 油彩 ､ 13 3× 9 9cln ､ ロ ー マ ､ ガ ッ レ リア ･ ボル ゲ - ゼ (In v.3 6 4)
‖ 2 ピ エ トロ . ダ ･ コ ル ト - ナ ｢聖 三 位 一 体+ 162 8-31 年 ､ 画 布 ､ 油 彩 ､ ヴ ァ チ カ ン 市国 ､ サ ン ･ ピ エ ト
ロ ･ イ ン ･ ヴ ァ テ イ カ - ノ 大 聖堂 ､ サ ン テ ィ ツ シ モ ･ サ ク ラ メ ン ト礼拝堂主祭壇
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された ｡
パ ラ ツ ツ オ りヾル ベ リ ー ニ ヘ の来賓 を迎 えるた め の こ の大広間の天 井装飾 には ､
すで にタ ツ デオ り †ル ベ リ
ー ニ の後押 しで ア ンドレア ･ カ マ ッ セイが 委嘱を 受けて い
た ｡ とこ ろ が ､ G ･ B ･ /て ッ セ リの伝記 によ る と ､ コ ル ト ー ナが ペ ス ト行列職を制作
した 3 1年の うちに ､ ジ ュ リオ ･ サ ッ ケ ッ テ イ ､ フ ラ ンチ ェ ス コ ･ J†ル ベ リ ー ニ お よ
び教皇助言者だ っ た あ るイ エ ズス 会士たちの意見によ っ て ､ ウルバ ヌ ス 八 世は決定を
覆 して ピエ トロ ･ ダ ｡ コ ル ト ー ナ に再委嘱する に至 っ た ので ある 1 13｡ パ ル ベ リ - ニ
家を栄光化す る ｢神 の 摂理+ 主題 の 天井装飾は 1 14､ ヴ オ ー ル ト全体を フ レス コ 画 ､
ス トウ ツ コ 装飾 で覆う イ リ ュ ー ジ ョ ニ ス テ ィ ッ クな 天井画の端緒を開い た も の で ､ 様
式的にも革新的な 位置 を 占め る (図 1 32)｡ ベ ル ドン ･ ス コ ッ トは ､ これ を ｢ネポテ
ィ ズモの イ メ ー ジ+ と評 して い る が 11 5､ こ れ はウルバ ヌ ス 八 世が 教皇庁政治 に お い
て近親者や 同郷 者か らな るバ ル ベ リ ー ニ 豪勢力を重臣につ けてネポチ イ ズモ 政治を展
開した こ と と照応 して い る ｡ サ ル コ フ ァ ガス な どの膨大な 古典芸術コ レク シ ョ ンを誇
る パ ラ ッ ツ オ ･ /†ル ベ リ ー ニ の 建立の ほか にも1 16､ 選出直後からウルバ ヌ ス 八 世は ､
サ ン ･ ピ エ トロ 大聖 堂交叉 部の聖使徒の茎の上 にべ ル ニ ー ニ とボ ッ ロ､ミ ー ニ の デザイ
ンによ っ て 建立さ れ た青銅製の パル ダ ッ キ ー ノ に象徴され る大規模造営事業 を次々 と
行い ､ こ れ らの 先進技術 を駆使 して 建て られ た壮大な モ ニ ュ メ ントにバ ル ベ リ ー ニ 家
の紋章を 刻印す る こ と に よ っ て 自己 の支配 の栄光化 に務め て いた 1 1 7( 図1 3 3)｡ そ の
中で もパ ラ ツ ツ オ ･ バ ル ベ リ ー ニ の ｢神 の摂理+ はまさ にコ ル ト ー ナが バル ベ リ ー ニ
家のア ポテ オ ー ズに貢献 した 芸術家で あ っ た こ とを端的に示す作品で ある ｡
ジ ュ リ ア ー ノ ･ ブリガ ンテ ィ は ､ ピ エ トロ ･ ダ ･ コ ル ト ー ナ の モ ノ グラ フ にお
い て ､ 16 3 2年の ペ ス ト行 列の 大幡は 1 6 3 1年 5月 2 5日 に完成 した と して い る1 1 8｡ し
た が っ て ､ サ ッ ケ ッ テ ィ 家と知識人た ち ､ そ して バ ル ベ リ ー ニ 家との 一 連の 交洗と芸
術保護を 通 して 築かれ た コ ル ト ー ナの キャ リ アの 上に ､ 16 32 年の ペ ス ト行列 用 大幡
‖3Briga nt i,
of Pa/a z z o
= ピエ ト ロ
16 32･3 9年,
P ietr odaCo rto na, p . 139. ;Sc ott, JohnBeldo n, /m age s ofuepot/
'
s m･ Thc pa J
'
ntcdc e /
'
J ings
Ba rbe r/
' '
ni, Prin c eto n, Prin c eto nUP. , 19 91, p p.1 26
-7･
デ ィ ヴ ィ ナ ･ プロ ヴ ィ デ ン テ ィ ア
･ ダ ･ コ ル ト ー ナ ､ ｢神 の 摂 理の勝利 (バ ル ベ リ
ー ニ 家の 栄光)J､
フ レ ス コ ､ ロ ー マ ､ パ ラ ツ ツ オ ･ バ ル ベ リ ー ニ ､ 大広 間天 井
115 sc ott, /m ace s of Nepo(is m.
”6 そ の 古 代 コ レク シ ョ ン を注解 し, バ ル ベ リ ー ニ 家 の 人文主義的文化を賞賛する 著作が ､ バ ル ベ リ
ー ニ
象の 気運が傾き つ つ あ っ たウ ル バ ヌ ス 八 世治世末期 にな っ て か ら で は あるが刊行された｡ Tetij,
Hie r o nymi, J8de s 8a rb8 r /
'
n a e ad 如 /
'
r /
'
I7aJe ma Comite 〃J
'
e r oJ7ym O TetJ
'
o Per vsiJ7Dde s c r J
'
pta e, Ro m a e,
Exc udebat Ma s c a rdu s, MD CX L[ ]. Svpe rio r v mPe r mis s v. (4 0x24) 232 fog[i･ (p ･ 195)
Jn cision e(prin cipale o impo rta nte) 36. [BibJ iote c aAngelic a, Ro m a :L ト22
-6]
--7 パ ル ダ ッ キ ー ノ の 建 造とそれ に教皇庁軍備 の先端技術が用 い られて い た こ と を 明ら か に し た カ
ー ヴィ
ンの 研究 は ､ 社 会 史的美術 史 に科学技術史 の観点を導入 した 画期的なも の で あ る . Kirwin, W = ia m
Cha nd le r, Po w e r sNatch/e s s. ThePo nt if/
･
c ate of Urba nV/I/, the Balda ch/
'
n ･ a nd GI
'
a nLo r e n z oBernin /
'
･
Ne w yo rk -Wa sh ingto n, D. C : Bal =m o r e-Be r n
-Fr a nkfurt a mMaけぃBe rlin
-Wie n-Pa ris , Pete r
Lang(He r me n e utic s of a rt, Vol. 6), 1997.
118 Briga nti, Pietr o da Co r(o n e, p .】39.
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の 制作 と い う名誉が位置する こ とがわ か る ｡ つ ま リ ､ 行列用臓 の委嘱 を受 け る以 前か
ら ､ コ ル ト - ナ は ロ ー マ の 芸術界 におい て
一 定の 地歩を獲得 して い た の で ある ｡ ポポ
ロ ･ ロ マ ー ノ の職制作委嘱の決 定の 際に コ ル ト
- ナを 推挙 した 人物 が ､ 衛 生局長官枢
機卿 フ ラ ンチ ェ ス コ ･ バ ル ベ リ
ー ニ 自身で あ っ た 可 能性は 非常 に高い ｡ また ､ コ ル ト
- ナを見 出 した 最初の パ 卜tjン ､ サ ッ ケ ッ テ ィ 家の ジ ュ リ オは ､ 16 2 6年 にウ ル バヌ
ス 八 世 に よ っ て枢機卿 に叙階さ れ て ､ 教皇大使 と して派遣 された フ ェ ツ ラ
ー ラで ペ ス
ト対策 の指揮 に当た っ て い た ｡ 教皇庁衛生 局が教 皇領都市 と頻繁 に連絡 を取 リ合 っ て
ペ ス ト対 策を 指示 して い た こ と を第 ニ 章で 述 べ た が ､ そ の 長 官枢機卿 フ ラ ン チ ェ ス
コ ･ /†ル ベ リ ー ニ ､ 衛生局 幹部の G ･ F ･ サ ッ ケ ッ テ ィ や カ ッ シ ア
ー ノ ･ ダル ･ ポ ッ
ツ オ ､ フ ェ ツ ラ ー ラの 枢機卿 ジ ュ リオ ･ サ ッ ケ ッ チ イ と ､ こ の 度の ペ ス ト対策機構の
中枢 にあ っ た 人物 は コ ル ト ー ナの パ トロ ンで も あ っ た ｡ した が っ て ､ 彼を 職制 作 に任
命 した ポポ ロ ･ ロ マ ー ノ の 決定 はバ ル ベ リ ー ニ
一 門とそ の 勢力の 大き な 影響を 受 けた
もの と推定せ ざるを得な い ｡ つ ま り ､ コ ル ト ー ナは ｢ポポE]･ ロ マ - ノ の 画家+ とい
う よ り は ､ ｢ウルバ ヌ ス 八 世 とバ ル ベ リ ー ニ 家 ( 特に枢機卿 フ ラ ンチ ェ ス コ) の 画 家+
と して こ の大 コ ミ ッ シ ∃ ン に起 用 され た と考え られ る の で ある 119｡
ピ エ トロ ･ ダ ･ コ ル ト - ナは こ の 大幡制作の 報酬 と して ､ ボポ ロ ｡ ロ マ ー ノか
ら計 1 5 0 スク ー デ ィ の 支払 い を受 けて い る ｡ 3 2年 の ペ ス ト行 列お よ び関連儀式 に
関するポポ ロ の 会計文書 に よ る と ､ 同年 3 月 15 日 にまず ｢ ペス ト克服記念行 列のた
め の ス テ ン ダル ド(行列用 職) 制作費用+ と して 3 0 スク
ー デ ィ が 支払わ れ た 1 20. ナ ス
ドル フ ァ ー は こ の 史料を根拠 に ピエ トロ ヘ の 報酬は 3 0ス ク ー デ ィ で あ る と述 べ て い
る が 1 2 1､ 彼 女が 用 い た 同 じ文書 を筆者 が 検分 した 結果 ､ さ ら に 3 月 3 1日 に は 1 20
ス ク ー デ ィ が 追加 され て い た こ とが 分か リ ､ 絵 画制作 の報 酬は合 計 1 5 0 スク ー ディ
に 上る こ とが 明 らか に な っ た 1 2 ｡ ポポ ロ は 画布 の 両 面 に油彩 で描 か れ た 絵画 の ほ か
119 コ ル ト - ナ が枢 機卿 フ ラ ン チ ェ ス コ ･ バ ル ベ リ ー ニ の 特 別 の 保護を受け て い た こ とは ､ 1 6 32年 の ペ
ス ト行列職 ､ パ ラ ツ ツ オ ･ バ ル ベ リ ー ニ 大広 間天井画 の ほ か に も ､ 16 3 3年 の サ ン ･ 口 レ ン ツ オ ･ イ ン ダ
マ - ソ 聖 堂 の ク ア ラ ン 卜 - レ の た め の 祝祭装置デザイ ン に 彼が起用され た こ と にも表れ て い る ｡ 教 皇庁
向春院 (Ca n c el le ria) が置 かれ た建物地階 にあ る こ の 教区聖堂 で は 1 6世紀末以来毎年カ ー ニ ヴ ァ ル 期
間中 にク ア ラ ン ト ー レが 行 なわれ て い た が ､ 1631 年以降 は聖堂名義司祭を兼ね た 尚書院院長職 の 枢機卿
が これを主催 し て い た . 33年 時点 に こ の 要職 に あ っ た の は , 枢 機 卿 フ ラ ン チ ェ ス コ ･ バ ル ベ リ ー ニ で あ
リ ､ 彼 が コ ル ト ー ナ を装置デザイナ ー に 起 用 した こ とも ー 連 の パ ト ロ ナ ー ジ ュ 関係 に 類する ことを指摘
し て お く 必要が ある だ ろう ｡ 新 保 淳 乃 , ｢ク ア ラ ン 卜 - レ 祝 祭装置 の分析 一 対 抗 宗教改革期 ロ ー マ の イ
エ ズ ス 会付属信徒金主催祝祭 - +､ 『美 術史』､ 美祷 史学会 ､ 14 9､ Vol. L. No ･ 1､ 2 00 0年 , 7 9
- 96貢 ､ 8 3貰
および表 1 を参照された い ｡
120 ･-A ll. S. ri P ietr oCo rto n aP itto r e s cdiTr e nta rn. ta s cdi da n n o a c o nto della P itu r a che fa n e[Io
ste nda rdo , che de ve ser vir e n ella Pr o c e s s. n e da fa r si in ringr atiam . to a S･ N. 1I l･ pe r la
pr e se r v at . n edella C itta d i Ro m a, e Stato Ec c･ o da[ m at Co ntag gio si che pagati Dati d ie 1 5 Ma rt
ij
16 32: - - - - - -30.
'' (Registr odi Ma ndati a fa v o r edegliOff iziali, et Artisti del Pop･ Ro m･ Cr ed･ V l,
To m o30, A. D. 16 32. Denari spe si pe rla Pr o c e s sio n efatta ministr aJia ”. r di S.P. ”. / pe rla pr e s e
r u ot . r edella C itta d i Ro m a, e Stato Ec c. (lesjastic)o dal m at Co ntagio s odel l
'
a n n odel S ig. (n o)r e
1 63 2.〉 [Ar ch ivio Sto ric o Capitol in o, 臣o m a :Cr ed. Vl, V OL. 30, fol .1 59r ･]
121 Nu s sdo rfe r, Civic po//
'
t/
'
c s in the Ro m e of urba n V/I/, p･ 1 57, n ･ 2 9･
1 2 ` ` A[S. ri Pietr oCo rto n a s c ud i Ce nto v e nti m . ta s e[i da m epe r u n o, et intie r opaga n. to della
1 70
に ､ こ れ を教皇やポポ ロ ･ ロ マ
ー ノ の紋章の刺繍の 入 っ た飾 リ枠で 装飾▲して職に仕立
てるた め の布地 ､ 刺繍用 の 金糸 ､ 絹糸 , 金 ･ 絹製 フ リ ン ジ ､ 鍍金加エ を施 した額縁な
どの費用 と こ れ らを職 に仕
.
立て る旗職人 ヘ の報酬も支払 っ て い る1 23 ( 史料3)｡ こ れ
らを総合する と ､ 大幡全体は 1 0 95 ス ク ー ディ 7 0モネ 一 夕 の 金額をか けて制伸 され
て い た こ と にな る ｡
16 30年代以降の コ ル ト - ナは ､ バ ル ベ リ ー ニ 家や トス カ - ナ大公 ､ ある い は
修道会勢力か らの委嘱 をか けもち､ チ 一 口 ｡ フ ェ ツ リ らの弟子 と= 房を構え て ロ ー マ
の 芸術界を代表する画家 ､ 建築家､ 祝 祭装置考案者 ､ 美術理 論家と して ますます成功
を収め て い っ た ｡ 彼 の大 パ トロ ンで あ る枢機卿 フ ラ ンチ ェ ス コ をは じめ と してバ ル ベ
リ ー ニ 家勢力も ､ ペ ス トの 危機の後 に 一 層の権勢を誇るよ う にな っ た ｡ 人文主義的準
養 に造詣の 深か っ たウル バ ヌ ス 八 世の 治世には ､ 1 6世轟己未の カ ー ニ ヴ ァ ル や 世俗 的
娯楽を 非難する 声は影 を潜め , 代わ り に毎年のカ ー ニ ヴ ァ ル で仮装山車行列 の意匠を
競い 合い ､ 祝祭日 には大規模で 創意 に富ん だエ フ ェ メラル装飾を建てて都市空 間を舞
台装置化 して しまうバ ロ ッ ク ･ ロ ー マ の祝祭が 開花した ｡ その 転換を象徴的に表わす
の が､ 16 32 年の ペ ス ト行列の約 - ケ月 前 に初演され ､ 16 3 4年のポ ー ラ ン ド新王 大使
の ロ ー マ 来 訪 時 に リ ヴ ァ イ ズ さ れ 再 演 さ れ た 宗 教 劇 ｢聖 ア レ ク シ ウ ス
(sa nt'Ale s sio)+ や ､ 枢機卿 ア ントニ オが主催 した 1 6 34年の ナ ヴオ ー ナ 広場 一 杯 に
舞台が設 け られ 仮装 山 車が動 き 回 る島主轟義貞な どで 頂点を 極め る1 2 4､ 大規模なカ
ー ニ ヴ ァ ル祝祭の 恒常化で ある ( 図1 34･ 1 3 5)｡
例え ば 162 6年の カ ー ニ ヴ ァ ル で は ､ パ ラ ツ ツオ ･ バ ル ベ リ ー ニ で上 演され た ､
アル ドブラ ンデ ィ ー ニ 家の た め に ドメ ニ コ ･ マ ッ ツ オ ツ キ (1 592- 16 6 5) が 作曲 した
オペ ラ ｢ア ド ー ネの 幽閉+ に フ ランチ ェ ス コ ､ ア ントニ オの バル ベ リ ー ニ 兄 弟が 列席
した ｡ こ れ が 1 6 3 9年 に開場するバ ル ベ リ ー ニ 劇場建設の契機とな っ た可 能性 はお お
い にあ る 1 2 5｡ 翌年 も大冷害の た め 熱病等で 死 者が多数出た が ､ カ ー ニ ヴ ァ ル は熱気
を帯びた 1 26｡ こ の 時に は 口 - マ の 旧貴族 コ ロ ンナ家との結婚政策 に成功 して 近郊 の
Pit tu r afat ta n e= i Ste nda rdo in ringtatla m. to 且 s. ”. ll t. pe rIa pr e s e r v at. n edella CittÅ di Ro m a,
e stato Ee c. o dal m a一e Contag gioso pr o c e s sio n alm . te po rtato dalJa Ba silic ad i S･ Pietr o atla
Ba si =c adi S. ta Ma ria Mag gio r edal Cler o, e Po . (polo) Ro . (m a n o), e la stato in d･ (et t)a 8a s= c a
d iS. ta Ma ria Mag gio r eChe pagati Datid ie 31 Na rtij1 63 2. -
-
-
- - -120･
” (Registr odi Ma ndat i ‥ ･)
[Ar chivio Sto ric o Capitol in o, Ro m a :Cr ed. VL, V OI.3 0, fol.1 60v .] しか し ､ コ ル ト - ナ は す で に 美
術ア カデ ミ ー の 指 導的芸術家 で あリ バ ル ベ リ ー ニ 泉 をパ トロ ンと し て 芸締家と して 名声を得 て い た し､
また 3 メ ー トル 近 い 大きな画布の 両面 に描 か れた 械 であ っ た ことを考 え る と ､ 15 0 スク ー デ ィ と い う値
は 少な いよう に思 える ｡ 教 皇 庁古文書館 に保管され て い る 衛生局会計史料 に当た る こと が で き れば ､ お
そ らく教皇庁側 か らの 報酬 の 事実 が 明ら か に な る 可能性はあるだろう ｡
123く Registr 8d 川andati ‥ .〉 [Ar chivio Sto ric oCapito= n o, Ro m a :Cr ed･ Vl, voL･ 30, foI･ 1 59r
-162r ･]
124Be ntiv og[io,Guido, Fe sta fat ta ]
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n Ro m e a//I
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25 d/
'
FebraI
'
o NDC XXX/ Ve data in /”c e da VJ
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taJe
Na s c a rd/
･
, Ro m a, Ma s c a rd i,16 35. [Bib =ote ca AngeJic a :C
-7- 47/ 9] こ の ジ ョ ス トラ の 脚本 家は グイ
ド ･ ベ ン テ ィ ヴ ォ リ オ ､ 演 出家 は フ ラ ン チ ェ ス コ ･ グイ ッ テ イ ｡
12S今 谷 和徳 ､ 『バ ロ ッ ク の 社会 と 音楽 上 - イ タリ ア
･ フ ラ ン ス 鳶』, 音楽 之友社 ､ 1986 年 ､ 83貢以 下 D
126[BibLiote c aVat ic a n o :Av visi d i 臣o m a, Cod. Urb .1 097, 13, 17febb.]C le n e nt i, Fi=p po , I ICa r n e v a/e
r om a n o n e/ /a c r ona che c ontempo r a n c e, 2v ols . , Roma, Tip･ Tibe T
･ina di F･Set tii･ 1899, I, p ･371.
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パ レス トリ ー ナを領土 と して 獲得 した 夕 ッ デ オ リ †ル ベ リ
ー ニ は ､ ア ンナ ･ コ ロ ンナ
との婚礼を 祝う催 しを 自邸で 行な っ て い る
127
｡ ペ ス ト危機の 最中 にあ っ た 16 3 0年春
にもカ ー ニ ヴ ァ ル が 中止 され る こ とな く ､ コ ル ソ通 り の ｢仮 装山車行 列が出て ､ 騎罵
試合に はカ トリ ック 国大使 の 宮廷 から三 十人の 騎士 が参加 して 人々 の 一 大集合 と化し
た 128+｡ しか し ､ ペ ス トの南下 と と もに危機感が 高ま っ た こ と を示 すよ う に ､ 1 6 31年
に は予定 され て い た カ ー ニ ヴ ァ ル は ､ ペ ス ト危機 に対 して 悔俊 を示 す た め に 中止 され､
こ の 年の た め に準 備さ れて い た 宗教 オ ペ ラ ｢聖 ア レク シウ ス+ の上 演 も見送 られた
1 29
｡ ペ ス ト危機が 去リ ､ 疫病 対策 に無償動 員さ れて い た 職人層 か ら不平 が 出始 めて
い た 1 6 32年の 2 月 のカ ー ニ ヴ ァ ル で は ､ こ の度ウル ピ ー ノ 公国が 教皇領 に再併合さ
れた こ とを 祝 っ て ､ フ 土 ッ ラ ー ラ の 伝統的 バ リ オが 特別 に催 された 130o ウル ピ ー ノ
公 フ ラ ンチ ェ ス コ ･ マ リア ･ デ ッ ラ ･ ロ ー ヴ ェ レニ 世 は ､ 公 位継承者 とな る ベ きだっ
た 息子 の 天 折を橡 に ､ ウル バ ヌ ス 八世 の圧 力 に屈 してウル ピ ー ノ の 教皇領入 り を受け
入 れ た ので ある ｡ 16 3 1年 4 月 に彼 自身が 没する と ､ そ の ロ ー マ 総督 ( プレフ ェ ツ 卜 ･
デ ィ ･ ロ ー マ) の名誉称号は ､ ウル バ ヌ ス 八 世の甥 夕 ッデ オ ･ バ ル ベ リ ー ニ ヘ と移さ
れ ､ 8 月 にはウル ピ ー ノ か ら戻 っ た 夕 ッ デオが ロ ー マ 総督 と して の ｢ポ ッ ゼ ッ ソ+ の
た め に盛大な入 城式を行な っ て い る1 3 1｡ 16 3 2年 2 月の カ ー ニ ヴ ァ ルで は ､ 以 前か ら
枢機卿 フ ラ ンチ ェ ス コ が準備 して い た ｢聖 ア レ ク シ ウス+ (SB nt'A le s sl
'
0) 132 と い う
伝説 的な ロ ー マ の 聖人を扱 っ た 宗教オ ペ ラが ､ 晴れて パ ラ ツ ツ オ ･ バ ル ベ リ ー ニ で 上
演され た ｡ これ には ､ 後 にク レメ ン ス 九世と して教皇位 に上 る脚本家 ジ ュ リオ ･ ロ ス
ビリオ ー ジ (16 0 0･ 6 9) が執筆し ､ 教皇庁 シス テ イ ー ナ礼拝堂専属音楽家ス テ フ ァ ノ ･
ラ ンデ ィ (1 58 6/7･ 1 6 3 9) が 作 曲 して ､ コ ル ト - ナ も枢機卿 フ ラ ンチ ェ ス コ の 画 家と
して 舞台装置の制作 に 関わ る と い う 具合 に当時の先端 的芸術 家が集め られ て い た 1 3 ｡
127今 谷 和徳 ､ 『バ ロ ッ ク の 社会 と音楽』､ 上 ､ 8 3貢 ｡
コ ツ リ ･ ロ マ - ニ に 点 在す る丘 の 一 つ に あ る パ レス トリ ー ナ は ､ 古代 の フ ォ ル ト ウ - ナ 神 殿が発
掘 された こ とで も有名 で あ リ ､ 遺跡 の 上 に 建 て られ た ヴ ィ ッ ラ ･ バ ル ベ リ ー ニ はそ の 円形 プ ラ ン を活 か
した 建築 で ある ｡
128[Bib ]iote c aVatic a n o :Av visi d i Ro m a, Cod. Ot tobo nia n o33 3 7] C[e m e nti, F. , / ∫Ca r n e v a/e r o nla n O,
I, p. 3 76.
129Ha m o nd, Fr ede rick, MU G /
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ni patr o n age u nde rurba n Vl//,
An n Arbor(Michiga n), Ya一e U P. , 1 99 4, p . 2 02.
130 Gigli, D/
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a r /
'
o di Go m a, I, p. 2 19.
131 Gigli, Dia r/
'
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'
Ro m e, [, p. 206.
132 くSa nt'山 essio〉は ロ ー マ の 貴 族 に 生まれ た が ､ その 身分と家族 の全 て を捨て て東 方巡礼 に 出て ､ 帰 郷
後そ の 変わ リ 果 てた姿 に 家人 に も気づ か れず自ら名乗 る こ となく ､ 生家 の 階段下 で 苦行僧と して 生きる ｡
元 の 豊かな生活 に戻る よう悪魔 に誘惑され ､ 妻子 が彼を探 し て 巡礼 に で る の を引きとめようとす るが天
使 の 出現 で 誘惑 に勝 つ ｡ 死 後 に 彼 の 持 っ て い た 手紙 に よ っ て 真 実を知 っ た 家族 は ひ どく 悲 しむが ､ こ の
謙 遜 と忍従 の 美徳 を象徴す る人物 は死後天 に迎えられ た ｡ 初 期 キリ ス ト教 時代 の カタ コ ン ベ ､ 中世 聖堂
が地層上 に重な っ た ロ ー マ の サ ン ･ ク レ メ ン テ 聖 堂 に は､ こ の 聖 人 の 生 涯を接 い た 中世期 の壁画があ る ｡
伝 説 的人物だが ロ ー マ で は聖 人と して 崇拝され ､ ア ヴ ェ ン テ ィ ー ノ の 丘 に は聖人 に 献堂され た聖 堂が建
っ て い る ｡ バ ル ベ リ ー ニ 象 の 栄華を誇 る劇場開幕 に こ の 伝説が選ばれ た背景 にも ､ サ ン タ ･ ビ ビア ー ナ
聖 堂の 場合と同 じく ､ や は リ初期教会 とカ トリ ッ ク教会 との 史的連続性を探求 した ト レ ン 卜公会議後 の
考古学 的関心と関係 して い ると思われ る｡
133163 2年 に 初演され た <Sa nt
'
A le s sio> が ､ ク ア ト ロ ･ フ ォ ン 夕 - ネ 通 リ の パ ラ ッ ツ オ 内 に 造られ た テ
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研演後 1 6 34年の カ
ー ニ ヴ ア ル 中に再演 された この 宗教的 ｢メ ロ ドラ マ+-の主人公聖
ア レク シウス が ､ 粗末な 部屋で 息を引 き取ろうとす る瞬間 を ､ 1 6 3 8年に コ ル ト - ナ
は描い て い る
134 ( 図1 3 6)｡ 夕 ッ デオ ･ バ ルベ リ ー ニ の 妻ア ンナ ･ コ ロ ンナの依頼 によ
る こ の作品で は ､ 瀕死 の ア レク シウス の 上に天か ら雲と光の グロ リア と天使が 降下 す
る劇的場面 が ､ 光 と対角線構図 によ っ て 一 層強調されて い る ｡
以上の よう に ､ 1 6 3 2年の ペ ス ト行列職を制作 した ピエ トロ ･ ダ ･ コ ル ト - ナ
も ､ そ して彼の 大パ トロ ンだ っ たバ ル ベ リ ー ニ 豪勢力も､ この 度の ペ ス ト危権 の克服
を境に 一 層の 成功を収 め た ｡ また 文化史的には 16 3 0年を境 に初期バ ロ ッ クから盛期
バ ロ ッ ク へ と大き な 様式上 の主流の変化が 見 られ る ｡ こ の歴 史的文脈 上に ､ 32 年の
ロ ー マ の ペ ス ト克服 記念行 列が 位置 して い た の で ある ｡
2) イタリ ア諸都市 の ペ ス ト行列旗と の比較
不幸な こ と に ､ ピ エ トロ ･ ダ ･ コ ル ト - ナが描 いた 32年 ロ ー マ の ペ ス ト行列
の大幡は現存 して い な い ｡ 我 々 が 知る こ とが で き るの は ､ 行列報告書の なか でゲ ラル
ディ が描 写 して い るそ の主題だ けで ある ( 史料1 参照)｡ 大幡 につ い て の 物的証拠 が
残 っ て い な い と い う 限界 を補 うため に ､ 本論で は第三 章で挙 げた イ タ リア語都 市の
様 々 な べ ス ト行 列の 旗や 職 との形 式上およ び主題選択上の比較を通 して こ れ を考察す
る と いう方法を と る ｡
ゲ ラル デ ィ と ジ リの 記述 によ る と ､ コ ル ト ー ナの臓は ､ 縮約 4 50セ ンチ ､ 幅
約 29 0セ ンチ と い う 大き な もの だ っ た ｡ 油絵の 周囲 には教皇ウル バ ヌ ス 八 世 とポポ
ロ ･ ロ マ ー ノ の 紋章が 施 された金欄の刺繍枠が 付けられて いた ｡ こ の臓は両 面 に 図像
が描か れ て いて ､ 行列が 都市を進 む に つ れ て こ れ を迎える人と見送る人の双 方向に向
けて視覚的メ ッ セ ー ジ を放 つ よ う に考案 されて いた ｡
ま ず ､ 表面 には ､ 上景 にサ ンタ ･ マ リア ･ マ ッ ジ ョ ー レ大聖堂が擁する ｢サル
ス ･ ポ プリ ･ ロ マ ー ニ + の聖母 子イ コ ンの 模写が ､ そ の下 には ｢使徒の 王+ と称され
る聖 ペ テ ロ と聖 パ ウ ロ の 二 人 の ロ ー マ 守護聖人 が描かれ て い て ､ 最前景 には ロ
ー マ の
都市景観が配 され て い た ｡ 一 方 ､ 裏面 は ､ 表面 と同 じ聖母子 イ コ ンの模写 ､ そ の 下 に
もう 二 人の都市守護聖 人であ る大天使聖ミ カ エ ル と聖セバ ス テ ィ ニ ア ヌ ス が ､ そ して
最前景 は表面 と 同 じく ロ ー マ の 景観が描か れて い た ｡ 両面 と も二 人の守護聖人 が 異な
る ほか は基本 的構図は 同 じも ので あり ､ 表と真の位階秩序 によ っ て聖使徒が裏面 の 聖
ア ト ロ ･ バ ル ベ リ ー ニ の 柿 落 と しと し て 上演 されたと いう これま で の 認識 は ことごとく誤 っ て い る と ハ
モ ン ドは 述 べ て い る ｡ ｢新 た な着想+ が賞賛された舞台装置を ベ ル ニ
ー ニ に 帰す こ と は ハ モ ン ド以前 はす
で に 定説 で あ っ た c と こ ろ が実際 は ベ ル ニ ー ニ の 貢献を示す証拠 は見 つ か っ て おらず. また テ ア ト ロ
･
バ ル ベ リ ー ニ は 繁 栄 の 絶頂期を過ぎた 1 639年 に な っ て よ うや く 開場 した o Ha m o nd･ Mu sic &Spe cta c)e
/
'
n ba r oqu e Ro m e, p p. 201
-2 04,
= 4
ピ エ トロ ･ ダ ･ コ ル ト ー ナ ､ 傾 死 の 聖 ア レ ク シ ウス+､ 16 3 8年 ､ 画 布 , 油彩 ､ 2 4 2
× 1 76c m､ ナ ポ リ ､
キエ ー ザ ･ デ イ ･ ジ ロ ラ ミ ニ (サ ン ･ フ ィ リ ッポ ･ ネリ) 聖堂
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ミ カ エ ル ､ 聖 セ/〈ス テ イ ニ ア ヌ ス に優越 する地位を 有す こ とが示 さ れ て い た ｡
現在ま で の と こ ろ ､ コ ル ト
- ナ に よ る こ の峨 の た め の 素描は 知られ て いな いL
･ 3 5
｡ 峨の 両 面 に描か れ て い た と い う rサ ル ス
･ ポ プリ ･ ロ マ ー ニ + の 聖 母子 イ コ ン
は ､ 今日も ロ ー マ の サ ンタ ･ マ リ ア ･ マ ッ ジ ョ
ー レ大聖 堂パ オリ ー ナ 礼拝堂の 主祭壇
に設置さ れて 全世界 か らの カ トリ ッ ク 巡礼者 の信仰 を集 め て い る
1 3 6( 図1 3 7･ 1 38)o
大 聖堂建 立の 契機 と さ れた ｢降雪の 奇跡+ の 伝承
137モ チ ー フ を 描 い た レリ ー フ とブ
ロ ンズの 天 使像 が の つ た 破 風 を ､ 四本の イ オ ニ ア式 円柱で 支え た ア
ー チ状の 意匠の中
央 に ､ 七 人の 金色 に輝く 天使 た ちが空 中に支え る額縁 のな か に ､ こ の 聖母 子 イ コ ンが
納め られ て い る ｡ 東 方の影 響を 受 けた ､ 12､ 1 3世紀の 絵画 と され る こ の イ コ ンは ､
か つ て 大理石 の 構 に収め られ て い て ､ 使徒聖 ル カの 筆 によ っ て描 かれ た とい う伝承を
も っ て 崇拝 され て い た ｡ 黄金背景の な か で ､ 左手に聖書 を もち右手で 祝福の 印 しを結
ん だ幼児キ リス トを ､ 左腕 に抱 い た正 面 視の 聖母 を表わ した もの で ､ ビザ ンチ ンで多
様化 した聖 母 の 諸定型 図像 の う ち ｢ホデゲ トリ ア+ に 属す図像で あ る
138
｡ 上部左右
に は ､ ｢神の 母+ を 意味す る ギリ シ ャ 語 (MP O Y) が 書 か れ て ､ マ リア の 権威 が示
さ れ て い る ｡ ｢サ ル ス ･ ポ プ リ ･ ロ マ ー ニ + の よ う な イ コ ン は ､ 世界各 地で 多く 信仰
され て い るが ､ ピ エ トロ ･ ダ ･ コ ル ト
ー ナが こ の模 写 を行列 の 暗 に描 い た 同 時代 に制
伸 された絵画作品 を参 照する こ と によ っ て ､ こ の イ コ ンが 峨の 中 にどの よう に配置 さ
れ て い た の か をあ る程度再 構成する こ と がで き る ｡
聖 フ ィ リ ッ ポ ･ ネ リ の ロ
ー マ ･ オラ トリ オ会本 部聖 堂で ある キ エ ー サ ･ ヌ オ
ー
ヴ ァ に は ､ 聖堂 の 正式名称 の 由来で あ る ｢ヴァ ッ リチ ェ ッ ラの聖母+ イ コ ンが 配られ
て い た ｡ 主祭壇 上 には ､ 1 7 世紀 フ ラ ンドル絵 画の 巨匠 ピ
ー テ ル り 1ウル ･ リ ュ ペ ン
ス (1 5 7 7- 16 4 0) が ､ ロ ー マ で 修行を 積ん で い た 時期に制作 した ｢レジ
ー ナ ･ ア ンゲ
ロ ー ル ム (サ ンタ ･ マ リ ア ･ イ ン ･ ヴ ァ ッ リチ ェ ツ ラ)+
139 (16 0 6･ 8 年) の 祭壇画が
ぁ る ( 図1 3 9)｡ こ の作 品で は ､ 正 面 を 向い て 祝福 を 与え る幼児 キリ ス トとそ の 背後
か ら玉座の よう に我が 子 を見守 る聖母 の イ コ ン ( 後世の 同 主題の フ レス コ に上塗 りさ
H 5 Dell
,
Ar c o, ” .F. , La fe sta ba ro c c a, p p･ 27 8
- 27 9･
= 6 ｢サ ル ス ･ ポプリ ･ ロ マ ー ニ +､ 板絵 , 12･1 3世 紀 ､ ジ ロ ー ラ モ ･ ラ イ ナ ル デ ィ ( デザイ ン)､ ボ ン ベ
オ ･ タ ル ゴ ー ニ ( 建 築)､ ｢サ ル ス ･ ポプリ ･ ロ マ ー ニ+ の祭壇 ､ 1 6 1 3年 , ロ
ー マ ､ サ ン タ ･ マ リ ア . マ
ッ ジ ョ ー レ 大 聖堂 ､ パ オ リ
ー ナ 礼 拝堂主祭壇 ; ボル ゲ ー ゼ 家 教皇パ ウ ル ス 五 世が､ 1 60 5 川年 に 建 立 し
た ｡ 異教 に 対する カ トリ ッ ク信仰 の 勝利と ､ 聖 画像崇拝 の 正統性を主 たる主題と し て ､ ロ ドヴ ィ
ー コ ･ チ
ー ゴリ ､ カ ヴ ァ リ エ ー レ ･ ダ ル ピ ー ノ ､ グ イ ド
･ レ ー ニ ､ ジ ョ ヴ ァ ン ニ ･ バ リ オ ー ネ ､ ス テ フ ァ ノ . マ
デル ノ ら当代 の代表的芸術 家を動 員 して 装飾さ せ た8 Andalo r o7 Ma ria,
"L･lc o n adeIIa Vergin e 《SA LUS
pop uL[ R OM ANl》
”
, in : Sa nta Na ria Naggio re aRo n'a, a c u r ad i Car[o Pietr a ngeli, Fir e n z e･ Na rd
ini
E di to re , 1 988, p p. 12 4
- 12 7.
137 3 56年 8 月 5 日教皇 リ ベ リウ ス に 大聖堂 の建 立場所を示すため に ､ 真 夏 に 雪が降 っ た と い うも の ｡
1 38 sch =e r, Ge rtr ud, /ko n ogr aphI
･
e de r chr /
･
st/iche nKu n st, Gu te r sloh, G也te r slo n e rVe rlagshau s
Ge rd Mohn, 1 96 6-1 99 1, B d4
-2, p . 201
･39ピ ー テ ル ･ パ ウ ル ･ リ ュ ペ ン ス ､ ｢レ ジ
- ナ ･ ア ン ゲ ロ ー ル ム (サ ン タ . マ リア ･ イ ン ･ ヴ ァ ッ リチ
ェ ッ ラ の イ コ ン を 崇拝す る 天 使 たち)+､ 16 0 6
･0 8年 ､ 画 布 ､ 油 彩 , ロ ー マ , キ エ ー サ ･ ヌ オ ー ヴ ァ ､ 主
祭 壇
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れ てい る) を ､ 楕 円形の 枠 に収 めた ものをグ ロ リア の中で飛期する天 使た ちが支え ､
さらにそ の 下で 天使た ちが脆い て崇拝 すると い う意匠が用 い られて い る ｡ また ､ ボロ
ー ニ ヤ派の代表 的画家グ ェ ル チ - ノ が 1 6 1 8年 に描い た作品で も1 4 0､ 枠 に入 れ られた
聖母子図像を 中空に配 して ､ こ れを 前景の こ 聖人が 仰ぎ見て 崇拝すると い う 構図が み
られ る (図 14 0)｡ こ れらの 聖母 子 イ コ ンを取 り入れた祭壇画の意匠 と ､ パ オ リ ー ナ
礼拝堂の ｢サル ス ･ ポプリ ･ ロ マ ー ニ + イ コ ン自体の設置形態を拠 り所にするな らば ､
コ ル ト ー ナの職 の 両面 に描か れ た聖母子イ コ ンも ､ グロ リ アの雲 に包まれ て 天使 が捧
げもち ､ こ れを 裏表二 人ずつ 聖人が 崇拝すると い う形式がとられ て い たもの と推定で
き る ｡
さら に付 け 加え るな らば ､ コ ル ト ー ナがサ ッ ケ ッ テ ィ に見出され るき っ か けと
な っ た の は ､ 彼の ラ ッ フ ァ エ ツ ロや テ ィ ツ ィ ア ー ノの作品の模写の 完成度で あ っ た こ
とを想起すれ ば ､ rサ ル ス ･ ポ プリ ･ ロ マ - ニ + イ コ ンを彼が 忠実に模写 する こ と が
期待され ､ また 模写 して い た だろ うと思わ れ る ｡ また ､ 切 れ長の伏せ た眠が特徴的な
人物相貌表現 を もつ コ ル ト ー ナの様式は模写され た イ コ ンの下 の聖人 像に ､ 一 方 カ ッ
ラ ッ チ派 か ら学ん だ風 景表現 に も長 けた彼の 画筆 は職前景に描かれて い た とい う ロ ー
マ の 都市景観 に ､ そ して ヴ ェ ネツ ィ ア派から学ん だ彼の色彩表現 は ､ 行列の 際に遠く
か らで も そ の姿を 人 々 の 目 に焼き付 ける 職の 特質 に存分に発揮されて い た で あ ろう こ
とは推測に難く な い ｡
比 較1) 裏表 図像
祭壇 に固定 され た祭壇画 で は ありえない 行列用暇な らで はの両面 図像の 特質は ､
移動する 祭壇 と も い う べ き 行列 に最も相応 し い ｡ ペ ス ト行列のた め に描かれた こ とが
明らか に され て い る同 様の 形式を もつ 職 には ､ 1 6世紀シ エ ナ派の ソ ドマ が フ ィ レ ン
ツ ェ の 弓職人の 兄 弟会 のた め に制作 した 旗が想起され よう 14 1(図 80 A B)｡ 表側 には
天使に戴冠 され る聖セ バ ス テ ィ アヌ ス の 殉教図 ､ 裏側には雲上の栄光の聖母 子 と脆 い
て こ れを 仰 ぐ聖 シ ジス モ ン ド､ 聖 ロ クス と鞭打ち苦行者の 会服姿の兄 弟会会員六 人が
描か れて い る ｡ また 聖セ バ ス テ ィ ア ヌ ス ､ 聖 ロ クス ､ 聖ゲオル ギウ ス の 三人 の 反 ペ ス
ト聖人 が裏面 に描 か れ た ヴイ ンチ ェ ンツ オ ･ フ ォ ツ /て(14 2 7/30･ 1 5 16c a.)の ｢オ ル ツ
イ ヌ オ ー ヴィ の 峨+(1 51 4･1 5年プ レッ シヤ)は ､ 高い 確率で ペ ス ト行列で 運ばれ た と
考えら れる1 4 2( 図6 8 AB)｡ フ ォ ツ パ の職で は ､ 表面 に幼児キリス トを抱 い て玉 座に
1 40 グ ェ ル チ ー ノ ､ ｢ 一 枚 の 聖 画像を崇拝 する聖 フ ラ ン チ ェ ス コ と聖 王 ル イ+～ 1 618 年 ､ 画 布 ､ 油彩 ､ 2 52
×1 52e m､ ブ リ シ ゲ ッ ラ , サ ン ･ フ ラ ン チ ェ ス コ 聖 堂 ; プリ シデ ッ ラ の 騎士 ル ドヴ ィ
ー コ ･ ナ ル デ ィ ､
力 ビタ ー ノ ･ デ ル ･ ポ ポロ の フ ラ ン チ ェ ス コ ･ ナル デ ィ に 献上され た 祭壇 軌 ニ 人 の 聖人 は ､ 彼ら の 守
護聖人と し て 選択された . Ston e, Da vid ”. , Gu e r c /
.
n o. Catalogo c onlPJeto, Fir e n z e, Ca ntini, 199 1,
Cat. 38.
川 Le Ta rget, F. , S. Seba st ie n, Pa ris , 1 979,pl. 72･
1 42
La pi ( [u r a /
･
n Lomba rdia . // Tr e c e n[D, M ila n 8, Ele cta , 19 93, pt･ 260, p ･2 41 ･
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座 した聖母 と聖ベ ル ナル デ ィ ー ノ ､ 聖女カ テ リ
ー ナ ･ グ レッ サ ン ドIJア が 描か れ ､ 裏
面 には 上述の 三 人の反 ペ ス ト聖人が 描か れて い る ｡ さ らに ､ 1 49 9年 の チ ッ タ
･ ディ ･
カ ス テ ツ ロ の ペ ス トの 時に公 的 エ ク ス ･ ヴオ ー トと して 運ばれた 可 能性の あ る ラ t)フ
ァ ェ ッ ロ の暇 も ､ 表に聖三 位 一 体 と聖セ バ ス テ ィ アヌ ス ､ 聖 ロ ク ス ､ 裏 に エ ヴァ の創
造 を描 い た 両面 図像 で ある
1 43( 図1 4 1AB)｡
こ の よ うな 両面 に図像 が描か れ た行 列の職 は ､ サ ンテ ィ が研究 した 15 世紀ウ
ンプリ ア地方の幾つ か の例 の ほか に ､ ペ ス トと の 関連 に 関わ らず行列 の た め に制作さ
れた もの のな か に見出す こ とがで き る ｡ 1 7世紀 前半に ジ ェ ノ ヴァ で 活動 した ぺ ッ レ
グ ロ ･ ピオ ー ラ(Pellegr oPiola 1 6 1 7
- 16 4 0)に よ る ｢ ロザリ オの行 列旗+ は ､ 同市の
サ ン ･ ドメ ニ コ 聖堂 ロ ザリオ の聖母 の オラ トリオの ため に制 作さ れ た行 列用大記念旗
で ある 1 44( 国1 4 2 A B)｡ 3 0年 ボ ロ ー ニ ヤ の グイ ー ド ･ レ ー ニ の職 と同 様 に ､ 絹布 に
描 かれ た こ の 作品 の表 に は ､ 天 使に蓄商 の冠 を 戴冠 され る聖母 とそ の 膝 に立 っ た幼 児
イ エ ス が左右 に脆く 聖 ドメ ニ コ と聖 女カテ リ ー ナ ･ ダ ･ シ エ ナ にそ れぞれ ロ ザリ オの
数珠を 手渡 して い る場 面 が描 か れ て い る ｡ 裏 に 回 る と ､ 鏡面 の よ う に表面 と左右 を逆
に した 構図で ､ すで に ロ ザ リオ を羊 に した聖 ドメ ニ コ に対 して 聖母が観音すな わち行
列を見 守る 信徒 を指で 示 し ､ ロ ザ リオ信仰の 布教 を命 じ て い るか の よ うで ある ｡ 左側
には聖女カ テ リ ー ナが キリ ス トに法悦的眼差 しを送 っ て い る ｡ こ の よ う に ､ 表 と裏に
物語的シ ー ク エ ンス を 発生 させ るデザイ ンか らな っ て い て ､ イ メ ー ジ が移動する 行列
の 特質が十分 に活か さ れて い る ｡
同様 の効果 は ､ 3 2 年の ロ ー マ の ペ ス ト行 列に お い て も認め られ た の で は な い
か と推定で き る ｡ ジ ェ ノ ヴァ の 例の よ う にシ ー ク エ ンス を 生 む もの で は な い が ､ 逆 に ､
両面 に同 じ ｢サ ル ス ･ ポプ リ ･ ロ マ ー ニ+ が 描か れ て い た大 幡は ､ こ の イ コ ン に象徴
さ れ る ロ ー マ を守護する 聖母 の 奇跡的権能が 常 に都市空間 に向け て発 せ られ て い る こ
とを示 した もの と考え られ る ｡
比較 2) 聖母マ リ ア主題
第三章で 明らか に した と お り ､ 筆者が収集す る こ との で き た ペ ス ト行列職 図像
に お い て 聖母 マ リ ア主題 が 高 い 確率で 描か れ て い た ｡ 16 3 2年の ピ エ トロ ･ ダ ･ コ ル
ト ー ナに よ る行列職 は ､ ｢サ ル ス ･ ポプリ . ロ マ ー ニ + とい う 市内有数の 聖母 イ コ ン
を 中心 に据え たもの で あ っ た が ､ こ れ と 同 じく 聖母 図像 が都 市空間 を運 ばれ る行列の
143 ラ ツ フ ァ エ ツ ロ ( 帰属)､ r聖 三 位 一 体 の 旗 (Go nfalo n e)J､ 14 9 9年/15 0 3･ 4 年 頃､ 画布､ 油 彩 ､ 16 6
×9 4c m ､ チ ッ タ ･ デ ィ ･ カ ス テ ツ ロ ､ ピ ナ コ テ ー カ ･ コ ム ナ ー レ ; こ の 縦長 の 職 は ､ チ ッ タ ･ デ ィ ･ カ
ス テ ツ Ej のトリ ニ タ聖堂 の た め に 制作された ｡ Sa nti, F･ , Go nfalo n [
'
unTbri de/ R in a s c /
'
m e nto, Pe r ugia ,
1 97 6, Ta v. XXV 卜XXV ll, p ･ 36･ ;P)
'
t tu r a /
'
n umbr ]
'
a Er a J
'
1 480e i/ 1540･ Prem e s s e svi /up p/
'
D e I
'
te mpi
dJ
'
Pe r ugin o eRaffa eI/o, Mila n o, E [e cta, 198 3, p･ 4 1･
1 4 4 ペ ッ レ グ ロ ･ ピオ ー ラ ､ ｢ロ ザ リ オ の 行列旗+､ 17 世 紀前半 ､ 絹 布ダ マ ス コ 織 ､ 油 彩 ､ 2 10×1 59c m ､
ジ ェ ノ ヴ ァ , ア ツ カ デ ミ ー ア ･ リ グ リ ス テ イ カ ･ デ ィ ･ ベ ッ レ ･ ア ル テ イ 美 術館
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代表的な例 と して ､ ｢⊂げ リオの 聖母+ と比較して み よう ｡
a) ロ ザリオ行列
すで に触れた と お り ､ ロ ー マ で は 15 7 1年以降､ 毎年十月 にサ ンタ ･ マ リ ア ･
ソプラ ｡ ミネル ヴァ 聖 堂付属の ロザ リオ大兄 弟会によ っ て ロ ザリオ行列が行な われ て
い た ｡ 2 5年毎の聖年 に は記念出版物が 刊行され てお り ､ 16 2 5年の冊子 によ っ て ､ こ
の ロザ リオ行列で聖母 図像が 運ばれて い た ことが 明らか にな っ た 1 45｡
｢ア ヴ ェ ･ マ リア+､ ｢パ ー テル ･ ノ ス テル+､ ｢グ ロ リア ･ パ トリ+､ ｢サ ル ヴ ェ ･
レジ ー ナ+ な どの簡 潔な ラテ ン語祈祷文を反復する ロ ザリオ祈祷は ､ そ の起源 と発展
には諸説あ る が ､ 1 3世紀南仏の 異端 カタ リ派 に対する アル ピジ ョ ワ十字軍と ､ そ の
異端審間中に聖母 か ら ロ ザリオを渡 され る聖 ドメ ニ コ の ヴィ ジ ョ ンに基づ い た布教 に
よ っ て 広く普及 した ｡ そ して 14 8 1年 に シタス トウ ス 四世が ロ ザリオ 祈祷の 定式者を
聖 ドメ ニ コ に帰す こ とを承認 した こ とを 契機 に ､ さ らにドメ ニ コ 会によ っ て推進 され ､
そ の折 りの簡潔 さ と覚え やすさ によ っ て ､ ラテ ン語を解せ ず文字の 読め な い 信徒民衆
の 間に も深く 浸透 した 1 4 6｡ 受胎告知か ら聖母戴冠まで ､ 聖母 の生涯 を表わ す 15の場
1
面 か らな る ロ ザ リオの 三 奥義 (Ga udio si(喜び)､ Dolo r o si( 苦しみ)､ Glo Tio si(栄え))
は ､ 子 どもの誕生 か ら死 まで ､ およ そ全て の人 々 が経験する人生 の遠退 儀礼を 含むも
の であ り ､ 隈想の 助け と して用 い られ る ロザ リオの十五玄義図の 図像 を通 して ､ 特に
女性信徒の 心情 に訴え る 内容 をも っ て い た (図 1 4 3147)｡ .
さらに ､ 1 5 7 1年 1 0月 の レバ ン ト海戦 におい てオス マ ン帝国に対する カ トリ
ッ ク 同盟 軍の勝利を 祈願 して ､ ロ ー マ で 教皇 パウル ス 五 世は ロ ザリオ行列を行 い , 顔
利 の知らせ と とも に異端 ･ 教会の 故 に対する勝利 を加寮 した聖母 によ っ て もた らされ
た もの と宣言 した ｡ ドメ ニ コ 全土 だ っ た ピウス 五世は ､ 他教団か らの 抗議 を避 ける た
め に ､ 毎年 10 月第 一 日 曜を ､ ロ ザリオ で はな く ､ ｢勝利の聖母+ の祝日と定め た ｡ 15 7 3
年にグ レゴリウ ス 十三 世 は ドメ ニ コ 金糸聖堂､ ロザリオ信心会等に毎年十 月 第 一 日 曜
に ｢ロザ リオの聖母 の 祝日+ の行列を行な う こ とを定める勅書で 正式 にロ ザリオ の祝
日 を承認 した ｡ チ ェ ー ザ レ ･ /†ロ ー ニ オの殉教聖人 に関する大論稿 『マ ル テ ィ ロ ロ ギ
オ ･ ロ マ - ヌ ム (ロ ー マ 殉教者伝)』 には ､ 10月 7日 を ｢勝利の聖母+ の祝 日 を祝う
こ と と 明 記 さ れ 1 48 ､ 聖 母 賛 歌 に 加 え て ｢キ リ ス ト 者 の 助 け 羊+ (Au xiliu m
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l
e a, V Ol. 59, p .1 53.
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riv eduto pe r a uto ritad i Urba n oV1 1[. e CIe m e nte X. , a um e ntato e c o r r et tO n el M DCC XLIX da Benedet to
X IV.
, Nu o v aedizio n eitaJ ia n atr adot ta da H
'
u = im a ed izio n eLatin aVatic a n ade[ 1 930, Ci t ta del
∀atic a n o, T ipogr afia Poliglotta Vatic a n a, 1931, p p･2 72
- 273･
"
7 di Ottobre, ‥ ･de Ha Lu n a･ G x vi ･
La fe sta del s a c r atissim o Ro s a rio de)Ja be ata Ve rgine Ma_し 山
1 77
c hristia n ｡ r u m) の 呼びか けを 唱え る こ とが定め られ て い る
1 49
｡ ク レメ ンス 八 世も こ
の 祝 日 と ､ 『マ ル テ ィ ロ ロ ギオ』 に加 え る こ と とを 承認 した ｡ そ の 後ス ペ イ ンや神聖
ロ ー マ 帝 国に こ の 祝日 が導入 さ れ ､ 17 16 年 の教 皇勅書で 全力 トリ ッ ク 世界に数 行し
て今 日 に至 っ て い る ｡ 歴 代教皇が認め た ロ ザリ オ信心 に対す る墳 宥内容 をまとめ た ジ
ェ ノ ヴ ァ の ロ ザリオ信徒会史料 (1 6 3 5年) に よ る と ､ 何らか の 形で ロ ザ リオ信心 に
関わ っ た信徒 に七 日か ら全焼育まで に渡 る様々 な 臆宥が 認 め られ て い た
1 5 0
｡
1625年の聖年 に ミ ネル ヴァ の ロ ザリオ大 兄 弟会が行な っ た ロ ザリオ行列で は ､
｢ ベッ ド(Tala m o)+､ ｢天 の女王(聖母 マ リ ア)を称 え る可 動式玉 座+ と冊子 の 著者 A
･
ブラ ンデ ィ が呼ぶ 山車の よ う な 祝祭装置 に ､ ミ ネル ヴ ァ 聖 堂が所有す る ｢ロ ザリ オの
聖母+ が乗せ られ て い た ｡ ブラ ンデ ィ は ､ ドメ ニ コ 会画僧 ｢フ ラ ･ ジ ョ ヴァ ン ニ ･ ダ ･
フ ィ エ ー ゾ レ (ベ ア ト ･ ア ン ジ ェ リ コ) の 天 使の よ う な 筆 によ る絵 画+ と記 して い る
が ､ 現 在で は こ の作 品は ベ ノ ッ ツ オ ･ ゴ ッ ツ オ リの 真作で あ り ､ 行 列用 記念旗 と して
制作され た こ とが 明らか に な っ て い る
151 ( 図1 4 4). こ の聖 画像 は , 16 2 5年 にロ ザリ
オ大兄 弟会会長の地位 に あ っ た カル ロ ･ バ ル ベ リ
ー ニ の委嘱 を受け て オ ラ ツ イ オ ･ ト
ッ リ ア ー ニ(Ora zio To r ria ni)が造 っ た 行列用の 天 蓋 に乗 せ られた ｡ ロ
ー マ で教皇ウル
バ ヌ ス 八 世の 軍事的 ･ 都市的建築家 として 活擢 して い た トッ リ ア
ー ニ は ､ おそ らくバ
ル ベ リ ー ニ 家の保護 を受 けた 芸術家 と思わ れ る
152
｡
s a nta Ma ria delta Vit to ria , Ia qu ale , pe rde c r eto del So m m oPo ntefic e s a nPio Qu
l
L ntO , Ogni a nn o
si fa, pe rIa insign e vitto ria ripo rtata in qu e sto ste s so gio r n odai Crist ia ni n et c o mbat tim e nto
n a v ale c o ntr oi Tu r chi, n edia nte l
'
aiuto della m ede sim a s a ntissima Madr e d i Dio .
' ' ( 下線 引用者)
‖9 Mo r o ni, D/
'
z J
-
o n a rio sto r J
'
c o
-
e C CIe s]
'
astJ
'
c a, V O(. 5 9, p p. 1 54f f･
-50鹿宥の 対象とな っ た の は , 次 の 1 1 の条項 に詳細 に記 され て い る行 い で ある ｡ そ の 内容 か らは ほ と ん
ど全 て の 信徒がそ の 恩恵を受 けられ る よう定められ て い た こ とが分か る｡ ①信徒会員 の死 に際 し て ､ ㊨
ロ ザ リ オ祈祷 実践者 ､ ③ ロ ザ リオ携帯者 ､ ④ロ ザリオ行列参加者 ､ ⑤ ロ ザ リオ の 祭壇訪問 ､ ⑥ ロ ー マ 五
大指定参詣聖堂巡礼および ロ ザリオ祈祷実践者 ､ ⑦ ロ ザリオ礼拝堂 で聖体拝領したも の ､ ⑧<Av e Ma ria
> の 祈祷句とイ エ ス ､ マ リ ア の 名を唱 えた もの ､ ⑨ ロ ザ リオ会員 の 葬祭聖務参列者 ､ ⑲善行を行な っ た
金島, ⑪信 心 会員 の 特権 So m m a riodellelndulge n z e, gr atis , etPr (
'
vi /eg(
'
i,Co n c e s s I
'
da d/
'
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'
poJ7tefic /
I
alli Co nfr ateII]
'
de/Ia Co mpagn I
'
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'
m o Ro s a r I
'
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vigo r edel s opra s crit to Br e v ede/ Ia Sa Dtita dl
'
〟o str oSJ
'
gn o r ePapa Pa o/o 如 I
'
nto･ , fn Ge n o v a, Pe r
p ietr oGio v a n ni Cale n z a n D, e G io :MariaFa r o nic o mpagni, 1 6 35. Co nl ic e n z ade
' Supe rio ri･ Ad instanz a
detla S,Co mpa nia del Sa nt is sim o Ro s ario delfa Chie s adi S. Do m e nic o d i Ge n o v a･ 〔BI
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bl iote c a
p4a ヱio n a)e, Fir e n ze: Ms . Palat. Gr abe rg l O]
151 ベ ノ ッ ツ オ ･ ゴ ッ ツ オ リ ､ r聖 母 と祝福を授ける 幼児キリ ス ト+､ 1 44 9年 頃(推定)､ 綿 の 旗拭 , 油 彩 ､
2 54× 13 0c m , ロ ー マ , サ ン タ ･ マ リ ア ･ ソ プラ ･ ミ ネル ヴ ァ 聖堂 ; クリ ス テ ィ ー ナ ･ ア チ デ ィ ー ニ ･ ル チ
ナ ー ト､ 『イ タリ ア ･ ル ネ サ ン ス の 巨匠 1 2 ベ ノ ッ ツ オ
･ ゴ ッ ツ オ リ』､ 東京書籍 ､ 1 9 95年 ､ 図 7 5､ 12
貢 ｡
･s21 6世 紀末 から 1 7世紀 に 口 - マ で 活動 し た 建築 凱 1613年 に 画家 ･ 彫 刻家 の ギ ル ド的集 団 コ ン グ レ ガ
ツ イ オ ー ネ ･ デ イ ･ ヴ ィ ル ト ウ オ ー ジ に 入 会 し ､ 1 63 0
- 55年 の 間 に は ロ ー マ の 美 術 ア カデ ミ ー , ア ツ カ
デ ミ ー ア ･ デ ィ ･ サ ン ･ ル ー カ に 記 緑 さ れ て い る ｡ 主 要 活動は以下 の とおり. 16 02年 : サ ン ･ ロ レ ン ツ
ォ ･ イ ン ･ ダ マ ー ソ の 斬 フ ァ サ ー ド､ 1 61 3: サ ン テ イ
･ パ オ ロ ･ エ ･ カ ッ リ ス ト修道院専属建築家と し
て モ ン テ カ ッ シ ー ノ の 聖 堂 の 礼拝堂を建築 , 16 20: サ ン テ ィ ニ ヤ ー ツ イ オ の 聖堂 プラ ン , ウ ル バ ヌ ス 八
世 の 教皇付建築家と し て 活動 ､ サ ン テ イ
･ コ ス マ ･ エ ･ ダ ミ ア - ノ 聖 堂 の 修築 ､ 1 636- : バ ラ ッ ツ オ ･
ジネ ッ テ ィ の 大理石入り 口 ､ 16 51: サ ン ･ マ ル コ 聖 堂 の 修築 ､ 1 6 53
- 57 :/てラ ッ ツ オ
･ デ ィ ･ サ ン ･ マ
ル コ (パ ラ ツ ツ オ ･ ヴ ェ ネ ツ ィ ア) の 建築家と し て 内装 ､ 聖 堂装飾 に携わ る ｡ T hie m e- Be cke r,
KLin st/e r-Lexic o n, Leipzig, 19 39, XX XI Ll, p. 5 0. ま た ガ ン デ ッ リ - ニ (Gande =ini, Gio v anni Go ｢i,
No(J
･
z /
･
e isto riche deglI
'
IntagI]
'
ato r l
l
, Sie n a, To r chj d
'
On o r ato Po r ri , 1 8 08, To m. 3, p .2 66.) (I
よる と , ｢聖 母 マ リ ア の 像 を何点 か+ 彫 っ た とあり ､ 聖 画像 の 彫刻も行な っ て い た こ と が 分 か る ｡
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ブラ ンデ ィ の 著書の 6 1ペ ー ジ に この ｢装置+の版画が 付され て い る1 53( 図1 45)0
天蓋は ソ ロ モ ンの 神殿 に根拠を も つ 7 メ ー トル 強の 高さ のね じれ 円柱に銀地 に蓄帝
の枝が撒き つ い た 装飾 と ､ 鍍金仕上げの イオ ニ ア式柱頭が つ い た四本の 柱で ､ 皇帝冠
のモ チ ー フ を模 っ た 各種宝石 ･ 真珠と春希刺繍の 入っ た絹布で 装飾された 弓形 の リブ
を支え る豪華なもの だ っ た ｡ 円柱の 上には善報と ロザリオを持 っ た 8 0セ ンチ ほ どの
天使 立像が つ け られ ､ 王 冠 部 の頂点 に は両手 に膏篠の 花束 と ロ ザリオ を 数本 も っ て
人々 に投 げる仕草 の天 使が 飛和 して いた ｡ 天蓋の内部には ､ 真珠や 宝石 の つ い た 銀の
冠 の 付い た 額 に入れ られ た ｢ ロザ リオの聖母+ 図像が ､ 雲の 塊 と綿布 ､ 春希と ロ ザリ
オを も っ た 六 人の 天使 に 囲まれ て い た ｡ その 下 には少年聖歌隊が 天使 に扮 して 階段の
上 に座 っ て行列中 に聖歌 を詣 っ た ｡ 画像 の 真下には天 使が左右に挽く聖 ドメ ニ
.
= ､ 聖
女カテ リ ー ナ ･ ダ ･ シ エ ナ に壊柏製の ロ ザリオを差 し出 して いた ｡ 約 1 メ ー トル の
高さの 運搬用 脚部 に乗せ られ た こ の行列用天 蓋 は ､ サ ン ･ ピ エ トロ大聖堂の パ ル ダ ッ
キ ー ノ を容易 に想起 させ る ｡ 版画 を 見る とね じれ 円柱の基台にはバル ベ リ ー ニ 家の紋
章と ､ ｢Libe rta s+ の文字 と 三本 の横線 からな る紋章が付けられ て い る1 5 4｡
ミネル ヴァ 聖堂 に お け る聖母 マ リア信仰 と して ブラ ンディ は次の よ う な 護数
的性格の強 い称 号を挙 げて い る 15 5｡ r処女の 中の 処女 Vergin edelle Ve rgini+､ ｢智恵
を 真に司 る者+ ､ ｢あらゆ る恩恵が 満ち溢れ る知+､ ｢博士 の 中の 博士 D otto r e s s ade
Dottori+～ ｢荘厳 の聖 母+､ ｢使徒 を照らす者 Illu min atrie edegl
'
Apo stoli+､ ｢神の 母
M adr ediDio+､ ｢堕地獄の軍隊 に対する真 の勝利者 Ve r畠 trio nfatric edegl
'
infern ali
e s e r citi+､ ｢異端派 の 調教者 Do m atric edell
'
he retiche s ette+､ ｢迷信深き 偶像崇拝を
絶滅させ る 者 Este r minio della supe r stitio s aidolatria+｡ これ らの 聖母 信仰 を代表
する儀式 と して ､ ミ ネル ヴァ の ロ ザリオ行列 は聖母 子図像を掲げて い た ので あ る ｡
b) ロ ザリ オの 聖母 ､ 都市守護聖人 ､ 都市景観 - 16 3 0年ボロ ー ニ ヤ の ペ ス ト終篤記
念行列 にお ける グイ ー ド ･ レ ー ニ の ｢ ロザリオの聖母+ 行列旗
ロザリオ祈祷 は ､ 1 3世紀の 異端 カ タ リ派に対する聖ドメ ニ コ の 十 字軍的闘 い
や ､ 1 6世紀の レバ ン トの 海戦勝利 と結び付 けられた よ う に ､ 当初か らカ トリ ッ ク 世
界の敵 に対す る勝利の 加護者 とい う非常に戦闘的で ､ 護教的な ､ か つ 庇護者 と して の
153Br a ndi, A. , Trio nfo della glo r I
･
o sis sima Ve rgiD e de/ Sa ntI
'
s s /
'
m o Ro s a rio ･ p･ 611
154 前者 は ロ ザ リオ大兄弟会会長 で ､ 教 会 軍総司令官力 ル ロ
･ バ ル ベ リ ー ニ の 紋 章で ある｡ 後 者は ､ 共 和
政を想起さ せ る <Li be ,ta s> の 文字があ る こ と か ら ､ 16 25年 に サヴ オイ ア公 と の 戦 い に 勝利 して 共和政
を護 っ た ジ ェ ノ ヴ ァ 共 和国 の 戦功が関係する可能性もある ｡ ジ ェ ノ ヴ ァ の ような海洋国家 は ､ 常 に オ ス
マ ン帝国軍 の侵攻 の 脅威と戦 っ て い た点 に おい て ､ レバ ン ト海戦勝利 (1571年) を記念した ロ ザ リオ行
列と接点をも つ ほ か ､ 教 会 軍 の 利益 とも合致す る ｡ ロ ザ リオ信仰は元来 ､ 12世紀 の ア ル ピジ ョ ワ 十字軍
(対異端カタリ派)で 流布したと いう伝承が ある よう に異端 ､ キリ ス ト教の 故 に対す る勝利 の 加護者と し
て の 聖母を称 え る 護数的性格 をも っ て い た ｡ こ の ことと合わ せ て 考え ると ､ 紋 章の 意味 が 明らか に さ れ
る まで は 筆者 の推論 が 成立す る 素地は存在 する c
IS5Br a ndi, A . , Tr /
･
o nfo de//a a/o r J
･
o sis s J
･
m a Ve rgin e del Se nt/
'
s sim o Ro s a rio ･
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聖母 を称 え る内容の信仰で あ っ た ｡ ア ンプ ロ ー ジオ
･ ブ ラ ンディ は そ の ロ ザ リオ注解
書 にお い て ､ ｢ロ ザ リオ祈祷は ｢霊的軍隊+ の 軍事訓 練+ で ある と形容 して い る よう
に ､ こ の信心 は 悪徳の 誘惑や異端 に対す る精神的な武器 とみなさ れ て い た
156
｡
多様な 形で ロザリオ祈祷 に関わる信徒 に は購宥や特権 ､ 聖母の 加護が 約されて
い たが ､ 1 6 0 0年 にス ペ イ ン ･ ポル トガル の イ エ ズス 会士 フ ア ン
･ レベ リ ョ の著作に
おい て は ､ ロザ リオ祈祷が ペ ス トの 危機に お い て も有効 で ある こ とが 語 られて い る ｡
そ れ による と ､ トレ ヴ エ リ ス の 都市 に べ ス トが流行 っ た とき修道士 エ ロ イ ムが熱心 に
聖母 に歎願の祈 りを捧 げた と こ ろ ､ 彼 に顕われ た 聖母 が ロ ザリオ信 心 会を設 立す るよ
う に命 じた とい う ｡ 聖 母 の 加護 を得 て彼が 創 っ た 信心 会が ロ ザリ オ信 心 を捧 げは じめ
た とた ん に ､ ｢神が 疫病の 剣 ( 神罰と して の ペ ス トを象徴) を振る うの を止めて ､ ペ
ス トが 完全 に終若 した+ 1 5 7｡ こ の 事件 に基づ い て ､ こ の イ エ ズス 会 士 は ロ ザリオに
は疫病か ら解放させ る力が ある と見な して い る ｡
マ リ ー ナ ･ ワ ー ナ ー は ､ ロ ザ リオ信 心 は ､ 教会勢 力が 弱体化 ､ また は不 安定化
した 時期 に活発 化す る こ と を 指摘 して い る 1 5 8｡ 例 え ば ､ 異教 古代 へ の 関心 が 高ま り
教皇庁 の 堕落が 批判され は じめた 15世紀末 には ､ 信徒 を教会秩序 に取 り込 む た め の
旗罪を与え る手段 と して ､ また 16世紀末 には 異数の脅威 に対 する カ トリ ッ ク教会の
対抗宗教改革政策 と して ､ ロ ザリ オ信 仰が布教修道会お よ び教 皇権 に よ る推進 の的と
され た ｡ ヨ ー ロ ッ パ にお ける プロ テ ス タ ン トの 伸張や ､ オス マ ン帝国 の 脅威 ､ そ して
世俗王 権の絶対主義化 に よ る ロ ー マ 教皇の権威の 相対 的縮小 ､ さ ら にア ジア や ア メリ
カ大 陸で の非キリス ト教世界 の キ リ ス ト教化 と い っ た新 た な 情勢 の な か で ､ 16 世紀
の カ トリ ッ ク教会は様 々 な 危機 に直面 して い た ｡ こ の よ うな 状況下 で 1 6世紀末か ら
一 層強化 され た 聖母信仰 ､ ロ ザリオ信仰 に ､ カ トリ ッ ク 世界 は ペ ス トに対する 守護者
と しての 聖母 と い う 権能を も付 け加 え る に至 っ た の で あ る ｡
ペ ス ト行列 と ｢ロ ザリオの聖母+ が 結び付 けられ た 事例 と して は ､ ロ ー マ で コ
ル ト ー ナの 職が 行列 され る こ 年前 ､ 1 6 3 0年未 に ボロ ー ニ ヤ で 行 な われ た ペ ス ト行列
を挙 げる こ とが で き る ｡ 同時代の ペ ス トに関わ るもの で あ り ､ 教 皇領 都市で あ る とい
う点 , また ロ ー マ と は異な り実際 に べ ス トが 流行 した と い う 点 にお い て ､ グイ ー ド ･
レ ー ニ が 制作した ボ ロ ー ニ ヤ の 行列旗は ､ ロ ー マ の もの と の最も重要な 比較対象 と し
156" ll da r si al l'o r atio n e占 u n e s e r cit io rnil ita r e, m ad imi l itia spiritu ale , & pe rIa simpatia
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” Br a nd i, A. , Tr /
.
o nto della
g/o r /
-
o sis sim a Ve rgI
'
D ede/ Ca nt/
'
s s /
'
m o Ro s arI
'
0 , P. 3 8.
157(Rosa rio r e m ed io c o ntr a pe stile n cia〉 くLa V irge n apa r e c ej a E loim, y fu nda Ja c6S adria del
Ro s a rio〉` `fu cD io sfermidode alGa rIa espada de s u c a stigo , yde todo c eis61ape stile n cia
'' Rebello,
Ju a n, s .j. , Ro s a r I
'
o deIJa Sa n ct is sinl aVJ
'
rge n Ma ria nladre de D/
'
o s. Co m qu e sto po r e/ Padr elua n
Rebe] Jo, de/a Co mpa n I
'
a de /e s u s. Natu r e/ deI Pr ado de La m ego, 31i bs . , Eb8 r a, Ma n u el de Lyr a, 16 0,
li b.1, c ap . 6, a rt.1 . 自 らの 研究 の た め に ス ペ イ ン で 調査中 ､ 筆 者 の ため に こ の 史料 の マ イ ク ロ フ ィ
ル ム を 入手する労を と っ て く れ た 建部友美 さ ん に ､ 心 か ら 感謝す る ｡
158 warme r, A/o n e of a// he r s e x, p p.3 07-3 10
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て特筆 に価する ｡
1 63 0年 1 2月 2 7日 ､ ボロ ー ニ ヤで はペ ス ト終鷺を歎願す る rロ ザリオの聖母+
の 行列が都市行政府 と 聖職者 に よ っ て 行 なわ れ た 159｡ 行列実施まで の 推 移を概観 す
ると ､ 1 6 3 0年 5 月 6 日 にボロ ー ニ ヤ 当局 による ペ ス ト流行が発表され ､ 約半年で都
市人 口 1/4(14 0 0 0)が 犠牲 とな っ た ｡ 最も猛威を極めた 8 月 に ボロ ー ニ ヤ 市行政府上
院と教皇特使枢機卿ス パ
ー ダが ､ ペ ス トからの解放を ロ ザリオの聖母 と守護聖人 に祈
る特別奉献を行 なう宣言 を発布 し ､ そ の 中で 新たな 都市守護聖人としてイ エ ズス 会聖
人イグナチ イ ウス ､ サ ヴィ エ ル を選定 した ｡ ボロ ー ニ ヤ は聖ドメ ニ コ の没 した地 と し
て ドメ ニ コ 会が勢 力を振 る っ て い たが 対抗宗教改革期の布教修道会イ エ ズス 会が 新た
に参入 して い た とい う状況を 鑑み て ､ 新旧 両勢力を巻き込む形で 祈願 行列を 組織 しよ
う とする 当局の 方針が窺 え る ｡ 行列の中心 とな る旗の制作は ､ 国際的評価 とボロ ー ニ
ャ の宗教的政治的権威の 保護 を受 けて いた ボ ロ ー ニ ヤ派画家グ イ ー ド ･ レ - ニ(1 57 5･
1 6 4 2)に委嘱され た 1 6 0｡ 四 カ 月後 に行列実施が告知され ､ 1 2月 2 7日ボ ロ ー ニ ヤ の ペ
ス ト解放祈願行列が行な われ た ｡
グイ ー ド ･ レ ー ニ の 制作 した 旗は ､ 絹布に油彩で描かれた縦 3 82セ ンチ ､ 横 242
セ ンチ の大寸法 の も の で あ る ( 図9 1)｡ 行列旗の支持体と して縮が選ばれた 理由は ､
軽く 耐久性 に優れ て い る か らで あり ､ また マ ル ヴァ シ ー アは レ ー ニ の伝記 の な かで 行
列旗 に絹布 を用 い た の は 彼が 初 め てで ある と書いて い る 16 1｡ こ の 伝記 が 紹介する エ
ピソ ー ドによ る と ､ レ ー ニ は ､ 舌代 ロ ー マ 時代の遺骸が検分された 際に緯の ト ー ガだ
けは腐敗や痛み のな い ままだ っ たの を見た とい う ｡ プリ ー シが推論するよ う に絹 の 耐
久性と , ペ ス トが践覆 す る中で迷信深 さで 有名な レ ー ニ の精神的傾向が 強ま っ た こ と
とが ､ 絹布 を 選択 した 一 つ の 理 由で あ ろ う 16 2｡ た だ し ､ 芸術 家の 個人的性質か らだ
けで はな く ､ ボ ロ ー ニ ヤ が絹産業で栄え た都市で あるこ とを 考え るな ら ば､ その 基幹
15gボ ロ ー ニ ヤ の ベ ス ト行列 に つ い て も公式報告小冊子が出版されて い る ｡ Ve rita, Do m e nico , Ve r b
r eJatjo n ea/
･
qu a nto ～ occ or s o n e/Ja Cjt ta d/
'
BoJogn a, 1 63l. ;また ､ 16 30年 の ボ ロ
ー ニ ヤ の ペ ス ト
に 関 して は ､ 以 下 の 先行研究を参曝 した｡ 特 に ､ 19 95年 に 発表され たカテ リ
ー ナ ･ プリ ー シ の 論 文は ､
レ ー ニ の ｢ バッ リオ ー ネ ･ デ ル ･ ヴオ ー ト+ と 称 さ れ る ペ ス ト行列用の織を . 初 めて 1 63 8年の 行列の 文
脈 にお い て 考察 した点 で画期 的で あり ､ す で に ロ ー マ の ペ ス ト行列 に注目 し て い た 筆者は こ こ か ら多(
の刺激を受けた ｡ Ma n zi, L8 0 n eHo ,
"
La pe ste e l
'
a rte in Bologna･ Rap po rti e te st im o nia n z e
' '
, in :
s tr e n n asto r /
･
c aBologn e s e, a n n oX V[l, 1 96 7, pp･ 25 4
-28 0･ ; Brighet ti･ Anto nio, Bologn a eJa pe ste
de/16 30. Co ndo c y m e nt/
･
J
･
p edjt/
A
de/ /
,Ar cbJ
･
vio Segr eto VatI
'
c a n o, Bologn a, Aulo Gag gi Ed lto r e･ 19 68･ ;
pugl isi, Cat he rin e R. ,
"Guido Re ni
,
s Pa//lo n edeI Voto a nd the P一agu e of 1630
〃
･ in :Art Bu//erin,
Sept. 19 95, ∩ . 3, p p. 482 -41 2.
-60レ ー ニ は ､ ボ ロ ー ニ ヤ に お い て 次 の ような聖俗双 方 から の保護と作品委嘱 を 受けて い た ｡ 都 市 行政府 :
159 8年 ク レ メ ン ス 八 世の ボ ロ ー ニ ヤ 入 城式凱旋門 , rピ エ タ
･ デイ ･ メ ン デ ィ カ ン テ イ+ (161 ト16) ボ
ロ ー ニ ヤ 大 司教枢機卿 ル ドヴ ィ ー シ :｢聖 三 位 一 体+ (16 25, Ro m a, S S･TrinitA dei Pellegr
l
L ni) ま た
教皇大便枢機卿 ス パ ー ダ の 注 文も受 けた ほ か , 初期 か らの ドメ ニ コ 会と の 関係も ペ ス ト行列用峨 の 委嘱
に大きく関係 し て い たと考 え られ る o Pep pe r, Stepha n, Gu I
'
do Re ni･ Jc o mp/ete c atalogue ofhI
'
s w o rks
wi t ha nintr odu cto ry te xt, Oxfo rd, Phaido nPr e s s' -9 84, p p･2 0
-21,25 6-59･ ; Pugl isi,
``Guido Re ni
'
s
Pa/lio n ede/ Voto” , p. 40 5.
-6一 脈= v a sia , Ca,Io Ce s a,e, La Fe/s '
･
n a Pi ( tric e :VJ
･
te de
'
pjtto ri bo/ogn e si･ (1 678)I a cur adi
G･Xa n otti, 2v ols . , Bologn a, 1 8 41, Il, p･ 42･
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産 業を示 す絹布を支持体と して採用 する こ と によ っ てボ ロ
ー ニ ヤ 全体の ペ ス トか らの
解放 を歎願する と い う 行列の 意味が よ り
一 層強化された の で はない だろうか .
レ ー ニ の 臓の 図像をみ る と ､ 上景 には黄金の光 に蓄蔑また は オ リ
ー ブの 枝をも
ち祝福する太 っ て健康そ うな 幼児キリ ス トを左ひ ざに乗せ た 聖母 が 雲の 上 に座 してい
る ｡ ベ ー ル をか ぶ り典型的な 赤と青の衣 を身につ けた 若 い 聖母 は 虹の 上 に足 を置き ､
ロ ザリオを示 す蓄篠の 冠 を戴冠 され て い る ｡ ペ ス トの危機 を示 すよ うな 灰 色の 雲の中
にかか る虹 は ､ ロ ー マ の ア ラ コ エ リ聖堂の ため に描 かれ た ラ ツ フ ァ エ ツ ロ の ｢フ ォリ
ー ニ ヨ の聖母+ ( ヴァ チ カ ン絵画館) から引 用 された 1 63｡ 聖母 の足 元 に か か る こ の虹
は ､ 大洪水の後のノ ア の 箱舟 を示唆して おり ､ 神の 怒りの 終わ りすな わ ち ペ ス トの終
篤 と救済を象徴する ｡ 1 6世紀後半か ら1 7世紀の 対抗宗教改革期の 典型 的聖母図像
で ある雲の上 に君臨する ｢栄光の聖母 子+ 図像 は ､ 処 女で ありか つ 神の 母 で ある聖母
を 天 の 女王 として特権的存在 と して栄光化 した もの で あ り ､ 1 6 3 0年 前後 のイタ リ
ア 語都市を襲 っ た ペ ス ト大流行の 際の行列旗の ライ トモチ ー フ で あ る ｡ ゆ っ た り と右
腕を雲 にもた せ か け る姿勢で下 を見下 ろ す聖母 と裸 体の幼な 子 イ エ ス と の 肉体的接触
は 強調 され て い な い ｡ キ リス トは観者の ほう を見て お り ､ 行列が 過 ぎる の をみ る人 々
に直接祝福 を与えて い るよ うで ある ｡
レ ー ニ は ､ 蓄積の 冠 を聖母 に戴冠 する天使 と ､ 膏篠 の 枝や ロ ザリ オの数珠 をも
つ 天使 を雲上に配する こ と によ っ て ､ こ れが ｢ロ ザ リオの聖母+ で あ る こ と を表わし
て い る ｡
ドメ ニ コ 会に典型 的な ｢ ロザリオ の聖母+ 図は ､ 男女信徒共 同体 を代表す る聖
ドメ ニ コ と聖カ テ リ ー ナ ･ ダ ･ シ エ ナに ､ 聖母と幼児キリ ス トが ロ ザリ オ の数珠を 手
渡す とい う もの で ある ( 図1 46･ 1 4 7･ 1 4 21 6 4)｡ 一 方 ､ レ - ニ の 臓 で は ､ ｢ ロ ザリ オの
聖母+ 図像 と､ ｢栄光の聖母+ 図像 ､ そ して ペ ス ト職の 伝統が 融合 され て い る ｡
栄光の中の聖母 子 の 下 にはボ ロ ー ニ ヤ の 守護聖人七 人がボ ロ ー ニ ヤ の ペ ス ト解
放を執 り成すよう に聖母 を 仰 いで 祈 っ て い る ｡ 前列左右の 最 も観音 に近 い 位置で 放き
両手 で都市を示 すの は ､ 5 世紀 の ボ ロ ー ニ ヤ 司教聖 ベ トロ ニ ウス と ロザ リ オ信心 を 最
も推進 した ドメ ニ コ 会創始者の聖 ドミ ニ ク スで ある ｡ 中央 には続 い て 両手を胸 の 前で
組み ､ 眼を 天 に仰い で 歎願 する聖 フ ラ ンチ ェ ス コ が見え る ｡ こ の 聖 人の 表現 は ､ 職制
作の 後 に描 かれ た ｢聖 フ ラ ンチ ェ ス コ と 二 人 の 天 使+ (1 6 3 1年)にそ の ま ま踏襲 さ れ
て い る 16 5(図 14 8AB)｡ その 後 ろ には左右の 二 次的な 位置 に新 しく 守護聖人 と された
162 puglisi,
化Guido Re ni's Pa//io n edel Voto
”
, p . 405.
163 puglisi,
山Guido Re ni
'
s Pa//io n sde/ Voto” , p . 411, Note 46.
164 ｢ロ ザ リ オ の 聖母+ (ア ン プ ロ ー ジ オ ･ ブラ ン デ ィ ､ 『至 聖 な る ロ ザ リ オ の 栄光 あ る聖母総論』､ ロ ー
マ ､ 16 2 5年､ 扉絵); グ イ ー ド ･ レ ー ニ , r聖 ドメ ニ コ に 願われ る ロ ザ リ オ の 聖母 ､ ロ ザ リ オ の ミ ス テ リ
オ+､ 159 7･9 8年 ､ 画布､ 油 彩 ､ 3 90× 22 0c m ､ ボ ロ ー ニ ヤ ､ マ ドン ナ ･ デ ィ ･ サ ン ･ ル ー 力 聖 堂
165グ イ - ド l レ - ニ ､ r聖 フ ラ ン チ ェ ス コ と ニ 人 の 天 使+､ 16 31 年 ､ 画 布 ､ 油彩 , 1 9 6× 117c m ､ ロ ー マ ､
ガ ッ レリ ア ･ コ ロ ン ナ ; Ma(v a sia , C･ C･ , La Fe/s I
･
n aPI
･
t tric e, BoJogn a, 1841, l L, p. 64 . ; Pep pe r, S. ,
182
イエ ズス 会の 聖イグナチ イ ウ ス ､ 聖フ ラ ンシス コ ･ サ ヴィ エ ル が配され､ 一 番奥には
死後の勝利の椋欄を 持 っ て 観者をみ つ め る殉教聖人フ ロ リア ヌス と プロ コ ル ス が武装
した姿で 立 っ て いる ｡ こ こ で は 守護聖人た ち ､ 特 にベ トロ ニ ウス と ドミ ニ ク ス によ っ
て都市ボ ロ ー ニ ヤ が象徴されて い る ｡
さ らに ､ 見物者の 目線 に最も近 い 前景中央の薄暗い 区画で は ､ 灰色の霧 に包ま
れたボロ ー ニ ヤ の街 や死体 や 患者を運び 出す馬車 とい っ た ペ ス ト流行中の悲惨な都市
風景 によ っ て ペ ス ト禍 の深 刻さ が表 されて お り ､ 上 へ と上昇する構図や聖人の 身振り
によ っ て聖母子 を包 む光と 対照をな して い る ｡ 市壁の 外から都市を遠望祝する 眼差し
は ､市民と して都市全体を 眺め そ の救 済を願う行政府の眼差 しで もあり ､ か つ 日 々 人々
が苦しみ死 ん で ゆく べ ス トの 惨劇を 生 きて い た ボロ ー ニ ヤ 市民の 目で もあ る ｡ 後景と
前景に画面 を 天 上と地上 に 二 分 して , 下 部にボ ロ ー ニ ヤ の 守護聖人 と都市を配する構
図は､ か つ て レ ー ニ 自身がボロ ー ニ ヤ の 元老院の 委嘱で托鉢修道会聖堂の た め に描 い
た祭壇画 ｢メ ンディ カ ンテ イ の キ リス ト哀悼+ (16 1 3･ 16年) で 試み た もの を繰り返
して い る 1 66( 図1 4 9)｡ こ の 祭壇 画の 前景で は四 人の都市守護聖人 に囲まれ て確刑像
を胸に抱 い て挽 く聖 カ ル ロ ･ ボ ッ ロ メ - オの 下 に , ボロ ー ニ ヤ が木製の 雛型 模型 の よ
＼
う に概念化 され て い る o 一 方 3 0年の行列旗で は ､ 死体運搬馬車や担架が 出てく るボ
ロ ー ニ ヤ 市門の様子 を灰色 の色調で描 い た ､ 疫病流行を示す より現実的な描 写 とな っ
て い る ｡ 同 じく 3 0年の ボ ロ ー ニ ヤ の ペ ス トの際 に ｢療病者の聖ミカ エ ル聖堂+ のた
め に描か れ た ジ ェ ッ シの 祭壇 画で も16 7､ 左前景 で ペ ス ト患者 を介護 し死者 を埋葬す
る人 々 の後ろ に ボロ ー ニ ヤ の 都市景観が 描き こ まれ て い る ( 図8 3). 光り輝く 地平 線
によ っ て裁き の大天 使 ミカ エ ル の聖母 へ の 執り成 しに よ っ て ボロ ー ニ ヤ が神 の 恩寵を
得て救済され る こ とが 示 され て い る ｡ こ こ で も都市景観 によ っ て具体的に ､ 都市の 守
護者聖ミカ エ ル に よ っ て 象徴的 にボロ ー ニ ヤ の都市が 表象さ れており ､ そ の上空に都
市の 歎願 を全 て担 っ た 聖母 が 胸 に手 を 当 てて キ リス トに許 しを 促 して い る ｡ グ イ ー
ド l レ - ニ の 弟子 で モ ー デナで 活躍 した ロ ドヴィ ー コ ･ ラ ー ナは 1 6 3 3年の モ デナ市
当局 が 行な っ た ペ ス ト終幕記 念行 列の 旗を制 作 したが 168､ こ こ でも ロ ザ リオの 聖母
にモ デナ を 執り成す聖 ジ ェ ミ ニ ア ー ノ の 足元 に都市景観を描 い て い る ( 国92)｡ ラ ー
Gui do Re ni, Oxfo rd, Phaido n Pr e s s, 19 8 4, Ta v. 11 6, Cat. n o. 125(pp. 2 7ト 73).
'占6 グイ ー ド ･ レ ー ニ ､ ｢メ ン デ ィ カ ン テ イ の キリ ス ト哀悼+, 16 1 3･16年 , 画布､ 油 彩 , 7 0 0×341c m ､
ボ ロ - ニ ヤ ､ ピナ コ テ - カ ･ ナ ツ イ オ ナ ー レ ; Pep pe r, S. , Guido Re ni, Ta v. A c olo ri l l,
Cat. no .4 6(p p. 236-3 7). こ の 祭 壇画 は 1 616年 11月初頭 にボ ロ ー ニ ヤ の キ エ ー ザ ･ デ イ ･ メ ン デ ィ カ ン
テ ィ の 祭壇 に設置され た ｡ ボ ロ ー ニ ヤ 市民 は ､ 30年 の ペ ス ト行列 を見 て ､ こ の 祭 壇画を想起す る こ と が
で きた だろう ｡
167
G ･ F ･ ジ ェ ッ シ ､ rペ ス トの 聖母+､ 16 3 0年以降､ 画 布､ 油 彩､ 40 0×2 0 0c m ､ ポEj - ニ ヤ ､ サ ン ･
ミ ケ ー レ ･ デ ･ レ プロ セ ッ テ ィ 聖 堂
ス テ ン ダ ル ド
168
ル ドヴ ィ - コ ･ ラ - ナ ､ ｢モ デ ナ の 行 列 旗 (ロ ザ リ オ の 聖 母 に モ デナを執 り成す聖 ゲ ミ ニ ア ヌ
ス)+､ 16 3 年 , 絹布､ 油 彩 ､ 2 3 5×2 55c m ､ モ デナ ､ パ ラ ッ ツ オ ･ コ ム ナ - レ ､ サ ー ラ ･ デ ル ･ コ ン シ
リ オ
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ナはま た 16 36 年に べ ス ト終票を 感謝 した記念聖堂の た め に祭壇画 を制作 した
1 6 9(図
8 7 A)｡ そ の下 部 には概念的な 都市景観で はな く ､ ペ ス トの 凄惨な 情景 が 描か れ てい
る ｡ 画面 上部で キ リス トを拝む聖母 に呼応する よう に ､ 下部中央 には 幼 い 子 の 死を悼
む若い 女性と天 に歎願 を叫ぶ 老母､ 健康そ うな 男児を抱い て ひ ときわ 高 く立 つ 母 親か
らな る女性群像が描か れ ､ 疫病時の死 者 へ の鎮魂 と新た な生命 へ の 希求 を象徴化 して
い る｡ こ の異な る世代か らな る女性が螺旋状 に組み 合わ さ れ た群像 は ､ 幼き我が 子を
失 っ た母 親の 悲哀 と天 へ の 歎願を 象徴化 した
一 種の イ コ ン と化 して い る ｡
3) ロ ー マ 守護聖人の 選択 と聖 都 ロ ー マ の 卓越化
コ ル ト - ナは ､ 1 6 5 0年の聖年 に あわせ て建 立さ れたE)
- マ の サ ン ･ 力 ル 口 ,
ア イ ･ カ テ ィ ナ ー リ聖 堂主祭壇画と して ､ 16 世紀 末ミ ラ
ー ノの ベ ス トの 際 に集団的
悔蜂を示 してペ ス ト終葉を 天 に 歎願するた め に大司教聖力 ル 口
･ ボ ッ ロ メ ー オ が組織
した ｢聖訂の 行列+ 主題 を描い て い る
1 70( 図9)｡ 1 6 5 1年か ら 166 7年 まで 15 年以
上の 歳月 をか けて 50 0 スク ー デ ィ の 報酬で 制作 され た こ の祭壇画は
1 7 1
, そ の 2 0年前
に遡る 1 63 2年の ペ ス ト行列記 念峨の 委嘱 に次 ぐ彼の ペ ス ト主題作 品で あ る ｡ 聖力ル
口 は こ の ミ ラ ー ノ の ベ ス トを契機と して 隆盛 した 反 ペ ス ト聖人 と して の倍仰を受 けて
多数 の ペ ス ト主題画 に描かれ た ｡ 1 6 10年 の力 ル 口 の 列聖 の後 にボ ロ
ー ニ ヤ で 出版さ
れ た C ･ バ ス カ ぺ の 聖 力ル 口伝 (1 6 1 4年) に は ､ 6 世紀 ロ ー マ の 大グ レ ゴ リウス の
ペ ス ト行列 に倣 っ て彼 が 終幕歎願行列 を主導 した と書 か れて い る
1 72
｡ コ ル ト ー ナの
作品 はまさ に ､ こ の行列の 中心 を な した 聖力ル 口 の 姿を 主題 に した も の で あ る ｡
とこ ろが ､ 16 3 2年 の職 に は ､ 聖 力 ル 口 や聖 口 ク ス と い っ た 歴 史的な べ ス ト流
行と関わ っ た反 ペ ス ト聖人 で はな く , ロ ー マ の 守護聖人四人が選択 され て い た ｡ 聖ペ
テ ロ は伝統的反 ペ ス ト聖人で はな く ､ ロ ー マ の聖都と して の権威 と キリス トの地上の
代理人 で ある教皇権の 正 統化を意味する守護聖人で ある ｡ 一 方聖 パ ウ ロ は , キリス ト
教信仰の 最大の 布教着 で あ る と 同 時に ､ 疫病 治癒の 奇跡伝 承が最 も 多 い 使徒で あ る
17 3
｡ コ ル ト - ナ自身 ､ ウルバ ヌ ス 八 世の 兄 弟で カ ブチ ノ 会士 の 枢 機卿 ア ン トニ オ ･
169ル ドヴ ィ ー コ ･ ラ ー ナ ､ r誓願 の祭壇画+ (Pala del Voto)､ 16 3 6年 ､ 画布､ 油 彩 ､ モ デ ナ ､ キ エ ー ザ ･
デ ル ･ ヴ オ ー ト
170 ピ エ トロ ･ ダ ･ コ ル ト - ナ､ rペ ス ト終幕の た め に 聖 訂を行列す る聖 力ル tj ･ ポ ッ ロ メ - オ+､ 1 66 7
年完成 ､ 画 布 ､ 油 彩､ 500×330c m､ ロ ー マ ､ サ ン ･ 力 ル 口 ･ ア イ ･ 力 テ ィ ナ ー リ 聖 堂 ､ 主祭壇
17 1 1 651. 0. 20: 第 一 回目 の 支払 い 1 0 0 ス クー デ ィ ､ 16 6 5. 4.2 7: 10 0 スク ー デ ィ ､ 1 6 67. 9. 2 3:1 0 0 ス ク
ー デ ィ ､ 16 67. ll.2 3: 20 0 ス クー デ ィ - 計 500 スタ ー デ ィ B An s elmi, AIe ssa ndr a, ` `The high aftar of
S,Ca rlo ai Cat in a ri, Ro m e
”
, in :Cu r//
'
ngton Nagazin e, v ol. 138, n . 112 3, o ct. 1 996, pp . 66 0
-6 67, p .66 4,
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172``pe r cio ch6(Sa nCa rlo)s ape v a, cheS. Gr ego rioin similo c c a sio n ec o si a c evape rsu a s o
”
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De//a vita, et fat tJ
'
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け3 G ･ バ リア ル ー 口 の , 16 30年前後 の フ ィ レ ン ツ ェ に お ける ペ ス ト流行 と い う歴史的文脈 に お い て 同時
代の 画家ヤ コ ポ ･ ヴ ィ ニ ヤ ー リ の 絵 画作品を解釈 し た 研究 に よると ､ 一 見 ペ ス ト と は 無関係 に思 え る主
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バル ベ リ ー ニ とバ ル ベ リ ー ニ 一 族 へ の オマ ー ジ ュ と して建立され たカ ブチ ノ会のサ ン
タ ･ マ リ ア ･ デ ッ ラ ･ コ ンテ ェ ツ イ オ ー ネ聖堂の た め に ､ ｢聖′叩 口 の盲目 を治癒す
るアナニ ア+ (1 6 3 1年頃) を制作 して い る174 ( 図1 50)○ したが っ て ､ 職に描 かれた
聖パ ウ ロ は ､ 単 に ロ ー マ との結びつ き か ら選択された だけで はな く ､ パ ウロ の奇跡治
療者と して の 信仰 に裏打 ちされた 選択で あ っ た と考え られる ｡ 裏面の大天使聖 ミカ エ
ル と聖セバ ス テ ィ ア ヌ ス は いうまで もなく 伝統 的反 ペ ス ト聖人 に数えられ る｡ 同 時に
彼らは ロ ー マ の 守護聖人 と して 選択され て い た ｡ 行列経路の象徴性に つ い て 述 べ た と
おり ､ 前者は カ ス テ ル ･ サ ンタ ン ジ ェ ロ にま つ わる 6 世紀末のグ レ ゴリ ウス 一 世の
ペ ス ト行列 の伝承 と ､ 後者 は 7 世紀の パ ヴィ アの ペ ス トに つ いての 伝承 を変形 した
サ ン ･ ピ エ トロ ･ イ ン ･ ヴ イ ン コ リ聖堂の 祭壇 にお け る聖人信仰と結び付け られ た ､
ロ ー マ の ペ ス トの歴 史 と密接な関わ り をもつ 聖人で ある ｡
1 5世紀の ペ ル ー ジ ャ の ペ ス ト行列旗や 16 30年のボロ ー ニ ヤ の臓 には ､ 聖 ド
メニ コ ､ 聖フ ラ ンチ ェ ス コ ら托鉢修 道会 の 創設者や ､ 聖カル ロ ･ ボ ッ ロ メ - オやイ エ
ズス 会聖人の よう に , 特定の修道会 を代表する聖人が描かれ て いた ｡ こ れ に比 べ て ､
3 2年の 職で は ､ 特定の宗派 に言及す る聖人 は 一 人も貴択されて い ない ｡ その 理由は ､
ロ ー マ が カ トリ ッ ク 世界の首都で あ り ､ 宗派を超えて 全て の カトリ ッ ク教徒を束ねる
霊的指導者 と して の教 皇の本拠地で ある とい う 特質ゆえ に ､ また こ の行列 が ロ ー マ 社
会を挙げた 公的行事で あ っ た ゆえ に ､ 特定の 修道会を特権的に支持する ような 主題 が
避 けられた た め で あ る と思われ る ｡ つ ま り ､ ｢サ ル ス ･ ポプリ ･ ロ マ ー ニ J が ロ ー マ
全体の 守蕃看 で あ る と 同様 に , こ の 四人の 都市守護聖人は あく まで ロ ー マ に固有の ペ
ス ト聖人 と して描 かれ た ので ある ｡ それ は ､ 繊の最前景 に描かれ て いた とい う ロ ー マ
の都市景観 によ っ て ､ 一 層強調 され て い た ｡
現在 ､ 教 皇庁 パ ラ ッ ツ イ ･ ヴ ァ テ イ カ ー ニ の 綴れ 織の 間に掛 けられ て い るウル
バ ヌ ス 八世 の功績を 称え る た め の綴 れ 織連作の な か に ､ 1 6 3 0年か ら 3 2年の ペ ス ト
題が実際は疫病 の 治癒や聖人 の 執 リ成 し ､ 神 の 慈悲を願う意味を有 し て い た｡ 中で も､ ｢天 使 に 癒 され る
ア ガル+､ ｢天使 に 起 こ され る ア ガル +､ ｢バ ラ ー ム と ロ バ を止め る 天 使J と い っ た旧約聖書 に典拠を持 つ
主題が､ ペ ス トに 関す る 慢愉 的図像 で あ っ た こ とを明ら か に し た点は こ の 論文 の白眉で あ る ｡ バ リ ア ル
ー 口 は ､ 1632年未 に サ ン ･ パ ウ ロ ･ デ ィ ･ ノ ッ チ 信 徒会 の た め に ヴ ィ ニ ヤ ー リ が 制 作 し た ｢病人を癒す
聖 パウ E)+ の 分析 にお い て ､ パ ウ ロ は 使徒 の 中で 最大 の奇跡治療者 である ことを根拠と し て い る ｡ こ の
作 品も､ 使徒行伝 28:1 以 下 の マ ル タ島で 蛇 の 毒 に よる疫病 を治す聖 パウ ロ の 奇跡 に基づ い たもの で あ る ｡
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Tos c a n a, Fire nze , Le Let te r e, 19 94, p p. 13 8-198, p p. 180-1 83. こ の 論文を筆者 に示唆 し て く ださ っ
た甲斐数行氏 に こ の 場 を借 リ て 感謝を申 し上 げる ｡
174
ピエ トロ ･ ダ ･ コ ル ト - ナ , r聖 パ ウ ロ の 盲目を治癒する アナ ニ ア+､ 1631 年 頃､ 画布､ 油 彩 ､ 2 50×
190c m ､ ロ ー マ ､ サ ン タ ･ マ リ ア ･ コ ン テ ェ ツ イ オ - ネ聖 堂 ､ 左第 一 礼拝堂祭壇 ; こ の 聖堂 には､ バ ル
ベ リ ー ニ 家 メ ンJく - が 各 々 保 護 し た 17世紀前半を代表す る画家たち(グイ - ド ･ レ ー ニ ､ ドメ ニ キ ー ノ ､
ラ ン フ ラ ン コ ､ サ ッ キ ､ 力 マ ッ セ イ ､ コ ル ト - ナ) が描いた祭壇画 が 集められて い る ｡ 中 で も ､ グ イ - ド ･
レ ー ニ の ｢ル シ フ ェ ル を 倒す大天使 ミカ エ ル+ (右第 一 礼 拝 堂)､ ア レ ッ サ ン ド口 ･ ト ゥ ル キ の ｢聖 フ ェ
リ ー チ ェ ･ ダ ･ カ ン タ リ - チ ェ (盲目 の フ ラ ン シ ス コ 会 士､ カ ブチ ノ 会守護聖人)J と コ ル ト ー ナ の 作 品
は ､ 病 に 対す る 守護や奇跡的治癒 に 関わ る主題 で あ リ ､ ペ ス ト流行時 にイタリ ア各地 でカブチ ノ会 士 が
従事 した 病人看護を象徴 し て い る 可 能性 は高い b
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行列まで の こ 年 臥 教 皇が ロ
ー マ を守護 しき っ た こ とを 記念 した 作 品が あ る
175( 図
151 AB)｡ コ ル ト ー ナ の 第
一 の 弟子 で共 同制作者だ っ た チ 一 口 ･ フ ェ ツ リ(1 63 4
･ 16 8 9)
が デザイ ン した こ の綴れ 織で は ､ 中央に天 を仰 い で 歎願 するウル バ ヌ ス 八 世が 立 っ て
い て ､ そ の上空に浮か ぶ雲の 上に は ､ 左から大天使聖 ミカ エ ル ､ 聖セ バ ス テ ィ アヌ ス ,
聖ペ テ ロ ､ 聖パ ウロ カゞ 座 して い る ｡ 教皇の 背後に立つ 三 人の 男性 は ､ お そ らく枢機卿
フ ラ ンチ ェ ス コ と ､ そ の弟の 枢機卿 ア ントニ オ ､ ロ
ー マ 総督ク ッ デオの バ ル ベ リ ー ニ
家の メ ンバ ー と思われ る ｡ そ の 左奥 には ､ 壷 に事を 入 れ た 老婆を黄金 の 小麦の穂束で
叩く 女性がみ える b 振り上 げた 小麦 の穂と , 左手の コ ル ヌ コ ピア の ア トリ ビ ュ
ー トか
ら､ こ の 女性は ｢豊穣+ の擬人像で あ り ､ 彼女 に叩かれて い る地 に 塩を撒く よ うな仕
草の醜 い老婆は穀物の ｢凶作+ の擬人像で あろ う ｡ 彼女らは ､ ウル バ ヌ ス 八 世が取り
組ん だ穀物供給の安定化のた め の ロ ー マ 穀物貯蔵庫の 拡張 な どの諸 政策を 示 して いる
もの と思わ れ る ｡ 右側で は 柵の 外 に盗賊を 追放 する兵 士 が見 え ､ 16世紀 か らの 農村
部の貧困化 と都市流入 に起 因する度々 の 盗賊団を
一 掃する教皇の 政策を 表わ して い る o
こ こ には直接的 にべ ス トに言及 した 場面が描か れ て い るわ けで はな い が ､ 1 6 30年の
ペ ス トは最終的に ロ ー マ の 城壁 を越え る こ と ばな か っ た ので あるか ら当然か も しれな
い ｡ とこ ろが ､ 天 空 から地上を見 守 る守護聖人 と して , 聖 ペ テ ロ ､ 聖 パ ウ ロ の ほか に
聖セバ ス テ ィ ア ヌ ス と大天 使聖 ミカ エ ルが加え られ て い る こ と に注 目す る と ､ こ の綴
れ織が ベ ス ト対策 と 32年の ペ ス ト行列を念頭 にお い て い る こ とが 分 か る ので あ る｡
1 6 34年 ロ ー マ 生ま れ のチ 一 口 ･ フ ェ ツ リ は ､ 直接 的に べ ス ト行列 を 知る こ とは で き
な か っ た が ､ そ の師コ ル ト ー ナから聞く こ とは 当然で き た は ずで あ る し ､ また師が辛
が けた行列用 の大幡を見て い た こ とは 間違 い な い だろ う ｡ 16 32 年 の行 列 にお い て凱
旋門装飾で地上 の ロ ー マ 守護者 と して 重ね て 称え られ た ウル バ ヌ ス 八 世の 功績 を ､ こ
の 綴れ続で は四 人の 守護聖人 に対する彼の歎願 とい う表現 で記 念 して い る の であ る ｡
こ の よう に ､ 32年の ペ ス ト行列繊 に描か れ た 四人 の聖 人は ､ そ の 後 も ロ ー マ を様々
な 危機か ら守護する為政者の栄光化と重ね られ た 形で ､ ロ ー マ の 守護聖人 と して恒久
的に記念された ｡
ペ ス ト対策の 実質を 担 っ た ポポロ ･ ロ マ ー ノ もまた ､ ウル バ ヌ ス 八 世 と教皇庁
衛生 局長官枢機卿フ ラ ンチ ェ ス コ ･ バル ベ リ ー ニ に対する感謝の 意 を記 念 して ､ カ ン
ピドリオ の アラ コ エ リ聖堂 に教皇 へ の ペ ス ト対策 に関する献辞 を刻ん だ大理 石の モ ニ
ュ メ ントを造っ て い る1 76 ( 図1 5 2)｡ フ ァ サ ー ド裏面の コ ー ニ ス の 上 に は ､ 全体 の三
T75 チ 一 口 ･ フ ェ ツ リ ( 下絵)､ バ ル ベ リ ー ニ 得 れ織 工 房 (Ar a z z e ria Ba rbe rini), ｢海 鮮 か ら ラ ツ イ オ州
沿岸を守護す る こ とを ロ ー マ 守 護聖人 に歎願す る ウ ル バ ヌ ス 八 世+ ( ウル バ ヌ ス 八 世 の 生涯連作)､ ヴ ァ
テ イ カ ン 市国､ パ ラ ッ ツ イ ･ ヴ ァ テ イ カ ー ニ ; Fal di, ltalo , / c a rto n /
'
pe rglJ
l
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.
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.
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De Lu c a, 1967.
- 76 ジ ャ ン ･ ロ レ ン ツ オ
･ ベ ル ニ ー ニ
､
rポ ポ ロ ･ ロ マ - ノ ､ コ ン セ ル ヴ ァ ト ー リ に よ る ウ ル バ ヌ ス 八 世
へ の ベ ス ト対策 ･ 守 護 を感謝す る銘文+､ 1 63 4年 ､ 自 大 理 石 ､ ロ ー マ ､ サ ン タ ･ マ リ ア ･ イ ン ･ ア ラ コ エ
18 6
分の - を占め る大き な モ ニ ュ メ ントが付 けられて い る ｡ /〈ル ベ リ
ー ニ 家の三匹の蜜蜂
が飛ぶ紋章を 目窓の ス テ ン ドグ ラス に仕 立て た意匠の下 には ､ ニ 人の天使が捧げ持つ
銘文の帯が広 げられて いて ､ そ こ にウル バ ヌス 八 世が イタリア中 を席巻 した ペ ス トか
らロ ー マ を護っ た こ とを称 え る内容の ラ テ ン語銘が刻まれ て い る
1 7
｡
こ の よう に ､ 3 2年 の ペ ス ト行列 にお け る凱旋門装飾や行列職の図像だ けで は
なく ､ バル ベ リ ー ニ 家自身 の栄光化 を示 す綴れ 縦や ､ ポポ ロ ｡ ロ マ - ノ によ るウルバ
ヌス 八世 へ の 感謝記念碑 に よ っ て ､ 天 上で は 四人の守護聖人に ､ 地上で は教皇と枢機
卿フ ラ ンチ ェ ス コ に ､ ペ ス トの 危機 から ロ
ー マ が 守護され た こ とが 記念された ｡
4) 聖都 ロ ー マ と ｢サ ル ス ･ ポ プリ ｡ ロ マ ー ニ +
一 方 ､ 行列 の中心 , 峨の 中心 に描かれ た ｢サル ス ･ ポプリ ･ ロ マ - ニ + の聖母
は ､ どの よう な意 味を も っ て選択 され た ので あろ うか ｡
a) バ ロ ニ ウス 『教会 史』 に よ る伝統の 創造
ペ ス ト行列の モ デル と され た 6 世紀末のグ レゴリウス 一 世の ペ ス ト行列 におい
て特定の聖画像が運ばれ た とする伝承 は ､ トウ ー ル のグ レゴリウス ､ パ ウル ス ･ ディ
アコ ノ ､ 助祭 ヨ ハ ネ ､ ベ ー ダの 各著作 を通 じて正 統化さ れて い た ｡ これを最終的に権
威付けた の が､ 対抗宗教改革 におい て ロ ー マ カ トリ ッ ク 教会が 初期キリス ト教会の正
統的後継者で あ る こ とを 示 した 1 6世紀後半のオ ラ トリオ会士チ ェ
ー ザ レ ･ バ ロ ー ニ
リ聖堂 ､ 正 面 真壁 ; ポポ ロ ･ ロ マ ー ノ は ､ 1 63 2年 2 月 9 日 の決議で , ｢聖 都 の 健康 (Sa nitatis) を護っ
た+ と して 教皇ウ ル バ ヌ ス 八 世 ､ 枢 機卿 フ ラ ン チ ェ ス コ ･ バ ル ベ リ
ー ニ ヘ の 公 式的な感謝 の表明を決定
して い る ｡
<1625-16 40De c r eti d i Con segliMagistr atiet itr a m e ni Ro m a ロi. Cr ed. e l･ o To m o33･Dec r eti･ 01 1 5
> "臥 D. C. X. X. I. ). J. //Pr egiuia Gr at
-
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オ (カ エ サル ･ J†ロ ニ ウス)の 『教会史』で あ る ｡ バ ロ
ー ニ オの 大部 の 著作第 八巻(1 599
年 出版)､ 西暦 59 0年の 記 述 には ､ サ ン
･ ピ エ トロ 大聖堂 へ の 行列の 時に教皇 グレゴ
リウス が運ん だの は ､ ｢現在まで プレセ ピオの サ ンタ
･ マ リア 大聖堂(サ ンタ ･ マ リ ア ･
マ ッ ジ ョ ー レ大聖堂)に置 かれ ､ 信徒が 繰 り返 し訪れて 敬意 を込 めて 崇拝 して い る+
｢大変 に崇敬 された 神の 母 の聖画像+ で あ っ た と明言されて い る
1 7 8
｡
こ の 対抗宗教改革精神 に貫か れ た歴 史書の 記述は特 に以 下 の数 点に お い て非常
に重要な 意味をもつ ｡ まず ､ 大グレ ゴリウス が大規模な 嘆願行列 に よ っ て ロ
ー マ の ペ
ス トか らの解放を 導い た こ とを 史実 と して永遠化す る こ と によ っ て ､ キリス トの 地上
の代理 人で あり第 一 の使徒 ペ テ ロ の後継者と して ロ
ー マ 教皇の 権威 を 強イヒし ､ ロ ー マ
が神の 守護下 に ある聖都で ある こ とを 強調 して い る ｡ すで に コ ンス タ ンテ ィ ノ
ー プル
が ｢聖母 の執り成 しに よ っ て ペ ス トから解放 された+ 特権 を享受 した 前例が あるが ､
大グレ ゴリ ウス 時代の ロ ー マ もまた聖母 の 特別の 守護を受けた こ とが ｢サ ル ス ･ ポプ
リ ･ ロ マ - ニ + イ コ ンの 言及 を通 して特記 され て い る
1 7 9
｡
また ､ この 聖 母 子 イ コ ン崇拝が 6 世紀末 に遡 る 権威 を 有す こ とが 明示 され て
い る ｡ すなわ ち聖画像崇拝が初期キ リス ト教会 にお い て 行われ た 信仰形 式で あ る こ と
を示 す ｢歴 史的事件+ を 物語る こ とを通 して ､ ト レン ト公会議決議 に お い て 教義化さ
れた 聖画像崇拝の 正統性 を 強調 して い る点は看過で きな い ｡ ｢聖ル カ の 筆 にな る+ と
い う 伝承 を伴う こ の イ コ ンが 特筆 され た の は ､ バ ロ ー ニ オもそ の神学 的議論 に参与し
て い た 対抗宗教改革運動 にお ける宗教図像刷新政策の な か で ､ 聖ル カ に よ る聖母 図像
の承認と讃美が行なわ れ た こ との 直接的な結果 で あ る 180｡
さ ら に ､ こ の聖 画像が 疫病か らロ ー マ を守護する奇跡力を 有す と い う信仰 は歴
史学的 には 14 世紀以 降 に生 まれ た も の とされ て い るが ､ 6 世紀末 の 行列お よび聖母
子 イ コ ンと ペ ス ト終篤の奇跡 とが ｢歴 史的に+ 関連付 けられ た こ とは 最 も重要 に思わ
れる 181｡ な ぜ なら ､ 1 6 3 2年 の ペ ス ト克服記 念行列 に おい て ｢サ ル ス ･ ポ プリ ･ ロ マ
ー ニ+ の 図像が記 念旗 に描く 対象 と して選択 され る に至 る に は ､ バ ロ ー ニ オの記念碑
的著作 によ っ て 権威化 され た 模範的先例が 不可 欠だか らで ある ｡ つ ま り ｢嘆願 行列後
に ペ ス トが終篤 した+ グ レ ゴリウス 大教皇の例 に倣う こ と によ っ て は じめ て ､ ロ ー マ
178Ba r o niu s, Ce s a r e,A〟〟JLES ECCLE SIJ S T/ C,TOMV S8 , RO NAE, MD XCIX. , p. 6. 《Habent v ete r e s
Ritu ale sli bri (vt vi dim u s) vlt irn s lita nijs e s s epr o c e s s u m ad b sil ic a mApo stoJo r u mprin cipis
Pet ri, atqu e ab e ode mGr ego rio s a n cta mim agin e mDeipa r a e m agn a v e n e r at io n edelata m :fuis s e a uteTn
llla tr ad itu r, qu a eha cte n u s e xtat in ba si 一ic aS. Ma ria e ad Pr a e s ep , & a polulo ho nori fic o c uLtu
fr equ e ntatu r : C a mtu n e aS. Gr ego rio in pr o c e s sio n edeLata m))
179日a r o niu s,C, ,J〟NJL ES EC CLE SIJ T/CI, T OMV S 7, MD X CVl, p. 3 30 E- 331 A-D 東 口 - マ 皇 帝 ユ ス テ
イ ニ ア ヌ ス
一 世 治世中 の 544年 の オリ エ ン トの ペ ス トの 際 に ､ 聖 母 マ リ ア の 執 リ 成 し で コ ン ス タ ン テ ィ
ノポリ ス が ペ ス トか ら救われた こ とを記念 し て ､ 聖 母 マ リ ア の 御潔 め の 祝祭が 広ま っ た (fe sta di
pu ri fic a zio n e)｡ 皇帝 は こ れを記念 し て 聖 ソ フ ィ ア 聖堂を建立 し聖母 に 献堂 した ｡
180若 桑 み ど リ ､ ｢反 宗教改革期 の カ トリ ッ ク 教会 におけ る 宗教図像 の 変革+､ 『美 学』､ 美 撃会編 ､ 6 7､ 1 966
年 ､ 23-27頁 ､ 2 4貢｡
181 cr a wfu rd, plagu e a nd pe stl
e
/O n c ein I/
'
te r a[u r e a nd a rt, p p.8 8- 93.
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市がペ ス トの 兼行を ｢阻止+ した こ とを記念する意味が成立 した の で ある ｡ 一 つ の聖
母マ リア画像は 奇跡の 力の伝統 を付され る こ と によ っ て ､ ペ ス ト危機の終篤を祝 う同
時代人のさらな る崇敬を集 めた ので あろ う ｡
6 世紀の ベ ス ト行 列と こ の 聖母子 イ コ ンとの 関連付 けは ､ トレン ト公会議決議
に基づく刷新運動が展開 した 16 世紀末以降にイ タ リア各地 におい て図像化 される こ
と によ っ て信徒 の間 に流布され た ｡ 例え ば ､ トス コ エ ロ マ ー ノ派のヤ コ ポ ･ ツ ツ キの
作品では 画面 中央 に行列用の輿 に入 れ られた ｢聖母子+ 図像が描かれて い る1 82(国 12)｡
また同 主題を あ らわ した フ ェ デ リコ ･ ツ ツ カ ロ の デ ッ サ ンで も183､ ペ ス ト犠牲者の
遺体の山の 間で ｢聖母 子+ イ コ ンを行列する様子 が描か れて い る (国15 3)｡ 16 3 0年
の ペ ス トで 大 禍 を 被 っ た ロ ン パ ル デ ィ ア 地 方で も ､ セ バ ス テ ィ ア ー ノ ･ テ ー マ
(1 6 34･ 4 0に記録) が ｢聖母 子+ イ コ ンを掲 げる行列と剣を鞘に収める天 使の 出現 の
主題を 図像化 して い る 184 ( 図1 3)｡ また 16 5 6- 7 年にべ ス トが大淀行 した南 イ タ リ
アで も ､ 確刑 像 と とも に ｢聖 母 子+ イ コ ンが行列さ れて い る情景が描かれ た 1 85( 図14)｡
ロ ー マ のイ コ ンを 暗示 す る こ れらの作 品群の 一 方で ､ グレゴリウス 一 世の ペ ス ト行列
主題は ､ 必 ず しも ｢サ ル ス ･ ポ プリ ･ ロ マ ー ニ+ に言及する七は限 らな か っ た ｡ ロ ー
マ の トリ ニ タ ･ デイ ･ モ ンテ ィ 聖堂に は ､ トレン ト公会議以前 ､ すな わ ち 『教会 史』
出版以前 に ､ レオ十世(1 5 1 3･ 2 1)の フ ラ ンス 大使の 委嘱で ミケ ラ ン ジ ェ ロ の弟子 が 制
作 した 同 主題の フ レス コ 画 が ある ｡ こ の作 品で は ､ 教皇(レオ十世が 大グ レゴリウス
と して 描か れ る)に現れ る 大天 使 ミ カ エ ル の 出現 のみ が 取 り 上 げられ て い る 1 86(図
1 5 4)｡ また 兄 の フ ラ ンチ ェ ス コ ･ ヴ ァ ン ニ と並ぶ シ エ ナ派対抗宗教改革絵画 の 中心
人物の 一 人 で あ る ヴ ェ ン トウ - ラ ･ サ リ ン ベ ー ニ (シ エ ナ 1 56 8c - 16 1 3) の作 品 で
は187､ 天 蓋 付の 行列 用 台 の 上 に画像 が 置か れ て い る ｡ こ の作品 で は表面 が 見 え な い
よう に描か れ て い る た め 特定聖 画像 へ の言及 は な され て い な い ( 国15 5)｡ こ の よう
な場合 ､ グ レゴ リ ウス の ペ ス ト行列 にお け る奇跡的伝承を描 い た図像を 見る ロ ー マ 以
外の 都市 の信徒 は ､ そ れ ぞれ の 共同体 に お い て 崇拝する聖画像 と 6 世紀末の ロ ー マ
8ー2 ヤ コ ポ ･ ツ ツ キ ､ ｢教 皇大グ レ ゴリウ ス の 行列+､ 16 8× 12 8c m ､ ム ゼイ ･ ヴ ァ テ イ カ ー ニ (In v.3 74.)
-83フ ェ デ リ コ ･ ツ ツ カ ロ r大グ レ ゴリウ ス の ベ ス ト行列と幻視+､ 茶イ ン ク ､ 赤 チ ョ ー ク ､ 269× 15 9m m ､
ミ ュ ン ヘ ン , 版 画 史料皇
1 84 セ バ ス テ ィ ア ー ノ ･ テ ー マ ､ ｢教 皇大グ レゴリウ ス の 行列+､ 16 30年代 , 画 布 ､ 油 彩､ 10 0×2 00c m ､
チザ ー ノ ･ ベ ル ガ マ ス コ ､ サ ン ･ グ レ ゴリオ聖堂
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ア ン ジ ェ ロ ･ ソ リ メ ー ナ(1 6 2 9･1 716)｢ロ ー マ の ペ ス ト+､ 16 98年 , 画布 に 油彩 ､ サ ル ノ ､ ド ゥ オ
ー モ
186 シ チ リ ア 出身 の ヤ コ ポ ･ シ ク ー ロ ､ また は M ･ マ イ ー ノ に 帰属 ､ ｢ハ ドリ ア ヌ ス 帝の 城壁上 の 大 天使
聖 ミカ エ ル の 出現+､ フ レス コ ､ 1 6世 紀初頭 ､ ロ ー マ ､ トリ ニ タ ･ デ イ ･ モ ン テ ィ 聖 堂 ､ 右袖 廊石 壁 ;
前景の教皇 の 大外衣 にはグ レゴリウ ス 一 世 の 紋 章 の 下 に メ デ ィ チ家教皇 レオ十世の 紋章が 描 き 込まれ て
おり ､ 両者 が同 一 視 さ れ て い る こ とが介 か る ｡ また 注文主が聖 ミカ エ ル 騎士団員で あ っ た た め 本作 ､ お
よ び聖 ミカ エ ル が遣わ したガ ル カ ノ の 牡牛 の伝説を描 い た ル ネ ッ タ に こ の 主題 が 選ばれたと考 え られ る
(chie s a e c o n v e n(o de/ Ia S S. Trim /
'
ta de /
'
Mo n(I
'
in Ro m a, te sto diL. Saler n o,Bologn a, Gr afic a, 19 68,
p.l l.)｡ た だ し 左袖廊礼拝堂 に は フ ェ デ リ コ ･ ツ ツ カ1) に よ る フ レ ス コ 画 rア ウグ ス ト ゥ ス 帝 と 墨 女の
選択(ア ラ コ エ リ の 聖母 の伝承)+ (15 89)が 描 か れ て い る た め ､ ペ ス トと 関連す る可能性 も あ ろ う o
187 ヴェ ン ト ゥ ー ラ ･ サ リ ン ベ ー ニ ｢悔 俊す る大グ レゴリ ウ スと ロ
ー マ+､ ペ ル ー ジ ャ ､ サ ン ･ ピ エ トロ
聖堂 ､ 右 身廊
1 89
の 奇跡の聖母 像と を同 一 視 して 信仰する こ とがで きた の で はな い か と考え られる ｡
b) <Salu sPopuliRo m a ni>の象徴性
で は ､ ｢サ ル ス ･ ポプリ ･ ロ マ ー ニ + と称された 聖母子 イ コ ン は どの よ うな象
徴 性を も っ て い た の で あ ろ う か ｡ そ も そ も ｢サ ル ス (Salu s)+ と は ､ 健康 と安全を
具現 した 舌代ロ ー マ 時代の 女神 の名で あ り ､ ク イ リ ナ
ー レの 丘で 祭られ て い た ｡ 神殿
の あ っ た 丘の 一 部は rサ ル ス の 丘 (Collis Salutaris)+ と呼ばれ て い た とい う
188
｡ リ
ウ ィ ウス に よ る と ､ 紀元 前 30 7-3 0 6年の 記 述 には ､ サ ム ニ ウム と の 戦争中 ､ ロ
ー マ
の 監察官ガイウス ･ ユ ニ ウス ･ ブプル クス は か つ て 執政官と して 誓願 を立 て た ｢サル
ス+ の 神殿 に契約を献 じた と あ る1 89｡ また 紀元 前 3 0 3年 には ロ
ー マ の属州 を侵攻 し
た アエ クイ を最初の交戦で 打ち負か して ロ ー マ に凱旋 した 彼は ､ 指揮官 と して ｢サル
ス+ の 女神 に勝利 と凱旋 を奉 じた 190｡ ロ ー マ を脅か す故 に対 する 勝利 を 献 じた と い
う リウ ィ ウ ス の記述か ら ､ ｢サ ル ス+ が 国家の 安全を 支配 する 女神 と して 倍仰 され た
国家的神性で あ っ た こ とが分か る ｡ また若菜 み どり氏が 紹介 して い る よ う に ､ 国 家の
安全を祈願 する ロ ー マ 皇帝の コ イ ン には ､ <Salu s P11blic a> ( 国家の ､ 公共の 安 全)
の銘文が 刻ま れ て い た 1 9 1｡ こ の よ うに ､ ｢サ ル ス+ 女神 は 国家 の健康 ､ 安全 を ､ ひ い
て は 国家の 繁栄を司 っ て い た ｡ した が っ て ､ ｢サ ル ス ･ ポ プリ ･ ロ マ ー ニ + の イ コ ン
は ､ 舌代 ロ ー マ の 国家保全観念 を継承 して ､ ｢ロ ー マ の 民 の 安全 と健康+ を 守護する
権能 を帯びて い た こ と にな る ｡ サル ス 神殿はク イ リ ナ ー レの 丘 にあ っ た とい う ｡ 一 方
エ ス ク イ リ ー ノ の丘 に建 つ サ ンタ ･ マ リ ア ･ マ ッ ジ ョ ー レ大聖堂 に置か れ た聖母 子 イ コ
ンは ､ 舌代 E] - マ 時代の 大地母神 キ ュ ベ レ ー 神殿 の聖性 と ､ 健康 と安全の 女神サ ル ス
の 権威 を ､ キリス ト教 にお ける ｢神の 母+ マ リア信 仰に取 り込ん だ 結果 生まれ た 最大
の ロ ー マ の 守護者だ っ た と い え る ｡ ゆえ に ､ 凱旋門を通 っ てサ ンタ ･ マ リア ･ マ ッ ジ
ョ ー レに行列が 入 る こ と は ､ ペ ス ト危機か らロ ー マ を 守護 してそ の 民の 健康と安全を
具現 した聖母 に対する奉献儀礼で あ り ､ ペ ス トと い う 敵 に対する勝利の 凱旋 を捧 げる
とい う 軍事的象徴 も帯びて い た の で あ る ｡
1a8 若桑 み どリ ､ 『象 徴と して の 女性像 - ジ ェ ン ダ ー 史か ら 見た家父長制社会 に おける女性表象』､ 筑 摩
書房､ 20 00年 ､ 4 46- 447貢 ｡
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み どリ ､ 『象 徴と し て の 女性像』､ 446- 447貢 D 若 桑 氏 が 引用 し て い る舌代 口 - マ コ イ ン 研究 に
ロ ー マ 共和 政時代 に は <SaLu s Repubulic a> ( 共和 国の安全)､ 帝 政期 に は ､ 22 2年 の セ ヴ ェ ル
ス . ア レ ク サ ン ドロ ス 帝の コ イ ン に 見られ る よう に<Salu s Public a> ( 国家､ 公 共 の 安全) と銘文 が変化
し た と い う ｡
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第四節 行列受容の コ ン テ ク ス ト
1) 受容にお ける ヒ エ ラル キア
16 32年の ロ ー マ の ペ ス ト行列 の中心 は ､ rサ ル ス ･ ポプリ ･ ロ マ ー ニ+ の聖母
イ コ ン と ロ ー マ の守護聖人 四人 ､ お よび都市景観が描か れた 大幡そ の もの で あり ､ こ
れが象徴する と こ ろの 至 上の価値 は ､ 聖母 と聖人に守護された ｢ロ ー マ の健康 と安全+
と い う観念で あ っ た ｡ で は ､ 行 列の中心 か つ 頂点をなす こ の観念 を支えた 行列の 上下
構造は い か な る もので あ っ た の で あ ろ うか ｡
行列が 受容され る場 ､ すな わちロ ー マ の都市空間を横断 して ゆく行列の構成員
とこ れを迎え ､ 見送 リ ､ さら に末尾に従 っ て ゆく人 々 が形成する行列受容の ヒエ ラル
キ ア構造 を図式化 してみ よう ｡ 全て の 中心 で あり ､ 位階制の頂点に位置する の は ､ ロ
ー マ 社会 を統合する シ ンボル と して の最大の 守護者聖母 マ リ アで ある ｡ 幼な子 イ エ ス
を左腕 に抱 い た ｢サ ル ス ･ ポプ リ ･ ロ マ - ニ + の聖母 は ､ ｢神 の母+ と して 母性規範
を具現する イ メ ー ジで あ る ｡ 聖母 の 母性 は ､ 彼女が 主な る神に人 々 の 歎願を仲介する
最大の執 り成 し人で あ る こ と の神学的根拠で ある ｡ そ の 下位に は ､ 職の 上下 構図と神
学的秩序 に基 づ い て ､ 聖 ペ テ ロ と聖 パ ウ ロが ､ さらに大天使聖ミ カ エ ル と聖セバ ス テ
ィ ア ヌ ス が ､ 聖都の 公 的歎願を聖母 へ 仲介する執リ成 し人 と して の位置を 占め る ｡ 彼
ら男性守護聖人 は ､ ロ ー マ そ の もの を 代表するゆえ に ､ こ の行列が称揚する とこ ろ の
教皇庁 - ポポロ ･ ロ マ ー ノ によ る都市疫病政策の 成功を記 念する役割を担う ｡ 前景に
描かれ た ロ ー マ 都市景観 によ っ て ､ 都市全体の代表者 とな る被ら守護聖人 は ､ 行列に
お い て都市社会を代表 して い た 公式的参列者と 同 一 視する こ ともで き る｡ こ れ らの 天
上的存在 の足 元 に描 かれ た 都市景観 は ､ 大幡と い う聖画像の 次元 と ､ 行列が 移動 して
ゆく 現実の都市空間とを 象徴的 に連結す る役割 を果 た す｡ コ ル ト ー ナが どの よ う に都
市を描い たか は もは や知 る こ とは で きな い が ､ 聖母 ､ 聖 人の足 元 に可 視化され た ロ
ー
マ が ､ 聖 な る恩恵を 受けた 一 つ の 都市共 同体 と して ､ 行列参列者お よ び沿道 の 人々 に
よ っ て 彼らが帰属する と こ ろの 共同体 を確定する概念装置と して働い た と考 えられ る ｡
こ の よ うに ､ 行 列の 中心 をな して い た 大幡図像自体が 明確な 位階制的秩序 に貫
かれて い た の で あ るが ､ そ の ヒエ ラル キア構造は ､ 職を頂 点と して構成され た行列と
その 受容の コ ンテ クス 卜そ の も の を ､ 職の 額縁を超え て規定 して い た と 見な す べ きで
あ ろう ｡
4 メ ー トル半 もの 大き さ の大幡は ､ サ ン ･ ピ エ トロ ･ 大聖堂の 至 聖な る聖体信JL
会のメ ンバ ー によ っ て 6本 の 銀の 支え棒 によ っ て 担が れ て い た ｡ 臓自体の大き さ と ､
その運搬方法 とを考 え るな らば ､ こ の 金欄の聖画像 は頭上高く に持ち上げられて ､ 行
列をな す男性た ち の 列よ リ数メ ー トル 上 に位置 して い た と推測され る ｡ ヴ ェ ネツ ィ ア
派的色彩 を も つ ピ エ トロ ･ ダ ･ コ ル ト - ナ の 絵画様 式と金補の 装飾 ､ 職の 大きさ ､ そ
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して その 運搬状況を総合する と ､ 長蛇の 行列がす すむ都市空間 にお い て 遠望視 に耐え
る に十分な ､ また聖画像 と して の荘厳 さ に値する に十分な 特質を こ の職は 備え て いた
と推 測で き る ｡ こ れが 一 種の ア ウラ をも っ て 空間を聖 別化する 効果 を及 ぼ して い た な
らばな お さら ､ こ の職 との 遠近距離と行列の 水平構造が示す位階制 によ っ て 公 式参列
者を 含めた 全て の受容者が 中心 と周縁 の ヒエ ラル キ ア秩序 に組み 込まれて い た こ と に
な る ｡
もう 一 度行列の 順序 に立ち戻 っ て み る と ､ 職の 前後を 固めて い た の は ､ ロ
ー マ
貴族 とポポロ ･ ロ マ - ノ の 行政官で あ っ た ｡ さ らに行列の 先頭と列尾 には ､ ロ
ー マ 総
督 と枢機卿 ､ ロ ー マ 司 教 と して の教皇代理枢機卿とポポ ロ
･ ロ マ ー ノ の議 員た ちが ､
ロ ー マ の聖俗権威 の 代表 と して 特権的位置を 占めて い た ｡ こ れ らの人 々 が ､ 臓が 具現
する と こ ろ の ｢ロ ー マ の民の安 全+ を司 る 存在 と して ､ 事 実上最高位 に位置付け られ
て い た ｡ そ の下 位 には ､ 略 か ら等距離を保 っ て歩 い た職人 ギル ドと信心 会員およ び聖
職者た ちが ､ ( 組織 内上 下関係を捨象 すれ ば) ペ ス ト行列 にお い て は ほ ぼ同等 の 地位
に定 め られ て い た と い え る ｡ 聖俗権威の代表が 疫病 対策の 指揮者 で あり ､ 対 して それ
に従う浅 り の 参列者は そ の 実践を担 っ て いた ｡ こ の よ う な 都市政策機構の 軍隊的秩序
は行列の ヒ エ ラル キ ア構造 にお い て身体的に表現 され て い た ｡
臓を 中心 に展 開され た 上下構造 は ､ 今度 は ､ 公的参列 者と沿道の見物人 と い う
差異によ っ て 明確に境界を 画 され て い た ｡ 公 的領域 にお け る ｢不 在者+ と して 想起で
き る の は ､ 全 て の 女性都市住民 ､ 中流以 下 の 男性市民お よ び未成年た ち ､ 貧民層 ､ 病
人 ､ そ して異教徒で あ る こ と を先 に述 べ た ｡ 異教徒 を除 い て彼 らネガ と して 浮上 する
人 々 が 見物人 と して行列 を 受容 して い たと推定す るな らば ､ 彼らもまた ､ ジ ェ ンダ ー ､
階級 ､ セ ク シ ュ ア リテ ィ ー な どの 指標 に よ っ て序列化 され て 受容 コ ンテ ク ス トの周 縁
的集団を構成 して い た と考 え られ る ｡ 本論で は ､ ペ ス ト行列の 中心 的イ メ ー ジに聖母
マ リアが繰 り返 し見られ た と い う事実 に着 目 して こ れまで 考察 して きた ｡ した が っ て ､
こ こ で は ､ 行列 のあらゆる 秩序 の中心 に君臨 して い た の が 聖母 マ リ アで あ っ た こ と ､
すな わち守護者 ､ お よび生 命を生み 出す女性規範 と して の母 性 とい う観念の 儀礼的称
揚と い う 観点か ら ､ 受容の コ ンテ ク ス トを ジ ェ ンダ ー 的視点 を用 い て分析する 必要が
あ る と考え る ｡ 1 6 3 0年 と い う 同時代性 にお い て ロ ー マ の 行列 を相対化する の に最 ち
適 した 16 3 0年の ボロ ー ニ ヤ の ペ ス ト行列 を も う 一 度 とり あげて ､ 今度 は受容の コ ン
テ ク ス トと い う観点か ら比 較 して み る こ と にする ｡
グイ ー ド ･ レ ー ニ の ロ ザ リオの聖 母 の 行列旗 と こ れ を掲 げて疫病終幕 を天 に歎
願する 行列 は 1 6 30年の ボロ ー ニ ヤ に お い て ､ どの よ う に受容され た の だろう か ｡ 公
式参列者と儀式次第 と い う 受容 の コ ンテ クス トにそ っ て み て ゆく と ､ 12月 2 7日 の 祝
祭当日 には , まず都市 中央 に位置する 大聖堂サ ン ･ ベ トロ ニ オか ら , フ ラ ン シス コ 会､
ドメ ニ コ 会 ､ プロ コ ル ス 会の 修道会士 と ､ 大聖堂 参事会 ､ サ ン ･ ビ エ トロ聖 堂参事会
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と い っ た ボロ
ー ニ ヤ の宗教 的権威が 行列を開始 した ｡ そ して広場の向か い にある市庁
舎で ､ ロ
ー マ 教皇の権威 を示す - ボ ロ ー ニ ヤ が 教皇領都市である ため 一 教皇大使 ､ 教
皇大使代理 とし 都市世俗行政権威の 行政長官､ 元 老院､ 全行政官 ､ 上院が合流 した ｡
彼らは ､ サ ン ･ ドメ ニ コ 聖 堂 へ 向か い ､ ロザ リオ信心全役員に迎えられ ､ 行列旗を安
置 してあ っ た ロ ザリオ礼拝 堂で ミサ が 挙 げられ た ｡ こ の礼拝堂が福音書記 者聖 ヨ ハ ネ
に捧 げられ て い た こ とか ら1 2月 2 7 日 とい う行列の 日時が決定された と思われる｡
ミ サで は ロ ー マ か ら招か れた ドメ ニ コ 会総長ル ドル フ ィ の 説教の あと ､ 都市貴婦人に
付き添われた 白衣の独 身女性 7 名 に上院か ら各々 5 0 スク
ー デ ィ の 金が施 され た ｡
行列旗が公衆 に披露 され た こ の 儀式で は ､ ペ ス トからの解放を執り成すロ ザ リオ の聖
母 の祝聖と 同 時に ､ 当局 に よ る独身女性 へ の 施 しと い う形で ､ 貞節の 性倫理 と出産が
奨励され た と い え る ｡ その 後 ､ 行列旗を 中心 に行列が組み な お されて ､ サ ン ･ ドメ ニ
コ か らイ エ ズス 会聖堂で あるサ ン タ ･ ル チ ア聖堂 へ 向か い ､ 新都市守護聖人 へ の歎願
と い うイ エ ズス 会 へ の 勢力均衡策 と両聖人の疫病治癒の奇跡力信仰に応え る儀式で行
列は終了 した ｡
こ の行 列の 様子 を 記 した 公 式文書 と行列を 描い た 銅版画
1 9 2に よ っ て ､ 行列 の
公 式参列者がボ ロ ー ニ ヤ で 勢力 が強か っ た ドメ ニ コ 会修道士 ､･ お よび行政府 官職にあ
る有力 男性市民で構成 され て い た こ とが わ か る ( 図15 6)｡ つ ま り ､ 行列 はす べ て行
政府の代 表と男子修道会権威 と い う特権 的男 性たち によ っ て構成 されて お り ､ そ の他
の 全て の 市民 は見物人 と して ある い は行列後 に顕示 された 旗に祈 っ た り ロ ザリオ を唱
えた りする こ と によ っ て ､ こ の 全市を挙 げて の 歎願行為に加わ っ た と考え られる ｡
こ の ボ ロ ー ニ ヤ の ペ ス ト行列の 政治性 に つ い て考察を加え てみ よう ｡ ロ ザリオ
の聖母 と い う ドメ ニ コ 会色 の強 い 主題が 選択され た 背景には ､ C ･ プリ
ー シが 指摘す
る よう に ､ 疫病 によ る都市隔離政策の た め に ､ 都市の外の聖堂 にあ っ た聖ル カ の聖母
イ コ ン崇拝 にか わ っ て 市内で個人的 に行な え る ロ ザリオ祈祷信仰が高ま っ た こ と と ､
ボ ロ ー ニ ヤ に お け る ドメ ニ コ 会 の特 権性を 保証す る政治的配 慮が あ っ た
193
｡ 画家グ
イ ー ド ｡ レ ー ニ が 選ばれ た 一 因 には彼自身が熱心 な ロザリオ信仰者だ っ た こ とも挙げ
られる ｡ た だ し ､ 1 7世紀初 頭 か ら勢 力 を伸 ばして い たイ エ ズス 会を都市単位の 歎願
事業に組み 入れ るた め に ､ そ の 強力な 保護者だ っ た ボロ ー ニ ヤ大司教枢機卿ル ドヴ ィ
ー シの後押 しを受 けて都市守護聖人 に加 えられ たイ エ ズス 会聖人が ､ 旗に描き こ まれ
て い た 1 9 4｡ さ ら に行列 にお い て もイ エ ズス 会聖堂を 巡 る こ と に よ っ て 修 道会勢力間
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, p･ 411 ･
194 pugL isi,
=Gui do Re ni
'
s Pa/ I ione de/ Voto
''
, p･ 409･
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ドメ ニ コ 聖 堂 に 入 っ て ゆく べ ス ト行列+,
ア ル キ ー ジ ン ナ ー ジオ ､ ラ ッ コ ル タ ･
の 均衡が 図られ た の で あ る ｡ も う
一 つ の ペ ス ト行列を 描 い た 版画 は
195
､ こ の 新 興布
教勢力 の存在を ア ピ
ー ル するた め に彫 られた と思われ る ( 図8 5)｡ イ エ ズ ス 会聖人二
人が聖母 の足 元 に執 り成 しを願う姿で描 き こ まれ た こ の版画 には ボ ロ
ー ニ ヤ ヘ の布教
拡大を狙 うイ エ ズス 会の 意 図が 明確 に表さ れ て い る ｡ また ､ 1 5世紀 以降の
ペ ス ト奉
納画に多く描か れ た伝統的反 ペ ス ト聖人で あ る聖セ バ ス テ ィ ア ヌス ､ 聖 ロ ツ コ が レ
ー
ニ の行列旗で は描かれ て い な い 事は ､ ロ
ー マ の ペ ス ト行列 と同様 に ､ こ の 行列がボ ロ
ー ニ ヤ とい う都市単位で の天 へ の 歎願 ､ 奉献を 記念 する こ と に収赦 され て い た こ とを
よく 表 して い よ う ｡
こ の よ う に男 性支配 の都市行政 当局 によ っ て 企画さ れ た ボ ロ
ー ニ ヤ の ペ ス ト行
列受容 の あ り方 には ､ 高度な ヒ エ ラ ル キ
ー 性 と 家父長制 的ジ ェ ンダ ー ･ シ ス テ ム を見
出すこ とが でき る ｡ 物理 的 にも象徴 的に も中心 に置 かれ て 人々 の眼 差 し と信仰を あつ
めた聖母 マ リアは ､ 7 人の 守護聖 人 を統合 し上 位 に君臨 して い る ｡ 彼女 はボ ロ
ー ニ ヤ
の最大の 守護者で あり ､ 健康な 神の 息子 を抱く 母 と して人 々 に精神 的慰 め と神 へ の 執
り成 しを保証する存在で あ っ た ｡ そ して 七人 の都市守護聖人の 執り成 しの 祈り は ､ 行
列の 公式参列者たちが 指導する都市行政府の 疫病政策 と篤 い 信仰を 記念 し象徴 するも
ので あり ､ 聖母 の 下 に統合 した ボロ - ニ ヤ 都市その もの を 象徴 的に可 視化 した とも捉
えられ る ｡ 最下部の 都市景観 によ っ て ､ 沿道の 一 般市民は疫病の 集合 的記憶 を共有 し ､
頭上の 光り輝く天 の 女王 と して の 聖母 を仰ぎ見 るよ う促 され る ｡ 公 的参加者で は な い
一 般市民男性 と ､ 隔離政策の 対象 と され て見物する こ とも不 可能だ っ た か も しれ な い
全て の 女性 に と っ ては ､ 都市共同体を 代表 して 聖母 子 へ の 公的歎願 を行 な っ た 参列者
た ち を通 しての み ､ 自 らと共同体全体の 救済祈願が 都市守護聖人 へ ､ 聖 母 マ リ ア ヘ ､
そ して幼 児キリス ト へ と ヒエ ラル キ ー を 上昇 して届 けられ る の を祈る しかな か っ た で
あ ろう ｡
さ らに重要な こ と には ､ ロ ザ リオ の聖母 崇拝 と旗の 図像に よ っ て 喚起 され る聖
母 とは ､ 女性市民 にた い する ｢母 性+ とい う美徳 と化 した 性役割モ デル で あ り ､ すで
に見た とお り ､ マ リ ア の ｢母 性+ は ペ ス ト行列旗 にお い て 聖母 が 表 した 役割の う ち通
時的 に最 も ヴァ リ エ ー シ ョ ンの 多か っ た もの で ある ｡ そ れは生 命を産み 育む原 理で あ
り か つ ､ 神の 息子 に人 々 の歎願を 執り成 すこ とので き る唯
一 の存在で ある ｡ 聖母 が体
現する と こ ろの処女性 と母性 と い う 性規範が ペ ス ト流行時 に称揚 され た こ とは ､ 記 念
ミサ に組み 込まれた 貧 しい 独身女性 へ の 施 しの 儀式 によ っ て よ り 明確 に理 解する こ と
がで き る ｡
ボロ ー ニ ヤ の ペ ス ト行列で行な わ れ た貧 しい 独身女性 に対する施 しの 儀式 とい
･95 ジ ェ ロ ー ム ･ ダ ヴ イ ッ ド (160 5?- 16 7 0)､ r16 3 0年 の ペ ス トの 死者 の 上を通 る誓願行列+､ 16 30年 ,
銅 版画 ､ 40 ×2 6c m ､ ボ ロ ー ニ ヤ ､ ビ ブリオ テ
ー 力 ･ ア ル キ ー ジ ン ナ - ジ オ ､ ラ ッ コ ル 夕 ･ ゴ ッ ツ ア デ ィ
194
う細部 に注目す る こ と によ っ て ､ ロザ リオの聖母 を 冠 する こ の行列が ､ あ らゆる階級
の女性 にた い して 貞節 と出産を 旨とする近 世都市社会の女性性役割と男性支配的秩序
へ の従属を受け入 れ る と いう受容の あり方 を規定 して い た こ とが は じめてわ か る ｡ 一
方､ 公式参列者と して 聖画像 を運ぶ 特権的役割を担 っ た有力男性市民 ､ 聖職者は ､ 自
らの支配的地位 と都市 の物 質的 ､ 精神的秩序を再建 して こ れを監督するそ の任務を再
確認する契機 と して行 列を 受容 するよ う 要請 されて い た と解釈で きる ｡ また沿道の男
性市民は ､ 公 式的役割か ら身体 的に除外される こ とを通 して ､ ボロ
ー ニ ヤ の貴顕 たち
からな る 行列が 表現する 都市秩序に お い て 従属 的位置 を確認 させ られた の で あ ろう ｡
2) ｢サル ス ･ ポプリ ･ ロ マ ー ニ + 聖母 子 イ コ ン へ の信仰統合と ､ 対抗的消費の
可能性
聖母 マ リ ア を中心 的価値 と して称 え る ペ ス ト行列が ､ 都市社会を構成する ジ ェ
ンダ ー ､ 階級 ､ セ ク シ ュ ア リテ ィ ー ､ 宗教 的信条に よ っ て 多様 に階層化された人 々 に
対 して ､ 秩序維持者と して の 自覚､ ある い は ヒ エ ラル キア構造の 周縁的位置を再 確認
させ ､ また 貞節 ､ 母性 とい っ た性規範の 遵守を奨励すると い っ た 受容を 導く ものだ っ
た こ とを 受容の コ ンテ ク ス トを 考察する こ と によ っ て指摘する こ とが で きた ｡ しか し ､
聖 母 マ リア と い う 天 上的存在を 称揚する だけで あ れ ば ､ ロ ー マ が 擁す る多く の 聖母 イ
コ ンの中か らな ぜ ｢サ ル ス ･ ポプリ ･ ロ マ - ニ+ が 選択され た の か は明らか にな っ て
こな い ｡
実際 に ､ ロ ー マ の ペ ス ト行列の 歴 史をみ て み る と ､ 行列で運ばれ た聖母 図像は ､
rサル ス ･ ポプリ ･ ロ マ - ニ+ だ けで はな い ｡ サ ンタ ･ マ リ ア ･ イ ン ･ カ ン ピテ ツ リ
聖 堂の ｢ポル テ ィ コ の聖母+ もそ の 一 つ で あ る ｡
カ ン ピドリオ か らテ ヴ ェ レ河方面 に通 じる街路上に ､ サ ンタ
ニ マ リア ･ イ ン ･
カ ンピテ ツ リ聖 堂が 建 っ て い る ｡ 現 在の聖堂が あ る場所は ､ 古代には マ ル ス 神殿 と ､
戦争の女神ベ ッ ロ ー ナ に献 じられた 円柱が あ り ､ 敵国の戦争時には こ の 円柱上 に見張
りが 立ち槍を投 じた と され る ｡ 後 に神殿 と 円柱の 間の広場 にアポ ロ
ー ン神殿 が建 てら
れ ､ キリス ト教 化後 はそ の 跡 に聖母 に奉献 した聖堂が 建立さ れて ロ
ー マ 市民の特別の
信仰対象 とな っ た 1 9 6｡ 16 11年 にサ ンタ ･ マ リ ア ･ イ ン ･ ポルテ ィ コ 聖堂か ら本聖堂
主祭壇 へ 移 され た聖母 子 画像が ､ 疫病 に対する奇跡の 力を もつ と して信仰さ れ て い る
196Mo , o ni, G. , Diz /
･
o n a rio sto ric o e c cle s /
･
a s[I
･
c o, V O]･1 2･ ,p p･ 99
-102･ マ ル ス 神 殿と円柱 の 間 の小広
場から ､ 力 ン ピテ ツ リ (Ca mpite = ) と称され た ｡ ア ポ ロ - ン 神 殿 は 口
- マ 元 老 院が属国 から の 大使を
迎える場と して 機能 した｡ また ､ 古 代 ロ ー マ に お ける大地母神 フ ォ ル トウ
ー ナ の 神 殿 は 力 ピ トリ ー ノ の
丘近く に ､ 力 ン ビテ ツ リ付近 に は戦争 の 女神 ベ ッ ロ ー ナの 神殿が建 っ て い た こ と が明ら か に され て い る c
B 川 ing ton , Sa ndr a,
"
Fo r sFo rtu n aln An cie nt Rom e
, ,
, in : The c o n s ep tof the Godde s s, ed･ by Sandr a
Biltingto n a nd Mir a ndaGr e en , Lo ndo n, Ne wYo rk, Ro utLedge, 1 99 6･ p p･1 29
-1401 ; Lloyd
- Mo rga n, GLe nys ,
･Ne m e sis a nd Be = o n a : apr el imin a ry study of tw o n egle cted godde s s e s
”
, in : T he c o n s ept of the
Godde s s, pp .1 20
-1 28.
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197 ( 図1 6 6)｡ こ のイ コ ンは ､ 古代 ロ ー マ 時代 の都市 の境界 を護 る トポス の性質 を継
承 した と思われ る r ロ ー マ の安全の 門+ を意 味す る r【コ マ
ー ヌ ス ･ ボル トウ ス ･ セ ク
リタ ス (Ro m anu s po rtu s s e c u rita s)+ と呼ばれ ､ ロ
ー マ 市内で信仰 され て い る聖母
イ コ ンの 中で も年代の 古い もの に数え られる ｡ 6 世紀 の イ コ ンをも と に ､ 1 1世紀 に
石 版 に塩湖細エ を施 した こ の聖画像 には ､ 左右 二 本の 樫の木 の 間に祝福する キ リス ト
を抱 い た聖母 が表 され て お リ ､ グ レ ゴリウス 七 世(1 0 7 3-8 5)によ る聖橿 に刻ま れ た ｢神
の母 マ リア の聖な る図像+ の銘文 と 一 致する こ とから 1 1世紀末 には すで に信仰対象
とな っ て い た こ とが 分か る
1 98
｡
1 6 30 年の ペ ス ト危機 お よび 1 6 56･ 7 年の ベ ス ト流行 の際 には ､ ｢ポル テ ィ コ の
聖母J の庇護に よ っ て ロ ー マ が 救わ れた と して ､ ポポロ ･ ロ マ ー ノ 両 院に よ っ て ペ ス
ト行列(1 6 3 0年)と祭壇装飾お よ び新聖堂建立 1 9(1662- 17 2 8年 ､ 1 6 6 7年未完の まま公
開)の 公式誓願が 奉 じられ た ( 図1 57･ 1 6 6)｡ した が っ て ､ ｢ポル テ ィ コ の 聖母+ は ポ
ポロ ･ ロ マ ー ノ によ っ て特別 に信仰を鼓舞 され て い た イ コ ンだ っ た とい う こ と にな る ｡
1 65 6年 に は ｢ ペス トお よ び他 の 災厄 か ら我 らを解放 した まえ と ､ 神 の恩寵 を歎願す
る た め+ に唱え る ｢ポ ル テ ィ コ の 聖母+ の奇跡 的図像 に対 す る祈祷文が 出版 され た
2 80 ( 史料4)｡ 祈祷文の上 部 には聖母 イ コ ン を表わ した 木版画が付 され て い る
201
｡ さ
ら に 168 3年 には 2 4折版で 1 6貢 からな る信 心祈祷文書が出版 され て お り
202( 史料5)､
16 3 0年前後 お よぴ 1 6 5 6年の ロ ー マ の ペ ス ト禍 を経 て こ の聖母 に対する 公的信仰が
確固 と した 基 盤を持 つ に至 っ た こ とが わ か る ｡
とこ ろが ､ 3 2年の ペ ス ト行列 は ､ そ の 行列構成 に 明らか な よ う に ､ 公式的 に
は教皇庁衛生 局長官枢機卿フ ラ ンチ ェ ス コ ･ バ ル ベ リ ー ニ を頂点 に築 かれ た 口 - マ の
197 rポル テ ィ コ の 聖 母 (ロ マ ー ヌ ス ･ ボル ト ウ ス ･ セ ク リ タ ス Ro m a n u spo rtu s s e c u rita s)+, 1 1世 紀
(6世紀 のイ コ ン に基づ く)､ 石 版 に 敬称細 工 ､ ロ ー マ ､ サ ン タ ･ マ リ ア ･ イ ン ･ 力 ン ピ チ ッ リ聖堂
198Mo r o ni, G. , DJ
'
z ]
'
o n a rio sto ric o e c cle sia st/
'
c o, v ol. 12. , p p.1 57. 〈Ha ec e st iHa pia Ge nitricis
im ago Ma ria e, Qu a edis c umbe nti GaJIa e patuit m etu e nti〉(こ れ は か く も崇敬な る母 マ リ ア の 像 で ある
そ こ に は樫 の木が枝を広 げ威光 を 放 つ)
199 カル 口 ･ ラ イ ナル デ ィ ( デザイン)､ ジ ョ ヴ ァ ン ニ ･ ア ン ト ニ オ ･ デ ･ E3ツ シ ､ エ ル コ レ ･ フ ェ ツ ラ
ー タ ､ ヨ ハ ン ･ ポ ー ル ･ シ ョ ー ル ､ 1 66 7年 ､ 口 - マ ､ サ ン タ ･ マ リ ア ･ イ ン ･ 力 ン ピ テ ツ リ 聖堂 ､ 主 祭
壌
200or atI
'
o n ede//a mir a c o/o s aim agJ
'
n edI
-
S. Ma r /
'
a I
'
IPo rt ic oa/
'
Ro m a, da d/
'
rsi pe r impetr a rgr at ia
da D io, che c /
'
l/
'
be r ada//a pe ste eda ogn
'
a/Er a tribulat/
l
o n e, Ro m a, Fr a n ce s c oCav aH i, 1 65 6･ [n
8｡(22. 5x1 6c m.) 1 foglio v ola nte c o nfigu r e. [B i hliote c aVa= ic e= ia n a, Ro m a :S. Bo r r･ l･ V 71 19
-
int .4.]
201 残念 ながら そ の 図版 は未入手 で あ る が､ 描 か れた モ チ ー フ を 見 る と, 力 ン ピチ ッ リ 聖堂 に安置 され て
い る イ コ ン を写 し た もの と思われる｡ 4 弁 の 花 2 8個か らな る 飾 リ 枠の 中 に ､ ポル テ ィ コ 状 の ア ー チ の 下
に 左右 ニ 本 の 樹木が立 っ て い る o そ の 中 央 に , ベ ー ル を 被り左手で 幼児イ エ ス を抱< 聖母マ リ ア の 立像
( 下半身は水平線で 切られ て い る ｡ こ の 点 も実際の イ コ ン と共通す る ｡) が 見え ､ 聖 母 子 の 頭上 には円光
が光 っ て い る ｡ イ エ ス の 衣服 の 胸中央 にはギリ シ ャ 十字が入 っ て い て ､ 幼 児 は左手 で 聖書と思 しき書物
を抱 え ､ 右 手 を マ リ ア の ベ ー ル に 触 れて い る ( ある い は 祝福 の 仕草)｡ マ リ ア は 右手を右胸 の 上 にお い て
い る ｡
202De v otJ
'
o n e I
'
D fo r m adI
'
Sup p/ic e a/la S S. m aVe rgiD e riv e r /
P
ta n el la m ]
'
r a c olo s aim m agin edi S. Ma r /
'
a
in Po rt/
-
c o jn Ca mpi tel/i fat ta da u n aSery a dJ
'
D/
'
o n e/ gio r n odel/a s u afe sta pe r ot te n e r e c e rta
gr atia spJ
'
ri tu a/e, che in effet to c o n s egul, 1n Ron a, T in a s si, 16 83･ Co n lic e nz ade
' Supe rio ri･
ln 24o(12. 5x8c m.) 1 6p p. [Bi b =ote c aVa = ic e=ia n a, Ro m a :S. Bo r r. (, =l. 39- int. 2,]
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対ペ ス ト防御策 の最後を飾 るもの と して 企画され たもの で あり ､ 世俗行政当局はあく
まで も教会権に従属する もの と して 共同主催者 と して名を連ねて い た ｡ この た め ､ ポ
ポ ロ ･ ロ マ ー ノ 色に染め られた ｢ポル テ ィ コ の聖母+ は こ の 目的 に添わ な か っ たの で
あろう と思わ れ る ｡ ボポ ロ が ｢ポル テ ィ コ の 聖母+ 信仰に強力な 推進姿勢をみ せ る に
は 16 5 6年 の ペ ス トまで 待た な けれ ばならな か っ た ｡ また ､ ｢ア ラ コ エ リの 聖母+ や
｢マ ドンナ ･ デイ ･ モ ンテ イ+ など行列経路上 に立つ 聖母信仰拠点で 崇拝され た聖母
像や ､ さら に敷 桁して ､ サ ンタ
･ マ リ ア ｡ イ ン ･ トラ ス テ ヴ ェ レ聖堂の 聖母 (8 世紀
初頭)､ ｢使徒聖 ル カの筆 によ る+ と され るサ ンタ
･ マ リア ･ ノ ー ヴ ァ ･ アル ･ フ ォ ロ
聖堂の聖母 (6 世紀) な ど､ ロ
ー マ 市内には教 区 レベ ル ､ 修道会 レベ ルな どに よ っ て
信仰規模 は異な る が篤 い 信仰 と年代的古 さ を誇 る聖母 イ コ ンが 多数存在 して い た ｡ に
もかか わ らず ､ 32 年の ペ ス ト行列 にお い て 唯
一 の聖母 イ コ ンが選 ばれ た と い う こ と
は ､ ロ ー マ 社会全体を具現 すべ き聖画 像と して ､ 文字通り ｢ ロ
ー マ の 民 の 安全+ を司
る ｢サル ス ･ ポ プリ ･ ロ マ ー ニ + に比 肩する もの はな か っ た とい う こ と にな ろ う ｡ こ
の 選択を r歴 史的に+ 支持 した のが ､ 他でもな い チ ェ ー ザ レ ･ バ ロ
ー ニ オの 『教会史』
の言 説 に支え られ た 6 世紀末 の グ レゴ リウス の ペ ス ト行列と い う史的モ デル だ っ た
ので あ る ｡
ロ ー マ の 最大の守護者 と して こ の イ コ ンのイ メ ー ジが都市を横断する こ とは ､
ロ ー マ に留まらずカ トリ ッ ク世界の 様々 な形の聖母 信仰を統合する母 教会 と して の サ
ンタ ･ マ リア ･ マ ッ ジ ョ ー レ大聖堂の特 権的位置 を知らしめ ､ 都市政治に おい て は結
抗する聖母 イ コ ンを凌駕する 最も強 力な 統合 シ ンボル と して こ れ に ロ
ー マ 市民た ちの
信仰心 を凝縮 させ るた め の 壮大なデ モ ンス ト レ
ー シ ョ ンだ っ た とい え る ｡
で は ､ こ の ような 祝祭行列の理 想的受容 は遵守された とい え るの だろう か ｡ 聖
母信仰 には ､ 守護者と して ､ 執 り成 し人 と して の聖母 の権能を称え るもの だけで はな
く ､ よ り即物 的な 利益 を もと め る奇跡的治療者 と して の聖母 信仰 も含まれ て い た ｡ そ
れ を端的 に示 すの は ､ 聖 母信仰他 に奉納 され た膨大な エ ク ス
･ ヴオ ー ト で あ る2 0 3(図
16 7･ 16 8)｡ 病気や怪我の 平癒 や ､ 無 事の 出産 ､ 天 抗 した我が 子 の 救済 を奇跡の 聖母
に歎願 し､ また 成就 を感謝する 印 しと して イタ リア各地の聖母 聖地 ､ 祭壇 を飾る エ ク
ス ･ ヴオ ー トには ､ 信徒民衆の 日常的な 信仰の あ り方を 見出すこ とがで き る ｡ こ の よ
う な信仰形態 に は ､ 古代 多神教や現代 まで 連綿と続く 農耕儀礼と共通す るよ うな ､ 神
学的には 異端的要素を 多分 に含む 御利益宗教と して の側面 を否定する こ とは で きな い ｡
203 ｢ク ェ ル チ ア の 聖母 ヘ の エ ク ス ･ ヴオ ー ト+､ ヴィ テ ル ボ､ サ ン 卜ウ ア リオ
･ デ ィ ･ マ ド ン ナ ･ デ ッ
ラ ･ ク エ ル チ ァ A ヴ ィ テ ル ボ の 画家 ､ 1612 年 (Sc /
･
en z a e mir a c oli neJI
'
a rte de/ L6 00･ A / Ie or I
'
g/
'
ni
deI Ia m edI
･
cin a m ode r n a, a c u r adi Sergio Ro s si, c atalogo de Ha m o str a, M
= a n o, E le cta , 1 98,
cat. E2.) B ヴ ィ テ ル ボの 画家 ､ 1644年 (Sc I
･
e n z ae m I
･
r a c oJi･ Cat･ E6･ C ロ
ー マ の 画 家､ 16 56年 (Sc /
'
e n z a
e m J
･
r a c o//
･
, Cat. E9.); ｢モ ン テ ･ ベ リ コ の 聖 母 ヘ の エ ク ス
･ ヴ オ ー ト+､ 16 71 年 ､ 40･2×4814c m､ ､ ヴ
ィ チ ェ ン ツ ア ､ モ ン テ ･ ベ リ コ 聖 堂 (Sc/
'
e n z a e m [
'
ra c oli, Cat･ E40･)
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また そ の 多く は ､ 出産 ､ 養 育や 身体的疾患と結びつ い た 内容 をも っ て い る ｡ 極め て個
人的な ､ 即 物的な信仰心 の 存在 を証する エ ク ス
･ ヴオ ー トの量 的残存を み る な らば､
ペ ス ト行列のよ うな 公 的行事 におい て も ､ 峨 に描か れ た聖母像 に対 して よ り 日常的利
益 に直結 した 信仰心 が 向けられた 可能性は 否定で きな い だろ う ｡
こ の点 に ､ 行列を構成す る秩序体系だけで は捉えき れ な い 多様 な 受容の あ り方
の余 地を認め る こ とが で き る ｡ 公式的 には ロ ー マ の安全が 護 られ た こ とを宣言 し､ 都
市民の 宗教的心性を ｢サ ル ス ･ ポプリ ･ ロ マ ー ニ + と四人 の守護聖人 に集約 するた め
の ペ ス ト行列 であ っ た ｡ しか し受容 の コ ンテ ク ス トにお い て は ､ 同 時 に対抗 的受容形
式 ､ すな わち都市政治 とは 直接 に関わ らな い 個人的 ､ 身体的利益を歎願する 契機と し
て 消費さ れて い た可 能性 ､ あ る いは都市当局 が奨励す る特定イ コ ン崇拝 に完全 に統合
される こ とな く 自らが 日常的 に信仰する聖母 像に重 き をお く よ うな 消費の 可 能性も想
定で きる ので あ る ｡
1 98
第 五 章
救済 における聖母の権能
- ペ ス ト奉納画 ･ 行列旗 に お ける聖 母 マ リ ア 図像の神学的意味 -
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第三章 におい て考察 した よ うに ､ ペ ス ト関連図像 の な か で 時代 的に も地域的に
も最 も ヴァ リ エ
ー シ ョ ン豊か な展 開を見せた 聖母 マ リ ア図像は また ､ 都 市の公 的空間
に顕示 され た視 覚的表象 に最 も頻繁に 描かれ た 主題で あ っ た ｡ な か で ち , 都市単位や
信 心会組織など何らか の集 団的歎願行為で ある ペ ス ト行列 に おい て 運 ばれ た 行列職の
中心 主題 で あ っ た ｡ こ の こ とは 前章で 考察 した 1 6 3 2年ロ
ー マ の ペ ス ト寛服記念行列
に お いて 具体 的に示 した 通 りで ある ｡
本章で は ､ ペ ス ト行列職を 中心 とする こ れ ら ペ ス ト関連図像 に おけ る聖母
マ リ
ア 主題が ､ そ れぞれ の事例 に お いて どの ような神学 的根拠 に基づい て どの よ うな桂能
を 意味 して い た のか を 確認 して い く ○ 以下 の 諸節は ､ ペ ス ト流行 と関連付 けられ てマ
リ ア に付与 され た幾 つ か の 権能毎 に設 け られ て お り ､ そ れ ぞれ第 三 章で 提示 した 作品
群 の 中か ら抽 出した代表的な 図像を 聖母 神学 の観点 から改め て 見直す作業 に充て られ
て い る ｡ こ の 際に聾者が依拠 して い る の は ､ 聖母 神学
一 般の 歴史だ けで はな く ､ 1 62 6
年 にジ ェ ノ ヴァ で 出版 され た - ドメ ニ コ 会士 の 聖母 賛歌注解書で 説か れて い る 対抗宗
教改革期 の 聖母神学で ある
1
｡
こ の文書 に特 に着 目 した 理 由 は ､ こ れ まで 論 じて き た 1 6 3 0年前後の ペ ス トと
ロ ー マ の ペ ス ト行列を ､ 同 時代 の 聖母 神学観の 上に位置付 け るた め で あり ､ ペ ス トと
聖母信仰 とがどの よう に結び つ い て い るの か を考察 する際 の 神学的側 面 を明らか にす
るた めで ある ｡
ま た ､ こ の 文書の 著者 ニ ッ コ ロ ･ リ ッ カ ルデ ィ (15 8 5
- 1 6 3 9) は ､ ロ ー マ の ド
メ ニ コ 会聖 堂サ ン タ ･ マ リ ア ･ ソ プラ
･ ミ ネ ル ヴ ァ の 指導 的役職 ｢レ ッ ジ ェ ンテ
(Regge nte)+ にあ っ た のみ な らず､ 1 6 2 9年 6 月 か ら教 皇ウル バ ヌ ス 八 世 によ っ て
教皇庁付説教師に任ぜ られ , さら に 1 6 3 8年か ら没す るまで の
一 年 間 には教皇付説教
師を務 めた 人物 で あ っ た
2
｡ ｢マ エ ス トロ ･ デル ･ サ ク ロ ･ パ ラ ツ ツ オ (M a e str o del
sa c r｡ pala z z .)+ と称 され る 教皇庁付託教 師と は ､ 1 6 2 3年 にウル バ ヌ ス 八 世 に よ っ
て設 立 された 要職で あ り ､ 教皇庁の 官僚や 教皇の在俗親族ら に対す る定期的な 説教を
通 して キ リ ス ト教 要 理 を 教 育 す る 役 割 を 果 た した ｡ 教 皇 付説 教 師 (Pr edic ato r e
Apostolie o) が教 皇と枢機卿 ､ 司 教 ､ 高位 聖職 者お よ びロ
ー マ 行政府高官 ､ 貴族 とい
ー Ric c a rd i, NicoI6, 0. P ‥ La pr /
･
m apa rte dei Ragio n a m e nt/
･
s opr ale LJ
'
ta n /
'
e d i 〟o str aS ign o r ade/
p
.
Ma e str oN ic e/o RI
･
cca rdi Dell
,Pro/
･
n ede
,
Fr ed/
･
c ato ri, E Reg ge nt8 de/ /a MI
'
n e r v a I
'
n RoDla･ y Of･ J- IJ･
Ge n ova, Giu s ep pe Pa v o ni, 1 626. [B ibliote c aNa zio n ate Centrale
- Vit to r eEm a n u el (BC VE)I
氏. m a :8. 18- L.3 4] ロ ー マ 国 立図書館貴重音量所蔵 の 162 6年ジ ェ ノ ヴ ァ 版 に は､ イ エ ズ ス 会 コ レ ー ジ ョ
ー
ロ マ ー ノ 図 書館 の蔵書だ っ た こ とと これがカ ブチ ノ会士 か ら奇勝された ことを示す書き込み
(B
･
.bI .Se e r. Colt. Ro m a･ So c･ les u･ Ex Iegato = ･ mi Ca ･ c c盲ni･) が あ り ､ こ の 文書 が ドメ ニ コ 会 だけ
で は なく他 の 修道会 に お い て も読 まれ て い た こ とを窺わ せ る . な お ロ
ー マ の オ ラ トリオ会図書館 にも所
蔵され て い る ( - 巷 の み)8 [Bi bliote c aVa[Iic e= a na, Ro m a :S･ Bo r r･ l, = ･ 87･]
2 Tia c ci, En nio , 0. F.” .Cap p･ ni, I/Pr edic ato r eApo stoI/
'
c oGir ola m oMa utin I
'
da Nar ni O･ F･ M･ Cap･
D/
･
m e n sio n 8 SPiri tu a/e de//a pr ed ic a z J
'
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'
a n e//a Ch/
'
e s apo st
- tride nt in, Ro m a e･
pontif iciu m Athe n a em Auto nia n unl, 1 998･ Fa c uL ta s T he otogia e Spe cializ atio in Spiritu alitate ,
The ses ad La u r e a m. Nr . 367, p p. 2 48
- 253･
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う少数の特権的人物 に限定 された場 で説教を行な う の に対 して ､ 教皇庁付説教師は相
対的によ り多様 な人 々 に向 けて 説教を行な っ た
3
｡ 従 っ て そ の神学的立場が 1 63 0年
前後の ロ
ー マ お よ び教皇庁 にお い て 一 定の影響力を 及ぼしえた もの と捉えられ る ｡ こ
れが教皇庁関係 者に限定 されて い た ため市井の 一 般債徒か らは明確に隔絶 され た領域
であるこ と は勿論 だが ､ 翻 っ て ､ 当時の教皇庁が公 式に表明 して い た神学的立場を体
現するも の と捉え るな らば重要視さ れ て しか る べ き であろ う｡ た だし ､ リ ッ カル ディ
が教皇庁で 行な っ た説教 につ いて は 史料的問題から本論で論 じる こ とはで き な い ｡ そ
のた め ､ 彼が教 皇庁 に迎 え られ る 以 前 に著 した こ 巻か らな る 『聖母賛歌注解書』(ジ
ェ ノ ヴァ ､ 16 2 6年) か ら同 時代 の聖母 神学議論を考察する こ とにする ｡ 一 過 性の ､
しかも限定 され た聴衆 に しか聞か れな い 説教 に比 べ て ､ 俗語で 書かれ た出版物は よ り
広く長続 き する 影響力を及 ぼす こ とが で きる媒体で あり ､ そ の点か ら もこ の文書を用
いて考察する意味は 大き い と思わ れ る ｡
ニ ッ コ ロ ･ リ ッ カ ル ディ の 教理教育的内容を も つ 注 釈書は ､ 全 5 4の聖母讃歌
につ い て 論 じて い る ｡ 特 に こ 巻で は ､ 2 7番目 の rこ の 世の罪を取 り去る神の 仔羊+
と い う購い 主キ リス トを称 え る讃歌を 除く全 2 6の項目 によ っ て聖母 に付され た 多様
な権能を扱 っ て い る 4｡ 各 々 の 称号を 眺め て み る と ､ 約千年に渡 っ て蓄積 され て きた
聖母神学の歴 史 を集大成 しよ うと した リ ッ カル デ ィ の試み が窺え る ｡ 本論で は ､ ペ ス
ト図像 に表され た 聖母 の 権能 に合致す.る 部分の み を抽出して論 じる ｡
3 lngegn e ri, Gabriete ,
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0･ F･N･ Cap. , Ro m a e, Po nt ifici um A the n a e n
Autonia n u m, 19 98, p p. 1 74 ff, 教 皇 庁 に おけ る説教は､ 待 降節 ､ 四 匂 節 に 週 一 回 およびそ の 期間 に含ま
れた聖母祝 E]( 無原罪の 御宿 リ ､ 受胎 告知) に行なわれ る o
4 以下 に 一 覧 化 し て おく o 1. Spe c ulu mln sitia e. 2. Sede sSapie ntia e. 3 .Ca u s aNostr ae La etitia e･ 4･ Va s
Spiritu ale . 5. Va sHo n o r ab ile . 6. Va s]n sign eDe v otio nis . 7.Ro s aMistic a. 8. Tu r ris Da vidic a･ 9Tu r ris
Ebu r n e a. 1 0. D8 m u SAu r e a. l l. Fo ede risAr c a. 1 2. Ja n u aCo eti . 13. StellaMatutin a, 14. Satu slnfir n o r u rn.
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第 一 節 庇護者 - ｢罪人の 避難所+
父 な る神あ る い は 審判者 キリス トが地上 に下 す神罰 と して の ペ ス トか ら ､ 信徒
集 団をそ の マ ン トの下 に 匿う ｢ミ ゼ リ コ ル ディ ア の聖 母+ 図像は ､ ｢庇護者+ と して
の聖母 の 権能を端 的に表わす表現で あ る ｡
｢ミゼ リコ ル デ ィ アの 聖母+ モチ ー フ は ､ 1 5世紀 のウ ンプリア 地方の ペ ス ト
行列旗 に多用さ れ た主題 で あ る ( 図5 3･ 5 6)｡ 例え ば1 4 6 0年か ら 6 8年 に断続的
にべ ス トが流行 した ペ ル ー ジ ャ で ベ ネデ ッ ト ･ ボ ン フ ィ ー リ が制作 した ペ ス ト行列旗
で は 5､ 冠 を か ぶ り ､ 花 々 と植物 模様の 金糸刺繍が 豪華 に施さ れた 衣装 を着 け ､ 画面
中央に権威あ る女王 と して 君臨する ｢ミゼリ コ ル デ ィ アの 聖母+ が 画面 の 中央を 占め
て い る (図 5 3)｡ マ ン トの 下 に男女左右 に分か れ て脆 い て祈 る都市市民 を か く ま っ て ,
父 な る神また は再臨の キ リス トが投 げ降ろす裁 き の矢 に象徴 された ペ ス トか ら人 々 を
守護する都市の 守護者 と して 表現 され て い る ｡ 天 の 女 王 と して の マ リア の権能 を強調
する よう に, そ の左右 に は信徒を神 に執 り成 すよ う聖母 に祈る聖人た ちが従 っ て い る ｡
人間の 罪を裁き 神罰を 与え る父 な る神 ､ キリ ス トが も つ 矢や 槍が ､ 攻撃 的男性性 を し
め すフ ァ ロ ス 的象徴で ある のと対照的 に ､ そ の 下 で マ リ アが広 げる マ ン トは ､ 生命を
育み庇護する 女性性の シ ンボルで あ る子 宮と共通 する 性差的メタ フ ァ
ー を 表 して い る ｡
聖母 の足元 にはサ ンタ ･ ス ザ ンナ門 ､ エ ブル ネ ア ( 象牙 の意) 門の あ る 市壁の外 から
見られた ペ ル ー ジ ャ の 都市景観 が描 かれ て お り ､ 聖母 が 都市全体を そ の 庇護下 にお い
て い る こ とが 図示 され て い る ｡
ドメ ニ コ 会士 ニ ッ コ ロ ･ リ ッ カル デ ィ の聖 母 賛歌注解第 1 5は ､ ｢罪人 の避灘
節 (Refugiu m Pe c c ato r u m)+ と して の聖母 の 権能の 説明 に 充て られ て い る ｡ 旧約聖
書に記され た エ ル サ レム の 6 つ の ｢逃れの 町+ との比 較 を通 して , 聖 母 が最大の ｢罪
人 の 逃れ の 町+ で あ る こ とが 説か れ て い る6｡
イ ス ラ エ ル に造られ た 6 つの 町 は ､ す べ て が た っ た 一 つ の 民 ､ - つ の 民 族 の た め
に奉仕す る もので あ り ､ 多く の 者に と っ て は も はや場所は なく 立ち去 る しか な い ｡
一 方 こ のた っ た 一 つ の逃れ の 町で ある マ リ ア にお い て は ､ イ ス ラ エ ル だ けで なく
全世界 , 人類の 全て の 王 国がそ こ にい る こ とが 出来 る ､ なぜな ら彼女 の子 宮 は天
よ り広い か ら丁｡
5 ベ ネデ ッ ト ･ ボ ン フ ィ ー リ ､ rサ ン ･ フ ラ ン チ ェ ス コ ･ ア ル ･ プ ラ ー トの 峨+､ 1 4 5 3154 年(1 46 4年修復)､
画 布､ テ ン ペ ラ ､ 2 9 0×18 0c m ､ ペ ル ー ジ ャ ､ サ ン ･ フ ラ ン チ ェ ス コ ･ ア ル ･ プ ラ ー ト修 道院
6 Ric c a rd i, N‥ 朋 G/O NANEn T/,p p. 246- 26 5.R AGf ONAMEN TO DE C 柑O QV 川TO. REFVG(V 村 P ECCAT 8RVM βRA
PR O NOB IS.
7 "le s ei Cit ta si fu s s e r odis egn ate in ls r a e[e , poiche in qu eue tut to che a s o(o u npopo(o, &
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神は ､ ( 逃れ の 町 と) マ リ ア との 大 きな差異をみ れ ば ､ マ リア には そ の賞賛と比
類な さ の大 い な る根拠が 分か る よう に決め られ た ｡ 彼女は , 自ら罪を犯 した 殺人
者の みな らず､ あ ら ゆる種類 の罪人の逃れの 町だか らで ある8｡
と い うの も ､
罪人 は ､ そ れ が 帯び る結果 に関する 限 り神殺 しであ る ｡ ｢神の 子を自分の 手で 改
めて 十字架 につ け ､ 侮辱する も のだか らで す+ (ヘ ブライ 人 へ の 手紙 6:6) g
こ の 払は 殺人者 ､ 親 殺 し ､ そ して 弘に は父 よ り価値あ るものた る 一 人の 神を撃 っ
た神殺 しで す ｡ こ れ は 不運や ､ 無知や ､ 非力な た め だ けで はなく ､ 全く の 純粋な
校滑 さ邪悪 さの た め で あるの は 偶然で はない ｡ 私は 冒涜 によ っ て神 を殺 し ､ 彼の
血を詫 し､ 彼を十字架 に つ けた の で す｡ イ ス ラ エ ル の町 には弘のた めの 避難所 は
な い ､ た とえ 最 も卑劣で 下賎な ユ ダが こ の よ うに殺 した と して も ｡ 一 方 マ リ アの
胎内に は ､ 弘の避難 所がある ､ 弘に似た全て の 者の避難所があ るので す川｡
誰が殺 され た の か を 知 りな さ い ｡ それ は汝らの息子 ､ 神の 形をと っ た父の 一 人 息
子 ､ 人の 姿を した 汝 らの 一 人子 で あ る ｡ (しか し) マ リ ア は ､ 罪人 に殺 され た 息
子 の母 で あ りな が ら ､ そ の罪人の避難所なの で あ る11｡
罪人た る我 々 は ､ マ リア とい う究極の避難所 に入 る た め に何を すべ きなの か ｡ そ れ は ､
罪を告解す る こ とで あ る と彼は 述べ る ｡ こ こ には 教会の 司祭権強化のた め にトレ ン ト
公会議で確認され た ､ 告解 の秘溝の 正統化を , リ ッ カル ディ が踏まえ て い る こ とが窺
える ｡
｢こ れ ら (イ ス ラ 工 ル の 6 つ の逃れの 町) の 町 の い ずれ か に逃げ込 む場合 ､ そ の
u n a n a zio 8 e S e r yis s e r o, pote a v e nir si atale pe r la m o[titud in e, che piもn o n c e n e c apa s s e, 良
in qu e sta s ola , non ls r aele s olo , m atut to il Mo ndo , tut tala r agu n an z ade gLi huo mini ci pu6sta r c,
e s s e ndo m olto piも c apa c e = Jte r o s u o, che
`
l Cielo
' ' Ricc a rdi,”. , R JGI ONANE 〟TI, ll, p L247･
8 "ve rgin e si tr o v a r a n n o e s s egr a nde a rgo m e nto del le lodi, & ec c eHe n z e s u e, s s e ndo eI Ia rifugio
n o ndi ho micidi
ll, p. 2 47.
9 "pe c c ato r eさ
1I, p. 2 49.
1D '`
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''
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'
a ='ef fet to n eI Ia n atu r aa s s o nto ･
''
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I
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昌 I
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VO Str O n e11'hu m a n a
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NeI [e C itta (= s r a ele , n o ndis a r eb be stato ric o v e r ope r m e, se ha v e s si
a ign obi Je G iude o, e n elle vis c er edi Ma ria ci 占r efugio pe r me , e pe r
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” Ric c a rd i,”. , 朋G/ 0〟A NE〟T/, ll, p ･2 52･
i l v o str ofiglio, l
'
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'
u nige nito
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良ic c a rd i,hJ. , RA G/O M ME〟T/, ”, p . 253.
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人 は町の 門の入 り 口 に立ち , そ の 町の長老 たち の 聞い て い る 前でそ の訳 を申 し立
てねばな らな い ｡ 彼らが彼 を 町 に受 け 入れ るな ら ､ 彼 は場所 を 与え られ ､ 共 に住
むこ とが許され る ｡ た とえ 血の 復讐 を する者が追 っ て き て も ､ 殺害者 を引 き渡 し
て はな らな い ｡ 彼が そ の 隣人を殺 した の は意 図的なもの で もな く ､ 以前か らの恨
み によ る もので もな か っ た か らで ある ｡ 彼 は ､ 共同体 の 前 に出て裁 きを 受け るま
で の期 間 - 町 に と どまらね ばな らな い ｡+ (ヨ シ ュ ア 20:4- 6) 最 も美し い こ と に
は ､ こ の 町 の門で 自由 に入 らせ るた め に ､ 中 に入 る た め に無実を証 明する に 必要
と した の は ､ 罪人で あ る こ とを 自ら知 っ て 罪を 告白する こ との みで ある 12｡
心 から悔悟 して ｢払 は罪人で す+ と い う 時 ､ 人 はも はや 罪人で は ない ｡ 心 か ら懐
悩 し悔悟 して ｢私 は罪人 で す+ と言 う こ と は ､ 罪人が 聖人 とな り罪 人で なく な る
こ と､ そ れゆえ告解者 は 無実で な い こ とを 自由に告白す る こ と によ っ て 無実が証
明 され る の で あ る ｡ お お ､ 払の よ う な 罪人ら よ来 た れ ､ 皆来た れ ､ ｢わ た したち
を造られ た 方 , 主の 御前 に ひ ざまず こ う ｡ 共 にひ れ 伏 し ､ 伏 し拝 も う ｡+ ( 詩編
95:6) こ の聖な る 都 に我らが 入 る よ う ､ 我 らの無 実を証す るた め に ､ こ の よ う に
祈 ろうで はない か 13｡
心 から悔怪 して罪 を告解 して ､ 聖母 の庇護を求 めた な らば､
美 しき 処女 ､ 聖な る都 ､ 罪人 らの安全な る逃 れ場 ､ マ リ ア の下 に逃れ た 罪人 たち
は 決して 追放 され る こ とは な い ｡ あな た (天 上の エ ル サ レム - マ リ ア) の 住人で
あ れ ば､ 誰も貧 しく な く ､ 誰も悲 しん だり ､ 苦 しむ こ とはな い 14｡
した が っ て ､ 聖母 マ リ アすな わ ち
こ の聖な る町は全世界 の逃れ の 場で あ る1 5｡
ゆえに ､ 喜ぼう で はな い か ､ 門が 我々 の た め に開か れ る の だ か ら ､ 処 女マ リ ア に
12"itpi 血 beI
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Ll, p .2 55,
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n o, qui fe e /
'
t D o s, pr egh ia m olo d
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pr o v ade =
'in n o c e n z a n o str a” Ric c a rdi,” . , R AG10H JM EN T/, l f, p p. 2 561 7.
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'
pe c cato ri
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その 子宮に我らを迎 え ､ 我 らのた め に祈 っ てく ださ るよ う歎願 しようで はな い か ､
信仰の全 ての 思 い を 込 め て ｢罪人 の避難所 よ ､ 我らの た め に祈りたまえ+ と唱え
ながら16｡
また ､ 注解第 16で も ｢悩め る者の慰 め (Co n s olatrix Af flicto r u m)+ として
のマ リア を称え て こ う言 っ て い る ｡
苦 しみ にお ける慰 め ほ ど大 きな もの は な い だ ろう ｡ マ リア は苦しみ に おい て罪 か
らそれ を引き離 す｡ 我らは皆苦 しむ罪人で あ る ｡ マ リア は罪人の避難所で あり ､
彼女の 執り 成 しを通 して ､ 罪人 を無実 にする ので ある ｡ ゆえ に､ マ リ アを r苦 し
む者の慰め 人+ ｢罪人の避難所+ と い う適切 な称号で 呼ぶ ので あ る17｡
こ の よ う に説か れ て い る ｢罪 人の避難 所+ ｢逃れ の町+ と して の 聖 母 マ リ ア の
権能は , か つ て ｢ミ ゼリ コ ル デ ィ ア の聖母+ 図像 にお い て ､ その マ ン トの下 に都
1
75 全
体､ 信徒共同体 の全て を庇護する威厳 ある女王 と して描 かれ た聖母 が具現 した もの と ､
大い に共通 して い る と い え よ う ｡
ペ ス トを 怒れ る神 が地上 に送 っ た罰 とす る宗教的疫病観は ､ 近世 にお い て も第
一 義的位置 を 占め て い た ｡ リ ッ カル デ ィ もな ぜ神が罰 を下 すの か につ い て ､ ｢罰そ れ
自体が罪人 には 罪の 本質を 破壊 する た め の武器 の役割を果た す78J と説明 して ､ 罰 つ
まり災厄 の原 因を 人 々 の罪 に求 め て い る ｡ ｢トマ ス ･ アク ィ ナス が 言う よ うに ､ キ リ
ス トが 耐え た全 て の苦 しみ も ､ 地獄あ るい は煉獄 に引 き離された魂の罰 と 一 瞬で も比
べ る こ と はで きな い 19+ とは い え ､ 人 々 を 苛む地上 の災厄 すなわち神の 罰と は ､ 地獄
や煉獄の罰を 軽減するた め に現世 にお い て 罪人 を悔俊させ るた めの神の慈悲と位置付
ける ｡
教皇聖 ピウス 五 世は 死 の 直前に こ う言 っ た ｡ 苦痛 に囲ま れた 時､ 人が 得る のは ､
こ の世界か ら彼を 拾 い 上 げ天 に 生まれ させ る ため の浄罪の長 患いな の で あ る ､ と
16 ･`
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善な る神 よ ､ も し人々 が (地獄､ 煉獄の) 罰の 重 さや ､ こ の 状態の 苦 しみ を思う
な らば ､ 罪 に従お う とする こ とも少なく な るで あろう し､ こ の 世 の 生 にお い てそ
の罪の 清算 を終え る 用意 に 一 層熱心 にな る だろ うか ら
2 -
｡
こ の 罰の 苦 しみが耐え 得る の は ､ 神が罰を 与え るだ けで はな く ､ 慰 め を も与 え る から
で ある ｡ こ の 慰 め とは すな わ ち ､ 罪人を匿 い ､ そ して慰 め る聖母 マ リ ア で ある ｡
神 は至聖な る処女マ リ ア に お い て 我らに予告 した ｡ 彼女 は ､ 我 らが 罪 に悩 まされ
る 時の 避難所で あ るだ けで な く ､ 我らが罰 に苦 しむ 時の 同伴者で あ り 完全な 自由
に至 る慰め 人で あ る ｡ 罪人 の逃れ の場の た め の 教 会は ､ 悩め る者 の慰 め 人 となる
よう マ リア に請 い ､ こ れ に従 う の で あ る ｡ ｢悩 め る者の 慰 め人 よ ､ 我 らの た め に
祈 リた まえ+ 22
もう 一 度言お う ､ 数 え切 れな い ほど主 に祝福 あれ と ｡ あな た は そ の大 い な る慈愛
によ っ て こ の 悲惨な 魂を慰 め も なく 大変な 苦 しみ の な か に放 っ て は お か れな か っ
た ｡ あな た が こ の魂 に慰め と して あな た の 母 を 下 さ っ た こ とは ､ な ん と大 い な る
慰め で あ ろう か23｡
もし神が 全て に慰 め を許 さな けれ ば､ 慰 め は得 られ な い で し ょう ｡ お お至 聖な る
処女よ ､ 神 に次ぐ高き 座か らあなた の 慰め が激 しく ほ と ば し っ て い る ｡
一 つ の 川
が渡れ 出て ｢園を 潤 し+ ( 創世記 2:1 0)､ 聖な る教会 全て の 上で 数 え 切れな い ほ
どに分 かれ ､ 回 心 した 罪人 ､ 改善 した 悔授者 ､ 苦痛 に耐え て 浄罪 さ れ た 者 に慰 め
を もた らすの で す ｡ 福着た ち の 享受する喜び を増 しな が ら ､ あ な た の 慈愛心 と甘
pu rgato rio
v Ric c a rd i,”. , RA G) 0〟A NE 〟T/, L[, p ･ 283･
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da dolo ri gl is e rviv aI
,infe r mita d i le v atric epe r ra c c ogl ie r odaI Mo ndo , e fa r)o n a s c e rin Cielo
”
Ric c a rd i,”, , RJ G1 0NJ NEN T/, Il, p. 2 73.
2. ` .Dio buo n o, e c o m e s egli hu o mini pe n sa s s e r ola gr a v e ヱZ ad iqu el le pe n e, e )
'
af flizzion ediqu eHo
stato, s a r eb be r omen Pr O nti a s e c o nda r Ie c olpc , e pi血 d il ige nti a pr o c u r a r ed i f in r i
c o n=
iR qu e Sta Vita .
” Ric c a rd i,”. , RA G/ 0〟) MEN T/. 1 L, p ･ 28 4･
22 "
ci ha pr e v e n uto n eH a Ve rgin e Sa ntis sim a' n o n s ota m e nte i lr efugio, qu a ndo sia mo ag gr a v ati
dal te c olpe , m a anche la c o mpagnia 占 Ia c o n s ola zio n esin al la pie n ali be rta, qu a ndo che sia
mo
aff =tti dal le pe n e. Ec c o che dopo d
'in v o c a rla Sa nta C hie s ape r rifugio de
'
pe c c atori, s egu e per
qu e sta cagio n e chia m a ndola c o n s olatric ede gli af f lit ti･ Co n s o/atr I
'
x affJ icto r unl O r aPr o n ObJ
'
ぶ･
”
Ric c a rdi,”. , RAG/OuJNE u T/, Il, p. 26 6.
23 "Be n edet to a n c o r a n o n u n a, m ainf inite v oJte , pe r che c o nl
'
im n e n s apieta tu a n o nha = a s ciato
qu ell
,
anim e po v e r eLle in ta nte af fl iz zio ni s e n z ac o n s ola zio n e, e c o n s oLa zio n eta nto gr a nde , che
gl
･
L hai data tu a Madr e pe r c o n s olatric e･
'ナ R ic c a rd
'
[ ,N ･ , 朋GIONJM ENT/･ Il, p ･ 284 ･
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美さ によ っ て あな た の 栄光あ る祈祷と 共に苦 しむ者の 中にい る我ら に多く の呼び
名があ るよ う に ､ あなた の恩恵 と助け によ っ て ､ ある と きは恩寵で ､ ある とき は
栄光で 慰め られ る者 の中 に我らは い るの です24｡
さらに､ リ ッ カル デ ィ は 次の よ うに述 べ て い る ｡
弘は慰め られ る の み ならず ､ 特 に弘の 敵に勝ち誇 っ て い る ｡ なぜな ら主の 天幕の
最も隠され た 秘密の 場で払 を休ませ ､ 払の苦 しみ の日 にそ の母 の胸 に弘を 匿 っ た
から｡ 今私 は大い に 誉れ高く 確信 にみ ちて い る ｡ な ぜな ら弘は聖橿 に足を運び詩
編 と聖母賛歌を歌う ほ か に は何 の防備も しよう とせ ずに ､ 慰め られ ､ 勝ち誇る の
で あ リ ､ 一 方弘の 敵は恐れお の の き ､ 苦 しみ , 恥 じ入 るの だ25｡
こ の文 に示 されて い る の は ､ ｢ミゼリ コ ル ディ ア の聖母+ 図像で マ リア の マ ン
トの下 に匿 わ れ る 人々 の よ う に ､ 神 の ｢母+ マ リア の胸 に匿われ る者は おお い な る慰
めを得るだ けで は なく ､ 彼らの 敵を恐 れ させ これ に打ち勝つ こと が約束され る と いう
聖母の 戦闘的な 権能 で ある ｡ 彼らが教会を訪れて 聖母を 称え る讃歌考唱え る ならば､
身の 安全と慰め の み ならず ､ 故 に対する勝利 を も得る こ とが 出来ると ､ リ ッ カル ディ
は説 い て い る ｡
ペ ス トにお い て ､ 天 か ら降る神罰の矢を 跳ね 除ける守護者と して の聖母 図像は ､
都市共同体全体を そ の 敵 一 般か ら守護 する 国家的守護者と しての聖母 の権能と 同様 の
機能を有 して い た ｡ 例え ば ､ 都市最大の 守護者 と して 聖母を崇拝 して い た シ エ ナでは ､
敵軍に攻略され る シ エ ナを マ ン トを広 げて 聖母 が 守護する図像が行列や軍旗に描かれ
た2 6(図 1 5 8)｡ こ れ は 1 5 2 6年 6 月の カ モ ツ リ アの 戦い と シ エ ナ攻囲の 事件 を記念 し
て ､ 無原 罪の聖母 に シ エ ナ ヘ の加護を祈 っ て描 かれ た行列臓や軍旗の 一 つ に数 えられ
24 ` `
n o n a m qlet t C O n S Ola zio n e, s e] ddio n o nle l ibe r adel tut to , e pe r6 impetr a ndo lo r ola
c o n s olazio ne , sid ic e per giu sto ti loto de gt
'
aff lit ti la c o n s ola zio ne . Sgorghin ogI
'
e mpiti delle
c o n s 8Ja zio ni tu ea Ve rgin e Sa ntis sim adal piもalto s eg gio det I
'
e mpir e odopo iLDivin o(Gen･ 2･ 10)
Et qu a si de /o c o v o/uptat/
-
s n
'
e s c afu o ri
Sa nta re c ando c o n s ola zio n ea pe c c ato ri,
che patis c o n o, & a c c r e s c e ndo i lga ud io
c o nla gJo ria deI Je pr eghie r etu e, che
u nfiu m e, che diviso in pi もc api in affij tut ta Ia Ch ie s a
che si c o n v e rto n o, a
'
c o ntriti, che miglio r a n o, a
'
pu rga nti,
de Be ati che fr uis c o n o, f ape r tu abenigロita e dolc e z z a
c o m e sia m oper tanti titoli n et n u m e r ode gl iaf f[itti,
sia m oa n che pe r tu ofav o r e& aiuto n et n u m e r ode c o n s olati hor c o nIa gr a zia , e pot c o nta glo ria
''
Ric c a rd i,hJ. , R) a/ 0〟JME〟T/, 1J, p. 2 85.
25"No n s ola m e nte mi tr o v o c o n s otato, m a vit to rio s o e s opr ap8 StO a tuti imiei n e mici, per hav e r mi
ripo sto n et piもs egr eto , e sagrato lu ogo del s u opad iglio n e, pe rha v e r mi dato ric etto n el c u o r e
dis u a m adr e n et gio r n od ie miei tr a v agli, e c co mi ta nto glo rio s o e sic u r o･ ch
'1o non c e rc odi
pr epa r a r miad if fe s a aJc u n a, s Dla m e nte c o
'
1gir a rfa c e ndo pr o c e s sio ni n el tabe r n a c ol , c a ntarSalmi
e Leta nie della Ve rgine , e c o n s olato , e vit to rio s o, i miei nernicipa u r o si, aff =t tie v e rgogn ati･
”
Ric c a rd i,”. , JUG/0〟AME〟T), JI, p .2 76.
26 ジ ョ バ ン ニ ･ デ ィ ･ ロ レ ン ツ オ ･
"
チ ー ニ
”
､ rシ エ ナ を守護す る聖処女 マ リ ア+､ 板 ､ 油彩 ､ 1 52 8年 ､
シ エ ナ ､ サ ン ･ マ ル テ ィ ー ノ 聖 堂
20 7
る もので ある ｡ こ の 時の シ エ ナの 勝利は ｢無 原罪 受胎の 聖母+ とチ
ー ニ が描 いた 図像
と に帰せ られ た とい う
2 7
｡ 1 52 8年 の 年記の あ る こ の 作品 で は ､ シ エ ナ に おける聖母
表現の 伝統 に則 っ て 白地 に黄金の縫 い 取 り の ある 衣を ま と っ た 無原 罪受胎の 聖母
28が､
｢ミゼリ コ ル ディ アの 聖母+ モチ ー フ の よう に両手を広 げて そ の 守護の マ ン トの 下に
シ エ ナ市を 匿う 姿が描か れて い る ｡ 雲上 に 立つ 聖母 の 上半身は ､ 勝利を祝福する かの
よ うに楽器を奏で る天 使の
一 群を背景 に背負 っ て い て ､ 被らを 従え た 天 の 女王 と して
の聖母が ､ シ エ ナを敵 か ら護 る守護者 と して ､ そ して 勝利 を加護す る者 と して 称えら
れ て い る ｡
こ の 敵 に対する 勝利の 加護者 と して の聖 母信 仰は ､ リ ッ カ ル デ ィ の故郷 ジ ェ ノ
ヴァ が手 に した軍事的勝利 にも当て は め られて い る ｡ 近世で は海 洋貿易で 栄え た ジ ェ
ノ ヴァ 共和 国にお い て ､ サ ヴォ イ ア 公の侵攻や ､ 属州 へ の オス マ ン帝国の 脅威 と戦う
た め に ､ 守護者 ､ 勝利 の加護者 と して の聖 母 マ リ ア に対す る信仰が 1 6世紀中 に も高
ま っ て い た ｡ こ の 説教 が出版 され る前年の 16 25年 に ､ 領地 を隣接する サ ヴォ イ ア公
の侵攻 に対 して ､ ジ ェ ノ ヴァ 共和 国が 勝利 して 独立 を護 っ た こ と に つ い て ､ リ ッ カル
デ ィ は こ う述べ て い る ｡
ジ ェ ノ ヴァ は マ リ ア によ っ て 敵か ら救 われ た ｡ おお祖 国よ ､ 祖 国よ ､ 汝 は よく や
っ た ､ そ の 日で こ れ を見 て ､ 自分 自身 ヘ の信頼 を否 定で き まい こ と を証 明 した の
だ｡ 祈祷 しただ けで ､ 神 の聖構 の影で 聖母 賛歌を連祷 した だけ で ､ 汝は友 か ら助
け を受 け ､ 敵か ら栄光を 勝ち取 り ､ そ して 神か ら平和 を ､ マ リア か ら慰 め を 受け
取 っ た のだ29｡
ジ ェ ノ ヴァ で は ､ 1 5 8 0年 に は ペ ス ト終幕を 記念 して ､ また さ らに 16 2 5年サ ヴォ イ
ア公 の侵攻 に対する 勝利を 記念 して ､ 総督と 元老院が 全市民の 名 におい て 無原 罪受胎
の 日の荘厳行列 と聖堂 の建 立を聖母 に公 式奉献 して い る
30
｡ つ い に 1 6 3 7年 には 総督
ブ]) ニ ヨ ー レが カテ ドラル 主祭壇の聖母 像 に王 冠 ､ 王杓 ､ 都市の 鍵 を奉献 して ､ 公 式
に聖母 を ジ ェ ノ ヴァ と共和 国の ｢女王+ (Regin a)､ ｢女代願者+ (A dv o c ata) と定 め
27 La pI
･
t tu r ain /tal ia . JI Cinqu e c eI7tO, 2v ols ･ , N ila n o, Ele cta , 1 98 7･ l I, p ･ 73 1･
28シ エ ナ に おけ る都市守護者 と し て の 聖母信仰と聖母図像 に つ い て は以下を参 臥 No r m a n, Dia n a, SI
'
e n a
a nd the F[rg/
･
n . Art a nd po/I
･
t/
･
c sin a/ate n7ed/
'
e v a/ c /
.
( y state, 凹ew Ha v e n- Lo ndo n, Yale U P･ ･ 19 99･
29 "(Ge n o v a s o c c o r s ada M ria c o ntro II inimici .)0 Patria , a Patria tu
'
l fai be nis sim o, tu I
'hai
v eduto co ngl io c chitu oi, e n ehai fat ta tat pr u o v a, che n o n n e
s e c o n s o一e vittime di pr eghie r e, c o nd iv oti cir c uiti di Leta nie
hai ric e v uti s o c c o r si da gl ia nici, glo ria de n e mici, pa c eda
Ric c a rdi, ”. , R AG /OuJHE 〟TJ, tL, p. 27 4.
30[Ar chivio Stato d i Ge n o v a :Atti delSe n ato , f ilz a1580, n ･ 37 9･]
regia pe r la Repubbl ic adi Ge n ov a, La 瑚ado n n adeLIa Ci t ta
'
e i l
Do m e n J
'
co F]
'
a s el/a, c atalogo del la m o str a, Gen o v a, Sagep , 199 0,
20 8
pu oi n ega rla fede a te ste s sa,
all
'
o mbra del tabe r n a c olo di D io
Dio, e c o n s ola zio ni da Ma ria
”
Di Fab io, Clario ,
"Un'ic o n ogr af ia
r u olo di Do m e nic o Fia sella
”
, in :
p p. 6卜8 4, p p. 6 1- 68.
る儀式が行なわ れ た
31
｡ こ れを 機 に rジ ェ ノ ヴ ァ 共和国の女王+ と しての 聖母 のイ コ
ノグラフ ィ ー を 公 式化するた め ､ ドメ ニ コ ･ フ ィ ア セ ッ ラ が起用さ れて そ の原案をも
とに G ･ B ･ ピ ッ ソ ー ニ が 彫 っ た 木彫像 (後に青銅 に鋳造) がカテ ドラル の 主祭壇に ､
また多く の レプ リカ が城 門に飾られ た32 ( 図15 9AB)｡ 16 3 0年 の ペ ス トを記念 した祭
壇画を辛が けた フ ィ ア セ ッ ラは ､ 3 7年の 公的イ ヴ ェ ン トに際して ｢共和 国の女王+
としてジ ェ ノ ヴァ の 鳥轍図の上空 に君臨する聖母 を祭壇画に描い て い る ｡ こ の 都市 ､
そ して共和国が誇る 制海権 を含め た 領地全体が聖母 の守護下 にある こ とを 宣言する視
覚的プロ パ ガンダ と して ､ ナポリや シチ リ ア 島バ レル モの聖ゲオル ギウス 聖堂など ジ
ェ ノ ヴァ 人コ ミ ュ ニ テ ィ ー のた め の 聖堂に も送 られ て信仰された ( 図16 0･ 16133)｡
と こ ろで ､ 1 9 9 7年 に トツ リ ー テ ィ によ っ て ､ 16 5 6年再度大ペ ス トに襲わ れた
ジ ェ ノ ヴァ を女王 の よ う な 女性擬人像 と して表わ した 寓意画 が発見され た34 ( 図1 62)｡
共和国の 旗をもち ､ 王 冠 と貴族 的衣装を つ け た ｢ジ ェ ノ ヴァ+ の胸に ､ ペ ス トを象徴
する 一 本の 矢が 突き刺さ っ て い る ｡ 左上か ら射 す強 い 光に照らし出され ､ 胸 に事を 当
て て上向き 視線で 天 を 仰 い で い る彼女は ､ 国家の救済を天 に歎願 して い る ｡ こ のよ う
な ｢女王+ と して ジ ェ ノ ヴァ を表 した 擬人表現は ､ 聖母 を Ir共和国の 女王+ と して冠
する国家的姿勢 の延長上 に捉え られ る べ き で あ ろう ｡ こ の よう に ､ 守護者 と して の 聖
母 の権能は ､ 疫病 の危機の み な らず ､ 都市や 国家な どの 共同体が 蒙るほ ぼあ らゆる危
機に つ い て も拡大されて い た ｡
3 1
Di Fabio, C. ,
"Un'ic o n ogr afia
32 ドメ ニ コ ･ フ ィ ア セ ッ ラ 原 案 ､ G
ンナ ･ デ ル ･ ヴ オ ー ト)+､ 1 6 3 7年 ､
ン ･ ミ ケ ー レ ･ ア ル カ ン ジ ェ ロ 聖 堂
r egia pe r la Repubbl ic adi Ge n o v a
' '
, p p.6 9
- 72･
･ B ･ ピ ッ ソ ー ニ 彫 刻 ､ ｢ジ ェ ノ ヴ ァ 共 和国の 女王 聖母 マ リア (マ ド
彩色木彫 ､ 約 16 0c m ､ フ ィ オリ
ー ノ ( ジェ ノ ヴ ァ ･ ヴオ ル 卜リ)､ サ
;Di Fabio, C. ,
"
Un
'
ic on ogr afia r egia pe rIa Repubbl ic adiGe n o v a
' '
,
p p,72-76,
33 ドメ ニ コ ･ フ ィ ア セ ッ ラ と工 房 ､ ｢ジ ェ ノ ヴ ァ の 女 王 と して の 聖 母+､ 16 3 7年以降 ､ 画 布 ､ 油彩 ､ 319
×2 19c m ､ ナポリ , キ エ ー ザ ･ デ イ ･ トゥ ル キ ー ニ ; ドメ ニ コ ･ フ ィ ア セ ツ ラ と 工 房 ､ ｢ジ ェ ノ ヴ ァ の 女
王 と して の 聖 母+､ 画布､ 油 彩 ､ 31 4× 195c m､ バ レ ル モ ､ 教 区美術館
34ヴ ァ レ リ オ ･ 力 ス テ ツ 口 ､ rジ ェ ノ ヴ ァ 市 の ア レ ゴリ ー +､1656年 ､ ジ ェ ノ ヴ ァ , 個 人像;To r riti, Pietr o,
nun do c u rn e nto pitto ric o pe rla pe ste a Ge n o v ade1 1 65 6
u
, in : Sc ri t t ipe r/
I
/sti tuto Ge rma nico dI
'
Sto r J
･
a de/ /
,
Jr[e d/
･
Fjr e n z e, a c u r adi C. A. Lu chin at et aL , Fir e n ze , Le Let te r e, 19 97, p p･ 41 卜412･
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第 二 節 祝福され た母 性
- ｢執り成 し人+ ｢悩 め る もの の 慰 め+ r病 め る も の の 健康
･ 救い+
最後 の審判 にお ける ､ また 煉獄の 魂の浄化 に お け る最大の
r執 り成 し人+､ ｢女
代願者 (A dv o c ata)+ 聖母 マ リア は ､ 生者 に は
｢癒 し+ ｢肥沃 ｡ 多産性+ ｢慰 め と安ら
ぎ+ をもた ら し､ 死後 の魂が受 ける 罪の浄化の た め の苦 しみ を軽 減
さ せ る 役割を担 っ
て い た 35｡ リ ッ カル ディ も ､ ｢ マ リア が 次の よ うな 役目 を 果 た す と
い う こ と に何 の疑
い もな い のだ ｡ すなわ ち ､
一 方で は 我々 を慰め ､ 他 方で は我 らの た め に代願 する とい
ぅ こ と に ｡ そ して こ の 両方の 役 目 は ､ マ リ アを ｢慰め 人+ と呼ぶ
こ とで 理 解 され るの
で ある 36+ と言 っ て い る ｡ 生 と死 後の 双 方 にお い て 慰め を もた
らす聖母 の 権能 は ､ 教
会 の救済図式 にお ける 最大の 機能を 具現 して い る ｡
マ リア の執 り成 しの 力 の 源泉 は ､ そ の 母 性 ､ ｢神の 母+ で ある
こ と に尽 き る ｡
マ リア の 母 性はキ リス トの 肉が 人間で ある こ と の証 と して 称揚 され ､
エ フ ェ ソス の公
会議 (4 3 1年) で 正 統教義化 さ れ た ｢テオ トコ ス (神の 母)+ と し
て の聖 母 は 救済に
ぉ い て 中心 的役割を担 う もの と され た ｡ マ リア の 唯
一 特別な 子 宮に つ い て ､ リ ッ カル
デ ィ は書 い て い る ｡
｢ ェ ドム か ら来 る の は 誰 か ｡ ボ ツ ラ か ら赤 い 衣を ま と っ て 来 る の
は ｡+ (イ ザヤ
6 3:り これ はキ リ ス トで あ る . 母 の 胎で 血を授 か り 我らの た め に流 さ ねばな
らな
か っ た キリ ス ト､ 彼の 正 義を ､ 他で はそ れを説法で き な い よ う な や り
か た で 満た
され る キリ ス トで ある ｡ 上記の 問い に答え て 言 う ｡ ｢わ た しは 勝利 を告 げ ､ 大
い
な る 救い を もた らす もの+ (イ ザヤ 6 3:り で は ､ な ぜあな た は血 に染 ま
っ た 衣を
ま と っ て い るの か ? これ に 応え て ､ ｢払 は圧 搾 機 にい た の だ ｡ そ
こ で 払 は 一 人で
人々 を圧 搾 し ､ 怒 り を も っ て 踏み くだ き ､ つ ぶ した の で ､ 彼らは 弘 に十分 に復讐
し ､ 払 の衣を 血 しぶ きで 染 め た の だ｡+ こ れ こ そ 逃れ の 町ボ ソル ､ そ こ で 神が悩
ま れ ､ 我 々 が住む 城砦で あ る 処女の子 宮 ､ こ こ で 神が 肉を得 て ､ 苛 まれ る ま ま
に
され た と こ ろ ｡ そ して そ の 血は ､ 神が 我々 を洗 い 深 める た め に流 さ れ た も
の37o
3Swa r n e r, ”. , Alo n e of a/I he r s ex･ Lo ndo n, Pa
n Bo oks Ltd･ , 1 985･ p p･ 31 5
-18･
36 =No n古dub bio alc u no che n el fat to l
･
u no eL
,
a =r o of fizio el la f a, cioるd ico n s ola r ci, e d
'
av v o c a r
pe r n oi, e che a m e ndui sipo s so n ointe nde r e
n eIla v o c edic o n s olatric e
” R ic c a rd
'
L , N･ , R AG IO〟A MEN T/I
Il, p. 26 8.
37 "(Esaia 63. 1) qui e st I
･
ste, qui Y e n /
･
t de E do m tin ctI
･
s v e st/
･
bu sde Bo s r a? qu e sti 占 Cristo , She
n el v e ntr e m ate r n OPr e nde ndo ils angu e, che dovev a spa rge rpe r n Oi･
s od isfe c ein m anie r atale aI[a
s u agiu st izia, che gl ipa r v ed in o ndov e rpr edic a r alt
r o at tri buto , qu a ndo rispo nde al la do m a nd
a
d is opra ,(Es aia 6 3. 1) Ego s u mqu /
A
loqu o rju st/
･
t ia m & pr opugn ato r s u m ad s a/v andu m･ c o m edu
nqu e
hai le v e stime nta tut teint intein s a ngu e?(p ･ 26 5) s o n o, rispo nde, stato n elto r ch i, do v
ehbpigiate
le genti io s olo s olo ' hot le c alc ate 占 pistate c o
,
I mio sdegn o, s o n o mi v e ndic ato pie n a m e nte, 良
6rim astomi tut to spr uz Z atO dis a ngu eilmio
v e stito I Ec c oCitta di rifugioBo s o r, l
'
Vte r o virgin ale 7
do v eDio s
,
a ngu sta , e n Oi stia m oin fo rte z z aquivi pr e s ela c a r n e, che
Ia s cib la c e r a :且 ils a ngue ,
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8 世紀 コ ンス タ ンテ ィ ノ ポ リス の聖ゲル マ ヌ ス は ､ 東西教会にお い て権威 とみ
なされた そ の マ リア論 に お い て ､ マ リア は神の 意志 に反する こ と は決 して 願わず , 蕊
たキリス トは そ の願い を拒否す る い か な る理 由ももた な い ､ なぜならキリス トは ｢彼
の真の 汚れな き母 と して 汝(マ リ ア)に接する+ か らで あ る と論 じて い る3 8｡ また ､ 14
世紀ス ウ ェ ー デンの ビル イ ッ タの 幻 視で は ､ キ リス トは マ リア に ｢あなた が望む こと
全てを弘 に言い たまえ ､ 何事 も拒否 されな い で あろ う｡ そう すれ ば ､ あな た の執り成
しを通 して 慈悲 を歎願する すべ て の 罪人は 必ずや それ を得るであろう ｡ も し被らがそ
の 行い を改め る と 固く 決心 するな らば+ と言 う ｡ これ を受けて マ リアが煉獄の 魂のた
め に慈悲 を請うと ､ キ リス トは彼 らの 苦痛を軽減させた 39｡
こ の よ うな 執 り成 し人 と して の 聖母 信仰は ､ 1 4世紀以前の フ ラ ン ス の年代記
や伝説 にも見る こ とが で きる 4 0｡ 例え ば ､ 敵軍 に攻囲された シ ャル トル で は ､ 聖 母の
衣が軍旗 と して 掲げられた 4 1｡ また ､ 1 2世紀の 疫病 (M alde s a rde nts) 時にグ ラ ス
トンベ リ ー の人々 は聖母 に対 して ､ その 慈悲 と守護を 通して息子イ エ ス の 慰めを 病人
に与え るよ う歎願 した 42｡ 後 者の祈祷文か ら明らか な ように ､ 疫病を終蔦させ 人々 を
苦しみか ら解放する の は あ く まで も神の 息子 イ エ ス ･ キリス トで あり ､ 聖母 はそ の 母
として の立 場か ら息子 に執り 成す存在で あ る ｡ これら中世マ リ ア伝説 にお い て ､ ｢執
り成 し人 (M ediatrix)+ と して の 聖母 の 役割 は ､ 全て神中心 的な 神学理念 に基づ い
て い た 43｡ 聖母 に対す る執り 成 し祈願 の祈祷文では ､ 絶対的な 神にの み 恩寵や 奇跡 を
与える源が 帰せ られる とい う理 念が繰 り返 され る の で あり ､ そ れ は聖母神学を貴く大
前提事項で ある ｡ こ の こ と は マ リア 自身が自ら奇跡 を起こ すので はなく ､ 信徒の 祈U
を神 に執 り成す媒介者とい う地位 に留まる こ とを 常に確認させ る必要が あ っ た こ とを
示 して い よう ｡ ヤ コ ブス ･ ウオ ラギネは説教 の中で ､ 天 の神と地上の罪人を 媒介する
che pe r[a v a r ci h aspa r s o
”
Ric c a rdi,”. , RJ GIO〟J NE uT/, ” , p .26 5.
38s t. Ge r m a n of Co n sta ntin ople , Se r m oI //
I
n nDo r a /
'
tio n e mB. V. ua r J
'
a e, in :Mign e, PG, 9 8:35 1
-3 52 A･
39 The Re F eJat/
'
o ns of St, Br /
'
dget, Prin c e s s of Sw ede n, tr a n s. fr o mDura ndu s ed･1 606, r eprinted
Cologn e1 62 8, Lo ndo n, 1 8 73, Bo ok 1, p . 43. Cfr . Wa rn e r, A /o n e of a// he r s e x, pp ･3 15
-1 8･
40Gripkey, Ma ry Vin c e ntin e, The b/e s s ed V/
'
rgJ
'
n Ma ry a s MediatrJ
'
x I
'
n t he /at in a nd ol dfr e n che
lege ndpr J
･
o rto the fou rte e nthc e ntu ry, Wa shingto n, t). C･ , The Catholic Univ e r si ty of Am e ric a, 1 93 8･
41
Fez, Be r nha rd, Ve I7 e r abj /is Agn et/
'
s B /a n nbek]
.
”. . . vita et r e ve/atI
'
o n e s a u ctore a nonym o. ･ ･Ac c e s si t
Potbo nis Pr u n v e n /
'
ge ns/
･
s n u n cPrif/J
'
nge n sis pr ope Rat/
'
sbo na mO･ S･ B･ /J
'
be rde nlir a c u/is Sa D Cta eDei
Ge Di tr /
･
c/
･
s Ma r /
･
a e, WieR , 1 731, n o. x xi i, p p. 25-26. ; Ne uha u s, Carl, Die latein I
'
s che n Vo rlage n z u
de n al fr a n zb
.
s /
･
s che nJdga r
'
s che nMa r /
l
e n/ege nde n, As che r slebe n, 188 6, p ･ 22･ Cfr . Gripkey, M･ V. , The
b le s s ed VJ
'
rgJ
'
n Ma ry a s Mediatrix , p . 7 4.
42 "
pe rC uju s mis e ric o rdis sim a, 良 glo riosa patr o cinia F il iu s s u us , Do minus n o ste rJe s u sChristu s,
'
i, p. 21. ; Neuha u s, C. , Dieinfir 血O r u mla ngu o ribu s pr a e stat r ern edia
乃
Pe z, B . , Ven e r abi /is, n o･ x vil
/at. Fo r/age n, p . 53. Cfr . Gripkey, ”. V. , The b/e s s ed VirgI
'
n Ma ry a sNed/
'
atrix, p p･7 4
-75･
43 Gripkey, ”. V. , The ble s s ed VirgJ
.
” Ma ry a s Media[r /
'
x , p .7 0. グ リ ッ ププキ ー に よ る と､ 中世 の
聖母諸伝承 に は マ リ ア の 執 り 成 し に は 三 つ の 局面が あ っ た｡ ①神 は 聖母の 執掬な執り成 しある い は そ の
名誉の た め に 奇跡 を行なう②神 は聖母をひ と つ の 手段あ る い は代 理人と して 用 い る⑨信徒の た め に 執り
成す聖母 の 歎願は､ そ れ に 対す る神 の意志 に依存 して い る ｡ こ れ ら は す べ て ､ 聖 母 の 執 り 成 し の 力 は あ
く まで も神 の 意志 に従属す る こ と を 示 し て い る ｡
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｢執 り成 し人+ と して の 聖母 マ リア を ､ 大 海 に浮 か ぶ船 ( 神と罪人 の 間の 媒介者)､
曙 (昼 と夜 を つ なぐ暁)､ 月 (夜に輝き ､ 地上 に近く ､ 海上を照らす月) に愉え た
4 4
o
聖母は ､ 全て の被造物の 上に あ る と同 時に ､ 聖三 位
一 体 の す ぐ下 つ まり神 に 次ぐ地位
(po st De u m) に位置付 けられ る こ と によ っ て ､ 天 使や聖人を凌駕 す
る 最大 の執 り成
し人と して の権能を 与え られ た ので ある
4 5
｡
リ ッ カル デ ィ も聖母 を ｢天の 最高裁+､ そ こ にお け る代願人 と称え て ､ マ リア
ヘ の執り成 しの祈祷 は必ずや 報 い られる と して 信徒 に熱 心な 聖母 信仰 と歎願の 実践を
説い て い る ｡
マ リ ア は ､ そ の 中 に厳格な 法廷 で はな く ､ 公 正 な法廷 が建て られた 門で あ る ｡
至 聖な る マ リ ア に 対 して ､ 敬意を持 っ て こ の 称号を 付す こ と が出来 よ う o ｢天 の
最高裁+ な ぜな ら彼女 は ､ そ の 場所で あ り ､ 法 廷 で あり ､ そ して 裁判官な のだか
ら46｡
したが っ て ､
代訴人と して の マ リア 自身の 前 に出た 罪人よ ､ 熱心 に ｢天 の 門よ ､ 我 らのた め に
祈 りた ま え+ と 唱え な さ い ｡ そ うすれ ば彼女は訴因を 見直 し ､ 刑の 執行 を中止 し､
死 出の 旅を整え る だ ろう ､ そ して 無罪 の者だけ で な く罪人 か らも死 は逃 げ去 るだ
ろ う ｡ も しこ の 大法廷 が 彼(罪人)に有利 に傾く な らば ｡
時間の ある と き はす ぐさ ま歎願 の祈祷を 唱え な さ い ､ 神 との 戦い か らは 逃げて政
治亡 命者の よ う に荒 野 へ 行 き な さ い ､ そ うすれ ば汝が都 に戻 るな ら ､ さ迷 い 歩く
こ となく そ の 門の う ち に ､ 安全 ､ 元 に戻 っ た こ と ､ そ して 生 命を 見 出す こ とだろ
う ｡ 死 刑宣告を 無罪宣告 に ､ 傍らの絞首台 と絞首用 縄 を王 冠 に変 えな さ い ｡ こ れ
は私が 言 う の で はな く , イ ザヤが 預言 した こ とだ ｡ ｢そ の 日 に は ､ 万 軍の 主 が 民
の 残 りの 者に と っ て麗 しい 冠 ､ 輝く花輪 とな られ る ｡ 裁き の 座に 着く 者 には ､ 裁
き の 霊 とな る o+ (イ ザヤ 2 8:5- 6) こ れ が マ リ アな の で あ る o 彼 女 こ そ が 裁判を
公認 するた め の 正 義で あ る ゆえ に ほ とん ど最 高と い っ て よ い 場所 に座 して い る の
44Ja c obu s aVo ragin e, Ma r /
'
a/e s /
'
v e s e r m o n e sde Be ata Ma ria Fe rgI
'
n e :
ve n e zia , 1 497, vii i, p . 6.
"
m ediatrix inte rDe u m et ips o spe c c ato r e s
' '
inte rdie m et n o cte m
' = `
sic ut tu n alu c et in n o cte et est vicin a te r r e et
s upe r n a r e
”
Cfr . Gripkey, ”. V. , The ble s s ed V/
.
rg/
'
n Ma ry a s Mediatrix ,
Se r m o nes quadr age s m a/e s,
"
sic ut a u r o r a e st m ediu m
habet virtute rn ef fic a c em
p. 8 3.
45 Gripkey, ”.V. , The ble s s ed VJ
'
rgin Mary a s MedI
'
atrix , p p･8 3- 85･
4い `Ma ria古po rta n etaqu a[e stえ e r et toi ltri bu n ale n o nd irigo r e, m ad
'
equita .
” "in Ma ria Sa ntis sim a,
a c ui si da r ebbe c on ven e v olis sim a m e nte iltitolo d = u st icia nlayO r de/ C ie/o, pe r e s s e r e[la i1
1u ogo , il tribu n ale , a il giud ic e
”
Riccardi,N･ , R J6/ ONA M E〟TI, ll, p p･ 1 88-20 8 RA GL ON AM ENT O
DV OD ECIMO. 1ANVA C OELl,O RA PRO No 剛 s, p p. 2 01, 202.
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だ47｡
これ (｢天の 門+ - マ リ ア) は 慈悲の 門で ある ｡ 裁き のた め に城壁が巡らされ ､
哀れみ 以外 にそ こ に収 まる もの はな い ｡ 神の 怒 りの投 げ槍も ､ 彼 に肉を授けた こ
の母 に はむか う こ と が どう して でき よ う か ? この 門の塔は マ リアの聖なる乳房 ､
その拒 に突撃 しよう とすれ ばた だ 一 瞥 しただ けで 傷を負うこ とを我らは信 じよ う
では な い か ? ｢わた しは城壁 ､ 私の 乳房は 二 つ の 塔+ ( 雅歌8:10) 彼女は言う ｡
弘は人類の 城壁 ､ 闘う教会 の要塞 ､ 塔は 弘の乳房 ､ 門は我が心 ､ も し神が汝らを
傷つ け よう と欲すな らば ､ 弘か ら始め られ る だろ う ､ そ の 剣の鉄で まず ､ 彼が 肉
を得て弘の 信徒以 外 の 者に罰 を 与え る た め に来た っ た と こ ろの弘の胎 を貫くだろ
う48｡
1 34 8年 の 黒死 病以来 ､ イ タ リ ア半島で は 周期 的にべ ス トが 反復流行 した ｡ 1
4世紀初頭 か ら1 6世紀まで トス カ ー ナで は ビザ ンチ ン的な 女王と しての聖母 にかわ
っ て ､ ｢謙遜の聖 母 (M ate y H u militatis)+､ ｢授乳の聖母 (翫 rgo La cta n s)+ と い わ
れ る ､ 農婦 のよ う に片方 の乳房を あ らわ に した聖母 図像が繰り返 し描か れた ( 図3 749)｡
授乳する聖母像は 古代末期 エ ジ プトの ホル ス に授乳する イ シス 女神の ような 生命を 育
む大地母 神信仰を源泉 と して い る ( 国16 3)｡ ロ ー マ のサ ンタ ･ マ リア ･ イ ン ･ カ ン
ピテ ツ リ聖堂 で も1 6世 紀の ｢カ ン ピテ ツ リの 聖母+ と呼ばれ る授乳の 聖母 イ コ ンが
信仰を集め て い る5 0( 図 16 4)｡ こ れ は ､ ｢天 の 女王+ た る マ リア が ､ ｢神の 母+ と し
てそ の乳房を息子 に差 し出すこ と によ っ て ､ 人間すな わち神の被造物で あ る こ と を示
●
l pe c c ato r ein c o mpa rir d in a n zi a Ma ria pe r se , a per pr o c u r ato r e, d ic afo rte
4丁 "sia di] ige nte I
/a D u aCo eJ/
'
o r apr o n obis, che lei riv edrえ 1a c a u s a, s o spe nde ra l
'
e s s e c u zio n e, a c c o mmoda ra le
pa rtite, e fug gira la m o rte n o n s ol l
'
in n o c e nte , m ai lpe cc ator e, s equ e sta gr a nGiu stizia in chin a
良fa v o rir け ' "Metti s ubito la s up pl ic a m e ntr e chehai te mpo , fug giilgu e r r eg giar c o nD io, 良I
'
a nda r
in c a mpagna c o m efu o r u s cito , che s etu rito r ni al la C itta, s ubito n el la po rta s e n z a ag gir a rti
tr o ve r ai Ia s alute, Ia rim e s s a, Ia vita; ca ngiar a s si 暮a s e nte n z adim o rte in a s s o-uzio n e, Iafo r ca
into r n o, 良 ilc ape str oin c o r o n a. Ec c o n o nlo dic oio, Io pr edic aEs aia , (Es ai･ 28. 5) /n i/ /a dJ
'
e
G ri t(p. 204) do min u s e xe rc/
'
tuum c o r o n aa/o ria e, A s e rtum e x u/tatioin I
'
s v e s I
'
du o popu/I
'
s ui, a
spiritu s J
'
ud/
'
cij s ede nt is uper /
'
udicJ
'
u m. Questa 畠 Ma ria , che siede i口 Iu ogo superiore in c e rto
m odo, inqu a nto占giu stizia pe r ric o n o s c e r edella giu stizia･
''
Ricc a rd i,N･ , RAG /ON) NEN Tl, ] l, p p･ 202,
203-204.
48 "
さ po rta d imis e ric o rd ia, c o m e si 昌 detto d is opr a, m u r ata pe rla giu stizia, e n o n ci c ape s e
no nIa pieta; c o m e昌 po s si b ile che n e a n che u nda rdo la nci l
'ir aDivin a c o ntr oqu eL la Madr e che
ti diさ c orpo ? s o n oJe Torri diqu e sta po rta le s u eMa m m elle Sac r e, cr edia m o n oi che sia pe r
a v ve nta rgl ic o ntr ole s a et te ch isi s e nti fe rito c o nu n sgu a rdo s o一o ? (Ca nt. 8･ 10) Ego m u r u s, d ic e
lei, Et vbe r a m e a s J
'
c u( Tu r ris, io s o n o m u r aglia de gli huo mini, dife s ade[la
s o n oIe mie m a m m elle le To rri, porta る ilmio c u o r e, s e v u ol ldd io fe rir vi,
pa ss e ra prim a c o
'l fe r r odella s u a spada le vis c e r e, do v epr e s e c o rpo , ch
'
egli
a n e s s u nde' miei d iv oti” Ric c a rd i,rJ. , RAG/0〟JME NT/, Ll, p. 207.
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21 3
す彼女の謙遜 を意味す る と され るモ チ ー フ で ある
5 1
｡ つ ま り ､ 神 の 息子 を 産ん だ 特別
の 女性で あり ､ か つ 自身が 神 に造られ た 存在で ある聖母 の み が ､ 人 間 と神 と を媒介す
る最大の ｢執 り成 し人+ の 役割を果た すこ とがで きる の で ある ｡
マ ー ガ レ ッ ト ･ マ イル ズ によ る と､ 1 4世紀の聖 母像 の 変化 には ､ 黒死病 およ
び恒常的な食糧不足 , 飢建 と い う状況 と ､ 良質の 母 乳の有無が幼 児生存 と養育の決定
的要素 とされ た こ とが 大 きく 影響 して おり ､ ｢授乳 の聖母+像は 養育と依 存を 象徴的に
表現 した 記号であ っ た 52｡ そ の 宗教的意味は ､ 救 済の教 義 に関わ る キリ ス トの人間性
の 証で あ り ､ 受肉の教義 で あ っ た ｡ 飢建 とい う社会 的状況 と相ま っ て 親近性 と共感を
喚起す る ｢授乳 の聖母+ が 神学 的意味 と生命 を育む 母 性原 理 を伝達 しえ た の で あ るが､
しか し､ そ れ はす べ て 男性 によ る 女性 イ メ ー ジ と ､ 生命が不安定だ っ た 文化状況とを
｢統制+ する表現で あ っ た ｡ 弱く 幼 い 我が息子 に身体 を捧げる マ リ アの 謙遜の 身振り
は ､ 同 時 に男性 ( 幼児 キリ ス ト) に対す る女 性 一 母 の 優位性 を 表わ す53｡ しか しそれ
は ､ 癒 しの 与え手 と い う 限 定 された 役割を 母 に課 すもの で あ る ｡ 1 7世紀 の リ ッ カル
デ ィ は ､ マ リア の ｢乳+ に あら ゆる苦痛を取 り去る もの とい う特別 な意 味を付 して い
る ｡
あな た は 愛 しき 母 ､ 我 らの涙 に慈悲深 く ､ 酷 い 声で 呼ばれ て もす ぐに我 らに耳を
傾 け ､ 我らを い と お しみ ､ あな たの膝 に我 らを抱 き ､ 最後 に は あな た の 乳房の聖
な る乳 を与え る ｡ そ れ によ っ て ､ い か な る 苦痛 も ､ 罰 も ､ 苦 しみ も過 ぎ去 るの だ
54
0
こ の よう な 聖母 子 イ メ ー ジ は ､ 現実の 女性 に実現不 可 能な ｢完全な 良き 母+ の モデル
を提供 し ､ 危機 の 時代 にお ける ｢生命を育み 維持する 女性の 力+､ 現実の 苦 しみ の 癒
し手 とい う肯定的意 味を 喚起す る こ と によ っ て ､ 女性 を母性役割 に統制する 両義性 を
有 して い た 55.
授乳の 聖母 に 並ん で マ リア の 母 性 を端 的 に表す の は ､ 幼 児キ リ ス トを 抱く 聖
母子 図で ある ｡ マ リア 信仰の源 泉と される古代 エ ジ プトの イ シ ス 女神 は ､ 幼 きホル ス
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を庇護 しそ の王 権を正 当化 する玉座で あ る
56
｡ こ れ を変形継承 した ビザンチ ン的な ｢天
の女王+ と して 玉 座 に座 し ､ 都市守護聖人および反 ペ ス ト聖人 にか しずか れ る聖会話
型の ｢玉 座の聖母+ は ､ ･ 1 5世紀末から1 6世紀前半の典型 的な べ ス ト奉納画の 一 つ
であ る ｡ 4 世紀の 教父 ア ンプ ロ シウ ス (3 39- 39 7) は ､ ｢聖母 - 教会 - キリ ス トの 花
嫁 - キリス ト者の 母+ とい う図式を たて て ､ 教会の 権威と庇護教導の役割を マ リア の
母性と結び つ けた ｡ 西欧中世 に は女王 と して の聖母 崇拝が 盛ん にな り ､ 十字軍遠征で
は教会権 によ る軍事的行動の 正当化と加護を｢女王 マ リア+に帰す讃歌≪Salv eRegin a
≫が歌われた 5 7｡
神の 母 に して 女王 で ある玉 座の聖母 は ､ 戦乱 ･ ペ ス トな どの危機にお い て ロ ー
マ 教会の 支配権 と信徒 に対する教導 ､ 慰安 ､ 信 仰と救済の担い 手として のそ の 役割を
象徴し再確認 させ るも の と見な せ る ｡ 教会 の信徒 に対する司 牧役割は こ のよ う に ､ 母 ､
花嫁､ 子 ､ と い っ た 家族関係 との アナ ロ ジ ー で 語られ る こ と によ っ て 自然化され て い
た の で あ る ｡
お お マ リア ､ おお甘美な る マ リア よ ､ 我らは 全て ､ あな た の乳飲み 子 ､ 弟子 ､ そ
して 息子で す ､ こ う して 天があなた の 胎か ら造 っ た 泉か ら出で るの で す｡ これ に
つ い て 教会 は こ う 歌 う ｡ ｢生まれた ぱか リ の乳飲み 子 の よう に ､ 混 じり けのな い
霊の乳を慕 い 求め なさ い ｡+ ( 第 一 ペ テ ロ 書簡 2:2) 58
エ ル サ レム の予型 に お い て示 され るの は聖処女 マ リアで ある ｡ 処女 マ リ アは神 の
花嫁で あ る ゆえ全て の霊的な息子 らの母 で あ り ､ 神が十字架の 上で 苦 しむ時に彼
女は共 に彼らを産む とい う こ とを意味 して い る59｡
1 5 1 4- 1 5年に 北イ タ リ アの プ レッ シ ャ で制作され た ヴイ ンチ ェ ンツ オ ･ フ ォ
ッ パ の rオ ル ツ イ ヌ オ ー ヴィ の行列旗+ 60は表 に玉座の 聖母 が描かれ て い る (図 6 8 A
表 ･ B 裏)｡ 裏 には伝統 的反 ペ ス ト聖人の聖ゲオ ル ギウス ､ 聖セバ ス テ ィ ア ヌ ス ､ 聖 ロ
ク ス が い る こ と か ら ､ ペ ス ト流行時 に関係する 図像で ある と推測で き る ｡ 聖 母 は 既 に ､
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15 世紀 ペ ル ー ジ ャ の ペ ス ト記念 旗の よ うな ビザ ンチ ン的 女王で は な い が ､ 天蓋付 の
一 段高 い 玉 座に座 し ､ 金の 衣を つ けた 幼児イ エ ス を 膝 に抱 い た ｢神 の母+ と して描か
れ て い る ｡ 1528 年か ら 30年 に神聖 ロ ー マ 皇 帝軍 の イ タ リ ア侵攻後 に べ ス トが洗行
した ヴェ ネト地方で パ リス ･ ボル ド
ー ネが 描い た ペ ス ト奉納祭壇画で は
61
､ 反 ペ ス ト
聖人 に囲まれ幼児 イ エ ス を右肩 に抱 い て 玉 座に座す女王 と して の 聖母 が ､ 執り成 しの
身振 りを した 都市守護聖人聖 フ ァ ビア ヌ ス に日 を 向け て い る ( 図6 5)｡ こ こ で は都市
の情景で はな く ､ 守護聖人 に よ っ て ペ ス トに晒 され た都 市が表わ され て い て ､ 信徒た
ちの祈り が聖人か ら聖 母 へ と媒 介され 神の 慈悲 に訴 え る とい う位階 的図式が示 さ れて
い る ｡ こ の よう な都市 の 守護 聖人あ る い は都市景観を 聖母 の 下位 に配す こ と は ､ これ
らの図像の前で 祈る都 市民す べ て が ､ マ リ アの 霊的な 子 と して ､ そ の腕 に抱か れ る弱
く幼 い キリス トと同 じく 彼女の 庇護を慰め を得られ る こ とを 示すた め の造形語法 とい
っ て よ い だろう ｡
第三章で 見た よ う に ､ 近 世の ペ ス ト図像 の な か に は ､ 疫病 に苛まれ る人々 の肉
体や ､ 疫病 中の 都市を 示 すモ チ ー フ が 描き こ まれ た もの が 多く 見られ る ｡ 中で も ､ 1 6 30
年 のボロ ー ニ ヤ の ペ ス トのた め の ドメ ニ コ ･ フ ィ ア セ ッ ラや グイ
ー ド ･ レ ー ニ の祭壇
画 およ び行列峨 ､ あ る い は 同 年モ ー デナの た め の ル ドヴ ィ - コ ･ ラ ー ナ によ る奉献画
で は ､ こ れ らの 病人の 苦 しみ や ､ 犠牲者の悲惨 さの 上 に ､ こ れ と対照的 に栄光の 雲に
座す聖母 マ リ アが 配 され て い た (図 8 1･ 9 1･ 8 7)｡ 病 に苦 しむ人 間 と ､ 天 上の 光 に包
ま れて そ の救済 を執 り成す聖母 の組み 合わせ は ､ リ ッ カ ル デ ィ が注解第 1 4で論 じて
いる ｢病め る 者の 健康 一 救 い (Salu slnfir m o r u 皿)+ と して の 聖母 の 権能 ､ すな わ ち
霊 と肉の罪 に対す る罰 に苦 しむ 者を救済の 道に導 き ､ 霊的な 治癒薬 を 与え る 力 を想起
させ る ｡ 彼 はま ず ､ ｢病め る者 (In色r m o)+ と ｢健康 一救済 (Salu s)+ の 説明か ら始め
て い る ｡
処女 マ リ ア の こ と を ｢病め る者 の健康 一 致済+ と言 う ｡ 誘 惑 に打ち勝 つ た め に我
らは披 女か ら助け を 得 るの で あ る ｡ こ れは ､ 我らの 魂の 敵が 必 死 にな っ て悪 に向
かわ せ よう とする 誘惑で あり ､ そ こで ､ また そ れ に よ っ て 全て の 子孫 が 転落 した
悪 掛こ満ちた 始ま り か ら継承 した 我々 の非 力さ に概 して 基 づ い た もの な の だ｡ と
こ ろが ､ ｢病 め る 者+ の名 が意味する の は ､ 試 され る こ と に我らが 隷属 して い る
こ と ( 中略)で あり ､ 一 方 ｢健康 ･ 救い+ と い う言葉か ら はあらゆる助 けや治癒 ､
つ まりそ れ に反 対 しなけ れ ば我々 が 勝利者 とな る と こ ろ の ものが 理 解 され る の で
ある ｡ マ リア の 名は ､ 病人 の健康 ､ 弱 者 の力 ､ 病め る 者の健康 一 救い で あ る ｡
6 2
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次に､ 精神 と肉体の双 方の 病 は ､ そ の病人が どん な 本性をもつ か による こ と を示 して
い る｡
肉体の 弱さ と魂の 弱 さの 間 には ､ 大き な 類似 が あ る こ と には驚きも しない ｡ こ の
結果が い か に双 方の 原 因の類似ゆえ で あるか を 知るな らば6 3｡
病と健康の 類比は ､ 健康 な 本性 か あ る い は 病ん だ本性か に対応する ｡ (中略) 病
の状態は ､ 人間の 無力さ ､ うま く い く た め の 話力が枯渇 して い る こ とに見て 取れ
る ｡ ( 中略) (た だ し) 壮健に神 は人の 本性を 造り , 喜 ばしき エ ル サ レム にそれ を
蓄えた ｡ 聖書 に ｢こ う して 生 き る 者 とな っ た+ (創世記 2:7) と書か れて い るよ
う に64｡
これ による と ､ 神が本来 人を健康 に造っ た の で ある から ､ 病はひ とえ に人間の肉の弓弓
さの 故で ある ｡ そ こ で ､ 人は常 に ､ 聖母 の助 けを 必要 と して い ると述 べ られて い る ｡
マ リ ア と共 にあれ ば ､ 人 は 神の 法をす べ て 実行 に移すこ とがで きた ｡ も はや け し
て罪 を犯す こ ともな く ､ 内面 の 困難や 妨 げもな く何 にもま して神を 愛す る こ とが
で きた ｡ そ の 結果 ､ 彼 は健や か にな り ､ 健全者の よう に歩き ､ 跳び ､ 健全者ら し
く振舞う こ とが で き た の で ある65｡
美 しく 尊い 処女 マ リ ア を見 た ま え ｡ 救 い そ のもの と同 じく この 上な く愛ら しい ｡
我ら には い か に多く の 敵が い よ う とも ､ 地獄の 誘惑や謀反が 増え よう と も ､ ｢主
よ ､ わ た しを 苦 しめ る者 はど こ ま で増 え る の で しょ うか ｡ 多く の者がわ た しに立
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ち向か い 多く の 者がわ た しに言 い ます ｢彼 に神 の救 い な どあ るもの か+
と｡+ ( 請
筋 3:2- 3) 不幸にも強力な我 らの敵 た ちの 落 と し穴か ら我 らを 護り
､ 助 け､ 救 っ
てく だ さ い ｡ 第 一 の神殿 で あ っ て も武装 した 無数の騎 兵隊に 囲まれ る よ りも ､ あ
な たの 庇護の下 で 戦う こ とがい か に 素晴ら しい かを 示 して く ださい
66
｡
聖母 の助 け を願う ため に は ､ 心 か らの 祈祷を捧 げね ばな らな い ｡
｢我が 名を畏 れ敬 う あな た た 引こは義 の太陽が 昇る ｡ そ の 翼 には 癒す力があ る o+
(マ ラキ 3:20) ｢主 よ ､ あな た が癒 してく ださ るな ら､ わた しは癒 されま す｡ あ
な た が救 っ て く だ さ るな ら､ わた しは 救わ れ ます ｡ あな た を こ そ ､ わ た しは た た
ぇ ます ｡+ (エ レ ミヤ ー7:4) ｢主 よ ､ 憐れ ん で く ださ い ｡ あ なた に罪 を 犯 した わ た
しを癒 して くだ さ い ｡+ ( 詩編41‥5) こ れ らす べ て は ､ 天 の 女王 の願 い に よ っ て ､
彼女の 執 り成 し と祈祷 を 介 して 恵み を授 か っ て い る ｡ ( 略) 我 らの 健 康の 名 をか
けて 処女マ リ ア に歎 厳 し よ うで は な い か ｡ ｢病 め る 者の 健康 よ ､ 我ら のた め に祈
りた ま え+ と言 い な が ら
67
｡
こ の よ うな 祈祷の
大い な る結果 と して ､ こ の 健全者の健康 を ､ こ の病人 に対する 助 け と比
べ ､ 救世
主 が生 まれ た と こ ろ の マ リ ア に こ れ ら全て を包 み入 れ る こ と に よ っ て ､ 我
々 は最
大 の 称号 と して ｢病 め る者 の 健康 働 い+ を 持つ ぺ きな の で ある ｡ こ れは
r全て
の健全+ で もあ ろ う ｡ 健全者も病人も病め る者も全て 半分 死ん で い る
一 方で ､ こ
の 健康 一 救 い に よ っ て 打ち勝 ち ､ 元 気 を回 復 する の だ ｡ 病ん で 弱 く て も
マ リ ア が
共 にお られ る こ と は ､ か つ て の楽園の あ らゆる幸せ を もち完全で あ る こ と よ りも
ー 層素晴ら しい こ とな ので あ る
68
｡
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最終的に ､ マ リ ア を介 して 病め る著すな わち罪人 に示 された 救済を行な うの は ､ キ リ
ストで ある こ と が宣言され る ｡
主よ 弘の全て の 悪行 を ､ 特 に忘恩の 罪を洗 っ て く ださ い ｡ 弘 にあなた の 愛 に感謝
させ てく だ さ い ｡ そ の た め に い とも高い 代償を払っ て病が 回復 し ､ 私の 魂と肉体
の健康 の名誉を も っ て あなた に差 し出さ れた の で す｡ あな た は こ の浄水が注がれ
た美 しき タ ライ ､ 神 の 血を 受け る に相応 しい 壷で す､ 聖母 マ リ アよ ､ こ の 聖杯は
こ の救 い の 薬 ､ わ た しと全て の 病人の健康 の入 れ物 ､ 我らのた め に あな た の息子
からこ の報 い を 歎願 して く だ さ い ､ あな た 自ら被に祈っ て くだ さい
.
｡ な ぜなら被
は我らの 上で い と も敬われ る ので すか ら ｡ ｢病め る者の 健康 ､ 我らのた め に祈り
た まえ 69｡+
身体 的健康と ､ 魂の 救済 とを 同 じ枠組 みで 論 じる リ ッ カル ディ の解釈は ､ 療病
やペ ス トの 身体的疾患 を 肉の 罪 ､ 霊的な罪 と結 びつ けて論じた中世以 来の 観念 を継承
した もので ある ｡ こ の見 方を 踏まえ る と ､ ペ ス トに苦 しむ病人や 都市を こ とさ ら強調
してそ の悲惨さを 表現 した 絵画作 品が ､ 身体 の病の 治癒 と犠牲者の魂の救済 とを同 時
に祈願する信仰形 体を導 い て い た こ と を推測 させ る ｡ そ して ､ 聖母 マ リア を ｢病め る
者+ の 上空に配 する こ と に よ っ て ､ 疫病 に苛 まれ る地上の人々 に ､ 疫病終罵あ る い は
死者の 魂の救済 とい う神 の救済を導く の が まさ しく 彼女である こ とを示 して い るの で
ある ｡
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第三 節 処 女
キリ ス ト教神 学の歴 史 にお い て ､ そ の 中核た る救済 の神秘 は十字架の 上で 犠牲
となる キリ ス ト像 に集約 され て い る ｡ 被造界の 人類 の罪 を全 て購 い 人 間と神 との正し
い 関係を樹立するた め に ､ 神 の ｢ロ ゴス+ が 受 肉 した キリ ス トが十字架の上 で犠牲と
な り ､ 死 して後復活する とい う究極の神秘 に よ っ て の み ､ キリス ト者 の魂の 救済の通
が 開か れる ｡ つ まり ､ 神 の永遠 な る ｢ロ ゴス+ と人 間の 肉の合 一 に よ っ て ､ 全人類の
肉体 を ｢堕落+ 以 前の本来 の 栄光に戻す ､ すな わ ち救済 が成 就さ れ る と い うもの であ
る ｡ こ の救済神学の基礎 を な す受肉の神秘は ､ 聖三位 一 体の 第二 格 ､ 神 の 息子 として
の イ エ ス ･ キリ ス トが原 罪 を 免れ た 人 間と して 聖誕 した こ と を証 明する た め に ､ そ の
母 マ リア の 処女懐胎 に根 拠を 置 い て い た ｡
福音書 にお い て イ エ ス の 処 女か らの誕 生 を 明記 して い る の は ､ 唯 一 マ タ イ伝
(1:1 8･ 2 5) のみ で あ り ､ あ と は マ リア が イ エ ス の 母 で あ る こ と しか 確認 で き な い ｡
l日約イ ザヤ書 (7:1 4) の ｢見 よ ､ お とめが身 ごも っ て ､ 男 の 子 を産 み そ の名 をイ ンマ
ヌ エ ル と 呼ぶ+ (新共 同 訳) と い う 救世主 誕生 の預言 の 成就 に ､ マ タイ は ｢救世主の
母 の処女性+ とい う 新た な 意味を 付加 した 70｡ 3 2 5年の ニ ケ - ア公 会議以 降に よう や
く ､ マ リ ア が ｢初 め か ら (ab initio)+ 原 罪を 免れて い るか と い う こ とが 問題 とさ れ
た ｡ 5 世紀か ら西方教会 の正 統教義 と され た原 罪 の 教義の 中心 は ､ ヒ ッ ポの ア ウ グス
テ イ ヌ ス (35 4- 4 3 0) の ､ 性 交 によ っ て 原 罪が継承 さ れ る とする 原 罪観 に基づ い て い
た 71｡ 受肉 した 神の ｢ ロゴス+ で あ る救世主キ リス トの み が 原 罪を 免れて い る のであ
る から ､ そ の誕生 は 無原 罪で ､ つ ま り性交な しで 受胎され 出産さ れ なけれ ばな らな い ｡
これ を 説明 するた め に ､ 教父 た ちは マ リ アの 三 重の純潔 ( 受胎以前､ 受胎時の処 女性
(in partu)､ 出産後 の 処女性(post pa r七u m))の 教義を 発展 させ た ｡ 福音書 に は rイ
エ ス の 兄 弟 ･ 姉妹+ の 存在 を示 す箇所が 見られ るが ､ オ リゲネス (1 8 5- 2 5 3c a.) や ニ
ッ サ のグ レゴリウ ス ト3 9 4) らギリ シャ 教父 た ちは ､ こ れ は ヨ セ フ の 最初の 結婚に よ
る子 ど もで ある と し ､ こ れ を 踏襲 した ポ ワテ ィ エ の 聖 ヒラ リウス (3 0 0c a. - 3 6 8)､ ア
ンプロ シウス (･ 3 9 7) らラテ ン教父 によ っ て マ リア の 出産後 の処女性が 肯定され た7 2｡
一 方初期教会で は ､ 処女降誕が 異教 で 一 般的で あ っ た と い う理 由か ら頻繁 に攻撃 され､
チル トウ リ ア ヌス (1 60- 22 0c a.) や聖霊 によ る 処女受胎 を肯定 した オ リゲネス も ､ グ
ノ ー シ ス 派 との論争 を考慮 して 処女出産 を受 け入 れ が た い と見 な して い た 73｡ そ の 後
異端 の脅威が落ち着く と ､ 神学者た ち は マ リ アの み が 神の 特別の恩恵 に よ っ て 性交を
免れ ､ 出産 にお い て もそ の 身体 的全体性 (処女性) を保持 され た と い う終生処女性 を
70 マ タイ 1:23. Wa r n e r, A/o n e of a/I he r s e x, p p. 18-1 9.
7 1 Bo s s, Empr e s s a nd ha ndm a /
-
d, p p. 12 4- 25.
72 warm er , Alo n e, of all he r s e x, pp. 22
-24.
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肯定した ｡
異教の 要素か ら影響 を受け て東方で 2 世紀末 に成立 した ヤ コ ブ原 福音書は ､
マ リア の母ア ンナが マ リ アを性交な しで 受胎 し､ 出産 した こ と ､ また イ エ ス を産ん だ
後も処女で あ っ た(原 ヤ コ ブ 1 9:3､ 2 0:1)とい う マ ]J ア の永久処女性を 物語 っ て い る ｡
マ リア 自身の 受胎が原 罪 を免れて い た こ とを 肯定する この 文書 にもとづ い て ､ 7 世紀
末から東方教会 で 見られ た聖母 の 受胎 の祝日 典礼 (12月 8日) は 11世紀初頭か ら西
方教会 へ 広ま っ た 7 4｡ 11世紀から神 学議論が この 間題に取り組む前 に ､ すで に信徒 の
間で マ リ アの 無原罪 受胎 に対する信 仰は広が っ て いた ｡ 神学者たち は原 ヤ コ ブ福音書
を典拠と して ､ 人類 の 中で マ リア の みが 原 罪以前か ら存在し ､ 神の 恩寵 によ っ て ア ン
ナに受胎 され ､ 終生処女 の ままキリ ス トを 産ん だとする ｢無原罪の 御宿 り+ の神学を
整備した の で ある ｡
キリ ス トを唯 一 の 救世主 とする ト マ ス ･ アク ィ ナス (12 25- 1 27 4) は ､ キ リス
ト以外の 全 て は原 罪を も っ て生 まれ た救済 され る べ き 存在である と して ､ マ リア の無
原罪受胎を 否 定 した 75｡ こ の 立 場は そ の後の ドメ ニ コ 会神学思想に影響 を与え た ｡ こ
れに対 して ､ マ リア は創 造以前か ら存在を 予定され て い て従 っ てあらゆる罪を 免れ て
い る と す る 理 論 を 始 め た の は ､ カ ン タ ベ リ ー の ベ ネデ ィ ク ト全 土 エ ア ドメ ル ス
(10 6 0c a. ･ 11 2 8c a.) とい わ れ て い る 76｡ 被は 信徒 の 間で行な われて い た無原 罪受胎の
祝 日 を 支持 し ､ 『聖 処 女 マ リ ア の 御 宿 り に つ い て』 (n･actatu s de c o B C ePtlo n e
b. Ma z･1a e V)
'
rg1
'
n )
'
s) に お い て ､ マ リ ア は ｢万 物 に先立ち神の
`
み 座 に住ん で い た の で
あるか ら ､ 神の 母 とな る にも っ と もふ さ わ しか っ た+ と称えて い る77｡ 原 罪 は種 ( 性
交時の精液) によ っ て で はな く 意志 によ っ て 継承 され ると いうア ンセル ム ス (10 3 3-
1 10 9) の 原 罪論78に依拠 した フ ラ ン シス コ 会 士 ドゥ ンス ･ ス コ トウ ス (12 6 6･ 130 8)
は ､ 堕落後 にお い て も性交で受胎 した人間が 無原 罪 に造られ る可 能性を 認め ､ 受胎 し
た瞬間 に神 によ っ て 魂を 聖化され た マ リア が そ の 最大の模範であ る と した 79. そ して ､
聖母が 原 罪を免れ て い る こ と は彼女 に購罪の 必要が な い こ とを意味する ので は なく ､
キリス トの 救済の 力が最 も完全 に達 した こ と を意味すると論 じた
8 0
｡ と い う の も ､ マ
リア の肉体は キリ ス トの 受肉の神秘 の根本的原 理 で あ り ､ 救世主の 人間性 を証する肉
73wa r n e r, JloD e Of al / he r s e x, p p. 4 3- 44.
74 Bo ss , Empr e s s a nd ha ndmai d, p. 12 4.
75 Bo s s, Empr e s s a nd ha ndm a /
'
d, p. 1 29.
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e Salvato r eMe o, Cinis ello Bals a m o(Mi la n o), 1 986, p p. 61 卜37, p･61 4･
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体性 に関わ る もの だか らで ある ｡ また 1 4世紀 フ ラ ンシ ス コ 会第三 会 の神秘主義者聖
女 ス エ ー デ ンの ビル イ ッ タ (1 3 0 3
- 73) は ､ 聖母 の 無原罪の 出生の 幻 視 に つ いて ､ マ
リ アの 無原罪性は神の 意志 に従順な 両親の合
一 の 名誉ある 性質 に起 因する と解釈 した
81
｡ また聖母が突然 に ､ 苦痛な く イ エ ス を出産 (出現) する と いう 聖女 ビル イ ッ タの
幻視 は ､ マ リ アが堕落 の結果で ある月経 も 出産 の苦 しみ も免れた無原罪の 存在で ある
こ とを示 し ､ 14､ 1 5世紀 の 図像 に大きな 影響 を 与え た ｡ フ ラ ン シ ス コ 会神学 によ っ て
特 に展 開された マ リア の無原 罪の 教説は ､ 中世 後期 か らは急速 に流布 して 徐 々 に公的
承認を 得て い っ た . 14 3 6年バ
･ - ゼル の 宗教会議で ､ ス ペ イ ンの フ ラ ン シス コ 会 士セ
ゴ ヴィ ア の ヨ ハ ンネ ス は ､ 11 世紀初頭 には西 方 にも広ま っ た聖母 の 受胎の 典礼 につ
い て ､ ｢教会 は天 上的奇跡すな わ ち恩寵 を神聖 化する た め に典礼 を定 め る の で あ るか
ら､ こ の祝 日 には特別 の天 上 的性質がある と 理解す る のが 正 しい+ とい う議論 を展開
して マ リア の 受胎が無 原罪で あ る こ と を擁護 した
82
｡ 中世の 無原 罪受胎擁護議論 の中
心 は ､ 人間の罪深 さを 強調 する こ とで は な く ､ 聖 母 と聖 母 に対する 神の 恩寵を 栄光化
する こ と にあ っ た ｡
トレ ン ト公 会議 は ､ イ エ ス の 出産前後 と も に マ リア の 処女性 を支持 した が ｢無
原 罪の御宿 り+ の教義化 には 至 らな か っ た ｡ た だ し､ す べ て の 人類 の 中で絶対 に救済
される こ とが 確定 して い るの は神の 母 に して処 女 マ リ ア と い う例外 だけ で あ る ､ とい
う 立場 を示 す決議文 (1 5 6 3年第 6 会期) を 出 して い る
83
｡ 母 に して 処 女 と い う 現 実
の すべ て の 女性 には 達成不可 能な 究極の モ デル と して ､ マ リ アを あ らゆる 罪か ら取り
除 けて おく とい う思 想 は ､ ドゥ ンス ･ ス コ トウ ス らフ ラ ンシ ス コ 会神学者の ｢堕落以
前か ら ､ か つ 永遠に聖母 は ｢神の 母+ とな る こ とを 予定さ れ て い る+ と い う理論 に基
づい て い る ので ある ｡
ドメ ニ コ 会の修 道士だ っ た リ ッ カ ル ディ は ､ マ リ アの 処女性 と救世主の 母であ
る こ ととを ､ ｢天 の 門+ の象徴伝統を用 い て 次 の よ う に説 明 して い る ｡
マ リ アが閉 じた 門で あ る こ とは ､ 侵 す こ との 出来な い 処 女性 の 預言で あ る ｡ (中
略) こ れは 手付か ずの ま まで あ る こ と ､ 決 して 開か な い 門で ある こ と を指 して い
るだけで は なく ､ 愛情 に は動く こ とも意味す る ｡ た だ し ､ 天 の性質 ゆえ に ､ 天上
の こ と に用 い る た め には こ の門は 動か さ れ ､ そ こ を通 る こ ともある こ とを意 図す
81Re v elatI
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る こ と に よ っ て ｡
我が 母 マ リア の 特性 に従 えば ､ 青白 い 肉塊が こ の 門を通れ なく して汝を妨
げる こ と もな い･だろ う ､ こ の 門は神 にのみ 免状が あ るの だ｡ こ の最も神な る教義
は ､ 全て の罪人 に共通する の だが､ 肉 に関する こ と ､ 純潔に反する ことを 多く行
なう 者に は特別 に当て は まる ｡ 全て の 美徳の 中で ､ 魂 と肉体の処女性 は聖処女マ
リア に最 も相応 しく 最 も特別 と見なせ るゆえ に ､ 不誠実な い かが わ しさ ほどに彼
女に対 して 直接的で 明らかな反 対を有する悪徳はな い ｡ した が っ て ､ マ リアを通
して神 に入 ろう と願 う全て のキ リス ト者 は ､ 何よ り もまず第 一 に ､ 全て の 罪か ら
離れ る よ う試み ね ばな らな い ｡ 特 に共謀者 と して肉を持 つ 者は ､ 祈祷が 実を 結ん
で こ の 門を通れる の を確実にす るた め にそ う す べ き である ｡ こ の 門は ､ 閤と肉の
前で は閉 ま り ､ 開く の は神の 光の前だ けな の で ある ｡ 84
以 上の よ うな 無原 罪の 御宿 り神学を踏まえ て ､ そ の聖母 主題が採用 さ れた ペ ス
ト図像を見てみ よう ｡ 16 5 6年 に大規模な べ ス トが 流行 したナポリで は ､ ゴヴ ェ ル ノ ･
デ ッ リ ･ エ レ ッ テ ィ と いう 行政府 に よ っ て市 の 七つ の 門に神の 加護を願 う公 的 エ ク
ス ･ ヴオ ー トと して フ レス コ が描か れ た ｡ マ ッ チ イ ア ･ プレ ー テ ィ が描 い たもの の う
ち現 存する 唯 一 の もの に描 かれて い る の は ､ 三 日 月の 上にの り衣をな びかせ た 無原罪
受胎の 図像 であ る8 5( 図9 8 A)｡ こ こ で は幼児イ エ ス を抱く こ と によ っ て ､ 処女に し
て神の 母 で あ る こ とが 示 されて い る ｡ 足 元 には神罰 と し七 の ペ ス トを象徴す る炎の 剣
をか ざ す天 使が 飛 び ､ 周 り には 血の奇跡で 知られ る司教聖 ジ ェ ンナ 一 口 ､ 162 2年の
列聖の瞭 に多く の 病気治癒 の奇跡が報告 された 聖 フ ラ ン シス コ ･ サ ヴィ エ ル , ナポリ ､
シチ リ アで特 に信仰 され た反 ペ ス ト･ 病治癒の 聖女n ザリ アが執L)成 しを祈 っ て いる o
習作で は下 部に描か れ た ペ ス ト犠牲 者の無残な 肉体と ､ ナポリの 港風景が ､ 都市民 の
危機的現実を 印象付け る と共 に肉体 の稜れを免れ た聖処女マ リ アの みが救済を執り成
すこ と を強調 して い る (図 9 9 A B)｡ さら に これ が 市門の外側 に描か れた こ とは ､ 特
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85マ ッ テ ィ ア ･ プ レ ー テ イ ､ ｢幼 児キリ ス トを抱 く無原罪受胎 の聖母と詩聖人 ､ ナポ +ー のペ ス ト+､ 1656 ･5 9
年, フ レ ス コ ､ ナ ポ リ ､ サ ン ･ ジ ェ ン ナ 一 口 門
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筆 すべ き重要性を 有 して い る ｡ 市壁 と門 とは ､ 物理 的な 境界 を画す もの で ある
こ と は
い うまで もな いが ､ イ
- フ ー ･ ト ウ ア ンが 指摘する よ うに ､ 敵､ 悪 魔 ､ 死 者の霊魂 ､
病 とい っ た 混沌た る無秩序 の驚異 を撃退 するた め に ､ 聖な る 空間すな わ ち都市と都市
が 体現する 理想的秩序 を囲む砦で ある
86
｡ した が っ て ､ ナポリの 市 門の 事例 は ､ 都市
の外か ら侵 入 して く る ペ ス トと い う敵を 威嚇 して ､ 都市の ある べ き秩序 を保護する守
護者と して ､ 幼児を抱 いた 無原 罪受胎の 聖母が 用い られ た こ とを意 味 しよ う｡
こ のよ
ぅな 解釈の 妥当性は ､ ｢天 の 門+ と して の マ リ ア に つ い て リ ッ カ ル ディ が 書 い て い る
次の 文章から も導 き出 しえ る ｡
我 々 の た め に開き ､ 我らの 故 に は閉 じ る門 (を 持つ こ とは 非常 に幸福な こ とだろ
ラ)｡ 故 には 閉 じた ままで あ っ て も ､ そ こ に逃 げ込 む も の に は 開く の で ある ｡ こ
れ は人間の 技で は不可 能 で あ っ て ､ 至 高書 こ そ が 我 々 の利益の た め に そ のよ う に
お造り下 さ っ た の だ ｡ こ の 門 とは ､ 至 聖なる マ リ アで あ る
87
｡
攻撃や 迫害 ､ 誘惑 ､ 独裁 と い っ た地獄 とそ の 使 い か ら来 る もの に つ い て い え ば､
こ の 門が蒙る い か な る 危険 もな い ､ こ れ は い か な る闘 い の心 配 もな い 門､ 塔 ､ 城
塞 ､ 難攻不落の城 砦で あ り ､ 敵 はそ れ を
一 瞥 した だ けで 逃亡 し､ 苦悩 のあまり死
に ､ 恐れ をな すの で あ る 8 8｡
聖母 図像が ､ 17 世紀 を 転換期 と して ､ そ の 肉体 的母 性を剥 奪され て道徳 的
･
霊的純 潔性 を強調 され る よう にな っ た こ と を指摘 した サ ラ
･ ボス は ､ 中世の ｢マ リア
の 受胎+ 図像 には ア ンナと ヨ ア キム の ｢金門の 出会 い+, ｢ア ンナの 子 宮の 中の マ リア+､
雅歌のモ チ ー フ に囲ま れ た神殿処 女と して の <Tota pulchra> 型な ど の ヴァ リ
エ ー シ
ョ ンが存在 して い て 必ず し も無原 罪性を強調す るばか リ で は な か っ た が ､ 16､ 1 7世紀
か らは<Tota pulchr a> 型の み 採用 さ れ る よう にな っ た と述べ て い る
89
｡
マ ッ テ ィ ア ･ プ レ ー テ ィ が マ ル タ 島の ペ ス トの 際 に マ ルタ騎士 団の公 的誓願と
して 建立 し ､ そ の 主祭壇 に描 い た 無原 罪受胎 の聖 母図像は
90
､ サ ラ ･ ボス が指摘する
86 イ ー フ ー ･ ト ウ ア ン ､ 『空 間 の 経 験 一 身体 か ら都市 へ 』､ 山 本浩訳 ､ 筑摩書房 ､ 1 98 8年 ､ 2 75
-276 乱
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90 マ ッ チ イ ア ･ プ レ ー テ イ ､ ｢無 原 罪受胎 の 聖母+､ 1 6 7
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神殿処女型 に属する もの に数 え られ よう ( 図96 B)｡ すで に第三葦で 見た とお り , こ
の作品には黙示 録の ｢太 陽をまと っ た 女+ のイ コ ノ グラフ ィ ー がす べ て描き こ まれて
い る｡ さ らに救済の 希望 の 在処 を示すよ うな線色の マ ン トによ っ て 強調された マ リア
の膨らん だ腹部は ､ 黙 示録 に ある よ う に ､ 彼女が 子 を学ん で い る こ とを示し ､ 頭上の
父な る神の下 に降下 する聖 霊の鳩 に よ っ て 無原罪の処女マ リア がキリ ス トを受胎 した
とする教義内容が 明らか に さ れ て い る ｡ 男根を想起させ る悪魔の尻尾は原罪の原 因た
る肉の交わ り を象徴 し ､ こ れを聖母 が 打ち倒 して いる こ とによ っ て マ リアの 身体の 処
女性が永遠 に保持 され る こ とが 表わ され て い る ｡ キリ ス トの受肉と マ リアの 母性 ､ そ
して 彼女が ｢神の 母+ とな る べ く堕落以前 に予定的 に存在する と い う無原 罪の 理 論な
ど ､ キ リス ト教の 救済の 神学を す べ て結晶化させ た 表現で ある ｡ 画面 前景で は ､ 完徳
の鑑た る聖母 に疫病か らの 解放 と ､ 魂の 救済 を祈る 人々 が天 に手を挙げて祈 っ て い る ｡
こ の作品 は ､ 救世主 を学ん だ無原 罪受胎の聖母が ､ 罪の 源である肉欲を打ち負か し(負
節の美徳)､ 親 し い もの を失っ た 悲 しみ を慰 め ( 霊的慰安)､ 死者の魂の救済と鎮魂を
約 し ( 執り 成 し)､ さ ら に第 二 の エ ヴァ と して 新た な 生命を 与え る ｢すべ ての 生 き ､
死 んだ者 の母+ で あ る こ とを す べ て 表現 した聖 母神学の骨項と もい え る域 に達して い
る ｡
島 ､ フ ロ リ ア ー ナ ､ イ ン マ コ ラ ー タ ･ コ ン テ ェ ツ イ オ ー ネ ( 通称ディ ･ サ ツ リ ア) 聖堂､ 主祭壇
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疫病 の 際 に信仰 された 聖母 図像 のな か には ､ 上述 して きた よ うな 正 統神学の
枠組み だけで は説 明で き な い 信徒民衆の 信仰形態を 示す も の も含 まれ て い る ｡ それは､
｢奇跡を おこ す力+ を聖 母 マ リア 自身 に求め見出す もの で あり ､ 正 統神学が 周到 に退
けよ う と した 非公式的信仰心で あ っ た ｡ ペ ス ト流行 の際 に都 市を救 う奇跡 の イ コ ンと
して 行列さ れた 聖母 イ メ ー ジを イタリ ア各地に 見出すこ とが で き る ｡ 例 え ば ､ フ ィ レ
ンツ ェ 近郊 で 1 4世紀 に発見され た とされ た イ ンプル ネ
一 夕 の聖 母 がそ の 典型 的な例
で あ る 91(図 1 6 5). 人 間の罪 に対する神 罰と い う神学的解釈 は 常 に第
一 義的な べ ス
ト論で あ っ た が ､ 古代 ギリ シ ャ 自然科学以来の 自然要因説も 二 義的原 因 と して キリス
ト教著述家 に受け 入れ られ た ｡ 1 8世紀の ペ ス ト菌発見 以前は ､ 惑星 の 合や 日 食､ 月
食 によ る 四元 素の不 均衡 ､ ある い は地震や河川氾 濫な どの 自然災害が 大気を 腐敗させ
て疫病 を引 き起 こ す と考え られて い た 92｡ 1 6世紀末 の チ ェ ー ザ レ
･ バ ロ ー ニ オの 『教
会史』 に も西 暦 6 8 0年 7 月の ｢月食の 後に ロ ー マ に べ ス トが流行 した+ と書かれ て
い る 93｡ こ の よ うな 自然界の 変動が引 き起 こ す と され た 疫病 に対 して ､ 流 行終 篤と治
癒の奇跡力 を宿す ｢奇跡 の聖母 子 図像+ へ の特別の 信仰 を 1 3 4 0年代以降の フ ィ レン
ツ ェ に 見 出す こ とが 出来る ｡
フ ィ レ ンツ ェ の南 方 1 0キ ロ の地点 に ､ エ マ ､ グ レ ー ヴ ェ の 二 河川氾 濫を 避け
て 開かれ た道路上 の 丘 に ｢イ ン プル ネ 一 夕(Im pr u n eta =In Pin eta 松林 の)の 聖母+ 杏
肥る聖地 が ある ｡ こ の 地域 一 帯は紀元 前六世紀 エ トル リ ア 時代 に遡 る 治水と治癒力を
司 る神性信仰が盛ん で あ っ た が ､ そ の - つ で あ る イ ンプル ネ 一 夕 は 古代 ロ
ー マ 時代ま
で ｢健康 の神性+ を 配 る聖地で あ っ た ｡ 1 - 2 世紀の キ リス ト教化を経 て ､ 11世紀の
教 区設置の 後 ､ 黒死 病 が猛威 を振る っ た 1 34 0年代 に聖 画像が ｢地 中か ら発見+ され ､
フ ィ レ ンツ ェ 守護者 と して の 信仰が 開始され た
9 4
｡
水害 ､ 早魅 ､ 飢鐘 ､ 疫病 ､ 政変な どフ ィ レ ンツ ェ が 守護者を 必要 とする ｢危急
の 危機+ に 際し て ､ ｢イ ン プル ネ 一 夕の 聖母+ は 覆い を 外 され て フ ィ レ ン ツ ェ まで行
列 して 運ばれ 嘆願対象 と して 崇拝さ れ ､ 集団的恐 怖心 を 鎮め る役割 を担 っ た ｡
こ の聖画 像 に対す る第 一 義的信仰は ､ 降雨 ､ 豊穣な ど自然界 の 事象 に関する奇
跡力 を発揮 する と い う も の で ､ ｢地中か ら+ 発見 され た と い う 伝承か ら も推測す るに
91 ｢イ ン プル ネ 一 夕 の 聖母+､
92Bir abe n, Je a n
- No芭l, Les
93Ba r o niu s, Ce s a r e,AN NA LE S
IN JT ALIA GR ASS AT A ES T.
イ ン プ ル ネ 一 夕 ､ サ ン タ ･ マ リ ア ･ デ ッ リ ン プ ル ネ 一 夕聖 堂
ho m mes et la pe ste, Pa ris , To m el l, 19 76, p p. 8 ff.
EC CLE S/J S TIC/, OM VS 8, R OMA E, M D XCI X‥ p . 5 42 D《DE PES TE QV AE
//Ho e ann o men se [ulio post Lu na e e clipsim pe stis inge n s v ai31B Ej1
vrbe m & alia s n o n n ulla s [talia e ciuitates》 ( 下線 引用者)
94Ca rdini, Fr a n c o,
"lntr odu zio n e :[lc ufto di Sa ntaMa riadelI'lmpr u n eta千r a a ntr opologia e sto ria
”
,
in : Impr u n eta . Un a pI
'
e v e, u n S a ntu a rio, u n c o m u n e r u r a/e, Fir e n z e, Fr a n c e s c oPapafav a ed ito re ･
19 88, p p. 1- 6. ; He rlihy. Da vid,
"Sa nta Ma ria lmpr u n eta : u n a c o m u n e r u r aJe n el ta rdo Medioe v o
' '
,
in : /
'
bI
'
d. , p p.7 -46, p p. 7 -12.
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少なくとも エ トル リ ア時代 に遡 る大地母 神信仰 を継 承 して い る こ とは 明らか で ある ｡
自然界を 司る他 に も ､ 1 4 9 9年 に はサ ヴォ ナロ ー ラ派市民が 市政府の 政策を正 すた め
に､ 1 529年 に は神聖 ロ ー マ 皇帝軍の 侵攻の危機 回避を 嘆願 して聖母画像が フ ィ レン
ツ ェ に運 ばれるな ど､ 共同 体の 政治的危機に お ける信仰高揚もみ られるた め ､ 自然界
と人間界の 双方 を支配 する 政治的大地母神に似た 崇拝対象で あ っ た とトレク ス ラ ー は
解釈して い る 9ら｡
さ らに ､ こ の聖 母 子 画 像 は疫病 に対 して も奇跡 力を発揮 する と された ｡ 1 52 7
年にべ ス トが流行する とフ ィ レ ンツ ェ 市政府が ｢イ ンプル ネ 一 夕 の聖母+ を市内 へ 行
列して 運び入 れ ､ 冬の 到来 と と もに涜行が 止む と信仰は さ らに拡大 した 96｡ 1 6 3 0年
のペ ス トの 時に は こ の ｢聖 母 の執 り成 し によ っ て フ ィ レ ンツ ェ か らペ ス トが 追放され
た こと+ を記念 して ､ イ ンプル ネ 一 夕 の 聖母聖堂 に回廊が建設され て い る97｡
興味深い こ とに , 古代 フ ロ レン テ ィ ア の 主神 マ ル ス の騎馬像が ､ 水の 支配者 ､
氾濫の番人 と して 中世フ ィ レ ンツ ェ にお い て 信仰さ れて お り ､ 13 3 3年の 大洪水 によ
つ て この 像が アル ノ 河中に流 され た 直後 に､ ｢イ ンプル ネ 一 夕の 聖母+ が ｢発見さ れ+
信仰が始 ま っ て い る 98｡ した が っ て ､ エ トル リ ア時代の健康の 神性 へ の信仰 と ､ 古代
ロ ー マ 以 来の治水神マ ル ス 信仰 の両者の統合と して ､ こ の 自然界を 司 る奇跡 の聖母 画
像崇拝が 成立した こ とが分 か る ｡ イ ンプル ネ 一 夕 の聖母信仰に 明らかな よ う に ､ 河川
氾濫 ､ 早魅によ る飢鐘や 疫病の 危機 にお い て 信仰 され た聖母は ､ 自然界 と生物 の生死
を統 べ る 大地母 神信仰 の キリ ス ト教的形態 に他 な らな い ｡
ロ ー マ で も ､ ｢ポル テ ィ コ の聖 母Jと呼ばれ る 聖母子 イ コ ンが古代 マ ル ス 神殿 ､
アポ ロ - ン神殿 の 跡地周 辺 で 崇拝 されて い た ( 図16 699)｡ キ リス ト教以 前か らの こ
のトポス 的特質を考慮 するなら ば, イ ンプル ネ 一 夕 の例 と同様 に大地母神信仰の跡 を
留め て い る可 能性 もあ る ｡ また こ の イ コ ンが ､ rロ ー マ の門の 安全 (Ro m a n usportu s
s ec u ritas)+ を意味する 名称で 呼ばれ た こ と ､ そ して ロ ー マ 市の 内外を 分け る境界線
に位置する聖堂で信仰 され て い た こ と に着目 するな らば､ 先に見た 1 6 56 年のナ ポ リ
市門外側 に描か れ た聖母 図像 と 同 じく ､ 都市を守護する突堤 と しての 役割も指摘でき
よう ｡ ｢ボル テ ィ コ の聖母+ は ､ 1 6 3 0年 ､ 56 年のペ ス ト危機の 際に ロ ー マ 都市行政
府によ っ て奇跡的力 を持 つ 聖母 と して信仰を鼓舞され た ｡ フ ィ レン ツ ェ ､ ロ ー マ にお
ける二例 の聖母 崇拝 は とも に舌代 ロ ー マ 時代 の 健康 の女神崇拝 との 関連 を指摘で き る
聖母子 図であり ､ 特定の 都市 に関わる伝承を付 された 聖母 信仰 に民間の大地母神信仰
95 Tre xle r, R icha rd C. ,
=FJo r e ntin e r e)igio u s e xpe rie n c e :T he s a c r ed im age
”
, in : S [udJ
･
e s J
･
n the
Re na /
'
s s a nc e, vol. XI X, Ne w Yo rk, 1 972, p p. ト 41, p p. 15 -18.
96cr a wfu rd, R . , P/agu e a nd pe stJ
･
Je D C e /
.
a lite r atu r e and art, 1914,p p. 1 45-1 46.
9TGuide d,/taI/
･
a . F/
･
r e n z e epr o vin c /
･
a , M ila n o, 19 93, p p.6 84ff.
98
T( e xJe r, 良. C, ,
"
FJorentine religio u se印 erie n c e :The s a c r ed im age
,,
, p p.2 3-2 5.
9g ｢ポル テ ィ コ の 聖 母 (ロ マ ー ヌ ス ･ ボル トウ ス ･ セ ク リタ ス Ro m a n u spo rtu s s e c u rita s)+､ 11世 紀
(6世紀 の イ コ ン に 基づく)､ 石 版 に 塩榔細 エ ､ ロ ー マ ､ サ ン タ ･ マ リ ア ･ イ ン ･ 力 ン ピテ ツ IJ聖 堂
227
の 名残 を見 出せ る もので ある ｡
こ の よう な 奇跡 的治療者 と して の聖母 信仰 は ､ イ タリ ア各地の 奇跡の 聖母 に捧
げられ た 多くの エ ク ス ･ ヴオ ー トに典型的に見出せ る ､ ペ ス トや 身体疾 患か らの 治癒
を 感謝する 民衆の 聖母 信仰を土 台 と して い た と考え られ る ｡ ヴィ テ ル ボの ク ェ ル チア
の聖母 へ の 1 6 5 6年の ロ ー マ 派 画家 によ る エ ク ス
･ ヴオ ー トは ､ お そ らく 同年 のペ ス
トと 関係す るもの と推 定で き る ( 図16 7AI∋C
I O O)｡ 樹木の 枝の 下 に顕現 した こ の聖母
子 図像 は ､ ニ 本の樹木 のア ー チの下 に聖母子 を配 した ｢ポル テ ィ コ の 聖母+ と共通す
る イ コ ノグ ラ フ ィ ー を有 して い る ｡ こ の ような 自然界 ( 特に植物) と ｢神の 母+ の特
別な連関は ､ 自然界 の豊穣 ､ 再生を 司 っ た 異教の大地母 神信仰 に起源 を もつ もの と推
定で き る 101｡ また ヴィ チ ェ ン ツ ア の モ ンテ ･ べ リ コ の 聖母 へ の エ ク ス
･ ヴオ ー トに
も ､ 病気平癒 を祈願 ､ 感謝 する民 衆の 信仰心 を見出せ る ( 図1 6 8
102)｡
大航 海時代 に世界植 民 と布教 に東リ 出して い っ た ス ペ イ ンで も ､ 本論が 対象と
する イ タ リア を凌駕す るほ ど に熱 狂的 に聖母 マ リア が 信仰さ れ て い た こ と の証 と して ､
王 権や都市有力勢 力間の 括抗な ど様 々 な 政治性 を帯び つ つ 各都 市毎に 万 能の守護者と
して 崇め られた 固有の 聖母 借仰が 確認 され て い る ｡ バ ル セ ロ ナの ｢慈悲の聖母+ もこ
の 一 つ に数え られ ､ そ の様 々 な奇跡 的力 を 図像化 した版画 に は ､ 16 5 2年の ペ ス ト洗
行 の 時 に は輿 に乗 せ られ て 都市 内 を行 列 され た こ と も取 り 上 げられ て い る
103 ( 図
16 9 AB)｡
こ れ と同 様の ､ 疫病 と聖母 崇拝の結 び つ き は ､ ｢新 大陸+ にお け る ス ペ イ ン植
民地 メ キシ コ にも見 出せ る ｡ そ の最大の ものは 首都 メ キシ コ シテ ィ の大聖 堂で 崇敬さ
れて い る ｢グアダル ー ペ の 聖母+ で あ る ( 図17 0)｡ 光輪を 背 に して 三 日 月 の 上に立
っ て 手 を合わ せ下 方を 見下 ろ すそ の聖画像は ､ 黙示録の ｢太陽を ま とう女+ と同
一 視
された 神殿処女タ イ プの ｢無原 罪受胎 の聖母+ 図像 を踏襲 して い る ｡ ｢グア ダル
ー ペ
の聖母+ 信仰は ､ 自然災害や疫病 との 深い つ な が り を も つ 興味深 い 歴 史 を有 して い る｡
ジャ ッ ク ･ ラ フ ア イ エ の 基本 的研 究 によ る と104､ ア ス テ カ の 大母神 トナ ンツ
100ク ェ ル チ ア の 聖母 ヘ の エ ク ス ･ ヴオ ー ト+､ ヴ ィ テ ル ポ , サ ン 卜ウ ア リオ ･ デ ィ ･ マ ドン ナ
･ デ ッ ラ ･
ク ェ ル チ ァ ､ A ヴ ィ テ ル ボ の 画家 , 1 6 3 4年 ;B ヴ ィ テ ル ボの 画家 ､ 1644 年 ,･ C ロ ー マ の 画家 , 1 65 6年
川l バ ビロ ニ ア の イ シ ュ タ ル ､ 小 ア ジ ア 起源 の キ ュ ベ レ ー ､ エ ジ プ トの イ シ ス は そ の 代表的大地母神 であ
る ｡ あ る い はポリ ュ ク レ イト ス の ｢ア ル ゴ ス の ヘ ラ像+ を直接 的源泉とす る とされ て い るナポリ近郊パ
エ ス 卜 ウ ム の ｢ざくろ の聖 母+ 像 の よう に ､ 古代 に 肥沃 ､ 多産 ､ 豊 穣 を象徴 した ア トリ ビ ュ ー トを も っ
た聖 母 図像は ､ 舌 代 の 女神 信仰 がキ リス ト教的文脈 に読み替えられたも の で あ る こ とが明らか に されて
い る ｡ 0
'Nei I, W. P. ,
"
The c u一t of Ma ry c o mpared with An cie nt Mother Godde s s e s
”
, p p. 22- 43.
102 ｢モ ン テ ･ ベ リ コ の 聖 母 ヘ の エ ク ス ･ ヴ オ ー ト+､ 1 6 71 年 ､ 4 0.2 ×4 8.4c m ､ ､ ヴ ィ チ ェ ン ツ ア ､ モ ン
テ ･ ベ リ コ 聖 堂
川3 右 列 下 か ら ニ 番目 の 7 番 の カ ル ト ウ ー シ ュ に ､ こ の エ ピ ソ ー ドが 描 か れ て い る ｡
"
7 : fu6pr e s e r v atio
de La pe ste , qu a ndo a丘o 1652, fu eIle v ada c o n s ole n epr o c e s sio n
” lm nlagini del /a Spagn aba r oc c a･
Mon a r cJ7ia 8 Ref/
'
gio n e, c atatogo del la R o str a, 臣o m a, Ca rte Segr ete , 1 99 1, c at. 6 4, p . 83.
104 Lafaye , Ja cqu e s, Qu etz a/c o
'
atl a nd Gu adalupe. T he fo r nlatio n of He x /
'
c a n n atio n a/ c o n s c /
'
ou s n e ss
153 1- 1813, wi t ha fo r w ord by Octavio Pa ∑, tr a m s, by Be nja min Ke e n, Ch ic ago , Lo ndo n, T he Univ e rsity
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ィ ンと同
一 視 され ､ これ をそ の聖地 ､ 象徴 と とも に聖母 マ リア信仰 として カ トリ ッ ク
的に再解釈 した ｢グア ダル
ー ペ の 聖母+ は ､ 異文化遭遇 の様々 な 特徴を備え て い る ｡
大地母 神トナ ンツ イ ンは, ､ 征服以前の ア ス テ カ社会 にお け る中心的女性神の変遷 の最
終段階に位置 して おり ､ 初期段階の ｢邪悪な 母+ コ ア トリケ信仰が人身供儀を伴 っ て
いたの に対 して ､ 前者は人 々 にサ ボテ ン とそ の ミル ク ､ 死 に対する恐 怖心 を鎮 め る神
酒プル ク を与え ､ 生 命を庇護する ｢良き 母+ で あ っ た ｡ ス ペ イ ンによ る アス テ カ征服
の時期に支配 的で あ っ た トナ ンツ イ ンが 聖母 マ リ ア信仰と より 同 一 視 しやす い 女神で
あ っ た こ とが ､ ｢グア グル ー ぺ の 聖母+ へ の 先住民 の よ り ス ム ー ズな帰依 を可 能 に し
た 一 要因で あっ た 10 5｡
｢新ス ペ イ ン+ の ｢グア ダル ー ペ+ は ､ ク レオ ー ルた ちの アイ デンテ ィ ティ の
拠り所で あ り彼 らを主体 とする 独立運動の 時代まで にメ キシ コ 国家 ･ 国民の 守護者 と
して ｢国民意識+ の醸成 ､ メ キシ コ 女性の ア イ デ ンテ ィ テ ィ ー 形成 に多大な 象徴 的役
割を果 た した
10 6
｡ そ の 信仰 が 隆盛 した 最大 の 契機 は ､ 洪水の 危機か ら護る た め に聖
地テぺ ヤ ッ ク か ら首都 メキ シ コ シテ ィ に こ の 聖母 図像 を移すた め の 1 6 2 9年の行列 に
求められ ､ そ こ か ら毎年 9 月 に起こ る洪水か ら首都 を護る ｢中心 的女守護暑+ と して
｢グアダル ー ペ の 聖母+ 崇 拝が燃え 上が っ た とい う 107｡ 洪水 と い う 自然災害 に加え
て ､ 1 6世紀の ス ペ イ ン植 民 者 によ っ て ヨ ー ロ ッ パ か ら持ち込ま れた 病気 は ､ 定期的
な疫病淀行 を引き 起 こ し ､ 特 に免疫のな い 先住民の 人口 を激減 させた ｡ ラ フ ア イ エ に
よる と ､ 植民地 時代 に首都 周 辺の 谷を 襲 っ た 最も破壊的な べ ス ト流行 は ､ 1 545 年 ､
15 76･ 7 9年 ､ 15 9 5年のもの で あ り ､ そ の後 1 7世紀 にもス ペ イ ン植民地各地で 猛威 を
ふ る っ た 1 08. 被植民 者 に と っ て ､ 身体 的症状が 顕著 で 原 因不明の ペ ス トは ､ 植民 地
化以前か ら周期的 に起 こ っ て い た 洪水 よ り も恐 怖を引 き起 こ す大災厄 で あ っ た た め に ､
彼らが 超自然的な 力 に集団的に訴え る こ とが疫病か らの唯 一 の救済策で あ っ た と見な
して い た と思わ れ る ｡ 1 7 3 7年の ペ ス ト大流行 の後 に も ､ メ キシ コ シ テ ィ で幾 つ か の
of Chic ago Pr e s s, 19 76(Pa ris , i:d itio n sGa = m a rd, 1 97 4). ラ フ ア イ エ は､ 母神 トナ ン ツ イ ン と聖
母マ リ ア の 同 一 視 ､ シ ン ク レテ ィ ス ム に 加えて ､ 聖 母 の マ ン トの 青色が ､ ア ス テ カ 宗教 の 英雄 的男神ケ
ツ ァ ル コ ア トル の 色 で あ LJ , メ キ シ コ に おけ る基本的な宗教的色彩 で あ る詣翠 の青色と関係す る と指摘
して い る (/
'
bid. , p .2 58.)｡
105ca mpbe]l, En a,
` `T he V irgin of Gu al dalupe a nd the fe m a一e s elトimage : aMexic a n c a s ehisto ry
''
,
in :Mothe rWo r shI
'
p . Them e a ndVa r I
'
at]
'
o n s, ed. byJarn e sJ . Pr e sto n, C hapel H = J, ”.C. , The University
of No rth Ca r olin a Pr e s s, 19 82, p p. 5
-24, p p.1 卜13. 神 酒 プル ク は戦闘 に 向か う兵士 の 士気高揚や､
供犠 に供 さ れる囚人 を鎮め る た め に 使われ ､ ア ス テ カ宗教儀礼 に お い て ｢酔う こ と+ は死と破壊を意味
した｡ 出産 ､ 健 康 ､ 幸 福 を司リ ､ 生命 の 護 リ 手と して 崇拝され た トナ ン ツ イ ン は ､ 神 の 息子 に授乳 し ､
罰を下す父神 の慈悲 を執リ成す庇護的役割を担 っ て い た 母神 で あリ ､ 聖 母 マ リ ア の 権能と多 く の 共通点
を持 っ て い た ｡
106J ･ ラ フ ア イ エ の 研究および前 掲キ ヤ ベ ル 論文 と以下 の ジ ェ ン ダ ー 的 分析を参 臥 Doyle, Ja cqu el in e,
"As s u mptio n s of the V irgin a nd r e c e nt Ch ic a n a w riting
''
, in : Wo men
'
s Studie s, v ol. 26, 199 7,
P P.17 ト201.
107Lafaye, qu etz alc o
,
at/ a nd Gu ada/upe, p . 254. 毎 年 9月 に 起 こ る 洪水 に対 して ､ 植 民 地化以前 の ア
ステ カ 時代 に は ､ 大 地母 神 トナ ン ツ イ ン が こ れ に 対す る 守護女神と し て 信仰され て い た ｡
108Lafaye , qu etz a/c o
'
at/ a nd Gu ada/upe, p . 25 4.
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聖母 図像行列が 行なわ れた が効をな さな か っ た とさ れ ､ 最終的 に
｢グア ダル ー ペ の聖
母+ が そ の他 の聖母信仰を凌 ぐ形で庇蕎 と救済の 権能を 認め られ た と い う経緯 が報告
され て いる 1 0 9｡ そ の結 果 ､ グ ア グル
ー ペ の聖母 は 疫病 に 対す る最大 の 守護 者 と して
さらなる信仰を集 めた ｡
こ の よう に ､ 自然災害や疫病の 危険に対する特別 の 守護者 と して の聖母 マ リア
崇拝 は ､ ヨ ー ロ ッ パ に もまた 近世以降は 植民地 にも見出すこ とが で き る ｡ 以上 の例に
見られ た よ う に ､ 庇護者 ､ 癒 しの 与え芋 ､ 奇跡的治癒 者と い う多様な権能 を付 された
聖母 マ リア は ､ 人智で解決 し得な い 災厄 や生命の 危機 に直面 した人 々 に よ っ て熱烈に
信仰され ､ 共同体全体 の守護者 と して社会的紐帯を 確認さ せ る政治 的役割 を担 う とい
う 普遍性を 有 して い た ｡
109Lafaye, Ou etz a/c6at/ a nd Gu adalupe ‥ p . 86. イ エ ズス 会宣教師 フ ラ ン シ ス コ ･ ハ ヴ ィ エ ル ･ ア レ
グ レ の 年代記 に よ る と (Fr a n cis c oJa vie rAIegr e, Ilisto r /
'
a de la Pr o vin cia de la Co mpa D
-
1a de Je s u
'
s
de 仙 e v aEspa n
-
a, ed. E.J .Bu r r u s, F. Zubil laga, 4v ols . , Rorn a, 1 9 56- 0, lV, p p.3 7 9- 80.)､ こ の ベ
ス トに 対 し て まず初 め に ｢ロ レ ー トの 聖母+ 図像 の行列 が 行なわれた が疫病は収まらず ､ ｢治 癒 の 聖母
(Nu e str a SeBo r ade lo s Re m ed io s)+､ さ ら に メ キ シ コ シ テ ィ の 全て の 聖母像 へ の 歎顧 がなされた がど
れも効果が得られな か っ た と い う｡ し か し最終的 に グ アグ ル ー ぺ の 聖 母 に誓願 し た と こ ろ 疫病が終票 し
(｢裁 き の 天使はグ ア タ ル ー ペ の 聖 母 へ の 歎 願決定を待 っ て そ の 剣 を鞘 に収 め た と人 々 は考え た+
(ド.+. A legr e))､ そ の 最 大 の 守護者 と し て の 権能 に 対す る 一 層 の 信仰 が燃 え上 が っ た ｡ メ キ シ コ シ テ ィ
の こ の 奇跡的事件 は他 の都市 で もグ アダ ル ー ペ の 聖 母 へ の 崇 敬を喚達 し ､ ミ コ ア カ ン の ヴ ァ リ ヤ ドリ ー
ド､ サ ン ･ ル イ ス ･ ポ ト シ の 各都市 は グア ダル ー ペ の 聖 母を疫病 に対す る 中心 的守護者と定めた｡
2 30
第 六 章
疫病平定と癒 しの宗教政治学
- ペ ス ト行列における聖母図像の政治性 -
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第 一 節 : 大量死の 恐怖 と道徳的秩序の崩壊 : 同 時代説教史料をもと に
古代から近世まで ペ ス トの伝染 に関する公式見解だっ た空気感染論 につ いて ､ ス
ー
ザン ･ ソンタグは ､ 感染源を空気 にまで
一 般化する こ とが病気を道徳問題と して捉えるの
に必要だっ た こ とを示 して い る と述 べ て い る
1
｡ 疫病が人々 の道徳的退廃 を正すために神
が投じた懲罰である とい う宗教的ペ ス ト観もまた ､ 人 々 に惰性と墳罪を勧めて道徳的､ 宗
教的秩序の刷新を図るキリス ト教聖職者の言説を支えた不変の根拠であ っ た ｡ 例えば聖ヒ
エ ロ ニ ムス は ､ 疫病は神が人間の罪を止めるため に送 っ た恩寵で あると述べ た ｡ なぜなら､
ペ ス トは死後の永遠の罰を与えな い ため に七大罪を犯さない ように この世で人間を罰する
もので あり ､ これ によ っ て人 々 は救済されるか らであ る
2
｡
12, 1 3世紀 に猛威を振る っ た療病は特に ､ 後にペ ス ト禍につ いて も繰り返 し主張さ
れる病と罪との関係性を形成 した ｡ 病気に対する神学的見地は複雑な様相を帯びて いた｡
第 一 に ､ 病は罪の結果 であ り神の故に対する神罰で ある とされた ｡ 特定 の病気､ 病人が悪
の象徴とみなされて偏見 と差別の対象 になる場合 ､ 歴 史的にみてそ の よ うな病には共通項
が あると ､ 医療人類学の波平恵美子 は指摘して い る ｡ それは慢性で ある こ と､ 目 に見える
身体的後遺症を残すこ と ､ 治療法が見つ からな い つ ま り不 治の病で あ るこ とで あり ､ これ
に社会的 ･ 文化的要素が加わ っ て罪や悪な どと意味付けされ ､ 偏見と差別の対象 とされる
の で ある3｡ キリス ト教中世 におい て ､ 神罰に催する罪の結果で ある と ｢意味付け+ され
た病は ､ 療病であ っ た ｡ 身体的症状が顕著であるため に ､ 療病は しば しば肉体に関する罪､
すなわ ち肉欲の罪に対する神罰であ ると断罪された
4
｡
療病 と神に対する冒涜の罪とを結びつ け る中世的観念が ､ 近世 にも継承され ていた
こ とを示す興味深 い例を ､ 1 7世紀以降のあらゆる視覚的表象の 図像学に影響を及 ぼした
チ ェ ー ザ レ ･ リ ー バ の 『イ コ ノ ロ ギア』 の 中に見出すこ とがで き る ｡ 『イ コ ノ ロ ギア』 の
160 3年版にはカ ヴァ リエ ー レ ･ ダル ピ ー ノ によ る挿図が 付けられて い る o 宗教改革とキ
リス ト教の分裂の原 因の 一 つ だ っ た ｢聖職売買(Sim o nia)+ の女性擬人像を説明する際に､
リ ー バ は ､ 彼女の腕 と足 には療病の印を描く こ と と述 べ て い る 5｡ 預言者 エ リ シヤ がナア
マ ンの 重い皮膚病(療病)を癒す奇跡を行な っ た 時に､ 従者ゲハ ジが エ リシ ヤ に背い てナア
1
ス ー ザ ン ･ ソ ンタ グ､ 『エ イ ズとそ の 隠聴』､ 富 山大佳夫､ みすず書房 ､ 1 990､ 60-6 3貢 o
2 Mo r o ni, Ga eta n o, DI
'
z /
'
orTa rio die r ud]
-
z I
'
o D e StO rI
'
c o
-
e e c/e sia st/
'
c a, 109v ols. , Ve n e zia , Topogr afia
Emi lia n a, 185 2- , V OI.52, p p.219- 221 .
3 波平 恵美子､ 『病気と治療 の文化人類学』､ 海鳴社､ 1984年 ､ 10-11真 ｡
4 1346年の ロ ン ドン か ら淑病者を追放する 王 令で ､ 彼 らが汚染された息と憎悪をも っ て 密か に 訪れる場所での
女性との 肉欲関係と によっ て 他者を害す るためとされ た よ う に ､ 療病は性交で広が るとみな されて い た｡ Palm er･
Richard,
"The Chu r ch, lepr osy a ndplagu ein m edie v al a nde a rly m ode r n e u r ope
”
, in :The Chu r cha ndhe al/
.
ng,
ed. By W.J. SheiEs, Oxfo rd, Ba sil Blackw elI, 19 82, p p.79
-99, p p. 82-83. 病気の 原因や治療法が明らか で
なか っ た療病､ ペ ス トの ような病は ､ 堕地獄の 七 つ の 大罪と結び付けられた｡
5Ripa, Ce s a r e, /c o n o/ogia, (Ro m a, 1 593: Ro m a, 1 603: c o nfigu r edal Ca v a一ierd'Arpin o), edizio n epr at
'
LCa
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マンから銀や衣服などを受け取っ て ､ ゲ ハ ジとその子孫が 皮膚病の運命を宣告され た こと
を根拠に ､ 信仰を離れ て霊的財産を売買する罪が ､ 療病者の 身体で表象されて い る
6 ( 図
171)｡
療病や ペ ス トは堕地獄の罪の格印を押された 一 方で ､ 特に性的放縦や大食の罪を犯
した罪人を悔俊に導く機会とも捉えられた ｡ 中世の教会は療病患者の対応 に関しては この
世における治癒よりも ､ 魂の 救済に力点を おい た ｡ 新約聖書の ｢金持ちとラザロの愉え+
に基づい て ､ 療病者は死後の救済を得るた めに現世において煉獄の苦しみを受ける特権を
受けた存在で あり ､ 特別に神が救済の為 に選ん だ存在とみな されて救済の図式に組み 込ま
れた7｡ 1 6世紀の アル ヴィ - セ ･ )レイ シ
ー ニ は ､ 療病者には r天 国の 門が開かれて い る+
と述べ て い る8｡ また ､ 1 7世紀初頭 ヴ ェ ネツィ アの産科医師メル ク リオの著作に見られる
ように､ 神罰 ､ 悔俊の導き と しての理由のほか に ､ 神 に仕える聖人たちに恩恵を与えるた
めという説明もな された ｡ パ ル マ 一 による と､ メルク リオが示す論理 は ､ 医師と して治療
可能かどうか は示 すこ とはで きな いが ､ 患者自身が悔懐､ 告解､ 聖体拝積に向かえば､ 罰
の原因たる罪が取り除かれ ､ 罰すなわ ち病そ のものか らも解放され るであろうとい う もの
であ っ た9｡ こ の著作 に顕著な ように ､ カ トリ ッ ク神学者は､ 病気の治癒 にお いて根本的
重要性をもつ のは ､ 教会によ る告解 ､ 聖体拝領の秘蹟を通 した神 と人間との調停であ り､
これが第 一 義的に霊的癒 しを もたらし､ 病気が罪による ものであるならば､ 身体的治癒も
また結果と して ありう る とい う立場を と っ た ｡ 1 2 15年の教皇イ ンノ ケンテ ィ ウス 三 世の
法令を踏襲 した 1 56 6年の教皇ピウス 五世の勅書は ､ こめような見解にた っ て ､ 医師に対
して聖職者とい う魂の医師の もとに行くよう患者を説得する義務を課 して いた
10
｡
このような教会命令は ､ 都市の法令 ､ 医師ギル ド規則 ､ 施療院に組み込 まれ て影響
力を及ぼした ｡ その根幹にあ るの は ､ 治癒は医学的か つ宗教的性格を有すという考えであ
っ た ｡ 宗教的に正 しい生 活は予防薬であ り ､ 告解や誓願 ､ 善行 ､ 行列による信仰の実践は
治療薬とみな されて いた ｡ 病気の治療薬と しての施 し,慈善とい う観念は ､ 1420年代の聖
ベルナルディ ー ノ ･ ダ ･ シ エ ナの ｢カ リタス につ い て+ の説教に見出すこ とがで きる ｡
汝が施 しをすれ ば､ 汝は神を宥め るこ と にな る ｡
- 肉の 死 ､ 疫病 ､ 内的苦痛 ､ 病気な
ど日 ごとに汝を苦しめ るものから放た れた い か? 汝､ 女よ ､ ペ ス トから逃れたい か ?
自らの病を癒 した いか ? - な らば今 こそ行 っ て ､ 慈善に向か いな さい ｡ そうすれ ば私
は汝らに約束する ｡ 払が教えた薬(善行を さす)を飲め ば汝はあらゆる痛から回復する
a du r adi Pie r oBus c a r oli, M jla n o, Ed ito ri As s ociati S･ p･ A･ , 1992, p p･ 526
-527･
6 列王 記下 5 ゲ ハ ジに 対する皮膚病の 運命 の宣告 は 5 :27
7 palm e r,
"
The Chur ch, 一epr o sy a nd plagu ein m ediev a一 a nd e a rly m odern eur ope
”
, p,84･
8 AIvis eLuisini, Tr a ctatis de c onfe s s /
l
o n e adie de c ubI
'
tu s /
'
n stI
'
tu e nda･ Ve n e z
I
L a･ 156 3, p ･4 1･
9scipio n eMe r c u rio , De g/I
･
e r r o ripopo/a rI
･
d,/ta/ ia, Ve n e zia , 16 03･ fo[･10v ･ 11v･ Cfr ･ Palm e r･
"T heChu r ch･
lepr osy a nd p一agu ein m ed ie v al a nd e a r一y m ode r n eu r ope
”
･ p p･8 小85･
10 patm e r,
"The Chu r ch, lepr o sy a nd p一agu ein m edie v al a nd e a rly m ode r n eu r ope
”
, p p･ 85186･
2 33
ことを11｡
対抗宗教改革運動が最も盛んだ っ た 1 57 0年代に北イタリアを襲 っ た黒死 病以来の
ペ ス ト大流行は ､ ペ ス トに対する宗教的見解に新たな力を加えた ｡ トレン ト公会議および
カ トリッ ク改革運動の指導者の 一 人だ っ た ミラ
ー ノ大司教カル ロ ･ ボ ッ ロ メ - オは､ 1577
年か らミラ ー ノ に大きな犠牲 を出した ペ ス トが終若 した直後 ､ 157 9年 にミ ラ ー ノ市民お
よび大司教区全信徒 に向けた文書で ､ 神の怒りの原 田である道徳的退廃を弾劾 し､ 彼が指
揮 した悔俊行列や公的祈願の 意味を説い た1
2
｡ そ して公衆衛生的政策は究極神の怒りの前
には無力であり ､ ペ ス トの 終鳶はひたすら神意 によ る恩寵で ある と呼びか けた ｡ カル ロは､
ペ ス ト流行前の繁栄に溺れた ミラ ー ノの人々 の涜神と働慢の罪を指摘 して ､ これをネブカ
ドネザル王の王国の富裕 さ(ダニ エ ル書)に愉えて い る ｡
娯楽やカ ー ニ ヴァ ル に耽 っ た過去の汝らの恐 ろ しき狂気が ､ 少なからず神を してペス
トで我々 を鞭打た せる原 因とな っ たのであるから､ 汝らが キリス ト教信仰に相応しく
ない これらの事柄から身を引かない なら､ 神は さらに大きな災厄 で懲らしめ る ことで
あろう
したが っ て ､
罪人の死 における ､ そ して魂の ペス トにおけ る数多く の災厄 ､ 危険と災い に満ちた魂
の様を ､ 心の目で常に見て ､ 記憶し ､ 知るように心がけよ1 3
そ のため にまず､
どのよう にして ミラ ー ノ にべ ス トが進んで きた のか を見るが 良い ｡ かつ て この都市は､
ネプカ ドネザルが夢で 見 た大きな 木の ように ､ ｢天 に届 くほ どの高 さにな り ､ 地の果
てからも見える まで にな っ た ｡ 葉は美しく茂り ､ 身は豊か に実 っ た ｡ 生き物はみなこ
の木によ っ て食 べ 物を得た ｡ その木陰にはあらゆる種類の獣が宿 っ て い た1 4｡+ 突然､
聖な る見張りの 天使が天 からく だり ､ 大声で こ う言 っ た ｡ ｢こ の木を切り倒 し ､ 枝を
払い葉を散らし､ 実を落とせ ｡ その木陰か ら獣を ､ そ の枝から鳥を追い 払え ｡ ただし､
切 り株と根は地中に残 し ､ 鉄 と聖堂の鎖をか けて野の革の中に置 け｡ 天の露に濡れる
にまかせよ1 5+ こ れは全て 一 年の 間にその意味する とおり にネブカ ドネザル 王の上に
ll Be r n a rdin oda Sie n a, Le pr ediche yolga ri, hlila no, 1936, p .9 51. Cfr. PaJm e r,
"The Chu r ch, 一epr osy and
plagu ein m edieva一 a nd early m ode r n e u r ope
”
, p .86.
12Bo r r o m e o, Ca r(o , Sa m, Mem o r J
-
ale ai m/
I
/a n e s I
'
di Ca r/o Bo r r o m e o(1579), M ila n o, Ce ntr oCultu r ale S. Carlo,
1983(1965).
13Bo r r o m e o, C. , Sa n, Me m o ria/e ai MI
-
/a n e si, pp.1 9
-20.
1 4 ダ ニ エ ル 書 4 :8-9
15 ダ ニ エ ル 書 4 :1 卜12
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起こつ た ｡ 地に広がる こ の破から
- 以前のような大いな る栄光とともに - 木が再び繁
栄するだろうと 一 体誰が思 っ ただろう? ネプカ ドネザルの身に起こ つ た こ とをダニ エ
ルは このよ うに言っ て い る｡ ああ ､ ミラ
ー ノの街よ ､ 汝の大きさは天 に届くまで に高
くなり ､ 汝の 富は他の果てまで広がり ､ 人も ､ 獣も､ 鳥も汝の豊か さによ っ て生き食
べ物を得てい た ｡ その木陰の下 に貧 しき人々 は全て活力を得ようと集まっ た ｡ その 家
に住もうと貴族や有力者たちが こぞ っ て汝の快適さを楽 しみ ､ 巣を作ろうと集 っ てい
た｡ まさ にこ の時突然 に､ 天 から神の手によ っ てペ ス トが下 された のであり ､ お前の
意志とは関係なく突如 と してお前の徴慢は弱め られたのだ｡
1¢
そ して さらにカル ロ は ､ ペ ス トに見舞われた ミラ
ー ノ をJヾ ビt3ンの滅亡 に愉え ､ 天
から送られた ペ ス トは人々 の倣博さを正 す神罰で ある と断定した ｡
誰が驚かずには いられようか ｡ 汝らも良く心 に留めておきな さい ｡ そもそもミラ
ー ノ
にべ ス トの第 一 報があ っ た とたん に ､ すぐさま四方八方か らこ の大い なる都市の廃嘘
の声が響き渡 っ て い るようだ っ た . ｢倒れた ､ 倒れた ､
■
′†ビロ ンが｡ 神 々 の像は全て
砕かれ地に落ちた
1 7
+ と ｡ イザヤは こ の大都市につ い て このよう に預言 したで はない
か ｡ 同 じこ とが ミ ラ ー ノ につ い て も明らか になりつ つ あるようだ っ た ｡ ｢おお ､ 豊か
な水の傍らに住み ､ 財宝に富む都市よ ､ お前の終わ りが来た ､ 命の糸は絶た れる
18+
この エ レミヤの言葉は ､ ミラ ー ノ に もまた 当ては まるに違いな い ｡ そ して ､ 人々 は涙
に駆られ ､ この預言者の言葉 と同 じく逃げるよう言い 聞かされた ｡ ｢バ ビロ
ニ アの 外
に出て逃げな さい ｡ 突如として滅びるものからみ な逃げよ ｡ そ してその瓦喋の上で泣
くがよい+ 天から聞こ えた こ の声は ､ 聖 ヨ ハ ネが黙示緑の 中でも聞 いて い る ｡
｢払の
民よ ､ /†ビロ ンか ら離れ去れ ｡ そ の罪 に加わ っ た り､ その災い に巻き込まれ たり しな
いよ う にせ よ ｡ 彼女の罪は積み重な っ て天 にまで届
19
+ いた ｡ 主は彼女 (バ ビロ ン)
の罪を厳 しく懲らしめ ようと思われ たのだ
20
｡
ヵル ロ ･ ボ ッ ロ メ ー オは ､ ペ ス トが 猛威を振る っ て いた 1 577年 10月 に ､ ミ ラ
ー
ノ大聖堂 に安置され て いた ｢聖釘+ の聖遺物を掲げて ､ 裸足で首 に純をかけて悔俊を示す
姿で罪を聴い神の恩寵を歎願するペ ス ト行列を組織した ｡ ミラ
ー ノ ･ カ ッ プッ チ ー ノ会修
道院長フ ラ ･ ジ ャ コ モ ･ ダ ･ ミラ ー ノの書簡によ っ て ､ その時に参加した市民を前に行な
われた彼の説教 は､ ｢エ ル サ レム の滅亡 を見て悲 しむ預言者エ レミヤの哀歌+ をテ
ー マ に
16 Bo r r o m e o, C. , Sa n, Ne m o r /
'
ale ai Nilane s/
'
･ p p･ 25
-26･
17 イザヤ書 20:9
18 ェ レ ミヤ 書 51:13
19 ヨ ハ ネの 黙示緑 18: 4 -5
20Bo r r o m e o, C. , San, Me m or /
'
ale a J
'
M i/a n e si･ p p･26-271
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したものだ っ た こ とが分か っ て い る21｡ この主題は 1 5 79年の 文書に も再び表れる｡ ミラ
ー ノの倣慢は､ バ ビロ ンの大淫婦と全く 同じく ､ むな しく 美 しく 装う ｢辱め られた女+ エ
ルサ レムの よう に神の怒りをかう大罪とみ なされた ｡
預言者エ レミヤの言葉には ､ 我々 が廃嘘と化 した大地を見るとき ､ エ ルサ レムの都市
に対して神の 口か らな された警告を読め る . これは ミラ ー ノ に警告 したのと全く同じ
声の ようではな い か ｡ ｢お前 によ っ て ､ 軍馬 と騎兵を砕 き ､ 戦車とそ の操縦者を砕い
た ｡ お前によ っ て ､ 男も女も砕き ､ 老い も若きも砕き ､ 若者もお とめ も砕い た o お前
によ っ て ､ 羊飼い と群れ を砕き ､ 農夫と耕す牛を砕き, 総督と長官を砕い た2 2｡+ - (中
略) - 我々 の罪の為 に天から黙示録の 天使の 声が下 されたので ある ｡ ｢倒れた ｡ 大バビ
ロ ンが倒れた ｡ そ して ､ そ こ は悪魔どもの住みか ､ あらゆる汚れた霊の巣窟 ､ あらゆ
る汚れ た忌まわ しい 鳥の巣窟 とな っ た23｡+ だか らこ の破壊の理 由とは ､ rすべ ての国
の民は ､ 神の怒りを招く彼女のみだらな 行い のぶ どう酒を飲み ､ 地上の商人たちは､
彼女の豪勢な賛沢 によ っ て 塞を築 いた か らで ある2
4
｡+ そ して 正当 にもそ の後に神罰
が続 いたので ある ｡ ｢彼女が お ごり高ぶっ て ､ 鴬沢 に暮ら して い た の と ､ 同 じだけの
苦しみ と悲しみを ､ 彼女に与えよ2 5｡+ . ･ ･ ( 中略) - 覚えてお こ う ｡ 我 々 の苦悩と災
いは ､ 聖ヨ ハ ネがまるで我々 と我らの祖国につ い て言っ て い るか のように黙示錠で述
べ て い るの とま っ た く よく 似て い る こ とを ｡ ｢彼女とみ だらな こ とをした地上の王た
ちは､ 彼女が焼かれ る煙を見て ､ そのた め に泣き悲 しみ ､ 彼女の苦 しみを見て恐れ､
遠く にた っ て こ う言う ｡ ｢不幸だ､ 不幸だ､ 大い な る都 ､ 強大な都バ ビロ ン､ お前は､
ひ とときの間に裁かれ た+ 26+ この よう に､ ベ ス トが猛獣の よう にひ どく燃え盛っ た
ミラ ー ノ は ､ 短い 間に､ そ の火災ですっ か り慎博 しき っ た ようだ ｡ 2 7
カ ー ニ ヴァ ル の 娯楽 に興じた り ､ 経済的繁栄を奮り現世的な快楽を追求するこ とを
道徳的堕落として批判し ､ 人々 が カトリ ッ ク信仰か ら離れ るこ とがペ ス トと いう神罰が下
21Giac o m oda Mila n o, ir a, in :Rat ti, Ach =e,
〃Let te r adiu n padre c ap pu cin o s c ritta da MiJa n o
n e='infie rir edeHa pe ste
”
, in :Sa pCarlo Bo r r om e o n e/ T r zo c e nte n a rio deI /a Ca n o n I
'
z z a zio n e,
N･ DC. X-M. CM. X, Mila no , Reda zio n e ed Am ministr a zio n ein Mila n o, 191 0, p p.32 7-28.
"he r首 si c o min cio rn o
le pr o c e s sio ni che si fa r a n n ope r3 gio r ni c o n str etis sim odigiu n o. Er a vi tut to i[ C‡e r o r egolar e et
s e c ular ede s c alz o, et c o nle c o rde al c ol[o si a= i Padri di Co nve nto , Lio rdin ari et c a n o nici de =)o mo
c o
'
piedisc a]ziet co nla c o rda; et i l bu o nCa rdin a]e s c alz o c o nlagr os s a c o rda al c ollo etu npe s a ntis simo
c r u cifis s o che s e mpr eha po rtato , c o nla fa miglia s u adic as as c alz a etle c o rde similm e nte . Poi hafatto
in public o si div n apr ed ic a s e r v e ndosi delle la me ntatio n e et pia nti di Ge r e mia s opr ala distr uttion
di Gier us alenl che fac eva c r epa rdipia nto dia udie nti, qu al ie r a n oin tanto n u m ero - . (下線引用者)
”
22 ェ レミ ヤ書 5:2 0-23 一 部省略 して 引用｡
23 ヨ ハ ネの 黙示録 18:2
24 ヨ ハ ネの 黙示鐘18:3
25 ヨ ハ ネの 黙示最1 8:7
26 ヨ ハ ネの 鮎示録 18:9-1 0
27Bo r r o m e o, C. , San, Nemoria/a a /
l
NJ
'
/a n e si, p. 27.
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される原 因である とするカル ロの論調は , ペ ス ト流行の危機が迫 っ ていた 16 30年頃の ロ
ー マ教皇庁での説教にも共通 して見られる｡
ジ ェ ノ ヴァ 出身のカ ッ プッ チ
ー ノ全土フ ランチ ェ ス コ ･ ディ ･ ネグロ は ､ ウルバ ヌ
ス八世の教皇専属説教師と して
28
､ 教皇庁 にお いて教皇と枢機卿および参席の特権を許さ
れたロ ー マ 貴族およ びポポ ロ ･ ロ マ - ノ議員たちの前で説教を行なっ た 29 ( 国17 2)o 3
巷の手稿本の形で残されて い る彼の教皇のための説教集をみ ると､ ペ ス ト禍がロ
ー マ に迫
りつつ あ っ た 1 6 31年の聖灰 水曜翌日 ､ すなわちカ ー ニ ヴ ァ ル直後の潔斎の期間である四
旬節 2 日目 に ､ フ ランチ ェ ス コ ･ ディ ･ ネグロ は次のような説教を行な っ て いた こ とが
分かる｡
長患い で疲弊しき っ た病人､ 突然の深刻な 出来事に襲われた者は､ 自分が命の
危険に晒されて い る こ とを見出すもので ある ｡ しか し､ (カ ー ニ ヴ ァル に当た る) 数
日前､ 衛生 ･ 健康を維持 しよ うとい う熱意 に欠けた人々 が 馬で走り秩序を破壊する接
がみられ た ｡ しか し四旬節開始直後に病 と体質維持の困難さは消え去っ た ｡
我 々 は戦争罷ぎと飢鐘の不安とペ ス トの危機であまりに動揺 して いる｡ 神が赦す
か ､ 我 々 を危険に晒すよう命 じるか ､ 疫病の危機には我々 の希望は全て神の手の内に
あるo
慈悲の源が我が主のうちにあ るのな ら慈悲だけではその価値を測れな い のではな
いか ｡ もし神が罪を潔めるため に疫病を送 っ たのなら､ また今罪を疎わずに疫病を追
放するなら､ む しろ慈悲よりも怒りの結果 を もたらすであろう
30
｡
こ の 一 文には ､ 宗教的秩序が社会的秩序 ､ ひ いて は都市の健康と安全の根幹をなす
28ウル バ ヌ ス 八 世 の 教皇付髭教師 は ､ カ ブチノ 全土 フ ラ ンチ ェ ス コ ･ デ ィ
･ ネ グE] ･ ダ ･ ジェ ノ ヴァ で あ っ た｡
教皇 は､ パ ウル ス 五 世､ グ レ ゴリ ウ ス十 五 世 によ っ て 教皇付説教師 に任じられた同時代 の著名なカブチ ノ会説
教師ジロ ー ラ モ ･ マ ウテ ィ ー ニ ･ ダ ･ ナル ニ に､ 同職の 継続を願 っ たが, ジ口 - ラモ は健康状態の悪化から こ
れを断 っ た｡ そ の ためウル バ ヌ ス はフ ラ ンチ ェ ス コ を任命するに至 っ た ｡ 1632年 に ジ ロ
ー ラ モ が 死去 した際に
は教皇自ら祝福を授け､ カ ブチ ノ会総長職 は フ ラ ン チ ェ ス コ ･ デ ィ ･ ネ グロ に委任された｡ 本論で は､ ベ ス ト
流行 の波が ロ ー マ に も迫 っ て い た最も危機的な時期 (1629-31年) に フ ラ ンチ ェ ス コ が教皇の前で行な っ た 艶
数を取り上げる ｡ 彼の 教皇庁における説教は , 手 稿の 形で ジ ェ ノ ヴァ の カ ッ プッ チ
ー ノ 金地方古文書館 に保管
されて い る｡ こ の 史料を調査するため に ､ 外部 に 開放され て い な い史料を閲覧する許可を筆者 に与えてくださ
っ たぱか リか ､ 時間を割 い て 親政 の中から ペ ス トに 関する部分を探 し出すと いう作業 に尽力 して くださ っ た ジ
ェ ノ ヴ ァ の 同古文書館館長 ル ドル フ ･ ト ー ソ神父 に 心から感謝申 し上げた い｡ 彼 は筆者が女性で ある た め 直接
古文書館 に入れな い こ とを考慮 して ､ 筆者の 為 に 毎 日女子修道院 に赴 いて 調査 の為 に
一 室を提供 して く ださ っ
た ｡ また ､ ジェ ノ ヴ ァ ヘ の コ ン タク トを取る た め に ､ ロ ー マ の カ ッ プッ チ ー ノ会 総本部の方 々 ､ 同会 のサ ンタ
･
マ リア ･ デ ッ ラ ･ コ ンテ ェ ツ イ オ ー ネ聖堂の 方 々 の 力を借リる ことがで きた｡ 特 に ロ
ー マ の カ ッ プ ッ チ ー ノ会
歴史研究所 のヴ イ ンチ ェ ン ツ オ ･ クリス クオ ー 口 神父 に は､ 筆者の 研究 目的を理解 し教皇付説教師の研究 に つ
いて 助言を頂 いたぱか リ か ､ ジ ェ ノ ヴァ と コ ン タク 卜をとる方法を指南 して い ただ いた｡ 彼 の研究 によ っ て フ
ラ ンチ ェ ス コ ･ ダ ･ ネグ ロの 存在 に注目す る こ とがで きた こ とを含めて ､ こ こ に特 に 記 して 感謝の印と したい ｡
なお, 教皇 付説教師 に つ い て は ､ 本論第 五章冒頭を参?.
7 q
q .
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とい う観念が よく表れて い る ｡
同年 12月の待降節第三 日曜後の水曜の教皇の 前で の説教で は ､ ｢不信心な君主た
ち+ の倣慢の罪による ｢エ ルサ レムの滅亡を悲 しむ預言者エ レミヤ+ の 主題が あらわれる｡
こ れ は ､ 1 57 年にミラ ー ノで聖カル E]･ ボ ッ ロ メ
- オが ペ ス トに苦 しむミ ラ ー ノ市民に
対して 行な っ た説教と同 じく ､ ペ ス トを人々 の不信仰 と罪 に対 して こ れを矯正させ るため
に神が下 した神罰と見な し､ 人々 を悔俊に導くた めの説教主題であ っ た ｡
ソロモ ンの神殿と ともに エ ル サ レムの都市が破壊された ｡ エ レミヤはこれ を､
民 の 不正 と民を統 べ て いた聖職者の倣慢 とを罰するため に神が示 されたもの と してい
る ｡ 今日 こそ こ の ことを恐れる べ きだろう ､ ゲル マ ニ アの不信心な支配者た ちがカト
リ ッ ク教徒に対抗するため に宇を結んで いる間に
31
｡
こ の 箇所は ､ 神聖ロ ー マ 皇帝軍兵士 がイタリア半島にべ ス トを持ち込 んだとする当
時の公式情報を踏まえて い る とと もに ､ 当時北イタ リアで戦わ れて い た マ ントヴァ継承戦
争 へ の諸国の介入 を非難 した もので ある ｡
教皇ウルバ ヌス 八世や衛生省長官枢機卿フ ランチ ェ ス コ
･ バ ル ベリ ー ニ た ちが ､ エ
ル サ レム の滅亡の教訓を説く フ ラ ンチ ェ ス コ ･ ダ ･ ネグロ の説教を聴 いて いた 時､ ロ
ー マ
では徹底的なべ ス ト対策が効を奏 して ペス トが城壁の中に蔓延する こ とはなか っ た ｡ しか
し､ 実際に べス トが碍撫を極めて路上に死体が積み重なる ほどの被害を蒙っ た 16世紀後
半の ミラ ー ノの人々 にと っ て ､ 大司 教カル ロ ･ ボ ッ ロ メ ー オの言葉は
一 層の重みを もって
受け取られて いた と想像でき る｡ カル ロ は ､ ニ年にわた る疫病が終結 した暁 に大司教区民
に宛てて出 した文書で次の よう に述べて い る ｡
轍慢 ､ 貴欲 ､ 曹停の 罪を正 すため にベ ス トが 天か ら下 され たの で あ るから､ こ の災厄
が終篤 した 今､ 神 に感謝 しこれ を祝わねばならな い ｡ なぜなら､ イザヤやエ ゼキエ ル
ら旧約の預言者た ちが記 して い るよう に､ 慈悲に満ちた神が鞭打つ そ の手を 止め ､ 我々
の希望 に応えて ペ ス トとペス トによ る死 を終篤させた のであ るか ら､ すなわち神の恩
寵ゆえ に我々 は健康と命を手にする こ とができ たので あるか ら3
2
｡
神の恩寵に応える にはミラ ー ノ の都市自身の犯 した罪が償われ な ければならな いと
され た ｡ その方途と して ､ 魂の健康を回復するため に ｢過去の 全生涯の罪を総告解して良
心 を潔めね ばな らな い 33｡+ そ して ペ ス ト以前 とは全く異な る , 新た な生を 享受できるこ
31p. Fr a n c e s c odi Negr o, Fr ed/
'
che , To m. =l, 162 8-163 2, p p. 43 71550, p. 548.
32Bo r r om e o, C. , 〟e m o rI
'
ale ai NJ
'
la n e s /
'
, p p.28
- 29.
33Bo r r o m e o, C. , 〟e m o rI
'
a/e ai M i/a n e si, p p.251 27.
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との喜びは ､ 大洪水の後にノアが 受けた祝笛に愉えられるべ き とみな され ､ 疫病はまさに
宗教的刷新の機会である と意味付けられた ので ある ｡
以上の ように ､ 宗教的教導者として影響力をもつ 高位聖職者の口 を通 して , 道徳的
堕落と疫病すなわち神罰が結び付けられる こ とによ っ て ､ 神の懲罰が正当化された ｡ そ し
て信徒たち自身の罪を悔懐する こ とを呼びかける その レトリッ クは ､ 集団的恐怖心 に起因
する敵の創出に見られるような他者 へ の罪の転嫁と迫害を防ぎ､ 神 へ の帰依に向かわせよ
うとするものだっ た ｡ 自己 の罪に神罰の原因を求めさせる宗教的言説は ､ 疫病を道徳的刷
新の機会とみなすものであっ たが､ 最終的に ､ 社会的混乱と集団的狂気から生 じるパ ニ ッ
クを収める とい う社会秩序の維持にも直結 してい たと解釈で きよう｡ 次節で は疫病時の具
体的な宗教的実践 につ いて 考察を進め る｡
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第二 節 善行と臆宥 : 精神的治癒と しての 宗教的実践
疫病流行中の聖聴音による言説は ､ ペ ス トとい う神罰が下 された 原因を社会の道徳
的退廃と ､ 神に対する信仰心 の希薄化 という冒涜と倣慢の罪で あ ると結論付けて いた｡ し
たがっ て ､ 聖カル ロが述べ て いる ように ､ 疫病か ら解放される為には ､ 信徒各人が自らの
罪を悔倹して ､ 天に臆罪を請わねばならない と考えられて いた ｡ そのた め にカ トリ ック教
会の指導者たちは ､ 信徒社会に向けて さまざまな 形の 宗教的実践の必要性を説い たのであ
る o これらの集団的 ･ 個人的な信仰の行為は ､ 不可視の うちに侵攻する疫病に対する恐怖
心 と､ 肉親や 友人の突然の死 によ る喪失感 ､ 将来の不安とい っ た諸々 の精神的不安を癒す
とい う宗教が担っ た役割が ､ 危機に直面 した時に最も希求される こ とを示 して い よう｡
疫病 による大量死 は ｢個性化された死 の廃棄+ を意味 した
3 4
c 路上に積み重なる死
体は死を匿名化 し､ 公衆衛生保全のた め にそれらは でき るだけ速やか に ｢排除+ する対象
とな っ た ｡ 平生は葬礼や装飾で死の ぞ っ とする側面 が覆わ れ
一 種の崇拝の機会 に変えられ
たが ､ 大量死 にお いて 死 は非神聖化 され ､ 集団的で 匿名的な性格を帯びた ｡ 疫病中は集団
的恐怖心を さらに煽る との理由で 葬礼の鐘は禁止され ､ 死 を悼む祭儀も廃止された ｡
ドリ ュ モ ー は ､ ペ ス トが同時代人にと っ て何を表象 して いた か ､ そ れが 日常行動に
もたら した混乱の深刻さを示す 17世紀末ポル トガル の
一 修道会具による ベ ス ト実体験の
記錠を取 り上げて いる ｡
ペ ス トは こ の 世のあらゆる災禍のうちで ､ 疑 い もなく最も残酷で ､ また真実最も
む ごた らしい もの だ｡ それが 換称法 によ っ て ､ ｢病 ･ 悪 LeM al+ と呼ばれるの もまこ
とにゆえな しと しな い ｡ とい うの も ､ こ の世に べ ス トに比肩 しうる ような ､ またそれ
に似たような ､ い かな る病 も存在 しな いの だから ｡ あ る王国 に ､ あ るい はある共和国
に ､ こ の凶暴で激烈な火がひ とたび燃え上がるや 否や , 為政者は荘然自失し､ 人々 は
恐れ おのの き､ 政府は ばらばらにな るのが見られる ｡ 人 々 は もはや 裁き に従わない ｡
仕事は停止する ｡ 家族はまとまりを ､ 通りは活気を失う｡
一 切が 極度の混乱に帰して
しまう｡ すべてが 廃嘘だ｡ それ とい うの も､ かく も恐 ろ しい 災禍の重み と大きさにす
べ てがおか され ､ ひ つ く り返され るからだ ｡ 人々 は身分や財産の区別なく ､ 死 の悲哀
の淵 に溺れる｡ ある もの は病気 に､ またあ る者は恐怖心 に苦 しみな がら､
一 歩 一 歩あ
る い は死 に ､ ある い は危険に､ 直面 する｡ 昨日埋 葬 して い た当の人たちが今日は埋葬
され る ｡ そ して時には ､ 前日埋葬 した死者たちの上にで ある ｡ + ｢人々 は 自分が吸 っ て
い る空気まで心配する ｡ 彼らは死者 と生者 と彼ら自身を恐れて い る ｡ なぜ とい っ て､
死 は しばしば彼らが身にま と っ てい る衣服 に< るま っ て おり ､ そ の衣服がた い ていは､
34 ジ ャ ン
･ ドリ ュ モ ー ､ 『恐怖 心 の 歴史』､ 永見文雄､ 西薄文昭訳 ､ 新評論 ､ 19g7年､ 218-221貢o
240
て っ とリ早さを理由に経幡子 の役を果たすからだ｡
死屍累々 たる通 り ､ 広場､ 教会は眼に痛ま しい光景を示し ､ これを見る と生 き
てい る人た ちはすで に亡く なっ た人たちの運命が妬ましくな る｡ 人の住む場所も荒野
に変わ っ たか と見え ､ こ の異常な静寂だけで も恐怖心 と絶望を募らせる ｡ 人は友人た
ちにどん な同情も拒むo それとい うの もどんな 同情も危険だからだ｡ 誰 もが同 じ困難
に直面 して い るので ､ お互 い ほとんど憐欄を示すこ とはな い ｡+ ｢愛と自然のすべての
綻がかく も大きな混乱の惨禍のさなか に消え去り ､ あるい は忘れ去られて い るの で ､
子供と親が､ 妻と夫が ､ 兄弟ある い は友人同士が ､ 突然別れ別れになる 一 生き別れ ニ
度と再び会 うこ とのな い 人々 の ､ 胸の痛む不在で ある ｡ 男た ちは生まれ持 っ て の勇気
を失い ､ い かな る助言 に従う ベ きか もはやわか らず､ まるで 一 歩歩く ごとに恐怖心 と
障害にぶちあた る絶望 した盲人の よう に進んで ゆく ｡ 女たちは涙 と嘆きで も っ て ､ 治
療法な どまっ たく な い病に対 して治療法を求めながら､ 混乱 と苦しみ をい や増して い
る｡ 子供たちは罪のな い 涙を流 して い る｡ とい うのも彼らは不幸がわからぬまま に ､
それ を強く感 じて い るからだ35｡
この史料 に記されて い るように ､ 疫病は社会のある べ き秩序を破壊し､ 人間的関係
を引き裂く もので あ っ た ｡ したが っ て ､ 社会に蔓延する集団的恐怖心 を宥め ､ 社会的､ 宗
教的秩序を維持するため に ､ 人々 の精神を支配する宗教的措置が公衆衛生 的対策 に比肩す
る重要性を有して い た ｡ 疫病の最中に教皇によ っ て次々 と発布された臆宥状は ､ 肉親や知
人の死 に悲嘆する人々 の悲 しみ を慰め ､ 恐怖心 を放縦や内外の敵の創出にではなくカ トリ
ック教徒として相応しい信仰に満ちた生に向かわせ るた めに教会がい かに腐心 して い たか
を示す証拠で ある ｡
1 57 6年 9 月 1 0日付けの小勅で ､ 教皇グ レゴリウス 十三世は､ ミ ラ
ー ノ大司 教区
のペ ス ト患者 と彼らを看護する全て のもの に対して全焼宥を認め ､ さらにべ ス ト施療院に
建てられた祭壇に特権を与える こ とを宣言する暁宥状を枢機卿力ル口 ･ ボ ッ ロ メ
ー オに宛
てて発布 した36｡
病気の治癒 にお い て 根本的重要性をもつ のは ､ 教会による告解 ､ 聖体拝穣の 秘蹟を
通した神と人間との調停であるとい う対抗宗教改革期のカトリ ッ ク神学の考えを代表する
力ル 口 ･ ボ ッ ロ メ ー オは ､ ｢終油の秘蹟とは根本的に魂の健康のため に制定され た もので
ある+ と主張した 37｡ 同 じ文書の中で ､ ｢ ペス トの犠牲者の魂 にと っ て最も不幸な ことは ､
35Fc ode Sa nta -Ma ria , 〟/
'
sto r /
'
a da s s agrada s
Ven e s a de S. Jo a
～
o e v a ngelJ
'
sta emPo rtugal,
怖心 の 歴史』､ 214- 215貢 o
36(Dile cte f =i n o ste r) Do c u m e ntI
'
cir c a/a
Sala, Mila n o, Zac c aria Br a s c a, v ol.I, 18 57,
c o ngr egago e sdo s c o n ego s se c u/a r esde S･ Jo rge enl a/ga de
Lisbo a, 1697, p p. 270-272. Cfr. ジャ ン ･ ドリ ュ モ ー ､ 『恐
vi ta e/e ge ste dJ
･
Sa pCa rlo Bo r ro nle O, a C u r adi Aristlde
p p.315
- 16.
37
Bo r r o m e o, C. , Me m o r I
･
a/e a /
'
M/
'
lan e si, p･ 32･
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最終聖体拝領の秘蹟を 受けずに死 ぬ こ とで あり ､ 人 に看取られず､ 終油の秘践を受けずに
死ぬ こ とで ある+ と聖カル ロ は述べ て い る｡ 従 っ て ､ 死 に直面 した ペス ト患者 に対して､
自らの危険を顧みずに秘蹟を授ける こ とは ､ 施療院の運営や日々 の看護以上に重要な聖職
者の役割とされた38｡ 秘歳の授与に関 しては用具の洗浄や身体的接触を避けるなどの衛生
管理が行なわれて いた が､ それで も施療院に隔離された 患者と日々 接触 して いた 聖職者や､
看護人たちの犠牲は大きか っ た
3 9
｡ ミ ラ ー ノ大司教区 に対する 15 7 7年 3 月 1 2日のグレ
ゴリウス十三世の小勅は ､ ペ ス ト患者および感染容疑者 に対 して秘蹟 を授 けた聖職者に対
して ､ 在俗 ､ 誓願者を問わず全焼宥を認めて い る40｡ 『ペ ス ト問答』(D1
'
alogo della peste)
を著 した カプチ ー ノ会士ア ン トニ オ ･ ベ ッ リンタ ー ニ はカルE3か らミラ ー ノ のペ ス ト施療
院の指揮を任された 人物で あリ4 1､ 彼 には 1 6世紀最大の カプチ ー ノ会士 マ ッチ イ ア ･ ベ
ッ リ ンタ ー ニ ･ ダ ･ サ ロ ー (15 34･1 6 11)とい う兄 弟が いた ｡ マ ッ テ ィ ア は対抗宗教改革運
動における聖餐の秘蹟教義を教化する宗教的祝祭ク アラ ント ー レの推進者の 一 人で もあ臥
カル ロ ･ ボ ッ ロメ ー オ とも親交を結んで いた ｡ 死 者とその 遺族のた め の霊的慰め に施療院
での物質的な看護事業と同等の重要性を主張 して いた 大司教カル ロは ､ ベ ッ リ ンタ ー ニ と
とも に疫病時の 霊的救済の 一 環と して聖遺物行列とク アラ ン ト ー レを実施 して いた 42｡ 16
世紀末の ミラ ー ノの ほか にも ､ 16 3 0年フ ィ レンツ ェ で ベ ス トの 時にク アラ ン ト - レが 一
年中実施されて い た とい う事実をみ ると ､ 対抗宗教改革精神 に則 っ て ､ 教会と聖職者が蝶
38 力ル ロ は すで にべ ス ト流行中から信徒たちに聖人祝され て い た｡ 1610年 に 列聖された彼の聖人と して の審議
手続き にお い て ､ ミ ラ ー ノ の ペ ス トの 際 に施療院 に収容された親類 の ペ ス ト患者を訪問 した ア ン プロ ー ジョ ･
フ ォル ネ 一 口 は､ カル 口 が 70 00人 に終油の秘溝を施 した と証言 した ｡ Or s e nigo, Ce s a r e, ` `V ita di Sa mCa rJo
Bor ro m e o. Capitolo XV LI. Le gr andicala mita
''
, in :Sa pCa r/o Bo r r on7e O 17e/ Te rz o c e nte n a r J
'
o della
Ca 〝otl/
'
z z a zio n e, ”. DC. X
-M. CM. X, M iJa n o, Reda zio n e ed Am ministr a zio n ein M ila n o, 1910, p p.3 0 卜310,
p p. 305-306.
39 カル 口 の ペ ス トで は , バ ー ナ ビッ ト会､ フ ラ ン シス コ 会 ､ テ ア テ ィ ノ会 ､ カ プチ ー ノ 会, イ エ ズ ス 会､ オリ
ヴェ タ - ニ 会､ ア ゴス テ イ ノ 会､ 力ル メ ル 会 の修道士が病人看護と秘蹟 の授与 にあた っ たが ､ 各修道会が犠牲
者を出 した ｡ Go rla, Ca rJo, ` `L'ope r adeJ cle r o n eJJa pe ste, del ta d iSan Ca rJo'', in: Sac Ca r/o 8c rr om ee
n etTe r z o c e nte na rio del /aCa n o niz z a zio n e, M. D C.X -”. CN. X, Milan o, Reda zio n e ed Arn ministr a zio n einMiIa no,
1910, p p. 31!卜317.
40〈Dile cte f ilin o ste r〉 Do c u m e ntj c /
'
r c ala vita ele ge ste di Son Ca r/o Bo r r o m e o, a c u r adiAristide
Safa, Mila n o, Za c c a ria Br a s c a, V OJ.Z, 18 57, p. 324.
JIsala, Anto nio, Do c u m e Dtf
'
c /
'
r c ala v /
P
ta ele ce stedi S. Ca rlo Bo r r o m e o, Mi La n o, 3 v ols . , Vol.LI, a c ura
d i Aristide Sala, 1 857, p. 198.
12
ク ア ラ ン ト ー レは顕示された聖体 に対 して 40時間連続 して 祈祷を捧げるカ トリ ッ クの 宗教祝祭 であリ ､ 対抗
宗教改革期 に推進された｡ ;DeSa nti, Angelo , L
'
Ora zion ede//e 恥 a r a nt
'
o r ee/ te mpi dI
'
ca/a m /
'
[滋 ed/
'
g〟e r a,
2v ots . , Ro m a, Unidi, 191 9. イ エ ズ ス会 に よ っ て 力 - ニ ヴア ル 中 に行なわれた ロ ー マ の クア ラ ン ト ー レにつ
い て は､ 拙稿 ｢クア ラ ン 卜 - レ祝祭装置の 政治学的意味 一 対抗 宗教改革期 ロ ー マ に おける信心会主催祝祭+, 千
葉大学大学院文学研究科平成 9年度修士論文､ ｢ク ア ラ ン ト ー レ祝祭装置 の分析 一 対抗 宗教改革期 ロ ー マ のイエ
ズス 会付属信徒会主催祝祭 - +､ 『美 術史』､ 川9､ 2000年を参照｡ また ､ 甲斐数行氏 の研究 に よ る と､ マ ッ チ
イ ア ･ ダ ･ サ ロ ー は クア ラン 卜 - レの 起源と実践法 に関す る小冊子 『聖 四十時間祈祷論』(Trat tato de//aSa nta
OratI
'
on ede//e 4 0 flo r e, Br e s cia, 1583) を刊行して い る c また彼は説教師と して トレ ン ト公会議以後の視覚
芸術 に大 きな影響を及ぼ した人物である｡ マ ッ テ ィ ア の 説教 の フ ェ デ リ コ ･ バ ロ ツ チ の 宗教画 ヘ の 影響 につ い
て 新たな知見を提出 した甲斐氏 の論稀およぴ博士論文を参照｡ 甲斐 教行､ ｢フ 工 デ リ コ ･ バ ロ ツ チ 作 『マ ドン
ナ ･ デ ル ･ ポポロ 』 の 図像解釈 - カ プチ ー ノ 会士 マ ッ テ ィ ア ･ ダ ･ サ ロ ー の 著作 に 基づ い て+､ 『美術史』､ 第146
冊 ､ 第 二 号 ､ 1999年 ､ 362-3 78責o ;同, rフ ェ デ リコ ･ /†ロ ッ テとカ ッ プチ ー ノ 会 1 - ト レン 卜宗教会議以後の
対抗宗教改革期芸術 の - 形態+､ 1999年度千葉大学大学院社会文化科学研究科博士論文､ 1 999年 (マ ッ テ ィ ア､
ア ン トニ オの ベ ッ リン 夕 - ニ 兄弟 に つ い て は 244-45頁)｡
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介する秘蹟 によ っ て疫病時の霊的救済が試みられて いた こ とが明らかである43｡
ペ ス トは生き残 っ た者 にとっ ても深い 心 的外傷 を及ぼした ｡ 1 63 0年ミラ ー ノ の ペ
ストにつ い ての修道会員フ ラ ･ ベネデッ ト ｡ テ ンク ワンタの文書 には ､ 悪夢のイ メ ー ジが
無秩序に氾濃して おり ､ ペ ス ト体験の悲劇性が表れて いる ｡
死者た ちと瀕死 の人々 と痛み と泣き叫びの入 リ乱れた 様､ 坤き声､ 恐ろ しさ ,
苦痛 ､ 不安､ 恐怖心 ､ 残酷 ､ 盗み ､ 絶望の 身振リ ､ 涙､ 叫び声 ､ 貧困､ 悲惨､ 飢え ､
渇き ､ 孤 独､ 牢獄 ､ 脅 し､ 懲罰､ 避難所､ 軟膏､ 手術､ リンパ節腫 ､ 炭痕､ 疑惑 ､ 失
神 - ｡ 44
ペ ス トが猛威を振る っ た都市の人々 が ､ こ こ に列挙されて い る恐 ろ しい状況を日々
耐えなければな らなか っ た であろうこ とを考えた とき にはじめて ､ 疫病の損擦が収まると
行なわれた都市をあげて悔俊を示すペ ス ト終窯祈願行列や ､ 疫病流行中のロザリオ祈祷､
七大聖堂巡礼､ 患者や貧民 に対する善行､ そ して教会に通 っ て告解と聖体の秘溝 に与ると
い っ たカ トリ ッ ク的信仰の 実践が推奨された理 由を理解で きる｡ ,
イタ リアほぼ全土 にべ ス トが広が っ た 15 70年代未に､ グ レゴリウス十三 世は ｢キ
リス ト教徒のため の神 に対する ペ ス ト終蔦を歎願する連祷+ を出版させた45｡ フ ォ リオ上
牧に及 ぶその祈祷文は ､ 主なる神､ 神の息子 イ エ ス ･ キリス ト､ 聖霊の聖三 位 一 体 に対す
るキリ エ に始まり ､ 神の母 ､ 聖処女で ある聖母 マ リア , 四大天使､ そ して洗礼者聖 ヨハ ネ､
キリス トの祖先た ち と預言者 ､ 聖ペ テ ロ , パウロ ら十二 使徒､ 四福音書記者に つ づい て ､
殉教聖人 ､ 教父た ち､ 修道会創立聖人たち､ 聖女たちと主要な聖人聖女に次々 と祈祷 を捧
げる ものである ｡ 個人的ある い は集団的な信心が神の怒りを鎮め ､ 聖母 マ リアや守護聖人
へ の執り成 しの祈りを実りある もの にさせ るこ とができる という教会の主張は ､ ペ ス トや
飢鐘のような危機的時代で ある ほど説得力をも っ た に違いな い ｡ 信徒民衆は ､ 行政的な疫
病対策に協力する と同時に信心業や善行を通 して共同体の安全と健康の再生 に貢献するよ
43cateIIa c ci, Da nte ,
"
Cu rio si ric o rdi delContagio diFir e n z e n et 16 30
”
, in :Jr cbivio Sto rI
'
c ol taI/
'
a n o,
se rie V,To m oXX, 1897, p p. 379- 91, p. 383. ペ ス ト禍 に あ っ た 1630年の フ ィ レ ンツ ェ を社会史およびジ ェ ン
ダ ー の 視点 か ら研究したジ ュ リ ア ･ 力ル ヴ ィ の 研究も参照｡ 特 に ドメ ニ 力 ･ ダ ･ パ ラデ ィ - ソ の 列聖審議 のプ
ロ セス と重な っ た ベ ス ト流行期間中 に､ 女性 民間医療衷に対する弾圧 ､ ジ ェ ンダ ー 別の 信仰体系 が対立的に存
在 して いた こ とを明らか に した第七章は , 筆者 の 問題意識 に多大な示唆を与えた ｡ Calvi, Giulia, Histo rie s of
a P/agu e ye a r. The so cia/ a nd the J
'
m ag/
'
n a ry in ba r oqu eFIo r e n c e, Be rkeley a nd Oxfo rd, Univ e r sity of
Califo r nia Pr e s s, 198 9. ; ロ
ー マ で も, 1 62 8年 12月(待降節第一 日 曜)の 教皇庁パオリ ー ナ礼拝堂のク ア ラ ン
ト ー レ に べ ル ニ ー ニ がデ ザイ ンした rグ ロ リア+ モ チ ー フ の 仮設祝祭装置が導入 され て以来 ､ カ ー ニ ヴァ ル 期
間中のイ エ ズス 会系信徒会が主催 したク ア ラ ン ト ー レの 祝祭装置が大規模化､ 華美化 した ｡ ロ ー マ に べ ス ト禍
と飢鐘が迫 っ て い た 期間に中止または自粛されたカ ー ニ ヴ ァ ル に代わ っ て この 信心 業が発展 した ことは非常に
興味深 い｡
44
ジ ャ ン ･ ドリ ュ モ - ､ 『恐怖心 の 歴史』､ 207真 に引用｡
45 Gr ego riu sX = 1, Li ta17ja e etpr a e c e siu s s uS. D. ”. Cr ego riI
'
papa eX/// I
'
D O mnI
'
bus ee c/e s /
'
js d ice nda e ad
chr I
'
stia n ope sti/e nt ia a pr o aliis /
'
n sta nt/
'
bus e /
'
u sde m n e c e s s /
'
tat
'
bus, Fir e n z e, Ju ntas , 1577. 8Q , 14p･
[BibJiote c aCa s a n ate n s e, Ro m a; VoI.Misc . 497/2]
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ぅ求められ てい た ｡ しか し, 聖俗権威 によ っ て求められた以上に ､ 彼ら自身がこれらの宗
教的実践を通して精神的な癒 しを得て いた ので はな い だろ うか ｡ それは ､ 第三章で取り上
げた聖母マ リアと反ペ ス ト聖人に対する信仰の興隆を証する多く の聖画像が 何よ りも雄弁
に語っ てい る こ とであり ､ また ペ ス ト中に様々 な信心 業を行な っ た信徒に対 して認められ
た購宥の内容を見るこ とによ っ て
一 層明らか になる ｡
1 57 年 10月に ミラ ー ノで 聖カル ロが指導 した三 日間の ペ ス ト歎願行列に参加し
た全ての信徒 には ､ 全臆宥が認められた
46
｡
一 日 日には ドゥ オ ー モか らサンタンブロ ー ジ
オ聖堂 へ ､ ニ 日日 にはサ ン
･ ロ レンツオ聖堂へ ､ 三 日目 には ｢聖釘+ の聖遺物を掲げてド
ゥォ ー モ からマ ドンナ ･ イ ン ･ サ ン ･ チ ェ ル ソ聖堂 へ 行列 し､ 全市を 挙げて連祷と詩篇聖
歌を詣う大規模な もの だっ た ｡ しか し､ フ ラ
･ ジ ャ コ モ ･ ダ ･ ミ ラ ー ノの書簡 に書かれて
い るように ､ この時市内に隔離政策が敷かれ て いた 為､ よ り羅患しやすい と見な されてい
た全ての女性と子 供は屋内に隔離 されて い た
47
｡ した が っ て ､ 公的歎願行列に参列 し､ カ
ル ロ の説教を聴き ､ 聴宥を得る こ とがで きたの は ､ 男性市民だけで あっ た ｡ 疫病時におい
ても ､ 性差別主義的な 医学思想 に基づい た政策によ っ て ､ 女性たちは恩寵 に与る機会を奪
われて いた ので ある ｡ とはい え ､ こ う した公的な宗教的実践の
一 方で ､ 先に挙げたグレゴ
リウス 十三 世が制定 した祈祷やロザリオ祈祷のような 日常的に個人で捧げる ことのできる
信心業は ､ 女性たちを含めて全て の信徒に開かれて い た ｡ ラテ ン語の祈祷文で構成された
これ らの祈祷は ､ 一 文 一 文が短く ､ 同 じ句を繰 り返 し唱える とい う特徴を もっ て いた ｡ そ
のため覚えやすく ､ た とえ読み書き能力がなく とも十分に実行可能であっ た ｡ 簡潔な祈祷
句を反復する祈り と して最も人 口 に捨象した ものの代表は ､
◆
ロザリオ祈祷である ｡
1 6 30年 11月 2 日 ､ 大ペ ス トで ロ ンパ ルディ ア地方に比肩する犠牲 を出したヴェ
ネツィ ア に対 して ､ 教皇ウル バヌ ス 八 世は ､ ｢ヴ ェ ネツ ィ ア市の ペ ス ト患者のた めの精神
的､ 物質的救済につ いて の小勅+ を発布 した｡ この教皇文書は俗語に翻訳されて同年ヴェ
ネツ ィ アで 出版され て い る4 8｡ そ の中で は ､ 男女を問わず全て の信徒 ､ 患者 に秘蹟を施し
た聖職者 ､ 医師およ び外科医､ 女性ペ ス ト患者を看護する産婆 ､ 患者の子供 に授乳し養育
する乳母 ､ 犠牲者の 死体運搬 と埋葬 に携わ るもの ､ そ して 患者を 見舞い ､ 看護 し､ 物心両
面 にわたる善行を行な う全ての信徒 に対して ､ 神の慈悲と使徒聖ペ テ ロ ､ パ ウロ の 権威を
46 5月 7 日付け､ 10月 2 日発布グ レゴリウス X ‖l/J＼動くUniv e rsis
Bo r r o m e o, v ol.I, p p. 325-32 6. 発布直後の 15 77年 10 月 9 日､ l l
- ノ 市全体を回る腹罪と疫病終篤を祈願する行列が行なわれた ｡
4 7 Gia c o m oda Mila n o, fr a, in : Rat ti, Achi He,
"Let ter a di u n
n el l
'
inf ierir edelta pe ste
”
, in :
N. DC. X -”. CM. X, Mi[a n o, Redazio n e
n u m ero , dic o s o一o deLLi hu o mini
in u m e r abi [i.
”
48 urba n u sVlll, Copia de/ br e v e
s o w e n J
'
re taI7tO SPjrj tu alm e nte,
Ca n Ca rlo Bo r r o m e o n e/ Tr z o
ed Am inistr a zio n ein Mi lan o,
che Ie do n n etut te et put ti
et singulis〉 Do c u m e nti‥ . d/
-
Sa nCa r/o
日 ､ 12 日 に｢聖釘+ の聖遺物を中心 にミラ
padr e c appu cin o s c ritta da Mila no
c e nte n a r I
'
o de/la Ca n o niz z a zio n e,
1 910, p p. 327- 28.
”
qu a[ie r a n oin tantO
n o n v an n opi心 fu o ri dic a s a, ch
'
e r an o
daI/a Se nt/
･
ta dI
･
”. S, papa urba n o ot ta v o c o n c es s ope r o c c a s /
l
on edI
'
qu a nto c o rpo r alm e nte a///
･
ap pe statI
･
de//a CI
･
t ta di Ve n ez I
'
a, Ven ezia,
Anto nio Pin e= i, 1 630. 4c .4o . [Bibliote c aCasa n ate n s e, Ro m a; Vol, Mis c. 811/11 0]
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もつ て魂の健康を約すこ とが明文化され て い る
49
｡ そ してそれ につづ いて ､ ペ ス ト詫行中
に､ 一 週間に
一 度以上 ､ 告解 と聖餐の秘蹟 に与り､ ロ ザリオ祈祷または七 つ の悔俊の詩篇
祈祷を唱えた者 に対して全焼宥を認め る ことが宣言された
50
｡ また ､ 生前に真に悔怪 し､
告解と聖餐の秘蹟を受けるか ､ ある いは少なくともイ エ ス の御名を唱えたペ ス トの犠牲者
にも同じ( 原罪を のぞく全て の罪が赦され る全暁宥が認められた 51o つまり ､ この 小勅が
明らか にするの は ､ 死に行く者には死後の魂の救済を約し､ 生存者に対して は善行と信心
の実践を通して購育とい う魂の救済を与え ､ 死者の魂の救済を確信するこ とによ っ て遺さ
れた者の悲しみ を癒すとい う ､ 大量死の状況下で人々 が慰めを見出すこ とので きるお よそ
あらゆる事柄が教会の名によ っ て約束されていた とい う こ とである ｡
一 方､ ペ ス トの侵入 に脅える人々 に対して も､ 教会の定める秘蹟や様々 な信心業を
行なうこ とは ､ カ トリ ッ ク信仰が約した救済の枠組み に自らを投じるこ とによ っ て精神的
慰安と希望を見出すた めの 大きな助け と して推奨された ｡ 第二 章で述べ たよ う に､ 16 30
年代の ロ ー マ の ペ ス ト対策には ､ 貴族と職人､ 商人階級が組織的に動員されて いた ｡ 彼ら
は都市社会の上､ 中層を構成 して いた 男性市民だ っ たが ､ カ トリ ッ ク世界の首都 ロ ー マ に
は､ 彼ら以外の男女市民お よび貧民層のほか に､ 各国から聖職者､ 大使､ 旅行者､ 商人､
職人と して様々 な人々 が集 っ て各々 の共同体を形成 して いた ｡ 衛生省とボポロ ･.ロ マ
ー ノ
が監督する公衆衛生政策に直接的に関与できな い人々 は ､ 善行と個人的な借心業の 実践を
通じてロ ー マ を ペ ス トの脅威から防御する対策に関わ っ て いた と思われる ｡ 16 3 0年 6 月
49urba n u sVl】t, Copia delbr e v e, fol. 2r e cto
-
v e r o.
" Noi v ole ndo qu a nto po s sia m o c ol S ign o r ebe nigname nte
pr ov ede re aIIi infetti ditalpe ste, che s o n oindettaCita, o v e ro alla spiritu ale c o n s olatio n ediquelll,
cheglipr e sta n o, c o m equis ot to s u s sid io, &aiuto, & alla salutedelle a nime, c o nfidati della mis e ric o rdia
dell'Onnipote nte Dio, 良de=
'
au t to r
'
Lta dei Be ats Pietro, & Paulo Apo stoli, a tut ti, 良 cias chedun ofideli
di Christo de=
'
un o, 良L
'
altr o s e s s o, n ella detta Cita infetti dipe ste , pa rim e nte alli Pr eti, tiqu ali
ad es si, o v e r o all is o spet ti di tal infet tio n edipe ste a m ministr a r a n n oli Sa c r a m e nt首della Chie s a, 良
a= i Medici, & Chir u rgic
.
L , 1iqu alim edic a r a n n olim ede simi, & simi[me nte atuttiqu e= i, liqu alin elle
lo r o n e cs sit良, 良 al le Co m ari, che as siste r a n n o aIIe do n n einfette dipe ste , ove r o s o spette
dell'infet tio n ediqu eHa n etlo r oparto, & a11e n utrici, lequ ali latta r a n n oli figliu oli delle m ede sim e
do n n e; & a qu e= i, che c o ndu r r a n n o, 6 (f.2v .) po rte r a n n ogi infetti dipeste, o v e r o s o spetti diqu ella
a = Ho spitals, o v e r o c a s et te, o altri lu oghi distin ati, 6 da e s s e rde stin atial (a cu r adei medesini,
o v er ogo v e r n o, & aqu e= , che porte r an n o alla Sepoltu r aIic o rpi de i defo nti dita‡pe ste , o v er oqu elli
sepeLir a n n o, 良 f
'
L n alm e nte a tutti, a cia s cheduno fedeli d iChristo, che s o m ministr a n o a= in ede simi
infet tidi peste, o v e r o s o spet ti de=
'infet tio n ed iqu ella ilcibo, ilbev e re, & altr e c o s e n e c e ss a rie
a qu elli, a che Livisita n o, A c o ns olano, 良 che in nqu alisi v ogtla m odo at tendo n oalla lo r ocu r a
spiritu ale .
”
5Ourba n us V = l, Copia de/ br e v e, fol.2v e r s o.
''
e s s e r cita n o v e r s oquelll te ope r edeH a Misericordia,
s e v e r a m e nte pe nt iti, 良 c o nfe s s ati, 良 refetti della Sa c r aCo m m u nio n e, r e cita r a n n ola Coro n a o v e r ola
te r z apa rte del Ro s a rio della Be ata Ve rgin e, o v e r oli Set te s almi Pe ni te nt
l
L alic o n c edia m o
rnis e ric o rdio s a m e nte n elSignor eple n a ria lndulge ntia , 良 r e mis sio ne de tutti li lo r ope c c ati, u n a v olta
nel[a Settim a n a, A n el le altr e v olte qu a nte volte fa r a n n oIe c o s epr e m e s s e, ta nte v olte r ela s cia m otr e
an ni, &a[tr eta ntequ a r a nte n edelle ingio nte a lo r o, o v e rin qualsiv oglia m odo alo r odebite pe nite ntie
in fo r m a c o n s u eta del la Chie s a.
”
51
urba n u sV = , Cop/
'
a de/ br e v e, foI. 2v e r so -fol. 3r e cto .
" ln oltr e allinlede simi infet t idipeste, ]n
a rtic oLo di m o rte dic ada u ndi Io r o, s e v e r a m e nte pe nti ti, 良 c onfes sati, 良 c o m mu nic ati, o v e r oin qu a nto
che n o n(i. 3r.)potr a n n o ci6fa r e, aLmeno c o ntriti div ota m e ntein v oc a r a n n oiln o me di Gies血 conla bo c c a,
s epotr a n no, s e n o n c olc u o r e, similm e nte mis erico rd ios a m e nte c o n c edia m o n eI Signo reple n a rialndulge ntia ,
良 r e mis sio n ede tut t= lo r ope c c at
'
L .
”
2 45
1 3日 から､ ロ ー マ の全教区聖堂で毎日夕方から詩聖人の讃歌を唱え る信心 業が開始され
た52｡ これ はイタリア中を襲っ てい た深刻な べ ス トのた め の集 団的祈祷で あ っ て ､ 多くの
聖堂では 同時に主なる神に対する祈り (<Pate rNo ste r> ) も伴っ て いた ｡ この直後に教
皇は ､ こ の毎晩の祈祷に加わっ た者 に対して 十年 と四十日の臆宥を認める と宣言 した｡ こ
の信心業はペ ス ト危機の終幕が宣言 された 32年の復活祭まで継続されて行な われた｡ 同
年 7 月 9 日 に出され たウルバ ヌ ス 八 世の教皇勅書もまた ､ まさに信徒
一 人 一 人に宗教的
な べ ス ト対策 へ の参加を 呼びか けるものだ っ た といえる ｡ ジリが伝え ると こ ろ によると､
小勅が発布された 7 月から三 ケ月 以内 に､ 金曜日に断食を行 い ､ 日曜には教会 に赴いて
告解 と聖体拝領の秘蹟に与り､ 平日 には施 しを行なうこ と ､ そ して ロ
ー マ 市内の三大聖堂
のうち 一 つ また は所属する教区聖堂か国家聖堂を訪問して ､ ペ ス トからロ
ー マ が守護され
るこ とと都市の健康の保持を神 に祈 っ た信徒に対 して全焼宥が認められた
53
｡
これ らの購宥状 によ っ て ､ 特定の宗教的行為の実践は免罪と い う魂の慰め と癒しを
得る救済の 手段で ある こ とが保証 された ○ これ は信徒た ちの精神的安定を ､ ひ いて は社会
秩序の安定を導き出す方策で もあ っ たが ､ ひ とびとは救済の希望 と精神的治癒を求めて繰
り返 し信心業を行な っ て いた ので ある ｡
公 衆衛生の観点か らみれ ば疫病時の 群集活動が危険である こ とは ､ ミラ
ー ノ大司教
カル ロ ･ ボ ッ ロ メ - オ自身が医学に通 じており ､ ミラ
ー ノの元老院議員カ ス テ イリオ ー ネ
に宛てた書簡で 明記 して い る とおり ､ 宗教的指導者 にもよく認識されて い た
5 4
｡ それにも
かかわ らず､ こ れ まで述 べ てきた ように公 的な 歎願行列や､ 屋外祭壇での ミサが敢行され
た事実をみる と, カ トリ ッ ク社会に とっ て人々 の精神的救済が非常に重要視され て いたこ
とはすで に自明で ある とい っ て よい だろう ｡ ペス ト流行と死の恐 怖の最中には ､ あらゆる
災厄対策の中心 をなすもの と して敢行された公的祈祷や公的行列が ､ 人 々 の魂の慰めとし
て意味をも っ たので ある ｡
52Gigl i, Giacinto, D iariod]
･
Ronla, a C u r adi Ma nl ioBa rbe rito, Ro m a, Edito r eColo mbo , 2vols ･ , 1 994, v oI･
1･
p. 193.
53Gigli, Dia rio di Ro m e, v ot.1, p. 195.
54 or s e nigo,
``Vita di Sa nCa rlo Bo r r o m e o. Capitolo XV =. Le gr a ndic ala mita
”
, pp .306
-309･
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第三節 ペ ス ト行列用 職の 聖母 マ リア図像とペ ス ト行列の ジェ ンダ ー 的分析
飢笹や疫病 ､ 戦乱や反乱 とい っ た近世の都市社会が蒙るおよそあらゆる種類の危機
に対して ､ 神の母 ､ 最強の執り成し人としての権能をもつ 守護者と して崇拝された聖母 マ
リアは ､ ペ ス トという危機に際して もその 庇護の力を願う信徒たち によ っ て崇拝され ､ ペ
ス ト行列で都市内を担ぎまわされた ｡ 疫病流行とい う危機におい て ､ 都市政治学を如実に
示し､ また多様な信仰心を包摂して癒 しの 希求を叶え る契機として 都市単位の ペ ス ト行列
が営まれて い た こ とを ､ 16 32年の ロ ー マ のペ ス ト克服記念行列の事例を中心 に複眼的な
視点から分析して きた ｡ 本論の総括と して ､ 本節で は､ ペ ス ト行列 におい て運ばれた聖母
マ リア図像が , い かなる政治学的役割を になっ て いたの かとい う問題を考察する ｡
近世都市社会にと っ て最大の危機の 一 つ であるペ ス トが ､ 都市行列とい う形式 にお
いて聖母崇拝と結び付けられたの は ､ どの ようなメカ ニ ズムゆえだっ たのであろ うか ｡ こ
の間いを深め るた め には､ ジ ェ ンダ ー 的視点が不可欠である ｡ 文化的に決定されて きた性
役割が ､ 政治 ､ 法律､ 宗教 ､ 造形文化な どあらゆる人間的活動のうえ に刻印されて い るこ
とを明らか にしてきた この 画期的な方法論と研究成果を理論的支柱とする
､
こ とによ っ て､
ペ ス ト行列における聖母 マ リア図像の 存在理由を明らかに してゆく ことができるだろう｡
1) 精神的癒し
ペス トは社会構成員の大量の犠牲死 を引き起こ す｡ あらゆる階層 ､ 性別､ 年齢を問
わず人々 の命を奪う疫病は ､ 親 しい 者が病 に冒され ､ 肉体を蝕まれ ､ 死んでゆく とい う凄
惨な光景を日常化 して しまう｡ 疫病の危機 に晒され た人々 は ､ 自らの生命の危機を恐 怖す
るだ けで はな く ､ 近親者の死とい う絶大な喪失感にも苛まれるこ とにな っ た ｡
『女性 と戦争』 の著者 エ ル シ ュ テ ィ ンや ､ 社会的危機の言説における母 と英雄兵士
のジ ェ ンダ ー ニ元論につ いて論 じた フ ス トンは ､ 大量死と母性崇拝の関係を次の よう に指
摘して い る ｡ 戦争のような生命の大量破壊 におい ては ､ 人は生と死の循環を生き る こと に
よ っ て しか癒されず ､ したが っ て生命を産み 出す母性 ､ 我が子の 死を悲 しむ母 とい う死者
の鎮魂と生命の希求の双 方を適え る母性崇拝が称揚されるのであ る
55
｡ 十五年戦争下 の 日
本における 女性動員のた めの プロパ ガ ンダ図像を論 じた若桑み どリ氏も､ ｢戦争行為は ､
不可欠の象徴と して｢母+を 必要とする+ こ とを指摘 してい る
5 6
｡ その第 一 の理 由とは ､ 産
55 EIshtain , Je a nBetheke, Wom e n a nd w a r, Basic Bo oks ,In c. , 1987. [ジ ー ン ･ ベ ス キ
ー
･ エ ル シ ュ テ ィ ン ､
『女性と戦争』､ 小林 史子 ･ 廉川紀子訳 ､ 法政大学出版局(叢書･ ウ ニ ベ ル シタ ス 427)I 1994年｡ ];Hu sto n, Na n cy,
"The m atrix of w a r :Mothe r s a nd he r o e s
”
, in: The fe m a/e body in We ste rn c u/ture, ed. R. Sulelm a n,
cambridge -Lo ndo n, Ha r v a rd UP. , 1985, p p,11 9
-136. これらの 研究は ､ 男性役割と される兵 士 (戦争 ･ 軍事)
と女性役割とされる母 ( 出産･ 育 児) の ア ナロ ジ ー と相 互不可侵性 に注意を促 し ､ 戦争時の 支配的言説 におけ
る ｢兵士, 英雄/ 母+ の 二 分法が立脚 して い る 差別主義構造を解体 して い る ｡
56若桑 みどり ､ 『戦争がつ く る 女性像 一 策 二 次世界大戦下の 日本女性動員の視覚的プロ パ ガ ン ダ
-
臥 筑摩書
房､ 1995年 ､ 246 - 248責 ( ちくま学芸文庫､ 2000年 ､ 26 0貢)｡
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む者 一 母 のイメ ー ジによ っ て ､ ｢血の記憶は浄化され ､ 死 は生へ と受け継がれ ､ 恒常的な
円環が完成する
5 7
+ ため である ｡ 戦争がもたらす大量死の 現実 におい て ､ ｢母性のイメ ｢
ジは ､ 死と破壊のイ メ ー ジを補完し､ 社会的な精神状態を安定させた
5 8+ ので ある｡
戦争 と同様に多くの生命が失われ､ 死 に対する恐怖心を募らせ る疫病 におい ても､
人々 が癒しを求めた こ とは ､ 第
一 節､ 第二 節で述 べ た多数の臆宥発布 と信心業の 実践を呼
びか ける教会の 姿勢からも明らかで ある ｡ 第 二の エ ヴァ ､ ｢すべ て の生き ､ 死すものの母+
として 崇拝を集めた聖母は ､ 死者の魂の鎮魂と､ 残された者の魂の癒 しの双方 に絶大な影
響力を及ぼして きた ｡ 幼児イ エ ス ヰ リス トを抱く聖母 の 姿は ､ そ のよ うな精神的な癒し
を与えるものと して ､ ペ ス ト洗行 に晒された人々 の信仰心 に訴え る力をもっ て い ただろう｡
こ の霊的癒 しの与え手と して の聖母 の役割は ､ 本論で取り上げてきた ペ ス ト奉納画やペス
ト行列の 職､ さらに病の 平癒と死者の魂の救済を願 い感謝する エ ク ス
･ ヴオ ー トに描かれ
た多数の聖母像か ら端的に読み取る こ とができ る ｡
聖母の膝に抱かれ る息子 イ エ ス ･ キリス トは ､ 自らの血を流す こ と によ っ てキリス
ト者に魂の永遠性 とい う救済の希望を与えた救世主で あるが ､ あく まで も地上に罰を下す
審判者の側に位置する ｡ 神罰 として 下 された ペ ス トの傷痕を癒すため に ､ 新たな生命によ
っ て しか ｢死+ とい う喪失を埋め て未来に希望を託すこ とがで きな い とすれ ば､ それは男
性神 には究極不可能であ り ､ 生命を産み だす女性で あ る聖母 マ リア とい う存在に頼るしか
な いの である ｡ 神の子 を宿 した祝福され た聖な る子宮と乳をもち ､ そ して我が子の死 に際
して涙を流すこ とので きる ｢神の母+ マ t+ アのみが､ 大量死の後 に新たな生命と秩序を生
み 出すよう に人々 を鼓舞する こ とので きる シンボルで あっ た ｡
2) 穣された大地
ミラ ー ノ大司教カ ル ロ ･ ボ ッ ロ メ ー オの説教や, 教皇専属説教師フ ラ ンチ ェ ス コ ･
ダ ･ ネグロの説教で繰り返 され て いた よう に, 信仰心を失い 道徳的に堕落 した都市は､ 神
罰の対象とな るべ き悪 として描写 され た ｡ 一 都市全体に隔離政策が敷かれる疫病 に対して
は ､ 町全体の罪に対する神罰である とみなされ ､ 従 っ て神の怒りを宥め疫病を止め るため
には集団的な哀願 ､ 公的な 臆罪苦行が必要とされ た5 9｡ 都市全体の哀願の 印を最 もよく表
せ るのは集団的祈祷行列で あ っ た ｡ これは住民全体が罪を認めて許 しを求める悔俊の儀式
である と同時に ､ 町の あらゆる地区を通 っ て居住地全体で病を追い まわす古い 儀礼と結び
っ い た悪魔破い的側面も持 っ て い た と考え られ る6 0｡ つ ま り ､ ろうそく を灯 した り ､ 聖画
57若 桑､ 『戦争が つ く る 女性像』､ 248責｡
58 若桑 ､ 『戦争が つ くる女性像』､ 248真｡
59 ジ ャ ン . ドリ ュ モ ー ､ 『恐怖 心の 歴史』, 266- 270責｡
60 ジ ャ ン ･ ドリ ュ モ ー ､ 『恐怖心 の歴史』､ 268- 270瓦 第 一 章 で 宗教的 ベ ス ト対策と して 15世紀の公的誓願は
r ろうそ く の 帯+ が中心だ っ た こ とを述 べ た が､ ドリ ュ モ ー は､ 都市城壁や聖堂の周囲分の長さをもつ 巨大ろ
う そ く を奉献する こ と と, 都市 を練 り歩 く ペ ス ト行列とを関連付けて両者の庇護的性格を読み取 つ て い る ｡ ま
た ､ 悪霊 か ら集団を保護する古 い巡回祭儀 の名残の例と して 1 7､ 18世 紀 に シ レジア , トラ ン シ ル ヴ ァ ニ ア, ル
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俸を市中に担ぎまわる ことは ､ こ れら護符的能力を見出された もの によ っ て ､ 疫病に汚染
された都市空間を潔めるという儀礼的行為で あっ た ｡
第三章 ､ 第 四章で見てきたよう に､ 1 4世紀の黒死 病とその後の定期的なべ ス ト流
行の反復の 歴史におい て ､ 聖母マ U アを冠 する職を掲 げて人々 は都市を練り歩い た ｡ この
聖母の峨行列が意味するものは ､ 聖母神学と絶対的な信徒たちの借仰を基礎に ､ 守護者､
美徳のモデル ､ 母性イメ
ー ジとい っ た権能を付された聖母 の永遠に純潔な身体によ っ て ､
都市全体の罪とそ の結果とされた疫病の積れが浄化され るとい うこ とであり､ それ が呪術
的民間信仰と結びつ い た と しても不 思議で はな い ｡ それどこ ろか ､ 第五章で 明らか にした
とおり､ キリス ト教の救済神学とその鍵を握る聖母神学は ､ 聖母 があらゆる梯れ ､ あらゆ
る罪から免れた特別な女性であ るゆえ に､ 全ての人間の悪を浄化するその権能を保証 した
のである ｡
疫病に襲わ れた都市は ､ 公衆衛生観念における ような汚染を蒙るだけで はなく ､ 精
神的にも物理的にも汚され た大地と見な され た ｡ これを証するのが , 1 6世紀末ミラ ー ノ
のペス トで聖カル ロ ･ ボ ッ ロメ - オが行な っ た説教や ､ 1 630 年のペ ス トの危機が迫る中
教皇庁で説教師フ ラ ンチ ェ ス コ ･ ダ ･ ネグロが行 っ た説教に繰り返され た ｢エ ルサ レムの
滅亡 (エ レミヤの哀歌)+､ ｢バ ビロ ンの大淫婦+ とい うライ トモ テ ィ ー フ▲で ある
61
｡ 彼ら
は､ 神は人間の悪徳を改めさせ るた め に地上にべ ス トという神罰を送るのであり ､ そ れは
撤慢に溺れて滅亡 した エ ル サ レムや ､ 偶像崇拝や性的不道徳のあらゆる悪徳 に浸 っ た ｢大
淫婦+ と化したバ ビロ ンが ､ 正統にも神の手によ っ て壊滅させられた ことに示 されて い る
と語っ た ｡ 性的快楽をは じめ ､ 悪徳とみなされた あらゆる行為は神の送 った疫病によっ て
打ち砕かれるの であり , 我 々 は これらの罪を悔悟 して正 しい宗教的生に立ち戻らね ばなら
ない｡ このよう に説く説教師たちは ､ 疫病に汚 された都市や大地を､ 性的に堕落した 女性
すなわち娼婦と して捉えて い たので ある ｡
これは ､ 15世紀末か ら1 6世紀末の ロ ー マ教皇庁が購宥の乱発と売春制度､ 男色な
どの性的放縦に堕した と して これ を批判する人々 によ っ て ､ ロ ー マ が｢バ ビロ ンの 大淫婦+
と同 一 視され ､ tj - マ - エ ヴァ - パ ンドラ と表現されたの と全く 同 じ構図で あ る62｡ パ ノ
フス キ ー は ､ フ ラ ンス 人文主義にと っ て 16世紀半ばには大都市とパ ンドラを比較あ るい
は同等祝する こ とが多く見られた こ とを論じて い る ｡ 特にジャ ン ･ ク ー ザンの絵画 ｢エ ヴ
ア
･ プリマ ･ パ ンドラ+ が ､ 1 54 9年の仏王 ア ンリニ 世の パ リ入城式の ため にク ー ザンが
デザイ ンした凱旋門の ｢ル テテ ィ ア ･ ノ ヴァ ･ パ ンドラ (新しきパ ンドラとして の パ リ)+
- マ ニ ア そ の 他東欧町村 で行なわれた､ 裸 の 娘たち に町の周り に溝を掘らせ た り､ 魔方陣の 周 り を走り回り躍
らせ る ことで 疫病から身を護 る儀礼を挙げて い る ｡
61
本章第 一 節 三 章｡
62マ ー ガ レ ッ ト ･ L ･ キ ング､ rル ネサ ン ス の 女性+､ 荻野美穂訳 ､ 『ル ネサ ンス 人』､ エ ウ ジェ - ニ オ ･ ガ レ ン編 ､
近藤恒 - ､ 高階 秀爾他訳 ､ 岩 波書店 ､ 1990年､ 1 991年3 ､ 3 65-432貢 ､ 391貢｡ キ ングは, イ ング ラ ン ドの 人文
主義者 ロ ジャ ー ･ ア ス カ ム の 『教師論』(死後1 570年刊行) や､ エ ラ ス ム ス が 『締 め 出された ユ リウ ス』 に お い
て教皇 ユ リウ ス ニ 世 に対 して 行な っ た非難を例と して 挙げて い る ｡
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と対照をなす性質をもつ と述べ てい る｡ そ して前者の 背景に描かれた ロ
ー マ 風の都市眺望
に着E) して､ こ の女性像が本来 ｢古い パ ンドラ+ と しての rロ
ー マ ･ プリ マ ･ パ ンドラ+
として意図され て いた もので あり ､ 罪深い存在 として描かれて い ると解釈 した ｡ これと同
様に ､ ジ ョ アシ ャ ン ･ デ ュ ･ ベ レの 十四行詩『ロ ー マ の古蹟』(Le sAntl
'
qul
'
te zde Ro m e
, Ⅹix
初版 15 5 8年) では ､ パ ンドラ とい う ｢魅惑的な善と悪の合成物+ が ロ
ー マ の象徴とされ
て い る こ とを指摘した63.
悪魔の誘惑にの っ た エ ヴァ という女が ､ 人間の原罪と死 すべ き運命に責任があると
され るキリス ト教で は ､ 原 罪からも免れた唯 一 の ｢母に して処女+ た る聖母 マ リアという
女を とお して受肉 し人類の 罪を購 っ た キリス トによる救済の道が開かれる のであり ､ 聖母
とい う第二 の エ ヴァ の執り成 しを通 して しか ､ 神の慈悲 に訴える こ とはで きな い ｡ したが
っ て ､ バ ビロ ンの大淫婦 ､ エ ヴァ - パ ンドラと同 - 祝された積れた大地
- すなわち ､ 疫病
の 危機に晒された社会 - を潔める こ とができ るの は ､ 聖母 マ リアをお いて ほか にい ない｡
これ こ そが ､ ペ ス ト行列で聖母 マ リアが運ばれた神学的な理 由にほかな らな い ｡
16 3 0年のボロ ー ニ ヤ で行なわ れた ペ ス ト終幕祈願行列を記念 した版画作品は ､ 聖
母を描 いた行列職が ｢稜れた 大地+ を潔める護符 的役割を果た すと見な されて いた ことを
示す視覚的史料の 一 つ と して特筆 に価する｡ ジ ェ ロ ー ム ･ ダヴイ ッ ドの版画 ｢16 3 0年の
ペ ス トの 死者の上を通る誓願行列+ ( 国8 5) 64には ､ グイ ー ド ･ レ ー ニ の 行列職を担ぐ行
列が進むボ ロ ー ニ ヤ の城壁外の地中に ､ ペ ス ト犠牲者の累々 た る死体が描き こ まれて いる｡
前景中央部 に 一 際目を引く の は ､ 乳房を顕わ に して仰け反 るよ うに横た わる裸体女性であ
る ｡ こ の人物像は ､ 第三章で触れ た とお り､ 人類を堕落させ ､ その結果 と して死す べき運
命を もたらした エ ヴァ ､ ある い は地上にあらゆる悪を蔓延 させ た パ ン ドラ とい う ､ 罪の化
身とされた女性像を容易 に想起 させ るものである ｡ 理性の眠りを示すように死の 眠りにあ
っ て地中に横たわ っ た その 捻れた裸体は , 罪の源た る肉体性を表わ して い る ｡ こ の ｢積れ
た大地+ を象徴するか の ような女性裸体像の対極に描かれて い るの が ､ 画面上景中央の栄
光の 光と雲に包まれ て救世主 イ エ ス を抱いて 座す聖母 マ リアで ある｡ 聖母は行列職の 頂点
に描かれて 現実の ボロ ー ニ ヤ の都市空 間を浄化するだけで はなく ､ 都市の 救済を執り成す
存在と して天上に顕現し ､ 聖人たちの祝福を受けて讃美され て い る｡
女性擬人像 によ っ て疫病に襲われ た都市を象徴した カ ヴァ リ エ ー レ ･ コ ツ パ の祭壇
画もまた6 5､ ペ ス トによ っ て 汚され た大地と天上の聖母 とを対照的に描い てい る ( 図4 3)｡
63 pa n ofsky, Do r a a nd Er win , Pa ndr a
'
s Box .･ The cha ngin s a spe cts of a nlythic al symbol, New Yo rk, Harpe r
良 Ro w, 1965. (Bo = nnge nFo u ndatio n, 1956) [ ドラおよぴエ ル ヴィ ン ･ パ ノ フ ス キ ー ､ 『パ ン ドラ の 箱 一 神話
の 一 象徴の 変貌』､ 阿天坊堤 ､ 塚 田孝雄 ､ 福部 信敏訳 ､ 美術出版社､ 197 5年､ 4 4-50貢 ｡ ]
64 ジ ェ ロ ー ム ･ ダ ヴイ ッ ド (160 5?-16 70)､ ｢16 30年 の ペ ス トの 死者 の上を通 る誓願行列+､ 16 30年 , 錦 版画,
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65 ア ン ト ニ オ ･ ジア ロ ー レ (通称カヴ ァ リ エ ー レ ･ コ ツ パ)､ r執 り成 しの 聖母と聖三位 一 体 の 下 で ､ 16 30年の
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ペスト犠牲者が横たわる大地 に脆い た ｢ヴ ェEj - ナ+ 市女性擬人像は､ 上記の例の ように
悪徳の象徴と して描かれて い るわけではな いが ､ 涙を拭う白い布をもち豪華な衣装をまと
っ てい る点か ら､ 悔壊する マ グダラのマ リアを想起させる表現である｡ か つ ての肉欲の罪
を悔怪してキリス トの 弟子 とな っ た ｢聖な る娼婦+ の系譜上に ､ こ の女性擬人像を捉える
ならば､ 疫病に侵された都市 ､ すなわち高位聖職者の説教で繰り返 された ｢梼された大地+
は､ 悔懐の涙を流 し､ 天上の 聖母 に訴える こ とによ っ て潔められ ねばならな いと見な され
ていたと解釈で きる ｡
都市の 最大の守護者と して ､救世主の母 の特権た る執り成しの権能の持ち主 として ､
あらゆる罪か ら免れた無原罪の永遠の処女 として ､ そ して奇跡の治癒能力をも っ て癒 しを
もたらす者と して ､ 聖母 マ リアの みが､ 人間の堕落を諌め る神罰と しての ペ ス トから人々
を解放し父 なる神の怒りを宥める こ とが できる o このようなキリス ト教的救済の図式にお
ける聖母の役割に訴えたのが , 公 的で集団的な改俊と歎願の 印たるペ ス ト行列であっ た ｡
ところが ､ ペ ス ト行列 にお ける聖母 の役割は､ この ような魂の救済のみ に留まる もので は
なか っ た ｡
3) 女性的規範としての聖母 マ リア : 母性 と処女性
ペ ス ト行列におい て発揮された最大の執り成 し人としての マ リアの権能の源は ､ 彼
女が ｢神の母+ で あるこ と､ すなわち母性であ っ た ｡ 都市を守護し ､ 神に執り成す聖母 マ
リアとい う女性神性は ､ 男女をとわず精神的癒 しと救いの希望を与えると同時に､ 女性た
ちに対しては理想的女性規範を示すもので あっ た
すで に第四章で詳細 に論じた通り ､ 男性支配の都市行政当局によ っ て企画 され た ペ
ス ト行列の受容のあり方には ､ 高度な ヒエ ラルキ ー 性 と性役割に基づ いた家父長制的ジ ェ
ンダ ー ･ シ ス テ ムを見出すこ とがで き る｡ 近世力 トリシズムの植民地布教､ 文化政策研究
の第 一 人者チャ ー ル ズ ･ ボクサ ー は ､ 新大陸植民地にお ける聖母 マ リア崇拝は ､ 宗主国ス
ペイ ン ･ ポル トガル の階級社会 ､ 性差別シス テ ムの強制に加えて被植民地と して三重の従
属的状態 に置かれ た新大陸の女性たちに理想像と しての精神的代償を与えるもの で あ っ た
と論じて い る｡ そ して 一 見女性を称えてい るかのように移る聖母崇拝とは ､ 結果 と して性
差別的社会の絶持強化に貢献するものであ り ､ 根本的にミゾジニ
ー 構造に立脚した宗教文
化であり植民政策手段で あ っ た こ とを看破 して い る
6 6
｡ さらに近年､ トレクス ラ ー がこの
点に特化して ､ 植民地政策 におけるセ クシ ュ ア リテ ィ ー 統制を明らかにした
67
｡
同様に､ ジ ェ ンダ ー 的視点に立っ て聖母信仰の政治学を論じた エ ナ ･ キャ ンベ ルは ､
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男女性役割が理想化され両極化され た文化 にお い て母神信仰が主た る役割を 占めるメカニ
ズム につ いて ､ 甥実社会における女性の被抑圧 的地位の代償 と して女性神性が 理想化され
る時には ､ 硯実と理想の矛盾ゆえ に女性たちの 間に社会的文化的二 分汰 (悪しき女/良き
女) が設定されるので あると論じて い る68｡ 先 に述べ た ペ ス ト流行時の高位聖職者による
説教で反復された ､ エ ヴァ とマ リアの 二 分法はまさに これ に相当して おり ､ 近世カ トリッ
ク社会の ミゾジニ ー 構造を示 して い る のである ｡
本論第三章で見た とおり､ マ リアの ｢母性+ は ベ ス ト行列旗において聖母が表した
役割のうち通時的に最もヴァ リエ ー シ ョ ンの 多か っ たもので ある . 聖母崇拝 と､ 行列の職
の図像 によ っ て喚起される聖母とは ､ 女性市民にと っ て は ｢母性+ とい う美徳 と化した性
役割モデルでもあっ た ｡ 聖母の母 性とは ､ 生命を 産み育む原理 でありかつ ､ マ リアが神の
息子 に対して人々 の歎願を執り成すこ とので き る唯 一 の存在であるこ との神学的源泉であ
る｡ 一 方､ 16 30年の ボロ ー ニ ヤ の ペ ス ト行列と記 念ミサ に組み込まれた 貧 しい 独身女性
へ の 施 しや ､ 16 3 2年 ロ ー マ の ｢処女の結婚+ 儀礼 とに象徴され るよ うに ､ 男性有力市民
か らなる当局 ･ 修道会 ･ 信心会は処女性と母性を女性の 美徳 として特権的な賛美を与えて
い た ｡ 都市のペ ス ト行列に組み込まれた この儀礼的措置 におい て ､ 都市秩序を司る為政者
たちは ､ 疫病で失われ た生命の再生産と ､ 家父長的男性支配 秩序の基盤で ある女性の貞節
倫理を儀礼的に称揚 した と解釈で きる ｡
宗教的､ 政治的権威を担う男性支配者は ､ 女性たちに対して 母 とな りうる女性であ
る とい う聖母 との表面 的類似性を賛美 した ｡ しか し､ ロザリオの 15の祈りで語られ るよ
うに ､ また無原罪受胎の神学思想が説く ように ､ 処女 にして 神の母 である マ リアのみが天
に揚げられ ､ 天 の女王 と して戴冠 され る唯 一 の 女性で あり ､ 彼女は現実の全ての 女性にと
っ て は決して実現不可能なモデル である ｡ 修道の道に入 っ て処女を葺くた め には ､ 性交や
生殖と いう女性のセク シ ュ アリテ ィ ー に繋が るあ らゆる面 におい て自分の肉体を否定しな
ければならな い ｡ 処女性とは ｢否定のみ によ っ て達成 し得る+ 美徳で あ っ た 6 9｡ 一 方､ 母
となるた め には処女性を犠牲に しな けれ ばならず ､ 世俗世界に生きる女性 にと っ て貞節と
いう美徳を追求するこ とが聖母 とい うモデル に近づく唯 一 の道で ある ｡ 全て の女性信徒に
とっ て ､ 処女性と母性は決 して 両立 し得な い美徳であっ た ｡ この よう に聖母とい うモデル
を追及 する女性たちを永遠に裏切りつ づける聖母信仰を通 して ､ 女性 は社会 における性役
割と従属的地位を受け入れ ､ 疫病の 危機に晒され た都市を再建する事業に参加するよう求
められ て いたので ある ｡
4) 社会的危機における統 一 シンボルと しての聖母
68 ca mpbeII, En a,
"The Virgin ofGu aldalupe a ndthe fe m ale s eIトim age : ahle xic a n c as ehisto ry
' '
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Wo r ship. The m e a ndVa riat io n s, ed. byJa m e sJ. Pr e sto n, ChapeI H = 1, ”. C. , TheUniv e r sity of No rth Ca r o[ina
Pr e s s, 198 2, p p.5-24, p .21.
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以上の こ とから､ 聖母 マリアを称え る こ とは次のような秩序維持の宗教政治学に関
わっ て いた と結論できよう ｡ 第 一 に､ 守護者, 神の母 と しての聖母 図像は ､ 再生産と生命
の庇護という女性性役割すなわ ち母性を称揚 して死の恐怖を生命の希求へ と転換させ るこ
とによ っ て ､ 激減した人口 の補填を促す強力なシ ンボルで あっ た ｡ 第二 に､ 処女に して母
であるマ リア図像は ､ 秩序を破壊 し神罰で あるペ ス トを引き起こす肉欲の罪を犯さな いた
めの道徳規範を確認させ る ､ 完徳の埋想そ の ものであ っ た ｡ 第三 に ､ 都市の統合的シ ンボ
ルとして聖母を女王の ように君臨させ るこ とは ､ 非抑圧 階級の女性と下層市民の現実的支
配従属関係 へ の異議をそ らし ､ 理 想像と救済の希望とい う精神的代償を与える ことを通し
て､ 都市政府や教会聖職者 へ の反 感をおさめる政治的装置であっ た ｡ こ のよう に疫病の危
機に際して都市内を担ぎまわ され た ペス ト行列旗における聖母 マ リアのイメ ー ジは ､ 危機
の終篤と都市全体の救済を知らしめ , 集団的記憶を作り上げるの に大い に貢献 した ｡
近代国民 団家形成が ､ その ｢国民+ 創造の当初から､ 階級､ 人種のみな らずジ ェ ン
ダ ー と い う要素と不可分 に創造/ 想像され た という視点に立 っ た最新の論文集にお いて ､
s ･ ウ ェ ンク は次のように論 じて い る｡
女性は (政治的､ 国家的組織か ら除外された ､ 外の領域を割り,
当てられた 一 方
で) 国民形成の過程､ あるい は ｢国家が再確認を必要とするような歴史的モ メ ント ー
すなわち戦争､ 革命､ あるい は暴動の 時+ にお いて重要な役割を果たす｡ 女性の 義務
は､ 家族的再生産や戦争で傷つ い た ものの ケアの点だ けでな く ､ 文化的諸費任 一 特 に
平和時にお いて ､ 国民的運動が形成され始めた ､ あ るい は国民が第 一 義的に文化的国
民と して自己定義する時に - の点か らも明確に表わ され るの である70｡
社会秩序 に何らかの再確認が必要 とされる時 ､ すなわ ち戦争のような社会的危機に
おいて女性性が人々 の統 一 的シンボル と して担ぎ出され るとい う こ とは ､ 近代国民国家に
限定されるものでは全くない ｡ ナタリ ー ･ ゼ ー モ ン ･ デ ー ヴ ィ ス が論じたように ､ また若
桑みどり氏が近著で総括 したよう に､ 近世 に至るまで社会的危機を表わす民衆暴動や女性
支配者批判の トポス として頻出する女性表象は ､ 体制転覆的な意味を もつ 一 方で ､ 危機感
を募らせ る民心 を統合する 秩序推持装置と しての役割を果た した
7 1
｡ 母性イ メ ー ジが 民族
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化』､ 成 瀬駒男他訳 ､ 平凡社､ 198 7年. ]; ナタリ ー ー ゼモ ン - デ ィ ヴィ ス ､ ｢｢政治に おける+ 女性+､ 伊 藤は
る ひ訳 ､ 『女の 歴史 Il ].1 6- 18世紀 l』, ナタ リ ー ･ ゼモ ン - デ ィ ヴィ ス ､ ア ル フ レ ッ ド ･ フ ァ ル ジ ュ 編､
杉村和子 ､ 志賀亮 一 監訳､ 藤原書店､ 1995年､ 26 ト 286貢｡ ; 若桑 み どリ ､ 『象徴と して の 女性像 - ジ ェ ンダ
ー 史か ら見た 家父長制社会 における女性表象』､ 筑摩書房 ､ 2000年｡
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統合の記号と して機能する こ とは ､ 19 世轟己アメ リカのパ レ ー ド ー まさ しく 都市行列その
もの - の政治学を論 じた メアリ ー ･ ライ ア ンに よ っ て 見事 に論証されて いる 72｡ 本論で論
じた近世イ タリアのペ ス ト行列と同様に ､ この パ レ ー ドで は階級 ､ 職業 ､ 政治的イデオロ
ギ 一 等の点で利害を異 にする男性たちがある べ き ｢社会秩序+ を体現 しており ､ その中心
には女性像が置かれ て いた ｡
女性は男性中心の文化世界の中で本質的に他者で ある ため に ､ 国家統 一 とい っ た概念
を示 すの に格好の媒体であ っ た ｡ 同様に彼女は家庭で生活するものと考えられていた
ので ､ 職場で生 じる階級闘争か らも超越的で い られた ｡ そ の役割から妻や 母 として定
義づけられた女性は ､ 民族の連帯感を示すすばらしい 象徴で あ っ た ｡ 結婚や出産を通
じて女性は民族共同体の紳を結び付 けて い たので ある73｡
これらの知見を踏まえ る こ とによ っ て筆者は ､ ペ ス トと いう社会的危機にお ける聖
母 マリアの役割は , まさ に ､ 疫病 によ っ て脅か された社会秩序の再確認を必要とする際に
再度民心を理想的体制秩序の もと に糾合させる こ とにあっ た と考え る ｡ か つ て都市の統合
シンボル と して聖母が担 っ て いた役割は ､ 近代にお いて 国民の シンボルあるい は市民的道
徳モ デル と して の女性擬人像あ る い は王 室女性等 に相当部分継承され たよう に思われる｡
この プロセ ス につ いて は慎重な議論を必要 とするであ ろう ｡ た だし ､ 最も重要な点は､ ペ
ス トのような既存体制秩序を崩壊 させ る災厄 に際して近世都市社会の人々 は ､ 秩序を理想
的状態に再建するため に不可 欠な集団的意識を醸成するた め の統 一 的象徴と して ､ 聖母マ
リアを必要と した とい うこ とで ある 74｡
遠隔地との交易活動を通 じて 中世ヨ ー ロ ッ パ に再 び現れ た ペ ス トとい う疫病は､ 中
世未から近世の西欧の人々 の活動範囲の拡大と移動に伴っ て周期的に反復 したとい う点に
おいて人災でもあ っ た ｡ しか も､ 有効な防御措置を とる こ とが出来な か っ た 場合には社会
秩序そ の ものの崩壊を招く大危機を引き起 こすため ､ 社会 の諸秩序を維持する行政当局や
教会権威は重大な責任を負 っ て いた o 諸国に先立 っ て 先進的な べス ト対策が 各都市国家に
おい て導入 されて い た近世イ タリア において も､ こ の疫病を完全に防ぐこ とは不可能であ
つ た ｡
しか しペ ス トと ペス ト行列をめ ぐる男性知識人 によ る支配的言説におい て は ､ その
72 Rya n, Ma ry, in : The ″e wCultu re/ 〟/
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ハ ン ト編 , 岩波書店 ､ 1 993年､ 205- 237貢 ｡ ]
73 メ ア リ ー ･ ライ ア ン､ rア メ リカの パ レ ー ド+､ 230 頁｡
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ような側面は全て捨象され､ 宗教的
･ 社会的秩序の混乱をもた らすべ ス ト禍は父な る神あ
るいは審判者キリス トによ る天罰として語られて いた ｡ また 当局の対策の不備か ら人々 の
不満や糾弾の矛先をそらし ､ 当該社会の 政治的
･ 宗教的秩序を維持するための政治学とし
て､ ｢東方+､ オス マ ン帝 臥 外国軍隊とい っ た外部 に悪 因を転嫁する
一 方で ､ 社会内部に
潜在する ｢貧民+､ ユ ダヤ教徒､ 女性 ､ そ して不信仰や倣慢､ 虚栄とい っ た悪徳 に神の悲
りの原因を求める ､ とい うこ方向 にお ける ｢敵の創出+ が行なわれた｡ そ して ､ その 双方
の悪に対する最大の勝利者と して文字通り ｢担ぎ出された+ のが ､ 聖母 マ リアだっ た ので
ある｡ つ まり ､ ペ ス トをもた らす外部の敵 に対して は これから都市社会を護り､ 内部の悪
に対して は ｢神の母+ であ りかつ 聖処女で ある マ リア自身を模範と して示 して人々 の宗教
的刷新を促 し､ 最終的に最大の ｢執り成 し人+ と して社会全体の救済､ すなわち疫病終幕
を神に代願する ｡ この全てを引き 受ける こ とが 出来る とされ たのは ､ 聖母マ リアをお い て
いなか っ た と考えられ る ｡ これ を証するのが ､ 本論 におい て考察 してきたように ､ ペ ス ト
祈願行列臓に聖母 マ リアが描かれ て いた とい う歴 史的事実なのである ｡
近世イタ リア都市社会におけ る精神的疫病対策たる都市ペ ス ト行列の 中心 におかれ
た聖母 マ リア図像とは ､ 最大の執り成 し人である聖母 へ の崇拝を様々 に喚起する こ と によ
っ て ､ 最終的に積極的な都市社会秩序の再建へ と駆り立て る強力な シンボル だ っ た の であ
る｡ こ のシ ンボル としての聖母 マ リアは ､ 現実には存在し得な い 空虚な中心であ り ､ 多様
な意味を読み込 む こ とので きるイ メ ー ジであ るゆえ になお さら､ 人々 の 心性形成に多大な
影響を及ぼしえた と考えられ る｡ このように ､ ペ ス ト危機に見 られた宗教的､ 政治的諸政
策の結節点ともいえ る都市の ペ ス ト祈願行列 を貢い て いた の は ､ 疫病平定と霊的癒 しの双
方に有効な万 能薬と して積極的役割を演 じた聖母 マ リアを巡る ､ 近世都市社会の 宗教政治
学とで も呼ぶ べ きものだ っ たのである ｡
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本論で は ､ . 近世イタ リア諸都市において全都市単位で行なわれたペ ス ト行列の
ステ
縫
ル ド
におけ る聖母 マ リ ア図像を対象 に､ 歴 史的､ 社会史的 ､ 宗教史的､ そ して ジ
ェ ンダ ー 的視点から考察を行な っ た ｡
1 4世紀の黒死 病以 来 ､ 1720 年の最後の大ペ ス ト流行 まで ､ 一 定の周期を持 っ
て繰り返し ヨ ー ロ ッ パ を襲っ た ペ ス トの脅威は ､ 一 方で は公衆衛生的観念や施策 ､ 近
代医学な どの発展を促 した ｡ 他方で は ､ より精神史的な観点から重要なことであるが ､
膨大な数の 表象文化を生み 出す契機 とな っ た ｡ 古代以来 ､ 人々 は こ の原 因も治療法も
不明だ っ た疫病を様々 に解釈 してきたが ､ キリス ト教化後は特に､ これを神罰とみな
す宗教的解釈が支配的であ っ た ｡ このよ うな 疫病観念から､ 神罰の原 因とされた罪を
改唆し､ 神 に対して 罪の赦 しと救済 ､ すなわ ち疫病の終篤 と犠牲者の魂の救済を嘆願
する様々 な宗教的営為が生まれ た ｡ それ らを通して精神的 ･ 肉体的癒 しを求めた人々
の心性は現代まで残 っ て い る膨大な量の奉納画にみ る ことができる ｡
ペ ス ト奉納画は人々 が疫病の後にどのように して これを克服し､ 死者を追悼 し､
救済を願 っ たの かとい うこ とを示 す物理 的証拠 と して解釈するこ とがで きる ｡ 一 方 ､
行列職図像 とは ､ 固定的空間に設置された祭壇画と ､ 祝祭の時空にのみ成立する エ フ
ェ メラル芸術の中間 に位置する特異な媒体で あ る｡ これを疫病の危機下で行な われた
ペ ス ト行列とい う祝祭のコ ンテ クス トにおい て分析する こと によ っ て､ 疫病に直面 し
た人々 の信仰心 と ､ 都市空間を移動する行列職の アクチ ュ アルな受容一消費の あり方
とを明らか にする こ とがで きる ｡
イタ リア諸都市を対象に ､ ペ ス ト流行の際に制作され祈祷対象とされ た奉納画
およびペス ト行列臓図像をみて み ると ､ それらに描かれた主題の ほぼ半数は聖母 マ リ
アに関わ るものであ り ､ 一 都市単位で行なわれた 嘆願 ･ 感謝行列の臓に至 っ ては基本
的にどの職にも聖母 マ リアが描かれて い た ｡ ペ ス トと造形文化に関しては ､ これ まで
に実に多数の研 究が行なわれ てきたが ､ その多く は黒死病が芸術に与えた影響の 多寡
やペ ス トを示 す造形表現､ あるい はペ ス トに対する守護聖人信仰の高揚に関心を向け
てきた ｡ 本論で は ､ こ れらの先行研 究が当然視するあまり特筆対処 して こなか っ た｢ ペ
ス ト図像と しての聖母 マ リア+ とい う問題をおそ らく初めて重大な聞達と して 取り上
げ論じて きた ｡
疫病と聖母信仰の 関係性とい う問題を解くた め に､ 筆者は文化史､ 社会史 ､ 宗
教史､ そ して ジ ェ ンダ ー な どの方法論を複合的に用 いてきた ｡
まず疫病観念の歴史を概観 した後､ ペ ス ト表象文化が生み 出された疫病流行中
の都市は ､ どの ような状況 に置かれ て い たのか とい う問題を詳述した ｡ 様々 な社会史
的文化史家が論じてきた ように､ 都市秩序を崩壊させ ､ 大量の犠牲者を出す疫病は近
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世都市社会にと っ て大い な る危機であ っ た o 本論で は 1 6 3 0年前後の ペ ス ト危機下の
ロ ー マ を中心 に､ 都市社会秩序に とっ ての危機と してペ ス トが据えられて いた こ とを､
近世イタリア諸都市にお い て発展 した 公衆衛生政策の面か ら明らか に した ｡
第三章で は､ 宗教的ペ ス ト対策の 一 つ であり ､ 疫病を前に した人々 が信仰対象
とした ペ ス ト図像の歴史を再考した ｡ ベ ス トと直接的な関係をもつ 絵画作品(奉納画､
行列職) を主題毎に分類 し､ 美術史的考察を加えつ つ 類型化 した ｡ こ の作業を通して ､
一 般の美術史上には現われて こない 芸術家の作品を含め ､ ベス ト画家とも呼 べる よう
な 一 連の芸術家と都市政治的利害と密接に関わる作品とを抽出する こ とがで きた ｡ ま
た ､ 画面内にべ ス ト犠牲者の身体を描きい れた作品は祭壇画に限定されて おり､ 行列
臓にこ のモテ ィ ー フ が描かれた こ とはな い とい うことが 明らか にな っ た ｡ つ まり､ 前
者は個人的信心 の対象と して ､ 疫病の結果を観想 し､ 死 者の追悼と道徳的刷新を促す
ための 図像で あり ､ 後者とは異な る権能を有 してい た もの と推測でき る｡ 結果として､
ペ ス ト行列におい て聖母 マ リア図像が中心的位置 を占めたの はなぜか ､ そ して行列峨
の機能とは何かとい う問題が浮上 した ｡ その ケ ー ス ス タディ として ､ 16 3 2年ロ ー マ
の ペ ス ト克服記念行列 を取り上げて複眼的考察を試みた ｡
16 32年 3 月に ロ ー マ の行政府ポポロ ･ ロ マ - ノが主催した rペ ス ト克服記念
行列+ は ､ イタ リア諸都市がペ ス ト流行で 大きな犠牲を 出したの と対照的に､ さまざ
まな施策の結果そ の流行を阻止 した ことを 記念するための公 的祝祭であ っ た ｡ その行
列の時空や経路の象徴性 ､ 公式参列者の政治的構成の され方 ､ 行列の 中心で あっ た職
図像 ､ そ して行列がどのよう に受容 一 消費されて い たか とい う多面的な視点か ら､ 分
析を行なっ た結果 ､ 次の こ とを明らか に した ｡
行列が行なわれた 3 月 25日は ､ 教会居で は受胎告知の祝日 ､ すなわち救世主
イ エ ス が聖霊によ っ て聖母 の胎に宿 っ た こ とを記念する 時であり ､ 時の 教皇ウルバヌ
ス 八世を出した バル ベ リ ー ニ 家の出身地 トスカ - ナの暦では新年に あた る ｡ また古代
か ら農耕儀礼にお い ては ､ こ の日 は冬の 間に枯れて いた (死 を象徴) 植物や命が再び
新たな生を得て蘇る春 の到来を告げる日 と して 様々 な儀礼を行なう聖なる 日であっ た ｡
これらの時間的象徴体系を背景に ､ 死 に通 じる疫病の危機的状況が去り ､ 新たな時の
到来を告げる時間として こ の日が選ばれた もの と推測 した ｡
次に行列の経路を地図上で辿 っ てみた結果 ､ ロ ー マ の都市を横断する大規模な
行列であ っ たこ とが明らか にな っ た ｡ これ と比肩する規模を もち ､ また経路が重複す
る祝祭行列と しては ､ 新生の ロ ー マ教皇がロ ー マ 司教座につ い て正 式に都市 に迎えら
れ るポッ ゼッ ソ という騎馬行列儀礼に最も近 い もの であっ た ｡ 一 方 ､ こ の 行列を構成
して い たのは ､ カ トリ ッ ク世界の 首都としての ロ ー マ に相応 しく ､ 教皇庁の高位聖職
者と行政当局ポポ ロ ･ ロ マ ー ノの議員たちを列 の中心 に､ その前を ロ ー マ の全ギル ド
構成員が､ 後を市内全聖織者がはさむ とい うもの で あり ､ 結果と して いわ ゆる総行列
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の体裁をと っ て いた とい える ｡ 近世ヨ ー ロ ッパ の総行列との最大の差異は､ この行列
に職人層が加わ っ てい た こ とで ある ｡ これは ､ 第ニ章で論 じた教皇庁衛生局長官枢機
卿フラ ンチ ェ ス コ
･ J†ル ベ リ ー ニ 指導下の ロ ー マ の疫病政策にお いて ､ 彼ら職人 ､ 商
人層の中流男性市民が動員されて い た こ とと合致して おり ､ 彼らの都市秩序維持に対
する貢献を記念するためで あっ た と考え られ る ｡
ペ ス ト涜行中もしく は終票直後に､ 都市住民を受容 - 消費者とあらか じめ想定
して行なわれ るこ れらの行列は ､疫病下の 人々 の心性を最も如実に示した と思わ れる ｡
このような ペ ス ト行列の 受容の文脈 においては ､ 全て 男性からな る都市の貴顕 と聖職
者が公的な参列者 として 名を連ねて いた 一 方､ 公的記録に不在の人々 の筆頭で ある全
ての女性たちは隔離政策の対象とな りこそ すれ､ 行列受容の コ ンテ クス 卜におい ては
これらを路傍か ら見守り ､ 祈祷する とい う周縁的立場に置かれて いた ｡ 彼女た ちが行
列受容の 周縁を占めて い た 一 方で ､ 行列の中心すなわ ち至上の価値を示す職に担がれ
ていたのは ｢サ ルス ･ ポプリ ･ ロ マ ー ニ + の聖母で あっ た ｡
こ の行列用大幡を制作 した ピエ トロ ･ ダ ･ コ ル ト - ナは , 1 62 0年代後半には ､
バルベ リ ー ニ 家の支配体制 に大い に貢献 したサ ッ ケ ッ チイ 家を通して教皇 一 族のうち
特に枢機卿フ ラ ンチ ェ ス コ ･ J†ルベ リ ー ニ の芸術保護を受けるまで に成功を収め ､ 一
連の成功の 一 つ と して ､ 16 3 2年の こ の都市行列の職制作 という政治的に重要な 委嘱
を獲得した ｡ バ ル ベリ ー ニ 家は ､ 自らの栄光化を表現 する様々 な文化政策を行な っ て
いたが ､ こ の行列の直後 には自邸の装飾 にコ ル ト ー ナを起用 して いる ｡ さらに第ニ 四
半世紀末までに彼は トス カ - ナ大公や ロ ー マ 内外の修道会から多くの委嘱を受け ､ バ
ロ ッ ク ･ ロ ー マ 芸術を代表する芸術家として成功を収めた ｡ 16 3 0年頃は ､ 文化史上
では盛期バ ロ ッ ク様式の成立と いう点で 一 つ の メルク マ ー ルと されて い る｡ コ ル ト -
ナが起用 された この ペ ス ト行列職は ロ ー マ にお ける盛期バ ロ ッ ク芸術の - 要素で あ っ
たとい えよう｡
1 6 32年の ペ ス ト行列職は現存 して いな い ｡ また制作者コ ル ト ー ナによ る素描
の存在も確認されて い な い ｡ したが っ て ､ 行列で運ばれた峨がいかな る主題からな っ
ていた のか とい うこ とは ､ ア ントニ オ ･ ゲラルディ による行列報告小冊子 とジアチ ン
卜 ･ ジリの 『ロ ー マ 日記』 の 文字記録からのみ知る こ とができ る｡ これ らによると､
臓は行列のための 図像で しかあリえ ない 表裏図像から成っ て いた ｡ すなわち ､ 都市空
間に最初に現れ る表側 には ､ サ ンタ ･ マ リア ･ マ ッ ジ ョ ー レ大聖堂にある ｢サル ス ･
ポプリ ･ ロ マ ー ニ + と称され て崇敬を集めて い る聖母子イ コ ンの模写 を中心 に ､ その
下部に ロ ー マ 守護聖人聖ペ テ ロ とパウロ が描かれ てい た ｡ そ して行列の通過と ともに
遠のい てゆく臓の裏面には ､ 表と同 じ聖母子イ コ ンの下 に､ 大天使聖ミ カエ ル と聖セ
バ ステ ィ アヌス が配されて い た ｡ そ して表裏ともに ､ 聖母 マ リアを頂点として聖人た
ちがE)- マ を守護する こ とを示すた めに ､ 彼らの足下 にロ ー マ の都市景観が描かれ て
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いた ｡ 図像の逸失とい う史料的限界を補うた め に､ ペ ス ト図像の 諸類型 を論じた第三
章の考察と照合する こ と によっ て ､ こ れがペ ス ト行列職の伝統的構図を踏襲 したもの
だ っ た ことが明らか にな っ た ｡ また特定の聖母子イコ ンが 選ばれた こと に関 しては ､
同時代のボロ ー ニ ヤ や モデナの ペ ス ト行列臓 と比較分析 した結果 ､ こ のイ コ ンが rサ
ル ス ･ ポプリ ･ ロ マ ー ニ (ロ ー マ の民の安全)+ の称号 に相応 しく ロ ー マ 全体の安全
を宣言する この行列のた め に選択された こ とを指摘した ｡ すなわち ､ 他の都市で は権
勢を誇っ て いた修道会ドメ ニ コ 会の代表的信心で ある rロ ザリオの聖母+ が峨の主題
として選ばれて いた の に対 して ､ 聖都ロ ー マ で は全て のカ トリ ッ ク信徒を統 べる教皇
の 都市として ､ 特定の修道会を称揚するかわ り にE)- マ の都市秩序を護り神の慈悲を
得たその宗教的敬度さを表現する こ とのできる このイ コ ンが選択されて い た と解釈し
た ｡ ペ ス ト行列と このイ コ ンが連結された背景 には ､ 6 世紀末の ロ ー マ で 教皇大グレ
ゴリウス が行な っ た ベ ス ト行列で こ の イ コ ンが運 ばれた とい う伝承があ っ た ｡ こ の伝
承は 1 6世紀のオラ トリオ会士チ ェ ー ザレ ･ バ ロ ー ニ オの 『教会史』 におい て 明言さ
れ ､ それ に基づく絵画作品 によ っ て洗布される こ とによ っ て ｢歴史的に+ 権威付けら
れて いたので ある ｡
都市政治の 観点か らみれ ば上記のような意図を も っ て行列が行な われていたと
いえ る｡ しか し､ 報告小冊子 にお いて公式的参列者 と して記錠されて いた ｢ロ ー マ社
会+ を体現する人 々 だけが祝祭行列を消費して い たので はな い ｡ ジ ェ ンダ ー ､ 階級､
宗教の差異 によ っ て位階的に構造化された都市社会を念頭 におく こ とによ っ て ､ 公式
記錠には不 在の社会構成員が 対抗的に祝祭を消費する可能性 を指摘で きる ｡ それは例
えば聖母聖地に納められた膨大な エ クス ･ ヴオ ー トに見られ るような ､ 身体 に密接な
利益を追求する信仰心 であ り ､ 正統神学が禁じた奇跡的治療者と しての聖母信仰であ
り ､ い うなれ ば､ 生と死 に直接関わ る大地母神信仰の復活ともい え る もの であ っ た ｡
ペ ス ト図像の歴 史の 中で都市の ペス ト行列で運ばれ て いた聖母図像あ るいはペ
ス ト奉納画におけ る聖母モ テ ィ ー フ が ､ 疫病時にカトリ ッ ク教会が 提示 した救済神学
によ っ てそれぞれ どのよ うな神学的観念を付され てい たか と いうこ とを第五章で論じ
た ｡
聖母マ リア は ､ 平時にお い ても､ ｢神の母+ と して ､ 最大の 執り成 し人として
キリス ト教救済神学の要となる役割を担っ て い る ｡ ペ ス ト行列の 職図像分析から明ら
か にな っ たの は ､ 生と死 の価値秩序を崩壊 に導かねない疫病下 にお いて ､ 守護者 ､ 執
り成し人 ､ あらゆる罪から免れた完全な 美徳の鑑 ､ 奇跡的治癒能力者とい う 多様な権
能が聖母 に与えられ てい た とい うこと, そ して これが都市空間を動き 回る行列という
場におい て崇拝 され てい たとい う こ とで ある ｡ 1 7世紀初頭の ドメ ニ コ 会士 ニ ッ コ ロ ･
リ ッ カルディ は , ウルバ ヌ ス 八世 によ っ て教皇庁付説教師に任命 され た人物であ り､
『聖母賛歌注解』 (16 2 6年) におい て聖母 に付され たすべ ての 権能を神学的 に説明し
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ている ｡ この文字史料を参照 しながら ､ ペ ス ト時に称揚された聖母の諸権能を支える
神学議論が行列臓の図像に どの ように描かれて い たのか を明らか にした ｡
キリス ト教の救済神学の根本は ｢神の言葉の受肉+ の神秘､ すなわちキ +ース ト
が人間として マ リアか ら生まれた こ とにある｡ マ リアを ｢神の母+ として称える こ と
を正統教義化 した 5 世紀の エ フ ェ ソス 公会議以来 ､ 彼女は ｢母+ である こ とによ っ
て崇拝され ､ 様 々 な権能を付された ｡ 多くの犠牲者を生む ペ ス トは人を
一 撃で倒す
｢矢+ によ っ て象徴化され て いた が､ その天から降る欠から人々 を守護する ｢ミゼリ
コルディ アの聖母+ のモチ ー フ は ､ 生命を庇護し育てる古代の大地母神イ シス の像を
図像学的にも象徴的にも聖母が継承 したもので あっ た ｡ ペ ス トによる犠牲死の恐怖か
ら逃れ よう とする人 々 の心性は ､ 守護者と しての力を具現する ､ マ ントを広げて その
下に信徒をかくまうこ の聖母 図像から読み取 る こ とがで きる ｡
また幼児キリス トを抱い た 玉座の聖母 のほか ､ 行列職の中心的主題で あっ た栄
光の聖母 モチ ー フ は ､ マ リアが ｢神の母+ である こ とを表わすものであるo こ の主題
が行列職と して描かれて い た こ とは ､ その ｢母性+ ゆえ に彼女が行使する ｢執り成し+
の力 に訴えて ､ 神 に疫病の終篤を執り成すよう人々 が嘆願した こ とを意味 してい るo
さらに､ キリス トによ る人類の 救済の成就は ､ キリス トの純潔な 受胎を前提 とした こ
とから､ 翻 っ て マ リア自身が無原罪で 受胎した こ とを説く神学議論 に発展 した ｡ 中世
の代表的疫病 ､ らい病 に対する観念はペ ス トに も継承 され ､ 腺ペ ス トであれ ば特にペ
ス ト斑の身体的症状が顕著なため に身体的罪 ､ すなわち肉欲の罪に対する神罰と弾劾
された ｡ 人間の犯 した罪を罰し ､ 正 しい宗教的ありかた に生を刷新する機会と解釈 さ
れたペ ス トに対 して も､ すべて の罪から免れた , 母 にして処女で ある唯
一 の女性 とさ
れた聖母 マ リアのみがそ の罪の赦 しと軽減を神に執り成すこ とがで きるとされ たので
ある｡
以上の考察を通 して 明らか になっ たの は ､ ペ ス ト行列その ものが ､ 都市政治と
宗教的施策が結合 した ､ 原 則的に都市社会全構成員によっ て 消費されるべ き公的で集
団的な営為だ っ た とい うこ とで ある ｡ 16世紀末ミラ ー ノ の聖カル ロ
･ ボ ッ ロ メ - オ
がペ ス ト嘆願行列の 際にミ ラ ー ノ市民に向けて行な っ た説教や ､ 17 世紀にべ ス ト危
機が徐々 に迫っ てい た ロ ー マ で教皇ウルバ ヌス 八世を前にお こなわれた説教師フ ラ ン
チェ ス コ ･ ダ ･ ネグロ の 説教で は ､ 神罰と して ペ ス トが下 され るのは人々 の悪徳ゆえ
であり､ したが っ て天 に慈悲と救済を願うため に改懐と騰罪の行い が不可 欠である と
呼びか けられ て いた ｡ こ の 両者の説教に共通して い たのは ､ 宗教的､ 道徳的に ｢堕落+
(世俗化) して神罰を受け る都市が ､ ｢崩壊する エ ルサ レム+､ ｢バ ビロ ンの 大淫婦+
として捉えられて い た こ とであ る ｡ ペ ス トによ っ て宗教的秩序が崩壊の 危機に陥る と
見なされて いた こ とを踏まえ ､ そ の ような状況下でなぜ聖母 マ リアが登場するの か と
いうこ とを最終的に論 じた ｡
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都市政治的にも､ またカ トリ ッ ク神学的にも ペ ス トに対する守護者と して聖母
マ リアを称える こ とは ､ 人々 の恐怖心を畷収 し宗教的秩序 にとりこん で これを救済の
希望 へ と変換させるた めに非常に有効な政治学であ っ た ｡ な ぜなら ､ そ の守護や執り
成 しの権能に訴える こ とを通 して ､ 疫病時に危機 に晒された 都市秩序が保たれ ､ また
再建されるとい うメカ ニ ズム を見出すこ とが出来るからで ある ｡ 受難を 象徴するため
に死んだように描かれる ｢眠るキリス ト+ で はなく ､ 健康的で快活な幼児と して描か
れたキリス トを膝 に抱 いた ペ ス ト行列幡の聖母 は ､ それ自体 ､ 生命原理 を象徴 してい
た ｡ 統計的に確認されて いる疫病後の人 口増加が示すよ うに､ 疫病 によ っ て失われた
人口を回復させて都市社会を担う社会構成員を確保するため に ､ 人 々 は自ら､ また聖
俗当局の指導によ っ て ､ 新たな生命を生み 出 した ｡
疫病 ､ 戦争､ 飢鐘 ､ 政変と いっ た社会的危機に聖母マ リア信仰が隆盛するとい
う歴史は ､ 本論で論 じて きた 中世末か ら近世に限定された ものでは ない ｡ 第五章で論
じた ように､ メキシ コ の独立運動 におい て ｢グアグル ー ペ の聖母+ が果た した 国民意
識醸成 ､ 国民的アイデ ンテ ィ テ ィ ー の 形成のた めの 国家的シ ンボル と しての役割は ､
疫病時にお ける聖母信仰と密接に関連して い た ｡ また近代国民国家が形 成され 帝国主
義戦争､ 植民地競争 の 中で ､ 社会秩序が大きな変革を迫られた 19世紀半ば以降には ､
社会秩序が不安定とな っ た時に多くの ｢聖母の 出現+ が見られた ｡ ジ ェ イ
･ ウイ ンタ
ー によれ ば, 19 世紀のカ トリ ッ ク教会の ｢世俗化+ ｢家庭化 (Do m e stic atio n)+､ そ
して ｢女性化+ の プロ セス にこれ らの ｢出現+ 語が重要な役割を果た した ｡ 疫病のよ
うな危機的状況下 では ､ 貧困層の女性や子 どもが最大の聖母顕現の体験者で あり , 級
らを媒介と して宗教が 日常生活に踏み込んで い っ た ので ある
1
｡ さら に､ 世界大戦と
い う未曾有の大量死 とその後の鎮魂の涙 ､ そ して新しい 生命の出産を経験 した 20 世
紀の歴 史は ､ 人は生と死の循環を生きる こ とによ っ て のみ癒 され るとい うこ とを証し
してい る ｡ こ の ことは ､ 疫病 によ っ て失われ た者の魂の救済を約 し､ 生命原理そ のも
のを表す聖母子図像がか くも多く 崇拝されて いた こ とにもよく当て はまる ｡
近世イタ リア語都市の ペ ス ト行列の場 におい て聖母 子イ メ ー ジをみ る人々 は ､
死後の救済祈願と死者の鎮魂を通 して恐怖心を克服し､ 精神的癒 しをそ こ に見出した
と推測で苦 る｡ また こ れらの幼児を抱く 母のイ メ ー ジは生命を希求させる こ と とな っ
た ｡ しか し同時に ､ 行列受容の場 におい て女性たちが周縁化され て い たの に対して ､
究極の女性規範である とこ ろの聖母 マ リア は有力男性市民の手によ っ て行列の中心 に
置かれ てい た ｡ こ のよう に女性を周縁化しつ つ , 母性を称え ､ 秩序維持に不可欠な女
性の再生産力 に訴える近世都市社会のミ ゾジ ニ ー 的構造を最も具体的に読み 取 ること
がで きるのが ､ 聖母図像を冠 した ペ ス ト行列であ っ た ｡
1 winte r, Jay , S/
'
tes of m e m o ry, site s of m o u r ni g. The Great War in e u r opea n c ultural histo ry'
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聖母 マ リアは ､ 疫病の最中も流行終票の後にも､ 社会的 ･ 宗教的秩序の維持に
貢献し､ さ らに信徒
一 人 一 人 に死者の鎮魂 と救済の希望とい う精神的癒しを与え るた
めの､ 万能のイ メ
ー ジ と して行列の職 に描かれてい たので ある｡
本論は ､ 宗教の存在理由とは何か とい う問題意識から出発 した ｡ 疫病を巡る宗
教的対策の 一 つ として近世イタリア諸都市のペ ス ト行列を捉える こ とによっ て ､ カト
リック信仰におけ る聖母 マ リア崇拝の政治性を指摘する こ とがで きた ｡ しか し､ 聖母
信仰はその神学的背景を含めて実に複雑な要素か ら構成されて い るため ､ 本論におけ
る試み はそ の 一 端を指摘 した にすぎな い ｡ また大量死や病と信仰の問題 につ いて も､
精神史的な考察 を深めて ゆく こ とが必要で ある ｡特に近代世界シス テムの成立以 降は ､
カトリ ッ クの世界布教を通 して聖母信仰とその表象文化は全世界規模に拡大 した ｡ し
たが っ て､ ジ ェ ンダ ー 的､ ポス ト コ ロ ニ アル的視座にた っ て ､ 宗教的祝祭文化とそ
こ における聖母 マ リ. ア信仰の意味を考察する こ とが ､ 今後筆者が取り組むべ き課題で
ある｡
ca mbridge -”.Y/ Melbo u r n e, Canlbridge UP ･ , 19 95, p p･120
-12 2･
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165 6. In 8o(2 2.5Ⅹ1 6)1foglio v olante c o nfigu r e.
[Bibliotec aL Vallic ellia n a, Ro ma:S.Bo rr.I.VI.1 91int A.]
匝史料 5 rポルテ ィ コ の聖母+ イ コ ンに対する歎願祈祷書 (1683年 ロ ー マ)
DeT'OtloD e l
･
n fo m a d1
･
Sup pll
･
c a ala S S･ m a Verg7
･
n e Rl
･
c e n
･
ta n ella m 1
･
m c olo s aZm mag7
'
B e dl
'
S. Mar l
'
a l
'
n Po rtl
'
c ol
'
D Ca m pl
'
tell)
'
fatta da u D aSer va dl
'
Dl
'
o E elglo m o della sLIaFe sta per
otten ez･e certa 8Tatla 6Pl
･
z7
･
tu &1e
,
che l
･
n e[!etto co DSegul, Ro m a, Tina s si, 1 6 8 3･ Co nlic en z ade
'
superio ri, In 2 4
o(1 2.5Ⅹ8)1 6p p. 【B ibliote c aVallic ellian a, Ro m a‥S.Bo rr.Ⅰ.Ill.39
-int.2･]
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史料1
⑳1632年ロ
ー マ の ペ ス ト蒐服記念行列報告小冊子全文
Ger ardi, Anto nio, So m m a n
'
a r elatlo D edella SoleD n ePrO C e SSloB e dello Ste Bda pdo
beDedetto dalla S.ta d1
'
N ･ S･ Urba n oPapa V7ZJ･ fatta dal celr o, e Popolo Rom an o･ 1I
g7 0m Odela Sa Db
'
s s]
'
m aAD D LTnt]
'
ata, dalla Ba B7
'
1l
'
c adl
'
S･ PletT O ]
'
D Vatl
'
c a n o
,
a qU ella d]
'ヽ
s. Maz7
'
a Magglore. Zn r eDd}
'
m e nto delle gT atle r]
'
c e v ute dalla D]
'
Tdn B Ml
'
s e n
'
c wd]
'
a c o n
e s s er e stata pr e s e nrata Ro m a c ol s u oD]
'
stT ettO da ogn l
'
m Ble, e c o ntag7
'
o dl
'
pe ste･
Des cTlttB, & o ss er vBta da ADtOn 1
'
o Ger a I･d]
'
R o m a D O
,
In Ro m a
,
Nella Sta mpa di
Lodo vic o Grign a ni, 1 6 32･ Co n Lic e n z ade
'Sperio ri･ Si v e ndo n oin Pia z z aN a v o n a
all
'In s egn adella Palla d
'ORO･
[Arciv um Ro m a n u mSo cietatisIe su, Ro m a: Ro n .13 1,II,fol･4 30
-4 3 7･]
foI A 3 0v.
All,Ilu stris s.(im e) e M olto R R.(ev erende) M ad ri, e Padro n eCole ndiss.(in e)/ L E
MA D R I / S U O RI N NO CE N TI A, E S U OR MAR IA GRATI A / BAR B E R I N I. /
Mo n a che Ca r m elita n ein Fir e n z e.
La s e rvit血, chehbha v uta c ol lo r oM o n a ste ro, m entr efui otto a n nis o n o, c o stituito
procu r ato r ein tr atta r, e s olle cita r eta ntoin Rota, qu a nto in Co ngregatio n ede
' Riti
,
1a
Be atific atio n edella Be ata M adr e M ad dale n ade
'
Pa z zi, Religio s adello r oMo n a ste ro;
mi po rge hor a o cc a sio n e di rico rda rmi v e ro, e div oto Se rvito r e a
v v.(ostre)ss.(ign o r e)Illu strissim e, e Molto R R.(e v e r e ndis sim e)c ol dedicar
●
1o roqu e sta
bre v e, e S o m m a ri Relatio n edella s ole n n ePr o c e ssio ne fatta dal Cler o, e Popolo di
Ro m a
,
ilqu ale h a fe steggiato, e giubilato d
'
ess er e stato pr e s er v ato dalla peste pe rla
Divin agr atia, e pe rgr a ndi dilige nz e u s ate dalla Sa nti七島diN･(ostro)S･(ign o re)papa
URB A N O V III. DignlSSim o Zio delle SS･V V･Illu stris sim e, e Molto RR･e
dall
'
E min .(entissim o)Ca rd.(in ale)Ba rberin olorofr atello. E via pi血 mih am o s s oa
qu esta dedic atio n eils ape rio in quanto str etta cla u s u r a elle sia no s equ e str ate dalle
co告edel Mo ndo,･ a c cia legge ndola veg ga n o, e goda n o c o ngliocchi della m e nte c o nl
'
altr e
loro Madri, c o m e s efus s er o state pr e s e nti ata nto gra nd
'
e m e m o r abile attione: m e ntr e
alle s a nte .r atio ni lo r o editutto il Mo n a ste ro mi r a c co m a ndo. D i Rom ali 26･M a r z o
1632.
Delle S S. W Illu stris s. e M olto R R,
Hu miliss.(im o)Ser.(vito)r e Anto nio Ger a rdi.
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Foュ.4 3 1r.
RE L A TI O N E.
M e rc o rdi m attin a, 2 4･ M ar z o, dell
'
a n n o16 32･1a Sa ntita di N･S･UR B A NO Papa
VII.pe r r e nde rele do v ute gr atie a S.D.M .della pr e s e r v atio n edella CittadiRo ma, e
sno distr etto dal Contagl O, Sitr a ste ri s ole n n e m e nte c a v alca ndo col s eguito di dodici
ca rdin ali
,
e m olta n obilta de'S S. Ro m a ni, e Titolati(もra qu alie r a n oilPrin cipe di
ca rbogn a n o,ilCo nte stabileColo n n a, &ilPre n cipe Pr efetto di Ro m a)allaChie s adelta
Be atis sim aVergin ed
'Ar a c o eli
,
Con v e nto de'Padri Zo c cola ntidi S. Fr a n c e s c o
,
e Sacro
Te mpio dell
'
In clito Popolo Ro m a n o;ilqu ale er a n obi lme nte, e ricc a m e nte ap pa r ato di
da m a schitrin ati d
'
o r o,della Cap pella Po ntificia . Ov eSu a Sa ntita celebrb Mes s abass a
Pr ogTat7
'
a m m a cb
'
o n e
,
e dopoi se n eto mb in Seggetta al Vatic a n o, s e ndo in Ara c oeli
ri皿 a StO ilSa cr oColle由o, & ilSe n ato Ro m a n o all M e s s a s ole n n e m e nte ca ntata in
r e ndim e nto delle m ede sim egr atie da Monsig.(ho r)M o ntorio, gi且 Vesc o v odi N ic astro,
c o ngr a n c o n c or s od.i Popolo, pe r c o n s eguir el
'
Indulge n z aPle n a ria, e r e mis sio n editutti
lipe cc ati, c o n c e s s ada Su aBe atitudin eatuttiqu elli, che c o nfe s s ati, e c o m m u nic ativi
Si tr ov a r o n opre s e nti, o v e r of s s e r ointe rv e n uti ilGio v edidopo pr a n z o all Pr o c es sio ne,
che s u ccinta m e nte r a cc o nte r6, fatta dalla Ba silic adi S.Pietr oin Vatic a n o, a qu elladi
ヽ
S. M aria M a官gio r e,
I
c on pregare ilSign ore lddio pe rl
'
u nio n e, e c o n c o rdia de
'
Pr en cipI
Christia ni, & e s s altatio n ediSa nta Chie s a: &in qu el m e ntr ela Pia z z adel Ca mpidoglio
pe rallegr e z2;a rimbo mba v a al suo n odelle Tro mbe, e Ta mbu ri c o n s alv edi m o rtaletti
da
'
M inistridel Popolo Ro m an o:ilqu ale qu ella m attin ain gr a n copia dispe n s6 a
'
pov eri
pa n e, vin o, e da n a ri; s e ndoda S.Sa ntita stato aiutato n o n s olo di 1 50 0.s c udic o nta nti
pe rtareffetto dispe s a, m a a n che co nla condo n atio n ediqu a nto e r a r e stato debito re
alla Ca m e r a, pe rle spe s efatte in m a nte nim e nto delle gu a rdie, & altribis ogni per
c a u s adelCo ntagio.
Ta nto la m attin a
,
che Su aSa ntita c o m e si 岳detto, a nd aalla Chie s ad
'
Ar a co eli,
c o m e a n cheil G io v edim at tin a, che sitr ova(fol.4 3 1v.)a fa r eils olito M a ritag giodelle
Vergl ni, alla Chie s a della Min erva, n ella qu ale a v a nti l
'
Alta r e della
Sa n七is s.An n u ntiata pe rla prim a v olta fhe spo sta la gra nde, e m a e sto s aLa mpadadi
libr e tr e c e nto d'Arge nto, d
'
alte z z adal Cap pelletto di pal mi 15.1a rga di giro
vinti:atto r n o alla qu ale s o n o s ei Angioli d
'
a rge nto, e s ei m a s c a r o nigr a ndi n el co rpodi
e s s a
,
che gir a18.pa lm i, e cia s c u n odi detti Angiolitie n
'
in ma n oun m a z zodi fio rido r ati,
dalqu ale c a s c a u n ala mpada a pr opo rtio n edell
'
iste ss o m odello grande . D a bas s o vi
s o n o sei a r mi, in un a delle qu ali 昌s c olpita la Be atis sim a Ve rgin e, n ell
'
altr eSa m
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vin ce n zO, Sa n Do m e nic o, e le a r midel Sign o r eCla udio Sala Me r cante Mila n es e, c o n
lscrittion ein e s se inlatin od
'ha v e rla do n ata
,
efattafa r eas u e spe se･ In cim a alcorpo
didetta La mpada 占 u n a m a e sto aCo r o n a･ In fin edella quale s o n o attor n o s eibelle
teste diVergini, c o nla pu nta di tuttala La mpada cinta dica rto ccio ni, e c o
'fio cchidi
seta, & oro pe nde nti･ Le c ate n e, che la s o ste ngo n o, s o n om as sic cie d
'
a rge nto
sc an n ellate, c o npalla pur d
'
a rge nto la v o r at tutta in m ez o. Co s a n o nplu V edtlta in
L ヽ
ta nta gra nde z z a, & e cc elle nte m e ntela vor ata da Vito Vi七i Arge ntie r oRo m a n o:ilvalo r e
/
delta qu ale a sc e ndeえqu attr omi1a, e cinqu ec e nto sc udi･ Qu a ntopoi aldopopr a n 2;0, Che
pass8 1a Proc e sio n e co nlo Ste nda rdo delPopolo Ro m a n o; Er a n otutte le fin e stre,
c omin cia ndodal Vatic a n ofin oal Ca mpidoglio, ad dobbate di ricchipa n ni, e tapeti.
Fu ro n oin qu e sta m ede sim a o c c a sio ne erettim oltibelli Ar chi trio nfali, e ricchi
Altari. E pe r c omin cia r o rdin ata m e nte; ilprim o e r ain Ba n chialz ato a spe s edelli diec
Capo n otaridel取ibu n ale diMo n sig.Audito redellaCa m e r a, n elcui Ar c o, oltr el
'
a rmidi
Su aSa ntita, e diCa s aBa rbe rin a, e r a n o a n che quelle degl
'
Emin entiss.SS.Cardin ali,
che a ha v e v a n o e ss r citato il c a ric o d
'
Auditori della Ca m e r a, o pu r e e r a n o stati
ヽ
Lu ogote n e nti. ､
Ha v e aildetto Ar codu efa ccie, u na che gu a rda v a v e rs oilCa 皿Pidoglio,1
'
al七r a v olta
v ers oilCastello S.Angelo: & in cia s cu n odelli du e c ol n n a七i da ogni ba nda e r a
un
'Epigra 皿 m a, a ln s crittio n e:1i du e v e r soil Ca mpidoglio co si dic e v a n o･
Fol.43 2r.
OTatOF u m Cala m u s/ O beloqzl entia m a $1
'
e Dtlo I71
'
nd)
'
cata m / C k7
'
stla n o
Dem o s地 e n )
I
/ V:R B AN O tqJZ. Po Dt. Opt. Ma x. / Gr agla S aglt. / Fw m ]
'
dolos u m m mpe
silenb
'
u m
,
Ta nde m s ub1
'
atl
'
s ll
'
ngu a tlm o n
'
bu s, Et Matn
'
s i
-
nterpre s Qu]
'
n
'
D a e
,
Solu e
paz
･
e s a n 1
'
m o s agr ate s. / At gT at1
'
a m m qu1
'
s m e rlt1
'
s pa re s V]
'
c e s p e ndat? Mu n e m
c o ell
l
tLt SE＋fu s a B u m m Ortale s a y s)
'
t EoqulJ a eqU IPa r a r e m & D U S?/Co el]
'
ben l
'
g770S 1
'
n
tu a c o m m oda Ag72 0 S Ce アult s, Rom a s er en l
'
o r
,
n
'
b1
'
1
'
nte r VTbe s n
'
s l
'
t a etAeT
,
CLl1
'
u s ab
Zm peIT
'
o s e c u ndB e S･ / CoDtage n ulla ta Dgltu T a e紘 eyl
'
s Per e n D eReg72 U m/ s u Soz10T
a e地 ezT
'
s zBtegT a S e m a n
'
s m alo m m
.
. Tot m edl
'
a Ztal=
'
a e n zl
'
D l
'
s･ / V:R E A NVS, VTbl
'
3
pepv7i7
'
1 a rb1
'
teF, Co elo e u o c BtO, SUbBl
'
dl
'
u D 7tU l
'
s O b1
'
eclt l
'
D Lll
'
ctu m perlcl]
'
s, Teq▲ s]
'
D U
pl
'
etatl
'
s a mbl
'
t. / Hl
'
c tu
,
dolo m m D eS Cla, 1a cryz22a SDed1
'
stl
,
a m l
'
c a s c o m m 1
'
s e m D SPlaga s
Lugentl
'
s Eu r opa e, s upr e m o sZps a m etu c om 1
'
tata lu ctu s･ / qu]
'
d debea s, J Rom a,
pepe n n1
'
bu sZn p a c e r egD a ntum eXCublj
'
s Apu m; Te staz
･
e pla u s u/ qu]pez
' o m n e sVo c e
SO D etrebo a nte colles.
E c osi in qu e sto, c o m e n egl
'
altris egu e ntiv e r si, pe r c o n s olatio n edichin o ninte nde
illatin o
, po rrb in So m m a rio, e ristr ettoilc o nte n uto dicia sc u n odi essi in v olga r e: che
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diqu e sto 占, che la pe n n adegl
'Or ato ri r e nde gratie al Som mo Po ntefice(fol.43 2v.)
V R B A N OVIII. C hristia n oDe m o sthe n e, per la eloquen z a, 1ibe rata, e sciiolta dal
sile ntio. Es s o rta ndo la lingu a a r o mpe r il sile ntio, & え r e nde r gr atie pe rla
pr e se r v atio n edalCo ntagio, otte n uta perla vigila n z a, e pe rla pietadi Papa V R B AN O.
Hl
'
stom
'
coz
･u m Cala m u s/ A bo s c u r o s e m atu s 1
'
D te n
'
tu / H}
'
sto rl
'
a d1
'
gn }
'
s s1
'
m o/
PoDt. Opt. M a x.T41EAN O V7ZJ. / Gr atla s ag7
'
t
. /Ment1
'
s f]
'
1)
'
a can d]
'
ae, Matey Co n sllj,
n u n cla te mpo m m, /S1
'
B C e m Hl
'
storla e(1
'
des, Puls1
'
s
, Sa m e a n ]
'
m o s
,
1a eta per1
'
cul1
'
s. /
No stT OqU ae ten U1
'
t Polo Te mpe sta s, Jtal1
'
s n l
'
m blfer aVrbl
'
bu s/ Ro m a n n e scla la edere,
Ta ndeLUdeto D ul
'
t/1
'
B mq. S e r e n 1
'
o r/ AstT O m mfa c)
'
e s n)
'
tet. Aete m um t}
'
m ujt 1
'
u pe
sl
-
1e ndu m / Rez･u m Fa m aloqu a x, I(b}
'
Tot t7
'
dl
'
t popzlos horr1
'
f1
'
c alue / Mers os fa n ere
publ1
'
c o Luctu fu n ezT
'
bu s 1
'
u ngeY e, & v nd1
'
q･ / aade s ad dez･e clad)
'
bu s. qul
'
s do cto
r ell
'
qLIu Stu m C al m olo c u s, / h
'
Bge ntl a rdu a te mpo m m Fa cta, & D Ob17]
'
u m m a x l
'
D a
PTl
'
D CIP U m ? /Ap et v eB abe n )g721
'
o FScTIbe BtU m m ad)
'
o s血te T a nbelltu s/ SLZSPIz:B Btls ab
a est7
'
bLISnba etabITI
'
cIs Itu ta m e n 1
'
B da e/ Ro m a B aH}
'
sto z:1a }
'
D CIyto sSeD S u S, e do m 1
'
LIs
tuta tl
'
m o TIbu s. / V R E A N T MQpatTe m, 1als Ex VTbe Ae Deadu m c o D Cl
r
D e V)
'
nd)
'
ce m? /
VTban o z･e&zTaid7
'
占Ro m a epo ste n
'
ta sl1
'
be zTagT ab
'
a s.
(fol.4 3 3r.)Che in ristr etto v u ol dir e. La pe n n ahistoric a s alvata dalla m o rte, r e nde
gratie ad VR B A N O V III. Pr e ncipe dignis sim o d
'
H istoria. In vit ando grhisto ricia
ripiglia r
'
a nim o, e s s e ndo fuori dipe ric olo, poichela te mpe sta de
'
m ali, s c a ric ata s opr ale
Cita d'Italia, n o nhas aputo offe nde rRom a, e fin alm e nte占 ce ssata . L
'
e ss orta du nqu ea
depor r eiltim o r e, & a v ole r c elbr a r eV R B A NO VII.c o m elibe r ato r ediRo m a.
Le du els crittio ni, che risgu a rda v a n oilCa stelS.A ngelo e r a n ole s egue nti.
Po eta n zm Cala m u s/Qu od)
'
n&e ctLZSle地 o D OEfLZe ZT
'
t
,
/Sa cT OApoll
'
B l
'
s u o/ V R E A NO
V7:TZ Po Dt. Opt. Ma x. / GzTatla s &glt. / Zte ァp cales He17
'
c o D l
'
s v22da e, Et r epez
･
c u s S u m
ge m l
'
n ate m u m 7U r, Vocls vt la etB e SOn l
'
tu s pateDte m Comple at OTbe m. / Om n ]
'
s
tqlBAN T MplagB CO D S alutet, V}
'
pg7n U m S e mPe r T(1
'
97
'
e m s o r o m mPT a e S1
'
de m
,
c u]
'
u s
tlm et lbsa r egn u m La eder epe sb
'
s. / 1 %adat V71BAN OT7
'
n
'
da nt)
'
s v mbp a eFe z･L]
1
1]
'
s
La u m s, r e s o n et a n o n
'
Ve ptlc}
'
s sa cnl m n e m u S, & beatl Czlm )
'
na h
'
n d)
I
. / Fu D e m m
v1
'
ndex
,
c olu m enq. Vatu m, V1
'
u at V:RB A N ∇方 s ap1
'
e ntl
-
s a n n o sNe stTIs/ qu e m c on sil]
'
o
pm 1
'
Tq
'
t
,
V)
'
B C Bi Vta e u O. /Ho e 1
'
nbw T ente S a D 1
.
m a nte MLZS a S
,
ZYe cfT a 1
'
zl nga ntu rfI
.
dl
'
bu s
,
s)
'
1e z.a Qu a stotEu r opa e s e n
'
e s m alo m mZu s s er BtO On
'
s. / PT1
'
n clbe s l
'
n tez
･ b
'
b}
'
tlt占c oelu m
Fa u1
'
t
, J coel1
'
v e n e r a nde cu sto s, CIB Vlger S ed}
'
s s upe m e, vtTIu sq. Az･b)
'
te z1 0Tbl
'
s･
(fol.4 3 3v.) Ae盛 e n
'
s ta Dtl
'
e st Aabu)
'
s s eC7
'
u e s/ De xteT O SVTbl:a ct7
'
b7
'
s up pll
'
c a DtLZ m/
Vota/sl
'
c Nu 122 enPladl
'
c LZ1 22beD lg71 aE Zu
'
bl
'
ta LZ r e.
C be vu ol dire in br e v e･ La pen na po etic a ringr atia ilsu oSac ro Apollo, V R B ANO
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vII･pe r no n e sS e r Stata infetta dim ortalco ntagio･
In vita ndo IPo eti a rie mpir eilM o ndo d
'
al 1egrezz a, & a s aluta r, e r e nde rgr atie al
vigi1a ntis sim oPa sto r eVRB A NO,ilcuiregn ola pe ste te m ed
'
ofre nd-e r e･
Ju n
'
spe n
'
to m m Cala m u s, / Qu]
'
pe stl
'
fe r o n o b eX a r S1
'
t a e stu
,
/ V]
'
nd1
'
c]
'
1egu m
pnlde Dt]
'
ss l
'
m o/ t m B AN O VLLZ･ Po nt･ OptM a x･ / Gr atla s aglt･ /Re u o cat Co elo - r S u s
eB Te H aS habet /AsLT a ea, qU a elegu m e stpa r en s. /Reg72 a nds 1
'
1a gT a nde sceptr um
s u stl
'
n et/V7iBANJ, 1
'
n lTm p erl
'
o Co m esI/ Ne c v:Ddl
'
q.1 mPeDdenb
'
bus pe n
'
c ull
'
s /Subm oia
coD C eS S1
'
tlocoI/ Szla l
'
u r a m u ndo de qu}
'
n
'
D all
'
ded1
'
t/ E t Vatlca n aReg7
'
a,
I
/ PopLlo s
Td entes r eElt & ugu sta m a ma, / Co ell
'
q.s u sま血LZl
'
t v }
'
c e s
.
/Sl
'
c l mPeZTa nte VR BANO, &
oTbls PT a eSl
'
de, / JpsB lmPe m LlltA equ1
'
ta s// Respo Bd1
'
tAeqLZ1
'
taa a mka Co e17
'
tu m/ V7
'
s
,
皮 pote sta s Nu m ]
'
n ]
'
s; / Qu a e ]
'
u s s]
'
t e x s ula r epe stlYer o sglobo s, / Et da m n aLe m m
plu n
'
m a･ / VTbs VTb]
'
u m Regm a, 1u ctus )
'
n s c1
'
a
,
/ A l1
'
e n alu x l
'
t fu n er a
,
/ Am 1
'
c a Co elo
,
co ell
'
tu m a u x 1
'
11js pote D S, / Hu m a n a D )
'
1 m etu1
.
i m ala . /Supple x ad a m $ 1
'
11a qu otfud1
'
t
pr e ce s, / Totfud]
'
t ho ste s ]
'
ct]
'
bu s, /(fol･43 4r･) V)
'
cl
'
s s el
'
v T 7
'
t Aa cte nus, B Un CPlauder e
v7
'
cto n
'
a elu cto rl1
'
v vBt. / Son eDt S e C u ndo gT at}
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Licui v e r si din ota n o, C hela pe nn ade
'
Leggistipre s e rv ata dalfuo c odel Co n七agio,
ringr atia V R B AN O V III.pr ude ntis sim odife n s o redlle Leggl･
Liquali Leggistipa rla n o, dic e ndo, che neュ Po ntific ato di VRBANO 占 ritorlla七 去
regn a r ein te rr ala G iu stitia, a cui a s siste, po rge aiutola M a e staDivin a, sba nde ndoda
Ro m ala pe ste･ Co n clude ndo co n a nim a r
'a ringratia rprim aD IOSo m m obe n e, che si 去
m ostr ato pr opitio; dipoi V R BANO VII ･e l
'
E皿in e ntissi皿 O Ca rdin al Fr a n c e sc o
Barbe rin o s u oN ipote .
In fa ccia poididetto Ar c o, v e r s oilCa mpidoglio, e r ada e ssi die ci Nota ri, c o nla
dilige n 21a, e C u r adelliSign o ri Do m e nic oFo nthia, e Fr a n c esc oGiacom o Belgio stato
er ettoinbellis sim 'o rdin e u n ricchis sim oAlta retutto ripie n o n on s olo diricchiad dobbi
diogn
'
intor n o, m a a n che c olmo d
'
a rge nteria, e ricchi ba cili, v a si, e c a ndelie ri d
'
o r o, &
a rge nto m a ssicci, c o n e c c elle ntiqu adri: e da u nfia n c od
'
e ss oA lta re e r a u n
'
Orga n o
s opr a u npalco e r ettoaspe s edelSign o rDo m e nic oFo nthia, n eュqualeta nto n ell
'
a nda re,
che fe c eSu aSa ntita la m attin adel Me r co rdi alla C hie s ad
'
Ar a c o eli, qu a nto il dopo
pra n z odelGio v edi, chefapo rtato lo Ste ndardoin Pr oc e ssio ne; e ran o v a rij co n ce ntidi
Mu sici scelti, cbe ric r e a v an ol
'
o r e c cbie di chiu nqu epa ssata ･ Attor n o al qu al palc o
er an oleinfra scritte quattr olsc rittio ni.
LaI. V R B A N Ior a vi且es; a nim a 血 n equ ae re vide ndu m Sededitingenijductibu s
lpS efui.
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cio昌:Che sipubbe n v ede r eilv olto d
'VR B A NO, m a l
'
a nim o s u oildぇ ぇ v ede r ee sso
m ede sim o c o nglitr attidels u oingegn o･
La II. Apo stolo ru mP rin cIPi, & Apo stolic oPrin cIPl, Ob Vrbe m a su e se rv atam,
public a egr atia e･ / CIJAVIGE R inde P ETR VS Ca eli, atqu e hin c Cla uige r Orbis
VRB A N VS tota s ub n o u et Vrbe lue m . Si diuis a Vrbis cu stodia ce ssit vtrisqu e,
cu stodita eVrbis glo ria vtr u mq.de cet･
(f.1.43 4v.)Cioさ:AlPr e n cipedegl
'Apo stoli, & al Pren cipe Apo stolic o sir e ndo n opubliche
gr atie, pe rla pr e se ru atio n edi Ro m adalla pe stile n za, dice ndo
: D a u n apa rte il
p. rtin ai. del Cielo(PIE TR O)e dall
'
altra qu ello del Mo ndo(V RB A N O) m a nda via da
Ro m ala pe ste･ Se du nqu ela c us七odia della Citta divis a岳to c c a all
'
u n a, e all
'
altro;
all
,
u n o
,
e all
'
altro si milme nte side v ela glo ria d
'
hav e rla cu stodita･
La III. No m e n ab Vrbe tr abis, Nu m e nqui dic e ris Vrb is V R BA NE, ho e n o me n
Vindicis o m e n er at.
ci.古:Deriv a ndo V R B A N O ils u o n o n eda Ro m a, che vie ndetta ∀R BS, qu e sto n o n e
d'VR BANOpo rta fecopr e s agiodiDife n s o rdi Ro m a･
La IV. Tr iu mpha nts de m o rte, c o ntagijsq･ V R B A NO ⅥⅠⅠ･ Sapie ntis sim oPo ntific
/ Ho cim m o rtale triu mphi m o nu m e ntu 皿 Ca u s a r u mCu ria e Ca m er a eApo stolica e
De c e m･ viri DD. /ROM Atriu nphale stotie s olin e xtulitarc u s, Bellato rqu otie s victor
ab ho ste fo r et. Nu n cV R B A N Etibiqu otpon e r edebuit a r cu s? Tot vicisti ho ste s, qu ot
Pe rl]S S e n ega S･
c he s u o n ain Volga r e･ A d Vrba n o Ⅵ ⅠⅠ･Po ntefice Saple ntis sim o, Tr io nfate della
m orte, e della pe ste ･ I die ci Nota ri delle Ca u sedel Tr ibu n ale dell
'
Audoto r edella
ca m e r aApo stolic a, dedic an oqu e Bt
'
Epigr a m m a･ Ro m ata nte v olte a ntic a m e nte e r ess e
Archi trionfali, qu a nte l s u oi gu e rrie ri trio nfa v a n ode
'
n emici･ H o pa te V RB A N O
qu a nt
'Archiside v o n oinal2;ar e? Tanti n emici halvinti, qu a nt
'
hai s alv atidalla m o rte ･
seguita ndo ilca min o v e rs oil Ca mpidoglio, vicin o alla Chie sa diS･To m a ss oin
pa rion e, n ella qu ale さ1a Cap pella della Sa ntis s･An n u n七iata delliSign oriScritto ri di
Ro m a, a r ric chita del Te s oro cele ste delGiubile ope rpetu o a s8 ai be n
'
addobbata, e r ada
e ssiScri ttoristatofatto u n
'
Ar c o sopr ala str ada dritta di Prion e
-
･ sopr ailquale e ra u n
bell'Alta r e c on c andelie ri gr a ndi, e m a ssicci d
'
a rge nto, e la Be atis sim a Vergl ne di
rilie v o
,
o rn ata, e v e stita al vivo c oll
'
Angelo a n n u ntia nte, c o n u nben
'
ordin ato
Bada chin odi velluto r o s s o, ric codi trin ed
'
o r o, c♭e r e nde v a m olto m a e stos a vista, e
de v otion ea I(fo.4 3 5r.)risgu a rda nti,
.
atto rn o aldetto Arc o, &Alta r e e r agr a nqu antitÅ
di Mu sici, che si n eュpa s s a r ediSu aSa ntitえilM er c o rdim attin a, c o m ein tuttoilte mpo
del Gio v edi neュ pa ss a r della Pr oc e s sio n e, into n a r o n o m u sic alme nte div e rse
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co皿POSitio niin r e ndim e nto digr atie･ Dalli lati di detto Ar coer a n ole ls c rittio ni
infra sc rite･
La I. Quicu nque Rom a n ln Rom an a mira ris Vrbe. /Etltalic a sinterte n ebra s
Rom a n am lu c e m: Dis ceSu u m Ro m a eSole m ･ / VRBAN VM e s se . Lu cis Pa r e nte m, /
sator em vita e, Et n o ctilo c u m s upe r e s se n ullu m/ V biperpe ru u mSolis est lm pe riu m .
Dinota ndo, Cbiu nqu e血･a le te n ebred
'Italia 由sgu a rdalalu °edi Ro m a;Sap pia, cbe
ils u oSole 占 V R BANO, Padr e della lu c e, Anto r edella vita,
'
e che do v eilSole ha
perpetu oils u oim pe rio, ivino npub e s se rlu ogo pe rla n otte･
La II. Ar cu m e r edis ? Err a sti. Ar ca mdie salutis / VRBAN V MVIII. Po nt.te r
opt･te r Max ･ No e 皿 u m alte r u mputa ･ H ic Ro m a･ / Cu 皿 Ro m a n a e s alutis Du °e,
Ex u ndante pe stile ntia, So spe s en avigat･
Cio占, Cr editu, che qe u sto sia u n
'Arc o? Err a sti. C hiaLm alo Are adis alute V R BA N O
V III.Po nt.Ottim o M a ssim o. Stim alo n u ov o No占: qui Rom a c ol Du c edella Ro m a n a
s alvezz a,in o nda ndola Pe stilen z a s alv agiugn e n el Po rto.
LaIII. Tibi V R BAN E V II . Pont.te rOpt.te rM a x. Te mpo r ariu m hoegr agia Animi
sim ula cr u mRo m a, ab ltalia ePe stilentia elu c, Te P rin cipe So spe s e rigit:Sed a 皿 O rin
co rdibu sRo m a n o ru mEr e xit a ete r n u m.
(fo1 A 35v,) Cio占, Ro m alibe r a s otto il tu o Po ntefic ato dalCo ntagio d
'
Italia a12:a畠 te
Vrba n oqu e sto sim ula cr ote mporale digr atitudin e: m al
'
a m o r e, che r egn a n e
'
c u o ri
de
'
Ro ma ni, te n einalz a u n
'
ete rn o.
La IV. Inte rltalia efu n e r aSospe sRo m a/ V RBA NOV II･Po nt･Te rOpt･te rM ax ･ /
Debe s s ospitate mtu a m. /ItaLliae depopulatrixlu c sPrin cipis supr emiFelicitate mfugit･
Tim uit m aie state m.
ch'占 a dir e, Ro m a s alv a tr ale m o rti d
'
Italia de vi rico n osce rla tu a s alute da
V RBA NO VIII･poiche la pe ste spopolatric edell
'
Italia, h afuggito dalla felicita, & h a
te m utala M a e stadel Prin cipe s upre m o.
S 血1a Pia z z apoi di Pa squin o er a stato pia ntato a spe s edel Sig･Andre aBrogiotti
Ca m erle ngodeもPopolo Ro ma n o u ngr a nd
'Ar c oben ordin ato, c o ndu e altripi血inferio ri
dalli du elatidi es s o
,
che te n ev a n oil la rgo di tuttala Pia zz a: &in cia sc u n af c ciata, si
dell'Ar c ogr a nde, c o m edellidu epIC Cioli, e r ala s u als crittio n ein lette r egr a ndi･ E
prim aqu ello dellafa cciadell
'
Ar c ogr a nde v er s oSa mPietr o, c o si dic e v a:
D E IP A RE VI RGIN I / Apo stolo ru mPrin cipibu s Petr o, & Paulo, Archa ngelo
Micha eli, Se v a stian o M a rtyri, Su m mis Calitibu sgr atia e/ Pr aese ntis sim oBello ru m,
Pe stile ntia e
,
Fr ugu m in opl a e, defu n cti pe riculo, Supplice s v ota pe rs oluim u s/ Pr o
Prin cIPe nO Str OV R B A N O V III.Fo nt M a x･ Cuiu s cu ra pe r uigili Co n s e r u a m ur, & fu m u s･
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/Alia deintegr o v ota co ncipl m u S, Et v ete rim ore, n o u apietate N u n c spa m u s･
chein So m m a rio(pe rintellige n zedi chin o ninte ndelatin o)v u ol dir e･ Si r e ndono
gr atie alla M aLdr e di D I O, a
'P rin cipi degl
'Apo stoli, a S･ M ichele Ar c a ngelo, 畠
s.seba stiano M a rtir e, & a tutta la Co rte Cele ste･
'
per tr o v a r ci libe ri dalpe ricolo
pre se nte della Gu e rr a, della Fa m e, e della Pe ste; e si o steris c o n o s up pliche v olmente
v otipe riln o str oPrin cipe Vrba n o, dalla cui vigila ntis sim a c u r ado via m o rico n o scere
l
'
e s s e r e, la co n s e rv.(atio)n e.
L'In sc rittio ni delli du eArcbipic ciolie r a n ole s egu e nti･
(fol.4 36r.) La I. VRB AN O V III.PO NY. MAX. Prin cipi Vigila ntis sim o. / Quo
pr a e cu nte, c o m m u nibu sPopuliv otュs Pace Nu 皿inis e x o r ata ･ /Co m min a nte m epr o xim o
luem , Et bella cir cu mto n a ntia Ca s s ofu lm in e s e ntim u s･
cio占, Si ringr atia VRB ANO V II･ Prin cipe Ⅵ gilantis sim o, s otto il c ui go v e rn o
im plo r a ndo si c o
'
v otic o m 皿 u nidel Popolo la pa cedel Cielo, n o n si s e nte la pe ste da
pr e s s omin a c cia nte, n占1e gu e rr e che d
'
ogn
'
into r n o sifa n s e ntire･
La II. VR B A NO OC T AVO P ON TIFICI M AX I MO. / Cuiu s pote state, a c
s apientia e, Inte rim pe ndites / An n o n a e, Bello r u m, Pe stile ntia e･ Cala mitate s, Salu s
public a stat,/ Flo r etq･pe rVrbe m, Prin cIPe Ⅵ gila nte, lmm ota populo r u mquie s, E talta
Secu rita s.
c he v u oldir e, Ad VRB A NO V III.Po nt. Ma ssim o, pe rla cuipoten z a, e s apl e n Z a, la
s alute public a si c o n s e rv ain m e z oal 1
'im min e nti c ala mita dipe ste, fa m e, e gu e rr a, e
fio ris c ein Ro m ape rla vigila n z adel su oPr e n cipe da stabilquiete, e la ben fo ndata
SI Cu r e Z2;a.
Ver s opoi la pa rte dell
'
Arc ogr ande, risgu a rda nte il Ca mpidoglio, e r al
'
infr a s critta
I8 Cri ttio n e.
V RBAN O V III, PON T. M A X. / Salu e s alu s, & tutela m o rtaliu m, Orbis te rr a ru Ⅱ1
pate r. / Tib vita 血, & inc olu mitate m opta m u s, Cuiu s pr o nide ntia vivim u s･ /
F RA NCES CO C A R D I N A LI B A R B E R I N O /Qui ditlr nis e x cubijs, a c n o ctu r nis
vigi1ijs, In s atiabilic u r a, / M o rte m a m o e nibu s depulit, Grate s agim u s; / Qu a s, &
T efe r r e n o npos s u m us . Cuius pr o m e rita/ Im m o rtalitate cite rio r a n o n s u n c･
c heinterpretato vu ol dir e, Sipr ega s alute adV RBA N O, s alute, e dife s ade
'
m o rtali,
Padr edel Mondo: a Fr a n c e sc oCa rdin alBarberin o,ilqu ale con le gu a rdie diu r n e, e c on
el n ottu r n evigilie h 良s c a cciato la mo rte dalla m u r adi Ro m a, si r e ndo n ogr atie n o n
pote ndo sir ender
'
ilc o ntr a ca mbio
,
lic ui m eriti n o n s o n m en o cheim m o rtali.
(foIA3 6v.) Nelli du e Ar chipic cioli delta s udetta pa rte e ra n ole due segu e nti
ls c rittio ni.
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LaI. A DF S RO MA, VOTI R EA, /Supr e mis An n o n a e, Pestilentia e, Bellor um ,
Erepta Pe ric ulis: / Apo stolo r u m Prin cipe s, Eccle sia e oc ulo s, E Ca elo pe migile s
e x cubito res;In terris v e r o, terr ar um Sole m/ VRB AN V M VIII.Po nt.v e r eOpt. M a x. /
priuidu m Reipub.Patr e m, r u stode m in c olu mitatis tu a e. / Qui si min u s vigila s et,
Min u sips aqu l e SCe r e SI
Nelqu ale s
'
e s s o rta Ro m apr e s e r v ata data ntipe ricoli, a riv e rir el s u oiPr e se r v atori
cio占 SS.Pietr o, e Pa olo Pr e n cipi de gli Apostoli, o c chidelta C hie s a, e gu a rdie S u e
vigila ntissim e n elCielo,
'
e n ella Te rra, V R BANO OT T AV O, Po ntef･v e r a m e nte public a,
cu stodedella salv e z z adi Ro m a,ilqu ale s e m a n c oha v e s s e vigilato, ha v r ebbe a n ch
'
e s s a
bav uto m a nco I
IlpO S O･
LaII. V R B A NO P R I NCIPE V I n / Vrbe s e rvata,/Etpe stile ntia elibera m etu,
vrbis defe n s o r e soptimi P E T R E, A C P A V L E, / Mate ria 血, fer alibu s de stin ata m
ce n otaphijs, Ad triu mphale mAr cu mtr aducim u s:/ Fa ce s, arde r e c ur atu molu m solita s･
/ Ante Cu r ru mtriu mpbantis s alut上s pr a e s e rim u s; Qu a etim uim u sin stru m e nta
fu n er u m, Ve rtim u sin a rgu m e ntia gr atia r u m, Pla n cte m c o m m uta m u sin pla u s u m, Sic
ope ve str a/Aete rn a sit Ro m a n a, & Barbe rin aFelicita s･
La dettals critione signi丘c a, CheilPopolo Ro m a n oparla ndo agl
'
ApostoliPietro, e
pa olo difen s o ri di Ro m adic e, c o m epe r e ss e r s alv ala Cittえ, e liber adal tim o r edella
peste,la m ateria de stin ata perI m o rto rij, Sitr a spo rta pe rfabric a r
'
Architrio nfali,
'
ele
torcie che s oglio n
'
a rde r atto rn o alle s epoltu r e, sipo rta n o avanti al c a rr odella s alute
trio nfa nte,･ e qu elle c o s e, chete m e v a n od v e r
'
e s s e r
'
Istr o m e nti difun e r ali, sico n v e rto n o
in argo m e nti digr atie, m uta ndo si ilpl a ntO in ap pla u s o･ Fin alm ente in voc a
l
'
interc e ssio n ea.e
'
Sa nti Apo stolipe rl
'
ete r n afelicita di Ro m a, e di仁as aBa rberin a･
(foIA 37r.) E qu e sto fin qui 占tutto qu a nto di co mpo sitio n e6 stato esposto co n
l
'
o c c asion edella Solenn ePr o ce ssion e, che alli 2 5.di M arz o si pa rti alle 1 9･ho r edal
Vatic a n o:Se ndo siprim ail Se n ato Ro m a n otr a sfe ritoin Ca r r o zz ad lCa mpidoglio per
pres e nta r alla Ba silic a diSa n Pietro in Vatic a n o u n abella, e grande La mpada
d
'
a rge nto da te n e rsi av anti l
'
Alta r e de'Glorio sis si mi Apo sto rli Pietr o, e Pa olo
pe rpetu a m e nte a c ce s a, 1 qu ale pe s a c e nto die ci libr e･ IIc o rpo d
'
e s s ahau n aCorona in
cim a
, o v e stalls u oユu m e, & 占1a rgadigir o12･pal mi･
r
Vis o n odu e a rmi diNo str oSign o re,
e du edel Se n ato Ro m a n o, c o n s u e c ate ne sc a n n ellated
'
arge nto, e u nbel botto n e, c o n
4･ altreLa npade min o ri, c on l
'
ar mi iste s s e･ Lefioc c atu r edies s e s o n odiB eta tu r chin a,
& oro, per allude re allicolo ridell
'
im pr e s a, e dell
'
a r m edi Su aSa ntita･ Ilv alo re diessa
as ce nde adu e mila s c udi
,
1a v o r at daldetto Vito Viti Arge ntie re: e m e ntr e s
'
a nda v a
dispo n e ndo, & in c amin a ndo, 1a Santita di No str o Sign o rePapa Vrba n oOtta v o si
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affa cciaad un fine str o n edel Pala zz oVatic a n o, che risgu a rda la Piaz z adiS･Pietr o, e
diedela be n edittio n e albellis sim o, e s o nt110 S OSte nda rdo, c om e a n cheatuttoil Popolo,
ch
,
a spettav ad
,
a c c o mpagn a rlo al1a Ba silic adi Sa nta M aria M ag glO r e:ilcuiCapitolo
s
,
inc aminb da s e s olo a nda ndo a v a nti alla Pr o c e ssio n e, pe r pote r
'
e s s e r
'
a te mpo a
ricev e rdettoStenda rdo c o nle debite cerim o niedalCle r °, e Popolo Ro m an o･
ve niv adu nqu e al prin cIPio della Pr o c e ssio n egr a nqu a ntita di Palafr e nie ri: &I
pri mi fu r o n odel Sign or Prin cIPe Pr efetto di Rom a, poュ Segu l V a n Oqu ei
degl
,Emin e ntissimiSign o riCa rdin alipre s e nti in Cu ria, c o n ric cbiCap potti, cia s c u no
co nla s u 且to rciadic e r atin a, che dic onto fur o n opindidu c e nto･
Dopo di e s si s eguita m e nte e ran odiv e r s eArti, e Pr ofe ssioni, simi lme nte po rta ndo
cia sc u n odi e s sela su ato rcia a lo r o spe s e c o mpr ata, anda ndo effet to vi er a u n odelli
M a e strid.i Cerim o nie diSu a Santi七島, che a ca v allo s c o rr e v ala P
ro ce ssion e, a c ci6
camin a 8S e O rdin ata m e nte: e fu r o n oda m e o s s e r v a r ele to rcie fo n oal n u m e r odi
cin qu e mila.
seguiva in fin e degl
'
Artisti u n Chor odi bu o ni Mu sici, che dita nto in ta nto
a nda v a n o c a nt do, e ringr atia ndo a n o n e u niv e r s ale ld dio, e s eguita m ente c o ngr a n
m a e stav e niv ailgr a nde, e ric c oSte nda rdo dibr o cc ato d
'
o r o, di v aluta di mi lle, e
cinqu e c e nto s cudi, alto palmi 2 0･lo ngo 13･ atto r n o ric a m ato di v aghi, e belli foglia mi,
c o ngr a nd
,Api, & a rmi diSu aSa ntita, e del Popolo Ro m a n o, c o nbella, e v aga pittu r a ad
olioin m e z odipinto d
'
a mbele pa rti dal Sig･Pietr oda Co rto n a, e n elpro spetto della cui
prim afa c cia era ritr attal
'
Im agin ediS･ Ma ria M ag gio re giadipinta da S･Lu c a, e s otto
diess ali Sa nti Apo stoli Pietr o, e Paolo: s otto liqual ie r a v aga m e nte in pr o spettiv a
dipinta Ro m a:dal1
'
aitra fa c cia poie r a si mi lme nte dipinta de七ta Be atis sim aVe rgin e c on
li Sa nti Michele Arc a ngelo, e Seba stia n oM a rtir e: qu al Co nfalo n e e r a s o ste nuto, e
portato (per e s se r
'
u n a gr ande, e pe s a nte m a chin a) c on s ei lu nghis sim e ha ste
in a rge ntate dalliFr atelli della Ve n e r abile Co mpagnia delSa ntis sim oSa c r a m e nto di
sa npietr oin Vatic an o, v e stiti delli lor o s oliti Sa c chir o ssi.
(血1.4 3 7v.) Av a nti, & into rn o al qu ale Ste nda rdo e r a n odiv e r si Sign ori, e
Ge ntil lmo mini Ro m a ni c o ngr o ss etor cie, c o m e an che I Se rvito ri del Popolo Ro ma n o,
che sichiam a n oFedeli, v e stitic o nCap pottiro ssi, e be rette div elluto ro ss o, c o nbasto ni
indo r ati in m a n o, chefa c e v a n obella vista .
Dopo lo Ste ndardo v e niv a n oin gr a n n u m er odi fa n ciullicbiam ati del Letter ato,
v e stititutti din u o v odipa n n o r o ss o c o
'
s u oiber ettinisi mi 1i, aspe s edel Popolo Ro 皿a n O,
aiutato a qu e sto effetto dibu o n a s o 皿 m adi de n a ri daSu aSa ntita･
segu l V a n Oもutte la Frate rie di Ro m a co nla s u aCr o c e a v a nti cia s cu n adie s se
:1a
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m ag gl OrPa rte delle qu alie r an o n u o v e, bellis sim e, e m a s sic cie d
'
a rge nto･ Le qu ali
Frate rie pa s s ate in gr a ndis sim o n u m e r o, v e niv ailCler °Se cola r e: cio占, prim ali Pr eti
conditto ridel Se min a rio Ro m a n o, poi tutti li Pa r o chia nidi Ro m 乱, c o
'
Ro c cbetti
,
e le
Ba siliche, e Colegiate infign l, C O nfor m e al solito o rdin edipr e c ede r
'
u n aal1'altr a. In
丘n edelta qu al s ole n n ePro cession eve niva Po ntefic alme nte v e stito M o n sign orAnto nio
Ric ciullo Vic ege r e nte Ve sc o v odi Vmbriatico, ap pres so co nliSign oriCo n s e rv ato ridi
Ro m a, qu alie ra no l
'Illu stris si mi Sign ori SIv a n oGiu stinia ni, Iaco m oAvi 1a, Or atio
spe cchi, a ssie m e c o nilSig･ M a rio Ve roipi Prio rediCapo Rio ni, che sitr o v o r n o a n cola
m attin adel M e r co r edi, che futen uta Cap pella in Ar a co elic oll
'IlhlStrOS Si皿 O Sign o r
Giuliv o e atta rio Sen ator edi Ro m adiric chiRobbo ni di br oc c ato d
'
o r ofin oa te rr a
s ontu o s a m ente v e stiti. Seguiv adopo di e s si il Popolo in gra ndissim o n u m e r o, c n n o n
fu visto m ai si c opio s o, e c osi stretta c alca pe rgu adagn a r el
'Indulgen zaPle n a Tia in
ac co mpagn a redetto Ste nda rdo ･ Il qu ale a r riv ato
- - -
alla Ba silic a diSa nta M a ria
M aggio re, fhric e v uto c o n s o ntu o s a m agnific e n z a, & ho n o redalCler odi e s s a, e da
M on sign o rVe c ege r entef血datalabe n edittio n e aLI Popolo, chefinfu o ridelle po rte della
Chie s a, v
'
era in gr a ndissim o n u m er o co n c o r s o'
'
ris110 n a ndo d
'
ogni into rno le Tro mbe,
Ta mbri, e str epito di Mo rtaletti, giubilando tutto il Popolo, ogn
'
u n o s e c o ndo 止 su o
cale nto r ende ndo gratie alla Divin a M a e sta, 皮 alla Be atis sim a Ve rgln e, d
'ha v er
libe r atoil Popolo Ro m a n o circ o ndato, & a七te rritod
'
ogn
'
into r n ope rilm o ndoda dis a stri
di Fa m e, Peste, e Gue rr a: Tro v a ndo si s critto, che si mile Pro c e ssio n efo s se a n che stata
fatta a te mpo di S･Gr egorio M agn o, chefe c epo rta Tin v olta pe rRo m ala m ede sim a
lmagin edella Be ata Ve rgin e, adinte rc e s sion edella qu ale, e di detti Sa ntifB libe r ata
Ro m adalla pe stilen za ･ Il detto Ste nda rdo si 占c ollo c atopoュPe ndente in a ria in m e zzo
della Ba silic a s udetta, pe rivirim a n e rin pe rpetu o, r e nde ndo gr ata, e m a e sto s a vista a
rigu a rda nti.
Fa ccia alla D ivin aProviden z a c o nti u a m e nte c u stodirequ esta s a nta Citta da pe ste,
fa m e, e gu e r r a, e da ogn
'
altr onagello m e ritatoda
'
pe c c ato ri･
L A YS D E O.
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◎1630年8 月2 4日ポポロ ･ ロ マ ー ノ決議 議員およ び貴族代表による ､ サ ン ･ ピ エ トロ ･
イ ン ･ ヴイ ンコ リ聖堂聖セバ ス テ ィ アヌ ス の祭壇 へ の奉献
162 5･1 6 40
Dec retidiCo n segliM agistr atiet itr a m e ni Ro m a ni･Cr ed･ eI･o Tom o3 3･
[Ar chivioCapitolin o, Ro m a
'
･M S. c r ed.I, vol.33]
p.7 8(f.100r.)Dec r eto 0 0 9 7
M .D .C. X. X. X.
(2 4 Au.gu sti 16 3 0)
co n siliu m se cr etu m di mis sis schedulis pe rM andatario sPubc o s adlx.Kad･Septe mbris
1630. c o n u o c atu m, et apud c apitoliu 皿 mihiAnglo fu s co s a cris e n atr e s s c rib上in s e cu ndo
s e n atu s o r elatu m , adqu od v e n e r e,
Capita Aegio n u m
Julius M ila etu sPrio r,/ MutitlSCo ntre r a/ La u r e ntir es Ma u ciniu s/ Io:Bapta Vallatu s/
Ho r atiu s N a ru s/ Ga spar Sc ap pu c ciu s/ Petr u sCaffa rellu s/ Do mitiu sAgrilan us /
M ariu sPo n co riu s/ Ludo vicu sSabbatin u s.
O ficialis
petru s cola nglu s fis ci et Po:Ro:Pro cur･ / H ip politu s Gric e riottiu s Po s e c ref･r /
De side riu sde Rtlbeisfis cis ubstitutu s
Co n silia rij
M a r u celu s M utiu s / M a riu s de Rubeis / Rutiliu s Spe culu s/ Valiriu s A m ola ria /
Ba rtholo m o e u sSa n cta cr u ciu .s/ Brutus Gott血 edus / P.Vin c.o de Ca v alirijs/ An nibal
Ca mpiu s/Stepha n u sde falijs/ Fr a n cis cu sSe rT a/ Fr a n cis c u sCo sta cciu s/ Io:Petru s
Arigo nic s/ Egu es Ca n obiu s/ Anto niu s R ighin u s/ Io:Bapta Alto vitu s/ P hilip pu s
Am ola ria /Ce s a rA m ola ria / E ie r o nym u sVbirtinus / Brutu sSa n cta c r u ciu s/(∫.10 0v･)
Augu stin u sCa v alletill S/ La u r e ntiu sPetraniu s/ Pa ulu sde Pic ebis / Petr u sde Valli /
co m e sce s a rde m ontic atin o/ Zobr apita cala ndr a/ Ambr o siu s So nglu S/Claudius
Ba rdin u s/ Franciscu sRa v e n n a/M .Ant.o aPo rta/ Fra n cis cu sPla nta nidu s
276
Quibu s c o nside ntibu slll･ m oS･ Ⅵ n c entio M uto Plo Con s･r ede Co n sin m lll･ m oS･r
ss.Ia c obiFilo n ardi, etv alirijSa n cta c r u cijsCollegas eiu sPr opo n e nti,
(De Calic eDo n a nde ve nti c ap pitile s a c riSeba stia ni in Eccle sia S･tiPetri ad Ⅵn cula
e xistin o.)
Ex S.C.De cr etu m e st qu od im po s七e ru m singulis Annis in Die Fe sto S.ti Petri ad
vin cula detur, et offr atu rVe n e r abili Cap pella D iviSeba stia ni in Ec cle sia petriS.ti
petri ad Vin cula e xiste nti Calix v alo ris sc utis Triginta m.ta c u mqu atu o rCe reis
Facibu spro ut alijs Ec cle sijsdo n a ris olet, etin pT e S e nti Ann o, n on sbstant･o quodd･ s
Dies Fe stu sS.ti Pet ride Vin c ula pr eto ricri t, nihi do min u s oblatio pr efata cidiu m
c appella equ a nto citiu sfiat, et Magistr atu s n u m e, etpr otim po r e e xiste n s, et Regsistim
pro ha c prl m a Vic o, m aiori qu o potisit De c o r e a e c omitatu Capitic m Regio n u m,
ofcialiu m, a cNobiliu n dilctu m Calicim cu mpredictis fa cibu s eide m c appella eI)ivi
seba stia ni vic e a c n o min e Popoli Ro n. ( re sir cta tota m e nS 皿iD.N.be n epba eito)
sole m nite r offir r e, ac do n a redebiat, ad ho e ut pe rsfatu s dinvs Seba stia n u sin
im minintibu spe riculis, etn e c e ssitatibu s apudI)iu n a m Maie state minte rc edat, et oret
pr ohuiu sAlm aVrbis defe n sio n e, etc o n s er vatio n e, a clibe r atio n e aPe stile ntia e m o rbo,
qu o m odo m odu m alijs co mpo ribu spr efati D iv inte r ce s siio n e c o n s er v a re, etlibe r a r e
dign atu s e st,
(De dn sta ntiafa cta per E min e nt. m u g et R. m u gS.Ca rd･lim don Ant･io Ba rbe rin u m
s u o n er a s m u s c e ali uiu sNobilis Ro n.iadPe ru sia n at etqu a m adv e niat ad v rbe m .)
Deinde si mi1i S.C. De cr etu m e st
, qu od c u mE min e nt. m us et R,m u 島S･Ca rd.1is Do n
Anto niu sBa rbe riniu sin stitirit apud Populu m Ro m a n u m, et mittatu rNobilis aliquis
Rom a n u s adcivitate m pe rusia ad afictu m, ut dilig ntir a nim aduirtat, et abs e ru st, a c
piculetu rpro s o n a s, a cte s o m n e s s u aE min e ntia (p･79) 8u O r u mqia e Fa mi 1ia riu m,
a ntiqu a m ad v rbim adv e niat, Populu s Ro m an u s r e spo ndit n e c e ss a riu m, n o n e s s e
alique m tr a n smittir e, quia ta nta e st E min e ntia Su a Prudentia, et singula ris e rga
Ro m a n u mPopulu mbin cu ole ntia, ut s ufficie ntis sim a sit ad c o n s ule ndu m, et c a u e ndu m
huic Alm a eVrbi
,
ut o n ni pr o rs u s c o ntagio nis s u spicio n e exim atu r･ et Libr etu r,
etpropr o r e a s atis eiuq, qu od Emin e ntia Su a m o r at sit, et m oretu rtanto tim poris
spatioin e ade m ciuitate Pe ru sia lim oic o ntagl O nis s u splCion elibir a,上ta ut duplic ata m
fecsit, et abs or ua u e rit, qu arante n a m･ Acta m e n, si s u･ m u sD･N ･e xpl
･e S S･ m a ndabit, ut
predic esE min e ntiss.sui r equisitio, et Rititio Ex e c utio ni de m a ndetu r, Populu sRom ･S
ad abidie ndu m Pa r atis sim u s, ad hu ne effe ctu m elegit S.Fra ncisciu m dis Dr agho, qui
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o m nibu sRo:Populis u mptibu s co nde cintu rtr an smi ttatu r,
(ciu e sNo min ati)
De mu s mpr o r o m a n aCo uilitati, a s Siqu e nda n ominatifuir e,
Anto niu sGe rlin u sB riⅩie r./ Jo:Bapta de Pa storis Ta n u e n＋ ＋et, / Jo
:Stipha n u s eius
fr ate r, /Jo:Antoniu s Pagnln u SB irgo m e n/Jo:Fr a n cis cus, / Defindu s, et / Ca r olu s
Fr atr e sde v e c chis Birga m e n, / Fede ricu s s oletu s, / Fr an cis c u sCa stagn acciu sde Esio
M s./Andr e a sLonghu sde c a str ole on ciliclu sinq M io citis / Fr a n cis cus m aria Robettus
de Ba rba r a/ Ja e stu s M aria Rola ndu sde Spedia s a r z a n em dis cis /Andr e a sPia rdo n
G al1u s/ O tictro nym u s Tutiu s Alatrin u s a c eiu s do ctie nts / Egu e sJo
:Lau r e ntiu s
Ber nin u s/ Lu ca sAnto niu s/ Augu stin u s, et/ T ho m asfilijs cipio nisfabronide Anglorio
Ar etini orio ce n si, et /Scipl O, / Ho n o r atu s, et /Co smis filijd･ti Augu stini fabr o ni, /
Fr a n cisc u sPe rda de c a Tbio, Na rbic n ris cts,/ Fe r r a ntis de c a rolis Pa r m e n sis,
vin c e ntiu sM u ru sde Papa r u ris Co n s･r
Ja c obu sP hilo n a ndr oCon s.r
Vale rijde S.ta Cr u uCo n s･r
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史料3
◎1632年ポポロ ･ ロ マ
ー ノ によ るペ ス ト行列のための記念旗制作費支払い記録
1623･16 3 1Registr o di Mandati a fa v o redegliOffi21ali, et Artisti del Pop. Ro n .
Cred.V I.
Tom o30,ff.1 59r
- 16 1v･
[ArchivioCapitolin o, Ro m a:MS･ Cr ed･V I, Vol･30･] Foglio 41×28c m
p.30 9(foil1 59T･)
An n oDo mini 1 63 2
De n a ri spe sipe rla Pr o ce s sio ne fatta ministralia M ･r di S･P･ M ･ /pe rla pr e s e ru ot･r e
dellaCitta di Ro m a, e Stato Ec c.(1e sia stic)odal m alCo ntagios odell
'
a n n odel Sig.(n o)r e
1 632.
Molt
'
Ill.riN(o st)ri Sa c chettiDep.(o sito)ri della S.(a nti)七a di N.(o str o)S.(igno)repia ce ra
alle N .r oS.∫ Papa.
Al 1
'
Ill. mi Sig.ri Co nse r v.(ato)ri e Prio r e dell
'
A lma Citta di Ro m a s ul
'
Or oriceti?
Qu a r a nta m .ta s cd.da n n ope rli Robbo x e, e Voste, che de n a ripe r u s edella Pro ce s sio n e
da fa r si in ringratia 皿.(e n)to a N.ri Be n ede cto pe rla pr e se rv at.(io)n edelle Citta di
Ro m a
,
e Stati Eec.cidal MalContaggio sicir app.n edel sc udi s es s a nta pe rCia s chedu n
chepagati Dati Dei 2 2 Ma rtij16 32.
I - I - -240･
AIS･r A lreipri Vadr e･r Ra v a m atrie s u cdiCe nto m ･ta 8 Cdi da n n o aOu r odell
'
Ra v ami
dello Ste nda rdo che de v e s e rvi e per la Pr o ce s s. n e da fars ein ringr atia m･to a
S N･Ill･pe rla pr ese r v at･n e della Citta di Ro n a eStato Ecc･ o dal Male Ocntaggiio si
en eterr adiu s o apa rte cbe pagati Dati 血ei12 Ma rtij16 32･
- - - 100･ヽ
AIS･r Anto nii Buglie Co mpatni Ba nde r a ri sc udi Trenta m .ta s ckda n n o aCo nto delli
la vo ri che c os a nello ste nda rdo che sifa pe rla Pr o ce s s. n eda fa r si in ringr atia m ･to a
N･ri Be n edetto pe rla pr e s e rv at皿 e della Citta di Ro m a et Stato Ecc･o dal m al
Co ntaggiosiche pagati Datidie 1 5 Ma rtij1 6 32:
- - ･ 130･
All.S.ri Pietr oCorto n aPitto r e scdi Tre nta m.ta s cdi da n n o a c ont della Pittu ra che fa
nello ste nda rdo, che de v e s e rvi e n ella Pr oc e ss･n edafa rsiin ringr atia m.to aS･ N ･Ill･pe r
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1a pr e s e rv at･n edella Citta diRo m a, e Stato Ecc･ o dal m al Co ntag gio si che pagatiDati
die 1 5 Martij16 3 2.
-
･
- - - 30･
AlⅥp Ⅵ coⅥtiArgentie ri sc udi do主Ce nto m･ta scli dan n oaCo nto dellala mpada, cbe
fa pe rla Pr oc e ss･n eda ta r si in ringr atia m ･to aN ,riBe n edetto perla pr e s e rv at･n edi
Ro 皿a, e StatoEe c_ o dal m ale Co ntag gio siche pagati Datidie 1 5M a rtij16 32･
- - - 20
.
E tpinalscdi altris cdiDoiCe nto m･ta s clida nn o6 c o nto della mpada vi, che fa perla
proc es s. n edafa r si in ringr atia m.to aS. N.Ill.pe rla pr e s e r v at･n edella Citta diRo m ae
StatoEec.o dal m alContag gio siche pagati Dati die 19M a rtij1 632･
- - 20 01
A M.r eAndr e aPa rticellafe sta r olis cdi Ve nti m .ta s cli da n n oえ c o nto della Pa r a cu r a et
a c c mdat. n edella Porta della Chie s adiStra ccli?pe rla M es s aSole n n eda ca nta rsi
Me r c o redi pr e s s. m oin d.(ett)a Chie s ain ringr atia m ･to a N ･S･Ill･pe rla pr es e r v at･n e
della Cit且di Ro 皿 a, e Stato Ee c. o dal m ale Co ntaggl O S O Che pagati Datidie 2 2M a rtij
16 32. - I - ･2 0.
p .31 0(f.1 59v.)
Al s.r pietr oColangelifis c alediCa mpi･1a scudiCe nto m･ta qu alis eli da r elc riet sc udi
Ve ntipe r et otto, s c udi Ve nto e gia dellis e r･ is c udiv e nti in qu ali Angeli lo r o u n odaui
dois c udidelsa c.g e n, s c udiv e nto . Cinqu e alse s a nta s ei.res s eli da re pe rla v a et s olita,
chede v e u s a r epe rla Pr o c e s s.n eda fa r sirlngr atia 皿 e ntO aS･ N ･Ill･pe rla pr e s e rv at･ne
della Citta diRo ma, e Stato Ee c. o dal m ale Co ntagio s oSte nda rlriche sitrova fa n n ola
畠ud.a sv e na d＋＋＋1iCe nto m o.ta Che pagati da七idie 2 2 Ma rtij16 32.
- - - 10 0.
AlS･ri Lo uigiVadre Ra v a m ato r e s c udi Cinqu a nta m ･ta s elida r e aCo m･＋ dalRav a m o,
cheli n ello Ste nda rdo che de v e s e r vi e pe rla Pr o ce s s. ne fafa r s e ri ringr atia 皿 ･tO a
s.N .Ill.perla pre s e r v at･n edella Cittadi Ro m a eStato Ec c･o dal m alCo ntag gio s oche
p∈唱ati Dati die 19 Martij16 32.
- - So一
AI S.r eVici Arge ntier o sc udi doic e nto m.ta s elidar e6 conto delta la mpada, chefaper
la Pr oc e s s. n edata rsi ringr atia m.to aS. N .Ill.pe rla pe r s e rv at.n edella Cit七島di Ro 皿a e
Stato Eec.o dal m ale c o ntaggio soChe pagati Dati die 2 3 Ma rtij1 6 32.
- - ･ - - 20 0･
28 0
Al s.r LouigiVadr eRa v a m atore s c udiCinqu a nta m.ta s elidare a c o nto delRa v ami,
chefan ellistenda rdiche sifhpe rla Proce s.n edalo T Z. 0in ringr atia m e.to a S.N .Illpe r
lapr e se rv at･n edella CittadiRo m a eStatoEc c･ o dal m ale co ntaggio siChe pagatiDati
die 23Martij16 3 2.
- - 50.
Als.r VicoVitiArge ntier e s cx udidoi ce nto m.ta s eli da r e6 co nto della la mpada, che
es safa hafatto, et che si卓do n ata aS･pietr od al Po.(polo)Ro.(m a n o)in ringr atia m .to a
s. N.Ⅰ比perla pre se r v at.n edella Citta di Ro m a e stato Ecc. o dal m ale co ntagio s oCbe
pagati Dati die 2 8 Ma rtij16 321
I - I -2 0 0･
AlS.r Otta vio Bre n atti Drighie r e al s ole s c udi Ce nto otto et 90m .ta selida r epe r
昌r e zz o, e paga m e nto delib.3 05 diCe r abia nc a, che ha dato , e s e r vir eperla Cappella, e
Pr oce s s.n e, che si 占fattain ringr atia m.to aS. N .Ill,pe rla pr e s er v at.n edi Ro m aetstato
Eec.o dal m alc o ntag gio siChe pagati Datidie 28 Ma rtij16 32. -
-
-1 08. ､ 90.
AlS.r la c o m oCipz z o n e, e Co mpagni Me rc ati sc udi Nov ata et 5 7m .ta s eli da r epe r
pr e zz o, e paga m e nto de Robbediver s eda lui date, che s o n o s ervir eper Ste nda rdo, che
ri 占fatta in ringr atia m.to aS. N .∫ll.pe rla pr e se rv at.n edi Ro m a e stato Ee c.o dal m ale
Co ntaggio s o uni le v ate dio rdin edell lll. mi ss. ri Co n s erv,(ato)ri Che paga七i Datidie
28 m artij1 63 2. 一 - - ･ - -90. 5 7.
p .311(ど.16 0r.)
An n oDo mini 16 3 2.
AlS.tJa co mo Cipobbr e, e Co mpagni Me r ca ntisc udiotta nt
'
u n et 35m ･ta, che so n ope r
prez zi, e paga n.to de pl u, e div er s eRobba s e rvirepe rla ste nda rdo che s
'
占 fatto
◆ ヽ
r l ngr agia m.to aS. N .Ill.pe rla per s e rv at. n edella Cittadi Ro m a, e Stato Ecc･o dal m ale
Co ntaggio siin fa rsi alCo ntoda luidatie usi le v ata d
'
abr odo?d als a c co rdie d al 1
'
Ill. mi
Sig･riCo n s e rv. iche pagati Dati die 2 8 Ma rtij1 6 32･
- - -8 1･ 3 5･
A S.ri Ch ristofa n o Cu a m o e ri s c udi doi et Se ss a nta s cli da n n ope r pr e z z o
conparq･ti?della 4.s u a z z e et in a rge nta s e, etin do r ato che sia fatte pe r se rviti delta
Proc es s･ n efarsi in rin gr atia m e nto a S･N ･Ill･pe rla pr e s e rvat･n edella Cit ta di Ro m a, e
28 1
s tatoEe c.o dal m ale c o nta 紺io si, che pagato Datidie 2 8 Ma rtij1 632･
- - - -2
･ 70,
Al s.r Do m e nic oCo c chicopetto ri s cuditr e m .ta scli dan n ope rdiv e r s e s critu redalui
fatte perla Pr o c e ssion efattain ringr atia m ･to aS･ N ･Ill･pe rla pr e s e rv at･n edella Cita
diRo m a, e Strato Ee c.o dalm ale Co ntag g10 SichepagatiDatidie 2 8 Ma rtij16 32. - -
3.
AIS.r Fr a n c e s coBr an c aVale rijSeta r oli scudidoi c e nto v e ntis ei et 1 3m .ta qualiscli
da r eperpre z zi, e paga m ･to dell
'
or o, e B eta, che s c adatipe rilRa c c ami dellifr e sidel.
Ste nda rdo, che si 占fatta pe rla Pr o c e s s. n efatta, e la sciato in S･ta M a ria M ag gio rein
ringratia m ･to aS･N ･Ill.pe rla pr es e r v at･n edella Citta diRo m a e Stato Ecc･o daLl m ale
Co ntagio si rinfo r m ela Citta e rica vta delS.r lovig gi Vadir･ r a v a m ario n e? che pagati
Datidie 28M a rtij16 32. - - 2 26. 13.
A M .(a e st)r oBe rn ardo Corelie M u r ator edel Po.(polo)Ro.(m a n o)s cudis eiet 9 0m .ta si
li dan n ope r n ettatu r apo rtatu r a erie mpituri de Calsin a r ela Pr a 2;Z adelCa mpid.(ogli)o
co nfbr m elalista, e stim a d且ta da lu主e ric evta dall
'
SS.ri Be r nini s op p.o rite nde nte, e
Dom e nic oCa v elli Ar chi七etto del n ed.(e sim)o B. N .o che pagati Dati dei 2 8 Ma rtij1632.
- - - ･6. 9 0.
A M .ri Fla mi mio Alego rini Pitto r e s cudi s ei m .ta qualisilidar eperla perdita delli
Cobr.o , Ve r nic e, et altre Robbe da lui u＋z a re etpe r stu c c oMio nfo si che sido v e v afa re
pe rla Pr o ce s sio n efatta in ringr a七ia 皿.to 去.S.N .Ill.e pe rla pre s e r v at.n edela Cittadi
Ro m a, e Stato Ee c.o dal m ale Co ntag gio s o, che pagati Dati die 2 8 Ma rtij1 6 32. - - 6.
Al Capi.Balda s s a refo r e rin e s c udis ette et 9 6m ,ta quali sili da r epe rCo nva c ･z a e
riju rtat.r adidap pi, e sc aric at.r a, efatighefattedelliM o rtalettis c o n c etin elgrlr n e, Che
N .S.r efu in Ar a celi
,
e n elgrin e s egu e nti, ch
'
a ndi la Pro c e s s.n edaS.Pietr o, a S.ta M aria
Maggio re, pe r Tingr atia r eS.N.Ill.ch
'
hab biprese r vata la Citta di Ro ma da m ale
co ntag gio si ＋s c ati ce＋＋ri co nfo r m e alla Citta da lui data, che son pe r r e s si, e fin al
paga m e nticot.de v eha v e r e, che pagati Dati die 2 8m a rtij1 6 32. - - 7. 96.
p,3 12(∫.160v.)
AI S. rA Luigi Vadr eRa v a m at･r e s c udiCinqu a nt
'
un et50m ･ta, qu alis eli dan n oper ri
28 2
tier o, efin alpagam ･to di tutt
'1i Ra v ami, a la uri, che hafatto n elliSte nda rdo, che ha
s ervitope rla Pr o c e s sio n e, che si 占fattain ringr atia m･to a N･r oS･Illi･ 1a pr e se rv at･ n e
dellaCitta di Ro m a e stato Ecc10 dal m aleCo ntaggio s o rinbr o m o alc os e si dalui dato
r eviv o, e s ar ato dalliM .riStrr o ni, e Vin c e n z oScim od･ro scudiotta nta quatr or ecta nea
s cudido主ce ntoCinqu a nt
'
u n o et 50m ･ta
,
cbe m e n ad･ obo nis cudi血ice nto
,
cbeba ha v e
6a.o Co nte r e sta ha v e r ela d.a Su m m adis c udicinqu a nt
'
u n o e et 5 0m .ta u nie rialli
c o nto Chepagati Datidie 2 8m a rti]
'
16 3 2･ - - - 51･ 50･
Alpadrefr aL G iu s ep pe Sa c rista n edelta Chies a n o 8tr adi Ar a c eli s c udi doi m .ta s eli
dar ne al1i lipagh
'
alli 6. c a uhini, cheha nla u r ato doigrini in d･a Chies ape r $1a rgar e, e
rim ev er ea s e sto liba raliperla Cappela fatta in ringr atia m .to a S.N ･Ill.pe rla
pr es erv at･n edella Cittadi Ro m a e stato Ecc･o dal m ale co ntagio siChe pagati Datidie
28 Ma rtij16 3 2. - - 2.
Al1iSS.ri Anto nio, et H o r atio Be n etti Me r ca ntiCo mpagnis cudi Ce nto otto et 15m ･ta
s eli da n n eper pre z z o, e paga m･to dituttele Robbe, the ha dato pe rloSte nda rdo, che
si 占fatto pe rla Pro c e s s･ n efatto in ringr atia m e nto aS･N ･Ill･per la pre se rv at･n edella
citta diRo m a eStato Eec. o dal m aleCo ntagglO S Oufo rm e alc o nto dalo r odato ta r ato, e
r e spec ci? Da m ･c ele c＋abr o, diav udodal1
'
Ill･ mi S･riCo n s e r v･ iChe pagati Dati die 28
m artij16 32.
- - - 10 8. 1 5･
Als.ri Antomio Bughi, e Co mpagniba n che r a ris c uditr e ce nto otto et50m ･ta qu alis eli
da m eper r esto , etin tr e zipaga m･to, che selide ve n epe r uCattu r a, B eta, et o rofa･tta,
e m e s sir e spettir a m.te alliStendardo, che s
'
占fatto, e Pr oc e ssio n alm･(e n)te po rtato, e
la sciato alla Ba silic a di S.ta M a ria M agglO r ein ringr atia m･to a S･N ･Ill･pe r la
pre s er v at.n edella Citta di Ro m a, e stato Ec c･o dal m ale Conta紺ios o, chele v a s cn edi
ca va s cudi s es s a nta s et te, et1 69, et m e n ati bo n sc uditrenta pe r c oliu n
'
altr a m a ndato
adconto r ev ala a.(ett)a som m adis cuditr e ce nto o七to m .tain c o m c ornitadella Citta, e
co ntodalo r odatoC♭e pagati Datュdie 2 8 Ma rtij16 3 2･
- - 3 08･
AI S.ri PietroCo rto n a sc udiCe nto v e nti m .ta seli da m epe r u n o, etintier opaga m･to
della Pittu rafatta n elliSte nda rdoin ringtatia m ,to aS･N ･Ill･ pe rla pr es e r v at･n edella
Citta di Ro m a
,
e S tato Ecc･ o dal m ale Co ntag glO S OPr OC e S Sio n alm･te portato dalla
Ba silic a di S. Pietr ｡ alla Ba silic a di S.ta M aria M aggio redal Cler °, e Po ･(polo)
Ro.(m a no), ela statoin a.(ett)a Ba silicadi S.ta M aria M aggior eChe pagati Dati die 3 1
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Martij16 3 2. -
- - ･1 20･
p .3 1 3(f.16 1r.)
Als.r vico V iti Arge ntie re sc udi tre ce nto m ･ta se lida m ea co nto della la mpada
a
,
Argentodalui fatta, epr e s e ntata delPo･Ro ･n ella Ba silic adiS･pietr oin ringr atia m･to
a s.N .Ill･pe rla pr e s e r vat･n edi Ro m a e stato Ecc･o dal m ale Co ntag gio si Che pagati
Dati die 2 7 Aplij1 6 32･
-
- - 30 0･
AIM .riMichele Gn udiCap pella r e al Pellegrin o sc udi doi m ･ta s eli da m epe rpr e zz o, e
paga m ･to di 4Barrette alla Pr etin a, che ha dato alli 4M anda c arijdell
'
E min entis s･ m o
s.r ca rdi.1i Ⅵc.(a ri)o, cbe s o れorice r v e n ati et Ad
<
n a Spagnari di Cle ri n ella
pro c e ssio n efatta dalla Ba silic a diS. Pietr o alla Basilic a di S.ta M aria m ag g･r ein
ringr atia m ･to a S･N ･Ill･della pr e s e rv at･ n edella Cittadi Ro m a, e stato Ec c･ o dal m ale
Co ntaggiosiCbe pagati Dati die 9Aplij1 63 2･
- -2 ･
A M.riCorm Co rn a ri a To rdispe c chiscudi decidotto et3 3m ･ta s eli da m epe rpr e z zo, e
paga m･to diotta nta m o v eI)ecin edi la n ebia n c o, e s cuditr edis e m mla pe rli Mo rtaletti,
che ha dato , et占 stato distribuito aPo v eri 1a M atin a, che N ･Si･r efn in Ar a co eli, etche
1
,
E min e ntiss. mi ss.ri Ca rdi.1ite n n erCap pella in d･ a Chie s ain ringr atia m･to え
s. N .Ill.pe rla pre se rv atio n edella Cittadi Ro m a, e stato Ecc･o dalm ale c o ntagglO SO Che
pagati Datidie 1 8Aplij16 32･
- - 18･ 35･
A M.r Fr a n c e s coBa r s obm eCalegn am e s c udisetta nta
'
otto et 4 0m ･ta s elipaga n oper
diversi la v ori, e spe s e fatte pe r la Cap pella ten uta dal Sa c10 Colle紺10
dell,E min e ntis s.SS.riCa rd.1i in Ar a c eli e ven uta di N.Si.ri in detta lu ogo n ei
ringr atia m･to aS･ N ･I11･pe rla pr e se rv at･n edella Cita di Ro m a･ e stato Ecc･o dal m a
le
Co ntaggio s oChe pagati Datidie 1 8 Aplij1 63 2･
- - - ‾ 78- 40･
Ad Andr e aPa rtic ella fe sta r olo s c udi Ve nticinqu a nta m ･ta s elidan o6 co nto della
acc o m m odat. z adella Po rta, e C hie s adi Ar a c eliperla Cap pellafatta in d･ a Chie sain
24 Ma r z opa s s.(a)tain ringr atia m.to aS･N ･Ill･pe rla pr e s e r v at･n edellaCittadiRo m a, e
stato Ee c.o dal m aleCo nta 紺 10 SiChe pagati I)atidie 7 Aplij1 6 32･
- - ‾ 25･
A M . r Do m e nico Co r n a r oa P.A ･Capi s c udidicidotto m ･ta s elida m epe rpr ez zi, et
paga m･to diDe cin e otta nt
,
otto diPan ebr a n zi, che ha dato, e che 占 stato distribuito a
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pov e ri la m attin a, che N ･S･ r efain Ar a c eli e che l
'Emin entiss･ mi S S･ri Ca rd･1ite n e ri
cap pella in d･ a Chie s ain ringta ria m･to a S･N ･Ill･pe rla pr e s e rv at･n edella Citta di
Ro m a, e Stato Ec c.o d alm ale Co ntaggio s oChepagati Dati die 29 Aplij16 32･
- - - ･18･
p.314(f･1 61v･)
A M.r Gio:Ma n adel Ne ri alla Pia2;Z adiS･ M a r co sc udide ciotto 孤.ta s eli da m epe r
pre zi, e paga m entO di otta nt
'
otto De cin e di Pa n ebr a ni che ha dato, e七 島 stato
distri buitoaPo v e rila m attin a, che N .S .r efa in Ar a c eli, et chel
'
E min e ntis s･ mi SS.ri
ca rd.1i in a. a Chie s av e n n e rCap pella in ringr a七ia m.七o a S.N.Il.pe rla pr e se rv at.n e
della Cit七島di Ro ma, e stato Eec.o d al皿 ale Co ntaggio siChe pagati DaLtidie 2 9Aplij
1 632. - I - ･18.
Al s.r vic oViti Arge ntie r e s cudisei c ento v ent
'
ot to m ･ta, qu alis eli da m epe r salr o
intie ro, e te r z odifin al paga m･to dellis cudi mi lle s ette c e nto v e nti otto, d･a rne per
pre z z o, e v oluta dellala mpadada e s s ofat ta, edalli Ardo co? Po z zoidin ata alla Ba silic a
diS.Pietr ope rl
'
Alta r eM ag gio r ede11
'S･ri Apo stoli Pietr o ePa olo u nic uta diMo n s･ r
R. m o Bo v ci Ca n.nic ° e sac ris s u stro M ags.r e di a.a Ba silic a s otto il di 2 8Guig･r o
pr os s･ m oper pr e z z oilm ed･Se r･r ein ringr atia m･to aS･ N ･Ill･ pe rla pr es e r v at･n edella
citta di Ro m a, e stato Ee c.o dal m ale Co ntaggio s o, che m e n atiboni lis cudi M ille e
ce nto hav uti d
'
altri Ma ndatia d.o Co nto da che Vic odato, et ta n ato, et s cudi die c e nto
v e nti qu attr o, et al1a d･a S o m m ade de n a ri M ille sette c e nto venti otto ri do v e r e sta
hav er ela d.a s o m m adiscudi s eic e nto v e nti otto m.ta u pi liquidato dalS.r Gio:Pe n se
uqutis s o? Della 8 a nta, eta Sui Dap･tis ottod-eli 3 delpre se nte m e se com ein e ss oCo nto,
che T este r appr e s s odelun 告e r.r e s ud_.(deもt)o C he paga七iDatidie 5 Julij16 3 2･
- ‾ - - -6 28･
A d Andr e aPa rticella festa r olo scudei s ette di m .ta s eli da r e et ha v e r etir ato
l
'
M ortaletti 4.v olte n ella Pia z z adiCa mpid･o , et ha v ev a spa r atoli Arigliani et ha v e r e
poltele statu e, efigu r e n elu n aPala z z odiCampidorio ethavere spolv e r ati, et atta c cati
tu oi r Pa s ati n el d.. Pala 2:Z O C e altr eile s s o s e rvito qu andol
'
Ec c. mi P rin cIPI S ud･o v e n ne
in Ca mpid.o u nfor m e alla Citta dalui data re s cista e s orto se ntta daln ostr oS･rfis c ale
C he pagatiDatidie 1 7febrij16 32_
- - - 7･
A M･r Batista Va v ellis c a rpellin o, s c udiNo v a nta et 63･ m ･ta, qu alis elidan n oa Co nto
dell
'
In scritio n e e m e m oria della Pr efettu r adie s s oEcc･ m oSIT posta n ella 島ala delli
Stude ru z a neュCa mp.1io Che pagati Dati die 3 Aplij16 32･
- - - -9 0･ 6 3･
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p.3 1 5(f.16 2r.)
A M.r Andr e aPa rticellafe star olo s cudi Ve nt
'
otto et6 0m ･ta s eli da n n ope r r e sto saldi,
e fin alpaga n .to dellis c udis e s s a nta tr e et 60m ･ta, che in porta la stim a, che re cta
ap pr ess odelln o str o s e rv･r epe ril Parati diC bie s e＋ Po rta di Ar a c eli, qu a ndo N･S･r ee
l'E min e ntis s. miSS.riCa rd.1ifurn oin d. a Chie s afin di Ma r z opr o 告s. m o a ringratiare
S. N .In.Cbe babもipres e r v at la Cit ta diRo m 乱dal m ale Co ntaggio si, e stato Ecc.o cbe
m e n atobonisu cdiqu a r a nta cinqu eha v e siadCo nto re sta ha v e r edelis cudi Ve nt
'
ottoet
60 m .ta u ndi a s o rdi liquidari a a. a So m m ade n ari del Antonio fe r r ofe star olo
u m u n m.te eletta rr m e. a tu? D.to c onto Che pagati Datidie 1 Ottobrij16 32. - - ･28.
60.
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oratione della miracolosa im agin ediS･M aria in portico diRom a, dadir sIPe rimpetrar gratia da
Dio, che ci liber a dalla peste e da ogn
'
altra tribulation e, Ro ma , Fra n c･Ca val i, 1 656･ In
8
｡(2 2.5Ⅹ1 6)1foglio v ola nte c o nfig-1re･ 【Bibliotec aVallic el ia na, Rom a:S.Bo rr.Ⅰ. Ⅵ .1 9
･int A.]
IM AGO B. MARIAE I N POR TICV.
or ation edella mir a c ol s alm agin edi S. M A R IA I N POR TI C O / diROM A, da
dir 8ipe rim petr a rgr atia da D io, che ci hbeli daua Peste, e da ogn
'altr a七ribulatio n e･
Qtl e Sta de v ota, & antic a Or atio ne si c a nta 8 01en n e mente nell
'
aprirsi, e ser rar si la
sopr adetta sa cralm agl n e,1a qu ale appa r v epo rtata da dlliSer a丘ni in c as adiS･ Galla Pat ri tia
Ro m an a, es s e ndo Ro ma tr a v agliata da u na c rudelis sim aPe ste alli 17･di Luglio, nelqll al disi
celebra la festa della su a Ap pa ritio ne. E ric e v uta in proprie mani da S･Gio ･prim o Papa, e
Ma rtire , daluipo rtata in pr ocessio n e estin sela Peste,1iber a ndon ein qllelgiQr nOtutta la Citta
:
si com ela libe r6 anco r a n e
'
tem pi di S･Gregorio M agno, di C alisto III･ e diA dria n oVI･Som mi
po nte丘ci, e s Sendo da
'
m ede simipo rtata proc e siona lmente ･ E la fe1ic e m e m oriadi Papa Vrbano
ⅥⅠⅠ.n ell'im min e nte pe ricolo della peste il16 3 0･e 3 11deptlt6 1a Chies adiS･Maria in Po rtico per
implo rarvi ildivin o aiuto, e Ro ma resta a fatto pr e s e r v ata da ogniinfettio n e･
An n a. Tu glo riale rus ale m , Tu la etitia lsra el, Tu hon oriacentia Populin o stria be ata V irgo
M a ria .
v. Ex alc ata estsa ncta Deigenitrix . R･ StlPe rC ho rosAngelor u m adc a elestia r egn a･
OR EMV S.
om nipote n s s e mpite r n eDe u s, qui lege m M oysi digto tu oin tabulis lapideis
scripta m dedisti, & s e rpe nte m ae n e u min Er e m o e x alta rife cisti: c on c ed qu a e s u m u s,
vtha n c s a cratissim a m Ge nitricis filijtui lmagin em digito tu ofo r m at m , &in ho eloc o
per s a n cto s Angelo s tu o s mir abilite r exaltata m dev ot占v e n erm u r, c uiu sintuitu a
m ortifer a a ntiqui s e rpe ntis pe ste, & a quibu s cu nqu e alijs c orpo r alibu sla e sio nibu s
libere m ur. Per e u nde m Domin u m n o str u m, &c .
GIE SV e MA RIA vi do n oilCu o re, el
'Anim a mia ･
In Ro ma, Ap pr es s oFr a n c e s co Ca v alli 16 56･ Co nlic e n z ade
'
Supe riori･
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De vlOtloD e )
･
D fo z:m B dl
･
Sup pll
'
c a alla S S･ m a Verg7n e Rl
'
ce n
.
ta n ella m1
'
m c olo sa Zm mag7De d1
-
s. Ma zT
･
& 1
･
B Porb
'
co )
･
D CB mP1
'
tell}
-
(atta da u na Serf,a d]
'
D lo E elg=
'
o r DO della s ue Fe sta per
otteD ere C e rta gTada spl
･
Tltu ale
,
che l
'
n efTetto con segul, Ro m a, Tin a ssi, 1 6 8 3･ Co nlicen z ade
'
superio ri. In 2 4
o(12,5Ⅹ8)1 6p p･
[Bibli.te ca Vallic euia n a, Ro m a:S .Bo rr.I.Ill.3 9
-int.2･]
(p.1-Fr onte spezio)
D E VOTI O NE /In fo r m adiSup plic a/ A L L A/S S.M A VE R GINE / Riv e rita n ella
mir a c olos a/Im m agin e/D I /S･ MA R IA I N POR TI CO/I N CA M PIT E L LI /Fatta da t m a
se rva di D io neュ g10rnO della s tla Festa pe r otten ere c e rta gratia spi ritn ale, che in effetto
ヽ
C O n S eg111･
I N R O M A, PerilTin a s si, 16 8 3.
Co n1)
'
c en z ade
'Supez7
'
on
-
.
(p.2)
(p.3.) saluteretela San b
'
ssjm a Ve rgl
'
n e D OStTa S]
'
gn o - co nla m a8 glo z
･ ”
-
v eT e n Za
,
& a(fetto
delcuoy e, cLe vo1
･
potT ete, 1
･
B l]
'
e spz7 men dole vlO StTe)
'
sta D Z eCO D Og22 l
'
hu m 1
'
ta l
'
d1
'
z
･ete･
Se r e nis sim alm peratricedel Cielo･
se io gu arda ssi al 1i miei m oltide meriti, m ai ha verei a rdito sup plic a re
un a tanto gr a n
sign o ra; m as6che Voisete tutta be nign a, clem e nte, e pia･ e che s etela M adr edella mis e ric ordia,
1
,
Avv oc ata de Pec c atori, il Refugio de Tribolati la Con s olation edegl
'A fnuti, ela Ge nitric ediqu el
sign o re che pe rnoi m o rendo sopr a un aCr o ce ci ric omprb alla vita eter n a;pe r6 hbpr e
s o a nim odi
ricorr e re alla (p.4.)v ostr a pietえ, pregando v operle viscer edella vo stra mise ricordia, e peril
pretio sissim oSa ngu e, che il v o str o diletto Figlio spars e per m e, e per tutti pe c c ato
ri
,
che
vogliate m ov e r v laPieta di m e, elibe ra rmi da quei trav agli, pas sio ni, ete ntationi, che p
e rta nto● ヽ
tempo micrucia no, e mito rm e nta n o･ VergineSantissim a, e gr a nM adre diI)io n o ngu ardate a
lla
miaindegnita, siate mi Madr ebe nign a Mon str atee ss eMatT e m
:Fate cheio pos sadir e,1a Regin a
del Cielo mi h a fatta la gratia ･ Voi n o nle n egate mai ad alcu no, che a v oi ric or ra･ Volete chei
o
dica, che ふ m e1
,ha v ete negata ? No n sia m ai v e r o; m a spe ro che m ela co n c ederete ･ E s eio
n e
so h oin degn a, e n o nh6 fede え ba sta n z a, Voi s up plite per me a tutto qu ello che mi m a n c
a ･ II
vostrodolceFigliolo, n o n vin ega gr atia alc u n a, chelido m a ndate, a n zihえ(p･5 ･)po sto ilTe s or oin
m a n o v o str a, che io dispe nsiate A ch i vipl a C e, e Seil mio Sign o r efo s s e sdegn ato c o n me per
le
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皿 01te offe se, cheli hb fatte, e glO r n alme nte li fa;Voi rico rdatelilefatiche, che hav ete sosten ute
perlui, e l
'
am or e cdon chel
'
allatta ste , e l
'
alle v a ste , che subito siplachera･ A du nqu e Ve rgin e
santis sim a passate mila s upplica s e v lpla c e; il ba nco sta sem pre ape rto, e se mpr e占 festa per
v oi;pagate mi 1a festa
: M1
'
sep e r em e 1
'
M aria; Voivedete, che mi po rto taLntO m ale in qu este mie
as sitioni, e tr a v agli, che cifa de pec cati, de qu ali tutti miac cu so, e n edo m a ndo miseric o rdiaL, e
perqtl eStO n
O nliv o r r ei;che seio mi cipo rtas sibene ･ e pl a CeSSiえ voi･ & alvostr odolcis sim o
Figliolo,direin o n m elile v ate, a nco rche repugn as seilm io s e n s o, ela mia debolez za lirecu sass e･
Impetratemici6chehu mi lmente dom ando,
'
date mi(p･6･)per sever a n za nelbe ne, r ettaintention e
n ell
'
ope r are･
'
pu ri七えdi co s cien za, a m o rgrande ver s oid dio, e verso Voi Santis sim a M adre･ E
pr ofonda menteinchin ata alli Vo striSantissim lPiedi, r e stope r sem pre･
Vo stra indegn l S Sim aSer v a, e Schia v a.
N . N.
OTatlon e all
'
Zm ag7De m )
'
r ac olo sa dl Sa Dta Ma n
'
a 1
'
D Po rtic o1
'
D CTa mp)
-
tell1
'
.
AntifoD a.
Tu gloria Hie r u s alem; Tu laetitia ls ra el; Tu ho 且 O ri丘ce ntia Populi nost ri aBeata V irgo
Ma ria .
Ⅴ. Ex altata estSa n cta DeiGe nitriⅩ .
R. Super C ho ros Angelo n l mad Ca ele stia Regn a.
(p.7.) oTICm u S.
Om nipote n s s e mplte r ne I)e u s; quilege m M oysi digito ttl Oin Tabulis lapideis s cripta皿
dedisti, & Serpe nte m e neu m in Er e mo e x altari fecisti: c o n c ed qu aes u m u s, vt han c
Sa cr atissim am Ge nitricis 且1ijtuilm agin e m digito tu o fo rm atam , & in ho elo co pe r sa n ctos
Angelo s tuos mir abilite r e x altata m , dev ot占 v en ere m u r, c uiu s intuitu え m o rtife r a antiqui
serpe ntis pe ste, & aquibu scu m qu e alijs co rpo ralibu s la esionibus libe r e m u r･ Pe r e u nde m
Do min u m nostr u mIes u mC hristu m &c.
LB m ede sl
'
m a OTatjo D e 1
'
n 吻 r eper co mod7
'
tA
,
& }
'
Dtell
'
geB Z adelle per soDe l
'
dl
l
ote
･
Antiph. Voila glo ria siete di Ger u s ale m m e; Void
'
Isdr a elela gioia; Voi(p･8･)delPopolo
n o strol'hon o r e v ole z z a,6 Be ata Vergln eM aria ･
V. Esaltata さdi D io la Sa nta Ge nitrice.
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R. Sovr aiChori degl
'
Angelia i Cele stiRega l.
Ov atI
'
o De.
Dio o nnipote nte, e s em pite r no, che de ste a Mois主1aleg ge, scritta col dito v o stroin tav oledi
pietr a, efa ce ste e saltare n eュdes e rtoil Serpe nte fatto di bron z o; concedete cipe rgratia , dipote r
dev otam ente v e ne rar e, qu esta Santis sim a lm agin e della M adr e del Figlio v ostro,
mir acolosam e n七efo r m ata , & esaltata in qtle StOlnogo pe r mez z odiSantiAngeli Vo stri;acci6 che
ri mirandoin lei, r e stiam odalla peste m o rtife ra dell
'
a ntic o serpernte, e da tuttigl
'
altri m alidi
corpolibe rati:perl
'
istesso Sign or No str o(p･9･)Gie s血 Christo Figlio vostro , che con voi, e c o nlo
Spirito Santo vive, e r egn a neiSe c olide Sec oli･ Am e n･
Gie s血, e M aria vido n oilc uor e, el
'Anim a mia ･
La sudetta Or atio n e, a ntichis sin a e de vota da te mpoim m e m o r abile co mposta, e r ecitata, si
canta sole n n e 皿ente n e11
'
apr lr Si皿 e S e r r a r Sidella Sa c ra I皿 agin ediM aria Ve rgine, n o nda m a n o
dill l柑 m O m O rtalela v o r at , m a mir a c olo s a mentejor mata d
'
o r opt1rissim oin ta v ola di zaffirodi
gr ande z z api血 che d
'
un pa lmo 岳 con pretio s ointa r sio di Sm e r aldi, Am eristij, & Onichini
ric c a m e nte ado rn at : Che pera la Sa ntissim a Vergln ein detta Sacralm agl ne V e ner ata, Sin e
te mpl andati, c om e n epr e s e ntisi昌 m ostr ata , e si m ostr a s e mpr e benigna in fa re, e co n c eder e
singola rissim e gr atie, tanto ptlbliche c o me priv ate, si spiritu ali, (p･1 0･) co m e te mpo rali a
chiun qu ea lei ric o r re c o npu r o afEetto, e con r etta intentio n e; Onde per da r e u na se mplice, e
brev e n otitia disiprodigio s almagine, e rin o varla m e moria n esu oide v otipe rilm olto, che nella
su a antica e m ode r n aⅡistoria sta mpata in Ro m a si tra七ta･ I)ev e s aper si c o m eqll eSta
sa cratis sim a lm agl ne Sin o li 1 7･di L一噌1io dell
'
a n n odi n o str a saLlute 5 24･ap pa r v ein Ro 皿 a
n ell,a ntic oln ogo, e pala z z odi S･ G al 1a Patritia posto n el Po rtic o d
'Ottavia pr e s s oal Te atro di
Ma r cello, s ede ndo n et Tr o no Apostolic o S･Gio ･prin o diqu esto n o me･ glorios o Po nte丘c e, e
M artire;Im pe r a ndo nell
'
0 rie nte Gitl Stinoilv ecchio, e r egn ando in ltalia da s eingiu sta me nte
op pr e sa Te odoricoRらdi Goti Her eticoArria n o･ La c agl O ne disidegn a com par s a, e fav o
r delta
ve rgin e fa, che tr o vandosila Citta di Ro ma, e tutta l
'
Italia, (p･1 1･) dalla pe stilen za, e dale
tirannie di Te odorico grande me nte tr a vagliata, & afnitta; 1a bu o n aServ a di Dio S･ Galla
de v otissim a di Nostra Signo ra , pe rliber a rla su a Patria, e tutto il Popolo C hristia no da tali
c ala mita, e miserie, contin ua m ente c on fer ventiOr atio ni, e c o n ope r edir a ra pieta s tlP Plic a ndo
la Ve rgin e Santissim a, che si c o mpia ces s einte rcedere ap pr e s oilsu o dilettis sim o Figlio･
'
Ela
che 占1a M adr edelle misericordie, e l
'
abbis s odi tutte le gratie, 1ic o n c e s s equ antolido manda v a
pe rilpublic oben e, & a nche delta s u 且 m ed sim a E 軸 ie,1
'ho n o rb
,
e din n ricchis sim odo n ov olle
pre mia rla;pe roche u nguo rn o tra gl
,
altri ne qu ali la de v ota M atr o n asole v aper a mor di Ma ria
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ve rglnedar dapra n zoa dodicipo v e relliservendolialla pr opriatavola in qu esta attion esis a nta ,
(e faalli17･di Lugio dell
'
an no s uddetto ) c o mparve n e上 m ede simo (p･1 2･)lu ogo u nin solito
sple ndore , che pi血 chia rLOdel Sole, 鮎 so, & im mobile per seve rando nell
'
aria, ben c o mpre se e s se r
co safu o rdell
'hu m a no, qu ello che co nta nta s ua m a ra viglia v ede v a;n o ndistingu e ndo perb cosa
alcu n ain quelgran r ag gio dilu ce, ne pen etra ndoi divinis ecr eti;Com eI)onna pn ldente , che ella
era, & accreditata pe rla 包ua virt 血 in ttlttala Corte Ro m ana, si tr a sferi d al S･Ponte丘ce Gio･e
r acconta ndoli qu a nto impr o vis a mente gl
'
e ra s ucce ss o;Inspirato egli daI)io, e pr esta ndo fede
al1e parole dileiv oile in pe r sona co ntuttiiCa rdin ali, Ve s covi, Clero , e Popolo Rom a no v enire al
h1 0gO de stin ato, & e ntr ato nella sta n z adel P alz zo di S･G al1a, ap pen a v eduto il mir a colos o
splendo r e, che rie 皿Pito dic ele ste m a r aviglia prosteso ater ra, co n gl
'
o c chi riv oltial Cielo, e c o n
lebr a cia diste8 eS COPe r S ein qu ellola miracolosa lm agine(p.13 .)diN .Sign or a soste n uta da dlle
sera丘nin ell
'
a ria , onde da fer vor o sa Or ation ein丘am m ato s up plic andolddio che m a nife stass ele
s u egratie s opr al
'
affetta ge nte di Ro m a sisa che dice s s e･ 0 Sa ntis s･M adre diDio degn atevi
di co n c ede rmita nta gr atia, cheio po ssa n elle mie m a niric e v e r ela v ostr aIm agin e, e cia detto i
se r a丘ni c ala ndo a･po co apoco v e r so di lei n ele stl e m a ni riv e r e ntem entela c olloc aro n o, & egli
c on m olte lagrim edide v otio n e, & allegr e z z a ric e vendola, v olta ndo si al Popolo l
'
aLIz6 avista di
ttltti a c ci6 1
'
ador as se r o eringr atia s ser o qu el a che c om e Anco c eleste ap pa riva in Ro m a per
ap po rta rsalute u niv e rsalein u ndil-1 Vio di m ali; fAcosa prodigios ache n el 皿 edesim o te mpo , ehe
il S.Ponte&c e hebbe n elle m ani cosi fatto Te sor o, e be n edic e ndo c o nesBO il Popolo s ubito si
udir o n oinsie皿 e S n O n a r eda pe r s e m ed s血 e もutte le (p.14.) ca mpa n edi Ro m a, & in sifatta
c o m m otion e diallegr e z z ac e sb inco ntin ente la pe stilen z a, & ogn l m ale, che si pativa ･ Il
m ede sim o S.Ponte丘ce co n verti poi il Pala 2:ZO di S.Galla in public a Chiesa , e fa chia m ato
v olga r m e nte la Ch ie s adiS.M aria in Po rtic oper la de n omin atio n edelPortico vicin odi Otta via
c o me si 昌detto . E se mpr e stata s u s s egu e nte m e nte detta S.Im agin e v en erata , e riv erita di tem po
in te mpo da Ron .Po nte丘ci, spe cialm e nte n elle m aggiori c ala mi tえ, e mis e rie che c o stringes s e r o
Rom a, e tutto il Popolo a ricor r e r eagl
'
aiutiCele sti･ Cosi えte mpi di S･Gr egorio ilM agn o,
' di
CalistoIII･diAdo ria n oⅥ .fu po rtata in s olen n epr oc es sio n ein o e ca8io n edipe ste, e c es s6 afFatto,
com e si nar ra ne m a n u 8 C ritt,i del Vatic a n o. Anche net1 5 18.n el Pontif.diLe o n eX. e n el 1 5 3 7.e
1543.a te mpo di Pa olo III.pe rim petr a re dal Sign o re lddio l
'
u nio n e(p･15･) 占 c o n co rdia trえ
P1･e n cipiChristia ni c o ntr oi TllrChi,
' dettiPo nte丘ci fur o no river e ntia detta S lm agin eら v ols e ro
pro c e s sion almente im plo r a re il di lei effic a cis s･aiuto ･ Ultim a m e nte po l n ete mpi n o strila
fe1･ m e.di Vrb.VII.占1a Sa nt.diAle ss.ⅤⅠⅠ.quello n el163 0･in o c c a sio ne dic o ntagio per tutta ltalia
deput61
'
a ntic aC hie sa diS.M a ria in Portic o c o n c e rta devotion e alla Ve rg.e Ro m a r e stbaffatto
pres e rvata; E qu e stin ell
'
vltim a a皿itio n edi pestile n z a, che ci tr a v agli6 il 1 6 5 6･ e 1 6 5 7･con
public o v oto de S S.Se nato r e, e Co n s e r Ⅵdell
'In clito Popolo Ro m ･e pe rle m olte gr atie mir acolo s e
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che udiriferirsiin detto te mpo oper ate dalla S S･Verg･e su a Sa c･Im ag･volle l
'
an n o ap pr ess oil
1 658.trasfe risi con solenn e proces sio n e ditutti i Card･e Cle ro Ro m･in detta C hiesa, e
co mpr oba ndo il voto, e la gratia ric e vuta dalla Cele ste Regin a, p
laCque a publico ho nor e, e
m aggio r v eneratio n edidetta S.Im agine (p･16･)erige r eu n n uovo Te mpio piも a mplo e
m agni5co
n ellu ogo e Rio ne di Ca mpitellidove getta ndo Su aSa ntita la prim a pietra･
ridotto poi in buona
for皿 a OrdinbsirlPO neS Sela m ed･S･ lmagl ne co凪 e hog gl Sivede c ollocata, e
n obilitata v ole ndo che
detto n uobo Tem pio s
'
intitola ss edi S. Ma ria in Po rtico in Ca mpitelli,
'
Quivi pr ese nte m e nte
a c cr esce ndo sila de votio n eve r s ola gr a n Madr e di I)io benign a Pr otetrice nostr a es s e ndo gl a
■ ヽ
115 9.a nni che ella 昌 ap pars ain Ro m ain si miracolosa lm aglne; sIPr ega Ognifedele, e de voto
dela Vergl n e ad hon o ra rla, e riv erirla pe rlm petr a re da Leiognig
r atia spi ritu ale, e te mpo rale,
s e c o ndoil beneplacito della divin abo nta, e perlo public oben e, e stirpation edel
l
'
er esie, union e
dePren cipiChristiani, & augu mentodella Sa nta Ro m a n aChiesa ･ E c o s
isia &c ･
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1. カル口 一 ライナルディ ､ A ｢テヴェ レ河警備図+､ 1630年頃､ 素描 B ｢サン ･ ジャ コモ ･ デッ
リ ･ インクラ ー ビリ施療院の貧しい女性達のための部屋平面図+､ 1630年頃､ 素描(Nu ssdorfer,
Laurie, a
'
TdcpoEb
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csibthe Rom e of U27ba z21乍花 P rin ceton, P rinceton U P., 199 2, pp.152
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3
,
Fig.ll,12.)
2. グイ ー ド ･ レ ー ニ , ｢ルシフ ア ー を打ち倒す大天使聖ミカエル+､ 1635年､ 画布､ 油彩､ 293×
202c m､ 口
- マ , サンタ ｡ マリア ･ デッラ ･ コ ンテ ェ ツイオ ー ネ聖堂､ 右第 - 礼拝堂(GLU
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doRe m
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157:5-1 642, c atalogodella m os七ra, Bologn a, Nu ov aAlfa E dito re, 1988, Cat.63.)
3. インノチ ェ ンティ礼拝堂の画家､ r天使に戴冠される聖セバスティ アヌス+､ 1430-40年代頃､
フレス コ ､ トレヴィ - ゾ､ サンタゴステイノ聖堂､ インノチ ェ ンティ礼拝堂 (ム穿 PlttzD 7a E el
tr6T etO. nqU atbvcenio,2v ols., M 且an o, Electa, 19 89,Ⅰ, pl.13 7.)
4. グエルチ - ノ､ ｢聖女イ レ ー ネに癒される聖セバスティアヌス+､ 1619年､ 画布､ 油彩､ 179×
225c m､ ボロ ー ニ ヤ､ ピナコテ - 力 ･ ナツイオナ ー レ (Sto n e, Davi d M., Gu e‡血 o. Ca uogu
a lmPleio, Firen ze, C antini, 1991, Cat.51.)
5. 古代ロ ー マ メダル､ 2世紀 (Solw ay,Su s an,
”
A Nu mis m a也c so ur ce of the Mador n a of Merqf
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in:AziBtLHet血 v ol.67, n o.3, s ept.1985, p p.359-36 8, Figs.3b, 4,6ab, Tab,8ab”)
6. テ ィツィア ー ノ､ ｢聖口クス とその生涯+､ 1523年頃(?). - 枚彫リオシログラフ ､ 56.4×40.4cm ､
ロ ンドン､ ブリティ ッ シ ュ ･ ライブラリ ー 任n v.1866･4-14-140))(l包コe B
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a elapes晦 134 g 77P買
catalogodena m ostra,Ven e zia, Ma rsiho, 19 79-80,Cat.a14.)
7. 力ル口 ･ サラチ ェ ー ニ ､ ｢ ペス ト患者に聖体拝韻を施す聖カル口 ･ ボッ ロメ ー オ+､ 1618-19年
頃､ 画布､ 油彩､ チ ェ ゼ ー ナ (フ ォルリ近郊)､ キエ ー ザ ･ デイ ･ セルヴィ (血 plttu miz213h Ha.
nSkiceDb,2v ols., M 丑an o, Electa, 1988,Ⅰ, pl.351.)
8. チ ェ - ザレ ･ ネッ ビア､ ｢聖カル口 ･ ボッ ロメ ー オの聖打行列+､ 1603-4 年の間に記録､ フ レス
コ ､ パ ヴィア､ コ ツ レ - ジ ∃ ･ ボッ ロメ ー オ 払 plttuz:alom bwda der 600, a c u r adi Marc oBo n a
Castellotti, M ila n o, Lengan esi&c. , 198 5,Cat.385.)
9. ピエ トロ ･ダ･ コ ルト - ナ､ ｢ ペスト終票のために聖打を行列する聖力ル口 ･ボッ ロメ - オ+､ 16 67
年完成､ 画布､ 油彩､ 500×330c m, ロ ー マ ､ サン ･ 力ル口 ･ アイ ･ 力ティナ ー リ聖堂､ 主祭
壇
10. ランプ ー ル兄弟およびコ ロ ンブ､ ｢大教皇グレゴリウスの行列+(『ベリ ー 公のいとも豪華
なる時祷書』 よリ)､ 14 16年以前および 1480年代､ 写本装飾､ 2 9×21c m(1 貢)､ フランス､
シャンティイ､ コ ンデ美術館 (『世界美術大全集 第10巻ゴシック2』､ 佐々 木英也､ 富永良子
責任編集､ 小学館､ 19 94年､ 30 3貢､ 図150.)
1 l. チ ェ - ザレ ･ アレ卜ウ ー シ､ G ･ B ･ フ ィオリ ー ニ ｢教皇大グレゴリウスの奇跡の行列+､
1580年､ 画布､ 油彩､ ボロ ー ニ ヤ ､ サンタ ･ マリア ･ デル ･ バラ ツ力ノ聖堂(R
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&0 0, a c ur adi V.F.Pietr anto nio, Bologn a, Gr afis, 1986,II,p.715.)
1 2. ヤコポ ･ ツ ツキ､ ｢教皇大グレゴリウスの行列+, 168×128c m､ ムゼイ ･ ヴァテイカ - ニ
仕n v.374.)
1 3. セバスティア ー ノ ･ テ ー マ ､ ｢教皇大グレゴリウスの行列+､ 1630年代､ 画布､ 油彩､ 100
×200c m､ チザ ー ノ ･ ベルガマス コ ､ サン･グレゴリオ聖堂(LaplttL mlo mbu da der 600, a c u r a
diM ar coBon aCa stellotti, M nan o,Ij)ngan eSi&c. ,1985, Cat.170.)
14. アンジ ェ 口 ･ ソリメ ー ナ(1629-1716)｢ ロ ー マ の ペスト+､ 1698年､ 画布に油彩､ サルノ､
ドゥオ ー モ (血 B
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ttuzla n aPOleta D adel
E
600, a c ur adi NicolaSpinosa, M 丑an o,LD nga n e Si &c･ ,
1984, Cat.739.)
15. アントニ アツ ツオ ･ ロマ ー ノ派､ ｢1476 年ロ ー マ のペス トのための神の怒りを宥める行
列+､ 14 76年以降､ フレス コ ､ ロ ー マ ､ サン ･ ピエトロ ･ イン ･ ヴイ ンコ リ聖堂左入り口横左
壁 (2000年3月筆者撮影)
1 6. 無名､ ｢死の勝利+､ 144 9年以降､ フレス コ (壁からはがされて保存)､ バ レルモ､ ガッ レ
リ ー ア ｡ レジ ョナ - レ (La pltttLnB血 Zb2Ha. EQa atbv ceiDtO, 2v ols. , M ilan o, Electa, 19 86,ⅠⅠ,
pl.674.)
17. ヤ コポ ･ ボルロ ー ネ (帰属)､ r死の勝利とダンス ･ マカ ー ブル+､ 148 5年以降､ フレス コ ､
クルソ ー ネ(ベルガモ)､ オラトリオ ･ デイ ･ ディ シプリ ー ニ(フ ァ サ ー ド)) (ム穿 PlttL m 血
Lo mbw d
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a. Equat bw enh?, Mnan o, Electa,1993, pl.213.)
1 8. ラ ッ プ ア エ ツ ロ ､ ｢プリ ュ ギアのペスト+､ ドロ ー イング､ フ ィ レンツ ェ ､ ウ ッ フ ィ ツツイ
美術館 (Cr a wh d, Raym ond,1 %gtze a Ddpes 血 o e血 1i
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tez:atw e a ndazi, Oxford, Cla rendo n
press, 19 14, pl. ㍊ .)
1 9. ラ ツ フ ァ エ ツ ロ原画､ マルカントニオ ･ ライモンディ翻刻､ ｢プリ ュ ギアのペス ト(疫病)+､
銅版画､ 19.5×24.9c m (Ven e E
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a ela peste, 1348 々7:P買Cat.a12.)
2 0. ニ コ ラ ･ プサン､ ｢アシドドのペス ト (ペストに襲われるペ リシテ人)+､ 1631年､ 画布､
油彩､ 148×198c m､ パ リ､ ル ー ヴル美術館(『世界美術大事典』､ 小学館､ 5､ 1989年, 52貢､
図2.)
､
2 1. マ ッチ イア ･ プレ ー テ イ ､ ｢ペス ト+､ 画布､ 油彩､ 99×134c m､ ロ ー マ ､ ア ツカデミ - ア ･
ディ ･ サン ･ ル ー カ､ 図書館 (Spike, Jolm T. , Mat b
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a h eb
'
. Cab21ogo mBT
'
o n aゎ del`薙血 b
'
,
Tav e rn a, MuseoCivicodi Tav e rn a･ Centr oI)i,1999, Cat.176.)
2 2. ルイ ー ジ ･ ぺ ッ レグリ ー ノ ･ スカラムッチア(イル ･ ペルジ ー ノ 1616-1680)､ ｢ペス ト患者
を見舞う枢機卿フ ェ デリコ ･ ボッ ロメ - オ+､ 1669年以降､ 画布､ 油彩､ ミラ ー ノ ､ ピナコテ
ー カ ･ アンプロジア - ナ (ム房Pltt乙〟笥 血Jjal[a. B 鹿1ceBb,Ⅰ,pl.122.)
2 3. G ･ A ･ カルロ ー ネ(163 9･1697)､ ｢コルドヴァのペス トと聖ニ コ ラ ･ ダ ･ トレンテ ィ ー ノ
の奇跡+､ 16 56年以降､ 画布､ 油彩､ ジ ェノヴァ ､ サン ･ ニ コ ラ ･ ダ ･ トレンティ ー ノ聖堂､
右袖廊壁 (20 00年3月筆者撮影)
2 4. C ･ バ ッサ ー ノ､ ｢最初のペス ト塗り処刑+､ 16 30年､ エ ッチング､ ミラ ー ノ､ ベルタレ.i
リ菰(Bem 血, Pa olo,
`
L apestedi M na odel 16 30n e氾eim 皿 aginia st ampa
”
,
in:Gu cad ue.
RiTq
'
s由 dYsbm
'
a deD払c1
'
sl
'
o De a ntlca e m ode m a e sb m
'
a del d[s eg720, Am o V;n.17, Ge n n aio
･
Ma rzo199 4
, pp.4
-15
,
Fig.6.)
2 5. 15世紀フィ レンツ ェ無記名版画家､ ｢聖セバスティアヌスの殉扱+､ 15世紀､ 版画 ､ パリ､
ル ー ヴル美術館 (LeTa rget, F. , S Seba sb
'
en
,
Paris
,
1979,pl.2.)
26. モラッ ツオ ー ネ､ ｢ペ ス ト患者の間で祈祷する聖ロクス+､ 1611･12年の間､ 画布､ 油彩､
239×138cm ､ ボルゴマネロ(ロンパルディア)､重量轟義盛遥(h plttLLnalombB rda delE600,
Cat.359.)
2 7. タンツイオ ･ ダ ･ ヴァラ ツ ロ､ ｢聖ロクス と祈祷する寄進者たち+､ 1631年､ 画布､ 油彩,
ヴァラ ッ ロ､ ピナコテ ー カ ･ チヴィカ (ム牙Pltta rBi'2JhHa. E SelcenめⅠ,pl.72.)
2 8. ドメ ニ コ ･ ギルラングイオと助手､ ｢聖ヴインチ ェ ンツオ ･ フ ェ ツ レルの祭壇画+､ 1494
年､ 板､ 油彩､ リミ ニ (フ ォルリ)､ ピナコテ ー カ ･ コ ム ナ
ー レ (上身 PIttLLZ:a illZjaL
'
a. E
qLlatblOC enb,Ⅰ, pl.336.)
29. ヴイ ンチ ェ ンツオ ･ チヴェルキオ(1465/70･1544ca.)とフランチ ェ ス コ ･ ナボレタ ー ノ､ ｢聖
ニ コ ラ ー ダ ･ トレンティ
ー ノの三連衝立画+､ 1495年､ 板､ 油彩､ プレッシヤ､ ピナコテ ー カ ･
卜シオ ｡ マルチイネンゴ(LaplttLUla血Lo mbmdYa. nQu attzv ce ロb,pl.257.)
30. テ ィツィア ー ノ ､ .｢玉座の聖マルコと詩聖人+､ 1510年､ 画布､ 油彩､ 230×149c m､ ヴェ
ネツィア､ サンタ
･ マ リア ｡ デッ ラ ･ サル ー テ聖堂､ 聖具圭 (フィリッポ ･ ぺドロ ッ コ ､ 『イタ
リア ｡ ルネサンスの巨匠たち24 ティツィア
ー ノ』､ 東京書籍, 1995年､ 図8.)
3 1. ポルデノ ー ネ､ ｢聖ヒエ ロ ニ ムス､ 聖口クス ､ 聖セバスティアヌス+I 1512/13年初頭､ 板､
油彩､ ヴェネツィア､ サンタ ･ マリア ･ デッラ ･ サル ー テ聖堂､ 聖具室 山 pltLLT? n elVen eb.
n 血qaecenk',Ⅰ,M 砧m o, Ele cta,1996,Ⅰ,pl.112.)
32. ベノ ッ ツオ ･ ゴッ ツオリ､ r詩聖人と寄進者+､ 1481年､ 78.7×61.9c m､ ニ ュ
ー ヨ ー ク､
メトロポリタン ･ ミ ュ ー ジアム (クリスティ ー ナ ･ アチディ ー ニ ･ ルチナ - ト､ 『イタリア ･ )レ
ネサンスの巨匠12 ベノッ ツオ ･ ゴッツオリ』､ 東京書籍､ 1995年､ 図89･)
3 3. フ ィオレンツオ ｡ ディ ･ 口 レンツオ ､ ｢父なる神､ 聖ロ マ ー ノ､ 聖口 クス ､ デ
ル 一 夕眺望+､ 15世紀後半､ フレス コ(剥離されて保#)､ 188×128c m､ T1 ト 9
'
(ウンブリア)､
ピナコテ ー カ ｡ チヴィ力 (h
'
ttw B血 Umbm
'
a 由笥 iT14 80 ei11540. 月 ℃m esse e sTduFPIB el
te mpILHPe mgb20 e戯 曲 euo, M丑 an o, Ele cta, 1983,p･104･)
34. ベノ ッツオ ･ ゴッ ツオ リ､ r守護聖人聖セ/〈ステイアヌス+､ 1464-65年､ フ レス コ ､ 52 7
× 378c m､ サン ･ ジミ ニ ヤ ー ノ､ サンタゴステイノ聖堂､ ぺシ ョリ ー ニ祭壇壁画 (C. A. ルテナ
ー 卜､ 『イタリア ･ ルネサンスの巨匠12 ベノ ッツオ ･ ゴッツオリ』､ 園丁ヰ.)
3 5. ｢二重の執り成し+､ 『トリ ー ノー ミラ ー ノ時 楓 ､ 15世紀半､ 写本装飾､ パリ､ ル
ー ヴル
美術館､ デッサン ･ 手稿書室(Byn um,Carolin e 槻 er, Holw(east点かd ムolw(a sh 22ze mb#o u s
sIW ca zlOe Of(w d わ MedYevTBIw o m en, Berkeley(L A･) and LDndon, U hiv ersity of CaXfo mia
Press, 1987,pl-28.)
3 6. ヤン･プロヴォ ー スト､ r最後の審判+､ 1525年､ ブル ー ジ ュ ､ グE3
- ニ ンゲン美術館伯yn t m,
c.w , Holy(ea sta nd Lolw ra錦pl.29.)
3 7. フ ィ レンツ ェ画家､ ｢キリス トと聖母の執リ成し+､ 1402年(?). 画布､ テンペ ラ､ 約 2 40
×150c m､ ニ ュ - ヨ ー ク､ ク ロイスタ ー ズ美術館(M eiss, M山ard,
”
Anea rlyalterpiecefro m the
cathedralofFlore n ce” , in: Mebvp 血 Mus eLLZ22 a＋M B b He也 Jun e1954,pp･302
-3 17･)
3 8. ベネデッ ト ポンプ イ ー リ､ ｢審判者キリス トと執り成しの詩聖人+､ 1472
･73年､ 画布､
テンペラ､ 330×171c m､ ベル ｢ ジヤ ､ サンタ
･ マ リア ･ ヌオ ー ヴァ聖堂 (S - 吐 Fr an ce占co,
a dilo m
･
u mbE
'
del 戯as ciz22enb, Pe rugia, 19 76, Tav.X[Ⅰ.)
3 9. ニ ッ コ 口 ･ アルンノ､ ｢キリストに執り成す聖母と詩聖人(アッシジのペスト臓)+､ 1468
年(?)､ 画布､ テンペラ､ 180×130c m, ケヴラ ー ､ 司祭館 (Sang F” Gon{ilo m
'
u mbT7
'
del
励 a s cit22enめ Ta v.ⅥⅠⅠ.)
4 0. ジャ ンニ コ ラ ･ ディ ･ パオ口 ､ 唱 女コ ロ ンバ ･ ダ ･ リエティの臓+､ 1494年､ 画布､ テ
ンペ ラ､ 240×19 6c m､ ペル ー ジャ ､ サ ン ･.ドメ
ニ コ聖堂 (Santi, F･, Gcm&i[o m
'
u mb d del
R血a sciD2enわ Tav.X X.)
4 1. 力ル口 ･ コ ッポラ､ ｢1656年のペスト中のナポリ､ メルカ
- 卜広場+､ 1656年､ 画布､ 油
彩､ 130･183c m､ ナポリ､ サン ･ マ ルチ イ ー ノ修道院国立美術館(LaB
'
ttLZIB n aPOle由n adel
L
600,
Cat.18 7.)
42. ベル ト ディ ･ ジョヴァンニ ､ ｢キリストにべル
ー ジヤ市民を執リ成す聖母と諸聖人+､ 1526
年､ 画布､ テンペラ､ 250×140c m､ ペル ー ジャ､ サン
･ 口 レンツオ司教座聖堂(Sa nti, F･ , GoDL＋uo m
'
u mbm
'
del勉 a scit22entO, Tav.X ∑q.)
4 3. アントニオ ･ ジアロ ー レ (通称力ヴァリエ ー レ ･ コ ツ パ)､ ｢執リ成しの聖母と聖三位
一 体
の下で､ 1630年のペス トからの解放を歎隣するヴェ ロ ー ナ+､ 17世紀､ ヴェ ロ ー ナ､ サン ･ フ
ェルモ聖堂､ コ ンテ ェ ツイオ
ー ネ礼藤堂 (ven ezia elapeste,134 g7 7Ppl. Ⅵ.)
44. ジャン ･ バ ッチ イス夕
･ ティ エポロ ､ ｢エ ステのベストからの解放を父なる神に歎願する
聖女テクラ+ (部分)∴17 58-59年､ 画布､ 油彩､ 675×390c m､ エ ステ､ ドゥオ - モ (Ven e E
'
a e
lapes晦 1 84 8＋1 797Tav･ ⅥII･)
45. パオ口
･ ヴ ェ 口ネ - ゼとエ房, ｢聖母の歎願と､ 洗礼者聖ヨハネ､ 聖口クス､ 聖セバスティ
アヌスの歎願を受けて ペス トを終荒させるキリス ト+､ 16世紀末､ 画布､ 油彩､ 340×220c m､
ル ー アン､ 美術館 (Pign atti,Tbris o, T7e m 22eSe. L
'
opena oo mpleta,2v ols., Ven ezia, Al鮎 ri,1976,
ⅠⅠ,Fig.956.)
4 6. A ルカ ･ ジ ョルダ ー ノ､ ｢ナポリのペストのために執リ成す聖ジェ ンナ 一 口+､ 1656 年以
降､ 画布､ 油彩､ ナポリ､ パラ ツツオ ･ レア - レ(サンタ ･ マリア ･ デル ･ ピアント聖堂より
預託) (I.aplttLni2血 1 地 . BSekeDb,ⅠⅠ,pl.768.)
B マティアス ･ グリ ュ - ネヴァル卜､ < イー ゼンハイム祭壇画>､ 第 一 場面､ ｢キリス ト
の卿IJ+ (中央パネル)､ 269×307c m､ ｢聖セバスティアヌス+(左パネル)､ ｢聖アントニウス+
(右パネル)､ 各232×76.5c m､ ｢キリス トの死 ヘ の哀悼+(プレデッラ)､ 67×341c m､ 1512
-15
年頃､ 板､ 油彩､ コル マ ー ル ､ ウン夕 - リンデン美術館 (『世界美術大全集 第 14巻北方ルネ
サンス』､ 勝岡興責任編集､ 小学館､ 199 5年､ 図14 1(2 37- 8貢)｡)
4 7. ジ ョヴァ ンニ ･ ディ ･ ピエ トロ(通称スパ ー ニ ヤ)､ ｢ペスト行列旗+､ 1510年頃､ 画布､ テ
ンペラ､ 217×148c m､ ブドナン卜､ 夕ル ･ イ ･ 力フ ン(英国)､ アペルコ ンウ ェイ卿コ レクシ
ョン (Zi
'
ttw B血 Um bq7
'
a な笥i114 80ei11 540,p.166.)
4 8. ヤ コポ リ †ル マ ･ イル ･ ジ ョ ー ヴァネ､ ｢救世主キリストと聖セバスティ アヌス ､ 聖 口ク
ス+､ 1606年頃､ ア ー チ上の画布､ 油彩､ 200×170c m､ ベルガモ､ サン ･ 夕レツサンド口 ･
デッラ ･ ク ロ ー チ ェ聖堂 (M a son 払naldi, Stefh ha, 助 ailJ■Glo 帽 n e. L
'
ope m co mple砲
M nan o, Electa,198 4, Fig.432.)
4 9. ヤコ ポ I Jてル マ ･ イル ･ ジ ョ ー ヴァネ､ r聖セバスティアヌスと聖口クス に顕われる救世
主+､ 160 7年､ チヴィダ ー レ ･ テル ･ フリウリ (ウ ー ディネ遜掛 ､ サン ･ ピエ トロ ･ イン ･ ヴ
ォルティ聖堂 (Ma s on鮎 1aldi,S. , 助 Bi7Gyo v:a p e, Fig.427.)
5 0. アンジ ェ 口 ･ ガ ッ リ､ ｢栄光のキリストに歎隣する聖力ル口
･ ボッ ロメ ー オとペス ト患者､
大天使聖ミカエル+､ 16 30年頃､ 画布､ 油彩､ 310×210c m､ ミラ
ー ノ､ サン ･ ジ ョルジョ ･
アル ･ パラ ッツオ (血 plttzBTi21o mbwda del
(6 m
,
Cat･308･)
5 1. アンドレア ･ ダ ･ ムラ ー ノ､ ｢三連繋擾乱 ､ 14 78年､ 板､ ヴェ ネツィア､ ア ツ力デミ
ー
ア美術館 (h plttw BE el VeB eb . BQu atbyx7enめⅠⅠ,pl･516･)
5 2. ジ ョヴァ ンニ ･ バ ッチイス夕 ･ ラガッツイ ー ニ(1 520ca /1591以降劫 , フランチ ェ ス コ
･
ラガッツイ ー ニ(1616年以降謝 ､ ｢栄光の聖母と詩聖人+､ 1576/80年頃､ 画布､ 油彩､ 400×
260c m､ ラヴェ ンナ､ サン ･ ドメニ コ聖堂(Bqu
'
a Paupe m m. 伽 b
'
dened[cx?esl dtlhm agla
15 70-1670, c atalogo dena m o stra, a c u r adi N･Ce ro血, G･Ⅴ辻oli, Rav e n n a, Nu o v aAlfa, 19 92,
pl.7.)
5 3. ベネデッ ト ボンフィ ーJ､ ｢サン ･ フランチェ ス コ ･ アル
･プラ ー トの軌 ､ 1453-54年(1464
年修復). 画布､ テ ンペラ､ 290×180c m､ ペル ー ジャ､ サン
. フランチ ェ ス コ ･ アル ･ プラ ー
卜修道院 (sa nti, F. , aq*ilo m
'
u mbq7
'
del R ha sch ento, Ta v･Ⅰ･)
54. マ リア ー ノ ･ ディ ･ アントニ オ､ ベネデッ ト ･ ボンフ ィ
ー リ､ ｢チヴィチ ッラ ･ ベナッ ツ
ォ - ネの職+､ 1455年頃､ 画布､ テ ンペラ､ 200×145c m､ チヴィテツ ラ
･ ベナ ッ ツオ ー ネ(ウ
ンブリア)､ サン ･ タ ン ドレア教区聖堂(Santi,F. , Go n(ilo m
'
u mbn
'
del R b2a SCiz27entO, Ta v. Ⅲ Ⅴ･)
55. ベネデッ ト ボンフィ
ー リ､ ｢コルチャ ー ノの職+､ 1472年､ 画布､ テンペラ､ 240×132c m､
コ ルチャ ー ノ ( ウンブリア)､ サ ンタ ｡ マ リア教区聖堂 (Sa n坑 F. , GGnfalo m
'
u mbg7
'
del
屈由a sd由enめ Tav.X [.)
5 6. バルトロメオ ー カバ ラ ー リ (1420c a ∴1505以降) に帰属､ ｢モン卜 - ネの職+､ 1482年､
画布､ テンペラ､ 236×164cm ､ モン卜
- ネ(ウンブリア)､ サン ･ フランチ ェス コ聖堂(sad ,
F.
,
Gontilo m
'
a mbm
'
del Rha s cizz2entO, Tav. m .)
57. バルトロメオ･ デ ッラ ･ ガッ夕､ ｢聖口クス に顕われるミゼリコルディ アの聖母+､ 1478-79
年の間､ ア レッツオ ､ 国立中世近代美術館 (Gn ∝dli, Im e n zo,
`
Le preghie reinpittu radi
Ba rtolo m eo de皿a Gatta
”
, in: Azi[sta CE
'
tlcBden
'
hrie 血 2bL5CiLU a
,
Firen 配
,
Le Letter e
,
1996
,
pp.110
-137.)
5 8. 無記名､ ｢ミラ ー ノの16 30年のペストの情景+､ 1630年以降､ エ ッチング､ ミラ ー ノ､ ベ
ル夕レッ リ蔵 由euni, P. ,
`
TJaPeStediMnan odel 16 30n ellein m agid a st ampa
”
,
Fig.4.)
5 9. ラ ツ フ ァ エ ツ ロ(帰属)､ rカリ夕の職+､ 14世紀末､ 画布､ テンペラ､ 160×80c m､ チ ッ夕 ･
ディ ･ カ スチ ッ口 ､ ピナコテ ー カ ･ コ ムナ ー レ (Sa nd, F. , God ilo m
'
u mbq7
'
del 戯 a sciD2 entO
,
Tav.X ⅢⅤ⊥ⅩⅩⅤ.)
6 0. ジョ ヴァ ンニ ･ ベ ツ リ ー ニ ､ ｢聖ヨブの東壁 (1477･78年ヴェ ネツィアのペス ト記念)+､
1478180年頃､ 板､ 油彩､ ヴ ェネツィア, ガッ レリ ー ア ･ ア ツカデミ ー ア(ム穿PlttLLr:3 n el Ve22etO.
BQu atbw entt),ⅠⅠ,pl.52 0.)
61. ア ントニオ ･ ダ ･ テ ィ ゾイ､ ｢玉座の聖母子と聖口クス ､ 聖セバスティアヌス+I 1488年､
板､ テンペラ､ オルツ ェ ス(ヴェ ネ卜)､ マ ドンナ ･デ ッラ ･ネ ー ヴェ聖堂(血 plttLLT:i2 n el Ven eb .
BQuatbu ento,ⅠⅠ,pl.695.)
6 2. ジロ ー ラモ ･ ス ッラツツア 口 - リ ･ ダ ･ アヴィア - ノ､ ｢フ ィオ ー レの祭壇画+､ 1487年､
板､ トレヴィ I Jj. ドゥオ ー モ (血 plttLLnB D el V6n eぬ Bqu a地 Ⅷ b,ⅠⅠ,pl.642･)
6 3. ジ ∃ヴァンニ ･ アゴステイ ー ノ ･ ダ ･ ロ ー ディ (木製枠はヴィッ ト ー レ ･ ス イ エ ンツア)､
｢聖母子と聖ニ コ 口 ､ 聖口クス+､ 1502年以降､ 板､ ブリバ ー ノ ( ヴェネト地方セディコ 近郊)､
サン ･ ニ コ ロ聖堂 (ム穿PIttu m E el VeD etO. B C払quec eDわⅠ,pl.341･)
6 4. ジ ョヴァ ンニ ･ ボンコ ンシリオ､ ｢玉座の聖母子と聖セバスティアヌス ､ 聖口クス+､ 1511
年､ 画布､ 油彩､ モンタグラ ー ナ (パドヴァ近郊)､ ドゥオ ー モ (血 plttu m E el VeLeb. n
Chqu ecemb,Ⅰ,pl.232.)
65. パリス ･ボルド ー ネ､ ｢聖母子と詩聖人+､ 1535･37年春､ ベルリン､ ボ ー デ美術館(血 plttu m
n elVen eぬ B ahqu ec eBb,Ⅰ,pl.347.)
6 6. A マ ッテ ィア ･ jレ ー テ イ ､ ｢コ ンスタンティノポリスの聖母+､ 16 56年､ 画布､ 油彩､ 28 6.5
×196c m､ ナポリ､ サンタゴステイ ー ノ ･ デッリ ･ スカルツイ (サンタ ･ マ リア ･ デッラ ･ ヴ
ェリ夕) 聖堂 (血 plttu nBlo mbM da del
(600
,
Cat.5591)
B アントン ･ フ ア ン ･ ダイク (原画)､ コルネリウス ･ ハル (翻刻)､ 『ペス ト守護処女聖人
バ レルモの聖女口ザリア伝』 (アントワ ー プ､ 1629年)､ 扉絵 (l触 e S.1bsaL
'
a e Tingbh
'
s
panoT:m 1
'
ta n a ePesb
'
s R2 加 D a e1
'
0 0 m
'
bu s e4)Zle S S aABE. tTa D 桝 deh2･ , Antw erple, Apud
co rneh um Gane, 1629,fig.2. (オクス フォ
ー ド､ ボ ー ドレアン ･ ライブラリ ー 蔵)
c アントン ･ フ ア ン ･ ダイク (原画)､ コルネリウス リ ＼ル (翻刻)｢聖母子 に祝福される
聖女Ejザリア+､ 銅版画 ､ 9.2×6.5cm (協 ∂eS. 触 Ha e,fig.2.)
D アントン ･ フ ア ン ･ ダイク､ ｢幼児キリス トから春希の冠を受ける聖女口ザリア+､ ペ ン､
水彩､ 9.6×6.5c m､ ロ ンドン､ 大英博物館
(F hpcza丸 Zipka Zare mba,
` c
Van Dyck
'
s
`Li feof St Ro sahe
p '
, in: B 血 蜘 Mag22Zbe,
Ⅴ｡1.131. n .10 39, ∝ bber19 89,pp.69 3
-698,軸.13,23.)
67. マルツィア
ー レ ･ カルビノ ー リ､ r玉座の聖母子と隠者聖アントニウス ､ 聖ゲオルギウス ､
聖ロクス+､ 17世紀後半､ 画布､ 油彩､ 270×170､ クルソ
ー ネ (ロンパルディア)､ サ ンタ ･
マリア ･ アツスンタ聖堂 (Laplttu mkmbw da del
(
600, Cat.131.)
68. A表 B裏 ヴイ ンチ ェ ンツオ
･ フ ォ ツパ ､ ｢オルツイルオ ー ヴィの行列軌 ､ 1 514-15年､
画布､ テンペラ､ 19 7×164c m､ プレッ シヤ､ ピナコテ
ー か トシオ - マルチイネンゴ(ム安PIttu zIB
血 Lo mbwd;a. nQu atbw ento, pls.259
-260.)
6 9. インノチ ェ ンツオ ー フ ランクッチ (通称インノチ ェ ンツオ ･ ダ ･ イモラ)～ r栄光の聖母子
と詩聖人+､ 1 515年､ バ ニ ヤ ー ラ (ラヴェ ンナ近郊) (h
'
ttLLnabaloB22eS edel
<500
,
Ⅰ
,p.70.)
7 0. ミケランジ ェ ロ ･ アンセルミ ､ ｢栄光の聖母子と大天使聖ミカエル､ 聖ロクス ､ 聖セバス
ティアヌス+､ 1520年､ 板, 油彩､ 163×108c m､ テ ィ ツツ アノ(パルマ近郊カ
ー サガルヴァ ー
＋)､ サン ･ ミケ ー レ ･ アルカンジ ェ ロ聖堂 (Quin taval 1e, Augu 8ta Ghidigha, A4Ychelangelo
AB Seh2iPa rm a, La Na zionale Tipogr afia editricedi Pa r m a, 1960,Fig.3.)
7 1. ミケランジ ェ ロ ･ アンセルミ､ ｢栄光の聖母子と天使､ 聖セバスティアヌス ､ 聖ロクス+､
1527･30年代後半の間､ 板､ 油彩､ 240×156c m､ パルマ ､ ガッ レリ ー ア ･ ナツイオナ ー レ(エa
plttLLri2血 ZtaEa. n qu a地 ℃ 脚 めI,pl･34 0･)
72. コ ツ レッ ジ ョ､ ｢聖セバスティアヌスの聖母+､ 152 5-26年頃､ 画布､ 油彩､ 2 65×161c m､
ドレスデン､ 国立絵画館 (ルチア ･ フ ォルナ ー リ ･ スキアンキ､ 『イタリア ･ ルネサ ンスの巨匠
たち 28 コ ツ レッ ジ ョ』､ 東京書籍､ 1995年､ 図54.)
7 3. フ ェデリコ り †ロ ッテ､ ｢アッ シジの臆宥+､ 1574-76年､ 画布､ 油彩､ 427×236c m､ ウ
ルピ ー ノ､ サン ･ フランチ ェ ス コ聖堂 (『世界美術大全集 第15巻マ ニ エ リスム』､ 森洋子､ 若
菜みどり責任編集､ 小学館､ 1996年､ 国34.)
7 4. ヤ コポ リ1ル マ ･ イル ･ ジ ョ ー ヴァネ､ ｢栄光の聖母子と聖ロクス､ 聖セバスティ アヌス+､
1610年頃､ 画布､ 油彩､ 320×205c m､ モノポリ(バ ー リ)､ カテドラル(Ma son砧 皿al di,S., 鬼 血 a
il Glo v:a zle,Fig.511.)
75. ヤコポ ･ パル マ ｡ イル ･ ジ ョ ー ヴァネ､ ｢栄光の聖母子と聖ロクス ､ 聖セバスティ アヌ ス
と 一 人の少年+､ 16 24年､ 画布､ 油彩､ 250×128c m､ ボンテツバ (ウ ー ディネ)､ サンタ ･ マ
リア ･ マ ッ ジョ ー レ聖堂 (M aso nf h al di,S., 助 aiT Glo Ⅵ 弧 e, Fig.761.)
7 6. フランチ ェス コ ･ ア)LJト ニ ､ ｢栄光の聖母子と聖ロクス ､ 聖セ/i ステイアヌス+､ 1635
･40
年､ 画布､ 油彩､ 314×22 5c m､ サン ･ ジ ョヴァ ンニ ･ イン ･ ペルシチ ェ
ー ト( ボロ ー ニ ヤ近
郊)､毒鐘遥遠(pughsi, Catherine 氏., 触 ces coAlbw
･
, New Ha v en
- h,ndon, YaleUP. , 19 99,
pl. ⅢⅩ.)
7 7. フランチ ェ ス コ ･ アルバ ー ニ ､ ｢栄光の聖母子と洗礼者聖ヨハネ､ 聖フ ィ リッ ポ
･ ベ ンツ
ィ ､ 聖ヒエ ロ ニ ムス ､ ア ッ シジの聖フランチ ェ ス コ+､ 1621年､ 画布､ 油彩､ 265×165c m､
リミニ ､ サンタ ･ マリア ･ デイ ･ セルヴィ聖堂 (Pughsi, C.R., 触 cescoA lba m
'
,pl･149･)
7 8. カルロ ･ チ ェ レ ー ザ､ ｢栄光の聖母子と聖アントニオ
･ ダ ･ パドヴァ ､ 聖セバステ ィアヌ
ス ､ 聖ロクス ､ 隠者聖アントニウス ､ 聖カルロ ･ ボッ ロメ
ー オ+､ 1648年､ 画布､ 油彩､ 263
×162c m､ ボンテラニカ (ロ ンパルディア)､ サンテイ ･ ヴインチ ェ ンツオ
･ エ ･ アレッ サンド
ロ聖堂(血 plttL m b mbw da der 600, Cat.156･)
79. カルロ ･ チ ェ レ ー ザ､ ｢聖家族と諸聖人+､ 1643年以降､ 画布､ 油彩､ 188×144cm ､ サン
･
ジ ョヴァ ンニ ･ ビアンコ (ロンパルディ ア)(血 plttw Blo mbw da del
(
600, Cat･1 53･)
8 0. A 表 B 裏 ソドマ ､ ｢聖セバスティアヌスの臓+､ 1525年､ 画布､ 油彩､ 204 ×145c m､
フィレンツ ェ ､ ガッ レリ
- ア ･ パラティ ー ナ(パラツ ツオ ｡ ピッチイ)(Le Ta rget, F_ , S.Seba sb
'
e22,
pl.72.)
81. ドメ ニ コ
｡ フィアセツラ､ ｢サルツア
ー ナのために聖母子に執り成す聖ラザロ+､ 1616･1630
年､画布､油彩､2 13×14 9c m, サルツア
ー ナ､ サンう ツザ 一 口聖堂(血 1Yttw adel(600a Gen e 摺,
a cu r adiPieroPaga n o eM ariaCleliaGala ssi, M丑 an o, h)ngan esi&c. ,1988,Cat.342.)
8 2. ドメ ニ コ ･ フ ィ アセッ ラ､ ｢ ペス トを追放するコルシカ司教アレッサンドロ ･ サウリと栄
光の聖母+､ 1630年､ 画布､ 油彩､ カリニ ヤ
ー ノ (ジ ェノヴァ)､ サンタ ｡ マリア ･ ア ツ スンタ
参事会聖堂 (20 00年3月筆者撮影)
8 3. G ･ F ･ ジ ェ ッ シ, ｢ ペス トの聖母+､ 1630年以降､ 画布､ 油彩､ 400×200c m､ ボロ
ー ニ
ャ､ サン ｡ ミケ ー レ ･ デ ･ レプロセ ッティ聖堂(LalYttlm a e mib
'
a n adelL60, a c ur adi A drian o
cera, M ilan o,LD ng an eSi&c. , 1982, Cat.12.)
8 4. ルイ ー ジ ｡ ミラド ー リ (通称ジェ ノヴェ ジ ー ノ)､ ｢聖母子と聖カルロ ･ ボッ ロメ
ー オ､ 聖
女アポッ ロ ー ニ ア､ 聖 ヨセフ ､ 聖ロクス ､ 聖セバスティアヌス+､ 1646年､ 画布､ 油彩､ 235
×154c m､ カステ ツ ロ ･ カビア ー リオ(ロンパルディア)､教区聖堂(h plttlLfBlo mbBZldB del
(600
,
cat.379.)
8 5. A ジ ェ ロ ー ム ･ ダヴイッ ド(16 05?･16 70)､ ｢1630年のペストの死者の上を通る 静 子列+､
1630年､ 銅版画 ､ 40× 26c m､ ボロ
ー ニ ヤ､ ビブリオテ - カ ･ アルキ ー ジンナ ー ジオ､ ラ ッ コ
ルタ･ ゴッツ アディ - ニ(B righetd, An tonio, 物 a elapeste del1 630, α 旭 do cu m eDb
'
血 edib
'
den h biTq
'
o SeB2?わ Vab
'
c a n o, Bolo印 a,Aulo Gaggi E ditore,1968･)
B ペリン ･ デル ･ ヴァ ー ガ､ r巨人族の没落+､ 152 8
･33年､ フレス コ ､ ジ ェノヴァ ､ パラ
ッッォ ･ ド ー リアー ^
･
ンフ ィ ー リ､ サE)- ネ ･ デイ ･ ジガンテイ (『世界美術大全集 第 15巻』､
図13.)
c ジョルジョ ･ ヴァザ ー リ､ ｢無原罪の御宿り+､ 1541年､ 画布､ 油彩､ 58×39001､ フ ィ
レンツ ェ ､ ウフ ィツイ 菊荷館 (『世界美術大全集 第15巻』､ 図26･) D 部分
8 6. ピエ トロ ･ ヴェ ッキア (1605-78) 原案､ ジ ョヴァンニ
･ メルロ翻刻､ ｢福者ロレンツオ ･
ジ ュ ステイ ニア ー ニ とジロ ー ラモ ･ エ ミリア ー ニ からサル
ー テ大聖堂のオマ ー ジ ュを受け取る
聖母子+､ 1 7世紀半ば､ 銅版画､ 13×75c m (Ven em
･
a elapeste, 134 8(7 79Fig･a ･107･)
8 7. A ルドヴィ ー コ ･ ラ ー ナ､ ｢誓願の祭壇画+ (Pala del Voto)､ 1636年､ 画布､ 油彩､ モ
デナ､ キエ ー ザ ･ デル ･ ヴオ ー ト B r父なる神+ と祭壇画(由 良L,Ola d
'
Gul
'
dolkm
'
, a c∬ a di
Ma ssim oPirondini, E皿 血 Negro, Moden a,ArtioliEditore,1992, pls･269, 274･)
88. グェ ルチ - ノ､ ｢ギア ー ラの聖母と聖ペテロ､ カルロ
･ ボッ ロメ ー オ､ 天使と男性寄進者+､
1618年､ 画布､ 油彩､ 2 29×1 55c m､ チ ェ ント､ ピナコ テ
ー か チヴィカ(Ston e, D ･ M ･ , Gu 6 min o,
Cat.36.)
8 9. グ ェルチ - ノ､ 闇聖人の栄光 (モデナ守護聖人たち)+, 1645
-47 年､ 画布､ 油彩､ 36 0×
205c m､ トウ ー ル ー ズ､ オ ー ガスタン美術館 (Ston e, D ･M ･, Gu e miu o, Cat･220･)
9 0. グイ ー ド ･ L' - ニ ､ r嬰児虐殺⊥ 1611年､ 画布､ 油彩､ 268×170c m､ ボロ
ー ニ ヤ ､ ピナ
コテ - カ ･ ナツイオナ ー レ (GLLE
'
do 戯 m
'
1 5 75-1642,Cat･17･)
9 l. グイ ー ド ･ レ ー ニ ､ ｢パ ー ラ ･ 5
L
.
)レ ･ ヴオ ー ト+､ 1630･31年､ 絹布､ 油彩､ 382×242c m､
ボロ ー ニ ヤ､ ピナコテ ー か ナツイオナ
ー レ(hIV･448) A 全図 B ペスト潮干中のボロ
ー ニ ヤ
市 (前景部分) (GLLZ
'
doRe m
'
1575-164 2, Cat.57.)
9 2. ルドヴィ ー コ ･ ラ ー ナ､ ｢モデナの汚職(ロザリオの聖母にモデナを執り成す聖ゲミニ
アヌス)+､ 1633年､ 絹布､ 油彩､ 235×2 55c m､ モデナ､ パラツツオ
･ コ ムナ ー レ､ サ ‾ ラ .
デル ･ コ ンシリオ(M attahan o, Em a n u ele,
`rUn ineditodib dovicoh n a” , in: Mu sel Fe m a n !s2
'
,
Firenze, 19 72,pp.43
-4 9.)
93. ルカ ･ フ ェ ツラ
ー リ､ ｢ ペス トの終票を記念したパパ フ ァ ー ヴァ家の奉納画 (ペス ト追放
をロザリオの聖母に執り成す聖ドメニ コ)+､ 1635年､ 画布､ 油彩､ パドヴァ､ カ ッサ ･ ディ ･
リスパルミオ ｡ ディ ･ /1ドヴァ ･ エ ･ ロヴィ ー ノ (h plttLLZ72血 Zjal[a. ESelcen b,Ⅰ,pl.278.)
94. ヤコポ ･ /てル マ ･ イル ･ ジ ョ ー ヴァネ､ ｢無原罪受胎の聖母と聖セバスティアヌス ､ 聖ロ
クス+､ 1620･28年墳､ 画布､ 油彩､ 30 0×165c m､ サンヴイ ンチ ェ ンテイ (旧ユ ー ゴスラヴィ
ア)､ 教区聖堂 (Ma so nR inaldi,S., Film aila
'
o Ⅷ e, Fig.677.)
9 5. フラ ･ バルトロメオ､ ｢ミゼリコルディ アの聖母+､ 151 5年､ 画布､ 油彩､ 390×2 55c m､
ル ツ九 ピナコテ ー カ ｡ ナツイオナ ー レ (血 plttLLZTi2血 Jb l[a. n αコque Cemわ 2v ols., M nan o,
Electa, 1987,Ⅰ, Fig.494.)
9 6. A インマ コ ラ ー タ ･ コ ンテ ェ ツイオ - ネ(通称ディ ･ サ ッリア) 聖堂平面図と内部装飾概
念図 マ ッティア ･ プレ ー テ ィ
B ｢無原罪受胎の聖母+､ 4 18×259c m､ 主祭壇
c r聖ヨハネ騎士団の寓意 (｢勝利の教会+ にチ ュ ニ カを渡す洗礼者聖ヨハネ)+､ 2 32×478c 皿､
右ルネッタ
D r悪魔を打ち破る大天使聖ミカエル+､ 23 5×475c m､ 左ルネッタ
E ｢聖ニ コ ラ ･ デイ リ ヤ ー リ+､ 260×16 0ca. ､ 右前ニ ッチ
F ｢聖ロクス+､ 254×155c m､ 右奥ニ ッチ
G ｢聖セバスティ アヌ ス+､ 26 2×160c m､ 左奥ニ ッチ
H ｢聖女ロザリア+､ 2 60×160c a. ､ 左前ニ ッチ
1677-79年初頭､ 画布､ 油彩､ フ ロリア ー ナ (マルタ島ヴァ ッ レッタ近郊)､ インマ コ ラ
ー
タ ･ コ ンテ ェ ツイオ ー ネ く通称ディ ･ サ ッ リア) 聖堂 (Spike, a.T., MBtb
'
a h eb
'
, pl･1 よ ⅢⅠ,
Cat.4 1.1-41.7.)
9 7. グェルチ ー ノ､ ｢煉獄の魂をキリストに示す聖グレゴリウス+､ 1646-47年頃､ 画布､ 油彩､
374×229c m､ ボロ ー ニ ヤ､ サン ･ パオE3聖堂 (Ston e, D.M . , Gu e mho, Cat.225.)
9 8. A マ ッテ ィア ･ プレ ー テ イ ､ rBh児キリス トを抱く無原罪受胎の聖母と詩聖人､ ナポリの
ペス ト+､ 1656･59年､ フ レス コ ､ ナポリ､ サン ･ ジ ェ ンナ
ー ロ門
B サン ･ ジ ェ ンナ 一 口門全景 (2 00 0年2月筆者撮影)
9 9. マ ッティア ･ プレ ー テ イ ､ ｢1656-67 年のペストのための奉献フレス コ 習作+､ A 港風景
仕n v.Q262)B 死体運搬場面 仁n v･Q･26 5)､ 1656
･59年の間､ 画布､ 油彩､ 12 7×76c m､ ナポ
リ､ カ ー ボディモンティ国立美術館､ ボルボン ･ コ レクション (In v.Q･262, Q･265･) (Mu s eo
Na E
･
o D ale d
･
Gpo - odl
･
, a C ur adi N icolaSpin o sa, NapoL･ Ele cta NaLPOh, 1994, pp･130
･
131.)
10 0. ジャ コ モ ･ フ ァ レ ッリ､ ｢ ペス トの犠牲者のために執り成す聖ガエタノ
･ ダ ･ テ ィ エネ+､
16 71年､ フレス コ ､ ナポリ､ サンテイ ･ アポス トリ聖堂､ 左身廊礼拝堂 (2000年 3 月筆者撮
影)
1 0 1. グエルチ ー ノ､ ｢聖女ベトロニ ッラの埋葬と被昇天+､ 1623年､ 画布､ 油彩､ 720×4 23c m､
ロ ー マ ､ ピナコテ - カ ･ カピトリ ー ナ (Sto n e, D . M ., Gu e mho, Cat.8 7.)
1 02. ニ コラ ･ プサン､ 哩 エラスムスの 轍 +､ 16 29年､ 画布､ 油彩､ 320×186c m､ ヴァチカ
ン市乳 ピナコテ ー カ ･ ヴァテ イカ ー ノ (『世界美術大全集 第1 7巻』､ 小学館､ 図30･)
10 3. アントニオ ･ ゲラルディ 『教皇ウルバヌス八世によ っ て祝福された行列職の , 聖職者とポ
ポロ ･ ロ マ ー ノによ っ て行なわれた荘厳なる行列につ いての総報告』(ロ
ー マ ､ 1632年) 扉絵
(Ger ardi, Anto nio, So m m m
'
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1 0 4. 16 32年3月25日ロ ー マのペス ト行列経路
1 0 5. A ｢ポッゼ ッソ+ (ロ ー マ教皇駿馬行列) 経路 (往路)
B 1632年3月2 5日ロ ー マ のペス ト行列経路
c ロ ー マ ､ ロザリオ大兄弟会のロザリオ行列経路
10 6. 1630年12月27日ボロ ー ニ ヤのペス ト行列経路
1 07. ヴァチカン市国､ サン ･ ピエ トロ ･ イン ･ ヴァテ イカ - ノ広場 (1996年10月筆者撮影)
1 08. ペス ト行列経路 :サンタンジ ェ 口橋 → †ンキ通リ ー ソ†ラッ ツオ ･ ゼッカ (｢ヴィア ･ /†パ
ー レ (ウイア ･ /†パ ー リス)+):Giov ami Maggi, Ma upen, R
'
a nta di
'
Roma, Rom a, 1625.部分
(Ce en, A 皿an, 2 ne Qu ah
'
e r ede'Ba n cbi
'
. UT:b m plbm 2b2g 血 触 e 血 tbe 丘由tAauoftbe
C払qu 脚 b, Ph.Di告s., U miv e rsibT OfPer m sylv a nia,1977, Ne wYork,Ij)ndo n, Ga rlm d, 19 86,
p.305, Fig.44.)
1 0 9. A ｢剣を鞘に収める大天使ミカエル+､ ラツ フ ァ エ ツ 口 ･ ダ ･ モンテル - ポのデザイン(1544
年) に基づく青銅像､ 1752年. ロ ー マ､ カスチル ･ サンタンジェ 口
､
B カステル ･ サンタンジ ェ 口 (バンキ側からの眺め) (2 00 0年2月筆者撮影)
1 1 0. ペス ト行列経路:パラツ ツオ ･ ゼッカ ー Jiス クィ ー ノ広場(｢ヴィア ･JV トレ+):G. M aggi,
B
'
m ta di
'
R) ma, 1625.部分 (Ce en, A. , 乃 eQa a zde mde
'
Ban血右p.312, Fig.51.)
1 1 1. ペス ト行列経路: バリオ - ネ通り - イル ･ ジ ェ ス聖掌(｢ヴィア ･ JV や- レ+):G. M aggi,
1qanta dt 触a, 1625.部分 (Bo rsi, Stefan o, 肋 a d[ UEba z20VIZT 血pla n由 LH a
'
o v:22 n m
'
Maggil 戯実Ro m a, 0 氏cin aEdizioni,1990, p.89.)
1 1 2. ｢アラコ エ リの聖母+, 6世紀､ ロ ー マ､ サンタ ･ マリア ･ ･( ン･ アラ コ エ リ聖堂､ 主祭壇
1 1 3. ｢アラコ エ リの奇跡の幼児イエス+､ 15世紀､ ロ ー マ ､ サンタ ･ マ リア ･ イン ･ アラコ エ
リ聖堂 ､ サン卜 ･ バ ンビ ー ノ礼拝堂
1 1 4. ｢レバ ン卜の海戦勝利の聖母+､ ロ ー マ , サンタ ･ マ リア ･ イン ･ アラコ エ リ聖堂 ､ 身廊
天井装飾､ 1 575年 (2000年2月筆者撮影)
1 15. シ エ ナ派 ､ ｢円柱の聖母(または ､ 罪人の避難所と しての聖母)Madon n aRefugium
pe ∝ ab ru 皿+､ 15世紀､ ロ ー マ ､ サンタ ･ マ リア ･ イン
･ アラコ エ リ聖堂､ 身廊円柱
11 6. ペ ス ト行列経路 :カンピドリオ ー サン夕 ･ マリア ･ ヌオ ー ヴァ聖堂
- サン ･ ピエ トロ ･ イ
ン ･ ヴイ ンコリ聖堂/サンタ ･ マ リア ･ デイ ･ モンテ ィ聖堂 一 汁ン夕 ･ マ リア ･ マ ッ ジ ョ
ー レ
大聖堂方面 :G. Maggi, R
'
m ia d[ 触 a,1625.部分 (Borsi, S･, Rom adf UTba n oT4:Ep･63･)
11 7. ｢モンティの聖母+､ ロ ー マ ､ サンタ ･ マリア ･ デイ ･ モンティ聖堂､ 主祭壇 (200 0年 3
月筆者撮影)
1 1 8. サンタ ･ マ リア ･ マ ッジ ョ ー レ大聖堂周辺 :G.Maggi,1ra D由 d[Rom a,1625.部分 (Borsi,
S. , 1bm adi UTbB n Otapp.57.)
1 1 9
. ロ ー マ ､ サンタ ･ マリア ･ マ ッ ジ∃ - レ大聖堂 (正面広場側)
1 20. リエ ヴェ ン ･ クリ ュ イ ユ (Liev enC ruyl) ､ ｢サンタ
｡ マ リア ･ マ ッジ ョ ー レ大聖堂 (棉
からの眺め)+､ 版画､ 1666年
12 1. ｢キ リス トの エ ル サ レム入城+､ ラヴ ェ ンナ ､ 大司教館 ､ マ タ シミアヌ ス の司教座
(K antor o wicz
,
Ern st H. ,
"
T he
"
E 血g
'
s Adv e nt
”
and the e nigm atic pa n els inthe do ors of
10
santaSab ina
”
, in:AziBtLHetb, 26,de c･1944,pp.207
･231,p.214, Fig.24.)
1 2 2. グイ ー ド ル
ー ニ ､ ｢1 598年11月27日クレメンス八世のボロ ー ニ ヤ入城式のための絵画
装飾のある門+､ 159 8年､ 版画､ ボロ
ー ニ ヤ､ ピナコテ ー カ ･ ナツ イオナ ー レ(GLH
'
do & m
'
15 符･1642,p.XⅥⅠⅠ.)
1 23. 建築家アントニオ ｡ デ
･ /〈ッテイスティ (デザイン)､ テオド ー ル ･ クリ ュ - ガ - (翻刻)､
｢162 3年11月 19日ウルバヌス八世のポッゼッ ソのためのポポロ ｡ ロマ ー ノによるイ
装飾 (カンピドリオ)+､ 1623年､ 版画 (U.pe.C.5999.)
門
1 2 4. マ テウス ･ グリ ュ 一 夕 - ､ ｢1623年11月19日ウ)LJlヌス八世のポッゼッ ソのためのポポ
ロ ･ ロ マ ー ノによる力 ンピドリオの卦旋門+ 仏gostino M asca rdi, Le Pu mpe delC w pldogL
'
o
perlaS.ta d[ NS･ VTbaLt20tq Eqa a Ddop]ib
'
d ilposs esso･ ･ ･ , Ro m a, B･Zan etti, 1624･扉絵部分)
A扉絵 B凱旋門装飾部分
12 5. ピエ トロ ･ ダ ･ コ ルト - ナ､ ｢キリス トの復活とコ ロンナ家の人々+､ 1622/23年､ 画布､
油彩､ 203×131c m､ ロ ー マ ､ ガ ッ レリ ー ア ･ コ ロンナ(1Ye如 da α 励 a 159 7-1 669, cf(talogo
deua m ostra, Ro m a, P ala zz oVen ezia 31o七tobre1997
･10febbraio1998, M 正ano, Electa,1997,
cat.ll.)
1 2 6. ピエ トロ ･ダ ･ コ ル ト - ナ､ ｢ラ ツフ ァ エ ツ 口のrガラテア+模写+､ 画布､ 油彩､ 267×205c m､
ロ ー マ ､ ア ツカデミ ー ア ･ ディ ･ サン .)レ- 力 仕n v.210) (R
'
e加 da a打虎耶a 159 7･16 69,Cat.13.)
1 2 7. ピエ トロ ･ ダ ･ コ ルト - ナ､ ｢聖女ビビア ー ナの死+､ 1624-2 5/26年､ フ レス コ ､ ロ ー マ ､
サンタ ･ ピピア ー ナ聖堂､ 身廊左壁 (1996年10月筆者撮影)
1 2 8. ピエ トロ ･ ダ ･ コ ルト - ナ､ ｢殉教者聖フラヴィアヌス+､ 1624･25/26年､ フ レス コ ､ ロ ー
マ ､ サンタ ･ ピピア ー ナ聖堂､ 身廊左壁 (1996年10月筆者撮影)
1 2 9. ピエ トロ ･ ダ ･ コ ル ト - ナ､ ｢枢機卿ジ ュ リオ ･ サ ッケ ッチイの肖像+､ 1627 年､ 画布､
油彩､ 130×98c m､ ロ ー マ ､ /てラ ツツオ ･ サ ッケッチ イ(B
'
e 加 da α 血 a 1597-1669, Cat.24･)
1 3 0. ピエ トロ ･ ダ ･ コ ルト - ナ､ ｢マルチ ェ ッ ロ ･ サ ッケ ッティの肖像+､ 1626
-29年の間､ 画
布､ 油彩､ 133×9 9c m､ ロ ー マ ､ ガッ レリア ･ボルゲ ー ゼ(Ⅰ肌 364)(月
'
e如 da α 地 a 159 7-1 669,
Cat.25.)
1 3 1. ピエ トロ ･ ダ ･ コ ルト ー ナ ｢聖三位 一 体+ 1628-31年､ 画布､ 油彩､ ヴァチカン市乳 サ
ン ･ ピエ トロ ･ イン ･ ヴァテ イカ - ノ大聖堂､ サンティ ツ シモ ･ サクラメン卜礼拝堂主祭壇(マ
ウリツイオ ･ フ ァジ ョ ー 口､ アンジ ェ ラ ･ チプリア
ー ニ ､ 『イタリア ･ ルネサンスの巨匠たち30
ベルニ ー ニ』､ 上村清雄訳､ 東京書籍､ 199 5年､ 図53.)
1 3 2. ピエ トロ . ダ ･ コ ル ト ナ､ r軒
イ謬コ常闇の勝利(バルベリ ー ニ家の栄光)+､ 1632-39
年､ フ レス コ ､ ロ ー マ ､ パ ラ ツツオ ･ J†ルベリ ー ニ ､ 大広間天井 (『世界美術大全集 第 16巻
バロ ック1』､ 神吉敬三 ､ 若桑みどり責任編集､ 小学館､ 1994年､ 図64･)
13 3. 力ル ロ ー マデルノ､ ジャン ･ 口レンツオ ･ ベル ニ ー ニ ､ フランチ ェス コ
･ ボッ 口ミ - ニ ､
rパルダッキ ー ノ (聖ペテロの墓の天蓋)+､ 1624
133年､ ブロンズに鍍金､ 木材､ 大理石 ､ 高
さ28.5m ､ サン ･ ピエ トロ ･ イン ･ ヴァテ イカ - ノ大聖堂交叉部
13 4. 1634年2月25日ナヴオ ー ナ広場の鮎戯繕(Be ntiv ｡gho,Guido, Festa fatta 血 Ro m a
aR[ 25 di FebviU
･
o W C: W e da由 izl u oeda lqLale Ma s card[, Rom a, Ma sc ardi,16 35･
【Bibhote caAngelic a:C
-7･47/9]) 撮影-Pi6troLatin i(B A)
13 5. アンドレア ･ サ ッキ､ F ･ ガリアルディ ､ マ ンチオ
ー ニ ､ ｢1 634年2月25 日ナヴオ ー ナ広
ll
場における ｢サラセン人の 鮎 脳 ++､ 1634年以降､ 画布､ 油彩､ ロ ー マ ､ ムゼオ ー ディ ･
ロ ー マ (In v.MR19 29)I( 物 usdenere ste a 触 a., 2v ols. , Ro m a, 1997,Ⅰ, a c u r adi M.Fagiolo
de1
'Arco, Fig.12.)
13 6. ピエ トロ
･ダ ･ コ ルト ー ナ､ ｢瀬死の聖アレクシウス+､ 1638年, 画布､ 油彩､ 242×176c m､
ナポリ､ キエ ー ザ･ デイ ･ ジ ロラミニ(サン ･ フ ィリッポ･ネリ)聖堂(R
'
e 如 da α 血 B 1 59 7-1 669,
cat.42.)
1 37. ｢サルス ･ ポプリ ･ ロ マ ー ニ+､ 板絵､ 12
･13世紀､ ロ ー マ ､ サンタ ･ マリア ･ マ ッ ジ ョ ー
レ大聖堂､ パオリ ー ナ礼拝堂主祭壇 (sTa nia Mz m
'
a Mag37
'
o m a 触 a
,
a c ur adi Carlo
pietr angeli, Fire n 班, Na rdiniEdibre, 1988,p.125.)
1 3 8. ジロ ー ラモ ｡ ライナルディ (デザイン)､ ボンベオ ･ タルゴ ー ニ (建築)､ ｢サルス ･ ポプ
リ ･ ロ マ ー ニ+ の祭壇､ 1613年､ サンタ
･ マリア ･ マ ッ ジ ョ ー レ大聖堂､ 左袖廊､ パオリ ー ナ
礼拝堂主祭壇 (200 0年3月筆者撮影)
13 9. ピ ー チル ･ Jてウル ･ リ ュ ペ ンス ､ ｢レジ
- ナ ･ アンゲロ ー ルム (サンタ ･ マリア ･ イン ･
ヴァ ッリチ ェ ッ ラのイコ ンを崇拝する天使たち)+､ 1606
-08年､ 画布､ 油彩､ ロ ー マ ､ キエ ー
サ ･ ヌオ ー ヴァ ､ 主祭壇
1 40. グェ ルチ ー ノ､ ト 枚の聖画像を崇拝する聖フランチ ェス コと聖王ルイ+､ 16 18年､ 画布､
油彩､ 252×152c m､ ブリシゲッ ラ､ サン ･ フランチ ェ ス コ聖堂(Sto n e, D .M . , Gu e miDO, Cat.38･)
14 l. A 表 B裏 ラツフ ァ エ ツロ (帰属)､ ｢聖三位 一 体の旗(Go血1on e)+､ 1.
499年/1503-4
年頃､ 画布､ 油彩､ 16 6×94c m､ チ ッタ ･ ディ ･ カ ステツロ､ ピナコテ
- か コ ムナ ー レ(Sand,
F., a nBilc m
'
um bm
'
del R bコaS C血 eDio, Tav.X X Ⅳ
･ ⅩⅩⅤ･)
1 4 2. A表 B裏 ペ ッ レグロ ･ ピオ ー ラ､ ｢ロザリオの行列旗+､ 17世紀前半､ 絹布ダマス コ織､
油彩､ 210×159c m､ ジ ェ ノヴァ ､ ア ツ カデミ
ー ア ･ リグリステイカ ･ ディ ･ ベ ッ レ ･ アルテ
イ美術館
14 3. ボロ ー ニ ヤ派画家､ ｢ロザリオの十五玄義とロザリオの聖母+､ 1 7世紀初頭､ ボロ
ー ニ ヤ ､
サン ･ ドメニ コ聖堂
1 4 4. ベノ ッツオ ･ ゴッツオリ､ ｢聖母と祝福を授ける幼児キリス ト+､ 1449年頃 ㈱ ､ 絹の旗
織､ 油彩､ 254×130c m､ ロ ー マ ､ サンタ . マリア
･ ソプラ･ ミネルヴァ聖堂
1 4 5. 1625 年ロザリオ行列のための ｢天軌 装置 (アンプロ
ー ジオ ･ ブランディ ､ 『至聖なるロ
ザリオの栄光ある聖母総論』､ ロ ー マ ､ 1625 年(Br amdi, Am brosio, 2 h
'
odo delta a:1o n
'
o sissio7a
掩 癖 e delSa n 血 o h siU 2
'
o c elebm わ 血 触 B IE P - aDu m e m
'
c ad[ottoLm edeHL4n n o
sanio M DC左方Vn eHa p m esslon e solen n edeDA mb
'
o onBlat6 -
L
id del &sB Z7
'
0･ De R 7Z T
'
tto da
F Ambm slo 月 間 nd[ Du m an l
･
c22 n OMa es 加 血 Sa cr aヱBe olo81
'
a, 血deg2= O S eTVIO dena B:1o n
'
D S a
抱 由コe Mad [e d
'
Dlo, Ro m a, G. Ma sca rdi,162 5,p ･61,))
i 4 6. ｢ロザリオの聖母+ (アンプロ ー ジオ ･ ブランディ ､ 『至聖なるロザリオの栄光ある聖母総
論』､ ロ ー マ ､ 162 5年､ 扉絵)
14 7. グイ - ド ･ レ ー ニ ､ ｢聖ドメ ニ コ に顕われるロザリオの聖母 ､ ロザリオのミステリオ+､
1597-98年､ 画布､ 油彩, 390×220c m､ ボロ ー ニ ヤ ､ マ ドンナ ザ ィ
･ サン ･ ル ー カ聖堂(GLLI
'
do
Re m
'
157:5-1642, Cat.6.)
14 8. Aグイ ー ド･L' - ニ ､ ｢聖フランチェス コ と二人の天使+､ 1631年､ 画布､ 油彩､ 19 6×117c m､
ロ ー マ ､ ガ ッ レリア ･ コ ロンナ 伊eppe r, Stephan, Guido Renl
'
･ A c o mplete caね1ogu e of h
'
s
w o v:ks m
･
d, a n血 加 du ctov 蜘 0Ⅹford, P h ai donPres s, 1984, Cat･116･)
Bグイ ー ド ･ レ ー ニ ､ ｢続いてロザリオの聖母に祈る聖フランチ ェス コ+
12
(｢パ ー ラ ー デル ｡ ヴオ ー ト+､ 1630-31年､ 部分)
14 9. グイ
ー ド ･ レ ー ニ ､ ｢メンディカンテイのキリス ト哀悼+､ 1613･16年､ 画布､ 油彩､ 7 00
×341c m､ ボロ ー ニ ヤ､ ピナコテ - 力 ･ ナツイオナ - レ (GuI
'
do 肱 1 575-1昭 Ca七.2 1.)
1 50. ピエ トロ ･ ダ ･ コ ルト
- ナ､ ｢聖パウロの盲目を治癒するアナニ ア+､ 1631 年頃､ 画布､
油彩､ 250×190c m､ ロ ー マ ､ サンタ ･ マ リア ･ コ ンテ ェ ツイオ ー ネ聖堂､ 左第 一 礼拝堂祭壇
(B
'
e 加 dB a 血 e 1 59 7-1 669, Cat.37.)
15 l. チ 一 口 ･ フ ェ ツリ (下絵)､ バルベ リ
ー ニ綴れ織工房 仏ra z zeria B arbe rh i)､ ｢海賊から
ラツイオ州沿岸を守護することをロ ー マ守護聖人に歎曝するウノレ†ヌス八世+ (ウノレ†ヌス八世
の生涯連作)､ ヴァテイカン市国､ パラツツイ ･ ヴァテ イカ - ニ A 全体 B 部分 (1999年 1
月筆者撮影)
1 5 2. ジャン ･ 口レンツオ ･ ベル ニ ー ニ ､ rポポロ ･ ロ マ ー ノ ､ コ ンセルヴァ 卜 - リによるウル
バヌス八世へ のペス ト対策･ る銘文+､ 1634年､ 自大理石､ ロ ー マ ､ サンタ ･ マリ
ア ･ イン ･ アラ コ エリ聖堂､ 正面嚢壁 (2000年2月筆者撮影)
1 5 3. フ ェデリコ ･ ツ ツ力口 ｢大グレゴリウスのペスト行列と幻視+､ 茶インク､ 赤チ ョ ー ク､ 2 69
×159m m､ ミ ュ ン へ ン､ 版画史料室 (Graph.S am ml. ,hv.1949:29.)
1 5 4. ヤコボ ･ シク ー 口 (?) または M ･ マイ ー ノ (?)｢ハ ドリアヌス帝の城壁上の大天使聖
ミカエルの出現+､ フ レス コ ､ 16世紀初頭 ､ ロ ー マ ､ トリ ニ夕 ･ デイ ･ モンティ聖堂､ 右袖廊
右壁 (S ale rn o, Luigi, Cu
'
e s B e C O D V 8 月由 dena Sa nb
'
s siz2=a2 h7
'
bi del Monb
'
血 触 a, c o n
introduzio n edi Mo n sig.Fe a n
･Fr ang3isArrighi, Bologna, Grafica,1968,p.14.)
i 5 5. ヴェ ン卜ウ ー ラ ･ サリンベ - 二 ｢悔俊する大グレゴリウス とロ ー マ+､ ペル
ー ジャ ､ サン ･
ピエ トロ聖堂､ 右身廊
1 5 6. F ･ デル ｡ プオ ー ノ､ ｢1630年ボロ ー ニ ヤ勤続行列:サン ･ ドメニ コ聖堂に入 っ てゆ<ペ
ス ト行列+､ 16 31年､ 銅版画､ 43×31.5c m､ ポロ - ニ ヤ ､ ビブリオテ - カ ニァルキ
ー ジンナ ー
ジオ､ ラ ッ コル夕 ･ ゴッツ アディ ー こ 伯righetd,A., 物 a elapesiedel 1 630.)
1 5 7. カルロ ･ ライナルディ (デザイン)､ ジ ョヴァ ンニ ･ アントニオ ･ デ ･ ロ ッ シ､ エ ル コ レ ･
フ ェ ツ ラ ー 夕､ ヨ ハ ン ･ ポ ー ル ･ シ ョ ー ル､ 1667年､ 口
- マ ､ サンタ ･ マ リア . イン ･ カンピ
チッリ聖堂､ 主祭壇 (1999年1月筆者撮影)
15 8. ジ ョバ ンニ ･ ディ ･ 口レンツオ ･
=
チ ー ニ
' '
､ ｢シエナを守護する聖処女マリア+､ 板､ 油彩､
1528年､ シエナ､ サン ･ マ ルチイ ー ノ聖堂(血 plttLt7g血 Zb b
'
a . n C払que cenb,Ⅰ, Fig･517･)
15 9. A ドメニ コ ｡ フ ィアセッラ原案､ G ･ B ･ ピッ ソ - ニ彫刻､ ｢ジ ェノヴァ共和国の女王聖
母マリア (マ ドンナ ･ デル ･ ヴオ ー ト)+､ 1637年､ 彩色木彫 ､ 約 160c皿 ､ フ ィオリ
ー ノ (ジ
ェノヴァ ー ヴオル卜リ)､ サ ン･ ミケ ー レ･ アルカンジ ェ 口聖堂(E S}#odelosaeu20 TleS eS, C atalogo
deua m ostr a, Mn an o, Electa,1999, Cat. ⅥⅠⅠ.2.)
B ジ ェノヴァ市門の ｢ジ ェノヴァ共和国の女王聖母マ リア (マ ドンナ
･ デル ･ ヴオ ー ト)+
(2000年3月筆者撮影)
1 6 0. ドメニ コ ･ フ ィ アセッラとエ房､ ｢ジ ェノヴァの女王としての聖母+､ 163 7年以降､ 画布､
油彩､ 319×2 19c m､ ナポリ､ キエ ー ザ ･ デイ . トゥルキ
ー ニ (EIS]ilo de los GeD O.le S e S,
Cat
.
ⅤⅠⅠⅠ.4.)
16 1. ドメ ニ コ ･ フ ィアセッラと工房､ ｢ジ ェノヴァ の女王としての聖母+､ 画布､ 油彩, 314×
195c m､ バ レルモ ､ 教区美術館 (E S#odelosGbn oTleS eS, Cat･ⅥⅠⅠ･4･)
16 2. ヴァ レリオ ･ 力スチッ 口､ ｢ジ ェノヴァ市のアレゴリ
ー +､ 1656年､ ジ ェ ノヴァ ､ 個人像
(Tb mi d
,
Pietro,
``Un doc um e nto pittoricoperla peste a Gen ov adel 1656
”
, in:Sm
'
tb
'
pe F
ITstlt打わ GeT＋m m ]
･
c o cb
･
Stom
･
a deD M d[ men z e, a c u r adiCA ･Lu chinatetal･ , Fire n ze, Le
13
Lettere,19 97,pp.4 11
-4 12.)
1 63. ｢ホルスに授乳するイシス+､ 1世紀､ ヘルクラネウム出土､ エル コラノ舌代遺品館(若桑 み
どり､ 『象徴としての女性像
- ジ ェ ンダ ー 史から見た家父長制社会における女性表象』､ 筑密書
鼠 200年､ 図43.)
16 4. ｢カンピチッリの聖母+､ 16 世紀､ フ レス コ ､ ロ
ー マ ､ サンタ ･ マリア ･ イン ･ カンピテ
ッリ聖堂
16 5. ｢インプルネ 一 夕の聖母+､ インプルネ 一 夕､ サンタ ･ マリア ･ デッリンプルネ 一 夕聖堂
( 如 eLa, LLtl aPle 喝 unPa eS e･ CutLUlaPaZ7TXXiLia a s aleLa n eRa ca mpaB21absca n a,
Firen ze, Fr an ces coPapafava edibre, 198.)
1 66. ｢ポルティ コの聖母 (ロマ ー ヌ ス ･ ボルトウス ･ セクリタス Ro m an u spo rtu s secu rita s)+､
11世紀 (6世紀のイコ ンに基づく)､ 石版に珪軸細工､ ロ ー マ ､ サンタ ･ マリア ･ イン ･ カンピ
チッリ聖堂
1 6 7. rク ェルチァの聖母 へ の エ クス ･ ヴオ ー ト+､ ヴィテルボ､ サントウアリオ ･ ディ ･ マド
ンナ ･ デ ッラ ･ ク ェルチァ
A ヴィテルボの画家､ 16 34年 (&1en za a mbw oE D en
'
hz由 del L600. A pe α 癖 deRB
m edi
'
cha m ode m a, a c ur adiSergio Rossi, c atalogo della m ostr a, M nan o, Electa, 199 8,
Cat.E2.)
B ヴィテルボの画家､ 1644年 (Stden z a e mk22 mE, Cat.E 6.)
cロ ー マ の画家､ 1656年 (& 1en za e m立讃COL
'
,Cat.E 9.)
1 68 . ｢モンテ ･ ペ リコ の聖母 へ の エクス ｡ ヴオ ー ト+､ 1671年､ 40.2×48.4c m､ ､ ヴィチ ェ ン
ツア､ モンテ ･ べリコ 聖堂 (戊21en z a e 皿血 cDE, Cat.E 40,)
16 9. Fray Jo s6 Renes, ｢バルセロナの慈悲の聖母+､ ビュ ラン彫り､ 31.2× 25･6c m､ マドリッ
ド､ 個人蔵(Anto nio Co rrea) A全体図 B｢ ペス ト行列+部分( 血 ash; deRa SpaBT ab m ca
Mon mb
'
a e 秘 e, c atalogodena m ostra, RD m a,CarteSegrete, 1991, Cat･64･)
1 70. ｢グアダル ー ペの聖母+､ メキシコ ､ メキシコ ･ シテ ィ ､ 大聖堂
1 7 l. ｢聖職売買(Sim omi)+ (R軸a, Ce sare, ZcoD OloB?
'
a
,(RD m a, 1593;Ro m a, 1603:co n且gu re
dal Ca valie rd'Aqino), edizion epra也ca a c w adi Piero Bu scaroli, M ilan o, E ditori Asocia也
S.pA., 1992,p.52 7.)
1 7 2. フランチ ェス コ ｡ ディ ･ ネグロ ･ ダ ･ ジ ェ ノヴァ ､ 『教皇り)L/†ヌス八世の前で行なわれ
た待降節と四旬節の説教』､ 第 3 巻 (1628-32年)､ 手稿､ ジェ ノヴァ ､ カ ップッチ
ー ノ全地方
古文書館蔵 &.Fr an ce scodi Negroda Gen ov a, H ed
'
c占e deu 盟 - わ e della Qu w eEim afatte
alla pvle S e n Z ad[ Papa UTb m o 招 汀 dd 肋 ce R 30 LH NeBTV d
'
Gen o 摺aPu CCibo, m ･sリ
To m.ⅠII, 1628-16 32.【血thivio Provinciale Cappu ccino, Gen ov a: N])､ 表紙 (2000年3月筆者
撮影)
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